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　　　　　　　　　　　　　序

　本報告書は、国営沖縄記念公園首里城地区の整備に伴い、内閣府沖縄総合事務局沖縄記念公園事務
所より委託を受け、沖縄県立埋蔵文化財センターによる平成 21（2009）年度の発掘調査成果を、平
成 24（2012）年度に沖縄県立埋蔵文化財センターがまとめたものです。

調査地点は正殿の裏手、御内原と称される区域で、国王やその一族のほか、神事を司る女官らの私
的空間とされていた場所にあたり、調査区とした御内原北地区には、かつて女官居室等の建物が存在
していたとされています。

今報告の発掘調査により、内郭石積みや方形石組み遺構のほか、大規模な造成跡、舗装路など、14
世紀代～近代までの、8 期に区分できる多くの遺構や堆積が確認され、首里城の変遷を物語ってい
ます。また、これと同時に、中国・タイ ･ ベトナム・本土・沖縄など、各地で焼成された陶磁器類や武具
等の人工遺物、食料とした自然遺物も多く得られており、往事の生活を偲ばせています。

この成果をまとめた本報告が、沖縄県の歴史・文化を理解する資料として、多くの方々に活用され
るとともに、埋蔵文化財の保護・活用について関心を持っていただければ幸いです。

最後に、発掘調査ならびに資料整理作業にあたり、ご指導・ご協力を賜った関係者各位に厚く御礼
申し上げます。

平成 25（2013）年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　長　 崎　濱　文　秀



巻頭図版２　調査状況 (Ｄ-10 グリッド石組遺構内・第６期 )

巻頭図版１　調査区遠景 (東から )



巻頭図版３　第 5期～第 7期遺構・堆積土１

巻頭図版 4　第 5期～第 7期遺構・堆積土2

巻頭図版 5　石粉舗装面 (第 5期 )

巻頭図版 6　石積み 4～8ほか ( 第 4期 )



巻頭図版３　第 5期～第 7期遺構・堆積土１

巻頭図版 4　第 5期～第 7期遺構・堆積土2

巻頭図版 5　石粉舗装面 (第 5期 )

巻頭図版 6　石積み 4～8ほか ( 第 4期 )



巻頭図版７　第３・４期出土遺物

巻頭図版８　第５期出土遺物

巻頭図版９　第６期出土遺物

巻頭図版 10　第７期出土遺物



巻頭図版７　第３・４期出土遺物

巻頭図版８　第５期出土遺物

巻頭図版９　第６期出土遺物

巻頭図版 10　第７期出土遺物



巻頭図版 11　航空写真
巻頭図版 12　1945年４月２日　米軍撮影（CV20-103-63）の首里城周辺
（沖縄県教育庁文化財課　史料編集班　所蔵）



巻頭図版 11　航空写真
巻頭図版 12　1945年４月２日　米軍撮影（CV20-103-63）の首里城周辺
（沖縄県教育庁文化財課　史料編集班　所蔵）



                                  　 例　言

１．本報告書は、国営沖縄記念公園首里城地区の整備に伴い、平成21（2009）年度に実施した御内原北地区
の埋蔵文化財発掘調査の成果をまとめたものである。

２．発掘調査は沖縄県立埋蔵文化財センターが平成21（2009）年度に実施し、資料整理作業は同センター
が平成24（2012）年度に実施した。両事業とも内閣府沖縄総合事務局沖縄記念公園事務所より委託を受
けての実施である。

３．資料整理作業にあたり、調査体制の項で記した多くの方々に資料の同定・整理指導をいただいた。記して
謝意を表したい。
　　
４．本書に掲載した地図は、国土地理院発行の１／25,000地形図を使用した。

５．本書に掲載した緯度、経度、平面直角座標は、すべて世界測地系に基づくものである。

６．本報告書の編集は、調査体制の項で記した多くの方々の協力のもと仲座久宜が行い、各章の執筆は次の
とおり行った。また、この中で外部執筆及び共著の原稿については、文頭に氏名及び所属を記した。

仲座久宜　　　第１章・２章、第３章第１～４節・第５節１～13・16・17・19・22・23、第５章
具志堅清大　　第３章第５節14・15・18・20
大堀皓平　　　第３章第５節21
金城貴子　　　第３章第５節24・25
菅原広史　　　第３章第５節27
パリノ・サーヴェイ　　第４章第１節
吉田邦夫・本多貴之　　第４章第２節

７．本書に掲載した調査時の写真撮影は仲座久宜が行い、出土遺物の写真撮影は矢舟章浩、伊佐えりなが行
った。また、金属製品の軟X線撮影は知念隆博が行った。

８．発掘調査で得られた出土品、図面、写真等の記録は、すべて沖縄県立埋蔵文化財センターに保管している。
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第１節　調査に至る経緯

　かつての首里には、国宝を含む多くの文化財が残されていたが、先の沖縄戦により、その殆どが灰燼に帰すこと
になる。終戦後発足した琉球政府文化財保護委員会は、戦災により破壊された文化財の復元整備として、昭和 31
（1956）年に園比屋武御嶽を嚆矢として整備を開始する。その後、同委員会は昭和 45（1970）年に首里城跡及び周
辺の戦災文化財復元計画を策定し、同年、日本政府は第一次沖縄復帰対策要綱を閣議決定した。その中で戦災文化
財の復元修理を推進する旨を明らかにし、翌年にはその調査費が計上されている。
　そして沖縄は、昭和 47（1972）年に本土復帰を果たす。その一環で、同年策定された第一次沖縄振興計画に盛り
込まれた要項に基づき、総理府外局沖縄開発庁の予算で、沖縄県教育庁文化課による首里城跡の復元整備を目的と
した発掘調査が開始されることになる。
　首里城内郭地区の整備は、昭和 61（1986）年度に国営沖縄記念公園首里城地区として整備されることが閣議決
定されたことにより始まる。それ以降、年次的に発掘による遺構確認調査が実施され、その調査成果及び、昭和 59
（1984）年度に沖縄県により策定された、首里城公園基本計画の理念に基づき、今日まで多くの建造物の復元整備
が行われ、一般に公開されている。今回報告の対象となる調査はこれまでの経緯をふまえ、国営沖縄記念公園事務
所の委託により、沖縄県立埋蔵文化財センターにより実施された。
　調査にあたっては、過年度に委託元である内閣府沖縄総合事務局沖縄記念公園事務所と調整した上で予算要求
を行った。その翌年の調査開始前には、文化財保護法第 125 条第 1項の規定により、遺跡を所轄する那覇市教育委
員会を経由し、沖縄県教育庁文化課へ文化庁長官あて現状変更許可申請の進達を依頼し（平成 21年６月８日付 埋
文第 175 号）、その後、那覇市教育委員会経由（平成 21 年 8月 13 日付那教生文第 183 号）で文化庁長官より現状
変更許可の通知を受けた（平成 21年７月 17日付 21 委庁財第４の 6623 号）。
　また、調査終了後には沖縄県教育庁文化課へ、発見された埋蔵文化財（出土品）の内訳・数量の報告を行い（平成
22年３月 24日付 埋文第 726 号）、業務完了報告を提出した（平成 22年３月 31日付 埋文第 751 号）。

第２節　調査体制

　本報告書に係る発掘調査業務は、平成 21（2009）年度に実施し、調査報告書作成に係る資料整理業務は、平成
24（2012）年度に実施した。その体制は次のとおりである（職名は当時のもの）。

平成 21（2009）年度（発掘調査）
　事　業　主　体　沖縄県教育委員会　教育長　金武正八郎

　事　業　所　管　沖縄県教育庁文化課　課長　大城　慧
　　　　　　　　　　記念物班班長　島袋 洋、指導主事　久高 建

　事業総括・実施　沖縄県立埋蔵文化財センター　所長　玉栄　直
　　　　　　　　　　総務班班長　嘉手苅 勤、主任　村吉由美子
　　　　　　　　　　調査班班長　金城亀信、主任　仲座久宜
　発掘調査作業　調査班主任　仲座久宜
　　　　　　　　　　文化財調査嘱託員　岩本さつき、大城歩、大堀皓平、内間慎吾、岸本竹美
　　　　　　　　　　発掘調査作業員　安里勝則、安次富マサ子、岩下喜博、浦崎京子、大嶺愛子、栗山盛義、
　　　　　　　　　　砂辺光義、比嘉洋子、樋口光子、松門　孝、宮城悦子、安村重保、吉田　洋、与那嶺勢津子
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第２節　調査体制

　本報告書に係る発掘調査業務は、平成 21（2009）年度に実施し、調査報告書作成に係る資料整理業務は、平成
24（2012）年度に実施した。その体制は次のとおりである（職名は当時のもの）。

平成 21（2009）年度（発掘調査）
　事　業　主　体　沖縄県教育委員会　教育長　金武正八郎

　事　業　所　管　沖縄県教育庁文化課　課長　大城　慧
　　　　　　　　　　記念物班班長　島袋 洋、指導主事　久高 建

　事業総括・実施　沖縄県立埋蔵文化財センター　所長　玉栄　直
　　　　　　　　　　総務班班長　嘉手苅 勤、主任　村吉由美子
　　　　　　　　　　調査班班長　金城亀信、主任　仲座久宜
　発掘調査作業　調査班主任　仲座久宜
　　　　　　　　　　文化財調査嘱託員　岩本さつき、大城歩、大堀皓平、内間慎吾、岸本竹美
　　　　　　　　　　発掘調査作業員　安里勝則、安次富マサ子、岩下喜博、浦崎京子、大嶺愛子、栗山盛義、
　　　　　　　　　　砂辺光義、比嘉洋子、樋口光子、松門　孝、宮城悦子、安村重保、吉田　洋、与那嶺勢津子
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第 1章　調査に至る経緯

　発掘調査指導・助言・協力
　　　　　　　　　大橋康二（佐賀県立九州陶磁文化館）　　　関　明恵（鹿児島県立埋蔵文化財センター）
　　　　　　　　　續　伸一郎（堺市博物館）　　　　　　　　堀内秀樹（東京大学埋蔵文化財調査室）
　　　　　　　　　向井　亙（タイ・シラパコーン大学大学院）　 森　達也（愛知県陶磁資料館）
　　　　　　　　　矢島律子（町田市立博物館）　　　　　　　渡辺芳郎（鹿児島大学）
　　　　　　　　　琉球サーベイ株式会社

平成 24（2012）年度（資料整理）
　事　業　主　体　沖縄県教育委員会　教育長　大城　浩

　事　業　所　管　沖縄県教育庁文化課　課長　長堂嘉一郎、副参事　島袋　洋
　　　　　　　　　記念物班班長　盛本　勲、指導主事　田場直樹

　事業総括・実施　沖縄県立埋蔵文化財センター　所長　崎濱文秀
　　　　　　　　　総務班班長　荻堂治邦、主査　恩河朝子
　　　　　　　　　調査班班長　金城亀信、主任　新垣　力
　
　資料整理作業　調査班主任専門員　仲座久宜
　　　　　　　　　資料整理嘱託員　赤嶺恵子、赤嶺雅子、新垣裕子、新垣利津代、池原直美、伊佐えりな、
　　　　　　　　　石嶺敏子、伊藤恵美利、殷　兪平、上田麻紀子、上原作美、上原園子、上原美穂子、
　　　　　　　　　上原留美、大村由美子、荻堂さやか、翁長涼子、喜瀬リサ、喜屋武朋子、久貝祐子、
　　　　　　　　　國吉咲子、久保田有美、崎原美智子、後田多昌代、城間千鶴子、島袋久美子、瑞慶覧尚美、
　　　　　　　　　平良貴子、髙橋弘治、高良三千代、田中章子、玉城実子、玉寄智恵子、津多恵、
　　　　　　　　　當山哲也、仲村朝美、野村知子、比嘉登美子、比嘉なおみ、譜久村泰子、松堂恵美、
　　　　　　　　　又吉志麻子、又吉純子、宮里絵理、宮良佐弥香、向井洋子、屋我尚子、矢舟章浩、
　　　　　　　　　山口こずえ、山城由紀子、吉村綾子　

　資料整理作業員　小渡直子、東仲千夏

　整理協力者　　　調査班主任　新垣 力、主任専門員　知念隆博
　　　　　　　　　専門員　大堀皓平､金城貴子、専門員（臨）　具志堅清大
　 　資料整理嘱託員　上地由紀子、具志良子

　資料整理指導・助言
　　　　　　　　　阿部百里子（昭和女子大学）　　　　　　　　　上原　靜（沖縄国際大学）　　　
　　　　　　　　　大橋康二（佐賀県立九州陶磁文化館）　　　　　菊池誠一（昭和女子大学）
　　　　　　　　　久保智康（京都国立博物館名誉館員）　　　　　菅原広史（浦添市教育委員会）
　　　　　　　　　関　明恵（鹿児島県立埋蔵文化財センター）　　續　伸一郎（堺市博物館）　　　　　　　　　
　　　　　　　　　西村昌也（金沢大学国際文化資源学センター）　堀内秀樹（東京大学埋蔵文化財調査室）　　　
　　　　　　　　　本多貴之（明治大学理工学部）　　　　　　　　向井　亙（金沢大学国際文化資源学センター）
　　　　　　　　　森　達也（愛知県陶磁資料館）　　　　　　　　矢島律子（町田市立博物館）　　　　　　　　
　　　　　　　　　吉田邦夫（東京大学総合研究博物館）　　　　　渡辺芳郎（鹿児島大学）　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　パリノ・サーヴェイ株式会社

　　　　　　　　　　　第２章　位置と環境

第１節　地理的環境

高で 136 ｍを測り、那覇市内では弁ヶ嶽に次いで高所に位置するグスク時代（中世）～近代にかけての城跡であ
る。
　この首里城の基盤を構成するのは、地質時代区分により第四紀更新世（180 － 160 万年前～ 1万年前）に区分さ
れる琉球石灰岩で、その下位には、鮮新世（500 万年前～ 160 万年前）から中新世（2,300 万年前～ 500 万年前）に
区分される島尻層群が堆積している。表層の透水性が高い琉球石灰岩層に浸透した雨水は、不透水層である島尻層
のクチャ（泥岩・砂岩）で堰き止められ、両者の境界から泉として湧き出すこととなる。この湧水を利用した井泉、
樋川は首里の各地に点在し、今日も豊富な湧水量を誇っている。
　次に景観をみてみると、首里城の物見台である東西のアザナ、京の内南側からは、北に座喜味城、浦添城、東に久
高島、大里城、糸数城、南に多々名グスク、具志頭グスク、西に渡名喜島、粟国島等の四方が遠方まで見渡すことがで
きる。また、この首里城から周辺を見渡せるということは、見方を変えれば市街地や海域等の周辺各所からも首里
城を仰ぎ見ることができることでもある。このことは遠近を見通せることによる軍事的優位のみならず、貿易船等
の船舶入港の確認なども期待でき、国家首都として格好の立地と言える。そしてその存在は、琉球王国の象徴的な
モニュメントとしての役割を十分に果たしていたものと思われる。
　また首里城は、北側に虎頭山及び真嘉比川を配し、東に弁ヶ嶽及びナゲーラ川、南に安里川を擁して立地してい
る。1713 年、蔡温はこの立地に関し「恭しく玉陵を観るに、国都の高処に発祖し、最も好し」（球陽 688 号　球陽
研究会編 1974）と遺している。なお、この立地を風水地理学的観点から見ると、弁ヶ岳は発粗としてエネルギーの
源泉である龍脈として捉えられている。その龍脈は虎頭山や西森、末吉の連続する山並みをとおり、西海岸へ抜け
ていく。そしてその先に浮かぶ慶良間諸島は錦屏という案山にあてられ、北谷・読谷の丘陵が白虎、小禄・豊見城の
丘陵を青龍とする風水空間としている。つまり、龍脈から流れ出る気を隅々まで巡らせることにより、国王の安泰
を願ったのである（都築昌子 2005）。このように首里城の立地は、軍事・政治・経済的な実利性のみならず、風水思
想の上からも蔵風得水の地として優れた条件を備えているとされる。

第２節　歴史的環境

首里城
　首里城の創建について、現時点で明確な記録は確認されていないが、文献上最初に表れるのは、1427 年建立の
安国山樹華木碑記においてである。碑文の概要は、首里城周辺に池（龍潭）を掘り、山を築いて華木を植えたことが
記され、今日でいう都市計画・環境整備がすでに行われていたことを示している。この碑文の年代から推して、首里
城は尚巴志王代（1422～ 1439）にはすでに王城としての構えを確立していたと考えられている。その後、1879（明
治 12）年の首里城明け渡しまで何世紀にもわたり、歴代の王により幾度もの拡張工事が行われるとともに、数回に
及ぶ焼失・重修を経て、現在の首里城のフォルムが完成したとされている（第３図）。
　このように首里城は、15 世紀前半とされる築城から、約 500 年間のながきにわたり、琉球王国の王城として栄
華を誇ってきた。この王国の崩壊後、正殿をはじめとするこれらの建造物群は、1879（明治 12）年から 1896（明
治 29）年まで、熊本鎮台沖縄分遣隊の兵舎として使用されたほか（第 4図）、その後は首里市立女子工芸学校、県立
工業徒弟学校、首里尋常高等小学校などの校舎としても転用され（第 5図）、各所がその都度改変された。その間に
建物は老朽化により解体される危機を乗り越え、中心的建造物数件については、この沖縄独自の歴史や意匠から、
1925（大正 14）年に特別保護建造物に指定される。また、その３年後の 1927（昭和２）年には解体修理が行われ、
1929（昭和 4）年には正殿や付随する主要な城門についても国宝となった。
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工業徒弟学校、首里尋常高等小学校などの校舎としても転用され（第 5図）、各所がその都度改変された。その間に
建物は老朽化により解体される危機を乗り越え、中心的建造物数件については、この沖縄独自の歴史や意匠から、
1925（大正 14）年に特別保護建造物に指定される。また、その３年後の 1927（昭和２）年には解体修理が行われ、
1929（昭和 4）年には正殿や付随する主要な城門についても国宝となった。
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第１図　沖縄本島の位置図

第 2章　位置と環境

　しかし、これらの建造物群も、太平洋戦争に伴い日本軍第 32軍司令部の陣地壕が首里城の地下深くに構築され
たことで、1945（昭和 20）年 4月に米軍の集中砲火を浴び、その一帯は焦土と化すことになる。
　終戦後は、米国琉球軍政本部教育部の計画により、1950（昭和 25）年に琉球大学が創設され（第 6図）、校舎等
施設の造成・建設工事で首里城の遺構はさらなるダメージを受けることとなる。しかし、このような状況下におい
ても首里城の威容は衰えることなく、規模・内容ともに沖縄を代表するに相応しい城跡として、1972（昭和 47）
年の日本復帰と同時に国の史跡として指定され、その後 2000（平成 12）年 12 月には「琉球王国のグスク及び関
連遺産群」の一遺産として、世界遺産（文化遺産）に登録された。今日では年間 200 万人以上もの観光客が訪れる沖
縄の一大観光地として、常に賑わいを見せている。

御内原北地区
　御内原は正殿の裏側一帯を指し、国王やその家族の生活の場として位置付けられていた空間である。この区域
は、国王以外の男性は立ち入りが禁止され、違反者とそれを見逃した門番は、一世流罪などの厳罰が定められてい
たとされる。
　一帯には、国王が居住していた黄金御殿や執務室として使用された二階殿、専用の厨房である寄満、使いの女官
たちが詰めていた女官居室等の建物が配置され（第３図）、常時 70人ほどの女官が、国王やその家族のために従事
していたとされる。
　この御内原は、王妃の統括により、古式の伝統に則して運営が行われていたとされており、王族のほかに、士族出
身者で王妃・王婦人に仕える御側御奉公（ウスバグフークー）、神官、そして平民出身で官廷職務を司る「城人（グシ
クンチュ）」らが居住していた。この城人は、真和志、南風原、西原間切を中心に、首里近郊の農村から「城人選び」に
より選定され、一定期間奉公に入るとされる。
　この城内の生活における食事は自給制で、上記の御側御奉公、神官、城人の各グループで「あがま」と呼ばれる炊
事係によってなされていた。そのため低位の者は、わずかな奉公米以外の惣菜・汁などは、寄満や料理座で分けて
もらうほか、国王一家の食事や祭事供物のお下がり等を譲り受け、工面していたと伝えられる（真栄平 1997）。こ
のように、御内原の中でも城人階級の女性達の暮らしは、王城での奉公から連想される華やかなイメージとは程遠
く、質素なものであったようである。
　今回調査報告を行う御内原北地区は、首里城正殿の北東裏にあたり、明治初期製作とされる横内家資料平面図に
よると、かつて女官居室と称される建物の一角や内郭石積み及び、世誇殿北側の通路等が敷設されていた区域であ
る（第３図）。
　これらは、ともに創建時期について不明であるが、女官居室が存在した場所には、1924（大正 13 年）に沖縄
神社の社務所が建てられることから、女官居室は社務所創建前にはすでに撤去されていたとみられる。そのため、
1931（昭和６）年頃に引かれた『旧首里城図』（第 5図）において、女官居室の区画は建物跡として破線で引かれて
いる。なお、社務所の設置にあたっては、御内原のほぼ中央に位置していた世誇殿を移築したとされ、移築後の詳細
な平面図が残されている。
　そのほか、神社の創設に際しては、御内原内の各所において改変が行われたと見られ、横内家資料平面図に見え
る建物間を結ぶ通路や、仕切り等の区画についても撤去され、『旧首里城図』では本殿へ至る参道等が敷設されて
いる（第 5図）。
　その後、首里城は沖縄戦で破壊されるが、戦後は琉球大学の設置により、調査区周辺には大学本館及び風樹館等
の施設が建設され、その北側には擁壁の石積みが積まれる（第 6図）。大学移転後は、首里城公園の管理用道路や仮
設の駐車場として使用され、今後の復元を待つ状況である。
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　しかし、これらの建造物群も、太平洋戦争に伴い日本軍第 32軍司令部の陣地壕が首里城の地下深くに構築され
たことで、1945（昭和 20）年 4月に米軍の集中砲火を浴び、その一帯は焦土と化すことになる。
　終戦後は、米国琉球軍政本部教育部の計画により、1950（昭和 25）年に琉球大学が創設され（第 6図）、校舎等
施設の造成・建設工事で首里城の遺構はさらなるダメージを受けることとなる。しかし、このような状況下におい
ても首里城の威容は衰えることなく、規模・内容ともに沖縄を代表するに相応しい城跡として、1972（昭和 47）
年の日本復帰と同時に国の史跡として指定され、その後 2000（平成 12）年 12 月には「琉球王国のグスク及び関
連遺産群」の一遺産として、世界遺産（文化遺産）に登録された。今日では年間 200 万人以上もの観光客が訪れる沖
縄の一大観光地として、常に賑わいを見せている。

御内原北地区
　御内原は正殿の裏側一帯を指し、国王やその家族の生活の場として位置付けられていた空間である。この区域
は、国王以外の男性は立ち入りが禁止され、違反者とそれを見逃した門番は、一世流罪などの厳罰が定められてい
たとされる。
　一帯には、国王が居住していた黄金御殿や執務室として使用された二階殿、専用の厨房である寄満、使いの女官
たちが詰めていた女官居室等の建物が配置され（第３図）、常時 70人ほどの女官が、国王やその家族のために従事
していたとされる。
　この御内原は、王妃の統括により、古式の伝統に則して運営が行われていたとされており、王族のほかに、士族出
身者で王妃・王婦人に仕える御側御奉公（ウスバグフークー）、神官、そして平民出身で官廷職務を司る「城人（グシ
クンチュ）」らが居住していた。この城人は、真和志、南風原、西原間切を中心に、首里近郊の農村から「城人選び」に
より選定され、一定期間奉公に入るとされる。
　この城内の生活における食事は自給制で、上記の御側御奉公、神官、城人の各グループで「あがま」と呼ばれる炊
事係によってなされていた。そのため低位の者は、わずかな奉公米以外の惣菜・汁などは、寄満や料理座で分けて
もらうほか、国王一家の食事や祭事供物のお下がり等を譲り受け、工面していたと伝えられる（真栄平 1997）。こ
のように、御内原の中でも城人階級の女性達の暮らしは、王城での奉公から連想される華やかなイメージとは程遠
く、質素なものであったようである。
　今回調査報告を行う御内原北地区は、首里城正殿の北東裏にあたり、明治初期製作とされる横内家資料平面図に
よると、かつて女官居室と称される建物の一角や内郭石積み及び、世誇殿北側の通路等が敷設されていた区域であ
る（第３図）。
　これらは、ともに創建時期について不明であるが、女官居室が存在した場所には、1924（大正 13 年）に沖縄
神社の社務所が建てられることから、女官居室は社務所創建前にはすでに撤去されていたとみられる。そのため、
1931（昭和６）年頃に引かれた『旧首里城図』（第 5図）において、女官居室の区画は建物跡として破線で引かれて
いる。なお、社務所の設置にあたっては、御内原のほぼ中央に位置していた世誇殿を移築したとされ、移築後の詳細
な平面図が残されている。
　そのほか、神社の創設に際しては、御内原内の各所において改変が行われたと見られ、横内家資料平面図に見え
る建物間を結ぶ通路や、仕切り等の区画についても撤去され、『旧首里城図』では本殿へ至る参道等が敷設されて
いる（第 5図）。
　その後、首里城は沖縄戦で破壊されるが、戦後は琉球大学の設置により、調査区周辺には大学本館及び風樹館等
の施設が建設され、その北側には擁壁の石積みが積まれる（第 6図）。大学移転後は、首里城公園の管理用道路や仮
設の駐車場として使用され、今後の復元を待つ状況である。
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第１節　調査方法と調査区の設定

　平成 21（2009）年度の首里城跡発掘調査は、今後の整備・復元計画に沿う形で、事前に調査委託側の内閣府沖縄
総合事務局沖縄記念公園事務所と調整を行い、正殿裏手の約 370㎡について調査を行うことになった（第 3図）。
首里城が機能していた当時、この一帯は主に国王や王族、女官らが生活する国王のプライベートな空間で、御内原
と称されていた。今回の調査区は、その北側に位置することから、御内原北地区として調査を開始した。
　調査区は東西に長い形状を有するため、表土除去後に実施したグリッド設定では、調査区北西角を起点とし、磁
北に沿って南北軸を北からA～H、東西軸を西から１～ 12まで、４ｍ四方のグリッドを設定した（第 7図）。
　本地区では、表土除去作業当初から、旧琉球大学の建物基礎のものと思われる鉄筋とコンクリート柱が露出し始
め、最終的に約２ｍ四方の基礎部分が規則的に数点検出された。琉球大学当時の建物配置図を重ねると、当地には、
かつて本館と大学資料館として機能していた風樹館が存在しており（第 6図）、これらの基礎は本館と風樹館のも
のであることが考えられる。
　本調査は、首里城復元整備に伴う遺構確認を目的としており、首里城が存続した中でも 1712 年～戦前までの姿
を復元対象年代としていることから、基本的にこの年代の遺構を目指して発掘作業を進めることになる。しかし、
戦災や開発などにより遺構が破壊された箇所に関しては、遺構を残しつつ、その断面を用いて堆積の状況や遺構の
先後関係を読み取る手法をとっている。
　次に、発掘調査・資料整理経過、調査成果について報告を行う。
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図版４　作業経過画像１

第 2節　発掘調査の経過

１．堀削範囲の測量作業 ２．重機による表土除去作業

３．人力による表土除去作業 ４．磁気探査作業

５．磁気探査後異常点確認作業 ６．グリッド設定作業

７．遺構検出作業１ ８．遺構検出作業２

第 3章　調査の方法と成果

第２節　発掘調査の経過

　平成 21（2009）年度の首里城跡発掘調査は、平成 21（2009）年９月 14 日～平成 22（2010）年３月 26 日までの
約７ヶ月間実施した。次にその経過を、写真とともに説明する（図版４・５）。
　調査に先立ち、約 1ヶ月前にはハローワークを通じて発掘作業員の公募を行う。書類選考を通過した候補者の
中から、面接により定員の 14 人を採用した。そして現場事務所（ユニットハウス）の設置、電気・水道の敷設、表土
除去に用いる重機類の手配を行い、調査を開始した。
　調査区は当初、仮設駐車場のアスファルトや芝生で覆われていたため、調査時の法面を考慮した範囲を測量で示
し（図版４-1）、この範囲内の表土を重機で掘削することから始まる（図版４-2）。土色や遺構の有無を確認しつつ慎
重に掘り下げ、遺構及び遺物包含層と思われる土層が現れた段階で重機掘削をやめ、人力による表土清掃に切り替
える（図版４-3）。
　その後、不発弾探査を目的とした磁気探査（図版４-4）を実施した。探査データを解析後、異常点を掘削により確
認したところ（図版４-5）、砲弾片を含む金属片が数点確認された。その後グリッド設定を行い（図版４-6）、発掘調
査を開始した。
　調査を進めるうちに数種の遺構が検出された（図版４-7･ ８）。これらの遺構は、検出状況や伴出遺物から、古い
順に首里城創建時のものと考えられる石積み（第１期）、その後築造された内郭石積みと赤色土による造成（第２
期）、被熱した基壇・礎石建物跡（第３期）、石積み群（第４期）、盛土整地層及び石積み群（第５期）、方形石組み遺構及
び遺構築造から廃棄までの堆積層（第６期）、石組み遺構廃棄時の盛土整地層（第７期）、沖縄神社設置～戦前の近代
期と思われる整地層（第８期）までの８期に区分することができた。
　なお、調査中に漆塗膜が数箇所から出土するのが確認されたことと、火災の痕跡と思われる焼土面や木炭層が確
認されたことから、漆塗膜は成分分析及び産地同定を東京大学総合研究博物館、明治大学理工学部に依頼し、木炭
層に関しては放射性炭素年代測定を、パリノサーヴェイ株式会社に委託した。
　調査前半は雨天日が多く、その際は現場事務所にて遺物洗浄作業を行った（図版５-11）。また、調査期間中には
台風 18・20 号にも見舞われたが、現場及び現場事務所とも、事前に台風対策を行ったことから（図版５-10）、特段
の被害はなかった。
　調査終盤には、広範囲にわたり多数の遺構が検出されたことから、遺構図の記録作成は年度末に及んだ（図版５-
９）。記録作成終了後には、調査区全面をシートで覆い、無事に調査を終えることができた（図版５-12）。

第３節　資料整理作業の経過

　資料整理作業は、遺物洗浄作業が雨天時の現場事務所内でほぼ終了していたことから、層序や遺構名を統一後、
注記作業から開始した。その後、分類・接合作業を経て、実測対象遺物の抜き出しを行い、陶磁器及び金属製品に関
しては、有識者を招聘して年代や産地等についてコメントをいただいた。
　続いて実測作業を行い（図版５-13）、並行して写真撮影を行う（図版５-15）。また、金属製品やその他特殊な製品
に関してはX線撮影を行い（図版５-16）、錆化した金属製品の形状や文様・銭文等の詳細を確認することができた。
次に、遺物・遺構ともに実測図トレース、仮図版を作成し、文章や観察表などと併せて編集作業を行った（図版５-14）。
　その後、印刷製本費執行に係る積算・起案を行い、決裁後は指名競争入札により落札した印刷業者と契約を行い、
印刷・製本が行われ本報告書を刊行した。
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図版５　作業経過画像２

９．遺構実測作業 10．台風対策作業

11．雨天時の遺物洗浄作業 12．調査終了後の遺構保護状況

13．遺物実測作業 14．遺構図トレース・編集作業

15．遺物撮影作業 16．金属製品Ｘ線撮影作業　　

第 4節　層序と遺構・主な遺物（層序と主な遺物）第 3章　調査の方法と成果

第４節　層序と遺構 ･主な遺物

はじめに

　平成 21（2009）年度に調査を実施したのは、正殿の北東側にあたる約 370㎡の範囲である。首里城が機能してい
た当時、この一帯は国王や王族、女官らが生活する国王のプライベートな空間で、御内原と称されていた。今回の調
査区は、その北側に位置することから、御内原北地区として調査を開始した（第 3図）。
　本地区では、表土除去作業当初から、特に東側で旧琉球大学の建物基礎と思われる鉄筋とコンクリート柱が露出
しはじめ（図版 4-3）、最終的に平面が約２ｍ四方になる断面凸形の基礎部分が規則的に４点及び、建物解体時に抜
き取られた基礎部分の痕跡・区画や、配管による撹乱が数箇所で確認されている（図版 26ほか）。
　そこに琉球大学当時の建物配置図を重ねると、当地には大学の本館及び資料館である風樹館が存在しており、こ
れらのコンクリート基礎をはじめとする構造物は、本館と風樹館のものであることが考えられる（第 6・13 図）。
　本調査は首里城復元整備に伴う遺構確認を目的とし、首里城正殿の1709年の火災後、1712年再建時～戦前まで
の姿を復元対象年代としていることから、基本的にこの年代の遺構を目指して発掘作業を進めることになる。しかし、
戦災や開発などにより遺構が破壊された箇所に関しては、遺構を残しつつ、その断面を用いて堆積の状況や遺構の切
り合いから先後関係を読み取り、さらにそこから伴出する遺物から、おおよその年代を判断する手法をとっている。
　表土を除去し、発掘を進めていくと、調査区のほぼ全面にわたり複数時期の遺構や盛土整地層が確認された。
これらは、出土遺物や遺構の築造・整地の工程順から、少なくとも８時期に区分することができる。ここでは、この
時期区分を用い、層序と遺構に分けて報告を行う。また、層序・遺構を特徴付ける出土遺物は、年代や傾向を示す例
として、関連箇所に実測図を集成して掲載したが、遺物の詳細は種別ごとに第５節で報告を行う。

１．層序と主な遺物

　平成 21（2009）年度の調査面積は、約 370㎡と小規模であるが、多様な遺構や堆積土が確認されている。そのた
め、層序も複雑な様相を呈している。時代区分を８期に設定したことは先に触れたが、層序についても各時期の呼
称が必要となる。そこで今回は、基本層序としてまとめられる部分に関して便宜上A～Dの層群に分け、A層群
の第１層は「A-１層」等のように記号を付した。この色調や土質などの所見については第１表に示し、主な遺構・遺
物と、層の性格を含めた一覧を第 12図第２表に示した。次に各層群及びその他基本層序の特徴を概説する。

A 層群：本層群は、D・E-9・10グリッド方形石組内（石積み15～17間）に堆積する層群で、A-3～10層を指す（第11
図、図版11～14）。年代は遺構下層に堆積するA-8～ 10層が、16世紀後半～17世紀初頭の第６期で、出土
遺物は中国産青磁、白磁、華南三彩、漳州窯産青花、タイ産褐釉などの陶磁器、瓦質土器植木鉢、煙管のほか、獣
魚骨・貝類が多く含まれることから、廃棄物層としての性格が考えられる。これらは遺構底面に堆積するが、南
西角を高く斜位に堆積することから、南西角方向から投棄され続けられていたことが考えられる。

　　　 　その上位にあるA-3～７層は、石組遺構廃棄後の造成土と思われ、斜位に堆積した下層を水平に盛土造成
し、間に赤色土を厚めに投入している。各層から初期沖縄産無釉陶器を中心として、肥前産陶器等が出土して
いることから、これらの層に時期差はないものと思われる。陶磁器から本層は17世紀前半の第７期を示す。

B 層群：F-6～10・E-7～10グリッド方形石組外の堆積層（第10図、図版8）。B-2層は大正以降と思われる近代で第８期、
B-3～18、C-1～ 9、D-1～ 4層、造成3・13～ 26層は15世紀後半～16世紀中葉の第５期、B-18層の詳細
は不明であるが、グスク土器が出土する点で15世紀以前の第１期に設定している。この内、調査区東端の第５期
とした層は激しく撹拌されており、第６期石積み15～17築造の際に掘り出した第５期の土砂を、再造成する等
の改変がなされた可能性がある。出土遺物は中国産青磁、白磁、青花、タイ産褐釉などの陶磁器類が中心となる。
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図版５　作業経過画像２

９．遺構実測作業 10．台風対策作業

11．雨天時の遺物洗浄作業 12．調査終了後の遺構保護状況

13．遺物実測作業 14．遺構図トレース・編集作業

15．遺物撮影作業 16．金属製品Ｘ線撮影作業　　

第 4節　層序と遺構・主な遺物（層序と主な遺物）第 3章　調査の方法と成果
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め、層序も複雑な様相を呈している。時代区分を８期に設定したことは先に触れたが、層序についても各時期の呼
称が必要となる。そこで今回は、基本層序としてまとめられる部分に関して便宜上A～Dの層群に分け、A層群
の第１層は「A-１層」等のように記号を付した。この色調や土質などの所見については第１表に示し、主な遺構・遺
物と、層の性格を含めた一覧を第 12図第２表に示した。次に各層群及びその他基本層序の特徴を概説する。

A 層群：本層群は、D・E-9・10グリッド方形石組内（石積み15～17間）に堆積する層群で、A-3～10層を指す（第11
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遺物は中国産青磁、白磁、華南三彩、漳州窯産青花、タイ産褐釉などの陶磁器、瓦質土器植木鉢、煙管のほか、獣
魚骨・貝類が多く含まれることから、廃棄物層としての性格が考えられる。これらは遺構底面に堆積するが、南
西角を高く斜位に堆積することから、南西角方向から投棄され続けられていたことが考えられる。

　　　 　その上位にあるA-3～７層は、石組遺構廃棄後の造成土と思われ、斜位に堆積した下層を水平に盛土造成
し、間に赤色土を厚めに投入している。各層から初期沖縄産無釉陶器を中心として、肥前産陶器等が出土して
いることから、これらの層に時期差はないものと思われる。陶磁器から本層は17世紀前半の第７期を示す。

B 層群：F-6～10・E-7～10グリッド方形石組外の堆積層（第10図、図版8）。B-2層は大正以降と思われる近代で第８期、
B-3～18、C-1～ 9、D-1～ 4層、造成3・13～ 26層は15世紀後半～16世紀中葉の第５期、B-18層の詳細
は不明であるが、グスク土器が出土する点で15世紀以前の第１期に設定している。この内、調査区東端の第５期
とした層は激しく撹拌されており、第６期石積み15～17築造の際に掘り出した第５期の土砂を、再造成する等
の改変がなされた可能性がある。出土遺物は中国産青磁、白磁、青花、タイ産褐釉などの陶磁器類が中心となる。
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（層序と主な遺物）

図版６　層序画像１

１． Ｄ-７グリッド石積み１･２間堆積土東壁 ２． Ｄ-７グリッド石積み２前面堆積土西壁

0 1m

１:40

礫層

赤色土層

赤色土層

表土 2層
表土 2層

土

EL=126.700m EL=126.700m
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石積み２

石積み２

石積み１

ら’ ら よ よ’

石積み１・２間東壁

石積み２前面西壁

第８図　層序１

第１表　平成21年度調査区（御内原北2）層序所見

D・E-9・10
方形石組内 A

表土１層
表土２層
造成層
A-3層

A-4層

A-5層

A-6層

A-7層
A-8層
A-9層
A-10層
造成層
B-1層
B-2層

B-3層

B-4層
B-5層
B-6層
B-7層
B-8層
B-9層
B-10層
B-11層
B-12層
B-13層
B-14層
B-15層
B-16層
B-17層
B-18層
裏込内
B-19層
造成層
C-1層
C-2層
C-3層
C-4層
C-5層
C-6層
C-7層
C-8層
C-9層
C-10層
造成層
D-3層
D-4層
D-5層
黄色土層
遺構直上
赤色土層
礫層

暗灰黄色土層
鈍い黄褐色土層

－
鈍い黄褐土色層
鈍い黄褐土色層
オリーブ褐色土層
明褐色粘質土層
褐色混砂土層

鈍い黄褐色混礫土層
鈍い黄褐色土層
黄褐色土層
暗灰黄色土層
黒色土層

オリーブ褐色混礫土層
鈍い黄橙色砂質土

－
鈍い黄橙色土層
黄褐色混砂土層

オリーブ褐色混砂土層
褐色混砂土層
明褐色土層

明褐色粘質土層
褐色混砂土層

明黄褐色砂質土層
浅黄橙色砂質土層
黒色土層

浅黄色土礫層
鈍い黄色混砂土層
褐色混砂土層
黒色土層

鈍い黄褐色混砂土層
褐色粘質土層
褐色粘質土層

オリーブ褐色混砂土層
明黄褐色砂質土層
鈍い黄褐色粘質土層

－
褐色粘質土
－

鈍い黄橙色
鈍い黄橙色土層
明黄褐色土層
浅黄橙色

明黄褐色土層
明赤褐色土層
鈍い黄橙色土
鈍い黄褐色土
鈍い黄褐色土
黄褐色土
－

明褐色粘質土層
淡黄色砂質土層
褐色粘質土層
鈍い黄橙色

鈍い黄橙色土層
明赤褐色
－

Hue2.5Y5/2
Hue10YＲ5/4

－
Hue10YR5/4
Hue10YR4/3
Hue2.5Y4/4
Ｈue7.5YR5/6
Hue7.5YＲ
Ｈｕｅ10YＲ4/3
Hue10YＲ4/3
Hｕｅ2.5Y5/3
Hue2.5Y4/2
Ｈue2.5Ｙ2/1
Hue2.5Y4/4
Hue10YＲ6/4

－
Hue10YR6/4
Hue10YR5/3
Hue2.5Y4/3
Hue10YR4/4
Hue7.5YR5/6
Hue7.5YR5/6
Hue10YR6/4
Ｈue10YＲ7/6
Hue10YR8/4
Ｈue2.5Ｙ2/1
Hｕｅ2.5Y
Hue2.5Y6/4
Hue10YR4/4
Ｈue2.5Ｙ2/1
Hue10ＹR4/3
Hue7.5YR4/3
Hue7.5YR4/3
Hue2.5Y4/3
Hue10YＲ6/6
Hue10YR3/4

－
Hue10YR4/6

－
Hue10YR6/4
Hue10YR7/4
Hue10YＲ7/6
Hue10YＲ8/4
Hue10YＲ6/6
Hue5YR5/6
Hue10YＲ6/4
Hue10ＹR5/4
Hue10ＹR3/5
Hue2.5Y
－

Ｈue7.5YR5/6
Hue2.5Y7/4
Hue10YＲ4/4
Hue10YR6/4
Hue10YR7/4
Hue5YR5/8

－

やや締まりのある粘質土。10cm大の礫がまばらに入る。 
やや締まりのある粘質土。
A-3～７層の総称。
砂質土。締まりは弱い。2cm～5cm大の礫まばらに含む。炭混入。
やや粘質。炭や砂粒が混入。2～5cm大礫まばら、瓦や塼多量に含む。
やや粘質で締まりが弱い。1㎝～5㎝大の礫をまばらに含む。
締まり強く遺物少ない。
層上部に炭多い。粘質でやや締まりがある。
1～5cm大礫全体に含む。炭・骨・瓦など入る。締まり弱くやや粘質。
粘質で締まり弱い。白色粒・炭混入。遺物は塼や瓦、貝など。
砂質で細かくやや締まりがある。遺物は塼や貝など。
粘質で締まり強い。白色粒や赤色粒も含む。
炭層。
やや粘質で締まり弱い。白色粒含む。5～10cm大の礫が密。
5～10cm大の礫が密に入る。砂質で、締まりは弱い。
B-3～18層の総称。
撹乱層。締まりは弱く、塼・瓦などが入る
1～５ｃｍ大の礫入る。炭まばらに混入。締まり弱がい砂質土。
炭の塊が混入。やや粘質で締まりは弱い。
砂粒が密。1～5cm大の礫を含む。塼･貝多い。砂質土で締まり弱い。
締まりが強く、遺物をほとんど含まない。
締まりが強く、1～5ｃｍ大の礫まばらに含む。褐釉・瓦など遺物少量。
1～5cm大の礫まばらに混入。貝・褐釉・炭含む。やや締まりあり。
固く締まった砂質土。遺物は含まない。
締まりは強く、まばらに赤色土が混入。
炭層。
5～10cm大の礫が密に詰まっている。塼や瓦なども入る。
締まりが強く、塼、貝、瓦などを含む。
瓦・塼が密に混入。10cm大の礫を含む
炭層。 
1～5cm大の礫をまばらに含む。締まりは弱い。
赤色粒・炭がまばらに入る。
締まり弱く赤色土・1～5cm大の礫まばらに含む。遺物は貝多く含む。
やや粘質で白色粒多く含む。炭や3～5cm大礫混入。褐釉・貝・骨多い。
締まりの強い砂質土。貝や炭、塼などを含む。 
やや粘質で締まり弱。白色粒混入。炭・骨多量。
石灰岩礫層。隙間多い。
粘質でやや締まりがある
C-4～10層の総称。
締まりの弱い砂質土。1～3㎝大の礫を含む。 
締まりの強い琉球石灰岩石粉層。全体に炭を含む。
締まりの非常に強い琉球石灰岩石粉層
締まりの強い琉球石灰岩石粉層。1～3㎝大の礫を密に含む。
締まりの強い砂質土。1～5㎝大の礫を密に含む。
締まりの強い粘質土。
締まりの弱い粘質土。
締まりの強い粘質土。
やや締まりのある粘質土。褐釉陶器や貝などを大量に含む。炭も多い。
やや締まる粘質土。10～20㎝大の礫まばらに含む。貝・白色粒も混入。
D-5層を指す。
締まりは強い。1～3㎝大の礫をまばらに含む。
やや締まりのある琉球石灰岩石粉層。
締まりの弱い粘質土。白色粒や炭を含む。
締まりの弱い砂質土。1～3㎝大の礫を含む。 
締まりの強い琉球石灰岩石粉層。全体に被熱し炭を含む。
まばらに土壌化した炭化物混入。細粒、粘性強、締まり強。
10㎝大の石灰岩礫層。隙間多い。

B
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D

─

─

F-6～10
・

E-7～10
石組外

F・G-3・４

G-3

F・G-1～３

D-7

※色相・明度/彩度は農林水産省農林水産技術会議事務局･財団法人日本色彩研究所監修1970『新版　標準土色帖』による 
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主な色調

色調 色相・明度/彩度
層
群

第 3章　調査の方法と成果

C・D 層群：F・G-3・4グリッド検出石積み 10～ 14 の周辺に堆積するC-1 ～９層・D-1 ～５層を指す（第 9図、図版
7）。これらは第３・４期の石積み４～９を埋め殺す形で盛土造成した一連の層と思われ、造成の仕上げとし
て、表面は石灰岩石粉を突き固めて舗装し、その上に石積み 10～ 14 を築造している。時期は 15世紀後半
～ 16世紀中葉の第５期で、中国産青磁・青花、褐釉陶器、金属製品ほかが出土している。

そ の 他：A～ D以外の層３件をその他として報告する。D-7 グリッド石積み１・２間の密で均質な赤色造成土を
第１期に設定している（第 8図、図版 6）。陶磁器の小片がわずかに出土しているが、年代不明のため 15 世
紀以前としておく。F・G-1 ～３グリッド基壇礎石建物跡直上は第３期で、石灰岩石粉舗装がされる。被熱
した中国産陶磁器が出土しており、平成 19（2007）年度調査成果から 1459 年火災面の可能性が考えられ
る。次に同グリッド石積み 4～ 9の周辺に堆積する黄色土層は、15世紀後半と思われ、第４期としている
（図版 9-1）。中国産青磁・黒釉陶器、ベトナム産青花、金属製品ほかが出土している。この黄色土上には礫層
が厚く堆積しており（図版 10-3）、上層は撹乱を受けているが、下層は第５期に相当する可能性がある。
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（層序と主な遺物）

図版６　層序画像１

１． Ｄ-７グリッド石積み１･２間堆積土東壁 ２． Ｄ-７グリッド石積み２前面堆積土西壁

0 1m

１:40

礫層

赤色土層
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表土 2層
表土 2層

土
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石積み２

石積み２

石積み１

ら’ ら よ よ’

石積み１・２間東壁

石積み２前面西壁

第８図　層序１

第１表　平成21年度調査区（御内原北2）層序所見

D・E-9・10
方形石組内 A

表土１層
表土２層
造成層
A-3層

A-4層

A-5層

A-6層

A-7層
A-8層
A-9層
A-10層
造成層
B-1層
B-2層

B-3層

B-4層
B-5層
B-6層
B-7層
B-8層
B-9層
B-10層
B-11層
B-12層
B-13層
B-14層
B-15層
B-16層
B-17層
B-18層
裏込内
B-19層
造成層
C-1層
C-2層
C-3層
C-4層
C-5層
C-6層
C-7層
C-8層
C-9層
C-10層
造成層
D-3層
D-4層
D-5層
黄色土層
遺構直上
赤色土層
礫層

暗灰黄色土層
鈍い黄褐色土層

－
鈍い黄褐土色層
鈍い黄褐土色層
オリーブ褐色土層
明褐色粘質土層
褐色混砂土層

鈍い黄褐色混礫土層
鈍い黄褐色土層
黄褐色土層
暗灰黄色土層
黒色土層

オリーブ褐色混礫土層
鈍い黄橙色砂質土

－
鈍い黄橙色土層
黄褐色混砂土層

オリーブ褐色混砂土層
褐色混砂土層
明褐色土層

明褐色粘質土層
褐色混砂土層

明黄褐色砂質土層
浅黄橙色砂質土層

黒色土層
浅黄色土礫層
鈍い黄色混砂土層
褐色混砂土層
黒色土層

鈍い黄褐色混砂土層
褐色粘質土層
褐色粘質土層

オリーブ褐色混砂土層
明黄褐色砂質土層
鈍い黄褐色粘質土層

－
褐色粘質土
－

鈍い黄橙色
鈍い黄橙色土層
明黄褐色土層
浅黄橙色

明黄褐色土層
明赤褐色土層
鈍い黄橙色土
鈍い黄褐色土
鈍い黄褐色土
黄褐色土
－

明褐色粘質土層
淡黄色砂質土層
褐色粘質土層
鈍い黄橙色

鈍い黄橙色土層
明赤褐色
－

Hue2.5Y5/2
Hue10YＲ5/4

－
Hue10YR5/4
Hue10YR4/3
Hue2.5Y4/4
Ｈue7.5YR5/6
Hue7.5YＲ
Ｈｕｅ10YＲ4/3
Hue10YＲ4/3
Hｕｅ2.5Y5/3
Hue2.5Y4/2
Ｈue2.5Ｙ2/1
Hue2.5Y4/4
Hue10YＲ6/4

－
Hue10YR6/4
Hue10YR5/3
Hue2.5Y4/3
Hue10YR4/4
Hue7.5YR5/6
Hue7.5YR5/6
Hue10YR6/4
Ｈue10YＲ7/6
Hue10YR8/4
Ｈue2.5Ｙ2/1
Hｕｅ2.5Y
Hue2.5Y6/4
Hue10YR4/4
Ｈue2.5Ｙ2/1
Hue10ＹR4/3
Hue7.5YR4/3
Hue7.5YR4/3
Hue2.5Y4/3
Hue10YＲ6/6
Hue10YR3/4

－
Hue10YR4/6

－
Hue10YR6/4
Hue10YR7/4
Hue10YＲ7/6
Hue10YＲ8/4
Hue10YＲ6/6
Hue5YR5/6
Hue10YＲ6/4
Hue10ＹR5/4
Hue10ＹR3/5
Hue2.5Y
－

Ｈue7.5YR5/6
Hue2.5Y7/4
Hue10YＲ4/4
Hue10YR6/4
Hue10YR7/4
Hue5YR5/8

－

やや締まりのある粘質土。10cm大の礫がまばらに入る。 
やや締まりのある粘質土。
A-3～７層の総称。
砂質土。締まりは弱い。2cm～5cm大の礫まばらに含む。炭混入。
やや粘質。炭や砂粒が混入。2～5cm大礫まばら、瓦や塼多量に含む。
やや粘質で締まりが弱い。1㎝～5㎝大の礫をまばらに含む。
締まり強く遺物少ない。
層上部に炭多い。粘質でやや締まりがある。
1～5cm大礫全体に含む。炭・骨・瓦など入る。締まり弱くやや粘質。
粘質で締まり弱い。白色粒・炭混入。遺物は塼や瓦、貝など。
砂質で細かくやや締まりがある。遺物は塼や貝など。
粘質で締まり強い。白色粒や赤色粒も含む。
炭層。
やや粘質で締まり弱い。白色粒含む。5～10cm大の礫が密。
5～10cm大の礫が密に入る。砂質で、締まりは弱い。
B-3～18層の総称。
撹乱層。締まりは弱く、塼・瓦などが入る
1～５ｃｍ大の礫入る。炭まばらに混入。締まり弱がい砂質土。
炭の塊が混入。やや粘質で締まりは弱い。
砂粒が密。1～5cm大の礫を含む。塼･貝多い。砂質土で締まり弱い。
締まりが強く、遺物をほとんど含まない。
締まりが強く、1～5ｃｍ大の礫まばらに含む。褐釉・瓦など遺物少量。
1～5cm大の礫まばらに混入。貝・褐釉・炭含む。やや締まりあり。
固く締まった砂質土。遺物は含まない。
締まりは強く、まばらに赤色土が混入。
炭層。
5～10cm大の礫が密に詰まっている。塼や瓦なども入る。
締まりが強く、塼、貝、瓦などを含む。
瓦・塼が密に混入。10cm大の礫を含む
炭層。 
1～5cm大の礫をまばらに含む。締まりは弱い。
赤色粒・炭がまばらに入る。
締まり弱く赤色土・1～5cm大の礫まばらに含む。遺物は貝多く含む。
やや粘質で白色粒多く含む。炭や3～5cm大礫混入。褐釉・貝・骨多い。
締まりの強い砂質土。貝や炭、塼などを含む。 
やや粘質で締まり弱。白色粒混入。炭・骨多量。
石灰岩礫層。隙間多い。
粘質でやや締まりがある
C-4～10層の総称。
締まりの弱い砂質土。1～3㎝大の礫を含む。 
締まりの強い琉球石灰岩石粉層。全体に炭を含む。
締まりの非常に強い琉球石灰岩石粉層
締まりの強い琉球石灰岩石粉層。1～3㎝大の礫を密に含む。
締まりの強い砂質土。1～5㎝大の礫を密に含む。
締まりの強い粘質土。
締まりの弱い粘質土。
締まりの強い粘質土。
やや締まりのある粘質土。褐釉陶器や貝などを大量に含む。炭も多い。
やや締まる粘質土。10～20㎝大の礫まばらに含む。貝・白色粒も混入。
D-5層を指す。
締まりは強い。1～3㎝大の礫をまばらに含む。
やや締まりのある琉球石灰岩石粉層。
締まりの弱い粘質土。白色粒や炭を含む。
締まりの弱い砂質土。1～3㎝大の礫を含む。 
締まりの強い琉球石灰岩石粉層。全体に被熱し炭を含む。
まばらに土壌化した炭化物混入。細粒、粘性強、締まり強。
10㎝大の石灰岩礫層。隙間多い。

B

C

D

─

─

F-6～10
・

E-7～10
石組外

F・G-3・４

G-3

F・G-1～３

D-7

※色相・明度/彩度は農林水産省農林水産技術会議事務局･財団法人日本色彩研究所監修1970『新版　標準土色帖』による 

グリッド 層序 層・土質所見
主な色調

色調 色相・明度/彩度
層
群

第 3章　調査の方法と成果

C・D 層群：F・G-3・4グリッド検出石積み 10～ 14 の周辺に堆積するC-1 ～９層・D-1 ～５層を指す（第 9図、図版
7）。これらは第３・４期の石積み４～９を埋め殺す形で盛土造成した一連の層と思われ、造成の仕上げとし
て、表面は石灰岩石粉を突き固めて舗装し、その上に石積み 10～ 14 を築造している。時期は 15世紀後半
～ 16世紀中葉の第５期で、中国産青磁・青花、褐釉陶器、金属製品ほかが出土している。

そ の 他：A～ D以外の層３件をその他として報告する。D-7 グリッド石積み１・２間の密で均質な赤色造成土を
第１期に設定している（第 8図、図版 6）。陶磁器の小片がわずかに出土しているが、年代不明のため 15 世
紀以前としておく。F・G-1 ～３グリッド基壇礎石建物跡直上は第３期で、石灰岩石粉舗装がされる。被熱
した中国産陶磁器が出土しており、平成 19（2007）年度調査成果から 1459 年火災面の可能性が考えられ
る。次に同グリッド石積み 4～ 9の周辺に堆積する黄色土層は、15世紀後半と思われ、第４期としている
（図版 9-1）。中国産青磁・黒釉陶器、ベトナム産青花、金属製品ほかが出土している。この黄色土上には礫層
が厚く堆積しており（図版 10-3）、上層は撹乱を受けているが、下層は第５期に相当する可能性がある。
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（層序と主な遺物）

図版７　層序画像２

１． Ｅ-８･９グリッド南壁 ２． Ｅ-７･８グリッド南壁

３． Ｅ-６･７グリッド南壁 ４． Ｆ-５･６、Ｅ-６グリッド南壁

５． Ｆ-５･６グリッド南壁 ６． Ｆ-４･５グリッド南壁

７． Ｆ-４グリッド南壁 ８． Ｆ-３･４グリッド南壁
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（層序と主な遺物）

図版７　層序画像２

１． Ｅ-８･９グリッド南壁 ２． Ｅ-７･８グリッド南壁

３． Ｅ-６･７グリッド南壁 ４． Ｆ-５･６、Ｅ-６グリッド南壁

５． Ｆ-５･６グリッド南壁 ６． Ｆ-４･５グリッド南壁

７． Ｆ-４グリッド南壁 ８． Ｆ-３･４グリッド南壁
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（層序と主な遺物）

１．Ｅ-10 グリッド南壁 ２．Ｆ-10 グリッド中央西壁

３．Ｅ・Ｆ-９グリッド西壁 ４．Ｆ-９グリッド南壁

５．Ｅ・Ｆ-10 グリッド西壁

図版８　層序画像３
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（層序と主な遺物）

１．Ｅ-10 グリッド南壁 ２．Ｆ-10 グリッド中央西壁

３．Ｅ・Ｆ-９グリッド西壁 ４．Ｆ-９グリッド南壁

５．Ｅ・Ｆ-10 グリッド西壁

図版８　層序画像３
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（層序と主な遺物）

図版９　層序画像４

１．Ｆ・Ｇ-３グリッド東壁 ( 石積み 10裏面 )

５．Ｆ-３グリッド北壁 ( 石積み 12前面 )

２．Ｆ・Ｇ-３グリッド東壁 ( 石積み９･12 前面 )

３．Ｆ-３グリッド西壁 ( 石積み 12前面 ) ４．Ｆ・Ｇ-３グリッド西壁 ( 石積み９･12 前面 )

６．Ｇ-３グリッド北壁 ( 石積み 10前面 )
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（層序と主な遺物）

図版９　層序画像４

１．Ｆ・Ｇ-３グリッド東壁 ( 石積み 10裏面 )

５．Ｆ-３グリッド北壁 ( 石積み 12前面 )

２．Ｆ・Ｇ-３グリッド東壁 ( 石積み９･12 前面 )

３．Ｆ-３グリッド西壁 ( 石積み 12前面 ) ４．Ｆ・Ｇ-３グリッド西壁 ( 石積み９･12 前面 )

６．Ｇ-３グリッド北壁 ( 石積み 10前面 )
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（層序と主な遺物）

図版 11　層序画像６

１． Ｄ・Ｅ・Ｆ-10 グリッド西壁 ( 石積み 16)

２． Ｅ-７～９、Ｄ-９･10 グリッド南壁 ( 石積み 17)

３． Ｄ-９･10 グリッド南壁 ( 石積み 17)

図版 10　層序画像５

３．Ｆ-１･２グリッド南壁礫層 ( 石積み４～８上堆積層 )

１．Ｆ-３グリッド西壁拡大 ( 石積み 12前面 ) ２．石積み 12前下部堆積と下層遺物出土状況 (南から )   

第 3章　調査の方法と成果
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（層序と主な遺物）

図版 11　層序画像６

１． Ｄ・Ｅ・Ｆ-10 グリッド西壁 ( 石積み 16)

２． Ｅ-７～９、Ｄ-９･10 グリッド南壁 ( 石積み 17)

３． Ｄ-９･10 グリッド南壁 ( 石積み 17)

図版 10　層序画像５

３．Ｆ-１･２グリッド南壁礫層 ( 石積み４～８上堆積層 )

１．Ｆ-３グリッド西壁拡大 ( 石積み 12前面 ) ２．石積み 12前下部堆積と下層遺物出土状況 (南から )   

第 3章　調査の方法と成果
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（層序と主な遺物）

５．Ｄ-９グリッド北壁 ( 石積み３)

４．Ｄ-９グリッド西壁 ( 石積み３) ５．Ｄ-９グリッド東壁 ( 石積み３)

１．Ｄ-10 グリッド東壁 ( 石積み３) ２．Ｄ-10 グリッド西壁 ( 石積み３)

図版 13　層序画像８図版 12　層序画像７

１． Ｄ-10 グリッド東壁

３． Ｄ-９グリッド東壁 ４． Ｅ-10 グリッド北壁

２． Ｄ-10 グリッド西壁

５． Ｄ-10 グリッド南壁 ６． Ｄ-９グリッド南壁 (石積み 17・画像下は３)

第 3章　調査の方法と成果
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（層序と主な遺物）

５．Ｄ-９グリッド北壁 ( 石積み３)

４．Ｄ-９グリッド西壁 ( 石積み３) ５．Ｄ-９グリッド東壁 ( 石積み３)

１．Ｄ-10 グリッド東壁 ( 石積み３) ２．Ｄ-10 グリッド西壁 ( 石積み３)

図版 13　層序画像８図版 12　層序画像７
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第 3章　調査の方法と成果
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

時期区分・年代・遺構・層   

第８期 ・近代（大正～昭和初期）
　　　　   　・整地層・B-2 層  

第７期 ・17世紀前半  
　　　　    ・方形石組内上層・盛土整地層 
　　　　    ・A-3～７層  

第６期 ・16世紀後半～17世紀初頭 
　　　　    ・石積み 15～17（方形石組東・南・西面） 
　　　　    ・方形石組内下層・廃棄物層 
　　　　    ・A-8～10層  

第５期 ・15世紀後半～16世紀中葉 
　　　　   ・盛土整地層・石積み 10～14 
　　　　   ・B-3～18層、C-1～9層、D-1～4層、礫層 
　　　　   ・造成 3・13～26層、造成下層 

第４期 ・15世紀後半か 
　　　　   ・石積み 4～9・黄色土層・石粉舗装

第３期 ・1459年火災か 
 ・基壇礎石建物跡・遺構直上・石粉舗装

第２期 ・15世紀か
 ・石積み 2・3（内郭石積み内面・方形石組北面）
 ・赤色土整地層・礫層

第１期 ・15世紀以前か 
 ・石積み 1・層不明

第 12図　層序・遺構模式図   図版 14　層序画像９

１．Ｄ-10 グリッドＡ-８層表面検出状況 ( 画像下が北 ) ２．Ｄ-９グリッドＡ-10 層礫敷き検出状況 ( 画像下が北 )

３．Ｄ-９･10 グリッド調査状況 ( 北東から )

第 3章　調査の方法と成果

２．遺構と主な遺物

　平成 21（2009）年度調査に先立ち、かつて調査区内に所在した施設等について、各種絵図や文献等において確認
を試みた。しかし、当地が御内原という国王やその親族・女官以外の立ち入りが制限された区域であることから、詳
細な記録を見つけることができなかった。そのため、今回は明治初期に引かれたとされる横内家資料平面図を参考
に、遺構の区画等を想定しながら調査を開始した。この図によると、本地区は女官居室の一角とその東側に位置す
ることがわかる（第 3図）。そのため、遺構が残存している場合は、女官居室とその周辺に付随する通路や石列等の
検出が想定できた。
　しかし、重機により表土を下げていくと、旧琉球大学建物の巨大なコンクリート基礎が数点検出され、その周辺
は開発の際に削平されている状況が確認された。調査区の西側においては、平成 17（2005）年度調査時に検出し
た、女官居室の石階段と思われる遺構が検出されていたが（沖縄県立埋蔵文化財センター 2006）、この上段レベル
の遺構は戦後の開発により削平されたと思われ残されていなかった。しかし、その下位には、複数の時期におよぶ
石積みや舗装面、整地層が確認され、その略図を第 12図に示し、概要を第 2表で示した。この堆積の状況は前項の
層序にて報告を行い、その時期を８期まで区分して示したが、ここでは遺構を主題として報告する。

○石積み１～３（第１・２期）
　石積み１～３は、調査区北東側に検出した石積みである。いずれも傾斜地に埋蔵されていたことから、厚い表土
下より検出されている。この内、石積み 1は北面する石積みで、その前面にはほとんど隙間がない状態で石積み 2
が積まれ、その後両石積み間を石灰岩礫と赤色土で造成し、埋め尽くしている。石積み１の裏手が首里城内郭にあ
たることから、工程的に第１期に石積み１が積まれ、その後、第２期の石積み２施工直後に造成が行われたと思わ
れる。石積み２の東側延長上には石積み３が確認されており、石積み２と同時期と考えられる。次に個々の石積み
について報告する。
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第 13図　遺構配置図

第 4節　層序と遺構・主な遺物 ( 遺構と主な遺物）
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第 13図　遺構配置図

第 4節　層序と遺構・主な遺物 ( 遺構と主な遺物）
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

図版 15　遺構画像１

１．石積み１正面俯瞰 ( 北から ) ２．石積み１･２正面俯瞰 ( 北東から )

・石積み１
　石積み１は、D-7 グリッド北側より検出した遺構である（第 14図上、図版 15・16）。調査区法面に位置すること
と、この上位には石積みになる可能性のある石列が残存することから掘削範囲が限られ、全容は不明であるが検出
範囲で最大高約 2ｍ、長さ約 2.3 ｍとなっている。控えや裏込め石の状況は不明である。天端は残されておらず、
根石は確認できないが残存しているとみられる。この平面図は第 14図に示したが、立面図は崩落の危険性から作
成していない。石積みは、20㎝大の琉球石灰岩の雑切石面を北面させ、北側にやや湾曲させて積む。積み方は粗く、
縦横に目地が入る箇所もみられ、隙間も多い。石積み裏面を確認できないことから、関連する遺物は出土しておら
ず、そのため築造年代も不明であるが、この前面（北側）には石積み２が積まれ、両石積み間に礫層及び赤色造成土
が堆積することから、築造・堆積の工程上、それ以前に築造されたことがわかる点で、時期区分を第１期とした。

・石積み２
　石積み２は、C・D-7 グリッド境界に検出した南面する石積みである（第 14図、図版 16・18）。調査区の法面に位
置することから全形は窺えないが、検出範囲で最大高約 2ｍ、長さ約 4.5 ｍ、控え約 30㎝で約 90㎝の厚さで裏込
め石を有する。積み石は雑切石を隙間多く、やや北に湾曲させながら石積み１より粗く積む。天端は破壊されるが、
根石は確認できないものの残存すると思われる。
　この石積み２前面（南側）には石積み１が積まれ、その間には下層に礫層、上層に密な赤色土が堆積している（第
14 図上、図版 16-3・4）。これらは盛土造成のために投入されたことが考えられ、その工程から石積み１築造後、石
積み２が積まれ、石積み１を埋めるように赤色土が盛土造成されたことが考えられ、この点から時期区分を第２期
にした。また、石積み２が粗く積まれているのは、埋められる前提であったことが考えられる。この造成土内からの
出土遺物として、褐釉陶器の細片が数点得られている。なお、本石積み東側延長上には次に報告する石積み３があ
り、間は破壊されるがこれにつながることが考えられる（第 13図、図版 18）。

・石積み３
　石積み３はD- 9・10 グリッド北側に検出した遺構である（第 15・16 図、図版 17 ～ 19）。本石積みも調査区の東
端法面にあることから、掘削範囲が限られ、全容は不明である。検出した範囲でのサイズは、最大高約 1.2m、東西
に 5.7 ｍ以上で、控えが約 50㎝の巨大な石が、最大で２段積んでいる。特に１段目の石は大きいことから、大規模
な石積みの根石であることが考えられる。裏込めとして 20 ～ 50㎝大の自然石を詰めている。この西側延長上に
は石積み２が存在し、間は破壊されるがこれにつながることが想定でき（第 13図、図版 18）、時期区分も第２期と
した。この点と積まれるラインや規模から、首里城内郭石積みの内面にあたることが考えられる。なお、裏込めから
遺物は得られていない。
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

図版 16　遺構画像２

３．石積み１･２間堆積土 (画像左が石積み２ 西から )

１．石積み２立面 (南から ) ２．石積み１･２平面 (画像上が石積み２ 画像下が北 )

５．石積み２東側立面 (画像左 ) と破壊状況 (南から )

４．石積み２前面堆積土 (画像右が石積み２ 東から )
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

図版 16　遺構画像２

３．石積み１･２間堆積土 (画像左が石積み２ 西から )

１．石積み２立面 (南から ) ２．石積み１･２平面 (画像上が石積み２ 画像下が北 )

５．石積み２東側立面 (画像左 ) と破壊状況 (南から )

４．石積み２前面堆積土 (画像右が石積み２ 東から )
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

図版 18　遺構画像４

１．Ｄ・Ｅ-８～ 10グリッド遺構検出状況 ( 画像右下が石積み１･２、左下が石積み３ 画像下が北 )

２．石積み２･３･17 俯瞰 ( 東から ) ３．石積み２･３･17 俯瞰 ( 西から )
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図版 17　遺構画像３

第 15図　石積み３
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

図版 18　遺構画像４

１．Ｄ・Ｅ-８～ 10グリッド遺構検出状況 ( 画像右下が石積み１･２、左下が石積み３ 画像下が北 )

２．石積み２･３･17 俯瞰 ( 東から ) ３．石積み２･３･17 俯瞰 ( 西から )
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

図版 19　遺構画像５

１．石積み３俯瞰 (西から ) ２．石積み３俯瞰 (東から )

３．石積み３側面俯瞰･上部堆積土 (D-9 グリッド・西から ) ４．石積み３側面俯瞰･上部堆積土 (D-9 グリッド・東から )

５．石積み３上堆積土 (D-10 グリッド・西から ) ６．石積み 3上堆積土 (D-10 グリッド・西から )　
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図版 19　遺構画像５

１．石積み３俯瞰 (西から ) ２．石積み３俯瞰 (東から )

３．石積み３側面俯瞰･上部堆積土 (D-9 グリッド・西から ) ４．石積み３側面俯瞰･上部堆積土 (D-9 グリッド・東から )

５．石積み３上堆積土 (D-10 グリッド・西から ) ６．石積み 3上堆積土 (D-10 グリッド・西から )　
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

せ

せ
’

す

す
’

し

し’

さ

さ
’

こ

こ
’

け
け’

く

く’

き

き’

か

か
’

お

お
’

え

え’

う
’

う

い

い’

あ

あ
’

G
-
2

F
-
2
G
-
3

G
-
2
G
-
3

F
-
3

F
-
2
F
-
3

G
-
3

F
-
3

G
-
1

F
-
1

G
-
1

F
-
1

G
-
2

G
-
1
G
-
2

F
-
2

F
-
1
F
-
2

裏
込
め

裏
込
め

階
段
遺
構

H
17
調
査
区
検
出

石
垣
遺
構

石
粉
舗
装
面

石
粉
舗
装
面

石
積
み
12

石
積
み
14

石
積
み
13

石
積
み
10

石
積
み
９

石
積
み
８

石
積
み
８

石
積
み
７石
積
み
６

石
積
み
５

石
積
み
４

Y=22143.500

X
=2
36
45
.0
00

Y=22147.000

X
=2
36
41
.0
00

Y=22138.500

X
=2
36
44
.5
00

N

0
1m

１
: 4
0

第
17
図
　
石
積
み
４
～
10
・
12
～
14
平
面
図

第 3章　調査の方法と成果

○石積み４～ 8（第 4 期）
　F・G-2・３グリッド礫層下の黄色土中より、小規模な石積みが５本検出された。これらは互いに接しており、切り合
いや面の方向等から、築造の順番が概ね特定できたことから、ここではこの順番に沿って報告を行う。これらの石積み
は、第３期の基壇礎石建物跡を破壊後、石粉舗装面の被熱した黄色土上に積まれている。しかし規模が小さく、積まれ
る方向にある程度規則性はあるものの、建物等の区画を示しておらず、記録等にもみられないことから性格について
判然としない。出土遺物としては、被熱した14世紀後半～15世紀前半にかけての中国やベトナム産陶磁器類がみら
れることから、第３期の基壇礎石建物跡の遺物が混入した可能性がある。次に、石積み４～８について個別の状況を
報告する。なお、第3期基壇礎石建物跡については既報告（沖縄県立埋蔵文化財センター2010）を参照されたい。

・石積み４
　石積み４は、F-2 グリッド中央付近に検出された遺構である（第 17・18 図・図版 20・21）。石積みは琉球石灰岩
製で南面しており、東西に長さ約 1.4 ｍ、高さは１段のみで、最大高約 20㎝、控えが約 40㎝の野面に近い石を、黄
色土上に４点並べている。小規模であることから性格については判然としないが、次に報告する石積み５の背面
（北側）に積まれている点で、石積み５以前に築造されたことが読める。また、第３期に設定している基壇礎石建物
跡の基壇縁石を破壊して築造していることから、基壇廃棄直後の遺構と判断し、第４期に区分している。なお、石積
みは廃棄後に盛土により埋め殺される形で発見されており、そこからも先後関係を読むことができる。

・石積み５
　石積み５は、F-2 グリッド南側、石積み４の前面（南側）に南面して東西方向に積まれた石積みである（第 17・18
図・図版 20・21）。サイズは東西に長さ約 3ｍ、高さは最大 2段で、最大高約 50㎝、控えが約 50㎝の野面に近い琉
球石灰岩を、黄色土上に８点並べている。時期区分は第４期で、切り合いから工程的に前記した石積み４の後に積
まれ、その後、南面中央付近に直交させるように石積み６が積まれている。

・石積み６
　石積み６は、F・G-2 グリッドをまたいで南北に走る西面する石積みである（第 17・18 図・図版 20・21）。サイズ
は南北に長さ約 2.5 ｍ、高さは１段のみで、最大高約 40㎝、控えが約 60㎝の野面に近い琉球石灰岩を、黄色土上に
６点並べている。平面図上は、石積み６北側に位置する、基壇礎石建物跡の基壇縁石と同軸に見える。しかし、基壇
縁石は東面を向くのに対し、石積み６は西面し逆を向いている点と、基壇面を掘り下げて築造した状況から、時期
区分は第 3期基壇廃棄後の第４期としている。
　なお、この石積み６には、北側に石積み５の南面に直交するように接しており、南端は石積み８の裏側（北側）に
接し、さらに南よりの西面には石積み７の東端と直交して接することから、石積み５が積まれた後に築造され、そ
の後石積み７・８の順で積まれたことがわかる。

・石積み７
　石積み７は、G-2 グリッド北西側に位置する南面する石積みである（第 17・18 図・図版 20・21）。琉球石灰岩を
東西に４点並べており、サイズは東西に長さ約1.4ｍ、高さは１段のみで、最大高約30㎝、控えが約30㎝の範囲で、
黄色土上に配置されている。時期区分は第４期で、石積み６の西面に直交して積まれていることから、石積み６築
造後に積まれたことがわかる。

・石積み８
　石積み８は、G-2・３グリッドに検出された南面する石積みである（第 17・18 図・図版 20・21）。石積み４～７と
同様に黄色土上に積まれている。中間が欠失しているが、石の配置状況から一連の石積みと考えている。サイズは
東西に長さ約3.5ｍ、高さは１段のみで、最大高約30㎝、控えが約40㎝の範囲となっている。時期区分は第４期で、
後背（北側）に石積み６南端が直交するように接し、その石積み６西面に石積み７が位置することから、工程的に石
積み６・７の後に積まれていることが見て取れる。
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○石積み４～ 8（第 4 期）
　F・G-2・３グリッド礫層下の黄色土中より、小規模な石積みが５本検出された。これらは互いに接しており、切り合
いや面の方向等から、築造の順番が概ね特定できたことから、ここではこの順番に沿って報告を行う。これらの石積み
は、第３期の基壇礎石建物跡を破壊後、石粉舗装面の被熱した黄色土上に積まれている。しかし規模が小さく、積まれ
る方向にある程度規則性はあるものの、建物等の区画を示しておらず、記録等にもみられないことから性格について
判然としない。出土遺物としては、被熱した14世紀後半～15世紀前半にかけての中国やベトナム産陶磁器類がみら
れることから、第３期の基壇礎石建物跡の遺物が混入した可能性がある。次に、石積み４～８について個別の状況を
報告する。なお、第3期基壇礎石建物跡については既報告（沖縄県立埋蔵文化財センター2010）を参照されたい。

・石積み４
　石積み４は、F-2 グリッド中央付近に検出された遺構である（第 17・18 図・図版 20・21）。石積みは琉球石灰岩
製で南面しており、東西に長さ約 1.4 ｍ、高さは１段のみで、最大高約 20㎝、控えが約 40㎝の野面に近い石を、黄
色土上に４点並べている。小規模であることから性格については判然としないが、次に報告する石積み５の背面
（北側）に積まれている点で、石積み５以前に築造されたことが読める。また、第３期に設定している基壇礎石建物
跡の基壇縁石を破壊して築造していることから、基壇廃棄直後の遺構と判断し、第４期に区分している。なお、石積
みは廃棄後に盛土により埋め殺される形で発見されており、そこからも先後関係を読むことができる。

・石積み５
　石積み５は、F-2 グリッド南側、石積み４の前面（南側）に南面して東西方向に積まれた石積みである（第 17・18
図・図版 20・21）。サイズは東西に長さ約 3ｍ、高さは最大 2段で、最大高約 50㎝、控えが約 50㎝の野面に近い琉
球石灰岩を、黄色土上に８点並べている。時期区分は第４期で、切り合いから工程的に前記した石積み４の後に積
まれ、その後、南面中央付近に直交させるように石積み６が積まれている。

・石積み６
　石積み６は、F・G-2 グリッドをまたいで南北に走る西面する石積みである（第 17・18 図・図版 20・21）。サイズ
は南北に長さ約 2.5 ｍ、高さは１段のみで、最大高約 40㎝、控えが約 60㎝の野面に近い琉球石灰岩を、黄色土上に
６点並べている。平面図上は、石積み６北側に位置する、基壇礎石建物跡の基壇縁石と同軸に見える。しかし、基壇
縁石は東面を向くのに対し、石積み６は西面し逆を向いている点と、基壇面を掘り下げて築造した状況から、時期
区分は第 3期基壇廃棄後の第４期としている。
　なお、この石積み６には、北側に石積み５の南面に直交するように接しており、南端は石積み８の裏側（北側）に
接し、さらに南よりの西面には石積み７の東端と直交して接することから、石積み５が積まれた後に築造され、そ
の後石積み７・８の順で積まれたことがわかる。

・石積み７
　石積み７は、G-2 グリッド北西側に位置する南面する石積みである（第 17・18 図・図版 20・21）。琉球石灰岩を
東西に４点並べており、サイズは東西に長さ約1.4ｍ、高さは１段のみで、最大高約30㎝、控えが約30㎝の範囲で、
黄色土上に配置されている。時期区分は第４期で、石積み６の西面に直交して積まれていることから、石積み６築
造後に積まれたことがわかる。

・石積み８
　石積み８は、G-2・３グリッドに検出された南面する石積みである（第 17・18 図・図版 20・21）。石積み４～７と
同様に黄色土上に積まれている。中間が欠失しているが、石の配置状況から一連の石積みと考えている。サイズは
東西に長さ約3.5ｍ、高さは１段のみで、最大高約30㎝、控えが約40㎝の範囲となっている。時期区分は第４期で、
後背（北側）に石積み６南端が直交するように接し、その石積み６西面に石積み７が位置することから、工程的に石
積み６・７の後に積まれていることが見て取れる。
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

１．Ｄ～Ｇ-１～４グリッド遺構検出状況俯瞰 ( 石積み４～ 13、舗装面ほか　画像右が北 )

２．石積み４～８検出状況 ( 南西から・画像右の遺構は平成 17年度調査分 )

図版 20　遺構画像６
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

１．Ｄ～Ｇ-１～４グリッド遺構検出状況俯瞰 ( 石積み４～ 13、舗装面ほか　画像右が北 )

２．石積み４～８検出状況 ( 南西から・画像右の遺構は平成 17年度調査分 )

図版 20　遺構画像６
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）
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第 19図　第３・４期出土遺物

２．石積み４～８検出状況 ( 西から )

４．石積み７検出状況 ( 南から )

６．石積み６検出状況 ( 西から )

図版 21　遺構画像７

１．石積み４～８検出状況平面 ( 画像上が北 )

３．石積み４～８検出状況 ( 北東から )

５．石積み４検出状況 ( 南から )

第 3章　調査の方法と成果

4544



第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

０ 10cm

０ 5cm

552

238

567

162

611610 614 629 632

635

685 707

647 650 656

239

554

240

556

568

573

603

581
589

636

557 563

309

564 265

600 594

592

第 19図　第３・４期出土遺物
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４．石積み７検出状況 ( 南から )

６．石積み６検出状況 ( 西から )

図版 21　遺構画像７

１．石積み４～８検出状況平面 ( 画像上が北 )

３．石積み４～８検出状況 ( 北東から )

５．石積み４検出状況 ( 南から )
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）
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第 20図　石積み９～10・12～14

第 3章　調査の方法と成果

○石積み９～ 14・石畳・石粉舗装面（第５期）
　G・F-2 ～ 6 グリッドの広範にわたり、赤色造成土上に琉球石灰岩の石粉舗装が敷設された面が検出され、その
中に石積み９～ 14 や石畳等の遺構が検出されている。これらは第４期とした石積み４～８を埋め殺すように盛
土造成した層の内部、あるいは上面に位置することから、造成層・舗装面も含めて時期区分を第５期に一括してい
る。この中の石積みに関しても、切り合いの状況により工程上の先後関係が読み取れることから、築造順に番号を
付し、この順に沿って次より個別の報告を行う。
　なお、ここで報告する遺構も規模が小さく、積まれる方向にある程度規則性はあるが、絵図等の記録類も見あた
らないため、その性格については判然としない。出土遺物は、舗装面下の造成土内に、15世紀後半～ 16世紀中葉
までの、中国・タイ産の陶磁器類のほか、金属製品や漆塗膜などが出土している。

・石積み９
　石積み９は、G-3 グリッド北側に位置している（第 20 図・図版 22）。縦 50㎝、横 90㎝、控えが 50㎝の大きめの
切石が、北面して最大２段が残されている。そのサイズは、残存範囲で東西に 2.5 ｍ以上、最大高約 80㎝となって
おり、背面は裏込め石が詰められるが、範囲は不明である。石積みは造成土下部から積まれているものの、2段目
は石粉舗装面を約 20㎝突出していることから、舗装面と同時期に存在した遺構と考え、時期区分は第５期とした。
この北面に石積み 10の南端が直交して接している（第 20図中・図版 22-5・6）。
　なお、本石積み裏面（南側）には、平成17年度調査で階段遺構が検出されているが（沖縄県立埋蔵文化財センター
2006）、その間は石灰岩礫の裏込めが詰められているのみで接しておらず、そのレベルよりも低い位置にあること
から関連性は不明である（第 13図・図版 20）。

・石積み 10
　石積み 10 は G-3 グリッド検出の石積みで、60㎝大幅の長方形の切石を 2段積む（第 20 図中・図版 22）。サイ
ズは最大高約 60㎝、長さ約 110㎝、控えは約 40㎝である。この石積みも石積み９同様に造成土下部から積まれて
いるが、2段目は石粉舗装面を約 20㎝突出しており、舗装面と同時期の第５期とした。この南端に石積み９北面
が直交して接する（第 17図・図版 22）。

・石積み 11
　石積み 11は、E・F-6 グリッドに独立して積まれた西面する片面積みの石積みである（第 21図・図版 23-3）。残
存範囲で東西に長さが約 2.5 ｍ、最大高約 100㎝である。本石積みも第５期造成層下部から積まれるが、石粉舗装
面上に突出するため（第 21 図・図版 23）、第５期の遺構とした。本石積み前面（西側）は石粉舗装がされるが、裏手
となる東側は削平されているため舗装面はみられない（図版 23）。この石積みの性格として、標高が高い東側をテ
ラス状に高める仕切りとして機能していた可能性がある。

・石積み 12
　石積み 12は、F-3 グリッドの一部に検出された東面する片面積みの石積みである（第 20図下）。サイズは東西
に長さ約 2.5 ｍ以上、最大高約 70㎝である。第５期造成層下部から積まれるが、石粉舗装面上にわずかに突出する
ため（第 20 図・図版 22）、第５期の遺構とした。これに接する石積みはみられないが、石積み９の前面（北側）にあ
ることと、石積み14より規模が小さい点で、その後築造されたものと考えている（第17図・図版22）。この前後（東
西）に投入された造成土中の遺物は、15 世紀後半～ 16 世紀中葉までの中国・タイ産の陶磁器類で構成されてお
り（図版 25）、時期的に大きな差異がみられないことから、石積み下部は埋めることを前提に積まれたことが考え
られ、この場合、造成の際の土留めとして機能していたことが考えられる。
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）
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第 3章　調査の方法と成果

○石積み９～ 14・石畳・石粉舗装面（第５期）
　G・F-2 ～ 6 グリッドの広範にわたり、赤色造成土上に琉球石灰岩の石粉舗装が敷設された面が検出され、その
中に石積み９～ 14 や石畳等の遺構が検出されている。これらは第４期とした石積み４～８を埋め殺すように盛
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・石積み９
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ズは最大高約 60㎝、長さ約 110㎝、控えは約 40㎝である。この石積みも石積み９同様に造成土下部から積まれて
いるが、2段目は石粉舗装面を約 20㎝突出しており、舗装面と同時期の第５期とした。この南端に石積み９北面
が直交して接する（第 17図・図版 22）。
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・石積み 12
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に長さ約 2.5 ｍ以上、最大高約 70㎝である。第５期造成層下部から積まれるが、石粉舗装面上にわずかに突出する
ため（第 20 図・図版 22）、第５期の遺構とした。これに接する石積みはみられないが、石積み９の前面（北側）にあ
ることと、石積み14より規模が小さい点で、その後築造されたものと考えている（第17図・図版22）。この前後（東
西）に投入された造成土中の遺物は、15 世紀後半～ 16 世紀中葉までの中国・タイ産の陶磁器類で構成されてお
り（図版 25）、時期的に大きな差異がみられないことから、石積み下部は埋めることを前提に積まれたことが考え
られ、この場合、造成の際の土留めとして機能していたことが考えられる。
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

図版 22　遺構画像８

１．石積み９・10・13・14 検出状況 ( 東から ) ２．石積み 13立面、石積み 14側面 ( 北から )

３．石積み 14立面、石積み 13側面 ( 東から ) ４．石積み９・10・13・14 俯瞰 ( 東から )

５．石積み９・10・13・14 俯瞰 ( 北から ) ６．石積み９・10・13・14 俯瞰 ( 南から )

第 3章　調査の方法と成果

・石積み 13
　石積み 13は、F-3 グリッド南側より検出された石積みで、北面した数点の切石が２段積まれて東西に並ぶ（第
20 図下・図版 22）。サイズは長さ約 80㎝、最大高 40㎝、控えが 30㎝となっている。この石積み１段目は舗装面中
（C-2 層）より積まれていることから、舗装前に石積みを築造し、その後周辺を舗装したと考えられる（図版 22）。ま
た、東側北面には石積み 14 南端が直交していることから、工程上その前に積まれたことがわかる。残存範囲が狭
く、性格について判然としないが、舗装面上に突出する点で時期区分は第５期に設定している。

・石積み 14
　石積み 14は、F-3 グリッド南側より検出された石積みで、東面した５点前後の切石を１～２段積んでいる（第
20 図下・図版 22）。サイズは最大高 40㎝、長さ約 90㎝、控えは最大で 40㎝となっている。舗装面最上面より積
まれている点と、石積み 13 北面に直交することから、石積み 13 の後に積まれたことがわかる（第 20 図下・図版
22）。時期区分は石積み９～ 13 と同じく第５期である。本石積みに関しても、小規模での残存であることから、性
格については不明である。

・石畳跡
　石畳跡とした遺構は、F-5 グリッド南東側より検出した遺構である（第 21図・図版 23）。舗装面よりやや高いレ
ベルで、琉球石灰岩の雑切石が、東西に目地を示す形で、東西約 60㎝、南北約 100㎝の範囲で石粉内から敷設され
ている。本遺構上には表土層が堆積していたことから、周辺の遺構は戦後の開発により削平されたとみられる。残
存する範囲が小さく、性格は不明であるが、石粉舗装面と接することから何らかの関連があるものと思われる。こ
の観点から時期区分は第５期としている。

・舗装面
　F-2 ～ 6 グリッドにかけ、粉末状の琉球石灰岩を堅く突き固めた舗装面と思われる遺構が検出されている（第
21図・図版 23）。遺構面は東西方向に長く、最大約 14ｍ、南北に約 1.5 ｍの範囲で、主に赤色造成土上に 20㎝前後
の厚さで、水平かつ重層的に堆積している状況が確認できる。この点から本遺構は、赤色土造成土を投入後、石灰岩
石粉を敷き詰めて突き固める工程を複数回繰り返すことにより、強固な舗装を行っていたことがわかる（第20図・
図版 22）。
　この舗装面を構成する石粉内には、石灰岩以外の土砂や礫等の混入物が殆どみられず均質であることから、精製
された石粉のみを意識して用いていると思われ、これを幾層にも突き固めている。この目的として、舗装により建
物周辺や通路面を覆うことにより、ぬかるみを防ぐ目的のほか、地表面を美しく見せる化粧面としての役割も考え
ることができる。このことから、かつての首里城では、このような石粉舗装が建物の周辺や通路等に多用されてい
たことが想定できる。
　なお、本舗装面に入り込む形で石積み 10・13 が積まれ、表面上から石積み 14が積まれていることから、石積み
10・13 施工後、石積み周辺に石粉を敷き固めることにより舗装仕上げが行われ、石積み 14は舗装後に積まれたと
いう工程を読むことができ、敷設に際しては計画的に行われていたことを窺うことができる（第 20図・図版 22）。
また、舗装面は石積み 11 西側に広がる傾向があるが（図版 23）、石積み 11 の機能として、内郭東側をテラス状に
高めるための仕切を想定していることから、石積み 11 東側も同様な舗装がされていたと考えられる。しかし、石
積み 11東側は戦後の開発により削平されており、確認することができない。
　石粉内からは遺物が殆ど出土していないことから、舗装面のみで時期区分を判断するのは困難であるが、舗装面
下の造成層や石積み９～ 14 と一連の工程で敷設されている状況から、これらの遺構と同時期の第５期として捉
えている。
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

図版 22　遺構画像８

１．石積み９・10・13・14 検出状況 ( 東から ) ２．石積み 13立面、石積み 14側面 ( 北から )

３．石積み 14立面、石積み 13側面 ( 東から ) ４．石積み９・10・13・14 俯瞰 ( 東から )

５．石積み９・10・13・14 俯瞰 ( 北から ) ６．石積み９・10・13・14 俯瞰 ( 南から )
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20 図下・図版 22）。サイズは長さ約 80㎝、最大高 40㎝、控えが 30㎝となっている。この石積み１段目は舗装面中
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

図版 23　層序画像９

１．舗装面･石積み９･10･13･14 検出前 (北から ) ２．舗装面検出作業状況 ( 東から )

３．石積み 11・舗装面 ( 東から ) ４．石畳・舗装面 ( 東から )

５．舗装面平面 ( 画像右が北 ) ６．舗装面俯瞰 ( 東から )
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第 21図　石積み 11、舗装面、石畳

第 3章　調査の方法と成果
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

図版 23　層序画像９

１．舗装面･石積み９･10･13･14 検出前 (北から ) ２．舗装面検出作業状況 ( 東から )

３．石積み 11・舗装面 ( 東から ) ４．石畳・舗装面 ( 東から )

５．舗装面平面 ( 画像右が北 ) ６．舗装面俯瞰 ( 東から )
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第 21図　石積み 11、舗装面、石畳

第 3章　調査の方法と成果
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）
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第 23図　第５期出土遺物 2
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第 3章　調査の方法と成果
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）
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第 3章　調査の方法と成果
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

図版 25　遺物出土状況２

１．Ｇ-3 グリッド造成土トレンチ内Ｃ-５層遺物 (中国産青磁碗・褐釉陶器壺・タイ産褐釉陶器壺・漆塗膜 )

２．Ｇ-3 グリッド造成土トレンチ内Ｃ-５層発掘作業状況

図版 24　遺物出土状況１

１．Ｂ-２層遺物 ( ベトナム産青花壺 ) ２．Ｂ-18 層遺物 ( 中国産青磁碗 )

３．Ｂ-18 層遺物 ( 中国産色絵鉢 ) ４．Ｂ-５層遺物 ( ベトナム産白磁碗 )

5．Ｂ-18 層遺物 ( 中国産青磁瓶・タイ産褐釉陶器壺・ベトナム産白磁蓋 )
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図版 25　遺物出土状況２

１．Ｇ-3 グリッド造成土トレンチ内Ｃ-５層遺物 (中国産青磁碗・褐釉陶器壺・タイ産褐釉陶器壺・漆塗膜 )

２．Ｇ-3 グリッド造成土トレンチ内Ｃ-５層発掘作業状況

図版 24　遺物出土状況１

１．Ｂ-２層遺物 ( ベトナム産青花壺 ) ２．Ｂ-18 層遺物 ( 中国産青磁碗 )

３．Ｂ-18 層遺物 ( 中国産色絵鉢 ) ４．Ｂ-５層遺物 ( ベトナム産白磁碗 )

5．Ｂ-18 層遺物 ( 中国産青磁瓶・タイ産褐釉陶器壺・ベトナム産白磁蓋 )
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第 3章　調査の方法と成果

○石積み 15 ～ 17（方形石組み、第６・７期）
　石積み 15 ～ 17 は、調査区東側にあたる E・F－９～ 11 グリッド内に検出されている。第 2期とした石積み 3
がこの北側に積まれており、調査区東側法面に隠れるが、その南面に直交するように石積み 15が積まれていると
思われ、最終的には石積み 16・17 を積むことにより、計４本の石積みで方形の石組み遺構を構成している。
　この石組み遺構内の堆積土は、出土する陶磁器の年代で大きく二分できる。下層は 16世紀後半～ 17世紀初頭、
上層は 17世紀前半となっており、この年代から時期区分を第６期・第７期に設定している。なお、石積み 15～ 17
の時期区分は、方形石組み築造直後に、遺構内下層が堆積したというプロセスを想定し、第６期としている。

・石積み 15
　石積み 15は、E・F-11 グリッドに検出された西面する南北に走る石積みである（第 24 ～ 26 図・図版 26・27）。
天端は破壊されるが、根石は残存しており、南北端及び石積み控え部分は調査区法面に入るが、サイズは検出範囲
で最大長約 5ｍ、最大高 1.3 ｍで、80㎝前後の切石を相方積みしている。
　本石積みは、この西面に直交する石積み 16 を境に、南北で施工の様相が異なる。北側が石材の加工から積み方
まで隙間なく丁寧な施工であるのに対し、南側は加工が粗い石を隙間多く積んでいる（第 24図・図版 27）。この理
由として、北側は石組み内ではあるが露出しており、南側は造成土内に埋められることを前提に積まれていること
があげられる。
　時期区分は、石積み 16・17 と一連の方形石組み遺構を構成することから、第６期としている。なお、この石積み
15南端にあたる箇所においては、岩盤上に堆積する第１期と思われる層を抉り取り、その上部に堆積する造成土
も著しく撹拌され、他の造成層と異なる状況が確認できる（第 10・24 図・図版 8・26・27）。この状況から、石積み 15
築造時には、それ以前に敷設されていた第 5期の地表面～造成層を、第 1期堆積層とともに掘り返し、石積み 15
を施工後、掘り返した土砂を再度造成し直したことが想定できる。そのため、他の造成層と違い、激しい撹拌が行わ
れたことにより不規則に堆積しており、含まれる遺物は第 5期に収まっている。

・石積み 16
　石積み 16は、E-9 ～ 11 グリッドにかけて検出された、東西に長く北面する石積みである（第 24～ 26 図・図版
26 ～ 28）。この東端に石積み 15 の西面が直交して接し、また、石積み 17 が本石積み西側の北面に直交して接す
ることから、施工の順番を石積み 15・16・17 とし、これらの石積みで方形石組み遺構を構成している。天端及び石
積み中央が破壊されるが、サイズは最大高 2.4 ｍ、最大長 6.7 ｍで、30㎝大の切石を相方積みしている。切石の控
えは30㎝前後で、この後背に15㎝前後の裏込め石が1ｍ前後の幅で詰め込まれている。時期区分は第６期である。
　石組み内には、陶磁器の年代から 3時期に及ぶ堆積層が確認されている。最下層は遺構底面A-10 層で、琉球石
灰岩礫を密に敷き詰めており、これに接してA-8・9層が堆積している。両層の時期区分は第 6期で 16世紀後半～
17世紀初頭の時期を差し、陶磁器類のほか自然遺物の量も多いことから、当時の生活廃棄物の可能性が高い。これ
らの廃棄物は、遺構の南西角に多く堆積する状況から、建物が集中していたと思われる遺構南西側から繰り返し投
入されたことが考えられ、この状況から、方形石組み遺構はゴミ穴としての機能を考えることができる。次に中層
A-3 ～７層は第 7期で 17 世紀初頭を示す陶磁器類が出土しているが、この下層傾斜面を水平に造成したとみら
れ、堆積は遺構上部まで及んでいる。この点から、本層は石組み遺構を埋める目的で投入された可能性がある。続い
てこの上層には、近代と思われる B-2 層が堆積している。当地には明治 13 年に沖縄神社が建立されたことから、
その際の整地層であることが考えられる。本層からは近代以降の陶磁器類や、板ガラス片などが含まれる。

・石積み 17
　石積み17は、D・E-9グリッドに検出した、方形石組みの西壁にあたる南北に走る東面する石積みである（第25・27図・
図版26・29）。石積みの南端は石積み16の北面に直交して接しており、工程上石積み16の後に積まれたことがわかる。天
端及び北側の上部は残されていないが、北側下部の根石が石積み３南面に直交して接していたと思われ、かつては方形石
組みを構成していたことが想定できる。石組み内の堆積状況は、石積み16の項で報告したとおりで、時期区分は第６期であ
る。
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第 3章　調査の方法と成果

○石積み 15 ～ 17（方形石組み、第６・７期）
　石積み 15 ～ 17 は、調査区東側にあたる E・F－９～ 11 グリッド内に検出されている。第 2期とした石積み 3
がこの北側に積まれており、調査区東側法面に隠れるが、その南面に直交するように石積み 15が積まれていると
思われ、最終的には石積み 16・17 を積むことにより、計４本の石積みで方形の石組み遺構を構成している。
　この石組み遺構内の堆積土は、出土する陶磁器の年代で大きく二分できる。下層は 16世紀後半～ 17世紀初頭、
上層は 17世紀前半となっており、この年代から時期区分を第６期・第７期に設定している。なお、石積み 15～ 17
の時期区分は、方形石組み築造直後に、遺構内下層が堆積したというプロセスを想定し、第６期としている。

・石積み 15
　石積み 15は、E・F-11 グリッドに検出された西面する南北に走る石積みである（第 24 ～ 26 図・図版 26・27）。
天端は破壊されるが、根石は残存しており、南北端及び石積み控え部分は調査区法面に入るが、サイズは検出範囲
で最大長約 5ｍ、最大高 1.3 ｍで、80㎝前後の切石を相方積みしている。
　本石積みは、この西面に直交する石積み 16 を境に、南北で施工の様相が異なる。北側が石材の加工から積み方
まで隙間なく丁寧な施工であるのに対し、南側は加工が粗い石を隙間多く積んでいる（第 24図・図版 27）。この理
由として、北側は石組み内ではあるが露出しており、南側は造成土内に埋められることを前提に積まれていること
があげられる。
　時期区分は、石積み 16・17 と一連の方形石組み遺構を構成することから、第６期としている。なお、この石積み
15南端にあたる箇所においては、岩盤上に堆積する第１期と思われる層を抉り取り、その上部に堆積する造成土
も著しく撹拌され、他の造成層と異なる状況が確認できる（第 10・24 図・図版 8・26・27）。この状況から、石積み 15
築造時には、それ以前に敷設されていた第 5期の地表面～造成層を、第 1期堆積層とともに掘り返し、石積み 15
を施工後、掘り返した土砂を再度造成し直したことが想定できる。そのため、他の造成層と違い、激しい撹拌が行わ
れたことにより不規則に堆積しており、含まれる遺物は第 5期に収まっている。

・石積み 16
　石積み 16は、E-9 ～ 11 グリッドにかけて検出された、東西に長く北面する石積みである（第 24～ 26 図・図版
26 ～ 28）。この東端に石積み 15 の西面が直交して接し、また、石積み 17 が本石積み西側の北面に直交して接す
ることから、施工の順番を石積み 15・16・17 とし、これらの石積みで方形石組み遺構を構成している。天端及び石
積み中央が破壊されるが、サイズは最大高 2.4 ｍ、最大長 6.7 ｍで、30㎝大の切石を相方積みしている。切石の控
えは30㎝前後で、この後背に15㎝前後の裏込め石が1ｍ前後の幅で詰め込まれている。時期区分は第６期である。
　石組み内には、陶磁器の年代から 3時期に及ぶ堆積層が確認されている。最下層は遺構底面A-10 層で、琉球石
灰岩礫を密に敷き詰めており、これに接してA-8・9層が堆積している。両層の時期区分は第 6期で 16世紀後半～
17世紀初頭の時期を差し、陶磁器類のほか自然遺物の量も多いことから、当時の生活廃棄物の可能性が高い。これ
らの廃棄物は、遺構の南西角に多く堆積する状況から、建物が集中していたと思われる遺構南西側から繰り返し投
入されたことが考えられ、この状況から、方形石組み遺構はゴミ穴としての機能を考えることができる。次に中層
A-3 ～７層は第 7期で 17 世紀初頭を示す陶磁器類が出土しているが、この下層傾斜面を水平に造成したとみら
れ、堆積は遺構上部まで及んでいる。この点から、本層は石組み遺構を埋める目的で投入された可能性がある。続い
てこの上層には、近代と思われる B-2 層が堆積している。当地には明治 13 年に沖縄神社が建立されたことから、
その際の整地層であることが考えられる。本層からは近代以降の陶磁器類や、板ガラス片などが含まれる。

・石積み 17
　石積み17は、D・E-9グリッドに検出した、方形石組みの西壁にあたる南北に走る東面する石積みである（第25・27図・
図版26・29）。石積みの南端は石積み16の北面に直交して接しており、工程上石積み16の後に積まれたことがわかる。天
端及び北側の上部は残されていないが、北側下部の根石が石積み３南面に直交して接していたと思われ、かつては方形石
組みを構成していたことが想定できる。石組み内の堆積状況は、石積み16の項で報告したとおりで、時期区分は第６期であ
る。
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

図版 26　遺構画像 10

１．Ｄ・Ｅ-8 ～ 11 グリッド遺構検出状況平面 ( 石積み３･15 ～ 17 画像左が北 )

２．Ｄ・Ｅ-8 ～ 11 グリッド遺構俯瞰 ( 石積み３･15 ～ 17 北から )
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第 25図　石積み３・15～17遺構平面図

第 3章　調査の方法と成果
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

図版 26　遺構画像 10
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１．石積み 15立面・石積み 16側面 ( 西から )

２．石積み 15北側立面･石積み 16側面 (西から ) ３．石積み 15南側立面 ( 南西から )
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図版 28　遺構画像 12

１．石積み 16東側立面 ( 北から ) ２．石積み 16西側立面 ( 北から )

３．石積み 16東側断面 ( 西から ) ４．石積み 16西側断面 ( 東から )

５．石積み 16西側俯瞰 ( 北東から ) ６．石積み 16西側俯瞰 ( 北から )

第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

0 1m

１:40

EL=127.500m

ＥL=127.000m

近代の撹乱

S

S

S

S

S

S

S

S

S
S

S

S

S

S

表土 2層

表土 1層

塼

塼

塼

塼 塼

塼
塼

塼

塼

沖無？

沖無？
急須

沖無
沖無

瓦

瓦

瓦
瓦

白磁

貝

貝

貝

褐釉

ヤコウガイのフタ

ヤコウガイ
のフタ

ヤコウガイ

ヤコウガイ

陶器

陶器

A-10 層 A-10 層

A-8 層 ( 炭 )

A-9 層

A-9 層
A-8 層 ( 炭 )

A-7 層

A-7 層

A-10 層

A-6層
A-6 層 A-9 層A-6 層

A-7 層
A-6 層

A-6 層

A-6 層

A-6 層
A-6 層

A-5 層（赤土色）

A-5 層（赤土色）
A-5 層（赤土色）

A-3 層

B-2 層

A-4 層 A-4 層
A-3 層

A-3 層B-2 層 B-2 層

Ｄー９Ｅー９

Ｅー９

Ｅー９

Ｄー９

北 南 東 東 西西

に’ に ぬ ぬ’ ね ね’

石積み３

石積み 17

石積み３

石
積
み
16

Ｓ

南 北

ま ま’

方形石組み内堆積②

石積み 17立面図

第 27図　石積み 17、方形石組み内堆積

第 3章　調査の方法と成果

6362



図版 28　遺構画像 12

１．石積み 16東側立面 ( 北から ) ２．石積み 16西側立面 ( 北から )

３．石積み 16東側断面 ( 西から ) ４．石積み 16西側断面 ( 東から )
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図版 29　遺構画像 13

１．石積み 16・17 俯瞰 (画像左が石積み 16 東から ) ２．石積み 17平面 ( 画像右が北 )

３．石積み 17立面 ( 東から ) ４．石積み 17前面礫敷き平面 ( 石組み遺構底面 )

５．石積み 17断面 ( 北から ) ６．石積み 17と石積み３・２の状況 ( 東から )
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図版 29　遺構画像 13

１．石積み 16・17 俯瞰 (画像左が石積み 16 東から ) ２．石積み 17平面 ( 画像右が北 )

３．石積み 17立面 ( 東から ) ４．石積み 17前面礫敷き平面 ( 石組み遺構底面 )

５．石積み 17断面 ( 北から ) ６．石積み 17と石積み３・２の状況 ( 東から )
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図版 30　遺構画像 14

１．石積み 16・ 17 と西壁俯瞰 ( 東から )

２．石積み 17断面と石組み内外の堆積状況 ( 北から )

第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）
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第 3章　調査の方法と成果

　なお、この石積み 15 ～ 17 ならびに石積み３で構成される方形石組み遺構内の堆積土が、２時期に区分できる
ことは先に示したが、その中に含まれる主な遺物について、第 30 ～ 35 図を基に概観してみたい。まず第６期とし
た下層の状況を報告する（第 32・33 図）。本層は石組み遺構内底面に堆積する廃棄物層と捉えており、膨大な自然
遺物に混在するように、接合率が高い陶磁器類が含まれている。その構成は、中国産陶磁器が中心となっており、褐
釉陶器壺類が多い中、龍泉窯産青磁や中国福建系・漳州窯系の白磁・青花が目立つ。次に多いのは琉球産瓦質土器製
の大型植木鉢で、中には鎹と漆喰による補修が行われた痕跡が残る資料が含まれている。
　その他特筆できる資料としては、東南アジア産陶磁器で、ベトナム産白磁瓶や青花、タイ産褐釉双耳瓶のほか、珍
しい資料として鉄絵のケンディーが得られている。また、瓦・塼を加工した柱状のキセル雁首や火皿と思われる漆
喰製器のほか、数種の金属製品、漆塗膜等、多種多様な遺物が出土している（図版 31～ 34）。
　なお、自然遺物でみると、ヤコウガイの蓋がA-9 層だけで 499 点の出土と極端に突出しており、ここだけで全出
土数 679 点の 73.5％を占めている（図版 34-1・第 29 図）。この個々のサイズを計測してみたところ、7.5 ～ 8.5
㎝が全量中で 398 点 58.6％、A-9 層でも 299 点 59.9％と最多であり、このサイズからこれらは大型ヤコウガイ
のものであることがわかる（第 30 図）。次に最小個体数からみると、蓋は 781 個体であるのに対し、殻は 64 個体
と少なく、かなりかけ離れた数字となって
いる。
　これらがどのような目的で廃棄されたか
は定かではないが、ヤコウガイの身は食用
として冊封使にも供されたことで知られ、
殻は螺鈿細工の原材料として琉球漆器にも
利用されるほか、貿易品リストの中にもみ
える。年代は輸入陶磁器から 16 世紀後半
～ 17 世紀初頭であることが考えられ、当
時の食や貿易・産業の一端を示すものと思
われる。
　次に、この直上に堆積する第７期とした
層には、初期沖縄産無釉陶器や肥前（唐津）
産陶器のほか、中国福建産粗製青花等が含
まれる。その年代は、先の第６期の層には沖
縄産陶器がみられず、1590 ～ 1610 年代
の唐津産陶器が含まれることから、17 世
紀前半に比定している。この沖縄産陶器に
関しては、平成 19 年度の首里城跡発掘調
査により検出した、シーリ遺構（ゴミ穴）か
ら出土した一群と、遺物の組成も含め類似
しており、両者は琉球で陶器生産が行われ
た当初の製品であること、また、ゴミ穴とい
う同様な性格の遺構に投棄されたものであ
ることが考えられ、当時のゴミ処理を考え
る上で興味深い。
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図版 30　遺構画像 14

１．石積み 16・ 17 と西壁俯瞰 ( 東から )

２．石積み 17断面と石組み内外の堆積状況 ( 北から )

第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）
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第 3章　調査の方法と成果

　なお、この石積み 15 ～ 17 ならびに石積み３で構成される方形石組み遺構内の堆積土が、２時期に区分できる
ことは先に示したが、その中に含まれる主な遺物について、第 30 ～ 35 図を基に概観してみたい。まず第６期とし
た下層の状況を報告する（第 32・33 図）。本層は石組み遺構内底面に堆積する廃棄物層と捉えており、膨大な自然
遺物に混在するように、接合率が高い陶磁器類が含まれている。その構成は、中国産陶磁器が中心となっており、褐
釉陶器壺類が多い中、龍泉窯産青磁や中国福建系・漳州窯系の白磁・青花が目立つ。次に多いのは琉球産瓦質土器製
の大型植木鉢で、中には鎹と漆喰による補修が行われた痕跡が残る資料が含まれている。
　その他特筆できる資料としては、東南アジア産陶磁器で、ベトナム産白磁瓶や青花、タイ産褐釉双耳瓶のほか、珍
しい資料として鉄絵のケンディーが得られている。また、瓦・塼を加工した柱状のキセル雁首や火皿と思われる漆
喰製器のほか、数種の金属製品、漆塗膜等、多種多様な遺物が出土している（図版 31～ 34）。
　なお、自然遺物でみると、ヤコウガイの蓋がA-9 層だけで 499 点の出土と極端に突出しており、ここだけで全出
土数 679 点の 73.5％を占めている（図版 34-1・第 29 図）。この個々のサイズを計測してみたところ、7.5 ～ 8.5
㎝が全量中で 398 点 58.6％、A-9 層でも 299 点 59.9％と最多であり、このサイズからこれらは大型ヤコウガイ
のものであることがわかる（第 30 図）。次に最小個体数からみると、蓋は 781 個体であるのに対し、殻は 64 個体
と少なく、かなりかけ離れた数字となって
いる。
　これらがどのような目的で廃棄されたか
は定かではないが、ヤコウガイの身は食用
として冊封使にも供されたことで知られ、
殻は螺鈿細工の原材料として琉球漆器にも
利用されるほか、貿易品リストの中にもみ
える。年代は輸入陶磁器から 16 世紀後半
～ 17 世紀初頭であることが考えられ、当
時の食や貿易・産業の一端を示すものと思
われる。
　次に、この直上に堆積する第７期とした
層には、初期沖縄産無釉陶器や肥前（唐津）
産陶器のほか、中国福建産粗製青花等が含
まれる。その年代は、先の第６期の層には沖
縄産陶器がみられず、1590 ～ 1610 年代
の唐津産陶器が含まれることから、17 世
紀前半に比定している。この沖縄産陶器に
関しては、平成 19 年度の首里城跡発掘調
査により検出した、シーリ遺構（ゴミ穴）か
ら出土した一群と、遺物の組成も含め類似
しており、両者は琉球で陶器生産が行われ
た当初の製品であること、また、ゴミ穴とい
う同様な性格の遺構に投棄されたものであ
ることが考えられ、当時のゴミ処理を考え
る上で興味深い。
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）
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第 3章　調査の方法と成果
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図版 31　遺物出土状況３

１．Ａ-7 層遺物 ( 中国産瑠璃釉碗 )　　　 ２．Ａ-8 層遺物 ( 漆塗膜・中国産白磁皿 )

３．Ａ-9 層遺物 ( 鉄製刀子 ) ４．Ａ-9 層遺物 (中国産青磁香炉・華南三彩水注 )

５．Ａ-9 層遺物 ( 中国産色絵・タイ産褐釉瓶 ) ６．Ａ-9 層遺物 (中国産白磁皿･青花杯･藍釉合子ほか )

７．Ａ-8 層遺物 (中国産青花碗・白磁皿・タイ産褐釉鉢 ) ８．Ａ-9 層遺物 ( 漆塗膜 )

第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

図版 32　遺物出土状況４

１．Ｄ-10 グリッドＡ-9 層 ( 石組み遺構内 ) 出土遺物状況 ( 画像上が北 )

２．Ｄ-10 グリッドＡ-9 層 ( 石組み遺構内 ) 取り上げ直後の遺物

第 3章　調査の方法と成果
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図版 31　遺物出土状況３

１．Ａ-7 層遺物 ( 中国産瑠璃釉碗 )　　　 ２．Ａ-8 層遺物 ( 漆塗膜・中国産白磁皿 )

３．Ａ-9 層遺物 ( 鉄製刀子 ) ４．Ａ-9 層遺物 (中国産青磁香炉・華南三彩水注 )

５．Ａ-9 層遺物 ( 中国産色絵・タイ産褐釉瓶 ) ６．Ａ-9 層遺物 (中国産白磁皿･青花杯･藍釉合子ほか )

７．Ａ-8 層遺物 (中国産青花碗・白磁皿・タイ産褐釉鉢 ) ８．Ａ-9 層遺物 ( 漆塗膜 )

第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

図版 32　遺物出土状況４

１．Ｄ-10 グリッドＡ-9 層 ( 石組み遺構内 ) 出土遺物状況 ( 画像上が北 )

２．Ｄ-10 グリッドＡ-9 層 ( 石組み遺構内 ) 取り上げ直後の遺物

第 3章　調査の方法と成果
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図版 33　遺物出土状況５

１．Ａ-９層遺物 (中国産瑠璃釉瓶 ) ２．Ａ-９層遺物 (中国産白磁杯・青花碗・色絵碗 )

３．Ａ-９層遺物 (中国産白磁皿・ベトナム産白磁瓶 ) ４．Ａ-９層遺物 (中国産色絵杯・タイ産褐釉瓶 )

５．Ａ-９層遺物 (中国褐釉陶器壺・ヤコウガイ蓋 ) ６．Ａ-９層遺物 (タイ産鉄絵水注〔ケンディー〕)

７．Ａ-９層遺物 (中国漳州窯産青花壺 ) ８．Ａ-９層遺物 (中国産青花合子・碗・法花壺 )

第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

図版 34　遺物出土状況６

１．Ｄ・Ｅ-９グリッド石組み内Ａ-９層遺物 ( 中国産陶磁器類・ヤコウガイ蓋　画像左が北 )

２．Ｄ・Ｅ-９グリッド石組み内Ａ-９層遺物取り上げ作業状況 ( 画像右が北 )

第 3章　調査の方法と成果

7372



図版 33　遺物出土状況５

１．Ａ-９層遺物 (中国産瑠璃釉瓶 ) ２．Ａ-９層遺物 (中国産白磁杯・青花碗・色絵碗 )

３．Ａ-９層遺物 (中国産白磁皿・ベトナム産白磁瓶 ) ４．Ａ-９層遺物 (中国産色絵杯・タイ産褐釉瓶 )

５．Ａ-９層遺物 (中国褐釉陶器壺・ヤコウガイ蓋 ) ６．Ａ-９層遺物 (タイ産鉄絵水注〔ケンディー〕)

７．Ａ-９層遺物 (中国漳州窯産青花壺 ) ８．Ａ-９層遺物 (中国産青花合子・碗・法花壺 )

第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）

図版 34　遺物出土状況６

１．Ｄ・Ｅ-９グリッド石組み内Ａ-９層遺物 ( 中国産陶磁器類・ヤコウガイ蓋　画像左が北 )

２．Ｄ・Ｅ-９グリッド石組み内Ａ-９層遺物取り上げ作業状況 ( 画像右が北 )

第 3章　調査の方法と成果
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 第 34 図　第７期出土遺物 1

第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）
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第 3章　調査の方法と成果
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第 4節　層序と遺構・主な遺物（遺構と主な遺物）
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図版 35　遺物出土状況７

１．Ａ-4 層遺物 ( 初期沖無碗・壺 ) ２．Ａ-5 層遺物 ( 肥前〔唐津〕産碗 )

４．Ａ-4 層遺物 (初期沖無碗･石製擬宝珠･青花皿 )３．Ａ-3 層遺物 ( 初期沖無碗・壺・火入 )

５．Ａ-6 層遺物 ( 肥前〔唐津〕産鉢 ) ６．Ａ-5 層遺物 (華南三彩植木鉢ほか )

７．Ａ-9 層遺物 ( 中国産青花碗 ) ８．Ａ-3 層遺物 ( 初期沖無壺・蓋 )

第 3章　調査の方法と成果

第5節　出土遺物

はじめに

　平成 21 年度調査における人工遺物は総数で 24,669 点、自然遺物を含めると遺物収納ケースで 164 箱となっ
ている。その内訳は、瓦類や陶磁器類、金属製品、自然遺物等となっている。その中でも陶磁器類に関しては、13世
紀～近現代まで、中国や東南アジアのほか、日本各地で焼かれた製品が出土している。発掘調査ではこれらの年代
から、遺構や層の概ねの年代を特定し、今調査区においては８期までの時期区分を行うことができた。この遺構や
層の特徴を示す遺物に関しては、第 4節において集成して図示したが、ここでは遺物の種別ごとに概要、観察表、
実測図、写真の順に報告を行い、脊椎動物遺体以外の集計表は本章の末尾（329 頁～）に掲載した。
　なお、これら遺物の写真は、その特性をより詳細に見せる目的から、実測図の傾きと異なる場合があり、適宜展開
やX線画像を追加した資料がある。また、写真の縮尺は基本的に実測図と同尺のため、スケールを記載していない
が、大型・小型の遺物に関しては適宜縮小・拡大し、この場合のみ対象となる遺物の番号を付したスケールを示し
た。

１　中国産青磁（第 3表、第 36・37 図、図版 36・37）

　中国産の青磁は総数で 1,384 点が出土し、時期的には 13～ 17 世紀前半までの資料が得られているが、その中
でも 14～ 15 世紀に位置づけられる資料が多い。産地は龍泉窯産が多くを占め、その中に福建・広東産及び景徳鎮
窯産がわずかに含まれる。器種は碗、鉢、小鉢、皿、盤、壺・甕・瓶類、杯、香炉などが確認されているが、碗が大半を占
める。以下に各器種の特徴を記し、個々の特徴は観察表に提示する。

①碗（１～ 11）
　碗は龍泉窯産の製品（1～ 10）と福建・広東系の資料、景徳鎮窯産の製品（11）があり、龍泉窯産が大半を占める。
龍泉窯産の器形は、口縁が直口の資料が多く、文様では鎬蓮弁の碗（１）がわずかに含まれるが、多数は線刻連弁文
か無文の資料である。後者資料の見込には、印花で二重圏線の花文装飾中央に、「顧氏」銘や草花文を押した製品が
多くみられる。７の資料は高台内に円盤状の陶胎の窯道具が貼り付いた状態で出土しており希少な例である。その
他龍泉窯産には、粗製や焼成不良の製品が一定量含まれている。11は景徳鎮窯産の薄手の碗で、内外面に淡緑釉
が施釉され、高台裏には白磁釉が施されている。

②小鉢・鉢（12～ 15）
　小鉢は龍泉窯産の底部として、ベタ底（12）と碁笥底状の資料（13）や、景徳鎮窯産の薄手の資料が得られている
（15）。本資料は内面が白磁釉で、外面に牡丹文が施文される。鉢は直口の碗を大型化したタイプが占める中、14
は碁笥底状で希少である。文様はヘラ描きにより蓮弁や花唐草等が施文される。

③皿・盤（16～ 19）
　皿は龍泉窯産が大半で、見込に双魚文を施すタイプが少量と、腰折れで口縁外側に開き、口唇を稜花形に成形す
るもの、碁笥底の資料のほか、景徳鎮窯産の資料（16）がわずかに得られている。本資料の器形は腰が折れ、口縁が
開く形状で薄手、素地も白く高台内面に白磁釉を施釉する。
　盤は外面に蓮弁を施すタイプが多く、口縁は折縁と鍔縁稜花（19）、皿形の 3種に大別できる。その他底部のサイ
ズから、直径 50㎝内外の大型の盤になると思われる資料が一定量含まれる。
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図版 35　遺物出土状況７

１．Ａ-4 層遺物 ( 初期沖無碗・壺 ) ２．Ａ-5 層遺物 ( 肥前〔唐津〕産碗 )

４．Ａ-4 層遺物 (初期沖無碗･石製擬宝珠･青花皿 )３．Ａ-3 層遺物 ( 初期沖無碗・壺・火入 )

５．Ａ-6 層遺物 ( 肥前〔唐津〕産鉢 ) ６．Ａ-5 層遺物 (華南三彩植木鉢ほか )

７．Ａ-9 層遺物 ( 中国産青花碗 ) ８．Ａ-3 層遺物 ( 初期沖無壺・蓋 )
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が、大型・小型の遺物に関しては適宜縮小・拡大し、この場合のみ対象となる遺物の番号を付したスケールを示し
た。
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　中国産の青磁は総数で 1,384 点が出土し、時期的には 13～ 17 世紀前半までの資料が得られているが、その中
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窯産がわずかに含まれる。器種は碗、鉢、小鉢、皿、盤、壺・甕・瓶類、杯、香炉などが確認されているが、碗が大半を占
める。以下に各器種の特徴を記し、個々の特徴は観察表に提示する。

①碗（１～ 11）
　碗は龍泉窯産の製品（1～ 10）と福建・広東系の資料、景徳鎮窯産の製品（11）があり、龍泉窯産が大半を占める。
龍泉窯産の器形は、口縁が直口の資料が多く、文様では鎬蓮弁の碗（１）がわずかに含まれるが、多数は線刻連弁文
か無文の資料である。後者資料の見込には、印花で二重圏線の花文装飾中央に、「顧氏」銘や草花文を押した製品が
多くみられる。７の資料は高台内に円盤状の陶胎の窯道具が貼り付いた状態で出土しており希少な例である。その
他龍泉窯産には、粗製や焼成不良の製品が一定量含まれている。11は景徳鎮窯産の薄手の碗で、内外面に淡緑釉
が施釉され、高台裏には白磁釉が施されている。

②小鉢・鉢（12～ 15）
　小鉢は龍泉窯産の底部として、ベタ底（12）と碁笥底状の資料（13）や、景徳鎮窯産の薄手の資料が得られている
（15）。本資料は内面が白磁釉で、外面に牡丹文が施文される。鉢は直口の碗を大型化したタイプが占める中、14
は碁笥底状で希少である。文様はヘラ描きにより蓮弁や花唐草等が施文される。

③皿・盤（16～ 19）
　皿は龍泉窯産が大半で、見込に双魚文を施すタイプが少量と、腰折れで口縁外側に開き、口唇を稜花形に成形す
るもの、碁笥底の資料のほか、景徳鎮窯産の資料（16）がわずかに得られている。本資料の器形は腰が折れ、口縁が
開く形状で薄手、素地も白く高台内面に白磁釉を施釉する。
　盤は外面に蓮弁を施すタイプが多く、口縁は折縁と鍔縁稜花（19）、皿形の 3種に大別できる。その他底部のサイ
ズから、直径 50㎝内外の大型の盤になると思われる資料が一定量含まれる。
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第 3章　調査の方法と成果

④壺・甕・瓶等袋物（20～ 27）
　壺は龍泉窯産の酒会壺か甕の底部（22）と、それらの蓋と思われる製品（20）があるほか、小壺（21）が得られてい
る。また、景徳鎮窯産の青白磁壺の破片もわずかに出土している。瓶は玉壺春形瓶（23・24）が得られているほか、袋
物の底部片数種が得られており（25～ 27）、様々なバリエーションをみせている。

⑤杯（28）
　小型の高足杯が 1点出土している（28）。脚部は竹節状で、高台内に墨書が残るが解読不能。

⑥香炉（29・30）
　小型の香炉が数点出土している（29・30）。いずれも 15世紀中葉～ 16世紀前半で、輪高台と三足が並存する。釉
はガラス質で透明感のある緑灰色釉を施釉する。

⑦不明（31）
　器物の高台と思われる資料（31）。広口壺（唾壺）等に類例（龍泉窯青磁展開催実行委員会 2012）があるが、小片の
ため判然としない。

挿図番号
図版番号

第 36図
図版 36

部位

底部

口縁部

口縁部

口縁部

底部

口～底

口～底

口～底

口～底

底部

底部

̶

14.0

̶

̶

̶

12.0

13.2

11.0

13.4

̶

̶

グリッド・層口径 器高

観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径

番
号
器
種

産
地

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

景
徳
鎮

̶

̶

̶

̶

̶

̶

7.05

6.3

6.55

̶

̶

5.0

̶

̶

̶

5.6

4.8

5.9

4.2

5.1

5.0

5.4

8.1
(7.9)

明灰色で堅緻。

明灰色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰色でやや粗
く、間隙多い。

鈍い黄橙色でや
や粗く軟質。間
隙みられる。

灰白色で堅緻。
高台内に残る窯道
具は橙褐色で土
器質、石英含む。

淡黄色でやや軟
質、間隙多い。

灰色土中に黄褐
色土が斑に入り
込む。白色粒多
くやや軟質。

灰白色で堅緻。

白色で堅緻。

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

D-10 A-7 層

E-9 B-16 層
+

F-9 撹乱

F-9 B-18 層

E-2 土坑内

F-9 B-18 層

F-9 造成層

E-10 A-6 層

薄く均質で半透明の灰オ
リーブ色釉を畳付脇まで。
貫入なし。

均質で不透明な灰オリーブ
色の釉を厚くかける。貫入
なし。

均質で半透明の明緑色釉を
厚くかける。貫入なし。

透明の灰緑色釉。粗い貫入
が内外面にみられる。

オリーブ灰色釉を外底内以
外にやや厚く施す。全面に
貫入走る。

鈍い黄褐色の濁った釉を高
台内以外に施す。微細な貫
入が全面にみられる。

濁りの強い淡緑色釉を高台
内以外にかける。貫入なし。

浅黄色の半透明釉を高台内
以外に施す。細かい貫入が
全面にみられる。

透明度の高い灰オリーブ釉
を畳付脇まで。微細な貫入
全面。

半透明の灰オリーブ釉を高
台内以外に施す。貫入なし。

内外面透明の淡緑釉。高台
内白磁釉で貫入なし。畳付
釉剥ぎ。

外面に鎬蓮弁文を施す碗。高台
断面四角形。13～14c前半。

外面にヘラ描き蓮弁。口唇は玉
縁状。14c。

外面口縁下に二条の陽刻圏線巡
らし、線描き蓮弁をラフに施す。
14c後半～15c前半。

外面に二重ヘラ描き蓮弁文をラ
フに描く。14c後半末～15c中葉。

外面ヘラ描き蓮弁文か。見込印
花文。粗製で高台内にチャツ痕。
14c後半～15c中葉。

全体に酸化気味。外口唇下に一
条の沈線。見込み二重圏線内に
スタンプによる花弁、中央に「顧」
銘か。15c中葉～16c前半。

外面に細蓮弁。内底に印花あるも
意匠不明。高台内に窯道具が残
存。15c中葉～16c前半。

外面に剣先蓮弁、見込にスタン
プで花弁押し、中央に「顧氏」銘。
15c中葉～16c前半。

外面に縦線のみの蓮弁。見込渦
巻き状にくぼむ。高台内中央尖る。
15c中葉～16c前半。

外面は線描きにより蓮弁が彫ら
れ、見込には印花で二重圏線の
花文装飾中央に「顧氏」銘。15c
中葉～16c前半。

見込にラフな線刻による波か植
物描く。16c。

法量（㎝）

第３表　中国産青磁観察一覧1
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̶
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̶

̶

̶
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̶

̶

24.0
( 庇 )

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶
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̶

̶

̶

4.0

9.4

̶

̶

9.8

14.0

̶

̶

22.9

̶

7.0

10.8

8.4

8.2

3.25

̶

4.4

̶

14.6
( 袴 )

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色でやや軟
質。

灰白色でやや軟
質。露胎部は橙
色～淡赤橙色。

灰白色で堅緻。

灰白色でやや軟
質。露胎部は淡
赤橙色。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色でやや軟
質。露胎部は淡
赤橙色。

白色で堅緻。露
胎部も白色。

淡黄色でやや軟
質。

灰白色で堅緻。
露胎部は淡赤橙
色。

灰白色で堅緻。
露胎部は淡赤橙
色。

灰白色で堅緻。

F-9 B-4 層

D-7 撹乱

撹乱

E-10 B-2 層

D-10 撹乱

D-9 A-8 層 

F-10 造成層

F-10 造成層
+

F-10･11
撹乱

F-6 撹乱

E-10 A-6 層

C-7 撹乱

D-9・10　
撹乱

D-9 A-9 層
+

D-10 A-１0 層

D-7 撹乱

E-11 A-5 層

F-10 造成層

D-9 A-8 層 

D-10 A-9 層

D-10 A-9 層

F-10 造成層

半透明の緑灰色釉を底面以
外に厚く施す。貫入なし。

明オリーブ灰色釉を高台脇
までかける。貫入なし。

緑灰色釉をやや厚く全面に
かける。

外面透明の淡緑灰釉。内面
白磁釉で貫入なし。

白濁する明緑色釉を内外
面。

半透明の灰緑色釉を全面に
厚く施釉。高台内蛇目釉剥
ぎか。貫入なし。

半透明の淡灰緑色釉を全面
に厚く施釉し、高台内を丁
寧に釉剥ぎする。貫入なし。

白濁する淡緑色釉を内外面
施す。細かい貫入全面。

オリーブ灰色の半透明釉を
庇縁部までと内面頂部にや
や厚手に施す。表面ただれ、
粗い貫入全面。

オリーブ灰色の半透明釉を
外面厚く、内面薄くかけ、
口唇釉剥ぎ。貫入まばら。

透明感のある淡緑色釉を外
面厚手、内面薄くかけ、底
部釉剥ぎ。貫入なし。

オリーブ灰色の半透明釉を
内外面にやや厚く施す。粗
い貫入まばら。

透明なオリーブ灰色の釉を
高台脇までかける。内面は
薄い。縦方向に粗い貫入。

青緑色の半透明で均質な釉
を外面厚手、内面薄く全面に
かけ、畳付釉剥ぎ。貫入なし。

やや白濁する半透明の灰緑
色釉を畳付まで。内面は薄
い。貫入多い。

青緑色の半透明で均質な釉
を外面厚手、内面薄くかけ、
畳付・高台内無釉。貫入なし。

浅黄色の半透明釉を畳付脇
まで。細かい貫入多い。

透明な緑灰色釉を外面と見
込の一部を除き施釉。気泡
多く、部分的に貫入あり。

透明な緑灰色釉を外面と見
込の一部・高台を除き施釉。
貫入なし。

青緑色の半透明で均質な釉
を全面厚く施釉し、畳付釉
剥ぎ。内外面粗い貫入。

ベタ底の碗か鉢。外面に線刻ら
しきくぼみが見られるが意匠不
明。14c後半～15c前半。

高台低く小鉢状になると思われ
る。14c後半～15c前半。

碁笥底の鉢。外面に太く線刻す
るが意匠不明。内面は線刻による
唐草文か。14c後半～15c前半。

端反りの小碗。外面に片切彫りに
よる唐草文。17c前半。

輪花・腰折れの皿。口唇尖る。16c。

折縁盤。内面ヘラ彫り蓮弁、見込
端部に圏線一条。畳付研磨し平
坦に調整。14c後半～15c中葉。

外面ヘラ彫り蓮弁、内面片切彫り
で唐草文。口縁は稜花になるか。
14c後半～15c中葉。

外面蓮弁、口縁は鍔縁稜花で稜花
に沿い三条の沈線巡らせ、内面は
唐草文か。14c後半～15c中葉。

被熱か。胴部に連弁。庇端部は
玉縁状で袴は内湾する。庇下部
に重ね焼きの痕。14c。

外面肩に沈線二条、胴にヘラ描
きで蓮弁。14c後半～15c前半。

底部断面は角が明瞭な台形状。
底面は盤状の別造品を落として
釉で接着。14c。

玉壺春形の瓶。口縁上部に一条
の沈線巡らす。外面轆轤痕顕著。
14c後半～15c中葉。

外面形部に太く二条の沈線、腰
部に細く二条の沈線巡らす。15
～16c前半。

高台造りが古手のタイプ。無文で
13c～14c中葉。

厚手、碁笥底状の袋物。無文で
高台脇を凹ませる。14c 後半～
15c中葉。

胎土・成形・釉ともに上質。明前
半か。

高足杯。脚は竹節状に二条の沈
線巡る。高台内は笠状に開き不
明墨書。14c後半～15c中葉。

外面口縁下・胴に一条ずつ、腰
部に二条の沈線巡らす。脚は施
釉されているため、無釉の高台が
付く。15c中葉～16c前半。

外面胴に一条、腰部に二条の沈
線巡る。脚は側面に縦三条の陽
刻。15c中葉～16c前半。

高台か。造りは丁寧。13c～14c
中葉。
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第 3章　調査の方法と成果

④壺・甕・瓶等袋物（20～ 27）
　壺は龍泉窯産の酒会壺か甕の底部（22）と、それらの蓋と思われる製品（20）があるほか、小壺（21）が得られてい
る。また、景徳鎮窯産の青白磁壺の破片もわずかに出土している。瓶は玉壺春形瓶（23・24）が得られているほか、袋
物の底部片数種が得られており（25～ 27）、様々なバリエーションをみせている。

⑤杯（28）
　小型の高足杯が 1点出土している（28）。脚部は竹節状で、高台内に墨書が残るが解読不能。

⑥香炉（29・30）
　小型の香炉が数点出土している（29・30）。いずれも 15世紀中葉～ 16世紀前半で、輪高台と三足が並存する。釉
はガラス質で透明感のある緑灰色釉を施釉する。

⑦不明（31）
　器物の高台と思われる資料（31）。広口壺（唾壺）等に類例（龍泉窯青磁展開催実行委員会 2012）があるが、小片の
ため判然としない。

挿図番号
図版番号

第 36図
図版 36

部位

底部

口縁部

口縁部

口縁部

底部

口～底

口～底

口～底

口～底

底部

底部

̶

14.0

̶

̶

̶

12.0

13.2

11.0

13.4

̶

̶

グリッド・層口径 器高

観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径

番
号
器
種

産
地

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

景
徳
鎮

̶

̶

̶

̶

̶

̶

7.05

6.3

6.55

̶

̶

5.0

̶

̶

̶

5.6

4.8

5.9

4.2

5.1

5.0

5.4

8.1
(7.9)

明灰色で堅緻。

明灰色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰色でやや粗
く、間隙多い。

鈍い黄橙色でや
や粗く軟質。間
隙みられる。

灰白色で堅緻。
高台内に残る窯道
具は橙褐色で土
器質、石英含む。

淡黄色でやや軟
質、間隙多い。

灰色土中に黄褐
色土が斑に入り
込む。白色粒多
くやや軟質。

灰白色で堅緻。

白色で堅緻。

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

D-10 A-7 層

E-9 B-16 層
+

F-9 撹乱

F-9 B-18 層

E-2 土坑内

F-9 B-18 層

F-9 造成層

E-10 A-6 層

薄く均質で半透明の灰オ
リーブ色釉を畳付脇まで。
貫入なし。

均質で不透明な灰オリーブ
色の釉を厚くかける。貫入
なし。

均質で半透明の明緑色釉を
厚くかける。貫入なし。

透明の灰緑色釉。粗い貫入
が内外面にみられる。

オリーブ灰色釉を外底内以
外にやや厚く施す。全面に
貫入走る。

鈍い黄褐色の濁った釉を高
台内以外に施す。微細な貫
入が全面にみられる。

濁りの強い淡緑色釉を高台
内以外にかける。貫入なし。

浅黄色の半透明釉を高台内
以外に施す。細かい貫入が
全面にみられる。

透明度の高い灰オリーブ釉
を畳付脇まで。微細な貫入
全面。

半透明の灰オリーブ釉を高
台内以外に施す。貫入なし。

内外面透明の淡緑釉。高台
内白磁釉で貫入なし。畳付
釉剥ぎ。

外面に鎬蓮弁文を施す碗。高台
断面四角形。13～14c前半。

外面にヘラ描き蓮弁。口唇は玉
縁状。14c。

外面口縁下に二条の陽刻圏線巡
らし、線描き蓮弁をラフに施す。
14c後半～15c前半。

外面に二重ヘラ描き蓮弁文をラ
フに描く。14c後半末～15c中葉。

外面ヘラ描き蓮弁文か。見込印
花文。粗製で高台内にチャツ痕。
14c後半～15c中葉。

全体に酸化気味。外口唇下に一
条の沈線。見込み二重圏線内に
スタンプによる花弁、中央に「顧」
銘か。15c中葉～16c前半。

外面に細蓮弁。内底に印花あるも
意匠不明。高台内に窯道具が残
存。15c中葉～16c前半。

外面に剣先蓮弁、見込にスタン
プで花弁押し、中央に「顧氏」銘。
15c中葉～16c前半。

外面に縦線のみの蓮弁。見込渦
巻き状にくぼむ。高台内中央尖る。
15c中葉～16c前半。

外面は線描きにより蓮弁が彫ら
れ、見込には印花で二重圏線の
花文装飾中央に「顧氏」銘。15c
中葉～16c前半。

見込にラフな線刻による波か植
物描く。16c。

法量（㎝）
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挿図番号
図版番号

第 36図
図版 36

第 37 図
図版 37

部位

底部

底部

底部

口縁部

口縁部

底部

底部

口縁部

庇～袴

口縁部

底部

口縁部

胴～底

底部

底部

底部

胴～底

口～底

底部

底部

̶

̶

̶

9.4

16.6

̶

̶

27.2

グリッド・層口径 器高

法量（㎝） 観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径
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皿

盤

盤
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か
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物
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物
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物
か

杯
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炉

香
炉

不
明
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泉

龍
泉

龍
泉
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徳
鎮

景
徳
鎮

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

景
徳
鎮

龍
泉

龍
泉

龍
泉

龍
泉

7.7

̶

5.8

̶

̶

̶

̶

̶

9.0

̶

̶

24.0
( 庇 )

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

6.55

̶

̶

̶

4.0

9.4

̶

̶

9.8

14.0

̶

̶

22.9

̶

7.0

10.8

8.4

8.2

3.25

̶

4.4

̶

14.6
( 袴 )

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色でやや軟
質。

灰白色でやや軟
質。露胎部は橙
色～淡赤橙色。

灰白色で堅緻。

灰白色でやや軟
質。露胎部は淡
赤橙色。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色でやや軟
質。露胎部は淡
赤橙色。

白色で堅緻。露
胎部も白色。

淡黄色でやや軟
質。

灰白色で堅緻。
露胎部は淡赤橙
色。

灰白色で堅緻。
露胎部は淡赤橙
色。

灰白色で堅緻。

F-9 B-4 層

D-7 撹乱

撹乱

E-10 B-2 層

D-10 撹乱

D-9 A-8 層 

F-10 造成層

F-10 造成層
+

F-10･11
撹乱

F-6 撹乱

E-10 A-6 層

C-7 撹乱

D-9・10　
撹乱

D-9 A-9 層
+

D-10 A-１0 層

D-7 撹乱

E-11 A-5 層

F-10 造成層

D-9 A-8 層 

D-10 A-9 層

D-10 A-9 層

F-10 造成層

半透明の緑灰色釉を底面以
外に厚く施す。貫入なし。

明オリーブ灰色釉を高台脇
までかける。貫入なし。

緑灰色釉をやや厚く全面に
かける。

外面透明の淡緑灰釉。内面
白磁釉で貫入なし。

白濁する明緑色釉を内外
面。

半透明の灰緑色釉を全面に
厚く施釉。高台内蛇目釉剥
ぎか。貫入なし。

半透明の淡灰緑色釉を全面
に厚く施釉し、高台内を丁
寧に釉剥ぎする。貫入なし。

白濁する淡緑色釉を内外面
施す。細かい貫入全面。

オリーブ灰色の半透明釉を
庇縁部までと内面頂部にや
や厚手に施す。表面ただれ、
粗い貫入全面。

オリーブ灰色の半透明釉を
外面厚く、内面薄くかけ、
口唇釉剥ぎ。貫入まばら。

透明感のある淡緑色釉を外
面厚手、内面薄くかけ、底
部釉剥ぎ。貫入なし。

オリーブ灰色の半透明釉を
内外面にやや厚く施す。粗
い貫入まばら。

透明なオリーブ灰色の釉を
高台脇までかける。内面は
薄い。縦方向に粗い貫入。

青緑色の半透明で均質な釉
を外面厚手、内面薄く全面に
かけ、畳付釉剥ぎ。貫入なし。

やや白濁する半透明の灰緑
色釉を畳付まで。内面は薄
い。貫入多い。

青緑色の半透明で均質な釉
を外面厚手、内面薄くかけ、
畳付・高台内無釉。貫入なし。

浅黄色の半透明釉を畳付脇
まで。細かい貫入多い。

透明な緑灰色釉を外面と見
込の一部を除き施釉。気泡
多く、部分的に貫入あり。

透明な緑灰色釉を外面と見
込の一部・高台を除き施釉。
貫入なし。

青緑色の半透明で均質な釉
を全面厚く施釉し、畳付釉
剥ぎ。内外面粗い貫入。

ベタ底の碗か鉢。外面に線刻ら
しきくぼみが見られるが意匠不
明。14c後半～15c前半。

高台低く小鉢状になると思われ
る。14c後半～15c前半。

碁笥底の鉢。外面に太く線刻す
るが意匠不明。内面は線刻による
唐草文か。14c後半～15c前半。

端反りの小碗。外面に片切彫りに
よる唐草文。17c前半。

輪花・腰折れの皿。口唇尖る。16c。

折縁盤。内面ヘラ彫り蓮弁、見込
端部に圏線一条。畳付研磨し平
坦に調整。14c後半～15c中葉。

外面ヘラ彫り蓮弁、内面片切彫り
で唐草文。口縁は稜花になるか。
14c後半～15c中葉。

外面蓮弁、口縁は鍔縁稜花で稜花
に沿い三条の沈線巡らせ、内面は
唐草文か。14c後半～15c中葉。

被熱か。胴部に連弁。庇端部は
玉縁状で袴は内湾する。庇下部
に重ね焼きの痕。14c。

外面肩に沈線二条、胴にヘラ描
きで蓮弁。14c後半～15c前半。

底部断面は角が明瞭な台形状。
底面は盤状の別造品を落として
釉で接着。14c。

玉壺春形の瓶。口縁上部に一条
の沈線巡らす。外面轆轤痕顕著。
14c後半～15c中葉。

外面形部に太く二条の沈線、腰
部に細く二条の沈線巡らす。15
～16c前半。

高台造りが古手のタイプ。無文で
13c～14c中葉。

厚手、碁笥底状の袋物。無文で
高台脇を凹ませる。14c 後半～
15c中葉。

胎土・成形・釉ともに上質。明前
半か。

高足杯。脚は竹節状に二条の沈
線巡る。高台内は笠状に開き不
明墨書。14c後半～15c中葉。

外面口縁下・胴に一条ずつ、腰
部に二条の沈線巡らす。脚は施
釉されているため、無釉の高台が
付く。15c中葉～16c前半。

外面胴に一条、腰部に二条の沈
線巡る。脚は側面に縦三条の陽
刻。15c中葉～16c前半。

高台か。造りは丁寧。13c～14c
中葉。
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果

第 36図　中国産青磁 1

1

2 3

4

8

11

12

13

14

15

16
0 10cm

9

10

5

6

7

2

1
3

4

8
6

7

5

9

13

15

11

10

12

16

14

図版 36　中国産青磁 1

第 5節　出土遺物（中国産青磁）

8180



第 3章　調査の方法と成果

図版 37　中国産青磁 2
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第 3章　調査の方法と成果

図版 37　中国産青磁 2
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第 3章　調査の方法と成果

２　中国産白磁（第 4表、第 38～ 40 図、図版 38～ 40）

　中国産白磁は総数 491 点出土しており、器種は碗、小碗、小鉢、杯、盤、皿、鉢、蓋、壺・小壺が確認されている。年代
は 14～ 19 世紀頃までと幅広いが、15～ 16 世紀及び、17世紀の資料が多い。器種は碗類よりも皿類が多い。そ
の産地は、福建・広東産、景徳鎮産、徳化窯産の順に多い傾向がある。個々の観察所見は観察表に譲る。

①碗（32～ 48）
　碗は福建・広東産が多数を占め、その中に粗製の資料が若干含まれる。14世紀代の資料は厚手で高台幅が広く、
見込に印花が施される。数量的に多いのは、17世紀の製品とされる浅手の碗で、方形石組遺構内からまとまって
出土している。

②小碗（49）
　型成形で口禿の徳化窯産製品が多い傾向にある。

③小鉢（50）
　小鉢は 1点のみ出土している。薄手で胴に凸帯を巡らせる。

④杯（51～ 53）
　杯は景徳鎮産の全体がラッパ状に開くタイプが多いほか、徳化窯産の八角をした象牙質で上手の製品が出土し
ている。

⑤盤（54）
　盤は福建産で鍔縁の口縁部が 1点得られている。

⑥皿（55～ 66）
　皿は白磁の器種中最も多く、景徳鎮産、福建・広東産で占められ、わずかに徳化窯産が含まれる。景徳鎮産は薄手
で外反する製品が多く、福建・広東産は直口かやや内湾し、小振りの資料が多く灯火皿が含まれる。徳化窯産は厚手
で鍔縁輪花の製品が出土している。時期的には 16世紀後半～ 17世紀となっている。

⑦鉢（67～ 68）
　鉢は、青みがかった釉を厚く施釉した、直口で高台幅が広い粗製の製品が得られている。

⑧壺・小壺・蓋（69～ 74）
　壺類は、口縁が直立し胴部が丸く膨らみ、底部は高台を有し直立する形状。蓋は円筒形の撮みを付ける。いずれも
17世紀前後の福建産である。

挿図番号
図版番号

第 38図
図版 38

部位

口縁部

口縁部

口縁部

底部

口縁部

底部

口～底

底部

口～底

口～底

底部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

̶

̶

̶

̶

̶

̶

14.4

̶

13.5

13.6

̶

12.8

14.2

14.2

15.0

グリッド・層口径 器高

法量（㎝） 観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径

番
号
器
種

産
地

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

福
建

福
建

福
建

福
建

福
建
か

福
建
か

福
建
か

福
建
か

福
建
・
広
東
福
建
・
広
東
福
建
・
広
東
福
建
・
広
東
福
建
・
広
東
福
建
・
広
東
福
建
・
広
東

̶

̶

̶

̶

̶

̶

4.3

̶

5.1

4.65

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

5.4

̶

8.4

6.0

7.2

5.8

5.5

5.8

̶

̶

̶

̶

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰色で堅緻。

白色でやや軟
質。

淡黄色でやや
軟質。

淡黄色でやや
軟質。

淡黄色でやや
軟質。

淡黄色～橙色
でやや軟質。

淡黄色でやや
軟質。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰黄色でやや
軟質。

灰白色で堅緻。

D-9 撹乱

D-9 撹乱

撹乱

F-10 B-18 層

撹乱

E-10 A-6 層

E-2 土坑内

D-9 A-8 層

D-10 A-9 層

D-9 A-8 層
+

D-10 A-9 層

D-9 A-9 層

D-10 A-9 層

D-10 A-7 層

E-10 B-2 層

D-9 A-9 層

ややマットで半透明の灰
色釉が内面と外面腰部ま
で薄く施釉。貫入なし。

鈍い光沢を成す半透明釉
がやや厚く口唇以外に施
釉。外面に粗い貫入。内
面横位に微細な傷多数。

透明な灰色釉を内外面に
かける。粗い貫入走る。

透明な灰色釉を内面と外
面腰まで施釉。内面に粗
い貫入走る。

やや青い灰白色の半透明
釉を内外面に雑に施釉。
微小な気泡多い。

微細な貫入走る透明釉を
内底・高台以外に施釉。

鈍い黄橙色の半透明釉を
内面見込以外と外面腰部
まで薄く浸しかける。前
面に細かい貫入。

淡黄色の透明釉を内面見
込以外、外面腰まで釉際
粗く浸しかける。細かい
貫入全面にあり。

半透明の釉を内面見込以
外、外面腰まで釉際粗く
浸しかける。微細な貫入
多い。

焼成不良。鈍い黄色と橙
色の釉が斑状に内面見込
以外、外面腰まで浸しか
ける。微細な貫入全面。

濁った鈍い黄橙色の釉を
内面見込以外、外面腰ま
で浸しかける。外面気泡
多い。

光沢ある透明釉を内面見
込以外、外面腰まで薄く
浸しかける。

ややマットな透明釉を内
外面。貫入なし。

灰オリーブ色の透明釉を
内外面施釉。微細な貫入
全面。

透明感のないやや青みが
かった灰白色釉を、内面
見込釉剥ぎ、外面腰まで
雑に施釉。

口縁端反りで口唇がやや厚く
面方形になる碗。内面胴部に
２条の圏線。外面轆轤痕顕著。
14c。

口禿直口碗。口唇断面丸く外
面口縁下を浅くくぼませ凸帯
状に成型。14cか。

口唇が外反する無文の碗。
14c。

高台断面方形で幅広の碗底
部。見込に太目の圏線巡らせ
内部に印花浅く押す。14c。

口唇断面が丸い外反する碗。
明時代前半。

高台断面方形の厚手碗。見込
に陽圏線１条と重ね焼きの窯
着痕。明時代前半。

浅手直口碗。胴部轆轤痕、底
部削り痕顕著。高台浅く断面
台形状。15～16c。

高台断面台形状の浅手碗。見
込二重圏線中央に花弁・文字
のスタンプと重ね焼きの窯着
あり。15～16c。

口唇がやや厚く外反する碗。
見込中央が円形にくぼむ。
17c。

高台がややハ字状に開く碗。
見込中央が円形にくぼむ。
17c。

高台断面方形で削り粗い。見
込に焼成前の傷。17c。

口折れ浅手の無文碗。外面腰
部以下はへら削り痕明瞭。
17c。

口唇断面方形の無文直口碗。
内外面轆轤痕顕著。17c。

口唇上部が尖り、下部が丸み
を帯びる無文外反碗。17c。

口唇断面方形でわずかに外販
する粗製碗。見込は蛇目釉剥
ぎか。16c。

第４表　中国産白磁観察一覧１
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第 3章　調査の方法と成果

２　中国産白磁（第 4表、第 38～ 40 図、図版 38～ 40）

　中国産白磁は総数 491 点出土しており、器種は碗、小碗、小鉢、杯、盤、皿、鉢、蓋、壺・小壺が確認されている。年代
は 14～ 19 世紀頃までと幅広いが、15～ 16 世紀及び、17世紀の資料が多い。器種は碗類よりも皿類が多い。そ
の産地は、福建・広東産、景徳鎮産、徳化窯産の順に多い傾向がある。個々の観察所見は観察表に譲る。

①碗（32～ 48）
　碗は福建・広東産が多数を占め、その中に粗製の資料が若干含まれる。14世紀代の資料は厚手で高台幅が広く、
見込に印花が施される。数量的に多いのは、17世紀の製品とされる浅手の碗で、方形石組遺構内からまとまって
出土している。

②小碗（49）
　型成形で口禿の徳化窯産製品が多い傾向にある。

③小鉢（50）
　小鉢は 1点のみ出土している。薄手で胴に凸帯を巡らせる。

④杯（51～ 53）
　杯は景徳鎮産の全体がラッパ状に開くタイプが多いほか、徳化窯産の八角をした象牙質で上手の製品が出土し
ている。

⑤盤（54）
　盤は福建産で鍔縁の口縁部が 1点得られている。

⑥皿（55～ 66）
　皿は白磁の器種中最も多く、景徳鎮産、福建・広東産で占められ、わずかに徳化窯産が含まれる。景徳鎮産は薄手
で外反する製品が多く、福建・広東産は直口かやや内湾し、小振りの資料が多く灯火皿が含まれる。徳化窯産は厚手
で鍔縁輪花の製品が出土している。時期的には 16世紀後半～ 17世紀となっている。

⑦鉢（67～ 68）
　鉢は、青みがかった釉を厚く施釉した、直口で高台幅が広い粗製の製品が得られている。

⑧壺・小壺・蓋（69～ 74）
　壺類は、口縁が直立し胴部が丸く膨らみ、底部は高台を有し直立する形状。蓋は円筒形の撮みを付ける。いずれも
17世紀前後の福建産である。

挿図番号
図版番号

第 38図
図版 38

部位

口縁部

口縁部

口縁部

底部

口縁部

底部

口～底

底部

口～底

口～底

底部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

̶

̶

̶

̶

̶

̶

14.4

̶

13.5

13.6

̶

12.8

14.2

14.2

15.0

グリッド・層口径 器高

法量（㎝） 観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径

番
号
器
種

産
地

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

福
建

福
建

福
建

福
建

福
建
か

福
建
か

福
建
か

福
建
か

福
建
・
広
東
福
建
・
広
東
福
建
・
広
東
福
建
・
広
東
福
建
・
広
東
福
建
・
広
東
福
建
・
広
東

̶

̶

̶

̶

̶

̶

4.3

̶

5.1

4.65

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

5.4

̶

8.4

6.0

7.2

5.8

5.5

5.8

̶

̶

̶

̶

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰色で堅緻。

白色でやや軟
質。

淡黄色でやや
軟質。

淡黄色でやや
軟質。

淡黄色でやや
軟質。

淡黄色～橙色
でやや軟質。

淡黄色でやや
軟質。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰黄色でやや
軟質。

灰白色で堅緻。

D-9 撹乱

D-9 撹乱

撹乱

F-10 B-18 層

撹乱

E-10 A-6 層

E-2 土坑内

D-9 A-8 層

D-10 A-9 層

D-9 A-8 層
+

D-10 A-9 層

D-9 A-9 層

D-10 A-9 層

D-10 A-7 層

E-10 B-2 層

D-9 A-9 層

ややマットで半透明の灰
色釉が内面と外面腰部ま
で薄く施釉。貫入なし。

鈍い光沢を成す半透明釉
がやや厚く口唇以外に施
釉。外面に粗い貫入。内
面横位に微細な傷多数。

透明な灰色釉を内外面に
かける。粗い貫入走る。

透明な灰色釉を内面と外
面腰まで施釉。内面に粗
い貫入走る。

やや青い灰白色の半透明
釉を内外面に雑に施釉。
微小な気泡多い。

微細な貫入走る透明釉を
内底・高台以外に施釉。

鈍い黄橙色の半透明釉を
内面見込以外と外面腰部
まで薄く浸しかける。前
面に細かい貫入。

淡黄色の透明釉を内面見
込以外、外面腰まで釉際
粗く浸しかける。細かい
貫入全面にあり。

半透明の釉を内面見込以
外、外面腰まで釉際粗く
浸しかける。微細な貫入
多い。

焼成不良。鈍い黄色と橙
色の釉が斑状に内面見込
以外、外面腰まで浸しか
ける。微細な貫入全面。

濁った鈍い黄橙色の釉を
内面見込以外、外面腰ま
で浸しかける。外面気泡
多い。

光沢ある透明釉を内面見
込以外、外面腰まで薄く
浸しかける。

ややマットな透明釉を内
外面。貫入なし。

灰オリーブ色の透明釉を
内外面施釉。微細な貫入
全面。

透明感のないやや青みが
かった灰白色釉を、内面
見込釉剥ぎ、外面腰まで
雑に施釉。

口縁端反りで口唇がやや厚く
面方形になる碗。内面胴部に
２条の圏線。外面轆轤痕顕著。
14c。

口禿直口碗。口唇断面丸く外
面口縁下を浅くくぼませ凸帯
状に成型。14cか。

口唇が外反する無文の碗。
14c。

高台断面方形で幅広の碗底
部。見込に太目の圏線巡らせ
内部に印花浅く押す。14c。

口唇断面が丸い外反する碗。
明時代前半。

高台断面方形の厚手碗。見込
に陽圏線１条と重ね焼きの窯
着痕。明時代前半。

浅手直口碗。胴部轆轤痕、底
部削り痕顕著。高台浅く断面
台形状。15～16c。

高台断面台形状の浅手碗。見
込二重圏線中央に花弁・文字
のスタンプと重ね焼きの窯着
あり。15～16c。

口唇がやや厚く外反する碗。
見込中央が円形にくぼむ。
17c。

高台がややハ字状に開く碗。
見込中央が円形にくぼむ。
17c。

高台断面方形で削り粗い。見
込に焼成前の傷。17c。

口折れ浅手の無文碗。外面腰
部以下はへら削り痕明瞭。
17c。

口唇断面方形の無文直口碗。
内外面轆轤痕顕著。17c。

口唇上部が尖り、下部が丸み
を帯びる無文外反碗。17c。

口唇断面方形でわずかに外販
する粗製碗。見込は蛇目釉剥
ぎか。16c。

第４表　中国産白磁観察一覧１
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第 3章　調査の方法と成果

挿図番号
図版番号

第 40図
図版 40

第 39 図
図版 39

部位

口縁部

口～底

口縁部

口縁部

口縁部

底部

撮～庇

口縁部

口縁部

底部

口縁部

底部

14.4

9.8

8.8

10.0

26.8

̶

2.0
( 撮 )

6.3

9.2

̶

11.0

̶

グリッド・層口径 器高

法量（㎝） 観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径

番
号
器
種

産
地

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

皿

皿

皿

皿

鉢

鉢

蓋

小
壺

小
壺

小
壺

壺

壺

景
徳
鎮

福
建
・
広
東

福
建
・
広
東

福
建
・
広
東

福
建
・
広
東

福
建
・
広
東

福
建
・
広
東

福
建

福
建

福
建

福
建

福
建

̶

2.65

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

3.6

̶

̶

̶

7.4

̶

̶

̶

4.2

̶

7.4

白色で堅緻。 

  

灰白色で堅緻。 

灰白色で堅緻。

淡黄色でやや
軟質。

灰白色で堅緻。 

黄橙褐色でや
や軟質。露胎
部は緋色。 

黄褐色でやや
軟質。

白色で堅緻

 

白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。
露胎部は鈍い
黄橙色。

D-10 A-6 層 

 

D-10 撹乱 

F-10 B-2 層 

D-10 A-6 層

D-9 A-8 層

D-10 A-9 層

D-10 撹乱

D-10 A-9 層

G-3 C-9 層

D-10 A-6 層

D-10 A-9 層

D-10 A-9 層 

 

ややマットな灰白色釉を
厚く内外面に施釉。
   
 

光沢ある透明釉を内面見
込以外、外面腰まで浸し
かける。      
   
  

光沢ある透明釉を内外面
施釉。   
   
  

被熱によりただれて灰色
化するが、透明釉を内面
と外面腰まで施釉。  
  

緑灰色の透明釉を厚めに
内外面施釉。

濁り強い緑灰白色釉を内
面見込蛇の目釉剥ぎ、外
面高台脇まで雑に施釉。

上面緑灰色の透明釉で微
細な貫入あり。下面無釉。 
  

薄い透明釉を内外面に施
釉し、口唇上端・口縁内
側釉剥ぎ。   
   
  

青白色の透明釉を内外面
に施釉し、口唇釉剥ぎ。
外面のみ貫入あり。  

  

ややマットな灰白色釉を
薄く内面と外面胴下部ま
で浸しかける。  
  

灰白色の透明釉を内外面
に施釉。内外面とも微細
な貫入あり。  
 
 

灰白色の透明釉を内面と
外面胴下部まで施釉か。
内面に微細な貫入あり。 
   

口縁外反、口唇立上り稜花に
なる碗。型により内面陽刻文
あるが、釉が厚く意匠不明。
17c前半。   
  

碁笥底で直口、粗製の皿。見
込に重ね焼きの痕跡。17c 前
後。   
   
   
  

62と同形か。粗製で17c前後。 
   
   
   
 
口縁外反する厚手・粗製の皿。
17c前半。   
   
   
  

口唇断面方形で厚くなる鉢。
外面轆轤痕顕著。粗製で16c。

 

高台幅が広い粗製鉢の底部。
見込釉剥ぎ部に重ね焼きの痕
跡あり。16c。

撮み上面を平坦に、角を面取
りし、胴を笠状に成形。下面
は轆轤痕顕著で端部に庇の一
部残存。明末・清初。 　 
  

口禿の小壺。内外面轆轤痕顕
著。17c前後。
 

口禿の直口小壺。口唇断面は
角が３ヶ所にみられる。内外
面轆轤痕顕著。17c前後。 

  

高台断面方形で胴は丸く立上
がる形状の小壺。内外面轆轤
痕顕著。17c前後。
 

74 の口縁部と思われる資料。
口唇断面は角の取れた方形で
直口。内外面轆轤痕顕著。
17c前後。 

73 の底部と思われる資料。高
台断面方形で畳付幅広く、胴
部への移行は稜をつけず膨ら
む。内面轆轤痕、外面削り丁
寧。17c前後。 

第４表　中国産白磁観察一覧3

第 5節　出土遺物（中国産白磁）

挿図番号
図版番号

第 38図
図版 38

第 39 図
図版 39

部位

口縁部

底部

底部

口縁部

口～底

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

底部

口～底

口～底

口～底

底部

底部

口縁部

14.2

̶

̶

8.4

6.85

9.4

7.4

̶

̶

̶

11.2

11.1

16.4

̶

̶

13.6

グリッド・層口径 器高

法量（㎝） 観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径

番
号
器
種

産
地

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

碗

碗

小
碗

小
鉢

杯

杯

杯

盤

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

景
徳
鎮

景
徳
鎮

徳
化

景
徳
鎮

景
徳
鎮

景
徳
鎮

徳
化

福
建

景
徳
鎮

福
建

景
徳
鎮

景
徳
鎮

景
徳
鎮

福
建
・
広
東

景
徳
鎮

徳
化

̶

̶

̶

̶

39.3

̶

̶

̶

̶

̶

2.4

2.5

3.4

̶

̶

̶

̶

5.4

4.8

̶

3.0

̶

̶

̶

̶

4.3

5.9

6.2

9.0

4.5

8.6

̶

白色で堅緻。 

  

  

灰白色で堅緻。

白色で堅緻。 

 

白色で堅緻。 

 

白色で堅緻。

白色で堅緻。 

 

白色で堅緻。 

 

白色で堅緻。 

 

灰白色で堅緻。 

 

灰白色で堅緻。 

  

 

灰白色で堅緻。 

  

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰色で堅緻。
露胎部は部分
的に緋色。

白色で堅緻。

灰白色でやや
軟質。  

D-10 A-9 層

 

D-10 撹乱

  

 

D-10 撹乱

F-9 撹乱

D-10 A-9 層

F-10 造成層

D-9 撹乱

F-10 造成層

F-10 B-13 層

撹乱

D-9 A-9 層

D-9 A-8 層

  

F-9 B-18 層

 

D-9 撹乱

D-10 A-8 層

D-10 A-9 層

光沢ある明青白色の透明
釉を内外面に施釉。 
   
 
光沢ある明青白色の透明
釉を全面施釉後、高台内・
畳付釉剥ぎ。

光沢ある透明釉を全面施
釉後、畳付釉剥ぎ。
 

ややマットな灰白色の透
明釉を内外面に施釉。

光沢ある灰白色の透明釉
を全面にかけ、高台内外
釉剥ぎ。

光沢ある明青白色の透明
釉を内外面に施釉。内外
面に貫入。 

光沢ある透明釉を内外面
施釉。
 

光沢ある透明釉を内外面
施釉。内外面に貫入。 

緑灰白色の透明釉を内外
面にかけ、口唇・口縁内
側釉剥ぎ。 

明青白色の透明釉を内面
と外面腰まで施釉か。内
面に微細な貫入多い。

ややマットな灰白色の透
明釉を全面施釉後、畳付
釉剥ぎ。砂目付着。 

灰白色の透明釉を全面施
釉後、畳付釉剥ぎ。畳付
内外に砂目大量付着。

灰白色の透明釉を全面施
釉後、畳付釉剥ぎ。畳付
外に砂目付着。

緑灰色の透明釉を高台以
外に施釉し、見込蛇目釉
剥ぎ。

灰白色の透明釉を全面施
釉後、畳付釉剥ぎ。畳付外
に砂目付着。内面に淡黄色
の飛沫。高台内釉際淡黄色。

灰白色の半透明釉を内外
面施釉。貫入多い。　 
   

口唇断面尖る端反りの碗。器
面に鉄分の飛斑数点。16c 末
～17c前半。 

高台断面やや丸い碗底部。高
台内に砂目痕。14～15c前半。

型成形。端反りで口禿になる
と思われる。高台内に砂目。
18c前半～19c前半。 

口縁がわずかに開く小碗。口
唇は鋭く尖る。胴に 1 条の隆
線。15c末～16c前半。

口縁がラッパ状に開く杯。口
唇・高台断面尖る。16c 後半
～17c初頭。
 

口縁がラッパ状に開く杯。16c
後半～17c初頭。 

型成形の外反八角杯。腰部に
型押しの蓮弁、胴に陰刻で草
花文。17c。

鍔縁の盤。口縁端部は立上が
る。14～15c。

口禿の直口皿。14c。　 

 

見込中央がやや上がる皿の底
部。14～15c前半。 

口縁が外反する皿。畳付断面
尖り砂目痕残る。見込に使用
時の重ね痕残る。16c。 

口縁が外反する皿。畳付断面
尖り砂目痕残る。16c。

口縁が外反する皿。畳付断面
尖り砂目痕残る。外底に呉須
による銘。見込に窯割れ痕。
16c。  

粗製の皿底部。畳付・高台脇
に籾殻の痕跡。16c。 

口縁が外反する皿。畳付断面
三角でやや尖り、砂目痕残る。
16c。

鍔縁稜花の皿。見込に 1 条の
圏線巡る。16c後半。 

第４表　中国産白磁観察一覧2
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第 3章　調査の方法と成果

挿図番号
図版番号

第 40図
図版 40

第 39 図
図版 39

部位

口縁部

口～底

口縁部

口縁部

口縁部

底部

撮～庇

口縁部

口縁部

底部

口縁部

底部

14.4

9.8

8.8

10.0

26.8

̶

2.0
( 撮 )

6.3

9.2

̶

11.0

̶

グリッド・層口径 器高

法量（㎝） 観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径

番
号
器
種

産
地

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

皿

皿

皿

皿

鉢

鉢

蓋

小
壺

小
壺

小
壺

壺

壺

景
徳
鎮

福
建
・
広
東

福
建
・
広
東

福
建
・
広
東

福
建
・
広
東

福
建
・
広
東

福
建
・
広
東

福
建

福
建

福
建

福
建

福
建

̶

2.65

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

3.6

̶

̶

̶

7.4

̶

̶

̶

4.2

̶

7.4

白色で堅緻。 

  

灰白色で堅緻。 

灰白色で堅緻。

淡黄色でやや
軟質。

灰白色で堅緻。 

黄橙褐色でや
や軟質。露胎
部は緋色。 

黄褐色でやや
軟質。

白色で堅緻

 

白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。
露胎部は鈍い
黄橙色。

D-10 A-6 層 

 

D-10 撹乱 

F-10 B-2 層 

D-10 A-6 層

D-9 A-8 層

D-10 A-9 層

D-10 撹乱

D-10 A-9 層

G-3 C-9 層

D-10 A-6 層

D-10 A-9 層

D-10 A-9 層 

 

ややマットな灰白色釉を
厚く内外面に施釉。
   
 

光沢ある透明釉を内面見
込以外、外面腰まで浸し
かける。      
   
  

光沢ある透明釉を内外面
施釉。   
   
  

被熱によりただれて灰色
化するが、透明釉を内面
と外面腰まで施釉。  
  

緑灰色の透明釉を厚めに
内外面施釉。

濁り強い緑灰白色釉を内
面見込蛇の目釉剥ぎ、外
面高台脇まで雑に施釉。

上面緑灰色の透明釉で微
細な貫入あり。下面無釉。 
  

薄い透明釉を内外面に施
釉し、口唇上端・口縁内
側釉剥ぎ。   
   
  

青白色の透明釉を内外面
に施釉し、口唇釉剥ぎ。
外面のみ貫入あり。  

  

ややマットな灰白色釉を
薄く内面と外面胴下部ま
で浸しかける。  
  

灰白色の透明釉を内外面
に施釉。内外面とも微細
な貫入あり。  
 
 

灰白色の透明釉を内面と
外面胴下部まで施釉か。
内面に微細な貫入あり。 
   

口縁外反、口唇立上り稜花に
なる碗。型により内面陽刻文
あるが、釉が厚く意匠不明。
17c前半。   
  

碁笥底で直口、粗製の皿。見
込に重ね焼きの痕跡。17c 前
後。   
   
   
  

62と同形か。粗製で17c前後。 
   
   
   
 
口縁外反する厚手・粗製の皿。
17c前半。   
   
   
  

口唇断面方形で厚くなる鉢。
外面轆轤痕顕著。粗製で16c。

 

高台幅が広い粗製鉢の底部。
見込釉剥ぎ部に重ね焼きの痕
跡あり。16c。

撮み上面を平坦に、角を面取
りし、胴を笠状に成形。下面
は轆轤痕顕著で端部に庇の一
部残存。明末・清初。 　 
  

口禿の小壺。内外面轆轤痕顕
著。17c前後。
 

口禿の直口小壺。口唇断面は
角が３ヶ所にみられる。内外
面轆轤痕顕著。17c前後。 

  

高台断面方形で胴は丸く立上
がる形状の小壺。内外面轆轤
痕顕著。17c前後。
 

74 の口縁部と思われる資料。
口唇断面は角の取れた方形で
直口。内外面轆轤痕顕著。
17c前後。 

73 の底部と思われる資料。高
台断面方形で畳付幅広く、胴
部への移行は稜をつけず膨ら
む。内面轆轤痕、外面削り丁
寧。17c前後。 

第４表　中国産白磁観察一覧3

第 5節　出土遺物（中国産白磁）

挿図番号
図版番号

第 38図
図版 38

第 39 図
図版 39

部位

口縁部

底部

底部

口縁部

口～底

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

底部

口～底

口～底

口～底

底部

底部

口縁部

14.2

̶

̶

8.4

6.85

9.4

7.4

̶

̶

̶

11.2

11.1

16.4

̶

̶

13.6

グリッド・層口径 器高

法量（㎝） 観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径

番
号
器
種

産
地

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

碗

碗

小
碗

小
鉢

杯

杯

杯

盤

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

景
徳
鎮

景
徳
鎮

徳
化

景
徳
鎮

景
徳
鎮

景
徳
鎮

徳
化

福
建

景
徳
鎮

福
建

景
徳
鎮

景
徳
鎮

景
徳
鎮

福
建
・
広
東

景
徳
鎮

徳
化

̶

̶

̶

̶

39.3

̶

̶

̶

̶

̶

2.4

2.5

3.4

̶

̶

̶

̶

5.4

4.8

̶

3.0

̶

̶

̶

̶

4.3

5.9

6.2

9.0

4.5

8.6

̶

白色で堅緻。 

  

  

灰白色で堅緻。

白色で堅緻。 

 

白色で堅緻。 

 

白色で堅緻。

白色で堅緻。 

 

白色で堅緻。 

 

白色で堅緻。 

 

灰白色で堅緻。 

 

灰白色で堅緻。 

  

 

灰白色で堅緻。 

  

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

灰色で堅緻。
露胎部は部分
的に緋色。

白色で堅緻。

灰白色でやや
軟質。  

D-10 A-9 層

 

D-10 撹乱

  

 

D-10 撹乱

F-9 撹乱

D-10 A-9 層

F-10 造成層

D-9 撹乱

F-10 造成層

F-10 B-13 層

撹乱

D-9 A-9 層

D-9 A-8 層

  

F-9 B-18 層

 

D-9 撹乱

D-10 A-8 層

D-10 A-9 層

光沢ある明青白色の透明
釉を内外面に施釉。 
   
 
光沢ある明青白色の透明
釉を全面施釉後、高台内・
畳付釉剥ぎ。

光沢ある透明釉を全面施
釉後、畳付釉剥ぎ。
 

ややマットな灰白色の透
明釉を内外面に施釉。

光沢ある灰白色の透明釉
を全面にかけ、高台内外
釉剥ぎ。

光沢ある明青白色の透明
釉を内外面に施釉。内外
面に貫入。 

光沢ある透明釉を内外面
施釉。
 

光沢ある透明釉を内外面
施釉。内外面に貫入。 

緑灰白色の透明釉を内外
面にかけ、口唇・口縁内
側釉剥ぎ。 

明青白色の透明釉を内面
と外面腰まで施釉か。内
面に微細な貫入多い。

ややマットな灰白色の透
明釉を全面施釉後、畳付
釉剥ぎ。砂目付着。 

灰白色の透明釉を全面施
釉後、畳付釉剥ぎ。畳付
内外に砂目大量付着。

灰白色の透明釉を全面施
釉後、畳付釉剥ぎ。畳付
外に砂目付着。

緑灰色の透明釉を高台以
外に施釉し、見込蛇目釉
剥ぎ。

灰白色の透明釉を全面施
釉後、畳付釉剥ぎ。畳付外
に砂目付着。内面に淡黄色
の飛沫。高台内釉際淡黄色。

灰白色の半透明釉を内外
面施釉。貫入多い。　 
   

口唇断面尖る端反りの碗。器
面に鉄分の飛斑数点。16c 末
～17c前半。 

高台断面やや丸い碗底部。高
台内に砂目痕。14～15c前半。

型成形。端反りで口禿になる
と思われる。高台内に砂目。
18c前半～19c前半。 

口縁がわずかに開く小碗。口
唇は鋭く尖る。胴に 1 条の隆
線。15c末～16c前半。

口縁がラッパ状に開く杯。口
唇・高台断面尖る。16c 後半
～17c初頭。
 

口縁がラッパ状に開く杯。16c
後半～17c初頭。 

型成形の外反八角杯。腰部に
型押しの蓮弁、胴に陰刻で草
花文。17c。

鍔縁の盤。口縁端部は立上が
る。14～15c。

口禿の直口皿。14c。　 

 

見込中央がやや上がる皿の底
部。14～15c前半。 

口縁が外反する皿。畳付断面
尖り砂目痕残る。見込に使用
時の重ね痕残る。16c。 

口縁が外反する皿。畳付断面
尖り砂目痕残る。16c。

口縁が外反する皿。畳付断面
尖り砂目痕残る。外底に呉須
による銘。見込に窯割れ痕。
16c。  

粗製の皿底部。畳付・高台脇
に籾殻の痕跡。16c。 

口縁が外反する皿。畳付断面
三角でやや尖り、砂目痕残る。
16c。

鍔縁稜花の皿。見込に 1 条の
圏線巡る。16c後半。 

第４表　中国産白磁観察一覧2
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第 3章　調査の方法と成果

図版 38　中国産白磁 1
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第 3章　調査の方法と成果

図版 39　中国産白磁 2
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第 3章　調査の方法と成果

３　中国産青花（第 5表、第 41～ 47 図、図版 41～ 47）

　中国産の青花は総数 1,195 点出土している。器種は碗・小碗・鉢・皿・小鉢・小杯・瓶・散蓮華などがあるが、碗類が
大半を占める。年代的には 15 ～ 19 世紀までと幅広いが、いわゆる明末清初（16 世紀後半～ 17 世紀前半）に位置
づけられる製品が一定量確認されており、当該期の陶磁器様相を知る上で重要と考えられる。産地は景徳鎮窯、福
建・広東系、徳化窯系、漳州窯系の４種に大別可能で、ここでは産地ごとに概要を示し、報告する。個々の詳細は観察
表に提示する。

・景徳鎮窯
　景徳鎮窯産の製品は、15 世紀末～ 17 世紀までの年代の碗、鉢、皿、小鉢、小杯、瓶等袋物、盤か洗等で構成され
ている。碗・皿類が多くを占め、粗製品も含まれるが、概して上手の製品が多い傾向にある。
①碗（75～ 96）
　碗は 15世紀末～ 16世紀頃の製品は口縁部が直口するタイプが多く、腰折れや饅頭心の資料がわずかに含まれ
る。文様は口縁外面に波濤文や唐草文巡らせ、胴部に如意頭文や花唐草文、見込に十字花文等を蜜に施文する傾向
にある。17世紀代は口縁が外反する資料が多くなり、文様は簡略化され余白が多く、漢詩文や龍、植物等をラフに
描く。

②鉢（97～ 102）
　鉢は 15 世紀末～ 18 世紀前半までの資料が出土しているが数量的に多くない。口縁は 15 世紀末～ 16 世紀中
葉までの製品に外反する傾向にあり、文様を丁寧かつ密に施す。16世紀中葉～末の製品は直口で外面に人物文描
く。17世紀末～ 18世紀前半の資料は成形・施文とも丁寧で、官窯クラスの製品。

③皿（103 ～ 113）
　皿は 16世紀前半～ 17世紀までの製品で占められる。口縁は外反と直口が並存し、底部は断面台形状の高台と、
碁笥底の２種がみられる。また、17 世紀前半の角形小皿が１点出土している。文様は 16 世紀代の資料で見込に
玉取獅子や花文、花鳥文描き、外面胴部に花唐草文描く資料がみられ、16 世紀後半～ 17 世紀になると余白が多
くなり、施文もラフになる傾向にある。

④小鉢（114 ～ 119）
　小鉢は 15 世紀末～ 17 世紀前半までの資料が得られ、中でも 1590 ～ 1630 年代の製品が多い。15 世紀末～
16世紀中葉の製品は、成形・施文ともに丁寧であるが、1590 ～ 1630 年代の製品は文様をラフに描く傾向にある。

⑤小杯（120 ～ 127）
　小杯は 16 世紀後半～ 17 世紀までの製品で、全体がラッパ状に開く形状と口縁が外反するタイプ、直口になる
タイプが存在する。文様はいずれの製品もおおらかに描かれている。中には沖縄ではあまり見かけない欧州輸出用
と思われる製品も含まれている。

⑥瓶・袋物（128 ～ 129）
　袋物は被熱した資料が若干含まれ、その中に元染付と思われる製品がみられる。大半は明代で、胴接ぎがされた
製品や、玉壺春形の瓶になると思われる試料が含まれる。

⑦盤か洗（130）
　大型の製品で底部は碁笥底状。成形・施文・釉剥ぎともに丁寧な製品。

第 5節　出土遺物（中国産青花）

図版 40　中国産白磁 3
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くなり、施文もラフになる傾向にある。

④小鉢（114 ～ 119）
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16世紀中葉の製品は、成形・施文ともに丁寧であるが、1590 ～ 1630 年代の製品は文様をラフに描く傾向にある。

⑤小杯（120 ～ 127）
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タイプが存在する。文様はいずれの製品もおおらかに描かれている。中には沖縄ではあまり見かけない欧州輸出用
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　袋物は被熱した資料が若干含まれ、その中に元染付と思われる製品がみられる。大半は明代で、胴接ぎがされた
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第 3章　調査の方法と成果

・福建・広東系・徳化窯系
　福建・広東系の製品は、景徳鎮窯産の製品よりも多い出土数を誇り、徳化窯産はわずかである。年代は 16 ～ 19
世紀中葉までの碗・皿・散蓮華が得られており、粗製品が多い傾向にある。
①碗（131 ～ 143）
　碗は 16～ 17 世紀で、器高が低い直口の資料が多く、わずかに外反する製品が含まれる。高台断面三角か台形状
で、見込蛇目釉剥ぎされ、文様は外面にラフな草花文を絵付けするほか、スタンプにより花文を押す資料がみられ
る。

②皿（144 ～ 145）
　皿は 18世紀代の製品がわずかに出土している。口縁は外反と腰折れで直口の 2種が存在する。施文は余白多く
草花文等を描く。

③蓮華（146）
　18 世紀後半～ 19 世紀中葉と思われる蓮華が 1点出土している。景徳鎮窯産の可能性もあるが、ここに掲載し
た。

・漳州窯系
　漳州窯系の製品は、16世紀後半～ 17世紀前半までの資料で、碗・皿・杯・合子・瓶・壺がわずかに得られている。
粗製や焼成不良の製品が多い。製品の特徴として、全面に白化粧を施し絵付け後、透明釉を施釉し、底部には砂目が
多く付着している。
①碗（147 ～ 152）
　碗は口縁部が直口する資料で占められる。胴部は若干丸みを帯び、高台削りは粗く、断面は三角か台形を呈する。
文様は唐草等を密に絵付し、余白を塗りつぶす。

②皿（153 ～ 155）
　皿は出土数が少なく、口縁部外反する中皿と直口の小皿が得られている。碗に比べ文様は控えめで、見込に花文、
口縁両面に圏線か四方襷文を施す。

③杯（156）
　杯は３点得られているが、同一固体と思われる。本資料は底部を欠くが、類例資料に脚が付く資料が存在するこ
とから、高足杯になる可脳性がある。

④合子（157 ～ 158）
　丸形と八角の合子蓋が１点ずつ出土している。丸型はドーム状で青海波文が施文される。八角合子は轆轤成形
後、外面を八角に面取りして白化粧後絵付けし、透明釉を施釉している。

⑤瓶（159）
　玉壺春形になると思われる瓶の破片が数点出土している。図化したのは胴部～底部の瓶で、四爪の龍が描かれて
いる。

⑥壺（160 ～ 161）
　底部が広く口縁が直立する四耳壺。口唇断面玉縁状で、獣耳。胴部に龍と草花文を描く。上下別に成形し胴中央で
接いでいる。
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し畳付釉剥ぎ。
 

内外面青白色の透明釉施
し畳付釉剥ぎ。 

内外面青白色の透明釉施
し畳付釉剥ぎ。

内外面濁る灰白色の釉施
し畳付釉剥ぎ。  
  

内外面青白色の透明釉施
す。   
  

内外面青白色の透明釉施
す。 

腰折れの直口碗。口縁内面・見込端部
に二重圏線、見込に十字花文。外面口
縁二重圏線間に波濤文、胴～腰に如意
頭唐草文、高台から脇まで４条の圏線。
高台裏に「太平」銘。胴に窯割れ、ひっ
つきあり。15c末～16c前半。 

粗製の腰折れ直口碗。淡い呉須により
内面口縁に１条・見込端部に二重圏線、
見込に十字花文。外面口縁二重圏線間
に花唐草文、胴下部に如意頭唐草文。
見込にひっつきあり。16c前半～中葉。 

腰折れの直口碗。口縁内面・見込端部
に二重圏線、見込に花文。外面口縁二
重圏線間に花唐草文描き余白塗りつぶ
す。胴～腰に如意頭唐草文、高台から
脇まで３条の圏線。外面にひっつき、見
込に鉄斑痕。15c末～16c前半。　    
特殊・上手の直口碗。内面口縁に二重
圏線、胴に牡丹唐草。外面口縁圏線間
に唐花を重ねて帯状につなぎ、胴に蓮
唐草文。16c。   
 
直口碗。内面口縁・見込端部に二重圏
線。外面口縁二重圏線、腰に太く圏線、
胴に三日月と虫（蝶）か。16c。　

見込饅頭心の直口碗。2 色の呉須で内
面口縁四方襷文、見込圏線内に余白塗
りつぶしの花文か。外面口縁二重・腰に
一重の圏線間に牡丹唐草文。16c後半。

やや厚手の直口碗。内面口縁二重圏
線。外面口縁二重圏線、胴に雲龍文。
16c末。 

口縁やや外反する碗。内面口縁青灰色
の呉須で二重圏線、見込端部に淡く二
重圏線。外面草花文上に重ねた雲状区
画内に漢詩か。16c末～17c前半。 
   
2色の呉須で、内面見込二重圏線内に
草花文。外面胴に草花文、腰に圏線 1
条、高台脇に 2 条。外底に不明文字。
高台成形雑。1590～1630年代。　 
    
饅頭心。外底内円形にくぼませ内部に
不明文字。内面見込圏線内に花文で
余白塗りつぶし。外面胴に牡丹唐草
か。16c後半。   

見込が丸くくぼむタイプの碗。2 色の
呉須により内面見込二重圏線内に海
草、如意雲、波文。外面腰部と高台脇
に圏線。外底に「宣徳年製」銘。16c。 

饅頭心。内面見込二重圏線内に草花
文。外面胴に水鳥か。高台内に不明文
字。16c後半。   
  

2 色の呉須により内面見込圏線内に馬
か。外面無文。高台脇に窯割れ痕。
16c末～17c初頭。   

内面無文。外面高台脇に二重圏線。
高台内圏線内に「大明成化年製」銘。
16c後半。    

口縁折れて外反する粗製碗。2色の淡
い呉須で口縁内面に圏線、見込圏線
内に団龍か。口縁外面圏線、胴に雲龍
文、腰に圏線1条。17c前半。　 
    
外反し口縁外側に稜を有する碗。口
縁内面・見込端部に圏線。外面口縁に
圏線、胴に判読不明の漢詩。17c前半。 
    

外反し口縁外側に稜を有する粗製碗。
口縁内面・見込端部に圏線。外面口縁・
腰に圏線、胴に宝文。17c前半。　 
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第 3章　調査の方法と成果

・福建・広東系・徳化窯系
　福建・広東系の製品は、景徳鎮窯産の製品よりも多い出土数を誇り、徳化窯産はわずかである。年代は 16 ～ 19
世紀中葉までの碗・皿・散蓮華が得られており、粗製品が多い傾向にある。
①碗（131 ～ 143）
　碗は 16～ 17 世紀で、器高が低い直口の資料が多く、わずかに外反する製品が含まれる。高台断面三角か台形状
で、見込蛇目釉剥ぎされ、文様は外面にラフな草花文を絵付けするほか、スタンプにより花文を押す資料がみられ
る。

②皿（144 ～ 145）
　皿は 18世紀代の製品がわずかに出土している。口縁は外反と腰折れで直口の 2種が存在する。施文は余白多く
草花文等を描く。

③蓮華（146）
　18 世紀後半～ 19 世紀中葉と思われる蓮華が 1点出土している。景徳鎮窯産の可能性もあるが、ここに掲載し
た。

・漳州窯系
　漳州窯系の製品は、16世紀後半～ 17世紀前半までの資料で、碗・皿・杯・合子・瓶・壺がわずかに得られている。
粗製や焼成不良の製品が多い。製品の特徴として、全面に白化粧を施し絵付け後、透明釉を施釉し、底部には砂目が
多く付着している。
①碗（147 ～ 152）
　碗は口縁部が直口する資料で占められる。胴部は若干丸みを帯び、高台削りは粗く、断面は三角か台形を呈する。
文様は唐草等を密に絵付し、余白を塗りつぶす。

②皿（153 ～ 155）
　皿は出土数が少なく、口縁部外反する中皿と直口の小皿が得られている。碗に比べ文様は控えめで、見込に花文、
口縁両面に圏線か四方襷文を施す。

③杯（156）
　杯は３点得られているが、同一固体と思われる。本資料は底部を欠くが、類例資料に脚が付く資料が存在するこ
とから、高足杯になる可脳性がある。

④合子（157 ～ 158）
　丸形と八角の合子蓋が１点ずつ出土している。丸型はドーム状で青海波文が施文される。八角合子は轆轤成形
後、外面を八角に面取りして白化粧後絵付けし、透明釉を施釉している。

⑤瓶（159）
　玉壺春形になると思われる瓶の破片が数点出土している。図化したのは胴部～底部の瓶で、四爪の龍が描かれて
いる。

⑥壺（160 ～ 161）
　底部が広く口縁が直立する四耳壺。口唇断面玉縁状で、獣耳。胴部に龍と草花文を描く。上下別に成形し胴中央で
接いでいる。

挿図番号
図版番号

第 41図
図版 41

第 42 図
図版 42

13.4

12.6

13.4

13.8

14.8

14.0

14.2

12.6

̶

̶

̶

̶

̶

̶

11.4

13.2

13.0

グリッド・層口径 器高

法量（㎝） 観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径

番
号
器
種
部
位
産
地

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

碗

碗

碗

景
徳
鎮

口
〜
底

口
〜
底

口
〜
底

景
徳
鎮

景
徳
鎮

碗
口
縁
部

景
徳
鎮

碗
口
縁
部

景
徳
鎮

碗
口
縁
部

景
徳
鎮

碗
口
縁
部

景
徳
鎮

碗
口
縁
部

福
建
・
広
東

碗底
部
景
徳
鎮

碗底
部
景
徳
鎮

碗底
部
景
徳
鎮

碗底
部
景
徳
鎮

碗底
部
景
徳
鎮

碗底
部
景
徳
鎮

碗
口
〜
底

景
徳
鎮

碗
口
縁
部

景
徳
鎮

碗
口
縁
部

景
徳
鎮

6.55

6.4

7.05

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

4.5

5.0

̶

̶

6.0

6.0

6.4

̶

̶

̶

̶

̶

4.4

4.6

4.4

5.0

6.0

̶

4.8

̶

̶

白色で堅緻。

灰白色で堅
緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

明灰白色で堅
緻。  

白色で堅緻。  

明灰白色で堅
緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

 

白色で堅緻。

白色で堅緻。 

白色で堅緻。 
  

白色で堅緻。 

白色で堅緻。

明灰白色で堅
緻。露胎部の
一部緋色。  
  
 
白色で堅緻。 

白色で堅緻。 
  

E-10 A-9 層

D-9 A-8 層

F-10 撹乱
＋

F-10・11
造成層

D-9 A-8 層

D-9 A-8 層

D-10 A-9 層

D-10 A-9 層

D-9 撹乱

D-9 A-8 層

D-9 A-9 層

E-2 撹乱

D-9 A-9 層

D-10 A-9 層

E-10 B-2 層

D-9 A-3 層

D-9 A-9 層

D-9 A-9 層

内外面青白色の透明釉、
高台内灰白色の白磁釉施
し畳付釉剥ぎ。  
   

内外面に青白色の透明釉
厚く、高台内に灰白色釉
薄く施し畳付釉剥ぎ。  

内外面青白色の透明釉、
高台内灰白色の白磁釉施
し畳付釉剥ぎ。
 

内外面青白色の透明釉。
 

内外面青白色の透明釉。
微小鉄斑あり。

内外面光沢ある青白色の
透明釉。   
 

内外面青白色の透明釉。

内外面青白色の透明釉。 
  

内外面青白色の透明釉施
し畳付釉剥ぎ。 

内外面青白色の透明釉施
し畳付釉剥ぎ。  
  

内外面青白色の透明釉施
し畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉施
し畳付釉剥ぎ。
 

内外面青白色の透明釉施
し畳付釉剥ぎ。 

内外面青白色の透明釉施
し畳付釉剥ぎ。

内外面濁る灰白色の釉施
し畳付釉剥ぎ。  
  

内外面青白色の透明釉施
す。   
  

内外面青白色の透明釉施
す。 

腰折れの直口碗。口縁内面・見込端部
に二重圏線、見込に十字花文。外面口
縁二重圏線間に波濤文、胴～腰に如意
頭唐草文、高台から脇まで４条の圏線。
高台裏に「太平」銘。胴に窯割れ、ひっ
つきあり。15c末～16c前半。 

粗製の腰折れ直口碗。淡い呉須により
内面口縁に１条・見込端部に二重圏線、
見込に十字花文。外面口縁二重圏線間
に花唐草文、胴下部に如意頭唐草文。
見込にひっつきあり。16c前半～中葉。 

腰折れの直口碗。口縁内面・見込端部
に二重圏線、見込に花文。外面口縁二
重圏線間に花唐草文描き余白塗りつぶ
す。胴～腰に如意頭唐草文、高台から
脇まで３条の圏線。外面にひっつき、見
込に鉄斑痕。15c末～16c前半。　    
特殊・上手の直口碗。内面口縁に二重
圏線、胴に牡丹唐草。外面口縁圏線間
に唐花を重ねて帯状につなぎ、胴に蓮
唐草文。16c。   
 
直口碗。内面口縁・見込端部に二重圏
線。外面口縁二重圏線、腰に太く圏線、
胴に三日月と虫（蝶）か。16c。　

見込饅頭心の直口碗。2 色の呉須で内
面口縁四方襷文、見込圏線内に余白塗
りつぶしの花文か。外面口縁二重・腰に
一重の圏線間に牡丹唐草文。16c後半。

やや厚手の直口碗。内面口縁二重圏
線。外面口縁二重圏線、胴に雲龍文。
16c末。 

口縁やや外反する碗。内面口縁青灰色
の呉須で二重圏線、見込端部に淡く二
重圏線。外面草花文上に重ねた雲状区
画内に漢詩か。16c末～17c前半。 
   
2色の呉須で、内面見込二重圏線内に
草花文。外面胴に草花文、腰に圏線 1
条、高台脇に 2 条。外底に不明文字。
高台成形雑。1590～1630年代。　 
    
饅頭心。外底内円形にくぼませ内部に
不明文字。内面見込圏線内に花文で
余白塗りつぶし。外面胴に牡丹唐草
か。16c後半。   

見込が丸くくぼむタイプの碗。2 色の
呉須により内面見込二重圏線内に海
草、如意雲、波文。外面腰部と高台脇
に圏線。外底に「宣徳年製」銘。16c。 

饅頭心。内面見込二重圏線内に草花
文。外面胴に水鳥か。高台内に不明文
字。16c後半。   
  

2 色の呉須により内面見込圏線内に馬
か。外面無文。高台脇に窯割れ痕。
16c末～17c初頭。   

内面無文。外面高台脇に二重圏線。
高台内圏線内に「大明成化年製」銘。
16c後半。    

口縁折れて外反する粗製碗。2色の淡
い呉須で口縁内面に圏線、見込圏線
内に団龍か。口縁外面圏線、胴に雲龍
文、腰に圏線1条。17c前半。　 
    
外反し口縁外側に稜を有する碗。口
縁内面・見込端部に圏線。外面口縁に
圏線、胴に判読不明の漢詩。17c前半。 
    

外反し口縁外側に稜を有する粗製碗。
口縁内面・見込端部に圏線。外面口縁・
腰に圏線、胴に宝文。17c前半。　 
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第 3章　調査の方法と成果

挿図番号
図版番号

第 43図
図版 43

第 44 図
図版 44

̶

9.8

10.6

̶

8.8

9.4

9.3

̶

̶

̶

7.2

̶

5.9

4.2

5.6

4.4

4.2

̶

グリッド・層口径 器高

法量（㎝） 観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径

番
号
器
種
部
位
産
地

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

皿
景
徳
鎮

底
部

皿
景
徳
鎮

口
縁
部

小
皿

景
徳
鎮

口
〜
底

角
小
皿

景
徳
鎮

底
部

小
鉢

景
徳
鎮

口
〜
底

小
鉢

景
徳
鎮

口
〜
底

小
鉢

景
徳
鎮

口
〜
底

小
鉢

景
徳
鎮

底
部

小
鉢

景
徳
鎮

底
部

小
鉢

景
徳
鎮

底
部

小
杯

景
徳
鎮

口
縁
部

小
杯

景
徳
鎮

底
部

小
杯

景
徳
鎮

口
〜
底

小
杯

景
徳
鎮

口
縁
部

小
杯

景
徳
鎮

口
縁
部

小
杯

景
徳
鎮

口
〜
底

小
杯

景
徳
鎮

口
〜
胴

小
杯

景
徳
鎮

底
部

̶

̶

1.85

̶

5.0

5.1

4.9

̶

̶

̶

̶

̶

3.68

̶

̶

2.65

̶

̶

10.2

̶

6.2

̶

5.1

4.9

4.4

5.6

5.0

5.8

̶

3.2

2.4

̶

̶

2.0

̶

2.2

明灰白色で堅
緻。

白色で堅緻。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

明灰白色で堅
緻。

白色で堅緻。

明灰白色で堅
緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

D-10 撹乱

D-9 A-9層

撹乱

撹乱

E-9 A-9層

D-9 撹乱

E-10 A-4層

D-10 撹乱

D-9 A-6 層
+

D-9 A-8 層

D-10 撹乱

D-10 A-6層

D-10 A-9層

D-9 A-8層

D-9 撹乱

D-10 A-9層

E-9 B-2層

D-9 A-9層

D-9 撹乱

内外面青白色の透明釉か
け畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉。

内外面青白色の透明釉施
釉し畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉施
釉し畳付釉剥ぎ。

内外面光沢ある青白色の
透明釉、高台に白磁釉施
釉し畳付釉剥ぎ。

内外面光沢ある青白色の
透明釉施し畳付釉剥ぎ。

内外面光沢ある青白色の
透明釉施し畳付釉剥ぎ。

内外面光沢ある青白色の
透明釉施し畳付釉剥ぎ。

内外面光沢ある青白色の
透明釉施し畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉施
し畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉施
す。

内外面青白色の透明釉施
し、高台内白磁釉流しか
ける。畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉施
し、高台内白磁釉流しか
ける。畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉施
す。

内外面光沢ある青白色の
透明釉施す。

内外面白濁する青灰白色
の半透明釉施す。畳付釉
剥ぎ。

内外面光沢ある白色の透
明釉施す。

内面・高台内光沢ある白
色の透明釉、外面青白色
透明釉施す。畳付釉剥ぎ。

見込広く平坦な皿。濃淡 2 色の呉須で
見込圏腺内に東屋・樹木、山水描く。高
台に砂目痕。高台裏に窯割れ痕。17cか。

直口皿。口縁内外面圏線。見込端部二
重圏線。16c後半～17c初頭。

碁笥底状でラッパ状に開く形状。見込
端部二重圏線、外面無文。16c 後半～
17c初頭。

角形の口縁直口する小皿。暗い色調の
呉須で口縁内面圏線、見込に方形の不
明文様描く。17c前半。
腰折れ直口の薄手小鉢。胴に隆帯１条巡
る。施文は口縁内面圏線、見込二重圏線内
に花鳥文。口縁外面・胴・腰を圏線で区画
し、上部に唐草、下部に如意頭繋ぎ文巡ら
す。高台脇２条の圏線。15c末～16c中葉。
口縁外反し、高台「ハ」字状に開く小鉢。
口縁内面・胴下部に二重圏線巡らし、見
込に十字花文。口縁外面二重圏線、胴
に牡丹唐草文。腰に簡略化した蓮弁。
1590～1630年代。

口縁外反する小鉢。口縁内面・胴下部
に二重圏線巡らし、見込に十字花文。口
縁外面二重圏線、胴に牡丹唐草文。腰
に簡略化した蓮弁。1590～1630年代。

腰部緩やかに折れる小鉢。内面胴に二
重圏線、見込草花文。外面胴に植物と蝶
か。高台脇・高台裏に二重圏線。沖縄で
は希少。欧州輸出用。1590～1630年代。

内面胴下部に二重圏線。見込不明文様。
外面腰部、高台脇に圏線。1590～1630
年代。

腰部緩やかに折れる小鉢。内面胴に二
重圏線、見込草花文。外面胴に植物。
高台脇に二重圏線。沖縄では希少。欧
州輸出用。1590～1630年代。

ラッパ状に開く形状の小杯。内面無文、
口縁外面歪んだ圏線、胴に草花文。16c
後半～17c前半。

ラッパ状に開く形状の碁笥底状小杯。
内面無文。外面胴に植物、腰に二重圏
線。16c後半～17c前半。

端反りの小杯。口縁内面、見込端部に
圏線、見込に不明文様。口縁外面・腰
部に圏線巡らせ、胴に柳文描く。1620
～40年代。

口縁反り返る形状の小杯。口縁内外に
二重圏線。外面口縁下に不明文様。17c
前半。

口縁反り返る形状の小杯。口縁内外に
圏線。外面口縁下に不明文様。17c。

口縁直口で腰丸く、畳付断面尖る形状の小
杯。口縁内外、見込み端部、高台脇に暗い
発色の呉須で圏線、見込に不明文様、外
面胴に松。高台・見込に砂付着。17c前半。

腰丸く直口口縁の小杯。内面無文、口縁
外面圏線、胴に２色の呉須で花唐草文。
17c前半。

腰丸く畳付尖る形状の小杯。内面無文、
外面胴に草花文、高台脇に二重圏線。
17c前半。
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挿図番号
図版番号

第 42図
図版 42

第 43 図
図版 43

11.2

11.0

11.0

̶

12.0

16.0

̶

21.0

17.8

̶

̶

12.0

̶

12.2

12.4

̶

13.8

̶

グリッド・層口径 器高

法量（㎝） 観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径

番
号
器
種
部
位
産
地

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

碗
景
徳
鎮

口
縁
部

碗
景
徳
鎮

口
縁
部

碗
景
徳
鎮

口
縁
部

碗
景
徳
鎮

底
部

碗
景
徳
鎮

口
〜
底

鉢
景
徳
鎮

口
縁
部

鉢
景
徳
鎮

底
部

鉢
景
徳
鎮

口
〜
底

鉢
景
徳
鎮

口
縁
部

鉢
景
徳
鎮

底
部

鉢
景
徳
鎮

底
部

皿
景
徳
鎮

口
〜
底

皿
景
徳
鎮

底
部

皿
景
徳
鎮

口
〜
底

皿
景
徳
鎮

口
〜
底

皿
景
徳
鎮

底
部

皿
景
徳
鎮

口
〜
底

皿
景
徳
鎮

底
部

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

9.5

̶

̶

̶

2.3

̶

2.6

2.6

̶

2.7

̶

̶

̶

̶

4.2

̶

̶

8.0

6.8

̶

̶

7.4

6.4

7.0

6.6

7.0

3.0

8.8

̶

白色で堅緻。

灰白色で堅
緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。
畳付釉際緋
色。

灰白色で堅
緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

灰白色で堅
緻。

橙黄色と灰白
色の斑で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

D-9 A-4 層

E-2 撹乱

D-10 A-9 層

D-9 A-9 層

D-9 撹乱

撹乱

E･F 造成層

E-10 B-9 層

D-10 A-9 層

G-3 C-9 層

D-9 撹乱

D-10 A-9 層
+

E-10 A-9 層

撹乱

F-10 B-5 層

E-10 A-5 層
+

F-10 B-18 層
+撹乱

E-10 A-9 層

F-10 造成層

E-10 A-9 層

内外面青白色の透明釉施
す。

内外面濁る灰白色の釉施
す。

内外面青白色の透明釉施
す。

内外面青白色の透明釉施
し畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉施
し畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉。

内外面青白色の透明釉、
高台内白磁釉施し畳付釉
剥ぎ。

内外面青白色の透明釉、
高台内白磁釉施し畳付釉
剥ぎ。

内外面一部白濁した透明
釉。

内外面青白色の透明釉。

内外面青白色の透明釉、
高台内白磁釉施し畳付釉
剥ぎ。

内外面青白色の透明釉、
高台内白磁釉施し畳付釉
剥ぎ。内外面粗い貫入。

内外面青白色の透明釉、
高台内白磁釉薄く施し畳
付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉、
高台内透明釉施し畳付釉
剥ぎ。

内外面白濁した半透明釉
をかけ、高台内乳白色釉
を薄く施釉。畳付釉剥ぎ。

内外面ややマットな青白
色の透明釉かけ畳付釉剥
ぎ。

内外面ややマットな青白
色の半透明釉かけ畳付釉
剥ぎ。

内外面ややマットな青白
色の透明釉かけ畳付釉剥
ぎ。

口縁内面・見込端部に二重圏線。外面
口縁に圏線。胴に草花文、蝶。17c前半。

外反する粗製碗。口縁内外に圏線。見
込圏線内に不明文様。17c前半。

上手の外反碗。口縁内面と見込端部に
二重圏線。外面口縁に圏線。胴に簡略
化された花鳥文か。17c前半。

高台造り雑な碗底部。濃淡 2 色の呉須
で内面見込に団龍、外面胴に雲龍文。
腰、高台脇に圏線。17c。

胴が丸く膨らむ直口の碗。内外面とも雲
龍文。内面の龍は四爪。高台内に圏線
か。18c前半～中葉。

外反口縁の薄手鉢。口縁内面四方襷、
胴に花唐草文。外面口縁二重圏線、胴
に唐草文。15c末～16c中葉。

内面見込端部に如意頭繋ぎ文、見込に
花唐草文。外面腰部に蓮弁、胴に唐草
か。15c後半～16c前半。

口縁外反する鉢。口縁内面・見込端部
に二重圏線。外面口縁・高台脇二重圏
線、胴に牡丹唐草、火炎宝珠、宝文。腰
部に蓮弁文。16c。

直口の鉢。口縁内面四方襷文。外面側
視した人物文。16c中葉～末。

内面見込端部に二重圏線。胴・見込内
に花唐草文。外面胴に花唐草文、腰に
蓮弁文巡らす。16c。

内面無文で見込端部に圏線状の浅い
沈線。外面腰に如意頭繋ぎ文。高台脇
三重圏線。17c末～18c前半。

外反皿。口縁内面・見込端部に淡く圏
線巡らせ、見込に濃く花文描く。外面無
文。畳付に砂目痕。16c前半～中葉。

内面見込二重圏線内に玉取獅子。高台・
見込に砂付着。16c前半～中葉。

外反皿。口縁内面・見込端部に淡く圏
線巡らせ、見込に玉取獅子描く。見込
に釉の剥離と亀裂あり。高台に砂目痕。
16c前半～中葉。
焼成不良の外反皿。口縁内面・見込端
部に淡く圏線巡らせ、見込に玉取獅子
描く。高台内に釉の剥離と亀裂あり。
16c前半～中葉。

碁笥底の皿。内面見込端部に二重圏線
巡らせ、中央に花鳥文描く。外面腰に蕉
葉文。16c前半～中。

直口の皿。口縁内面四方襷文、見込端
部圏線に中央不明文様。外面口縁と高
台脇に発色悪い圏線巡る。16c 後半～
17c初頭。

薄手の皿。内面見込端部に二重圏線巡
らせ、中に花鳥文描く。高台内に方形の
款。16c末～17c初。
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第 3章　調査の方法と成果

挿図番号
図版番号

第 43図
図版 43

第 44 図
図版 44

̶

9.8

10.6

̶

8.8

9.4

9.3

̶

̶

̶

7.2

̶

5.9

4.2

5.6

4.4

4.2

̶

グリッド・層口径 器高

法量（㎝） 観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径

番
号
器
種
部
位
産
地

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

皿
景
徳
鎮

底
部

皿
景
徳
鎮

口
縁
部

小
皿

景
徳
鎮

口
〜
底

角
小
皿

景
徳
鎮

底
部

小
鉢

景
徳
鎮

口
〜
底

小
鉢

景
徳
鎮

口
〜
底

小
鉢

景
徳
鎮

口
〜
底

小
鉢

景
徳
鎮

底
部

小
鉢

景
徳
鎮

底
部

小
鉢

景
徳
鎮

底
部

小
杯

景
徳
鎮

口
縁
部

小
杯

景
徳
鎮

底
部

小
杯

景
徳
鎮

口
〜
底

小
杯

景
徳
鎮

口
縁
部

小
杯

景
徳
鎮

口
縁
部

小
杯

景
徳
鎮

口
〜
底

小
杯

景
徳
鎮

口
〜
胴

小
杯

景
徳
鎮

底
部

̶

̶

1.85

̶

5.0

5.1

4.9

̶

̶

̶

̶

̶

3.68

̶

̶

2.65

̶

̶

10.2

̶

6.2

̶

5.1

4.9

4.4

5.6

5.0

5.8

̶

3.2

2.4

̶

̶

2.0

̶

2.2

明灰白色で堅
緻。

白色で堅緻。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

明灰白色で堅
緻。

白色で堅緻。

明灰白色で堅
緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

D-10 撹乱

D-9 A-9層

撹乱

撹乱

E-9 A-9層

D-9 撹乱

E-10 A-4層

D-10 撹乱

D-9 A-6 層
+

D-9 A-8 層

D-10 撹乱

D-10 A-6層

D-10 A-9層

D-9 A-8層

D-9 撹乱

D-10 A-9層

E-9 B-2層

D-9 A-9層

D-9 撹乱

内外面青白色の透明釉か
け畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉。

内外面青白色の透明釉施
釉し畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉施
釉し畳付釉剥ぎ。

内外面光沢ある青白色の
透明釉、高台に白磁釉施
釉し畳付釉剥ぎ。

内外面光沢ある青白色の
透明釉施し畳付釉剥ぎ。

内外面光沢ある青白色の
透明釉施し畳付釉剥ぎ。

内外面光沢ある青白色の
透明釉施し畳付釉剥ぎ。

内外面光沢ある青白色の
透明釉施し畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉施
し畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉施
す。

内外面青白色の透明釉施
し、高台内白磁釉流しか
ける。畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉施
し、高台内白磁釉流しか
ける。畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉施
す。

内外面光沢ある青白色の
透明釉施す。

内外面白濁する青灰白色
の半透明釉施す。畳付釉
剥ぎ。

内外面光沢ある白色の透
明釉施す。

内面・高台内光沢ある白
色の透明釉、外面青白色
透明釉施す。畳付釉剥ぎ。

見込広く平坦な皿。濃淡 2 色の呉須で
見込圏腺内に東屋・樹木、山水描く。高
台に砂目痕。高台裏に窯割れ痕。17cか。

直口皿。口縁内外面圏線。見込端部二
重圏線。16c後半～17c初頭。

碁笥底状でラッパ状に開く形状。見込
端部二重圏線、外面無文。16c 後半～
17c初頭。

角形の口縁直口する小皿。暗い色調の
呉須で口縁内面圏線、見込に方形の不
明文様描く。17c前半。
腰折れ直口の薄手小鉢。胴に隆帯１条巡
る。施文は口縁内面圏線、見込二重圏線内
に花鳥文。口縁外面・胴・腰を圏線で区画
し、上部に唐草、下部に如意頭繋ぎ文巡ら
す。高台脇２条の圏線。15c末～16c中葉。
口縁外反し、高台「ハ」字状に開く小鉢。
口縁内面・胴下部に二重圏線巡らし、見
込に十字花文。口縁外面二重圏線、胴
に牡丹唐草文。腰に簡略化した蓮弁。
1590～1630年代。

口縁外反する小鉢。口縁内面・胴下部
に二重圏線巡らし、見込に十字花文。口
縁外面二重圏線、胴に牡丹唐草文。腰
に簡略化した蓮弁。1590～1630年代。

腰部緩やかに折れる小鉢。内面胴に二
重圏線、見込草花文。外面胴に植物と蝶
か。高台脇・高台裏に二重圏線。沖縄で
は希少。欧州輸出用。1590～1630年代。

内面胴下部に二重圏線。見込不明文様。
外面腰部、高台脇に圏線。1590～1630
年代。

腰部緩やかに折れる小鉢。内面胴に二
重圏線、見込草花文。外面胴に植物。
高台脇に二重圏線。沖縄では希少。欧
州輸出用。1590～1630年代。

ラッパ状に開く形状の小杯。内面無文、
口縁外面歪んだ圏線、胴に草花文。16c
後半～17c前半。

ラッパ状に開く形状の碁笥底状小杯。
内面無文。外面胴に植物、腰に二重圏
線。16c後半～17c前半。

端反りの小杯。口縁内面、見込端部に
圏線、見込に不明文様。口縁外面・腰
部に圏線巡らせ、胴に柳文描く。1620
～40年代。

口縁反り返る形状の小杯。口縁内外に
二重圏線。外面口縁下に不明文様。17c
前半。

口縁反り返る形状の小杯。口縁内外に
圏線。外面口縁下に不明文様。17c。

口縁直口で腰丸く、畳付断面尖る形状の小
杯。口縁内外、見込み端部、高台脇に暗い
発色の呉須で圏線、見込に不明文様、外
面胴に松。高台・見込に砂付着。17c前半。

腰丸く直口口縁の小杯。内面無文、口縁
外面圏線、胴に２色の呉須で花唐草文。
17c前半。

腰丸く畳付尖る形状の小杯。内面無文、
外面胴に草花文、高台脇に二重圏線。
17c前半。
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第５表　中国産青花観察一覧3 

挿図番号
図版番号

第 42図
図版 42

第 43 図
図版 43

11.2

11.0

11.0

̶

12.0

16.0

̶

21.0

17.8

̶

̶

12.0

̶

12.2

12.4

̶

13.8

̶

グリッド・層口径 器高

法量（㎝） 観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径

番
号
器
種
部
位
産
地

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

碗
景
徳
鎮

口
縁
部

碗
景
徳
鎮

口
縁
部

碗
景
徳
鎮

口
縁
部

碗
景
徳
鎮

底
部

碗
景
徳
鎮

口
〜
底

鉢
景
徳
鎮

口
縁
部

鉢
景
徳
鎮

底
部

鉢
景
徳
鎮

口
〜
底

鉢
景
徳
鎮

口
縁
部

鉢
景
徳
鎮

底
部

鉢
景
徳
鎮

底
部

皿
景
徳
鎮

口
〜
底

皿
景
徳
鎮

底
部

皿
景
徳
鎮

口
〜
底

皿
景
徳
鎮

口
〜
底

皿
景
徳
鎮

底
部

皿
景
徳
鎮

口
〜
底

皿
景
徳
鎮

底
部

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

9.5

̶

̶

̶

2.3

̶

2.6

2.6

̶

2.7

̶

̶

̶

̶

4.2

̶

̶

8.0

6.8

̶

̶

7.4

6.4

7.0

6.6

7.0

3.0

8.8

̶

白色で堅緻。

灰白色で堅
緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。
畳付釉際緋
色。

灰白色で堅
緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

灰白色で堅
緻。

橙黄色と灰白
色の斑で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

D-9 A-4 層

E-2 撹乱

D-10 A-9 層

D-9 A-9 層

D-9 撹乱

撹乱

E･F 造成層

E-10 B-9 層

D-10 A-9 層

G-3 C-9 層

D-9 撹乱

D-10 A-9 層
+

E-10 A-9 層

撹乱

F-10 B-5 層

E-10 A-5 層
+

F-10 B-18 層
+撹乱

E-10 A-9 層

F-10 造成層

E-10 A-9 層

内外面青白色の透明釉施
す。

内外面濁る灰白色の釉施
す。

内外面青白色の透明釉施
す。

内外面青白色の透明釉施
し畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉施
し畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉。

内外面青白色の透明釉、
高台内白磁釉施し畳付釉
剥ぎ。

内外面青白色の透明釉、
高台内白磁釉施し畳付釉
剥ぎ。

内外面一部白濁した透明
釉。

内外面青白色の透明釉。

内外面青白色の透明釉、
高台内白磁釉施し畳付釉
剥ぎ。

内外面青白色の透明釉、
高台内白磁釉施し畳付釉
剥ぎ。内外面粗い貫入。

内外面青白色の透明釉、
高台内白磁釉薄く施し畳
付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉、
高台内透明釉施し畳付釉
剥ぎ。

内外面白濁した半透明釉
をかけ、高台内乳白色釉
を薄く施釉。畳付釉剥ぎ。

内外面ややマットな青白
色の透明釉かけ畳付釉剥
ぎ。

内外面ややマットな青白
色の半透明釉かけ畳付釉
剥ぎ。

内外面ややマットな青白
色の透明釉かけ畳付釉剥
ぎ。

口縁内面・見込端部に二重圏線。外面
口縁に圏線。胴に草花文、蝶。17c前半。

外反する粗製碗。口縁内外に圏線。見
込圏線内に不明文様。17c前半。

上手の外反碗。口縁内面と見込端部に
二重圏線。外面口縁に圏線。胴に簡略
化された花鳥文か。17c前半。

高台造り雑な碗底部。濃淡 2 色の呉須
で内面見込に団龍、外面胴に雲龍文。
腰、高台脇に圏線。17c。

胴が丸く膨らむ直口の碗。内外面とも雲
龍文。内面の龍は四爪。高台内に圏線
か。18c前半～中葉。

外反口縁の薄手鉢。口縁内面四方襷、
胴に花唐草文。外面口縁二重圏線、胴
に唐草文。15c末～16c中葉。

内面見込端部に如意頭繋ぎ文、見込に
花唐草文。外面腰部に蓮弁、胴に唐草
か。15c後半～16c前半。

口縁外反する鉢。口縁内面・見込端部
に二重圏線。外面口縁・高台脇二重圏
線、胴に牡丹唐草、火炎宝珠、宝文。腰
部に蓮弁文。16c。

直口の鉢。口縁内面四方襷文。外面側
視した人物文。16c中葉～末。

内面見込端部に二重圏線。胴・見込内
に花唐草文。外面胴に花唐草文、腰に
蓮弁文巡らす。16c。

内面無文で見込端部に圏線状の浅い
沈線。外面腰に如意頭繋ぎ文。高台脇
三重圏線。17c末～18c前半。

外反皿。口縁内面・見込端部に淡く圏
線巡らせ、見込に濃く花文描く。外面無
文。畳付に砂目痕。16c前半～中葉。

内面見込二重圏線内に玉取獅子。高台・
見込に砂付着。16c前半～中葉。

外反皿。口縁内面・見込端部に淡く圏
線巡らせ、見込に玉取獅子描く。見込
に釉の剥離と亀裂あり。高台に砂目痕。
16c前半～中葉。
焼成不良の外反皿。口縁内面・見込端
部に淡く圏線巡らせ、見込に玉取獅子
描く。高台内に釉の剥離と亀裂あり。
16c前半～中葉。

碁笥底の皿。内面見込端部に二重圏線
巡らせ、中央に花鳥文描く。外面腰に蕉
葉文。16c前半～中。

直口の皿。口縁内面四方襷文、見込端
部圏線に中央不明文様。外面口縁と高
台脇に発色悪い圏線巡る。16c 後半～
17c初頭。

薄手の皿。内面見込端部に二重圏線巡
らせ、中に花鳥文描く。高台内に方形の
款。16c末～17c初。
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第 3章　調査の方法と成果

挿図番号
図版番号

第 45図
図版 45

第 46 図
図版 46

第 47 図
図版 47

14.6

14.8

11.6

―

12.0

14.0

―

12.0

―

―

21.6

10.6

10.0

6.3

9.4

9.6

―

10.4

10.0

グリッド・層口径 器高

法量（㎝） 観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径

番
号
器
種
部
位
産
地

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

碗

福
建
・
広
東

口
縁
部

―

―

―

―

5.05

―

―

―

―

―

4.1

―

―

―

―

―

―

―

23.9

―

―

6.8

―

4.8

―

―

―

5.6

4.6

8.4

―

―

―

―

―

7.0

―

12.7

淡黄橙色でや
や軟質。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で間
隙多いが堅
緻。

明黄白色で間
隙多いが堅
緻。

明黄白色で間
隙多いが堅
緻。

明黄橙色で軟
質。

淡黄色で軟
質。

灰白色で粗い
が堅緻。

黄橙色で軟
質。

黄橙色で軟
質。

灰色～黄橙色
で粗い。

明灰白色で堅
緻。露胎部緋
色。

明灰白色で堅
緻。

灰白色～黄橙
色で粗い。

黄橙色で粗
い。

明灰色で堅
緻。

E-10 B-2層

D-9 撹乱

D-7 撹乱

撹乱

D-10 A-6層

D-9 A-8層

D-10 A-9 層

D-9 A-9 層

D-9･10 
造成層

撹乱

D-9 A-6層

D-9 A-9層

D-9 A-8層

撹乱

D-9 A-9層

D-9 A-9層

D-10 A-7層
+

D-10 A-9層

撹乱

D-10 A-8層
+

D-10 A-9層

内外面青白色の透明釉を
内面見込以外、外面腰ま
で浸しかける。

内外面青白色の半透明釉
を施釉。

全面に灰白色釉かけ畳付
釉剥ぎ。

内外面青白色の半透明釉
を施釉。

白化粧上に青白色の半透
明釉を、外面腰まで、内
面蛇目釉剥ぎ。

白化粧上に白濁した青白
色釉を内外面厚く施釉。

白化粧上に灰白色の透明
釉を厚く両面に施釉。微
細な貫入あり。

白化粧上に白濁した青白
色釉を内外面厚く施釉。
貫入あり。

白化粧上に表面風化した
灰色釉を畳付以外に施釉。

白化粧上に黄褐色釉を高
台以外にかける。

白化粧上に白濁した青白
色釉を内外面厚く施釉し
畳付釉剥ぎ。

白化粧上に白濁した灰白色
釉を内面見込以外、外面腰
まで厚くかける。貫入あり。

白化粧上に白濁した灰白
色釉を内外面厚くかけ
る。貫入あり。

白化粧上に青白色の半透
明釉を厚く内外に施釉。
全面に貫入。

白化粧上に一部白濁した
透明釉を外面厚く、内面
薄くかけ庇端部釉剥ぎ。

白化粧上に青白色の透明
釉を外面厚く内面薄く施
釉。庇端部釉剥ぎ。

白化粧上に青白色の透明
釉を外面厚く内面・高台
内薄く施釉。畳付釉剥ぎ。

白化粧上に白濁した青白
色釉を内外面厚く施釉。
貫入あり。

厚い白化粧上に青白色の
透明釉を全面に施釉。

直口碗。口縁内外面・見込端部に圏線、
外面胴にスタンプの菊花押し唐草を絵
付け。17c後半～18c前半。

口唇玉縁状。口縁内外に圏線巡らせ、
内面に花文。外面不明文様。18c。

腰折れ直口の皿。口縁内面・見込端部
に淡い呉須で圏線、滲む呉須で内面倒
に宝文、見込草花文。18c。

散蓮華の柄端部。横断面三日月状。端
部に飾り貼り付けか。上面端部に沿い圏
線、中央に唐草文。18c後半～19c中葉。

直口碗。口縁内面・見込端部に圏線。外
面玉取り獅子か。16c後半～17c初頭。

口縁内面濃い呉須で圏線、外面口縁圏
線、胴に花唐草か。余白塗りつぶす。
16c末～17c前半。

直口碗。口縁内面に圏線。外面花唐草
で余白塗りつぶす。16c末～17c前半。

直口碗。口縁内面に圏線。外面不明文
様で余白塗りつぶす。16c末～17c前半。

焼成不良の碗。黒褐色化した呉須で見
込圏線内に花文、外面花唐草か。16c
後半～17c初頭。

焼成不良の碗。黒褐色化した呉須で見
込圏線内に花文、外面花唐草か。16c
後半～17c初頭。

淡い呉須で内面口縁・見込端部に圏線
巡らせ、中央に花文か。外面口縁・腰に
圏線。腰にひっつきあり。17c前半。

焼成不良。青灰色～緑灰色の呉須で内
外面圏線。16c後半～17c初頭。

焼成不良。青灰色の呉須で内面四方襷
文、口縁外面圏線。16c後半～17c初頭。

口縁外反する杯。高足杯になる可能性
あり。外面に花唐草文。口唇、見込、口
縁外、腰に圏線。16c末～17c前半。

合子の蓋。庇端部断面丸く成形。外面
2 色の呉須と余白を利用して縦位に区
画、鱗を密に施文。16c末～17c前半。
轆轤成形後、八角に面取り。外面縦の
稜線に沿い区画線、端部圏線、面に唐
草状の施文。径は内面径より復元。16c
末～17c前半。

胴に４爪の龍描く。16c末～17c前半。

161と同形の壺か。口縁玉縁状で頸に
貼耳の痕跡あり。口唇～頸部にかけ 3
条の淡い圏線。16c後半。
160と同形か。口縁玉縁状で頸短く、肩
が張り底径広い獣耳の四耳壺。胴上部
に淡い呉須で龍文、下部に花唐草文。
高台に砂目多い。16c後半～17c初頭。

皿

福
建
・
広
東

口
縁
部

皿

福
建
・
広
東

口
〜
底

レ
ン
ゲ

福
建
・
広
東

景
徳
鎮
か

柄

碗 漳
州

口
〜
底

碗 漳
州

口
縁
部

碗 漳
州

口
縁
部

碗 漳
州

口
縁
部

碗 漳
州

底
部

碗 漳
州

底
部

皿 漳
州

口
〜
底

皿 漳
州

口
縁
部

皿 漳
州

口
縁
部

小
杯

漳
州

口
縁
部

蓋 漳
州

口
縁
部

蓋 漳
州

口
縁
部

瓶 漳
州

胴
〜
底

壺 漳
州

口
縁
部

壺 漳
州

口
〜
底
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第５表　中国産青花観察一覧5

挿図番号
図版番号

第 44図
図版 44

第 45 図
図版 45

7.8

̶

̶

12.0

14.6

12.0

13.6

̶

14.6

13.3

13.6

14.4

̶

̶

̶

グリッド・層口径 器高

法量（㎝） 観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径

番
号
器
種
部
位
産
地

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

瓶
景
徳
鎮

口
縁
部

̶

̶

̶

4.9

̶

5.7

̶

̶

6.9

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

7.6

17.6

6.3

̶

6.0

̶

6.8

6.4

̶

̶

̶

7.0

8.0

5.0

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。釉際露胎
部緋色。

明灰白色で堅
緻。釉際露胎
部緋色。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

淡黄色で堅
緻。見込露胎
部一部緋色。

灰色で粗いが
堅緻。露胎部
淡赤褐色。

明灰白色で堅
緻。

淡黄橙色でや
や軟質。

灰色で粗いが
堅緻。

淡黄白色でや
や軟質。

淡黄橙色でや
や軟質。

淡黄色でやや
軟質。

D-9 A-9層

F-10 造成層

D-10 撹乱

D-10 B-2層

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-10 撹乱

D-9 A-3層
+
撹乱

D-10 B-2層

D-10 B-2層

E-9 撹乱
+
撹乱

撹乱

E-11 B-2層

D-10 A-7層

やや白濁した青白色の透
明釉を口縁内～外面に厚
く、内面薄く透明釉施す。

やや白濁した青白色の透
明釉を外面に厚く、内面・
高台裏薄く施釉。畳付釉
剥ぎ。

内外面青白色の透明釉、
高台裏透明釉薄く施釉。
畳付丁寧に釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉を
口縁付近厚く、下部薄く
腰まで浸しかける。表面
一部白濁。

灰オリーブ色の半透明釉
を内外にかけ、口唇釉剥
ぎし口紅施す。

内外面青白色の透明釉、
高台裏透明釉薄く施釉。
畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉。

内外面淡赤灰色の白濁釉
を内面見込以外、外面腰
まで浸しかける。内外面
粗い貫入。

やや濁る灰白色釉を内面
と外面腰まで施釉し見込
蛇目釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉を
内面見込以外、外面腰ま
で浸しかけ、口唇鉄釉施
す。全面に貫入あり。

内外面青白色の透明釉を
内面見込以外、外面腰ま
で浸しかけ、口唇鉄釉施
す。全面に貫入あり。

やや濁る透明釉を内面見
込以外、外面腰まで浸し
かける。

白濁した青白色釉を内面
見込以外、外面畳付以外
に浸しかけ、見込蛇目状に
施釉。釉全面に貫入あり。

やや白濁した青白色釉を
内外面畳付以外に浸しか
け、見込蛇目釉剥ぎ。

浅黄色の半透明釉を見込
と高台以外に浸しかける。
釉全面に貫入。

口縁ラッパ状に開く瓶。濃い目の呉須で
口唇塗り、口縁内に圏線、外面蕉葉文。
16c後半～17c前半。

壺類か。外面底部までヘラ彫りによる蓮
弁。高台脇に滲んだ二重圏線。内面轆
轤痕。16c後半～17c前半。

碁笥底の盤か洗になると思われる資料。
造り丁寧。内面胴に花唐草、圏線をはさ
み見込に鳳凰か。外面胴に雲か。胴下
部に三重圏線。16c。

口縁外面圏線、胴部４箇所に滲む呉須
で菊花状の印。見込に重ね焼き痕。16c
末～17c前半。

緑灰色の呉須により口縁内面・見込端
部に圏線。口縁外面花唐草文、胴に宝
文。16c末～17c前半。

直口碗。内面雲龍か麒麟文。外面宝文
か。高台裏に不明銘。16c末～17c前半。

口唇外反する碗。口縁内面・胴に圏線、
外面胴に蓮唐草文、腰に蓮弁巡らせる。
16c末～17c前半。

腰丸く高台幅広い碗。黒褐色の呉須で
内面胴下部に圏線、外面胴に丸文、腰
に圏線巡らす。見込に重ね焼き痕。16c
末～17c前半。

口唇断面丸い直口碗。口縁内面・見込
端部に緑灰色の呉須で圏線。外面口縁・
腰に圏線巡らせ、胴に玉取り獅子か。
清代に多い。17c。

端反りの粗製直口碗。外面花唐草文。
口紅。17c。

口縁外面に暗い呉須で太目の圏線。口
紅。清代多い。
17c。

直口碗。灰色の呉須で口縁両面・腰部
に圏線。見込淡部１条くぼませ圏線乗
せる。清代に多い。17c。

粗製碗の底部。高台脇に緑灰色～緑青
灰色の二重圏線巡らす。17c。

高台径広く畳付断面尖る碗。見込蛇目釉
剥ぎに沿い緑灰色呉須の圏線、中央に
「玉」文字。外面胴に不明文様。高台裏
の釉に藁灰状の痕跡。清代に多い。17c。

畳付から胴まで緩やかに立ち上がる碗。
外面胴に黒褐色の呉須で植物か。見込
に重ね焼きの痕。清代に多い。17c。

袋
物

景
徳
鎮

底
部

盤
か
洗

景
徳
鎮

底
部

碗

福
建
・
広
東

口
〜
底

碗

福
建
・
広
東

口
縁
部

碗

福
建
・
広
東

口
〜
底

碗

福
建
・
広
東

口
縁
部

碗

福
建
・
広
東

底
部

碗

福
建
・
広
東

口
〜
底

碗

福
建
・
広
東

口
縁
部

碗

福
建
・
広
東

口
縁
部

碗

福
建
・
広
東

口
縁
部

碗

福
建
・
広
東

底
部

碗

福
建
・
広
東

底
部

碗

福
建
・
広
東

底
部
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第 3章　調査の方法と成果

挿図番号
図版番号

第 45図
図版 45

第 46 図
図版 46

第 47 図
図版 47

14.6

14.8

11.6

―

12.0

14.0

―

12.0

―

―

21.6

10.6

10.0

6.3

9.4

9.6

―

10.4

10.0

グリッド・層口径 器高

法量（㎝） 観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径

番
号
器
種
部
位
産
地

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

碗

福
建
・
広
東

口
縁
部

―

―

―

―

5.05

―

―

―

―

―

4.1

―

―

―

―

―

―

―

23.9

―

―

6.8

―

4.8

―

―

―

5.6

4.6

8.4

―

―

―

―

―

7.0

―

12.7

淡黄橙色でや
や軟質。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で間
隙多いが堅
緻。

明黄白色で間
隙多いが堅
緻。

明黄白色で間
隙多いが堅
緻。

明黄橙色で軟
質。

淡黄色で軟
質。

灰白色で粗い
が堅緻。

黄橙色で軟
質。

黄橙色で軟
質。

灰色～黄橙色
で粗い。

明灰白色で堅
緻。露胎部緋
色。

明灰白色で堅
緻。

灰白色～黄橙
色で粗い。

黄橙色で粗
い。

明灰色で堅
緻。

E-10 B-2層

D-9 撹乱

D-7 撹乱

撹乱

D-10 A-6層

D-9 A-8層

D-10 A-9 層

D-9 A-9 層

D-9･10 
造成層

撹乱

D-9 A-6層

D-9 A-9層

D-9 A-8層

撹乱

D-9 A-9層

D-9 A-9層

D-10 A-7層
+

D-10 A-9層

撹乱

D-10 A-8層
+

D-10 A-9層

内外面青白色の透明釉を
内面見込以外、外面腰ま
で浸しかける。

内外面青白色の半透明釉
を施釉。

全面に灰白色釉かけ畳付
釉剥ぎ。

内外面青白色の半透明釉
を施釉。

白化粧上に青白色の半透
明釉を、外面腰まで、内
面蛇目釉剥ぎ。

白化粧上に白濁した青白
色釉を内外面厚く施釉。

白化粧上に灰白色の透明
釉を厚く両面に施釉。微
細な貫入あり。

白化粧上に白濁した青白
色釉を内外面厚く施釉。
貫入あり。

白化粧上に表面風化した
灰色釉を畳付以外に施釉。

白化粧上に黄褐色釉を高
台以外にかける。

白化粧上に白濁した青白
色釉を内外面厚く施釉し
畳付釉剥ぎ。

白化粧上に白濁した灰白色
釉を内面見込以外、外面腰
まで厚くかける。貫入あり。

白化粧上に白濁した灰白
色釉を内外面厚くかけ
る。貫入あり。

白化粧上に青白色の半透
明釉を厚く内外に施釉。
全面に貫入。

白化粧上に一部白濁した
透明釉を外面厚く、内面
薄くかけ庇端部釉剥ぎ。

白化粧上に青白色の透明
釉を外面厚く内面薄く施
釉。庇端部釉剥ぎ。

白化粧上に青白色の透明
釉を外面厚く内面・高台
内薄く施釉。畳付釉剥ぎ。

白化粧上に白濁した青白
色釉を内外面厚く施釉。
貫入あり。

厚い白化粧上に青白色の
透明釉を全面に施釉。

直口碗。口縁内外面・見込端部に圏線、
外面胴にスタンプの菊花押し唐草を絵
付け。17c後半～18c前半。

口唇玉縁状。口縁内外に圏線巡らせ、
内面に花文。外面不明文様。18c。

腰折れ直口の皿。口縁内面・見込端部
に淡い呉須で圏線、滲む呉須で内面倒
に宝文、見込草花文。18c。

散蓮華の柄端部。横断面三日月状。端
部に飾り貼り付けか。上面端部に沿い圏
線、中央に唐草文。18c後半～19c中葉。

直口碗。口縁内面・見込端部に圏線。外
面玉取り獅子か。16c後半～17c初頭。

口縁内面濃い呉須で圏線、外面口縁圏
線、胴に花唐草か。余白塗りつぶす。
16c末～17c前半。

直口碗。口縁内面に圏線。外面花唐草
で余白塗りつぶす。16c末～17c前半。

直口碗。口縁内面に圏線。外面不明文
様で余白塗りつぶす。16c末～17c前半。

焼成不良の碗。黒褐色化した呉須で見
込圏線内に花文、外面花唐草か。16c
後半～17c初頭。

焼成不良の碗。黒褐色化した呉須で見
込圏線内に花文、外面花唐草か。16c
後半～17c初頭。

淡い呉須で内面口縁・見込端部に圏線
巡らせ、中央に花文か。外面口縁・腰に
圏線。腰にひっつきあり。17c前半。

焼成不良。青灰色～緑灰色の呉須で内
外面圏線。16c後半～17c初頭。

焼成不良。青灰色の呉須で内面四方襷
文、口縁外面圏線。16c後半～17c初頭。

口縁外反する杯。高足杯になる可能性
あり。外面に花唐草文。口唇、見込、口
縁外、腰に圏線。16c末～17c前半。

合子の蓋。庇端部断面丸く成形。外面
2 色の呉須と余白を利用して縦位に区
画、鱗を密に施文。16c末～17c前半。
轆轤成形後、八角に面取り。外面縦の
稜線に沿い区画線、端部圏線、面に唐
草状の施文。径は内面径より復元。16c
末～17c前半。

胴に４爪の龍描く。16c末～17c前半。

161と同形の壺か。口縁玉縁状で頸に
貼耳の痕跡あり。口唇～頸部にかけ 3
条の淡い圏線。16c後半。
160と同形か。口縁玉縁状で頸短く、肩
が張り底径広い獣耳の四耳壺。胴上部
に淡い呉須で龍文、下部に花唐草文。
高台に砂目多い。16c後半～17c初頭。

皿

福
建
・
広
東

口
縁
部

皿

福
建
・
広
東

口
〜
底

レ
ン
ゲ

福
建
・
広
東

景
徳
鎮
か

柄

碗 漳
州

口
〜
底

碗 漳
州

口
縁
部

碗 漳
州

口
縁
部

碗 漳
州

口
縁
部

碗 漳
州

底
部

碗 漳
州

底
部

皿 漳
州

口
〜
底

皿 漳
州

口
縁
部

皿 漳
州

口
縁
部

小
杯

漳
州

口
縁
部

蓋 漳
州

口
縁
部

蓋 漳
州

口
縁
部

瓶 漳
州

胴
〜
底

壺 漳
州

口
縁
部

壺 漳
州

口
〜
底
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挿図番号
図版番号

第 44図
図版 44

第 45 図
図版 45

7.8

̶

̶

12.0

14.6

12.0

13.6

̶

14.6

13.3

13.6

14.4

̶

̶

̶

グリッド・層口径 器高

法量（㎝） 観察事項

文様等釉
（色・範囲・貫入）

素地
（色・質・混和材）底径

番
号
器
種
部
位
産
地

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

瓶
景
徳
鎮

口
縁
部

̶

̶

̶

4.9

̶

5.7

̶

̶

6.9

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

7.6

17.6

6.3

̶

6.0

̶

6.8

6.4

̶

̶

̶

7.0

8.0

5.0

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。釉際露胎
部緋色。

明灰白色で堅
緻。釉際露胎
部緋色。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

明灰白色で堅
緻。

淡黄色で堅
緻。見込露胎
部一部緋色。

灰色で粗いが
堅緻。露胎部
淡赤褐色。

明灰白色で堅
緻。

淡黄橙色でや
や軟質。

灰色で粗いが
堅緻。

淡黄白色でや
や軟質。

淡黄橙色でや
や軟質。

淡黄色でやや
軟質。

D-9 A-9層

F-10 造成層

D-10 撹乱

D-10 B-2層

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-10 撹乱

D-9 A-3層
+
撹乱

D-10 B-2層

D-10 B-2層

E-9 撹乱
+
撹乱

撹乱

E-11 B-2層

D-10 A-7層

やや白濁した青白色の透
明釉を口縁内～外面に厚
く、内面薄く透明釉施す。

やや白濁した青白色の透
明釉を外面に厚く、内面・
高台裏薄く施釉。畳付釉
剥ぎ。

内外面青白色の透明釉、
高台裏透明釉薄く施釉。
畳付丁寧に釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉を
口縁付近厚く、下部薄く
腰まで浸しかける。表面
一部白濁。

灰オリーブ色の半透明釉
を内外にかけ、口唇釉剥
ぎし口紅施す。

内外面青白色の透明釉、
高台裏透明釉薄く施釉。
畳付釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉。

内外面淡赤灰色の白濁釉
を内面見込以外、外面腰
まで浸しかける。内外面
粗い貫入。

やや濁る灰白色釉を内面
と外面腰まで施釉し見込
蛇目釉剥ぎ。

内外面青白色の透明釉を
内面見込以外、外面腰ま
で浸しかけ、口唇鉄釉施
す。全面に貫入あり。

内外面青白色の透明釉を
内面見込以外、外面腰ま
で浸しかけ、口唇鉄釉施
す。全面に貫入あり。

やや濁る透明釉を内面見
込以外、外面腰まで浸し
かける。

白濁した青白色釉を内面
見込以外、外面畳付以外
に浸しかけ、見込蛇目状に
施釉。釉全面に貫入あり。

やや白濁した青白色釉を
内外面畳付以外に浸しか
け、見込蛇目釉剥ぎ。

浅黄色の半透明釉を見込
と高台以外に浸しかける。
釉全面に貫入。

口縁ラッパ状に開く瓶。濃い目の呉須で
口唇塗り、口縁内に圏線、外面蕉葉文。
16c後半～17c前半。

壺類か。外面底部までヘラ彫りによる蓮
弁。高台脇に滲んだ二重圏線。内面轆
轤痕。16c後半～17c前半。

碁笥底の盤か洗になると思われる資料。
造り丁寧。内面胴に花唐草、圏線をはさ
み見込に鳳凰か。外面胴に雲か。胴下
部に三重圏線。16c。

口縁外面圏線、胴部４箇所に滲む呉須
で菊花状の印。見込に重ね焼き痕。16c
末～17c前半。

緑灰色の呉須により口縁内面・見込端
部に圏線。口縁外面花唐草文、胴に宝
文。16c末～17c前半。

直口碗。内面雲龍か麒麟文。外面宝文
か。高台裏に不明銘。16c末～17c前半。

口唇外反する碗。口縁内面・胴に圏線、
外面胴に蓮唐草文、腰に蓮弁巡らせる。
16c末～17c前半。

腰丸く高台幅広い碗。黒褐色の呉須で
内面胴下部に圏線、外面胴に丸文、腰
に圏線巡らす。見込に重ね焼き痕。16c
末～17c前半。

口唇断面丸い直口碗。口縁内面・見込
端部に緑灰色の呉須で圏線。外面口縁・
腰に圏線巡らせ、胴に玉取り獅子か。
清代に多い。17c。

端反りの粗製直口碗。外面花唐草文。
口紅。17c。

口縁外面に暗い呉須で太目の圏線。口
紅。清代多い。
17c。

直口碗。灰色の呉須で口縁両面・腰部
に圏線。見込淡部１条くぼませ圏線乗
せる。清代に多い。17c。

粗製碗の底部。高台脇に緑灰色～緑青
灰色の二重圏線巡らす。17c。

高台径広く畳付断面尖る碗。見込蛇目釉
剥ぎに沿い緑灰色呉須の圏線、中央に
「玉」文字。外面胴に不明文様。高台裏
の釉に藁灰状の痕跡。清代に多い。17c。

畳付から胴まで緩やかに立ち上がる碗。
外面胴に黒褐色の呉須で植物か。見込
に重ね焼きの痕。清代に多い。17c。
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果

図版 42　中国産青花 2
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果

図版 46　中国産青花 6
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果

４　中国産褐釉陶器・無釉陶器（第 6表、第 48～ 52 図、図版 48～ 52）

　総数 8,858 点を数え、中国産陶磁器の中でも最も多く出土している。器種は壺・瓶・鉢が確認されるが、壺が圧倒
的多数を占める。他の中国産陶磁器と同様に全形を窺える資料は少量だが、鉢類が方形石組み遺構からまとまって
出土している点は特筆できる。特徴的な資料を第 48～ 52 図に図示した。以下に器種別の分類概念を記し、個々の
詳細は観察表に譲る。

①壺類（162 ～ 190）
　壺類は、胴の最大径が 40cm以上になると思われる製品をA～ Fの６類に分類し、それ以下のサイズを中壺・小
壺とした。それぞれの特徴は次のとおりである。
　　A 類 ： 最大径を肩部に持つ大型の四耳壺。素地が赤褐色を呈する厚手のもの（162）。
　　B 類 ： 白濁釉を施す薄手のもの（163 ～ 166）。
　　C 類 ： 最大径を胴部上位に持つ大型の多耳壺。胴部に貼付の文様を施す（167）。
　　D 類 ： 最大径を肩部に持つ大型の無耳壺。肩部に焼成時の目跡が巡る（168 ～ 170）。
　　E 類 ： 清代に製作された壺。耳はなく、肩に重ね焼きの目痕が巡る（171 ～ 172）。
　　F 類 ： その他の胴最大径 40cm以上になる大型壺（173 ～ 177）。
　　中壺 ： 胴最大径 40cm以下になる壺。ほとんどが四耳壺になると思われる（178 ～ 189）。
　　小壺 ： 「茶入」と称される薄手の小型壺（190）。

②急須類（197 ～ 198）
　低い壺形で、胴上部に円筒形の持ち手を貼付する急須。口縁に蓋受けを有し、口唇断面は撥状か「T」字状。

③瓶類・袋物（191 ～ 196、199 ～ 201）
　瓶と思われる口縁部が 1点得られている（192）。漏斗状で胎土や釉は壺D類に似る。191 は小壺か小瓶と思わ
れる製品。形状がいびつで底面に糸切痕が明瞭に残る。その他袋物とした 199 ～ 201 は壺や急須になる可能性あ
り。

④鉢類（202 ～ 209）
　数種の鉢類が得られている。202 は内湾する口縁を肥厚させる鉢。203・204 は口縁内側が玉縁状の鉢。205・
206 は口縁丸く内湾する鉢。底部は縁辺が広がる。207 は小型の鉢になると思われる製品。208・209 は口径が
35㎝以上になる大型の鉢。口縁肥厚し内湾させる。内面のみ施釉し、口唇に砂目残る。

⑤無釉陶器（210 ～ 217）
　無釉陶器は植木鉢と茶器類の２種が得られている。植木鉢は口径が 38 ～ 48㎝と大型で、口縁断面が「T」字状、
外縁を波状に成型し、胴上部に貼付けの花文や縄目状の凸帯を巡らせるものがある。胎土は粗く、全体に薄手で内
面に当て具痕残る。211 は外面に薄く泥釉施釉する。
　215 ～ 217 は宜興窯で焼成されたと思われる茶器類。細かい赤褐色土を薄く引き上げ、全体を磨いて仕上げる。
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色で緻密。粗い
石英多く含む。

灰黄褐色で緻
密。石英、灰・赤
色粒子多く含む。

にぶい橙色～灰色
で緻密。石英、黒・
赤色粒子多く含む。

灰色で緻密。石
英多く含む。

にぶい橙色～灰色
で緻密。石英、黒・
赤色粒子多く含む。

にぶい橙色～灰色
で緻密。石英、ガラ
ス質粒子多く含む。

褐灰色で緻密。
石英、ガラス質粒
子多く含む。

にぶい橙色～灰
色で緻密。石英、赤
色粒子多く含む。

明赤褐色で粗く、
黒色粒子、石英
多く含む。

明赤褐色～灰色
で粗く、白・黒色粒
子、石英多く含む。

赤灰色で緻密。
石英、赤・黒・白色
粒子含む。

灰褐色でやや
粗い。石英、黒色
粒子多く含む。

にぶい赤褐色で
粗く、石英、白・赤・
黒色粒子含む。

灰褐色～にぶい赤
褐色で粗く、石英、白・
赤・黒色粒子含む。

灰褐色で緻密。
石英、白・赤・黒色
粒子含む。

灰黄褐色で緻
密。石英含む。

灰黄褐色で緻
密。石英含む。

灰黄褐色で緻
密。石英含む。

灰黄褐色で緻
密。石英含む。

灰黄褐色～黒色
で粗い。石英、赤・
黒色粒子含む。

G-2 
遺構直上

E-8 
造成下層

D-8 撹乱

E-8 造成下層
+

F-7 栗石内
+

F-7 撹乱

D-9 A-9層
+

E-10 A-8層

D-9 撹乱

D-9 A-7層+
D-9 A-9層+
D-9 撹乱+
D-10 A-9層+
F-10 造成層+
G-3 C-9層

F-2 裏込内
+

F-2 撹乱
+
撹乱

G-3 C-9層

D-7 撹乱

D-7･8 撹乱

E-9 B-5層

撹乱

D-9 A-9層+
D-9 撹乱+
D-10 A-6層+
D-10 A-8層

F-10 B-9層

D-10 A-9層

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-10 A-9層

D-10 撹乱

E-10 A-4層

暗赤褐色の釉を外面やや
厚く施釉し、内面隙間多く
薄く塗りつける。

内外面灰黄色釉薄く塗りつ
け、その後外面厚く灰黄色
釉施釉し、口唇釉剥ぎ。

内外面に黄褐色釉塗りつけ、その
上に浅黄色の釉を薄く内面口縁
と外面に施釉し、その後外面に浅
黄色釉厚めに施釉。口唇釉剥ぎ。

内外面に灰黄褐色釉塗りつけ、その上
に浅黄色の釉を薄く内面口縁と外面
に施釉し、その後外面に浅黄色釉厚
めに胴下部まで施釉。外底面無釉。
外面浅黄色が被熱により黒
褐色に変色か。外底面灰赤
色釉薄く塗りつける。内面に
ぶい黄橙色釉施釉。

全面に褐色の泥釉薄く塗り
つけ、その上に口縁内面から
外面にかけてにぶい黄褐色
釉を施釉。口唇釉剥ぎ。

内外面に黒褐色釉施釉し、
外底面薄く塗りつける。

光沢ある暗褐色釉を内外面
施釉。

灰褐色釉を内外面・外底面
に施釉。

暗赤褐色釉を内外面薄く施
釉。

暗赤褐色釉を内面と外面胴
下部まで薄く施釉。

黒褐色釉を口唇上～外面
まで施釉し、内面口縁に薄く
塗りつける。

暗オリーブ色釉を外面口縁
下に施釉し、口縁内面に塗
りつける。

暗オリーブ色釉～灰黄色釉
を外面と内面肩まで施釉。

浅黄色の釉が内外面胴下
部まで滴る。

褐灰色釉を外面腰部まで
施釉し、内面胴下部に滴る。

光沢ある黒褐色釉を外面と
口縁内面に施釉し、口唇軽
く釉剥ぎ。

黒褐色釉を外面と口縁内面
に施釉し、口唇軽く釉剥ぎ。

暗褐色釉を外面と口縁内面
に施釉し、口唇軽く釉剥ぎ。

黒褐色釉を外面と口縁内面
に施釉し、口唇軽く釉剥ぎ。

にぶい黄褐色～黒褐色釉
を外面と口縁内面に施釉。

厚手で肩が広く高い壺。頸はほぼ直
立する。頸部下に小型の縦耳貼付
け。内面当て具痕。外面肩に灰白色
の砂目跡巡る。15～16c。

口縁丸縁でやや外傾する壺の口
縁部。15～16c。

口縁玉縁でやや外傾する壺の口
縁～肩部。肩に小型の縦耳貼付。
15～16c。

薄手壺の底部。底面平坦で胴部
やや立上がり、丸く移行する。外底
面に砂目痕。15～16c。

底面上げ底状の壺底部。胴部立
上がり反り返る。15～16c。

口縁玉縁状でやや内湾する壺。頸
はほぼ直立。15～16c。

薄手で肩が広く高い壺。頸はほぼ直立
し、平口縁で蓋受け浅い。外面叩き痕
と肩に灰白色の砂目跡巡る。底面上げ
底状。蓋径12㎝程度か。15～16c。

薄手で肩が広く高い壺。頸はほぼ直
立し、平口縁で蓋受け浅い。内面当
て具痕。外面肩に灰白色の砂目跡
巡る。蓋径15㎝程度か。15～16c。

底面上げ底状。外底面に胎土目
痕あり。15～16c。

口唇断面三角の壺。肩部に目痕
残る。底部は172か。清代。

171の底部か。内面轆轤痕顕著。
清代。

口縁玉縁状で頸部薄い造り。口唇
に重ね焼きの痕跡。

口縁下部垂れる玉縁状で頸部厚
手の壺。

胴丸く頸部緩やかに立上がり、口
縁丸縁の壺。胴下半部回転痕、上
部叩き成形。

厚手壺の底部。外底面焼成不良。

薄手壺の底部。内外面轆轤痕顕
著。

口唇断面三角の壺。

口唇断面玉縁状の壺。頸～肩に
縦耳貼付。口唇に砂目痕。

頸がない壺。口縁内側尖り、外側
丸い形状。

口縁外側に丸く折れる形状。頸な
く胴へ至る。口唇に薄く目痕残る。

胴部丸く、口縁立上がり口唇断面
やや肥厚させる壺。内外面轆轤痕
顕著。

褐
釉

胴
部壺

褐
釉

口
縁
部

壺

褐
釉

底
部壺

褐
釉

底
部壺

褐
釉

口
縁
部

壺

褐
釉

口
〜
底

壺

褐
釉

口
縁
部

壺

褐
釉

底
部壺

褐
釉

口
縁
部

壺

褐
釉

底
部壺

褐
釉

口
縁
部

壺

褐
釉

口
縁
部

壺

褐
釉

口
〜
胴

壺

褐
釉

底
部壺

褐
釉

底
部壺

褐
釉

口
縁
部

中
壺

褐
釉

口
縁
部

中
壺

褐
釉

口
縁
部

中
壺

褐
釉

口
縁
部

中
壺

褐
釉

口
〜
胴

中
壺

13.6
(12.8)
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第 3章　調査の方法と成果

４　中国産褐釉陶器・無釉陶器（第 6表、第 48～ 52 図、図版 48～ 52）

　総数 8,858 点を数え、中国産陶磁器の中でも最も多く出土している。器種は壺・瓶・鉢が確認されるが、壺が圧倒
的多数を占める。他の中国産陶磁器と同様に全形を窺える資料は少量だが、鉢類が方形石組み遺構からまとまって
出土している点は特筆できる。特徴的な資料を第 48～ 52 図に図示した。以下に器種別の分類概念を記し、個々の
詳細は観察表に譲る。

①壺類（162 ～ 190）
　壺類は、胴の最大径が 40cm以上になると思われる製品をA～ Fの６類に分類し、それ以下のサイズを中壺・小
壺とした。それぞれの特徴は次のとおりである。
　　A 類 ： 最大径を肩部に持つ大型の四耳壺。素地が赤褐色を呈する厚手のもの（162）。
　　B 類 ： 白濁釉を施す薄手のもの（163 ～ 166）。
　　C 類 ： 最大径を胴部上位に持つ大型の多耳壺。胴部に貼付の文様を施す（167）。
　　D 類 ： 最大径を肩部に持つ大型の無耳壺。肩部に焼成時の目跡が巡る（168 ～ 170）。
　　E 類 ： 清代に製作された壺。耳はなく、肩に重ね焼きの目痕が巡る（171 ～ 172）。
　　F 類 ： その他の胴最大径 40cm以上になる大型壺（173 ～ 177）。
　　中壺 ： 胴最大径 40cm以下になる壺。ほとんどが四耳壺になると思われる（178 ～ 189）。
　　小壺 ： 「茶入」と称される薄手の小型壺（190）。

②急須類（197 ～ 198）
　低い壺形で、胴上部に円筒形の持ち手を貼付する急須。口縁に蓋受けを有し、口唇断面は撥状か「T」字状。

③瓶類・袋物（191 ～ 196、199 ～ 201）
　瓶と思われる口縁部が 1点得られている（192）。漏斗状で胎土や釉は壺D類に似る。191 は小壺か小瓶と思わ
れる製品。形状がいびつで底面に糸切痕が明瞭に残る。その他袋物とした 199 ～ 201 は壺や急須になる可能性あ
り。

④鉢類（202 ～ 209）
　数種の鉢類が得られている。202 は内湾する口縁を肥厚させる鉢。203・204 は口縁内側が玉縁状の鉢。205・
206 は口縁丸く内湾する鉢。底部は縁辺が広がる。207 は小型の鉢になると思われる製品。208・209 は口径が
35㎝以上になる大型の鉢。口縁肥厚し内湾させる。内面のみ施釉し、口唇に砂目残る。

⑤無釉陶器（210 ～ 217）
　無釉陶器は植木鉢と茶器類の２種が得られている。植木鉢は口径が 38 ～ 48㎝と大型で、口縁断面が「T」字状、
外縁を波状に成型し、胴上部に貼付けの花文や縄目状の凸帯を巡らせるものがある。胎土は粗く、全体に薄手で内
面に当て具痕残る。211 は外面に薄く泥釉施釉する。
　215 ～ 217 は宜興窯で焼成されたと思われる茶器類。細かい赤褐色土を薄く引き上げ、全体を磨いて仕上げる。

　
　
　

挿図番号
図版番号

第 48図
図版 48

第 49 図
図版 49

―

12.0

13.4

―

―

20.5

16.0

20.0

―

21.9

―

14.4

11.6

―

―

8.6

12.0

11.6

9.4

8.4

グリッド・層口径器高

法量（㎝）
観察事項釉

（色・範囲・貫入）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種
部
位
産
地
分
類

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

A

B

B

B

B

C

D

D

D

E

E

F

F

F

F

F

―

―

―

―

―

褐
釉

口
縁
部

壺

―

―

―

―

―

―

45.0

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

15.6

15.0

―

14.6

―

17.0

―

14.0

―

―

―

18.4

14.4

―

―

―

―

―

胴径

―

―

―

―

―

―

37.3

―

―

―

―

―

―

37.0

―

―

―

―

―

12.2

12.3

褐灰色～灰色で
粗く、石英、白・赤
色粒子多く含む。

黄灰色～黒褐
色で緻密。粗い
石英多く含む。

灰黄褐色で緻
密。石英、灰・赤
色粒子多く含む。

にぶい橙色～灰色
で緻密。石英、黒・
赤色粒子多く含む。

灰色で緻密。石
英多く含む。

にぶい橙色～灰色
で緻密。石英、黒・
赤色粒子多く含む。

にぶい橙色～灰色
で緻密。石英、ガラ
ス質粒子多く含む。

褐灰色で緻密。
石英、ガラス質粒
子多く含む。

にぶい橙色～灰
色で緻密。石英、赤
色粒子多く含む。

明赤褐色で粗く、
黒色粒子、石英
多く含む。

明赤褐色～灰色
で粗く、白・黒色粒
子、石英多く含む。

赤灰色で緻密。
石英、赤・黒・白色
粒子含む。

灰褐色でやや
粗い。石英、黒色
粒子多く含む。

にぶい赤褐色で
粗く、石英、白・赤・
黒色粒子含む。

灰褐色～にぶい赤
褐色で粗く、石英、白・
赤・黒色粒子含む。

灰褐色で緻密。
石英、白・赤・黒色
粒子含む。

灰黄褐色で緻
密。石英含む。

灰黄褐色で緻
密。石英含む。

灰黄褐色で緻
密。石英含む。

灰黄褐色で緻
密。石英含む。

灰黄褐色～黒色
で粗い。石英、赤・
黒色粒子含む。

G-2 
遺構直上

E-8 
造成下層

D-8 撹乱

E-8 造成下層
+

F-7 栗石内
+

F-7 撹乱

D-9 A-9層
+

E-10 A-8層

D-9 撹乱

D-9 A-7層+
D-9 A-9層+
D-9 撹乱+
D-10 A-9層+
F-10 造成層+
G-3 C-9層

F-2 裏込内
+

F-2 撹乱
+
撹乱

G-3 C-9層

D-7 撹乱

D-7･8 撹乱

E-9 B-5層

撹乱

D-9 A-9層+
D-9 撹乱+
D-10 A-6層+
D-10 A-8層

F-10 B-9層

D-10 A-9層

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-10 A-9層

D-10 撹乱

E-10 A-4層

暗赤褐色の釉を外面やや
厚く施釉し、内面隙間多く
薄く塗りつける。

内外面灰黄色釉薄く塗りつ
け、その後外面厚く灰黄色
釉施釉し、口唇釉剥ぎ。

内外面に黄褐色釉塗りつけ、その
上に浅黄色の釉を薄く内面口縁
と外面に施釉し、その後外面に浅
黄色釉厚めに施釉。口唇釉剥ぎ。

内外面に灰黄褐色釉塗りつけ、その上
に浅黄色の釉を薄く内面口縁と外面
に施釉し、その後外面に浅黄色釉厚
めに胴下部まで施釉。外底面無釉。
外面浅黄色が被熱により黒
褐色に変色か。外底面灰赤
色釉薄く塗りつける。内面に
ぶい黄橙色釉施釉。

全面に褐色の泥釉薄く塗り
つけ、その上に口縁内面から
外面にかけてにぶい黄褐色
釉を施釉。口唇釉剥ぎ。

内外面に黒褐色釉施釉し、
外底面薄く塗りつける。

光沢ある暗褐色釉を内外面
施釉。

灰褐色釉を内外面・外底面
に施釉。

暗赤褐色釉を内外面薄く施
釉。

暗赤褐色釉を内面と外面胴
下部まで薄く施釉。

黒褐色釉を口唇上～外面
まで施釉し、内面口縁に薄く
塗りつける。

暗オリーブ色釉を外面口縁
下に施釉し、口縁内面に塗
りつける。

暗オリーブ色釉～灰黄色釉
を外面と内面肩まで施釉。

浅黄色の釉が内外面胴下
部まで滴る。

褐灰色釉を外面腰部まで
施釉し、内面胴下部に滴る。

光沢ある黒褐色釉を外面と
口縁内面に施釉し、口唇軽
く釉剥ぎ。

黒褐色釉を外面と口縁内面
に施釉し、口唇軽く釉剥ぎ。

暗褐色釉を外面と口縁内面
に施釉し、口唇軽く釉剥ぎ。

黒褐色釉を外面と口縁内面
に施釉し、口唇軽く釉剥ぎ。

にぶい黄褐色～黒褐色釉
を外面と口縁内面に施釉。

厚手で肩が広く高い壺。頸はほぼ直
立する。頸部下に小型の縦耳貼付
け。内面当て具痕。外面肩に灰白色
の砂目跡巡る。15～16c。

口縁丸縁でやや外傾する壺の口
縁部。15～16c。

口縁玉縁でやや外傾する壺の口
縁～肩部。肩に小型の縦耳貼付。
15～16c。

薄手壺の底部。底面平坦で胴部
やや立上がり、丸く移行する。外底
面に砂目痕。15～16c。

底面上げ底状の壺底部。胴部立
上がり反り返る。15～16c。

口縁玉縁状でやや内湾する壺。頸
はほぼ直立。15～16c。

薄手で肩が広く高い壺。頸はほぼ直立
し、平口縁で蓋受け浅い。外面叩き痕
と肩に灰白色の砂目跡巡る。底面上げ
底状。蓋径12㎝程度か。15～16c。

薄手で肩が広く高い壺。頸はほぼ直
立し、平口縁で蓋受け浅い。内面当
て具痕。外面肩に灰白色の砂目跡
巡る。蓋径15㎝程度か。15～16c。

底面上げ底状。外底面に胎土目
痕あり。15～16c。

口唇断面三角の壺。肩部に目痕
残る。底部は172か。清代。

171の底部か。内面轆轤痕顕著。
清代。

口縁玉縁状で頸部薄い造り。口唇
に重ね焼きの痕跡。

口縁下部垂れる玉縁状で頸部厚
手の壺。

胴丸く頸部緩やかに立上がり、口
縁丸縁の壺。胴下半部回転痕、上
部叩き成形。

厚手壺の底部。外底面焼成不良。

薄手壺の底部。内外面轆轤痕顕
著。

口唇断面三角の壺。

口唇断面玉縁状の壺。頸～肩に
縦耳貼付。口唇に砂目痕。

頸がない壺。口縁内側尖り、外側
丸い形状。

口縁外側に丸く折れる形状。頸な
く胴へ至る。口唇に薄く目痕残る。

胴部丸く、口縁立上がり口唇断面
やや肥厚させる壺。内外面轆轤痕
顕著。

褐
釉

胴
部壺

褐
釉

口
縁
部

壺

褐
釉

底
部壺

褐
釉

底
部壺

褐
釉

口
縁
部

壺

褐
釉

口
〜
底

壺

褐
釉

口
縁
部

壺

褐
釉

底
部壺

褐
釉

口
縁
部

壺

褐
釉

底
部壺

褐
釉

口
縁
部

壺

褐
釉

口
縁
部

壺

褐
釉

口
〜
胴

壺

褐
釉

底
部壺

褐
釉

底
部壺

褐
釉

口
縁
部

中
壺

褐
釉

口
縁
部

中
壺

褐
釉

口
縁
部

中
壺

褐
釉

口
縁
部

中
壺

褐
釉

口
〜
胴

中
壺

13.6
(12.8)
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第 3章　調査の方法と成果

挿図番号
図版番号

第 51図
図版 51

第 50 図
図版 50

第 52 図
図版 52

―

―

24.2

20.7

―

17.0

―

9.7

35.6

43.6

48.0

38.2

―

―

―

―

グリッド・層口径器高

法量（㎝）
文様等釉

（色・範囲・貫入）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種
部
位
産
地
分
類

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

8.7

―

7.1

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

6.5

5.8

―

14.0

―

11.6

12.6

―

―

―

―

―

―

―

17.0

11.9

胴径

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

灰色で緻密。石
英含む。

にぶい赤褐色で
緻密。石英、赤、
黒、白色粒子含
む。  

灰黄色～灰色
で緻密。石英含
む。  
  

にぶい橙色で緻
密。石英含む。 
  

灰色で緻密。石
英、赤色粒子含
む。  
  

灰色でやや粗
い。石英含む。 
  

にぶい赤褐色で
緻密。石英含む。 
  

灰色で緻密。石
英含む。  
  

灰色で緻密。石
英含む。  
  

にぶい橙褐色で
緻密。石英含む。 
  
にぶい橙褐色～
灰色で緻密。石
英、赤、黒色粒
子含む。  

にぶい橙褐色～
灰色で緻密。石
英含む。  
  

灰色で緻密。石
英含む。  
  

灰色で緻密。石
英含む。  
  

灰色で緻密。石
英含む。  

暗赤褐色で緻
密。  
  

暗赤褐色で緻
密。  
  

暗赤褐色で緻
密。  
 

D-10 A-9層

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-9 A-9層
+

D-10 A-9層

F-10 造成層

D-9・10
造成層
+

E-9 B-2層

D-10 A-7層
+

D-10 撹乱

D-10 A-9層

D-9 A-6層

D-9 A-8層

F-10 造成層

F-10 造成層

撹乱

F-10 造成層

F-10 造成層

撹乱

D-9 撹乱

D-10 撹乱

褐色釉が外面胴下部まで
施釉される。  
 

暗赤灰色釉が外面胴下部
に滴る。   
 

黒褐色釉を内外面施釉。 
  

無釉。   
 

灰色釉を内外面施釉。  
   
   

暗褐色釉を内面と外面胴半
ばまで施釉し口唇釉剥ぎ。 
   

灰褐色釉を外面胴半ばまで
施釉。   
   

黒褐色釉を内外面施釉。 
   

内外面黒褐色釉施釉し、口
唇軽く釉剥ぎ。  
   

内面口縁下から見込にかけ
黒褐色釉施釉。外面に飛
斑。   
   

無釉。   
   

外面に浅黄色の灰釉を薄く
かける。   
   

無釉。   
 

無釉。   
   

無釉。   
   
   

無釉。   
   
  

無釉。   
   

無釉。   
 

袋物の底部。やや上げ底状。内底
面轆轤痕顕著。  
 

中～小型袋物の底部。清代か。 
   

口縁肥厚し内湾する鉢。口唇断面
尖る。   
 

口縁丸縁で内湾する鉢。合わせ口
焼成。   
 

口縁丸縁で内湾する鉢。 
   

口縁丸縁で内湾鉢。底面端部広
がる。合わせ口焼成。  
   

鉢の底部になると思われる。轆轤
痕顕著。   
   

口縁内湾する鉢か壺。平口縁で内
側尖る。 

口縁内湾する鉢。口唇断面外丸く
内側やや尖る。口唇に砂目痕3点。 

口縁内湾する鉢。口唇断面外丸く
内側やや尖る。  
 

口唇断面「T」字状の植木鉢と思
われる製品。口唇外端波状に加
工。17c前半。
  
口唇断面三角で平口縁の植木鉢
と思われる資料。口唇外端波状に
成型。胴上部に型造りの花文貼
付。17c前半。
口唇断面「T」字状の植木鉢と思
われる製品。口唇外端波状に加
工。213.214と同一固体と思われ
る。17c前半。  
植木鉢の胴部と思われる製品。外
面に縄目状突帯巡らせる。　　
212.214と同一固体と思われる。
17c前半。 

植木鉢の底部と思われる製品。
212.213と同一固体と思われる。
17c前半。   

紫泥茶器の蓋。庇浅く袴高い形
状。表面丁寧に磨かれる。宣興窯
産。清代。  

朱泥茶器の注口部。局面緩やか
で先端外へ尖る。表面丁寧に磨
かれる。宣興窯産。清代。 

朱泥茶器の胴下部。表面丁寧に
磨かれる。宣興窯産か。清代か。

褐
釉

底
部

袋
物

推定
（4.6）
内

0.7
( 内 )

5.6
( 外 )

1.1
( 外 )

褐
釉

底
部

袋
物

褐
釉

口
縁
部

鉢

褐
釉

口
〜
底

鉢

褐
釉

口
縁
部

鉢

褐
釉

口
〜
底

鉢

褐
釉

底
部鉢

褐
釉

口
縁
部

鉢

褐
釉

口
縁
部

鉢

褐
釉

口
縁
部

鉢

無
釉

口
縁
部

植
木
鉢

無
釉

口
縁
部

植
木
鉢

無
釉

口
縁
部

植
木
鉢

無
釉

胴
部

植
木
鉢

無
釉

底
部

植
木
鉢

無
釉

胴
部

茶
器

無
釉

注
口

茶
器

無
釉

胴
部

茶
器

第 5節　出土遺物（中国産褐釉・無釉陶器）

第６表　中国産褐釉・無釉陶器観察一覧3

挿図番号
図版番号

第 50図
図版 50

10.4

10.2

8.6

―

―

―

―

―

―

7.2

13.1

12.1

10.4

―

―

グリッド・層口径器高

法量（㎝）
文様等釉

（色・範囲・貫入）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種
部
位
産
地
分
類

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

10.0

11.4

11.8

11.7

3.5

2.0

―

―

―

―

―

―

11.0

胴径

―

―

―

―

―

―

―

―

3.5

―

―

―

―

―

―

―

―

にぶい赤褐色で
緻密。石英、赤、
黒、白色粒子含
む。  
  
灰赤色で緻密。
石英含む。  
  

灰黄褐色で緻
密。石英含む。 
  

灰褐色で緻密。
石英、黒色粒子
含む。  
  
淡黄色で緻密。
石英、赤・黒色粒
子含む。  
  

灰色で緻密。黒・
白色粒子含む。 
  
  
暗灰色で緻密。
赤色粒子、石英
含む。  

灰色で緻密。黒
色粒子含む。 
 

灰黄色で緻密。
赤、白色粒子含
む。  
 
灰黄色で緻密。
石英、白色粒子
含む。  

にぶい赤褐色～
灰色で緻密。石
英、赤、黒、色粒
子含む。  

灰色でやや粗
い。石英含む。 
  

にぶい赤褐色で
緻密。石英含む。 
  
  

にぶい赤褐色で
緻密。石英含む。 
  

灰色でやや粗
い。石英含む。 
  

灰色で緻密。石
英含む。  
  

灰色で粗く、窯
割れあり。石英
含む。  

撹乱

D-10 撹乱

G-3 C-9層

撹乱

D-10 A-9層

D-9 A-8層

D-9 A-9層

撹乱

撹乱

D-8・9 A-6層

D-10 A-9層

D-10 A-7層

D-10 撹乱

E-10 B-2層

D-9 A-4層

D-10 A-9層

E-9 B-2層

マットな褐灰色釉を外面に
施釉、内面に塗りつけ、口唇
釉剥ぎ。   
   
   
暗褐色釉を内外面施釉。 
   
   
   光沢ある黒褐色釉を外面と
口縁内面に施釉し、口唇軽
く釉剥ぎ。   
   

マットな暗褐色釉を外面胴
下部まで施釉。  
   

にぶい黄褐色釉を内面と外
面胴下部まで施湯。  
   
   
外面浅黄色、内面黒斑多い
黄褐色釉施釉。  
   
   

無釉。   

内面に黒釉厚く施釉。被熱
か。   

マットな黄灰色釉を外面胴
下部まで施釉。  
   
 

黒褐色釉を内外面に施釉。 

黒褐色釉を外面胴部に施
釉。   
   

黒褐色釉を外面と内面口縁
に施釉し口唇釉剥ぎ。  
   

黒褐色釉を内外面に施釉し
口唇釉剥ぎ。  
   
   

外面灰褐色、内面黒褐色釉
を施釉。   
   

黒褐色釉を内外面に施釉。 
   

黒褐色釉を外面に施釉。 

無釉。   
   

胴丸く頸直立し、口唇やや玉縁状
の壺。清代か。  
   
   
肩広く頸短い口縁外へ折れる形
状の薄手壺。  
   
   
   
口唇断面玉縁状の壺。  
   
  

内外面轆轤痕顕著。1999年調査
資料と接合。  
   
 
だいぶ上げ底状で、胴部やや直に
立上がる形状。内外面轆轤痕顕
著。   
 

底面へ痛んで薄く、胴部やや直に
立上がる形状の壺。  
   

やや上げ底の薄手壺。胴部は開き
気味。   

茶入れか。底部碁笥底状で同心
円状の沈線刻む。  
   
   
小壺の底部。円盤状の底部から
胴部へ開く。内面轆轤痕顕著。外
底部糸切痕。明代。  

漏斗状口縁の瓶。口唇断面外側
がやや尖る。頸短く胴張る形状
か。明代。   

口縁直に立上がり、口唇断面「T」
字状、蓋受け断面上部尖る。急須
か。   
 
口縁直に立上がり、口唇断面「T」
字状、蓋受け断面上部尖る。急須
か。   
 

口縁直に立上がり、口唇断面弱い
「T」字状、蓋受け断面尖る。急須
か。   
 
口縁直に立上がり、口唇断面逆「L」
字状、蓋受け断面上部尖る。外面に
注口か持ち手になると思われる隆
起あり。内面轆轤痕顕著。急須か。 

口縁直に立上がり、口唇断面逆
「L」字状、蓋受け断面上部尖る。
外面に円筒形の持ち手貼付。口唇
に砂目。   
口縁失われるが、直に立上がる形
状か。蓋受け断面上部尖る。外面
に円筒形で端部広がる持ち手貼
付。   

袋物の底部。やや上げ底状。 
 

褐
釉

口
縁
部

中
壺

5.4
( 内 )
推定
5.6

2.05
( 外 )

1.35
( 内 )

褐
釉

口
縁
部

中
壺

褐
釉

口
縁
部

中
壺

褐
釉

底
部

中
壺

褐
釉

底
部

中
壺

褐
釉

底
部

中
壺

褐
釉

底
部

中
壺

褐
釉

底
部

小
壺

褐
釉

底
部

小
壺
か
小
瓶

褐
釉

口
縁
部

瓶

褐
釉

口
縁
部

壺
か
急
須

褐
釉

口
縁
部

壺
か
急
須

褐
釉

口
縁
部

壺
か
急
須

褐
釉

口
縁
部

壺
か
急
須

褐
釉

胴
部

急
須

褐
釉

持
ち
手

急
須

褐
釉

底
部

袋
物
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第 3章　調査の方法と成果

挿図番号
図版番号

第 51図
図版 51

第 50 図
図版 50

第 52 図
図版 52

―

―

24.2

20.7

―

17.0

―

9.7

35.6

43.6

48.0

38.2

―

―

―

―

グリッド・層口径器高

法量（㎝）
文様等釉

（色・範囲・貫入）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種
部
位
産
地
分
類

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

8.7

―

7.1

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

6.5

5.8

―

14.0

―

11.6

12.6

―

―

―

―

―

―

―

17.0

11.9

胴径

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

灰色で緻密。石
英含む。

にぶい赤褐色で
緻密。石英、赤、
黒、白色粒子含
む。  

灰黄色～灰色
で緻密。石英含
む。  
  

にぶい橙色で緻
密。石英含む。 
  

灰色で緻密。石
英、赤色粒子含
む。  
  

灰色でやや粗
い。石英含む。 
  

にぶい赤褐色で
緻密。石英含む。 
  

灰色で緻密。石
英含む。  
  

灰色で緻密。石
英含む。  
  

にぶい橙褐色で
緻密。石英含む。 
  
にぶい橙褐色～
灰色で緻密。石
英、赤、黒色粒
子含む。  

にぶい橙褐色～
灰色で緻密。石
英含む。  
  

灰色で緻密。石
英含む。  
  

灰色で緻密。石
英含む。  
  

灰色で緻密。石
英含む。  

暗赤褐色で緻
密。  
  

暗赤褐色で緻
密。  
  

暗赤褐色で緻
密。  
 

D-10 A-9層

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-9 A-9層
+

D-10 A-9層

F-10 造成層

D-9・10
造成層
+

E-9 B-2層

D-10 A-7層
+

D-10 撹乱

D-10 A-9層

D-9 A-6層

D-9 A-8層

F-10 造成層

F-10 造成層

撹乱

F-10 造成層

F-10 造成層

撹乱

D-9 撹乱

D-10 撹乱

褐色釉が外面胴下部まで
施釉される。  
 

暗赤灰色釉が外面胴下部
に滴る。   
 

黒褐色釉を内外面施釉。 
  

無釉。   
 

灰色釉を内外面施釉。  
   
   

暗褐色釉を内面と外面胴半
ばまで施釉し口唇釉剥ぎ。 
   

灰褐色釉を外面胴半ばまで
施釉。   
   

黒褐色釉を内外面施釉。 
   

内外面黒褐色釉施釉し、口
唇軽く釉剥ぎ。  
   

内面口縁下から見込にかけ
黒褐色釉施釉。外面に飛
斑。   
   

無釉。   
   

外面に浅黄色の灰釉を薄く
かける。   
   

無釉。   
 

無釉。   
   

無釉。   
   
   

無釉。   
   
  

無釉。   
   

無釉。   
 

袋物の底部。やや上げ底状。内底
面轆轤痕顕著。  
 

中～小型袋物の底部。清代か。 
   

口縁肥厚し内湾する鉢。口唇断面
尖る。   
 

口縁丸縁で内湾する鉢。合わせ口
焼成。   
 

口縁丸縁で内湾する鉢。 
   

口縁丸縁で内湾鉢。底面端部広
がる。合わせ口焼成。  
   

鉢の底部になると思われる。轆轤
痕顕著。   
   

口縁内湾する鉢か壺。平口縁で内
側尖る。 

口縁内湾する鉢。口唇断面外丸く
内側やや尖る。口唇に砂目痕3点。 

口縁内湾する鉢。口唇断面外丸く
内側やや尖る。  
 

口唇断面「T」字状の植木鉢と思
われる製品。口唇外端波状に加
工。17c前半。
  
口唇断面三角で平口縁の植木鉢
と思われる資料。口唇外端波状に
成型。胴上部に型造りの花文貼
付。17c前半。
口唇断面「T」字状の植木鉢と思
われる製品。口唇外端波状に加
工。213.214と同一固体と思われ
る。17c前半。  
植木鉢の胴部と思われる製品。外
面に縄目状突帯巡らせる。　　
212.214と同一固体と思われる。
17c前半。 

植木鉢の底部と思われる製品。
212.213と同一固体と思われる。
17c前半。   

紫泥茶器の蓋。庇浅く袴高い形
状。表面丁寧に磨かれる。宣興窯
産。清代。  

朱泥茶器の注口部。局面緩やか
で先端外へ尖る。表面丁寧に磨
かれる。宣興窯産。清代。 

朱泥茶器の胴下部。表面丁寧に
磨かれる。宣興窯産か。清代か。

褐
釉

底
部

袋
物

推定
（4.6）
内

0.7
( 内 )

5.6
( 外 )

1.1
( 外 )

褐
釉

底
部

袋
物

褐
釉

口
縁
部

鉢

褐
釉

口
〜
底

鉢

褐
釉

口
縁
部

鉢

褐
釉

口
〜
底

鉢

褐
釉

底
部鉢

褐
釉

口
縁
部

鉢

褐
釉

口
縁
部

鉢

褐
釉

口
縁
部

鉢

無
釉

口
縁
部

植
木
鉢

無
釉

口
縁
部

植
木
鉢

無
釉

口
縁
部

植
木
鉢

無
釉

胴
部

植
木
鉢

無
釉

底
部

植
木
鉢

無
釉

胴
部

茶
器

無
釉

注
口

茶
器

無
釉

胴
部

茶
器
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第６表　中国産褐釉・無釉陶器観察一覧3

挿図番号
図版番号

第 50図
図版 50

10.4

10.2

8.6

―

―

―

―

―

―

7.2

13.1

12.1

10.4

―

―

グリッド・層口径器高

法量（㎝）
文様等釉

（色・範囲・貫入）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種
部
位
産
地
分
類

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

10.0

11.4

11.8

11.7

3.5

2.0

―

―

―

―

―

―

11.0

胴径

―

―

―

―

―

―

―

―

3.5

―

―

―

―

―

―

―

―

にぶい赤褐色で
緻密。石英、赤、
黒、白色粒子含
む。  
  
灰赤色で緻密。
石英含む。  
  

灰黄褐色で緻
密。石英含む。 
  

灰褐色で緻密。
石英、黒色粒子
含む。  
  
淡黄色で緻密。
石英、赤・黒色粒
子含む。  
  

灰色で緻密。黒・
白色粒子含む。 
  
  
暗灰色で緻密。
赤色粒子、石英
含む。  

灰色で緻密。黒
色粒子含む。 
 

灰黄色で緻密。
赤、白色粒子含
む。  
 
灰黄色で緻密。
石英、白色粒子
含む。  

にぶい赤褐色～
灰色で緻密。石
英、赤、黒、色粒
子含む。  

灰色でやや粗
い。石英含む。 
  

にぶい赤褐色で
緻密。石英含む。 
  
  

にぶい赤褐色で
緻密。石英含む。 
  

灰色でやや粗
い。石英含む。 
  

灰色で緻密。石
英含む。  
  

灰色で粗く、窯
割れあり。石英
含む。  

撹乱

D-10 撹乱

G-3 C-9層

撹乱

D-10 A-9層

D-9 A-8層

D-9 A-9層

撹乱

撹乱

D-8・9 A-6層

D-10 A-9層

D-10 A-7層

D-10 撹乱

E-10 B-2層

D-9 A-4層

D-10 A-9層

E-9 B-2層

マットな褐灰色釉を外面に
施釉、内面に塗りつけ、口唇
釉剥ぎ。   
   
   
暗褐色釉を内外面施釉。 
   
   
   光沢ある黒褐色釉を外面と
口縁内面に施釉し、口唇軽
く釉剥ぎ。   
   

マットな暗褐色釉を外面胴
下部まで施釉。  
   

にぶい黄褐色釉を内面と外
面胴下部まで施湯。  
   
   
外面浅黄色、内面黒斑多い
黄褐色釉施釉。  
   
   

無釉。   

内面に黒釉厚く施釉。被熱
か。   

マットな黄灰色釉を外面胴
下部まで施釉。  
   
 

黒褐色釉を内外面に施釉。 

黒褐色釉を外面胴部に施
釉。   
   

黒褐色釉を外面と内面口縁
に施釉し口唇釉剥ぎ。  
   

黒褐色釉を内外面に施釉し
口唇釉剥ぎ。  
   
   

外面灰褐色、内面黒褐色釉
を施釉。   
   

黒褐色釉を内外面に施釉。 
   

黒褐色釉を外面に施釉。 

無釉。   
   

胴丸く頸直立し、口唇やや玉縁状
の壺。清代か。  
   
   
肩広く頸短い口縁外へ折れる形
状の薄手壺。  
   
   
   
口唇断面玉縁状の壺。  
   
  

内外面轆轤痕顕著。1999年調査
資料と接合。  
   
 
だいぶ上げ底状で、胴部やや直に
立上がる形状。内外面轆轤痕顕
著。   
 

底面へ痛んで薄く、胴部やや直に
立上がる形状の壺。  
   

やや上げ底の薄手壺。胴部は開き
気味。   

茶入れか。底部碁笥底状で同心
円状の沈線刻む。  
   
   
小壺の底部。円盤状の底部から
胴部へ開く。内面轆轤痕顕著。外
底部糸切痕。明代。  

漏斗状口縁の瓶。口唇断面外側
がやや尖る。頸短く胴張る形状
か。明代。   

口縁直に立上がり、口唇断面「T」
字状、蓋受け断面上部尖る。急須
か。   
 
口縁直に立上がり、口唇断面「T」
字状、蓋受け断面上部尖る。急須
か。   
 

口縁直に立上がり、口唇断面弱い
「T」字状、蓋受け断面尖る。急須
か。   
 
口縁直に立上がり、口唇断面逆「L」
字状、蓋受け断面上部尖る。外面に
注口か持ち手になると思われる隆
起あり。内面轆轤痕顕著。急須か。 

口縁直に立上がり、口唇断面逆
「L」字状、蓋受け断面上部尖る。
外面に円筒形の持ち手貼付。口唇
に砂目。   
口縁失われるが、直に立上がる形
状か。蓋受け断面上部尖る。外面
に円筒形で端部広がる持ち手貼
付。   

袋物の底部。やや上げ底状。 
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縁
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第６表　中国産褐釉・無釉陶器観察一覧2
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果

５　その他の中国産陶磁器・土器（第 7表、第 53～ 55 図、図版 53～ 55）

　その他の中国産陶磁器として、色絵・瑠璃釉・褐釉磁器・黒釉陶器・施釉陶器・土器・彩釉陶器をまとめた。以下に種
類別に概観し、詳細は観察表に記す。

①色絵（218 ～ 227）
　色絵は景徳鎮窯産で、16世紀代の製品と 18世紀代の製品に大別できる。前者の出土器種は碗・皿・鉢・杯・小杯
で、絵付けは赤の色調を主体とし、その他緑や黄色を用い、花文や花唐草文等を施文する。後者の清代の製品は、全
体を赤で塗りつぶし、白抜きで文様を表す 218 の碗と、227 は黒の細描により輪郭線引き、緑、黄緑、茶色、金泥で
色付け、庇端部金泥巡らす碗の蓋。

②瑠璃釉（228 ～ 233）
　瑠璃釉は景徳鎮窯産で、15・16 世紀と 16～ 17 世紀前半の碗・瓶・蓋が得られている。碗は年代により成形や施
釉方法などで違いがみられる。

③褐釉磁器（234 ～ 237）
　褐釉磁器は景徳鎮窯と徳化窯産とがあり、碗・小碗・皿が得られている。236 は褐地餅花手の口縁外反する碗で、
年代は 1590 ～ 1630 年代。

④黒釉陶器（238 ～ 241）
　黒釉陶器は天目と称される鼈口の碗が出土している。238 ～ 240 は通常の形態を呈するが、241 はくびれが
強く口唇が内湾するタイプ。

⑤施釉陶器（242 ～ 243）
　中国産の施釉陶器として、鍋の蓋と灰釉の小壺が得られている。243 は鍋の蓋で、袴のない笠形蓋の頂部に紐状
の撮みが３本張付けられる。

⑥土器（244 ～ 245）
　円盤状の蓋で、撮みや袴を持たない。軟質で胎土は絞胎状。中国産褐釉陶器の壺D類に対応すると考えられる。

⑦彩釉陶器（246 ～ 258）
　低火度焼成の彩釉陶の一群で、華南三彩・青釉・藍釉・法花が得られている。これらは胎土が磁器質のものと陶器
質のものが存在する。
　華南三彩は、小皿・瓶・香炉・水注が得られている。白化粧後に緑釉を施釉する製品が多い中、246 は白化粧を施
さず緑釉を施釉しており、胎土が透ける。250 は轆轤成形の牡丹文水注で、把手破損面に施釉される特異な製品。
251 は型成形の瓜形水注に付けられた手捏ね成形によるリス形の把手と思われる。
青釉・翡翠釉は皿・壺が得られている。磁胎で皿は轆轤成型、壺は型押し成型。
　藍釉の合子蓋が得られている。直径 19.4㎝と大振りで磁胎。上面に型造りの鳳凰と彩雲文貼り付け、線刻で羽根
や顔描き藍釉施す。
　法花は壺が２種得られている。256 は中型の壺で藍釉が主体の製品。257・258 は同一個体の大型壺。緑地に波
濤や岩・雲を陽刻で施文・彩色する。緑釉上に変色した付着物が残るため、別色の釉を施し二度焼きした可能性あ
り。

挿図番号
図版番号

第 53図
図版 53

第 54 図
図版 54

―

―

15.0

14.6

―

―

6.8

7.0

14.6

11.0

12.6

12.4

―

―

8.0

―

グリッド・層口径器高

法量（㎝）
文様構成 観察事項釉

（色・範囲・）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
種
別
器
種
器
形
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220

221

222

223

224
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233
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―
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―
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3.3
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5.5

―

8.1

6.0
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白色で堅緻。 

白色で堅緻。 
  
 

白色で堅緻。
間隙あり。  

 

白色で堅緻。 
  

白色で堅緻。 
  
 

白色で堅緻。 
  
 

白色で堅緻。 
  
 

白色で堅緻。
  

白色で堅緻。 
  
  
 
白色で堅緻。
  
  

白色で堅緻。

白色で堅緻。
  

白色で堅緻。

白色で堅緻。 
 

白色で堅緻。 
  
 

白色で堅緻。 
 

高台断面丸く造
り丁寧な碗。18c
後半。 

高台断面三角の
碗底部。16c 前
半～中葉。  
  

16c前半～中葉。 
  

口縁外反する皿。口
唇断面丸く、高台断
面三角で砂目付着。
16c前半～中葉。

口縁外反する皿。
口唇断面丸い。
16c前半～中葉。 

厚手の鉢。高台
断面丸く砂目付
着。16c 前半～
中葉。

底部から口縁ま
で直に開く形状
の杯。16c。 
 
底部から口縁ま
で直に開く形状
の杯。16c。 
 

庇、袴浅い蓋。
17c～18c。 

薄手の碗の蓋
か。造り丁 寧。
18c。  

直口の瑠璃釉
碗。高台内湾し
断面尖る。15c
末～16c。

端反り口縁の瑠
璃釉碗。16c～
17c前半。  

高台内丸く成形。
畳付断面丸い。
15c末～16c。

高台内湾し断面
尖る。15c 末～
16c。 

玉壺春形の瓶。
口唇断面丸く、内
面肩部に胴接ぎ
痕。15c末～16c。   
酒会壺の蓋か。
上面笠状、袴端
部 丸い。15c～
16c。  
 

D-9 
撹乱

D-10 
A-9層

D-9 
A-7層
+
D-9 
A-9層

D-10 
A-9層

D-9 
A-7層

F-9 
B-18層

D-10
 A-9層

D-10 
A-9層

D-10 
A-9層

D-9 
撹乱

D-9 
A-6層
+
D-10 
A-7層

F-9 
造成層

F-10 
造成層

D-10
A-9層

D-10
A-9層

撹乱

内外面灰白色の透明
釉施釉し、畳付釉剥
ぎ。

内外面灰白色の透明
釉やや厚く施釉し、畳
付釉剥ぎ。 

内外面白濁する灰白
色釉施釉し、畳付釉
剥ぎ。   

内外面灰白色の透明
釉やや厚く施釉し、畳
付釉剥ぎ。   

内外面白濁する灰白
色釉施釉。  
   

内外面灰白色の透明
釉やや厚く施釉し、畳
付釉剥ぎ。   

全面灰白色の釉厚く
施釉し、畳付釉剥ぎ、
見込蛇目釉剥ぎ。

内外面灰白色の釉施
釉。
 

青灰白色の透明釉を
内外面にかけ、庇下部
釉剥ぎ。   
 

内外面白色の透明釉
施釉。 

外面瑠璃色釉厚く高
台脇まで、高台裏灰白
色釉施し畳付釉剥ぎ。
内面青灰白色釉施釉。

外面瑠璃色釉、内面
青灰白色釉施釉。 

外面瑠璃色釉厚く高
台脇まで、高台裏灰白
色釉施し畳付釉剥ぎ。
内面青灰白色釉施釉。

外面瑠璃色釉厚く高
台脇まで、高台裏青白
色釉施し畳付釉剥ぎ。
内面青灰白色釉施釉。

外面瑠璃色釉厚く口
縁内面～外面まで施
釉し、内面青灰白色釉
施釉。 

外面瑠璃色釉厚く施
釉し、内面及び袴外面
灰青灰色釉施釉。  
 

上絵付けにより外面赤
地に白抜きで丸文ほか
不明文様。高台裏に呉
須による方形銘。 

赤の上絵付けにより、
内面見込に花唐草文。
外面高台脇・高台裏に
赤の二重圏線巡る。  

上絵付けにより、内面見込・
外面胴に赤・黄・緑で花唐
草文。高台裏に赤の圏線巡
らせ中央に呉須で「鳳」銘。

上絵付けにより、赤で
輪郭、黄・緑で色挿し内
面見込・外面胴に花唐
草文。   
  
赤・緑の上絵付けによ
り、口縁内外圏線巡ら
せ、外面胴に花文。  

赤・黄・緑の上絵付けに
より、内面見込・内外面
胴に花唐草文。  

赤・黄・緑の上絵付けに
より、見込に花文。外面
胴に蓮唐草文。  
   

赤・緑の上絵付けによ
り、外面胴に花唐草文。 
 

外面赤の上絵付けによ
り不明文様。 

外面黒の輪郭線で緻
密に植物と虫描き、緑、
黄緑、茶色、金泥で色付
け、庇端部金泥巡らす。 

無文。   
   
   

無文。   
   

無文。   
 

無文。 
   

無文。   
   
  

無文。 

色
絵 ̶

部
位

底
部

産
地

景
徳
鎮

碗

色
絵 ̶底部

景
徳
鎮

碗
か

色
絵

外
反
口
〜
底

景
徳
鎮

皿

色
絵

外
反
口
〜
底

景
徳
鎮

皿

色
絵

外
反
口
縁
部

景
徳
鎮

皿

色
絵 ̶底部

景
徳
鎮

鉢

色
絵

端
反
り

口
〜
底

景
徳
鎮

杯

色
絵

端
反
り

口
縁
部

景
徳
鎮

小
杯

色
絵 ̶

庇
〜
袴

景
徳
鎮

蓋

色
絵 ̶

口
縁
部

景
徳
鎮

碗
の
蓋

瑠
璃
釉

直
口
口
〜
底

景
徳
鎮

碗

瑠
璃
釉

端
反
り

口
縁
部

景
徳
鎮

碗

瑠
璃
釉

̶底部
景
徳
鎮

碗

瑠
璃
釉

̶底部
景
徳
鎮

碗

瑠
璃
釉

玉
壺
春
形

口
〜
胴

景
徳
鎮

瓶

瑠
璃
釉

酒
会
壺

胴
〜
袴

景
徳
鎮

蓋
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第 3章　調査の方法と成果

５　その他の中国産陶磁器・土器（第 7表、第 53～ 55 図、図版 53～ 55）

　その他の中国産陶磁器として、色絵・瑠璃釉・褐釉磁器・黒釉陶器・施釉陶器・土器・彩釉陶器をまとめた。以下に種
類別に概観し、詳細は観察表に記す。

①色絵（218 ～ 227）
　色絵は景徳鎮窯産で、16世紀代の製品と 18世紀代の製品に大別できる。前者の出土器種は碗・皿・鉢・杯・小杯
で、絵付けは赤の色調を主体とし、その他緑や黄色を用い、花文や花唐草文等を施文する。後者の清代の製品は、全
体を赤で塗りつぶし、白抜きで文様を表す 218 の碗と、227 は黒の細描により輪郭線引き、緑、黄緑、茶色、金泥で
色付け、庇端部金泥巡らす碗の蓋。

②瑠璃釉（228 ～ 233）
　瑠璃釉は景徳鎮窯産で、15・16 世紀と 16～ 17 世紀前半の碗・瓶・蓋が得られている。碗は年代により成形や施
釉方法などで違いがみられる。

③褐釉磁器（234 ～ 237）
　褐釉磁器は景徳鎮窯と徳化窯産とがあり、碗・小碗・皿が得られている。236 は褐地餅花手の口縁外反する碗で、
年代は 1590 ～ 1630 年代。

④黒釉陶器（238 ～ 241）
　黒釉陶器は天目と称される鼈口の碗が出土している。238 ～ 240 は通常の形態を呈するが、241 はくびれが
強く口唇が内湾するタイプ。

⑤施釉陶器（242 ～ 243）
　中国産の施釉陶器として、鍋の蓋と灰釉の小壺が得られている。243 は鍋の蓋で、袴のない笠形蓋の頂部に紐状
の撮みが３本張付けられる。

⑥土器（244 ～ 245）
　円盤状の蓋で、撮みや袴を持たない。軟質で胎土は絞胎状。中国産褐釉陶器の壺D類に対応すると考えられる。

⑦彩釉陶器（246 ～ 258）
　低火度焼成の彩釉陶の一群で、華南三彩・青釉・藍釉・法花が得られている。これらは胎土が磁器質のものと陶器
質のものが存在する。
　華南三彩は、小皿・瓶・香炉・水注が得られている。白化粧後に緑釉を施釉する製品が多い中、246 は白化粧を施
さず緑釉を施釉しており、胎土が透ける。250 は轆轤成形の牡丹文水注で、把手破損面に施釉される特異な製品。
251 は型成形の瓜形水注に付けられた手捏ね成形によるリス形の把手と思われる。
青釉・翡翠釉は皿・壺が得られている。磁胎で皿は轆轤成型、壺は型押し成型。
　藍釉の合子蓋が得られている。直径 19.4㎝と大振りで磁胎。上面に型造りの鳳凰と彩雲文貼り付け、線刻で羽根
や顔描き藍釉施す。
　法花は壺が２種得られている。256 は中型の壺で藍釉が主体の製品。257・258 は同一個体の大型壺。緑地に波
濤や岩・雲を陽刻で施文・彩色する。緑釉上に変色した付着物が残るため、別色の釉を施し二度焼きした可能性あ
り。

挿図番号
図版番号

第 53図
図版 53

第 54 図
図版 54

―

―

15.0

14.6

―

―

6.8

7.0

14.6

11.0

12.6

12.4

―

―

8.0

―

グリッド・層口径器高

法量（㎝）
文様構成 観察事項釉

（色・範囲・）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
種
別
器
種
器
形

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

―

―

3.4

3.1

―

―

3.95

―

―

―

6.25

―

―

―

―

―

3.7

4.4

7.6

7.8

―

8.8

3.3

―

―

―

5.5

―

8.1

6.0

―

―

白色で堅緻。 

白色で堅緻。 
  
 

白色で堅緻。
間隙あり。  

 

白色で堅緻。 
  

白色で堅緻。 
  
 

白色で堅緻。 
  
 

白色で堅緻。 
  
 

白色で堅緻。
  

白色で堅緻。 
  
  
 
白色で堅緻。
  
  

白色で堅緻。

白色で堅緻。
  

白色で堅緻。

白色で堅緻。 
 

白色で堅緻。 
  
 

白色で堅緻。 
 

高台断面丸く造
り丁寧な碗。18c
後半。 

高台断面三角の
碗底部。16c 前
半～中葉。  
  

16c前半～中葉。 
  

口縁外反する皿。口
唇断面丸く、高台断
面三角で砂目付着。
16c前半～中葉。

口縁外反する皿。
口唇断面丸い。
16c前半～中葉。 

厚手の鉢。高台
断面丸く砂目付
着。16c 前半～
中葉。

底部から口縁ま
で直に開く形状
の杯。16c。 
 
底部から口縁ま
で直に開く形状
の杯。16c。 
 

庇、袴浅い蓋。
17c～18c。 

薄手の碗の蓋
か。造り丁 寧。
18c。  

直口の瑠璃釉
碗。高台内湾し
断面尖る。15c
末～16c。

端反り口縁の瑠
璃釉碗。16c～
17c前半。  

高台内丸く成形。
畳付断面丸い。
15c末～16c。

高台内湾し断面
尖る。15c 末～
16c。 

玉壺春形の瓶。
口唇断面丸く、内
面肩部に胴接ぎ
痕。15c末～16c。   
酒会壺の蓋か。
上面笠状、袴端
部 丸い。15c～
16c。  
 

D-9 
撹乱

D-10 
A-9層

D-9 
A-7層
+
D-9 
A-9層

D-10 
A-9層

D-9 
A-7層

F-9 
B-18層

D-10
 A-9層

D-10 
A-9層

D-10 
A-9層

D-9 
撹乱

D-9 
A-6層
+
D-10 
A-7層

F-9 
造成層

F-10 
造成層

D-10
A-9層

D-10
A-9層

撹乱

内外面灰白色の透明
釉施釉し、畳付釉剥
ぎ。

内外面灰白色の透明
釉やや厚く施釉し、畳
付釉剥ぎ。 

内外面白濁する灰白
色釉施釉し、畳付釉
剥ぎ。   

内外面灰白色の透明
釉やや厚く施釉し、畳
付釉剥ぎ。   

内外面白濁する灰白
色釉施釉。  
   

内外面灰白色の透明
釉やや厚く施釉し、畳
付釉剥ぎ。   

全面灰白色の釉厚く
施釉し、畳付釉剥ぎ、
見込蛇目釉剥ぎ。

内外面灰白色の釉施
釉。
 

青灰白色の透明釉を
内外面にかけ、庇下部
釉剥ぎ。   
 

内外面白色の透明釉
施釉。 

外面瑠璃色釉厚く高
台脇まで、高台裏灰白
色釉施し畳付釉剥ぎ。
内面青灰白色釉施釉。

外面瑠璃色釉、内面
青灰白色釉施釉。 

外面瑠璃色釉厚く高
台脇まで、高台裏灰白
色釉施し畳付釉剥ぎ。
内面青灰白色釉施釉。

外面瑠璃色釉厚く高
台脇まで、高台裏青白
色釉施し畳付釉剥ぎ。
内面青灰白色釉施釉。

外面瑠璃色釉厚く口
縁内面～外面まで施
釉し、内面青灰白色釉
施釉。 

外面瑠璃色釉厚く施
釉し、内面及び袴外面
灰青灰色釉施釉。  
 

上絵付けにより外面赤
地に白抜きで丸文ほか
不明文様。高台裏に呉
須による方形銘。 

赤の上絵付けにより、
内面見込に花唐草文。
外面高台脇・高台裏に
赤の二重圏線巡る。  

上絵付けにより、内面見込・
外面胴に赤・黄・緑で花唐
草文。高台裏に赤の圏線巡
らせ中央に呉須で「鳳」銘。

上絵付けにより、赤で
輪郭、黄・緑で色挿し内
面見込・外面胴に花唐
草文。   
  
赤・緑の上絵付けによ
り、口縁内外圏線巡ら
せ、外面胴に花文。  

赤・黄・緑の上絵付けに
より、内面見込・内外面
胴に花唐草文。  

赤・黄・緑の上絵付けに
より、見込に花文。外面
胴に蓮唐草文。  
   

赤・緑の上絵付けによ
り、外面胴に花唐草文。 
 

外面赤の上絵付けによ
り不明文様。 

外面黒の輪郭線で緻
密に植物と虫描き、緑、
黄緑、茶色、金泥で色付
け、庇端部金泥巡らす。 

無文。   
   
   

無文。   
   

無文。   
 

無文。 
   

無文。   
   
  

無文。 

色
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底
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碗
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釉
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口
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部

景
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鎮

碗

瑠
璃
釉

̶底部
景
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鎮

碗

瑠
璃
釉

̶底部
景
徳
鎮

碗

瑠
璃
釉

玉
壺
春
形

口
〜
胴

景
徳
鎮

瓶

瑠
璃
釉

酒
会
壺

胴
〜
袴

景
徳
鎮

蓋

第 5節　出土遺物（その他の中国産陶磁器・土器）

第７表　その他の中国産陶磁器・土器観察一覧1 

129128



第 3章　調査の方法と成果

挿図番号
図版番号

第 55図
図版 55

グリッド・層口径器高

法量（㎝）
文様構成 観察事項釉

（色・範囲・）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
種
別
器
種
器
形

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

8.6

7.0

6.5

3.9

―

―

10.6

5.2

―

―

―

―

―

―

―

―

12.6

―

―

―

―

―

陶胎。灰黄
白色で緻密。
黒色粒子わ
ずかに含む。 
  

陶胎。灰色
で緻密。気
泡やや多い。 
  
  
陶胎。灰色
で緻密。間
隙やや多い。 
  
  

陶胎。暗灰
色で緻密。  
  
  

陶胎。淡黄
色で緻密。  
  
  

陶胎。灰色
で緻密。  
  
 

磁胎。灰白
色で緻密。 
  
 

陶胎。黄白
色で緻密。  

磁胎。灰白
色で堅緻。  
  
  

磁胎。灰白
色で堅緻。  
  

磁胎。灰白
色で堅緻。  

磁胎。灰白
色で堅緻。  

磁胎。灰白
色で堅緻。  

型造りの小皿
か。薄手で口唇
断面尖る。16c。 
  

玉壺春形の瓶
か。口唇断面外
側がやや尖る。
16c。  
  
玉壺春形の瓶
か。口唇断面外
側がやや尖る。
16c。  
  
小型の香炉か。
口唇若干肥厚さ
せ、上面平坦に
仕上げる。16c。 
  
轆轤成形の水注。
口縁蓋受けあり。胴
に持ち手の基部残
るが、破損面に緑
釉がかかるため、施
釉前に破損してい
たか。15c～16c。 
  
左右型造りで接
合する瓜形水注。
リス形の把手下に
縦位に接合境界
あり。16c。  
 円盤状の底部上
に胴部貼付け、側
面を縦縞状に削
る。底部中央に水
抜きの孔をしたか
ら丁寧に穿孔。 
  

轆轤成形の口縁
外反する薄手
皿。16c。  
  

轆轤+形押し成
形の小壺。16c。 
  
  

轆轤成形の合子
蓋 。袴 浅 い 。
16c。  

壺の胴下部、底
面との境でやや
くびれる。底面接
合面から剥離。
16c。  
器厚最大22㎜の
厚手・大型壺の胴
下部。底面接合面
から剥離。258と同
一固体か。16c。 

厚手・大型壺の
胴下部。底面接
合面から剥離。
257と同一固体
か。16c。  

D-10
A-9層

F-7
撹乱

F-9
B-16層

D-10
A-7層

D-9
A-8層
+
D-10
A-7層

D-10
A-9層 

D-10
A-5層

D-9
A-9層

D-9
A-8層

D-10
A-9層

E-10
A-6層

D-9
A-9層

E-9
A-6層

緑色釉を内外面施
釉。表面銀化。  
   
   

白化粧上に緑釉を内
外面に施釉。  
 
   
 
緑色釉を内外面施
釉。表面銀化。  
   
  
白化粧を口縁内側～
外面に施し、その上に
内外面緑釉施釉。表
面銀化。   
   
白化粧を口縁内側～
外面に施し、その上に
外面緑釉施釉、黄色釉
で絵付け。表面銀化。  
   
 
黄釉と緑釉を縦縞状
に交互に施釉か。  
  
 

外側面に紫釉、内面
端部に緑釉を施す。  
  

白化粧上に鮮やかな
青色の釉を施釉。貫
入多く一部剥落する。  
   
鮮やかな青色の釉を
外面に施釉。一部剥
落する。内面口縁と胴
に黄色の透明釉施
釉。口唇釉剥ぎ。  
   
外面濃い藍釉、内面
水色釉施釉し、庇・袴
下部釉剥ぎ。  
  

外面水色釉地に藍色
釉で色挿す。内面緑釉
施釉。   
 

外面緑釉地に紫釉、
灰白色の透明釉施し、
内面灰白色の透明釉
施釉。内面銀化。  
   
外面緑釉地に黄色
釉、紫釉、灰白色の透
明釉施し、内面灰白色
の透明釉施釉。内面
やや銀化。   
  

口縁輪花状、裏面蓮弁
を陽刻。   
   
   
白化粧後に線刻で口縁
二重圏線巡らせ、頸部に
蕉葉文描き、緑釉を施釉
することで文様浮き立つ。 
   
  
線刻で口縁二重圏線
巡らせ緑釉を施釉。  
   
   

器壁を轆轤で波打た
せ、外面に竹節状の沈
線巡らせる。  
   
  
線刻と緑釉地に黄釉で
口縁に蓮弁文、胴に牡
丹文描く。   
   
 
型により瓜形に成形さ
れた器壁に、手捏ね成
形のリスが乗る。  
   
  

外面縦縞状にくぼませ
稜花形に成形する。  
   
  

無文。   
   
   
   
  
轆轤成形後、形押しに
より瓜形に成形。  
   
   
上面に型造りの鳳凰と
彩雲文貼り付け、線刻
で羽根や顔描き、藍釉
施す。   

外面陽刻と陰刻で不明
文施し、水色釉地に藍
色釉で色挿す。
 
外面陽刻と陰刻で波文
と岩か。余白緑釉、波灰白
色釉+緑釉、岩紫色釉で
色挿す。表面に変色した
付着物あり。上絵付けか。 
   外面陽刻と陰刻で彩雲、
波文、岩か。余白緑釉、雲
黄色釉、波灰白色釉+緑
釉、岩紫色釉で色挿す。
表面に変色した付着物
あり。上絵付けか。  
  

華
南
三
彩

輪
花

部
位

口
縁
部

産
地

中
国

小
皿

華
南
三
彩

玉
壺
春
形 

口
縁
部
中
国

瓶
類

華
南
三
彩

玉
壺
春
形 

口
縁
部
中
国

瓶
類

華
南
三
彩

竹
節
形

口
縁
部
中
国

香
炉
か

華
南
三
彩

壺
形
口
縁
部
中
国

水
注

華
南
三
彩

瓜
形耳

中
国

水
注

華
南
三
彩

稜
花
形
底
部
中
国

植
木
鉢

青
釉

外
反
口
縁
部

景
徳
鎮

皿

青
釉

瓜
形
口
縁
部

景
徳
鎮

壺

藍
釉 ―

口
縁
部
中
国

合
子
の
蓋

法
花 ―胴部

景
徳
鎮

壺

法
花 ―胴部

景
徳
鎮

壺

法
花 ―胴部

景
徳
鎮

壺

19.4
(庇)

2.0
(上部)
2.6
(下部)
（孔)

9.3
(10.5)
(胴)

18.6
（袴）

第 5節　出土遺物（その他の中国産陶磁器・土器）

第７表　その他の中国産陶磁器・土器観察一覧3

第 54図
図版 54

挿図番号
図版番号

―

―

―

12.2

12.0

11.5

12.0

11.3

3.7

15.0

15.6

18.0

グリッド・層口径器高

法量（㎝）
文様構成 観察事項釉

（色・範囲・）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
種
別
器
種
器
形

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

3.2

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

白色で堅緻。 

白色で堅緻。 

白色で堅緻。

白色で堅緻。 

灰色～明褐
色で緻密。
黒、白、灰
色粒子含む。 

灰色で緻密。
黒色粒子わ
ずかに含む。 
  
  

淡黄色で緻
密。黒色粒
子含む。  

  
 
灰白色で緻
密。黒色粒
子含む。  
  

灰白色で緻
密。黒色粒
子、石英多く
含む。  

 
にぶい橙色
～灰色で粗
く、石英、黒
色粒子含む。 
 
絞胎状に浅
黄橙色とにぶ
い橙色の土
がマーブル状
に混在する。
石英、黒、赤
色粒子含む。
絞胎状に橙
褐色とにぶい
橙色の土が
マーブル状に
混在する。石
英、黒色粒
子含む。 

 

袋薄手の褐釉磁
器碗。胴丸い。内
面釉下に轆轤
痕。清代。  
 
型押し成形の小
碗。高台内露胎
部に形押しの際
の シワ 残 る 。
18c。  
  
褐地餅花手の
碗。口唇外反す
る。1590～1630
年。  
 
口縁外反する褐
釉磁器の薄手
皿。口唇断面方
形。16c～17c
前。  

天目茶碗。口縁
ゆるやかに「く」
字に折れる。口
唇断面尖る。内
外面轆轤痕顕
著。14c。  
天目茶碗。口縁
ゆるやかに「く」
字に折れる。口
唇 断 面 尖る。
14c。  
 
天目茶碗。口縁
弱い鼈口。口唇
断面やや尖る。
14c～15c。 

口縁強く屈曲す
る鼈口の天目茶
碗。口唇やや内
湾する。明代か。

胴部丸く、口縁
直立する小壺。
口唇断面方形。
明代。  
 

鍋の蓋か。頂部
に紐状の撮み3
点付ける。16c～
17c。  
 

形押し成形の円
盤状の壺の蓋。
上面ヘラ削りに
より調整。  
 

形押し成形の円
盤状の壺の蓋。
上面指ナデによ
り調整。  
 

D-6･7
撹乱

D-9･10
撹乱

D-9
撹乱

F-10 
造成層

F･G-2･3
造成層
+
G-2 

遺構直上
D-9 A-8層
+

F･G-1･2
遺構直上
+

F-2遺構直上

F･G-2
遺構直上

撹乱

E-9
A-6層

D-7･8
撹乱

G-3
造成層

F-2
裏込内

暗赤褐色の褐釉を外
面に施釉し、内面灰白
色釉施釉。

暗褐色の褐釉を外面
に施湯し畳付釉剥ぎ。
内面灰白色釉施釉。  
   
 

外面黄褐色釉上に白
土で花か。内面白色
釉。   
   
 

内外面暗褐色の釉施
釉。

 

黒褐色釉を内面と外
面腰部まで施釉。

 

ややマットな褐色釉を
内面と外面腰部まで
施釉。   
   
  

ややマットな黒褐色釉
を内外面施釉。  
  
 

ややマットな黒褐色釉
を内外面施釉。  
   
  

灰オリーブ色の灰釉
を薄く外面と内面頸
部まで施釉し口唇釉
剥ぎ。   
   
 
暗褐色～にぶい黄褐
色の釉を外面と内面
庇以外に施釉。  
  
 

無釉。   
   
   
   
  

無釉。   
  

無文。   
  

無文。   
   
   
   
  
外面黄褐色釉上に餅
花。   
   
   
   
  
無文。   
   
   
   
  

無文。   
   
   
   
  

無文。   
   
   
   
  

無文。   
   
   
   
  

無文。   
   
   
   
  

無文。   
   
   
   
  

無文。   
   
   
   
  

無文。   
   
   
   
  

無文。

褐
釉
磁
器

̶

部
位

胴
部

産
地

景
徳
鎮

碗

褐
釉
磁
器

̶底部
徳
化

小
碗

褐
釉
磁
器

外
反
口
縁
部

景
徳
鎮

碗

褐
釉
磁
器

外
反
口
縁
部

景
徳
鎮

皿

黒
釉

鼈
口
口
縁
部
中
国碗

黒
釉

鼈
口
口
縁
部
中
国碗

黒
釉

鼈
口
口
縁
部
福
建碗

黒
釉

鼈
口
口
縁
部

中
国
か

碗

灰
釉 ̶

口
縁
部

中
国
か

小
壺

施
釉
陶
器

̶
撮
〜
庇
中
国蓋

土
器

円
盤
状
̶中国蓋

土
器

円
盤
状
̶中国蓋
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第 3章　調査の方法と成果

挿図番号
図版番号

第 55図
図版 55

グリッド・層口径器高

法量（㎝）
文様構成 観察事項釉

（色・範囲・）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
種
別
器
種
器
形

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

8.6

7.0

6.5

3.9

―

―

10.6

5.2

―

―

―

―

―

―

―

―

12.6

―

―

―

―

―

陶胎。灰黄
白色で緻密。
黒色粒子わ
ずかに含む。 
  

陶胎。灰色
で緻密。気
泡やや多い。 
  
  
陶胎。灰色
で緻密。間
隙やや多い。 
  
  

陶胎。暗灰
色で緻密。  
  
  

陶胎。淡黄
色で緻密。  
  
  

陶胎。灰色
で緻密。  
  
 

磁胎。灰白
色で緻密。 
  
 

陶胎。黄白
色で緻密。  

磁胎。灰白
色で堅緻。  
  
  

磁胎。灰白
色で堅緻。  
  

磁胎。灰白
色で堅緻。  

磁胎。灰白
色で堅緻。  

磁胎。灰白
色で堅緻。  

型造りの小皿
か。薄手で口唇
断面尖る。16c。 
  

玉壺春形の瓶
か。口唇断面外
側がやや尖る。
16c。  
  
玉壺春形の瓶
か。口唇断面外
側がやや尖る。
16c。  
  
小型の香炉か。
口唇若干肥厚さ
せ、上面平坦に
仕上げる。16c。 
  
轆轤成形の水注。
口縁蓋受けあり。胴
に持ち手の基部残
るが、破損面に緑
釉がかかるため、施
釉前に破損してい
たか。15c～16c。 
  
左右型造りで接
合する瓜形水注。
リス形の把手下に
縦位に接合境界
あり。16c。  
 円盤状の底部上
に胴部貼付け、側
面を縦縞状に削
る。底部中央に水
抜きの孔をしたか
ら丁寧に穿孔。 
  

轆轤成形の口縁
外反する薄手
皿。16c。  
  

轆轤+形押し成
形の小壺。16c。 
  
  

轆轤成形の合子
蓋 。袴 浅 い 。
16c。  

壺の胴下部、底
面との境でやや
くびれる。底面接
合面から剥離。
16c。  
器厚最大22㎜の
厚手・大型壺の胴
下部。底面接合面
から剥離。258と同
一固体か。16c。 

厚手・大型壺の
胴下部。底面接
合面から剥離。
257と同一固体
か。16c。  

D-10
A-9層

F-7
撹乱

F-9
B-16層

D-10
A-7層

D-9
A-8層
+
D-10
A-7層

D-10
A-9層 

D-10
A-5層

D-9
A-9層

D-9
A-8層

D-10
A-9層

E-10
A-6層

D-9
A-9層

E-9
A-6層

緑色釉を内外面施
釉。表面銀化。  
   
   

白化粧上に緑釉を内
外面に施釉。  
 
   
 
緑色釉を内外面施
釉。表面銀化。  
   
  
白化粧を口縁内側～
外面に施し、その上に
内外面緑釉施釉。表
面銀化。   
   
白化粧を口縁内側～
外面に施し、その上に
外面緑釉施釉、黄色釉
で絵付け。表面銀化。  
   
 
黄釉と緑釉を縦縞状
に交互に施釉か。  
  
 

外側面に紫釉、内面
端部に緑釉を施す。  
  

白化粧上に鮮やかな
青色の釉を施釉。貫
入多く一部剥落する。  
   
鮮やかな青色の釉を
外面に施釉。一部剥
落する。内面口縁と胴
に黄色の透明釉施
釉。口唇釉剥ぎ。  
   
外面濃い藍釉、内面
水色釉施釉し、庇・袴
下部釉剥ぎ。  
  

外面水色釉地に藍色
釉で色挿す。内面緑釉
施釉。   
 

外面緑釉地に紫釉、
灰白色の透明釉施し、
内面灰白色の透明釉
施釉。内面銀化。  
   
外面緑釉地に黄色
釉、紫釉、灰白色の透
明釉施し、内面灰白色
の透明釉施釉。内面
やや銀化。   
  

口縁輪花状、裏面蓮弁
を陽刻。   
   
   
白化粧後に線刻で口縁
二重圏線巡らせ、頸部に
蕉葉文描き、緑釉を施釉
することで文様浮き立つ。 
   
  
線刻で口縁二重圏線
巡らせ緑釉を施釉。  
   
   

器壁を轆轤で波打た
せ、外面に竹節状の沈
線巡らせる。  
   
  
線刻と緑釉地に黄釉で
口縁に蓮弁文、胴に牡
丹文描く。   
   
 
型により瓜形に成形さ
れた器壁に、手捏ね成
形のリスが乗る。  
   
  

外面縦縞状にくぼませ
稜花形に成形する。  
   
  

無文。   
   
   
   
  
轆轤成形後、形押しに
より瓜形に成形。  
   
   
上面に型造りの鳳凰と
彩雲文貼り付け、線刻
で羽根や顔描き、藍釉
施す。   

外面陽刻と陰刻で不明
文施し、水色釉地に藍
色釉で色挿す。
 
外面陽刻と陰刻で波文
と岩か。余白緑釉、波灰白
色釉+緑釉、岩紫色釉で
色挿す。表面に変色した
付着物あり。上絵付けか。 
   外面陽刻と陰刻で彩雲、
波文、岩か。余白緑釉、雲
黄色釉、波灰白色釉+緑
釉、岩紫色釉で色挿す。
表面に変色した付着物
あり。上絵付けか。  
  

華
南
三
彩

輪
花

部
位

口
縁
部

産
地

中
国

小
皿

華
南
三
彩

玉
壺
春
形 

口
縁
部
中
国

瓶
類

華
南
三
彩

玉
壺
春
形 

口
縁
部
中
国

瓶
類

華
南
三
彩

竹
節
形

口
縁
部
中
国

香
炉
か

華
南
三
彩

壺
形
口
縁
部
中
国

水
注

華
南
三
彩

瓜
形耳

中
国

水
注

華
南
三
彩

稜
花
形
底
部
中
国

植
木
鉢

青
釉

外
反
口
縁
部

景
徳
鎮

皿

青
釉

瓜
形
口
縁
部

景
徳
鎮

壺

藍
釉 ―

口
縁
部
中
国

合
子
の
蓋

法
花 ―胴部

景
徳
鎮

壺

法
花 ―胴部

景
徳
鎮

壺

法
花 ―胴部

景
徳
鎮

壺

19.4
(庇)

2.0
(上部)
2.6
(下部)
（孔)

9.3
(10.5)
(胴)

18.6
（袴）
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第 54図
図版 54

挿図番号
図版番号

―

―

―

12.2

12.0

11.5

12.0

11.3

3.7

15.0

15.6

18.0

グリッド・層口径器高

法量（㎝）
文様構成 観察事項釉

（色・範囲・）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
種
別
器
種
器
形

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

3.2

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

白色で堅緻。 

白色で堅緻。 

白色で堅緻。

白色で堅緻。 

灰色～明褐
色で緻密。
黒、白、灰
色粒子含む。 

灰色で緻密。
黒色粒子わ
ずかに含む。 
  
  

淡黄色で緻
密。黒色粒
子含む。  

  
 
灰白色で緻
密。黒色粒
子含む。  
  

灰白色で緻
密。黒色粒
子、石英多く
含む。  

 
にぶい橙色
～灰色で粗
く、石英、黒
色粒子含む。 
 
絞胎状に浅
黄橙色とにぶ
い橙色の土
がマーブル状
に混在する。
石英、黒、赤
色粒子含む。
絞胎状に橙
褐色とにぶい
橙色の土が
マーブル状に
混在する。石
英、黒色粒
子含む。 

 

袋薄手の褐釉磁
器碗。胴丸い。内
面釉下に轆轤
痕。清代。  
 
型押し成形の小
碗。高台内露胎
部に形押しの際
の シワ 残 る 。
18c。  
  
褐地餅花手の
碗。口唇外反す
る。1590～1630
年。  
 
口縁外反する褐
釉磁器の薄手
皿。口唇断面方
形。16c～17c
前。  

天目茶碗。口縁
ゆるやかに「く」
字に折れる。口
唇断面尖る。内
外面轆轤痕顕
著。14c。  
天目茶碗。口縁
ゆるやかに「く」
字に折れる。口
唇 断 面 尖る。
14c。  
 
天目茶碗。口縁
弱い鼈口。口唇
断面やや尖る。
14c～15c。 

口縁強く屈曲す
る鼈口の天目茶
碗。口唇やや内
湾する。明代か。

胴部丸く、口縁
直立する小壺。
口唇断面方形。
明代。  
 

鍋の蓋か。頂部
に紐状の撮み3
点付ける。16c～
17c。  
 

形押し成形の円
盤状の壺の蓋。
上面ヘラ削りに
より調整。  
 

形押し成形の円
盤状の壺の蓋。
上面指ナデによ
り調整。  
 

D-6･7
撹乱

D-9･10
撹乱

D-9
撹乱

F-10 
造成層

F･G-2･3
造成層
+
G-2 

遺構直上
D-9 A-8層
+

F･G-1･2
遺構直上
+

F-2遺構直上

F･G-2
遺構直上

撹乱

E-9
A-6層

D-7･8
撹乱

G-3
造成層

F-2
裏込内

暗赤褐色の褐釉を外
面に施釉し、内面灰白
色釉施釉。

暗褐色の褐釉を外面
に施湯し畳付釉剥ぎ。
内面灰白色釉施釉。  
   
 

外面黄褐色釉上に白
土で花か。内面白色
釉。   
   
 

内外面暗褐色の釉施
釉。

 

黒褐色釉を内面と外
面腰部まで施釉。

 

ややマットな褐色釉を
内面と外面腰部まで
施釉。   
   
  

ややマットな黒褐色釉
を内外面施釉。  
  
 

ややマットな黒褐色釉
を内外面施釉。  
   
  

灰オリーブ色の灰釉
を薄く外面と内面頸
部まで施釉し口唇釉
剥ぎ。   
   
 
暗褐色～にぶい黄褐
色の釉を外面と内面
庇以外に施釉。  
  
 

無釉。   
   
   
   
  

無釉。   
  

無文。   
  

無文。   
   
   
   
  
外面黄褐色釉上に餅
花。   
   
   
   
  
無文。   
   
   
   
  

無文。   
   
   
   
  

無文。   
   
   
   
  

無文。   
   
   
   
  

無文。   
   
   
   
  

無文。   
   
   
   
  

無文。   
   
   
   
  

無文。   
   
   
   
  

無文。
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果

　
６　東南アジア産陶磁器・土器（第 8表、第 56～ 61 図、図版 56～ 61）

　ここではベトナム、タイ、ミャンマー産の陶磁器・土器を東南アジア産としてまとめて報告する。次に産地ごとの
傾向を示し、それぞれの器種について概要を記す。また、遺物個々の特徴は観察表に示す。

・ベトナム産
　ベトナム産の陶磁器は 39点が得られている。種別は白磁・染付・色絵で、年代は 15～ 16 世紀となっている。こ
れらはいずれも造りが丁寧でベトナムの官窯クラスと言える製品である。種別ごとの概要は以下のとおり。
①白磁（259 ～ 264）
　白磁は碗、蓋、壺が得られている。碗は内面に型押しによる青海波文や唐草文が施され、見込に花文が押される製
品と、外面に線刻の連弁が施された資料がみられ、器壁が 1.5㎜程度の薄手の製品が含まれる。壺は胴部に線刻に
よる麒麟か海馬文が密に施された製品があり、263 の蓋は胴の最薄部で 0.5㎜厚と卵の殻状で光を透過する。

②染付（265 ～ 267）
　染付は鉢、小杯、壺が出土している。絵付けはすべて呉須のみを使用しており、鉄絵を併用した製品は含まれな
い。呉須は２色を使い分ける。

③色絵（268 ～ 270）
　色絵は端反口縁の碗と高台が幅広で浅い皿が出土している。

・タイ産
　タイ産陶磁器は 1733 点で、中国産褐釉陶器に次いで多い出土数を誇る。この内、1673 点は壺で、その大半を占
めていることがわかる。製品の特徴から、産地はシーサッチャナライとメナムノイに分けることができ、その他の
器種として鉢や瓶、鉄絵の合子、ケンディーのほか、ハンネラの蓋・身の破片がわずかに得られている。概要は以下
のとおりである。
①壺（271 ～ 293、309）
　壺は口縁部をラッパ状に強く外反させ、端部を「Ｔ」字状に成形するシーサッチャナライ産四耳壺（271 ～ 284）
と、口縁部の外反が弱く、端部を玉縁状に成形するメナムノイ産四耳壺（285 ～ 293）、瓦質で厚手のバンプーン産
無釉壺（309）の３つの産地の製品が存在する。器厚や施釉、胎土の違いから、今回は破片資料も産地ごとに分けて
みたが、破片数だけでみるとメナムノイ産が多い結果となっている。

②鉢（294 ～ 298）
　鉢はシーサッチャナライ、メナムノイ両産地の製品がみられる。メナムノイ産は口縁が外反し、頸部のくびれが
強く、口唇上に段を設ける製品で、胎土は粗い製品と細かい製品が存在する。底部は平底で、器壁は胴下部より薄
く、胴部への立上がりは弱く角を付ける。シーサッチャナライ産は口唇断面が丸く、頸部のくびれはやや弱く胎土
は細かい。両者とも胴の最大径位に２～３条の沈線巡らせ、合わせ口焼成を行う。

③瓶・袋物（299 ～ 304、307 ～ 308）
　瓶は褐釉と青磁釉及び鉄絵のケンディーがみられる。299 は胴が張る瓶。口縁漏斗形で双耳か。303・304 は長
胴形の双耳壺と思われる。307 はケンディーの注口基部が残る胴部片である。いずれもシーサッチャナライ窯で
生産されたと考えられる。その他数種の口縁形態の瓶の口縁部が得られている。

④合子（305 ～ 306）
　鉄絵合子と無釉の合子になると思われる製品。口径から大小２種が認められる。306 は袴状の高台が付く。

⑤半練土器（310 ～ 315）
　ハンネラとも称される硬質の土器で、落とし蓋と叩き目のある壺の破片が得られている。蓋は褐釉陶器の大～中
型壺に対応すると考えられる。

・ミャンマー産（316）
　黒褐釉壺の胴部片が３点得られている。316 は肩部に白土による凸帯巡らせ、その上から黒褐釉を施釉する。
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口縁やや外反する碗。型押し成
形で丁寧な造り。見込に目痕３
点、高台内に粘土シワとチャツ
痕。1999年調査時の底部と接
合。染付と同じ窯で焼成か。15c。 
 
型押し成形の碗。口唇断面
外へ尖る。15c。  
   
   
轆轤成形の碗。成形・施
文・施釉丁寧に行われる。
15c～16c。

  
型押し成形の極薄碗。器厚
最薄部で1.5㎜。15c。 
   
精緻な轆轤成形の極薄蓋。
撮み宝珠形、庇緩やかに外
へ張り出し、袴内湾気味。器厚
最薄部で0.5㎜。15c～16c。 
   
壺か長頸の瓶。造り丁寧。
2007年度調査出土資料と
接合。15c～16c。  
   
図上復元による被熱した大
振りの鉢。口縁やや外反す
る。高台断面方形。呉須２
色使い分ける。15c。  
  
型押し成形により胴部を瓜
形に成形した杯。15c。 

肩押し成形の丸い瓜形壺。
口唇断面丸くやや外傾す
る。呉須2色。色化粧。瓜
形。15c～16c。  
  
口縁やや外反する碗。口唇
断面丸い。15c～16c。 
   
 
轆轤成形の色絵碗。見込に
目痕1点残る。15c～16c。 

被熱した皿。高台浅く、畳
付断面丸い。16c。  
   
  

E-7 B-5層
+

H19御内原北
撹乱

F-10 造成層

撹乱

E-10
石組裏込

F-10 B-18層

D-8･9 A-6層+
D-9 A-9層+
D-10 A-9層+
E-9 A-9層+
H19御内原北 A-1
石積6西側上層
F-2 裏込内

+
F･G-1 撹乱

+
F･G-1･2 
撹乱

D-9 A-10層

撹乱

F-10 造成層

F-10 造成層

F-10 造成層

灰白色の透明釉を内外面施
釉し、口唇・畳付釉剥ぎ。型押し
により内面口縁下に陽刻圏線
巡らせ、胴に青海波文、見込に
花文。外面に染付の飛斑あり。 
灰白色の透明釉を内外面施
釉し、口唇釉剥ぎ。型押しによ
り内面口縁下に陽刻圏線巡
らせ、胴に花唐草文施文す
る。   
  
灰白色の半透明釉を内外面
施釉し、高台内無釉。線描き
により外面腰部に蓮弁と雲を
陰刻。   
  
灰白色の半透明釉を内外面
施釉。型押しにより内面に陽
刻で圏線巡らせ、下部に雲か
花唐草文施文する。  
   
灰白色の透明釉を内外面施
釉し、庇下部・袴端部釉剥ぎ。
上面頂部周辺と庇内側に段
差儲け圏線形成する。  
   
灰白色の透明釉を内外面施釉し、畳
付釉剥ぎ、高台内弱く拭き取る。外面
線描きにより肩に蓮弁、胴に片切彫り
による海馬か麒麟文・雲文。胴下部
に線刻ラマ式蓮弁文巡らせる。 
全面白化粧後、両面にややくすんだ
呉須で圏線巡らせ、発色良い呉須
で口縁内面・外面胴部に唐草文巡
らせ、見込に草花文施文。内外面灰
白色の透明釉を施釉し畳付釉剥
ぎ。高台内蛇目状に鉄釉巡らせる。 
型押しにより胴を瓜形に成形
し、白化粧後、発色良い呉須
で外面腰部に連弁文。内面
細蓮弁施文。内外面に灰白
色の透明釉を施釉。  
型押しにより肩部以下の胴部を瓜
形に成形し、白化粧後、発色にぶい
呉須で外面肩部に圏線巡らせ、そ
の間にやや発色良い呉須で如意
頭文巡らせる。内外面にやや白濁す
る灰白色釉を施釉し口唇釉剥ぎ。 
   内外面白化粧後、灰白色の
透明釉施釉し、剥落する赤・
緑の上絵付けにより、口縁内
面に四方襷文、内外面胴に
花唐草文巡らせる。  
 内外面白化粧後、灰白色の
透明釉施釉し畳付釉剥ぎ。
剥落する赤・緑の上絵付けに
より、見込に草花文、外面腰
部に圏線巡らせる。  
  
内外面白化粧後、灰白色の
透明釉施釉し畳付釉剥ぎ。
剥落・変色する上絵付けによ
り、見込に不明文様。 

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。 

  

灰白色で堅緻。 

  
  
灰白色で堅緻。 
  
  

灰白色で堅緻。 
  
  
 
灰白色で堅緻。 
  
  
 
灰白色で堅緻。 
  
  
 
灰白色で堅緻。 
  
  

灰白色で堅緻。 
  
  

灰白色で堅緻。 
  
  
 
灰白色で堅緻。 
  

灰色～灰白色
で堅緻。 
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第 3章　調査の方法と成果

　
６　東南アジア産陶磁器・土器（第 8表、第 56～ 61 図、図版 56～ 61）

　ここではベトナム、タイ、ミャンマー産の陶磁器・土器を東南アジア産としてまとめて報告する。次に産地ごとの
傾向を示し、それぞれの器種について概要を記す。また、遺物個々の特徴は観察表に示す。

・ベトナム産
　ベトナム産の陶磁器は 39点が得られている。種別は白磁・染付・色絵で、年代は 15～ 16 世紀となっている。こ
れらはいずれも造りが丁寧でベトナムの官窯クラスと言える製品である。種別ごとの概要は以下のとおり。
①白磁（259 ～ 264）
　白磁は碗、蓋、壺が得られている。碗は内面に型押しによる青海波文や唐草文が施され、見込に花文が押される製
品と、外面に線刻の連弁が施された資料がみられ、器壁が 1.5㎜程度の薄手の製品が含まれる。壺は胴部に線刻に
よる麒麟か海馬文が密に施された製品があり、263 の蓋は胴の最薄部で 0.5㎜厚と卵の殻状で光を透過する。

②染付（265 ～ 267）
　染付は鉢、小杯、壺が出土している。絵付けはすべて呉須のみを使用しており、鉄絵を併用した製品は含まれな
い。呉須は２色を使い分ける。

③色絵（268 ～ 270）
　色絵は端反口縁の碗と高台が幅広で浅い皿が出土している。

・タイ産
　タイ産陶磁器は 1733 点で、中国産褐釉陶器に次いで多い出土数を誇る。この内、1673 点は壺で、その大半を占
めていることがわかる。製品の特徴から、産地はシーサッチャナライとメナムノイに分けることができ、その他の
器種として鉢や瓶、鉄絵の合子、ケンディーのほか、ハンネラの蓋・身の破片がわずかに得られている。概要は以下
のとおりである。
①壺（271 ～ 293、309）
　壺は口縁部をラッパ状に強く外反させ、端部を「Ｔ」字状に成形するシーサッチャナライ産四耳壺（271 ～ 284）
と、口縁部の外反が弱く、端部を玉縁状に成形するメナムノイ産四耳壺（285 ～ 293）、瓦質で厚手のバンプーン産
無釉壺（309）の３つの産地の製品が存在する。器厚や施釉、胎土の違いから、今回は破片資料も産地ごとに分けて
みたが、破片数だけでみるとメナムノイ産が多い結果となっている。

②鉢（294 ～ 298）
　鉢はシーサッチャナライ、メナムノイ両産地の製品がみられる。メナムノイ産は口縁が外反し、頸部のくびれが
強く、口唇上に段を設ける製品で、胎土は粗い製品と細かい製品が存在する。底部は平底で、器壁は胴下部より薄
く、胴部への立上がりは弱く角を付ける。シーサッチャナライ産は口唇断面が丸く、頸部のくびれはやや弱く胎土
は細かい。両者とも胴の最大径位に２～３条の沈線巡らせ、合わせ口焼成を行う。

③瓶・袋物（299 ～ 304、307 ～ 308）
　瓶は褐釉と青磁釉及び鉄絵のケンディーがみられる。299 は胴が張る瓶。口縁漏斗形で双耳か。303・304 は長
胴形の双耳壺と思われる。307 はケンディーの注口基部が残る胴部片である。いずれもシーサッチャナライ窯で
生産されたと考えられる。その他数種の口縁形態の瓶の口縁部が得られている。

④合子（305 ～ 306）
　鉄絵合子と無釉の合子になると思われる製品。口径から大小２種が認められる。306 は袴状の高台が付く。

⑤半練土器（310 ～ 315）
　ハンネラとも称される硬質の土器で、落とし蓋と叩き目のある壺の破片が得られている。蓋は褐釉陶器の大～中
型壺に対応すると考えられる。

・ミャンマー産（316）
　黒褐釉壺の胴部片が３点得られている。316 は肩部に白土による凸帯巡らせ、その上から黒褐釉を施釉する。

カラーカラー

挿図番号
図版番号

第 56図
図版 56

14.8

12.0

―

―

―

24.8

―

8.3

15.2

―

―

グリッド・層口径器高

法量（㎝）
観察事項産地 釉・文様

（色・範囲）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種
部
位

種
別

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

6.8

―

―

―

3.15

―

―

―

―

―

―

―

6.6

―

―

―

6.0

9.2

―

―

―

6.0

7.8

口縁やや外反する碗。型押し成
形で丁寧な造り。見込に目痕３
点、高台内に粘土シワとチャツ
痕。1999年調査時の底部と接
合。染付と同じ窯で焼成か。15c。 
 
型押し成形の碗。口唇断面
外へ尖る。15c。  
   
   
轆轤成形の碗。成形・施
文・施釉丁寧に行われる。
15c～16c。

  
型押し成形の極薄碗。器厚
最薄部で1.5㎜。15c。 
   
精緻な轆轤成形の極薄蓋。
撮み宝珠形、庇緩やかに外
へ張り出し、袴内湾気味。器厚
最薄部で0.5㎜。15c～16c。 
   
壺か長頸の瓶。造り丁寧。
2007年度調査出土資料と
接合。15c～16c。  
   
図上復元による被熱した大
振りの鉢。口縁やや外反す
る。高台断面方形。呉須２
色使い分ける。15c。  
  
型押し成形により胴部を瓜
形に成形した杯。15c。 

肩押し成形の丸い瓜形壺。
口唇断面丸くやや外傾す
る。呉須2色。色化粧。瓜
形。15c～16c。  
  
口縁やや外反する碗。口唇
断面丸い。15c～16c。 
   
 
轆轤成形の色絵碗。見込に
目痕1点残る。15c～16c。 

被熱した皿。高台浅く、畳
付断面丸い。16c。  
   
  

E-7 B-5層
+

H19御内原北
撹乱

F-10 造成層

撹乱

E-10
石組裏込

F-10 B-18層

D-8･9 A-6層+
D-9 A-9層+
D-10 A-9層+
E-9 A-9層+
H19御内原北 A-1
石積6西側上層
F-2 裏込内

+
F･G-1 撹乱

+
F･G-1･2 
撹乱

D-9 A-10層

撹乱

F-10 造成層

F-10 造成層

F-10 造成層

灰白色の透明釉を内外面施
釉し、口唇・畳付釉剥ぎ。型押し
により内面口縁下に陽刻圏線
巡らせ、胴に青海波文、見込に
花文。外面に染付の飛斑あり。 
灰白色の透明釉を内外面施
釉し、口唇釉剥ぎ。型押しによ
り内面口縁下に陽刻圏線巡
らせ、胴に花唐草文施文す
る。   
  
灰白色の半透明釉を内外面
施釉し、高台内無釉。線描き
により外面腰部に蓮弁と雲を
陰刻。   
  
灰白色の半透明釉を内外面
施釉。型押しにより内面に陽
刻で圏線巡らせ、下部に雲か
花唐草文施文する。  
   
灰白色の透明釉を内外面施
釉し、庇下部・袴端部釉剥ぎ。
上面頂部周辺と庇内側に段
差儲け圏線形成する。  
   
灰白色の透明釉を内外面施釉し、畳
付釉剥ぎ、高台内弱く拭き取る。外面
線描きにより肩に蓮弁、胴に片切彫り
による海馬か麒麟文・雲文。胴下部
に線刻ラマ式蓮弁文巡らせる。 
全面白化粧後、両面にややくすんだ
呉須で圏線巡らせ、発色良い呉須
で口縁内面・外面胴部に唐草文巡
らせ、見込に草花文施文。内外面灰
白色の透明釉を施釉し畳付釉剥
ぎ。高台内蛇目状に鉄釉巡らせる。 
型押しにより胴を瓜形に成形
し、白化粧後、発色良い呉須
で外面腰部に連弁文。内面
細蓮弁施文。内外面に灰白
色の透明釉を施釉。  
型押しにより肩部以下の胴部を瓜
形に成形し、白化粧後、発色にぶい
呉須で外面肩部に圏線巡らせ、そ
の間にやや発色良い呉須で如意
頭文巡らせる。内外面にやや白濁す
る灰白色釉を施釉し口唇釉剥ぎ。 
   内外面白化粧後、灰白色の
透明釉施釉し、剥落する赤・
緑の上絵付けにより、口縁内
面に四方襷文、内外面胴に
花唐草文巡らせる。  
 内外面白化粧後、灰白色の
透明釉施釉し畳付釉剥ぎ。
剥落する赤・緑の上絵付けに
より、見込に草花文、外面腰
部に圏線巡らせる。  
  
内外面白化粧後、灰白色の
透明釉施釉し畳付釉剥ぎ。
剥落・変色する上絵付けによ
り、見込に不明文様。 

灰白色で堅緻。

灰白色で堅緻。 

  

灰白色で堅緻。 

  
  
灰白色で堅緻。 
  
  

灰白色で堅緻。 
  
  
 
灰白色で堅緻。 
  
  
 
灰白色で堅緻。 
  
  
 
灰白色で堅緻。 
  
  

灰白色で堅緻。 
  
  

灰白色で堅緻。 
  
  
 
灰白色で堅緻。 
  

灰色～灰白色
で堅緻。 

ベトナム  
  
  
  
  
  
ベトナム  
  
  
  
  
  
ベトナム  
  
  
  
  
  
ベトナム  
  
  
  
  
  
ベトナム  
  
  
  
  
  
ベトナム  
  
  
  
  
  
ベトナム  
  
  
  
  
  
ベトナム  
  
  
  
  
  
ベトナム  
  
  
  
  
  
ベトナム  
  
  
  
  
  
ベトナム  
  
  
  
  
  
ベトナムか
中国

碗 白
磁

口
縁
部

碗 白
磁

口
縁
部

碗 白
磁

胴
部

碗 白
磁

胴
部

蓋 白
磁

撮
〜
袴

壺 白
磁

胴
〜
底

鉢 染
付

口
〜
底

小
杯

染
付

胴
部

壺 染
付

口
縁
部

碗 色
絵

口
縁
部

碗 色
絵

底
部

皿 色
絵

底
部

10.8
（庇）

9.0
（袴）
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第 3章　調査の方法と成果

釉・文様
（色・範囲）

挿図番号
図版番号

第 60図
図版 60

第 61 図
図版 61

32.6

31.2

31.0

37.2

―

4.6

4.7

2.8

16.5

―

―

―

9.0

―

9.0

26.6

―

―

―

32.2

―

―

グリッド・層口径器高

法量（㎝）
観察事項産地 素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種
部
位

種
別

294

295

296

297

298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

4.85

―

―

―

5.3

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

31.8

―

―

―

4.8

4.8

6.5

―

―

―

―

―

―

焼締の薄手鉢。口縁内湾させ外に開
く形状。肥厚させた口唇外面２条くぼ
ませ段形成。肩部に沈線巡らせる。
合わせ口焼成。15c～16c。  
焼締の薄手鉢。口縁内湾させ外に開
く形状。肥厚させた口唇外面２条くぼ
ませ段形成。肩部に沈線巡らせる。
合わせ口焼成。15c～16c。  
焼締の鉢。口縁強く内湾させ外に開
く形状。三角に肥厚させた口唇上２
条くぼませ段形成。肩部に沈線２条
巡らせる。合わせ口焼成。15c～16c。 

口縁内湾させ外に開く形状の
鉢。口唇断面丸く、肩に二条の
圏線。合わせ口焼成か。16c。 
 
浅く開く形状から鉢の底部と
思われる。底面に灰被るため
覆焼きか。15c～16c。

胴部丸く口縁漏斗状の瓶。
双耳か。15c。

被熱した瓶の口縁部。口縁
やや外傾し、口唇断面丸い。
15～16c。   
 
口縁やや外傾し、口唇断面
丸い。15～16c。  

薄手の瓶か壺。口唇断面や
や三角形。15～16c。  
   
轆轤成形の瓶。双耳か。胴
長く高台「ハ」字状に開く。焼
成不良。15～16c。  
   
青磁の双耳瓶か。轆轤成形
で高台「ハ」字状に開く。15c
～16c。   

合子の蓋。庇端部断面やや
厚く丸い。15c～16c。  
   
合子の身部分。胴丸く蓋受け内側に
成型。高台高く「ハ」字状。畳付に溶
着痕。1999年調査で同一固体破片
出土。16c。
水注、ケンディの注口が付く胴部付
近と思われる。太い注口内の胴部に
２㎝内外の孔あり。注口基部内径約
6.2㎝。16c。   
  合子の身か蓋と思われる。口
縁内湾し内側に尖る。焼締
め。15c～16cか。  
   
口縁ラッパ状に開く壺の口縁
部。厚手で口唇端を段状に
成形。15c。  

ハンネラ蓋の撮み部分で宝
珠形。上面轆轤成形、下面
削り+ナデ調整。16c～17c。
皿状になるハンネラ土器製蓋。
宝珠形の撮みが付く。庇端部は
肥厚させ、内側を上位に尖らせ
る。16c～17c。  
皿状になるハンネラ土器製蓋。
宝珠形の撮みが付く。庇端部は
肥厚させ、内側を上位に尖らせ
る。16c～17c。  
皿状になるハンネラ土器製蓋。
宝珠形の撮みが付く。庇端部は
肥厚させ、内側を上位に尖らせ
る。16c～17c。  
口縁ラッパ状に広がるハンネ
ラ土器。上面に二条の沈線
巡らせる。16c～17c。  
   
叩き成型のハンネラ壺。外面
に横位の叩き目、内面指頭
痕。16c～17c。  
 
ミャンマー産の黒褐釉壺。厚
手。   
   
   
 

F-9 B-16層

E･F 撹乱+
F-9 B-18層

D-9 A-6層+
D-9 A-8層+
D-10 A-6層+
D-10 A-7層

撹乱

撹乱

D-10 A-9層

D-10 A-6層

E-10 B-2層

G-3 造成層

D-9 A-9層

D-9 A-9層

E-10 B-2層

E-10 A-6層

D-9 A-9層

E-9 A-9層

G･F-2･3
遺構直上

F-9 B-16層

F-3 C-3層

D-10 A-6層

E-10 A-6層

撹乱

撹乱

撹乱

無釉だが口縁内面に浅黄
色の灰被る。  

無釉だが内面に浅黄色の
灰被る。   

外面に浅黄色の釉施釉。 
 

無釉だが口唇に浅黄色の
灰被る。
  
無釉だが外底面に浅黄色
の灰被る。   

口縁内面と外面胴下部まで
暗オリーブ灰色釉施釉する。 
 
暗褐色～黒褐色釉を内外
面施釉。被熱のため発泡。 
   
暗褐色～黒褐色釉を内外
面施釉。  

暗褐色～黒褐色釉を内外
面施釉。
 
浅黄色～茶褐色釉を外面
胴下部まで施釉。  

白濁するやや緑色がかった
灰白色釉を外面胴下部まで
施釉。 

外面に鉄絵で網目文施し透
明釉施釉。  

外面に鉄絵で網目文・草花
文施し透明釉浸しかけるが
白濁する。内面見込周辺に黒
斑多い灰白色釉雑に施釉。
両面白化粧し、外面胴に鉄絵で区画、
格子文と花唐草文を縦位に配置。注
口基部は蕉葉文施文。のちにやや白濁
する透明釉外面と内面胴上部に施釉。 

無釉。   
   
   
無釉。

  
無釉。
   
  
無釉。   
   
  
無釉。   
   
  
無釉。   
  

無釉。   
   
   
無釉。   
  

外面肩部に横位の白土を
盛り巡らせ、黒褐色釉施釉。 
   

暗赤褐色～灰色
で粗い。赤、透明
のガラス質粒子、
石英含む。 
暗赤褐色～灰色
で粗い。赤、透明
のガラス質粒子、
石英含む。  

赤褐色～灰色
で緻密。  
  
赤褐色で緻密。
赤、黒色粒子、
石英含む。  
赤褐色で緻密。
赤、黒色粒子、
石英含む。

赤褐色で緻密。
赤色粒子含む。 
  
黄灰色で粗い。

灰色で粗い。 
  
  
灰色で粗い。 
  

にぶい橙色～
黄白色で緻密。 
 
にぶい黄橙色
～黄白色で緻
密。  
灰色で緻密。
黒・白色粒子含
む。
灰色で緻密。
黒・白色粒子含
む。

灰白色で緻密。
黒色粒子含む。 

灰色で緻密。石
英・黒色粒子
含む。  
灰色で軟質。ガ
ラス質粒子含
む。
鈍い橙色～灰色
で緻密。石英、黒・
赤色粒子含む。 

鈍い黄白色～灰
白色でやや粗い。
石英、赤色粒子
含む。
鈍い黄橙色～灰
色で細かい。石
英、赤色粒子含
む。 
鈍い黄橙色～灰
色で細かい。石
英、赤色粒子含
む。  
鈍い黄橙色～暗
灰色で細かい。石
英、赤色粒子含
む。  
 
鈍い黄橙色で細
かい。石英含む。 

にぶい赤褐色～
灰色で緻密。石
英・黒色粒子含
む。  
  
 

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯
  
タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイか 

タイ
バンプーン窯 
  
 
タイ 

タイ 

タイ 

タイ 

タイ 

タイ

ミャンマー  
  

鉢 無
釉

無
釉

褐
釉

無
釉

無
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

青
磁

鉄
絵

鉄
絵

鉄
絵

無
釉

無
釉

土
器

土
器

土
器

土
器

土
器

土
器

黒
褐
釉

口
縁
部

鉢
口
縁
部

鉢
口
縁
部

鉢
口
縁
部

鉢底部

瓶
口
〜
胴

瓶
口
縁
部

瓶
口
縁
部

瓶
か
口
縁
部

瓶底部

瓶底部

合
子
蓋
庇

合
子
身

口
〜
底

水
注
注
口

袋
物
口
縁
部

壺
口
縁
部

蓋撮

蓋庇

蓋庇

蓋庇

壺
口
縁
部

壺胴部

壺胴部

13.0
（庇）

14.6
（庇）

11.0
（庇）

13.0
（庇）

12.2
(胴)

14.6
(胴)

3.35
(撮)

第 5節　出土遺物（東南アジア産陶磁器・土器）
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釉・文様
（色・範囲）

挿図番号
図版番号

第 57図
図版 57

第 58 図
図版 58

第 59 図
図版 59

22.6

23.2

25.0

24.0

19.2

22.0

19.4

21.0

26.7

18.4

14.8

―

―

―

18.4

18.6

18.6

21.0

20.4

―

―

―

―

グリッド・層口径器高

法量（㎝）
観察事項産地 素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種
部
位

種
別

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

283

284

285

286

287

288

289

290

291

292

293

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

28.0

20.4

―

―

―

―

―

―

28.2

18.4

22.7

口縁ラッパ状に開く壺。口
縁外面上下に張り出し側
面に平坦面つくる。15ｃ。
口縁ラッパ状に開く壺。口
唇上やや尖らせ、口唇下台
形状に垂らす。15ｃ。 
口縁ラッパ状に開く壺。口唇上
丸く盛り上げ、口唇下やや尖ら
せて垂らす。15ｃ後～16ｃ前。
口縁ラッパ状に開く壺。口
唇上下やや尖らせて三角
に調整。15ｃ後～16ｃ前。
口縁ラッパ状に開く壺。口
唇上やや尖らせ、口唇下丸
く垂らす。15ｃ後～16ｃ前。
口縁ラッパ状に開く壺。口
唇上下やや尖らせて三角
に調整。15ｃ後～16ｃ前。 
  口縁開き弱い厚手の壺。口
唇上やや尖らせ、口唇下丸
く垂らす。15ｃ後～16ｃ前。 
口縁開き弱い厚手の壺。口
唇上やや尖らせ、口唇下丸
く垂らす。15ｃ後～16ｃ前。 
口縁ラッパ状に開く壺。口唇
端上に尖らせ、下部玉縁状
に成形。15ｃ後～16ｃ前。 
  
口縁開き弱い丸縁の壺。15
ｃ後～16ｃ前。  
   
口縁開き弱い丸縁の中型
壺。15ｃ後～16ｃ前。  
   
口縁開き弱い丸縁の小型
壺。15ｃ後～16ｃ前。  

壺底部で底面厚9㎜、胴部11
㎜。底面に釉滴あることから窯
道具や重ね焼きで浮かせて
焼成したか。15ｃ後～16ｃ前。 
外面右下、内面左下方向に
明瞭な擦痕。15ｃ後～16ｃ
前。   
口縁やや開き、口唇丸縁状
の厚手壺。焼成不良。口縁上
に目痕あり。15ｃ後～16ｃ前。 
  
口縁丸縁の厚手壺。口唇若
干鈎状。15ｃ後～16ｃ前。 

口縁丸縁の厚手壺。口唇若
干鈎状。15ｃ後～16ｃ前。 
  
厚手丸縁の壺。口縁緩やか
に折れる。15ｃ後～16ｃ。 

厚手丸縁の壺。口縁緩やか
に折れる。15ｃ後～16ｃ。 

壺の肩部に付く耳。太い紐
状で基部を器面に押し当て
接着。15ｃ後～16ｃ。  

胎土からメナムノイ産と思
われる壺底部。16ｃ。  

胴の開きが強い壺の底部。
鉢になる可能性あり。15～
16c。 

胎土からメナムノイ産と思
われる壺底部。15～16c。 
   
 

F-7 撹乱

E-9 B-16層

G-3 C-9層

撹乱

撹乱

撹乱

F-10･11
造成層

E-11造成層

撹乱

撹乱

F-10 造成層

D-10 A-3層

G-3 C-9層

F-10 B-9層

F-10 造成層

撹乱

E･F 造成層

E-9 A-6層

C･D-10 撹乱
+F-10 造成層
+撹乱

F-10 B-13層

F-2 裏込内

D-10 A-9層

G-3 C-9層

ややマットな黒褐色釉を内
外面施釉。  
   
にぶい赤褐色～黒褐色釉
を施釉。   

口縁内面に暗灰黄色釉施
釉。口縁外面無釉でにぶい
黄褐色。   
口縁内面浅黄色～灰オリー
ブ色釉。口縁外面無釉で灰
赤色。   
  
内外面黒褐色釉施釉。 
 

暗赤褐色釉を内面と口縁外
面まで施釉。  

口唇と頸部に黒褐色釉施
釉。

口縁内外に黒褐色釉施釉
し、口縁下部釉剥ぎ。頸下部
に暗赤褐色釉。

口縁内面に黒褐色釉施釉。 

黒褐色～暗赤褐色釉を外
面と口縁内面まで施釉。 

黒褐色釉を外面と内外面ま
で施釉。

灰黄褐色釉を内外面施釉。 

厚い黒褐色釉が底面まで
滴状に滴る。内面無釉で暗
赤灰色。   
外面胴半ばまで黄褐色釉、
内面まばら・横位に黄褐色
釉塗りつける。  

口縁内面～外面にかけ褐
色釉施釉するが剥離。 

暗オリーブ色～浅黄色釉を
口縁内面と頸部に施釉。 

黒褐色～浅黄色釉を口縁
下部と頸部に施釉。  

黒褐色釉を口縁内外、頸部
に施釉。   

浅黄色の釉を頸部以下に
施釉。頸下部に隆線巡らす。 
   
灰オリーブ色の釉を外面と
耳外側に施釉。外面肩にに
４条の沈線巡らす。

無釉で内面にぶい赤褐色、
外面赤灰色。

外面薄く暗赤褐色釉、内面
無釉でオリーブ黒色釉の飛
斑。 
外面黒褐色釉の滴り、内面
底付近に灰オリーブ色釉施
釉。   
 

暗灰色で粗く、
赤色粒子、石
英含む。 
赤灰色の粗い
胎土に赤・黒
色粒子含む。 
赤 灰 色で緻
密。ガラス質粒
子含む。  
 
暗赤灰色で緻
密。石英含む。 
 
暗赤灰色～灰
色で粗く、石
英、赤、黒、白
色粒子含む。 
赤灰色で粗く、
ガラス質、石
英、赤、黒色粒
子含む。
赤灰色で粗く、
ガラス質、石
英、赤、白色粒
子含む。 
暗赤灰色で粗
い。ガラス質粒
子含む。  
 暗赤灰色で緻
密。ガラス質粒
子含む。  
灰赤色で粗く、
ガラス質、石
英、赤、白色粒
子含む。  
暗赤灰色で粗
く、石英、赤、白
色粒子含む。 
暗赤灰色～灰
色で粗く、石
英、赤、黒色粒
子含む。  
赤灰色で粗く、
石英、赤色粒
子含む。  
暗赤灰色で粗
く、石英、赤、黒
色粒子含む。 
にぶい橙色～灰色
で粗く軟質。赤、白、
黒色粒子、赤色ガ
ラス質粒子含む。 
やや紫がかった灰褐
色で密だが軟質。赤、
白、黒色粒子、赤色ガ
ラス質粒子含む。 
やや紫がかった灰褐
色で密だが軟質。赤、
白、黒色粒子、赤色ガ
ラス質粒子含む。 
灰色で粗い。
赤、白、黒色粒
子、赤色ガラス
質粒子含む。 
橙色～灰色で
粗い。赤、黒色
粒子、ガラス質
粒子含む。  
にぶい赤褐色
で粗い。赤、透明
のガラス質粒
子、石英含む。 
暗赤褐色～灰
色で緻密。石
英、赤、黒色粒
子含む。 
灰色～橙色で粗
い。赤色粒子、透
明・赤のガラス質
粒子、石英含む。 
にぶい赤褐色
で粗い。赤、透明
のガラス質粒
子、石英含む。
 

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

壺 褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺底部

壺底部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺耳

壺底部

壺底部

壺底部
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第 3章　調査の方法と成果

釉・文様
（色・範囲）

挿図番号
図版番号

第 60図
図版 60

第 61 図
図版 61

32.6

31.2

31.0

37.2

―

4.6

4.7

2.8

16.5

―

―

―

9.0

―

9.0

26.6

―

―

―

32.2

―

―

グリッド・層口径器高

法量（㎝）
観察事項産地 素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種
部
位

種
別

294

295

296

297

298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

4.85

―

―

―

5.3

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

31.8

―

―

―

4.8

4.8

6.5

―

―

―

―

―

―

焼締の薄手鉢。口縁内湾させ外に開
く形状。肥厚させた口唇外面２条くぼ
ませ段形成。肩部に沈線巡らせる。
合わせ口焼成。15c～16c。  
焼締の薄手鉢。口縁内湾させ外に開
く形状。肥厚させた口唇外面２条くぼ
ませ段形成。肩部に沈線巡らせる。
合わせ口焼成。15c～16c。  
焼締の鉢。口縁強く内湾させ外に開
く形状。三角に肥厚させた口唇上２
条くぼませ段形成。肩部に沈線２条
巡らせる。合わせ口焼成。15c～16c。 

口縁内湾させ外に開く形状の
鉢。口唇断面丸く、肩に二条の
圏線。合わせ口焼成か。16c。 
 
浅く開く形状から鉢の底部と
思われる。底面に灰被るため
覆焼きか。15c～16c。

胴部丸く口縁漏斗状の瓶。
双耳か。15c。

被熱した瓶の口縁部。口縁
やや外傾し、口唇断面丸い。
15～16c。   
 
口縁やや外傾し、口唇断面
丸い。15～16c。  

薄手の瓶か壺。口唇断面や
や三角形。15～16c。  
   
轆轤成形の瓶。双耳か。胴
長く高台「ハ」字状に開く。焼
成不良。15～16c。  
   
青磁の双耳瓶か。轆轤成形
で高台「ハ」字状に開く。15c
～16c。   

合子の蓋。庇端部断面やや
厚く丸い。15c～16c。  
   
合子の身部分。胴丸く蓋受け内側に
成型。高台高く「ハ」字状。畳付に溶
着痕。1999年調査で同一固体破片
出土。16c。
水注、ケンディの注口が付く胴部付
近と思われる。太い注口内の胴部に
２㎝内外の孔あり。注口基部内径約
6.2㎝。16c。   
  合子の身か蓋と思われる。口
縁内湾し内側に尖る。焼締
め。15c～16cか。  
   
口縁ラッパ状に開く壺の口縁
部。厚手で口唇端を段状に
成形。15c。  

ハンネラ蓋の撮み部分で宝
珠形。上面轆轤成形、下面
削り+ナデ調整。16c～17c。
皿状になるハンネラ土器製蓋。
宝珠形の撮みが付く。庇端部は
肥厚させ、内側を上位に尖らせ
る。16c～17c。  
皿状になるハンネラ土器製蓋。
宝珠形の撮みが付く。庇端部は
肥厚させ、内側を上位に尖らせ
る。16c～17c。  
皿状になるハンネラ土器製蓋。
宝珠形の撮みが付く。庇端部は
肥厚させ、内側を上位に尖らせ
る。16c～17c。  
口縁ラッパ状に広がるハンネ
ラ土器。上面に二条の沈線
巡らせる。16c～17c。  
   
叩き成型のハンネラ壺。外面
に横位の叩き目、内面指頭
痕。16c～17c。  
 
ミャンマー産の黒褐釉壺。厚
手。   
   
   
 

F-9 B-16層

E･F 撹乱+
F-9 B-18層

D-9 A-6層+
D-9 A-8層+
D-10 A-6層+
D-10 A-7層

撹乱

撹乱

D-10 A-9層

D-10 A-6層

E-10 B-2層

G-3 造成層

D-9 A-9層

D-9 A-9層

E-10 B-2層

E-10 A-6層

D-9 A-9層

E-9 A-9層

G･F-2･3
遺構直上

F-9 B-16層

F-3 C-3層

D-10 A-6層

E-10 A-6層

撹乱

撹乱

撹乱

無釉だが口縁内面に浅黄
色の灰被る。  

無釉だが内面に浅黄色の
灰被る。   

外面に浅黄色の釉施釉。 
 

無釉だが口唇に浅黄色の
灰被る。
  
無釉だが外底面に浅黄色
の灰被る。   

口縁内面と外面胴下部まで
暗オリーブ灰色釉施釉する。 
 
暗褐色～黒褐色釉を内外
面施釉。被熱のため発泡。 
   
暗褐色～黒褐色釉を内外
面施釉。  

暗褐色～黒褐色釉を内外
面施釉。
 
浅黄色～茶褐色釉を外面
胴下部まで施釉。  

白濁するやや緑色がかった
灰白色釉を外面胴下部まで
施釉。 

外面に鉄絵で網目文施し透
明釉施釉。  

外面に鉄絵で網目文・草花
文施し透明釉浸しかけるが
白濁する。内面見込周辺に黒
斑多い灰白色釉雑に施釉。
両面白化粧し、外面胴に鉄絵で区画、
格子文と花唐草文を縦位に配置。注
口基部は蕉葉文施文。のちにやや白濁
する透明釉外面と内面胴上部に施釉。 

無釉。   
   
   
無釉。

  
無釉。
   
  
無釉。   
   
  
無釉。   
   
  
無釉。   
  

無釉。   
   
   
無釉。   
  

外面肩部に横位の白土を
盛り巡らせ、黒褐色釉施釉。 
   

暗赤褐色～灰色
で粗い。赤、透明
のガラス質粒子、
石英含む。 
暗赤褐色～灰色
で粗い。赤、透明
のガラス質粒子、
石英含む。  

赤褐色～灰色
で緻密。  
  
赤褐色で緻密。
赤、黒色粒子、
石英含む。  
赤褐色で緻密。
赤、黒色粒子、
石英含む。

赤褐色で緻密。
赤色粒子含む。 
  
黄灰色で粗い。

灰色で粗い。 
  
  
灰色で粗い。 
  

にぶい橙色～
黄白色で緻密。 
 
にぶい黄橙色
～黄白色で緻
密。  
灰色で緻密。
黒・白色粒子含
む。
灰色で緻密。
黒・白色粒子含
む。

灰白色で緻密。
黒色粒子含む。 

灰色で緻密。石
英・黒色粒子
含む。  
灰色で軟質。ガ
ラス質粒子含
む。
鈍い橙色～灰色
で緻密。石英、黒・
赤色粒子含む。 

鈍い黄白色～灰
白色でやや粗い。
石英、赤色粒子
含む。
鈍い黄橙色～灰
色で細かい。石
英、赤色粒子含
む。 
鈍い黄橙色～灰
色で細かい。石
英、赤色粒子含
む。  
鈍い黄橙色～暗
灰色で細かい。石
英、赤色粒子含
む。  
 
鈍い黄橙色で細
かい。石英含む。 

にぶい赤褐色～
灰色で緻密。石
英・黒色粒子含
む。  
  
 

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯
  
タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイか 

タイ
バンプーン窯 
  
 
タイ 

タイ 

タイ 

タイ 

タイ 

タイ

ミャンマー  
  

鉢 無
釉

無
釉

褐
釉

無
釉

無
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

青
磁

鉄
絵

鉄
絵

鉄
絵

無
釉

無
釉

土
器

土
器

土
器

土
器

土
器

土
器

黒
褐
釉

口
縁
部

鉢
口
縁
部

鉢
口
縁
部

鉢
口
縁
部

鉢底部

瓶
口
〜
胴

瓶
口
縁
部

瓶
口
縁
部

瓶
か
口
縁
部

瓶底部

瓶底部

合
子
蓋
庇

合
子
身

口
〜
底

水
注
注
口

袋
物
口
縁
部

壺
口
縁
部

蓋撮

蓋庇

蓋庇

蓋庇

壺
口
縁
部

壺胴部

壺胴部

13.0
（庇）

14.6
（庇）

11.0
（庇）

13.0
（庇）

12.2
(胴)

14.6
(胴)

3.35
(撮)

第 5節　出土遺物（東南アジア産陶磁器・土器）

第８表　東南アジア産陶磁器・土器観察一覧3 

釉・文様
（色・範囲）

挿図番号
図版番号

第 57図
図版 57

第 58 図
図版 58

第 59 図
図版 59

22.6

23.2

25.0

24.0

19.2

22.0

19.4

21.0

26.7

18.4

14.8

―

―

―

18.4

18.6

18.6

21.0

20.4

―

―

―

―

グリッド・層口径器高

法量（㎝）
観察事項産地 素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種
部
位

種
別

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

283

284

285

286

287

288

289

290

291

292

293

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

28.0

20.4

―

―

―

―

―

―

28.2

18.4

22.7

口縁ラッパ状に開く壺。口
縁外面上下に張り出し側
面に平坦面つくる。15ｃ。
口縁ラッパ状に開く壺。口
唇上やや尖らせ、口唇下台
形状に垂らす。15ｃ。 
口縁ラッパ状に開く壺。口唇上
丸く盛り上げ、口唇下やや尖ら
せて垂らす。15ｃ後～16ｃ前。
口縁ラッパ状に開く壺。口
唇上下やや尖らせて三角
に調整。15ｃ後～16ｃ前。
口縁ラッパ状に開く壺。口
唇上やや尖らせ、口唇下丸
く垂らす。15ｃ後～16ｃ前。
口縁ラッパ状に開く壺。口
唇上下やや尖らせて三角
に調整。15ｃ後～16ｃ前。 
  口縁開き弱い厚手の壺。口
唇上やや尖らせ、口唇下丸
く垂らす。15ｃ後～16ｃ前。 
口縁開き弱い厚手の壺。口
唇上やや尖らせ、口唇下丸
く垂らす。15ｃ後～16ｃ前。 
口縁ラッパ状に開く壺。口唇
端上に尖らせ、下部玉縁状
に成形。15ｃ後～16ｃ前。 
  
口縁開き弱い丸縁の壺。15
ｃ後～16ｃ前。  
   
口縁開き弱い丸縁の中型
壺。15ｃ後～16ｃ前。  
   
口縁開き弱い丸縁の小型
壺。15ｃ後～16ｃ前。  

壺底部で底面厚9㎜、胴部11
㎜。底面に釉滴あることから窯
道具や重ね焼きで浮かせて
焼成したか。15ｃ後～16ｃ前。 
外面右下、内面左下方向に
明瞭な擦痕。15ｃ後～16ｃ
前。   
口縁やや開き、口唇丸縁状
の厚手壺。焼成不良。口縁上
に目痕あり。15ｃ後～16ｃ前。 
  
口縁丸縁の厚手壺。口唇若
干鈎状。15ｃ後～16ｃ前。 

口縁丸縁の厚手壺。口唇若
干鈎状。15ｃ後～16ｃ前。 
  
厚手丸縁の壺。口縁緩やか
に折れる。15ｃ後～16ｃ。 

厚手丸縁の壺。口縁緩やか
に折れる。15ｃ後～16ｃ。 

壺の肩部に付く耳。太い紐
状で基部を器面に押し当て
接着。15ｃ後～16ｃ。  

胎土からメナムノイ産と思
われる壺底部。16ｃ。  

胴の開きが強い壺の底部。
鉢になる可能性あり。15～
16c。 

胎土からメナムノイ産と思
われる壺底部。15～16c。 
   
 

F-7 撹乱

E-9 B-16層

G-3 C-9層

撹乱

撹乱

撹乱

F-10･11
造成層

E-11造成層

撹乱

撹乱

F-10 造成層

D-10 A-3層

G-3 C-9層

F-10 B-9層

F-10 造成層

撹乱

E･F 造成層

E-9 A-6層

C･D-10 撹乱
+F-10 造成層
+撹乱

F-10 B-13層

F-2 裏込内

D-10 A-9層

G-3 C-9層

ややマットな黒褐色釉を内
外面施釉。  
   
にぶい赤褐色～黒褐色釉
を施釉。   

口縁内面に暗灰黄色釉施
釉。口縁外面無釉でにぶい
黄褐色。   
口縁内面浅黄色～灰オリー
ブ色釉。口縁外面無釉で灰
赤色。   
  
内外面黒褐色釉施釉。 
 

暗赤褐色釉を内面と口縁外
面まで施釉。  

口唇と頸部に黒褐色釉施
釉。

口縁内外に黒褐色釉施釉
し、口縁下部釉剥ぎ。頸下部
に暗赤褐色釉。

口縁内面に黒褐色釉施釉。 

黒褐色～暗赤褐色釉を外
面と口縁内面まで施釉。 

黒褐色釉を外面と内外面ま
で施釉。

灰黄褐色釉を内外面施釉。 

厚い黒褐色釉が底面まで
滴状に滴る。内面無釉で暗
赤灰色。   
外面胴半ばまで黄褐色釉、
内面まばら・横位に黄褐色
釉塗りつける。  

口縁内面～外面にかけ褐
色釉施釉するが剥離。 

暗オリーブ色～浅黄色釉を
口縁内面と頸部に施釉。 

黒褐色～浅黄色釉を口縁
下部と頸部に施釉。  

黒褐色釉を口縁内外、頸部
に施釉。   

浅黄色の釉を頸部以下に
施釉。頸下部に隆線巡らす。 
   
灰オリーブ色の釉を外面と
耳外側に施釉。外面肩にに
４条の沈線巡らす。

無釉で内面にぶい赤褐色、
外面赤灰色。

外面薄く暗赤褐色釉、内面
無釉でオリーブ黒色釉の飛
斑。 
外面黒褐色釉の滴り、内面
底付近に灰オリーブ色釉施
釉。   
 

暗灰色で粗く、
赤色粒子、石
英含む。 
赤灰色の粗い
胎土に赤・黒
色粒子含む。 
赤 灰 色で緻
密。ガラス質粒
子含む。  
 
暗赤灰色で緻
密。石英含む。 
 
暗赤灰色～灰
色で粗く、石
英、赤、黒、白
色粒子含む。 
赤灰色で粗く、
ガラス質、石
英、赤、黒色粒
子含む。
赤灰色で粗く、
ガラス質、石
英、赤、白色粒
子含む。 
暗赤灰色で粗
い。ガラス質粒
子含む。  
 暗赤灰色で緻
密。ガラス質粒
子含む。  
灰赤色で粗く、
ガラス質、石
英、赤、白色粒
子含む。  
暗赤灰色で粗
く、石英、赤、白
色粒子含む。 
暗赤灰色～灰
色で粗く、石
英、赤、黒色粒
子含む。  
赤灰色で粗く、
石英、赤色粒
子含む。  
暗赤灰色で粗
く、石英、赤、黒
色粒子含む。 
にぶい橙色～灰色
で粗く軟質。赤、白、
黒色粒子、赤色ガ
ラス質粒子含む。 
やや紫がかった灰褐
色で密だが軟質。赤、
白、黒色粒子、赤色ガ
ラス質粒子含む。 
やや紫がかった灰褐
色で密だが軟質。赤、
白、黒色粒子、赤色ガ
ラス質粒子含む。 
灰色で粗い。
赤、白、黒色粒
子、赤色ガラス
質粒子含む。 
橙色～灰色で
粗い。赤、黒色
粒子、ガラス質
粒子含む。  
にぶい赤褐色
で粗い。赤、透明
のガラス質粒
子、石英含む。 
暗赤褐色～灰
色で緻密。石
英、赤、黒色粒
子含む。 
灰色～橙色で粗
い。赤色粒子、透
明・赤のガラス質
粒子、石英含む。 
にぶい赤褐色
で粗い。赤、透明
のガラス質粒
子、石英含む。
 

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
シーサッチャナライ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

タイ
メナムノイ窯

壺 褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

褐
釉

口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺底部

壺底部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺
口
縁
部

壺耳

壺底部

壺底部

壺底部

第８表　東南アジア産陶磁器・土器観察一覧2 
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図版 59　東南アジア産陶磁器・土器 4　タイ産
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第 61図　東南アジア産陶磁器・土器 6　タイ・ミャンマー産
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第 62図
図版 62

挿図番号
図版番号 グリッド・層口径器高

法量（㎝）
文様構成 観察事項釉

（色・範囲）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種
器
形
部
位

317

318

―

―

―

―

―

―

灰色で緻密。
ガラス質粒
子わずかに
含む。  
  
  
  
 

灰色で緻密。 
  
 

浅手でやや内湾
する碗。13c～
14c。  
  
  
  
  

口縁やや端反り
の碗。口唇断面
やや尖る。13c～
14c。 

撹乱

撹乱

表面白濁する灰オ
リーブ釉を内外面施
釉。   
   
   
   
  

灰釉を内外面施釉。  
 

内外面線刻により圏線
巡らせ、外面円文、内面
波状文ほか不明文描
き、白土で象嵌。  
   
   
   
   
内外面線刻により圏線
巡らせ、内面胴に線刻
雷文・スタンプで竹管
文施し、白土で象嵌。

碗

産
地

高
麗

種
別

青
磁

内
湾

碗 高
麗
青
磁

外
反

口
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第９表　朝鮮半島産陶磁器観察一覧

第 3章　調査の方法と成果

７　朝鮮半島産陶磁器（第 9表、第 62図、図版 62）

　朝鮮半島において、高麗後期に生産されたと考えられる青磁は碗が 18 点、袋物が 1点出土している。ここでは
特徴的な碗２点を図化した。
317・318 は碗の口縁部片である。いずれも器面に線刻やスタンプ文を施した後に白土をかけ、拭き取ることによ
り線刻・印花部に白い文様が残る象嵌の手法で施文する。両資料とも青磁釉は白濁しており、文様を不明瞭にして
いるが、円文や雷文・竹管文等が密に施される状況が確認できる。胎土は灰色で緻密。ガラス質粒子をわずかに含
む。
　これら製品の時期は 13～ 14世紀であるが、出土地は撹乱層と 15世紀後半以降の造成土中からであり、製品と
出土地とで時期差がある。

８　本土産陶磁器（第 10表、第 63～ 65 図、図版 63～ 65）

　今回の調査で得られた本土産陶磁器は磁器（染付・色絵・白磁）と陶器に大別され、産地は肥前（肥前系含む）・関
西・四国・東海地方・備前・瀬戸・薩摩（苗代川系・串木野系ほか）などが確認されている。時期・産地別にみると、古く
は東海地方の鉢と思われる12～14世紀の製品が1点みられ、次に15・16世紀の備前産擂鉢が５点得られている。
続いて 1590 ～ 1610 年代の肥前・唐津産の製品が一定量出土しているほか、薩摩串木野窯系で 17 世紀第 1四半
期に焼成された壺・甕類の一群がある。そのほかは近世～近代にかけての各地で焼成された製品が数多く出土して
いる。以下にそれぞれの概要を記し、個々の観察所見は観察表に記載する。

・肥前系（肥前・唐津・内野山ほか）
　肥前系の製品は本土産陶磁器中最も多く出土している。年代は 16 世紀末～近代までと幅広く、器種もバラエ
ティーに富む。ここでは肥前・唐津・内野山ほか肥前系の製品をまとめた。
①碗・片口・小碗（319 ～ 328）
　陶器と磁器があり、陶器は 16 世紀末～ 18 世紀前半の灰釉や褐釉をかけた製品で、天目形の製品（320・321）と
類似する片口（323）を含む。文様は鉄絵（319）や白土を刷毛目状に施文した製品（322）があり、327 は内野山の銅
緑釉が施された製品。磁器製は 17世紀代の白磁（324・326）と 18 世紀末～ 19 世紀中葉の染付（325・328）がみら
れる。これらの製品は喫茶に関係する製品と思われ、当時の茶文化を知る上で興味深い。

②皿・大皿・鉢・蓋（329 ～ 336、339）
　唐津産の鉄絵が施された製品と、内野山産の銅緑釉の製品が得られている。唐津産は 1590 ～ 1610 年代でまと
まり、口唇がやや立上がる鍔縁状で、333 は見込に鉄絵で唐草を絵付けし、胎土目が付着する。内野山産は直口で
高台低く、見込蛇目釉剥ぎで 17 世紀末～ 18 世紀前半の製品。336 は灰釉をかける厚手の鉢。見込に３点の目痕
を残す製品で 1590 ～ 1610 年代。339 の蓋は厚手で灰釉を施釉する。346 は鍋の蓋と思われる。

③瓶・香炉・水滴（337 ～ 338、340 ～ 342）
　瓶は陶器と磁器があり、陶器は高台が付く337とベタ底の338で灰釉を施釉する。340は白磁で高台を有する。
341 は青磁の小型香炉で口縁内側に玉縁状。342 の水滴は白磁で板状粘土を張り合わせ、立てた状態で焼成。

・関西・四国系
　京焼や備前産、砥部産をまとめた。中世～近代までと年代幅があり、器種も多岐にわたる。
①碗・皿・蓋（343 ～ 347）
　343・345 は京焼と思われる関西系の製品で造り丁寧。344 は砥部産の型紙摺りの碗で外底○中に「ト」、下に
「11」のクロム印が押される戦時中に焼成された統制陶器。347 は近代の鉛釉の蓋で胎土は土器質。

②擂鉢・その他（348 ～ 351）
　擂鉢は備前産で、348 は肥厚口縁の幅が狭く外側下部を垂らす形状で 15 ～ 16 世紀。349 は肥厚口縁の幅広
く片口部は大きく外傾する 17 世紀の資料。350 は東海地方で焼かれた鉢の胴下部付近と思われ、内面に鎹らし
き痕跡残る 12～ 14 世紀の製品。351 は磁器製のボタン。戦時中に製作された金属製品の代用品か。

・薩摩産
　薩摩産の陶磁器は、褐釉陶器の鉢・壺・甕類と、白薩摩等の施釉陶器が得られている。この中で褐釉陶器は、製品の
特徴から苗代川系と串木野系とに分類が可能である。
①鉢・壺・甕類（苗代川窯系）（352 ～ 353、357 ～ 358）
　苗代川窯系の製品は、鉢・壺・甕類があり、やや厚手で器面に横位の線状痕が密に入る資料が多い。胎土は粗く、鉢
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灰色で緻密。
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含む。  
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する碗。13c～
14c。  
  
  
  
  

口縁やや端反り
の碗。口唇断面
やや尖る。13c～
14c。 

撹乱

撹乱

表面白濁する灰オ
リーブ釉を内外面施
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灰釉を内外面施釉。  
 

内外面線刻により圏線
巡らせ、外面円文、内面
波状文ほか不明文描
き、白土で象嵌。  
   
   
   
   
内外面線刻により圏線
巡らせ、内面胴に線刻
雷文・スタンプで竹管
文施し、白土で象嵌。
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７　朝鮮半島産陶磁器（第 9表、第 62図、図版 62）

　朝鮮半島において、高麗後期に生産されたと考えられる青磁は碗が 18 点、袋物が 1点出土している。ここでは
特徴的な碗２点を図化した。
317・318 は碗の口縁部片である。いずれも器面に線刻やスタンプ文を施した後に白土をかけ、拭き取ることによ
り線刻・印花部に白い文様が残る象嵌の手法で施文する。両資料とも青磁釉は白濁しており、文様を不明瞭にして
いるが、円文や雷文・竹管文等が密に施される状況が確認できる。胎土は灰色で緻密。ガラス質粒子をわずかに含
む。
　これら製品の時期は 13～ 14世紀であるが、出土地は撹乱層と 15世紀後半以降の造成土中からであり、製品と
出土地とで時期差がある。

８　本土産陶磁器（第 10表、第 63～ 65 図、図版 63～ 65）

　今回の調査で得られた本土産陶磁器は磁器（染付・色絵・白磁）と陶器に大別され、産地は肥前（肥前系含む）・関
西・四国・東海地方・備前・瀬戸・薩摩（苗代川系・串木野系ほか）などが確認されている。時期・産地別にみると、古く
は東海地方の鉢と思われる12～14世紀の製品が1点みられ、次に15・16世紀の備前産擂鉢が５点得られている。
続いて 1590 ～ 1610 年代の肥前・唐津産の製品が一定量出土しているほか、薩摩串木野窯系で 17 世紀第 1四半
期に焼成された壺・甕類の一群がある。そのほかは近世～近代にかけての各地で焼成された製品が数多く出土して
いる。以下にそれぞれの概要を記し、個々の観察所見は観察表に記載する。

・肥前系（肥前・唐津・内野山ほか）
　肥前系の製品は本土産陶磁器中最も多く出土している。年代は 16 世紀末～近代までと幅広く、器種もバラエ
ティーに富む。ここでは肥前・唐津・内野山ほか肥前系の製品をまとめた。
①碗・片口・小碗（319 ～ 328）
　陶器と磁器があり、陶器は 16 世紀末～ 18 世紀前半の灰釉や褐釉をかけた製品で、天目形の製品（320・321）と
類似する片口（323）を含む。文様は鉄絵（319）や白土を刷毛目状に施文した製品（322）があり、327 は内野山の銅
緑釉が施された製品。磁器製は 17世紀代の白磁（324・326）と 18 世紀末～ 19 世紀中葉の染付（325・328）がみら
れる。これらの製品は喫茶に関係する製品と思われ、当時の茶文化を知る上で興味深い。

②皿・大皿・鉢・蓋（329 ～ 336、339）
　唐津産の鉄絵が施された製品と、内野山産の銅緑釉の製品が得られている。唐津産は 1590 ～ 1610 年代でまと
まり、口唇がやや立上がる鍔縁状で、333 は見込に鉄絵で唐草を絵付けし、胎土目が付着する。内野山産は直口で
高台低く、見込蛇目釉剥ぎで 17 世紀末～ 18 世紀前半の製品。336 は灰釉をかける厚手の鉢。見込に３点の目痕
を残す製品で 1590 ～ 1610 年代。339 の蓋は厚手で灰釉を施釉する。346 は鍋の蓋と思われる。

③瓶・香炉・水滴（337 ～ 338、340 ～ 342）
　瓶は陶器と磁器があり、陶器は高台が付く337とベタ底の338で灰釉を施釉する。340は白磁で高台を有する。
341 は青磁の小型香炉で口縁内側に玉縁状。342 の水滴は白磁で板状粘土を張り合わせ、立てた状態で焼成。

・関西・四国系
　京焼や備前産、砥部産をまとめた。中世～近代までと年代幅があり、器種も多岐にわたる。
①碗・皿・蓋（343 ～ 347）
　343・345 は京焼と思われる関西系の製品で造り丁寧。344 は砥部産の型紙摺りの碗で外底○中に「ト」、下に
「11」のクロム印が押される戦時中に焼成された統制陶器。347 は近代の鉛釉の蓋で胎土は土器質。

②擂鉢・その他（348 ～ 351）
　擂鉢は備前産で、348 は肥厚口縁の幅が狭く外側下部を垂らす形状で 15 ～ 16 世紀。349 は肥厚口縁の幅広
く片口部は大きく外傾する 17 世紀の資料。350 は東海地方で焼かれた鉢の胴下部付近と思われ、内面に鎹らし
き痕跡残る 12～ 14 世紀の製品。351 は磁器製のボタン。戦時中に製作された金属製品の代用品か。

・薩摩産
　薩摩産の陶磁器は、褐釉陶器の鉢・壺・甕類と、白薩摩等の施釉陶器が得られている。この中で褐釉陶器は、製品の
特徴から苗代川系と串木野系とに分類が可能である。
①鉢・壺・甕類（苗代川窯系）（352 ～ 353、357 ～ 358）
　苗代川窯系の製品は、鉢・壺・甕類があり、やや厚手で器面に横位の線状痕が密に入る資料が多い。胎土は粗く、鉢
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第 3章　調査の方法と成果

は平口縁で「T」字状を呈し、外縁波状に成形し口唇部釉剥ぎする。壺・甕類含め口唇・底部縁辺に貝目痕がみられる
ことから、窯詰め時に口と底部を交互に合わせて重ね焼きしたと思われる。

②壺・甕類（串木野窯系）（354 ～ 356）
　壺・甕類の胴部と思われる破片が出土している。大型～中型の製品になると思われるが、器壁はサイズの割に２
～６㎜と薄手である。内外面褐色釉施釉し、胎土は暗赤灰色で石英やガラス質粒子を含むが、緻密で焼締められ、内
面に輪積み痕と当て具痕が残る。

③施釉陶器（359）
　施釉陶器は白釉の鬢盥（びんだらい）と褐釉の土瓶が出土している。鬢盥は長円形のベタ底で、成形は型造りと思
われる製品である。時期は 18～ 19 世紀。
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にぶい黄橙色で
粗い。石英、ガラ
ス質粒子多い。 
  
にぶい黄橙色で
粗い。石英、ガラ
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浅黄橙色で粗
い。石英、ガラス
質粒子多い。 
  
 
橙色で粗い。石
英、ガラス質粒子
多い。

にぶい橙色で粗
い。黒色粒子、石
英、ガラス質粒子
多い。  
 
浅黄橙色で緻
密。赤色粒子わ
ずかに含む。 
  

灰白色で緻密。 
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D-9 A-9 層
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B-2 層

D-7･8 撹乱
+D-8 撹乱

D-9 撹乱

F-6 撹乱

外面胴に黒褐色の鉄絵で
丸絵付けし、黄灰色の半透
明な灰釉内面と外面胴下
部まで施釉。
浅黄色～暗褐色の釉を内
面と外面胴半ば～下部まで
施釉。   
 
黒褐色釉を内面と外面胴半
ば～下部まで施釉。  
  
暗灰黄色の灰釉を内面と外面胴
下部まで施釉し、その上に外面口
縁下に刷毛目文。見込にナデ付
ける。見込に一条の沈線巡らす。 

暗赤灰色釉を内面と外面胴
上部～半ばまで施釉。  

灰白色の透明釉を内外面
施釉。 

外面胴に2色の呉須で風景
絵付けし、灰白色の透明釉
を内外面施釉。  
 
灰白色の透明釉を内外面
施釉し、畳付釉剥ぎ。  
  
内面灰色の釉に明青灰色の
釉たれる。外面胴下部に暗
オリーブ色の銅緑釉かかる。 
外面胴に2色の呉須で蝶文
絵付けし、灰白色の透明釉
を内外面施釉。

灰黄褐色釉を内外面施釉。 

灰黄褐色釉を内外面施釉。 
  

にぶい褐色～灰黄褐色釉
を内外面施釉。

やや白濁する灰褐色釉を内
外面施釉。見込に鉄絵で不
明文様。   
灰黄褐色釉を内面と外面銅
半ばまで施釉し、見込に鉄
絵草花文。   
暗オリーブ色の銅緑釉を内
面と口縁外面まで施釉し、
外面胴半ばまで灰白色の灰
釉施釉する。
内面暗オリーブ色の銅緑釉
かけ蛇目釉剥ぎ。外面褐灰
色釉胴下部まで施釉。  

直口碗。口唇断面丸い。
1590～1610年代。

天目形の碗。鼈口で口唇断
面やや尖り、底高台径狭く
浅い。1590～1630年代。
　   
天目形の碗か。1590～
1630年代。　  
   
刷毛目施す二彩手の碗。高
台断面台形で造り丁寧。畳
付に砂目痕。1610～40年代。 
口唇の一部に片口の切込
みがある鼈口の製品。天目
形の碗になる火脳性あり。
17c前半。   
 
口縁内湾し、口唇玉縁状の
薄手碗。1610～30年代。 
   
薄手直口の碗。1820～60
年代。   

薄手碗の底部。畳付に砂
目痕。17c後半。

銅緑釉と灰釉掛け分けの
碗。高台側面一条隆起させ
竹節状。内野山産で17c末
～18c前半。  

蝶の文様施された直口碗。
18c末～19c中葉。

鍔縁口縁の皿。口唇断面
丸い。見込に鉄絵か。1590
～1610年代。  
鍔縁口縁の皿。口唇断面や
や玉縁状に上がる。見込に
鉄絵か。1590～1610年代。
　  やや立上がる鍔縁口縁の
皿。口唇断面やや玉縁状に
上がる。見込に鉄絵か。1590
～1610年代。

鍔縁口縁の鉄絵皿。口唇
断面丸い。1590～1610年
代。
鉄絵の大皿。口縁形態は
329になるか。見込にボタン
状の胎土目残る。高台断面
台形。1590～1610年代。
内野山産の銅緑釉皿。口
唇断面やや尖る。17c末～
18c前半。
内野山産の銅緑釉皿。畳
付に砂目痕3点か。17c末
～18c前半。  
 

碗 褐
釉

肥
前

碗 褐
釉

肥
前

碗
二
彩
手

肥
前

片
口

褐
釉

肥
前
か

碗 白
磁

肥
前

碗 染
付

肥
前

碗 白
磁

肥
前

碗
銅
緑
釉

肥
前

小
碗

染
付

皿 灰
釉

唐
津

皿 灰
釉

唐
津

皿 灰
釉

唐
津

皿 鉄
絵

唐
津

大
皿

鉄
絵

唐
津

皿
銅
緑
釉

肥
前

肥
前皿

銅
緑
釉

肥
前
系

(

九
州)

第10表　本土産陶磁器観察一覧１ 

指図番号
図版番号

第 64図
図版 64

第 65 図
図版 65

―

―

―

8.5

―

7.2

8.9

―

―

―

―

―

―

31.5

31.0

―

―

―

―

―

―

グリッド・層口径 器高

法量（㎝）
所見釉・文様

（色・範囲・貫入）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種

器
種

産
地 部位

底部

底部

底部

袴

底部

口縁部

口～底

口～底

底部

底部

撮

庇～袴

口縁部

底部

胴部

―

口縁部

口縁部

胴部

胴部

胴部

底部

底部

底部

336

337

338

339

340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

鉢 灰
釉

唐
津 ̶

̶

̶

̶

̶

̶

1.6

5.4

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

7.5

4.6

6.6

̶

5.0

̶

2.8

5.0

4.2

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

10.0

̶

にぶい橙色で粗
い。黒・赤色粒
子、石英、ガラス
質粒子多い。
にぶい黄色で粗い。
黒・赤色粒子、石英、
ガラス質粒子多い。
釉際露胎部緋色。
にぶい赤褐色～
灰色で粗く、黒色
粒子、石英、ガラ
ス質粒子多い。
にぶい黄色で粗
い。黒・赤色粒
子、石英、ガラス
質粒子多い。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

白色で堅緻。

淡黄色で緻密。

にぶい赤褐色で
粗い。石英、ガラス
質粒子多く含む。

橙色～灰褐色で
あばた多く軟質。
黒、灰色粒子多
く含む。
にぶい赤褐色～
赤灰色で粗い。赤、
黄色、ガラス質粒
子、石英多く含む。
にぶい赤褐色で
緻密。白土、赤、黒、
白色、ガラス質粒
子、石英多く含む。

灰色～灰白色で
緻密。備讃亜ガ
ラス質粒子含む。

　 　 　 　

　 　 　 　 ｜

鈍い赤褐色～褐
灰色で粗く石英、
赤・黒色粒子含む。

暗赤灰色で粗く
石英、白・赤色粒
子含む。

暗赤灰色で緻
密。石英、白色粒
子含む。

暗赤灰色で緻
密。石英、白、灰
色、ガラス質粒子
含む。

暗赤灰色で緻
密。石英、ガラス
質粒子含む。

暗赤灰色でやや
粗い。石英、ガラ
ス質、灰色粒子
含む。

暗灰色で粗い。
石英、ガラス質、
灰色粒子含む。

やや黄色い灰白
色で粗く、赤、黒、
白色粒子多く含
む。

D-9 A-6層

D-9 撹乱

E-10
B-2層

E-10
撹乱

撹乱

撹乱

D-9 撹乱

D-10 撹乱

撹乱

D-9 撹乱

D-10 撹乱

F-10 撹乱

F-9 造成層

D-10 
A-9層

F-10・１１
造成層

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

E-10 
A-6層

E-10 
A-4層

E-10 
B-2層

E･F-7･8
撹乱

D-9 撹乱

白濁したにぶい黄褐色の灰
釉を内面と外面胴下部まで
施釉。
透明な暗オリーブ色の釉を
内底と外面高台脇まで厚く
施釉。
オリーブ灰色の釉を外面胴
下部まで施釉。釉に黒色斑
点あり。

白濁した灰黄褐色釉を外面
に施釉。

白色の透明釉を外面に施釉
し、畳付釉剥ぎ。

明オリーブ灰色の均質な透
明釉を外面と内面胴半ばま
で施釉。
透明な灰白色釉を上面と長
い側面部に施釉。上面に型押
し陽刻による不明文様施す。
灰白色の透明釉を内面と外
面胴下部まで施釉。表面に
微細な貫入あり。
鮮やかなコバルトで、型紙により内面
見込に花文と圏線絵付けし、外面型
紙で鋸歯状文様施文し、圏線絵付け。
高台裏に○中に「ト」下に「11」のクロム
印。前面透明釉施釉し畳付釉剥ぎ。

浅黄色の透明釉を内面と外
面高台脇まで施釉し、内面草
花文上絵付けするが変色。高
台裏に木瓜形の上絵付け。
暗灰黄色釉を外面施釉し、
撮み上端釉剥ぎ。内面無釉
で灰赤色。
暗褐色、黄褐色、灰オリーブ
色の鉛釉を全面に施釉し袴
端部釉剥ぎ。
内面灰褐色の灰被り、口縁
鈍い赤褐色の泥釉、外面無
釉で灰赤色。
口縁外面のみ焼成時に火を
受けにぶい赤褐色。内外面
露胎部は明赤褐色。

無釉で外面灰色、内面黒褐
色。

前面オリーブ色のクロム釉
施釉。

外面灰黒褐色、内面暗褐色
釉施釉し口唇剥ぎ。口唇外
下を波状に成形。

内外面黒褐色釉施釉。口唇
外面二条の沈線巡る。

内外面黒褐色釉施釉。外面
艶あり。

内外面黒褐色釉施釉し、内
面砂粒状にざらつく。

内外面黒褐色釉施釉し、内
面砂粒状にざらつく。

内外面黒褐色釉施釉し、内
面砂粒状にざらつく。

内外面光沢成す黒褐色釉
施釉し、内面砂粒状にざら
つく。内面横位に線状痕。

透明な灰白色釉を内面と外
面胴下部まで施釉。

焼成不良の鉢底部。全体に
厚手で見込擂鉢状、胎土目
跡３点あり。高台幅広く高台
内浅い。1590～1610年代。

胴丸く高台「ハ」字状に開
く。底部に籾殻付着。1590
～1610年代。

厚手ベタ底の瓶。底面糸
切痕あり。1590～1610年
代。

庇・袴有する壺の蓋。全体
に厚手。袴断面外反する。
1590～1610年代か。

白磁瓶の底部。高台断面
丸く、畳付砂目痕あり。17c
後半。

口縁内側に玉縁状の小型
香炉。17c後半～18c初
頭。

板状粘土を張り合せて製
作。底面に浅く布目痕。短
い側面部に目痕あり。18c
～19c初頭。

やや内湾する器形。高台径
小さく断面方形。18c後半。

型紙施文による染付。戦時
中に製作された統制陶器。
見込に針目跡か。砥部産か。

見込平坦な皿。高台断面
方形。18c。

撮み高台状の蓋。熊本・鹿
児島産か。18c～19c。

上面ドーム状で庇浅く張り
出し、袴浅い蓋。近代。

口縁外面垂れ下がり矢印
状の擂鉢。口唇断面尖る。
15c～16c。

帯状の口縁に注口が付く
擂鉢。口唇と口縁下端に重
ね目痕。17c。

東海地方産と思われる鉢
の胴下部付近。内面に鎹
の痕跡か。12c～14c。

磁器製のボタン。糸通し孔
4点。表面縁辺玉縁状。裏
面に砂目痕。戦時中か。

平縁で口縁内湾する鉢。口
唇に二枚貝腹縁の貝目痕。
17c第2･3四半期か。

平縁で口縁内湾する鉢。口
唇に二枚貝背面の貝目痕。
17c後半。

器厚２㎜とサイズのわりに薄い
壺か甕の肩に近い胴部。内面
に弱く粘土積み痕と当て具痕。
串木野窯系で17c第1四半期。
厚さ３～６㎜とサイズのわり
に薄い壺か甕の胴部。内面
円弧状の当て具痕。串木野
窯系。17c第1四半期。
厚さ2.9～４㎜とサイズの
わりに薄い壺か甕の胴部。
内面当て具痕。串木野窯
系。17c第1四半期。

底面端部に貝目痕か。17c
第1四半期。

厚手の壺か甕の底部。18c
～19c。

長円形の鬢盥。型造りか。
18c～19c。

瓶 灰
釉

唐
津

瓶 灰
釉

唐
津

蓋 灰
釉

唐
津

瓶 白
磁

肥
前

香
炉

青
磁

肥
前

水
滴

白
磁

肥
前

碗 施
釉

関
西
系

碗 染
付

砥
部

皿 色
絵

関
西
系

蓋 灰
釉

南
九
州
か

蓋 鉛
釉

関
西

擂
鉢

無
釉

備
前

擂
鉢

無
釉

備
前
系

鉢 無
釉

東
海
地
方

ボ
タ
ン

磁
器

本
土

鉢 褐
釉

苗
代
川
窯
系

薩
摩
苗
代
川
窯
系

薩
摩
串
木
野
窯
系

薩
摩
串
木
野
窯
系

薩
摩
串
木
野
窯
系

薩
摩
苗
代
川
窯
系

薩
摩
苗
代
川
窯
系

薩
摩

鉢 褐
釉

壺
か
甕

褐
釉

壺
か
甕

褐
釉

壺
か
甕

褐
釉

壺
か
甕

褐
釉

壺
か
甕

褐
釉

鬢
盥

施
釉

薩
摩

4.1
(縦)

10.9
(庇)

1.6
(縦)

1.5
(横)

0.3
(孔)

9.8
(袴)

0.3
(0.4)
(厚)

4.9
(撮)

第 5節　出土遺物（本土産陶磁器）

第10表　本土産陶磁器観察一覧2 
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第 3章　調査の方法と成果

は平口縁で「T」字状を呈し、外縁波状に成形し口唇部釉剥ぎする。壺・甕類含め口唇・底部縁辺に貝目痕がみられる
ことから、窯詰め時に口と底部を交互に合わせて重ね焼きしたと思われる。

②壺・甕類（串木野窯系）（354 ～ 356）
　壺・甕類の胴部と思われる破片が出土している。大型～中型の製品になると思われるが、器壁はサイズの割に２
～６㎜と薄手である。内外面褐色釉施釉し、胎土は暗赤灰色で石英やガラス質粒子を含むが、緻密で焼締められ、内
面に輪積み痕と当て具痕が残る。

③施釉陶器（359）
　施釉陶器は白釉の鬢盥（びんだらい）と褐釉の土瓶が出土している。鬢盥は長円形のベタ底で、成形は型造りと思
われる製品である。時期は 18～ 19 世紀。

　
指図番号
図版番号

第 63図
図版 63

11.1

12.8

―

7.6

11.6

9.8

10.0

̶

―

8.3

27.1

̶

18.4

17.2

―

12.4

̶

グリッド・層口径 器高

法量（㎝）
所見釉・文様等

（色・範囲）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種

器
種

産
地 部位

口縁部

口～底

底部

底部

口縁部

口縁部

口縁部

底部

底部

口～底

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

底部

口縁部

底部

319

320

321

322

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

碗 鉄
絵

唐
津 ̶

6.65

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

5.5

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

4.5

4.2

̶

̶

̶

̶

4.6

4.2

2.7

̶

̶

̶

̶

6.95

̶

4.8

鈍い橙色～明灰
褐色で粗い。黒、
白、ガラス質粒子多
い。 
鈍い赤褐色～褐
灰色で粗い。黒、
赤、白、ガラス質
粒子多い。 

淡黄色で粗い。
黒、赤、白、ガラス
質粒子多い。

にぶい赤褐色で
粗い。黒、赤、白、
石英粒子多い。

にぶい黄橙色～
灰色で粗い。石
英、ガラス質粒子
多い。 

灰白色で堅緻。 
  
  
 
白色で堅緻。 
  
  
  
  白色で堅緻。 
  
  
  
灰白色で緻密。 
  
  

白色で堅緻。 
  
  
にぶい黄橙色で
粗い。石英、ガラ
ス質粒子多い。 
  
にぶい黄橙色で
粗い。石英、ガラ
ス質粒子多い。

浅黄橙色で粗
い。石英、ガラス
質粒子多い。 
  
 
橙色で粗い。石
英、ガラス質粒子
多い。

にぶい橙色で粗
い。黒色粒子、石
英、ガラス質粒子
多い。  
 
浅黄橙色で緻
密。赤色粒子わ
ずかに含む。 
  

灰白色で緻密。 
  
  

D-10 
A-5 層

D-10 
A-5 層

E-10 
A-4 層

E-9 A-3 層

撹乱

D-10 撹乱

D-9 撹乱

D-7～9 
撹乱

撹乱

D-9 造成層

D-7･8 撹乱

E-10 
A-4 層

D-9 A-9 層

E-10
B-2 層

D-7･8 撹乱
+D-8 撹乱

D-9 撹乱

F-6 撹乱

外面胴に黒褐色の鉄絵で
丸絵付けし、黄灰色の半透
明な灰釉内面と外面胴下
部まで施釉。
浅黄色～暗褐色の釉を内
面と外面胴半ば～下部まで
施釉。   
 
黒褐色釉を内面と外面胴半
ば～下部まで施釉。  
  
暗灰黄色の灰釉を内面と外面胴
下部まで施釉し、その上に外面口
縁下に刷毛目文。見込にナデ付
ける。見込に一条の沈線巡らす。 

暗赤灰色釉を内面と外面胴
上部～半ばまで施釉。  

灰白色の透明釉を内外面
施釉。 

外面胴に2色の呉須で風景
絵付けし、灰白色の透明釉
を内外面施釉。  
 
灰白色の透明釉を内外面
施釉し、畳付釉剥ぎ。  
  
内面灰色の釉に明青灰色の
釉たれる。外面胴下部に暗
オリーブ色の銅緑釉かかる。 
外面胴に2色の呉須で蝶文
絵付けし、灰白色の透明釉
を内外面施釉。

灰黄褐色釉を内外面施釉。 

灰黄褐色釉を内外面施釉。 
  

にぶい褐色～灰黄褐色釉
を内外面施釉。

やや白濁する灰褐色釉を内
外面施釉。見込に鉄絵で不
明文様。   
灰黄褐色釉を内面と外面銅
半ばまで施釉し、見込に鉄
絵草花文。   
暗オリーブ色の銅緑釉を内
面と口縁外面まで施釉し、
外面胴半ばまで灰白色の灰
釉施釉する。
内面暗オリーブ色の銅緑釉
かけ蛇目釉剥ぎ。外面褐灰
色釉胴下部まで施釉。  

直口碗。口唇断面丸い。
1590～1610年代。

天目形の碗。鼈口で口唇断
面やや尖り、底高台径狭く
浅い。1590～1630年代。
　   
天目形の碗か。1590～
1630年代。　  
   
刷毛目施す二彩手の碗。高
台断面台形で造り丁寧。畳
付に砂目痕。1610～40年代。 
口唇の一部に片口の切込
みがある鼈口の製品。天目
形の碗になる火脳性あり。
17c前半。   
 
口縁内湾し、口唇玉縁状の
薄手碗。1610～30年代。 
   
薄手直口の碗。1820～60
年代。   

薄手碗の底部。畳付に砂
目痕。17c後半。

銅緑釉と灰釉掛け分けの
碗。高台側面一条隆起させ
竹節状。内野山産で17c末
～18c前半。  

蝶の文様施された直口碗。
18c末～19c中葉。

鍔縁口縁の皿。口唇断面
丸い。見込に鉄絵か。1590
～1610年代。  
鍔縁口縁の皿。口唇断面や
や玉縁状に上がる。見込に
鉄絵か。1590～1610年代。
　  やや立上がる鍔縁口縁の
皿。口唇断面やや玉縁状に
上がる。見込に鉄絵か。1590
～1610年代。

鍔縁口縁の鉄絵皿。口唇
断面丸い。1590～1610年
代。
鉄絵の大皿。口縁形態は
329になるか。見込にボタン
状の胎土目残る。高台断面
台形。1590～1610年代。
内野山産の銅緑釉皿。口
唇断面やや尖る。17c末～
18c前半。
内野山産の銅緑釉皿。畳
付に砂目痕3点か。17c末
～18c前半。  
 

碗 褐
釉

肥
前

碗 褐
釉

肥
前

碗
二
彩
手

肥
前

片
口

褐
釉

肥
前
か

碗 白
磁

肥
前

碗 染
付

肥
前

碗 白
磁

肥
前

碗
銅
緑
釉

肥
前

小
碗

染
付

皿 灰
釉

唐
津

皿 灰
釉

唐
津

皿 灰
釉

唐
津

皿 鉄
絵

唐
津

大
皿

鉄
絵

唐
津

皿
銅
緑
釉

肥
前

肥
前皿

銅
緑
釉

肥
前
系

(

九
州)
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指図番号
図版番号

第 64図
図版 64

第 65 図
図版 65

―

―

―

8.5

―

7.2

8.9

―

―

―

―

―

―

31.5

31.0

―

―

―

―

―

―

グリッド・層口径 器高

法量（㎝）
所見釉・文様

（色・範囲・貫入）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種

器
種

産
地 部位

底部

底部

底部

袴

底部

口縁部

口～底

口～底

底部

底部

撮

庇～袴

口縁部

底部

胴部

―

口縁部

口縁部

胴部

胴部

胴部

底部

底部

底部

336

337

338

339

340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

鉢 灰
釉

唐
津 ̶

̶

̶

̶

̶

̶

1.6

5.4

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

7.5

4.6

6.6

̶

5.0

̶

2.8

5.0

4.2

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

10.0

̶

にぶい橙色で粗
い。黒・赤色粒
子、石英、ガラス
質粒子多い。
にぶい黄色で粗い。
黒・赤色粒子、石英、
ガラス質粒子多い。
釉際露胎部緋色。
にぶい赤褐色～
灰色で粗く、黒色
粒子、石英、ガラ
ス質粒子多い。
にぶい黄色で粗
い。黒・赤色粒
子、石英、ガラス
質粒子多い。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

白色で堅緻。

灰白色で堅緻。

白色で堅緻。

淡黄色で緻密。

にぶい赤褐色で
粗い。石英、ガラス
質粒子多く含む。

橙色～灰褐色で
あばた多く軟質。
黒、灰色粒子多
く含む。
にぶい赤褐色～
赤灰色で粗い。赤、
黄色、ガラス質粒
子、石英多く含む。
にぶい赤褐色で
緻密。白土、赤、黒、
白色、ガラス質粒
子、石英多く含む。

灰色～灰白色で
緻密。備讃亜ガ
ラス質粒子含む。

　 　 　 　

　 　 　 　 ｜

鈍い赤褐色～褐
灰色で粗く石英、
赤・黒色粒子含む。

暗赤灰色で粗く
石英、白・赤色粒
子含む。

暗赤灰色で緻
密。石英、白色粒
子含む。

暗赤灰色で緻
密。石英、白、灰
色、ガラス質粒子
含む。

暗赤灰色で緻
密。石英、ガラス
質粒子含む。

暗赤灰色でやや
粗い。石英、ガラ
ス質、灰色粒子
含む。

暗灰色で粗い。
石英、ガラス質、
灰色粒子含む。

やや黄色い灰白
色で粗く、赤、黒、
白色粒子多く含
む。

D-9 A-6層

D-9 撹乱

E-10
B-2層

E-10
撹乱

撹乱

撹乱

D-9 撹乱

D-10 撹乱

撹乱

D-9 撹乱

D-10 撹乱

F-10 撹乱

F-9 造成層

D-10 
A-9層

F-10・１１
造成層

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

E-10 
A-6層

E-10 
A-4層

E-10 
B-2層

E･F-7･8
撹乱

D-9 撹乱

白濁したにぶい黄褐色の灰
釉を内面と外面胴下部まで
施釉。
透明な暗オリーブ色の釉を
内底と外面高台脇まで厚く
施釉。
オリーブ灰色の釉を外面胴
下部まで施釉。釉に黒色斑
点あり。

白濁した灰黄褐色釉を外面
に施釉。

白色の透明釉を外面に施釉
し、畳付釉剥ぎ。

明オリーブ灰色の均質な透
明釉を外面と内面胴半ばま
で施釉。
透明な灰白色釉を上面と長
い側面部に施釉。上面に型押
し陽刻による不明文様施す。
灰白色の透明釉を内面と外
面胴下部まで施釉。表面に
微細な貫入あり。
鮮やかなコバルトで、型紙により内面
見込に花文と圏線絵付けし、外面型
紙で鋸歯状文様施文し、圏線絵付け。
高台裏に○中に「ト」下に「11」のクロム
印。前面透明釉施釉し畳付釉剥ぎ。

浅黄色の透明釉を内面と外
面高台脇まで施釉し、内面草
花文上絵付けするが変色。高
台裏に木瓜形の上絵付け。
暗灰黄色釉を外面施釉し、
撮み上端釉剥ぎ。内面無釉
で灰赤色。
暗褐色、黄褐色、灰オリーブ
色の鉛釉を全面に施釉し袴
端部釉剥ぎ。
内面灰褐色の灰被り、口縁
鈍い赤褐色の泥釉、外面無
釉で灰赤色。
口縁外面のみ焼成時に火を
受けにぶい赤褐色。内外面
露胎部は明赤褐色。

無釉で外面灰色、内面黒褐
色。

前面オリーブ色のクロム釉
施釉。

外面灰黒褐色、内面暗褐色
釉施釉し口唇剥ぎ。口唇外
下を波状に成形。

内外面黒褐色釉施釉。口唇
外面二条の沈線巡る。

内外面黒褐色釉施釉。外面
艶あり。

内外面黒褐色釉施釉し、内
面砂粒状にざらつく。

内外面黒褐色釉施釉し、内
面砂粒状にざらつく。

内外面黒褐色釉施釉し、内
面砂粒状にざらつく。

内外面光沢成す黒褐色釉
施釉し、内面砂粒状にざら
つく。内面横位に線状痕。

透明な灰白色釉を内面と外
面胴下部まで施釉。

焼成不良の鉢底部。全体に
厚手で見込擂鉢状、胎土目
跡３点あり。高台幅広く高台
内浅い。1590～1610年代。

胴丸く高台「ハ」字状に開
く。底部に籾殻付着。1590
～1610年代。

厚手ベタ底の瓶。底面糸
切痕あり。1590～1610年
代。

庇・袴有する壺の蓋。全体
に厚手。袴断面外反する。
1590～1610年代か。

白磁瓶の底部。高台断面
丸く、畳付砂目痕あり。17c
後半。

口縁内側に玉縁状の小型
香炉。17c後半～18c初
頭。

板状粘土を張り合せて製
作。底面に浅く布目痕。短
い側面部に目痕あり。18c
～19c初頭。

やや内湾する器形。高台径
小さく断面方形。18c後半。

型紙施文による染付。戦時
中に製作された統制陶器。
見込に針目跡か。砥部産か。

見込平坦な皿。高台断面
方形。18c。

撮み高台状の蓋。熊本・鹿
児島産か。18c～19c。

上面ドーム状で庇浅く張り
出し、袴浅い蓋。近代。

口縁外面垂れ下がり矢印
状の擂鉢。口唇断面尖る。
15c～16c。

帯状の口縁に注口が付く
擂鉢。口唇と口縁下端に重
ね目痕。17c。

東海地方産と思われる鉢
の胴下部付近。内面に鎹
の痕跡か。12c～14c。

磁器製のボタン。糸通し孔
4点。表面縁辺玉縁状。裏
面に砂目痕。戦時中か。

平縁で口縁内湾する鉢。口
唇に二枚貝腹縁の貝目痕。
17c第2･3四半期か。

平縁で口縁内湾する鉢。口
唇に二枚貝背面の貝目痕。
17c後半。

器厚２㎜とサイズのわりに薄い
壺か甕の肩に近い胴部。内面
に弱く粘土積み痕と当て具痕。
串木野窯系で17c第1四半期。
厚さ３～６㎜とサイズのわり
に薄い壺か甕の胴部。内面
円弧状の当て具痕。串木野
窯系。17c第1四半期。
厚さ2.9～４㎜とサイズの
わりに薄い壺か甕の胴部。
内面当て具痕。串木野窯
系。17c第1四半期。

底面端部に貝目痕か。17c
第1四半期。

厚手の壺か甕の底部。18c
～19c。

長円形の鬢盥。型造りか。
18c～19c。
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鬢
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4.1
(縦)

10.9
(庇)

1.6
(縦)

1.5
(横)

0.3
(孔)

9.8
(袴)

0.3
(0.4)
(厚)

4.9
(撮)

第 5節　出土遺物（本土産陶磁器）

第10表　本土産陶磁器観察一覧2 

157156



第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果 第 5節　出土遺物（本土産陶磁器）
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果

９　沖縄産施釉陶器（第 11表、第 66～ 68 図、図版 66～ 68）

　沖縄産陶器の中で、「上焼（ジョウヤチ）」と呼ばれる、器面に釉及び絵付けを施す焼物の一群で、1,821 点が出
土しており、特徴的なもの 31 点を図示した。器種としては、碗、皿、鉢、小鉢、鍋、蓋、灯明具、甕、壺、急須、瓶などが
出土している。個々の詳細については観察表に譲るが、以下に各器種の概要を記す。

①碗（360 ～ 365）
　碗は直口口縁で胴半ばまで灰釉を浸しかけ、胴部から腰部にかけて逆「ハ」字状に立ち上がる器形の資料（360～
363）と、直口口縁で胴部にやや丸みを持つ器形（364）の２種があり、前者には外面に鉄絵を施す資料（360）があ
る。また、全面を白化粧と透明釉で施釉し呉須で点文を描き、畳付と見込蛇目釉剥ぎする資料（365）がある。その他
特徴的なものとして、363 のように外底に墨書の入る資料がある。

②小碗（366 ～ 369）
　口縁部が直口と内湾する資料がある。灰釉の小碗（366）と口縁内湾し外面に鉄絵で圏線巡らせる資料（367）の
ほか、多数は白化粧と透明釉を全面にかけ、畳付と見込蛇目釉剥ぎする資料（368・369）がある。

③皿（370 ～ 372）
　外反口縁と波縁口縁が見られる。370 は灰釉の薄手皿。371 は外反口縁で、白化粧と透明釉を全面にかけ、畳付
と見込蛇目釉剥ぎする資料。372 は波縁口縁で、見込に沈線巡らせ白化粧と透明釉を全面にかけ、口唇・畳付と見
込蛇目釉剥ぎし、口唇に鉄釉施す資料。

④鉢（373 ～ 376）
　鉢は口唇断面が丸く内湾するもの（373・374・376）と口縁が逆「L」字状になる資料（375）があり、376 は口縁部
が内湾する資料の底部になると思われる。

⑤急須・蓋（377 ～ 378）
　線刻を施した上に褐色釉をかける製品（378）と、線刻と白化粧後に鉄釉で色付けした急須の蓋と思われる製品。
前者は丸形の３足で、釣手は型造りしたものを貼付する。

⑥火炉（379）
　379 は口縁が内湾する施釉された火炉。口縁内面に突起が３点付くと思われる。

⑦餌入（380）
　380 は小鉢形の施釉された餌入れ。口縁下には籠に固定するための有孔外耳を貼付する。

⑧鍋・蓋（381 ～ 385）
　口縁断面「く」字状で蓋受けを設け、口縁外面両端に紐状の把手を貼付する鍋（384・385）。底部から胴部にかけてゆる
やかな丸みを持つ器形で鉄釉を施す。381～ 383は鍋の蓋にあたると思われる。撮みは高台状で庇部分に鉄釉を施す。

⑨壺・瓶・甕（386 ～ 390）
　386 は黒釉施釉した壺の底部で、高台幅広く外側のみ接地する。畳付にサンゴ目らしき痕跡あり。387 の瓶は
灰釉を腰部と高台脇に施釉し、胴部露胎部に印花を押した瓶。嘉瓶か。388 は袴状の高台を付ける祭事用の瓶子。
389 はベタ底の小瓶である。390 は口縁部が逆「L」字形を呈する甕。外面に灰釉、内面に白釉と透明釉薬をかけ、
さらに緑釉を厚く流し掛けている。

挿図番号
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図版 66
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足
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5.2

―

4

5.8

―

16

―

―

―

―

40.6

グリッド・層口径 器高

法量（㎝）
成形・調整等釉
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素地
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釉
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釉
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釉
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釉
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釉
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褐
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釉

灰
釉
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釉
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釉

褐
釉
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釉
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釉

黒
釉

灰
釉

灰
釉

褐
釉
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釉

6.05

6.2

6.2

―

6.1

―

3.8

4.25

4.3

―

―

3.9

4.05

―

―

―

―

―

―

―

4.42

4.3
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―

―

―

―

―

―

―

6.4

6.2

6.6

7.0

7.0

5.8

3.8

3.2

3.8

3.5

5.0

6.7

6.8

―

―

―

12.9

4.0

―

―

12.6

―

―

10.6

10.0

8.0

3.8

―

明灰色～灰色
で緻密。
黄灰色で緻
密。
にぶい黄橙色
で緻密。
淡黄色で緻
密。軟質。
灰白色～淡黄
色で緻密。
淡黄色でやや
軟質。
灰黄色～灰白
色で緻密。
灰黄色～灰白
色で緻密。
にぶい黄橙色
で緻密。
にぶい黄橙色
で緻密。
灰白色で緻
密。
にぶい黄橙色
で緻密。
灰黄色で緻
密。
浅黄色～灰白
色で緻密。
灰白色で緻
密。
灰黄褐色で粗
く石英含む。
灰白色で緻
密。
浅黄橙色で緻
密。
灰白色で緻
密。
灰白色で緻
密。
灰白色で緻
密。
浅黄色で緻密。
露胎部緋色。
明赤褐色で緻
密。石英粒含む。
にぶい黄橙色～灰色
で緻密。石英粒含む。
にぶい赤褐色～灰色
でやや粗く石英含む。
灰色でやや粗く石
英、赤色粒子含む。
浅黄色で緻密。露
胎部にぶい赤褐色。
灰白色で堅緻。
露胎部緋色。
淡黄色で緻
密。
にぶい黄橙色
で緻密。
灰白色で堅緻。
石英含む。

D-10 撹乱

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-10 撹乱

D-9 撹乱

D-10 撹乱

D-9 撹乱

D-9 撹乱
+撹乱
D-7･8
撹乱
D-7･8
撹乱

D-10 撹乱

D-10 撹乱

D-7 撹乱+
D-7･8撹乱

E-10 撹乱

D-9 撹乱

撹乱

撹乱

D-10 撹乱

D-9 撹乱

D-7 撹乱

表採

C-7 撹乱

D-10 撹乱

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-9 撹乱
+撹乱

D-9 撹乱

E-11 
B-2層

D-9 撹乱

D-7･8
撹乱

白濁する青灰色釉を内外面胴下部
まで浸しかける。外面鉄絵の唐草。
光沢ある半透明の黒褐色釉を内外
面胴下部まで浸しかける。
灰黄褐色釉を内外面胴下部まで浸
しかける。
灰黄色の透明釉を外面腰部まで浸
しかける。
灰オリーブ色の透明釉を内外面胴下部
まで施釉し、見込に点状に施釉。貫入あり。
全面白化粧し、呉須で点文施文後透明釉施
釉。白化粧残し畳付け釉剥ぎ、見込蛇目釉剥ぎ。
濁る灰白色釉を胴半ばまで浸しかけ
る。
外面口唇と胴に二重圏線巡らせ内面
と外面腰まで黄褐色の透明釉。
全面白化粧し透明釉施釉。白化粧残
し畳付け釉剥ぎ、見込蛇目釉剥ぎ。
全面白化粧し灰オリーブ色の透明釉施釉。
白化粧残し畳付け釉剥ぎ、見込蛇目釉剥ぎ。
灰黄色の透明釉を内面と外面腰部
まで浸しかける。
全面白化粧し白濁する透明釉施
釉。畳付け釉剥ぎ、見込蛇目釉剥ぎ。
見込端部と見込に三重沈線巡らせ、全面白化粧
し透明釉施釉。畳付け白化粧残し釉剥ぎ、見込蛇
目釉剥ぎ。口唇釉剥ぎ鉄釉施釉。
内面灰白色、外面オリーブ黒色釉を
掛け分ける。

全面白化粧し透明釉施釉。貫入あり。

暗褐色～黒褐色の釉を内外面施釉。

白化粧上に黒釉施釉し畳付釉剥ぎ。

線刻により上面圏線で区劃し、全面白化粧後
呉須と鉄釉で絵付け、透明釉上面のみ施釉。
線刻で肩に圏線巡らせ、間に格子文。釣り手
型造りで唐草文陽刻。褐色透明釉を外面
胴下部まで、内面一部に施釉し口唇釉剥ぎ。

黒褐色釉を外面と内面口縁まで。

灰白色の透明釉を内外面施釉。

黄褐色釉を外面胴部と内面縁まで。

黄褐色～暗オリーブ褐色釉を外面
胴部と内面縁まで。

黒褐色釉を庇部内外面に施釉。

黒褐色釉を外面と口縁内面までかけ口唇上釉
剥ぎ。庇部内外面に施釉。内面薄く泥釉施釉。

暗褐色釉を外面と口縁内面までかけ口唇上釉
剥ぎ。庇部内外面に施釉。内面薄く泥釉施釉。
黒色釉を内底面薄く、外面厚く胴下
部まで施釉。

透明な灰オリーブ色釉を腰部と高台脇に施釉し
畳付剥ぎ。胴に沈線巡らせ印花施し鉄釉施釉。
透明な灰オリーブ色釉を外面に施
釉。

暗褐色釉を外面胴下部まで施釉。

内面口縁上まで白化粧後透明釉施
釉。外面斑状に緑釉施釉。窯糞付着。

轆轤成形の直口碗。見込に
窯積み痕。
轆轤成形の直口碗。高台に
煤付着。
轆轤成形の直口碗。高台に
砂目痕。
轆轤成形の碗。高台裏に墨
書。見込に褐釉の飛斑。
轆轤成形の胴が膨らむ直口
碗。
轆轤成形の碗。見込に重ね
焼きの痕跡。
胴部丸みを帯びる直口の小碗。
轆轤成形。高台断面三角。
胴部丸みを帯び口縁内湾する小
碗。轆轤成形。高台断面台形。
胴部丸みを帯びる直口の小碗。
轆轤成形。高台断面三角。
轆轤成形の碗。見込に窯積
み痕。
轆轤成形の皿。高台脇に籾
殻痕。窯割れあり。
轆轤成形の口縁外反する
皿。見込に窯積み痕。
轆轤成形の波縁の皿。口唇
平坦。
轆轤成形の口縁内湾する
鉢。口唇断面丸い。
轆轤成形の口縁内湾する
鉢。口唇断面丸い。
口縁逆「Ｌ」字状の鉢。火膨
れあり。
轆轤成形の鉢底部。高台浅
い。
急須の蓋か。轆轤成形でドーム
形。庇浅い鍔状で袴内湾。
胴丸く丸底の急須。円錐の
脚3点。内面轆轤痕顕著。
口縁内湾する火炉。口唇断
面三角。
轆轤成形。口縁鼈口で三角形の外耳
が付く餌入れ。外耳横に1.7㎜径の孔。
撮み高台状の蓋。轆轤成形
で内面に重ね焼きの痕跡。
撮み高台状の蓋。轆轤成形
で内面に重ね焼きの痕跡。

撮み高台状の蓋。轆轤成形。

胴部丸い鍋。口縁「く」字状で蓋
受けとする。紐状の耳は下向き。
胴部丸い鍋。口縁「く」字状で蓋
受けとする。紐状の耳は上向き。
壺か瓶の底部。高台浅く外面の
み接地。畳付けにサンゴ目痕。
腰折れ瓶。轆轤成形で高台
断面台形。
袴状高台瓶の底部。轆轤成
形で端部玉縁状。
小型の瓶か。丸底に近い平底。
轆轤成形で内面轆轤痕顕著。
口縁逆「Ｌ」字状の甕。1999・2001
年度調査で同一個体破片出土。
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皿
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鉢

鉢

鉢
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餌
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蓋
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鍋
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壺

瓶

瓶
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甕

9.6
(庇)

7.9
(袴)

8.4
(9.0)

6.6
(撮)
6.7
(撮)

15.2
(庇)
14.0
(庇)

第11表　沖縄産施釉陶器観察一覧

第 5節　出土遺物（沖縄産施釉陶器）
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第 3章　調査の方法と成果

９　沖縄産施釉陶器（第 11表、第 66～ 68 図、図版 66～ 68）

　沖縄産陶器の中で、「上焼（ジョウヤチ）」と呼ばれる、器面に釉及び絵付けを施す焼物の一群で、1,821 点が出
土しており、特徴的なもの 31 点を図示した。器種としては、碗、皿、鉢、小鉢、鍋、蓋、灯明具、甕、壺、急須、瓶などが
出土している。個々の詳細については観察表に譲るが、以下に各器種の概要を記す。

①碗（360 ～ 365）
　碗は直口口縁で胴半ばまで灰釉を浸しかけ、胴部から腰部にかけて逆「ハ」字状に立ち上がる器形の資料（360～
363）と、直口口縁で胴部にやや丸みを持つ器形（364）の２種があり、前者には外面に鉄絵を施す資料（360）があ
る。また、全面を白化粧と透明釉で施釉し呉須で点文を描き、畳付と見込蛇目釉剥ぎする資料（365）がある。その他
特徴的なものとして、363 のように外底に墨書の入る資料がある。

②小碗（366 ～ 369）
　口縁部が直口と内湾する資料がある。灰釉の小碗（366）と口縁内湾し外面に鉄絵で圏線巡らせる資料（367）の
ほか、多数は白化粧と透明釉を全面にかけ、畳付と見込蛇目釉剥ぎする資料（368・369）がある。

③皿（370 ～ 372）
　外反口縁と波縁口縁が見られる。370 は灰釉の薄手皿。371 は外反口縁で、白化粧と透明釉を全面にかけ、畳付
と見込蛇目釉剥ぎする資料。372 は波縁口縁で、見込に沈線巡らせ白化粧と透明釉を全面にかけ、口唇・畳付と見
込蛇目釉剥ぎし、口唇に鉄釉施す資料。

④鉢（373 ～ 376）
　鉢は口唇断面が丸く内湾するもの（373・374・376）と口縁が逆「L」字状になる資料（375）があり、376 は口縁部
が内湾する資料の底部になると思われる。

⑤急須・蓋（377 ～ 378）
　線刻を施した上に褐色釉をかける製品（378）と、線刻と白化粧後に鉄釉で色付けした急須の蓋と思われる製品。
前者は丸形の３足で、釣手は型造りしたものを貼付する。

⑥火炉（379）
　379 は口縁が内湾する施釉された火炉。口縁内面に突起が３点付くと思われる。

⑦餌入（380）
　380 は小鉢形の施釉された餌入れ。口縁下には籠に固定するための有孔外耳を貼付する。

⑧鍋・蓋（381 ～ 385）
　口縁断面「く」字状で蓋受けを設け、口縁外面両端に紐状の把手を貼付する鍋（384・385）。底部から胴部にかけてゆる
やかな丸みを持つ器形で鉄釉を施す。381～ 383は鍋の蓋にあたると思われる。撮みは高台状で庇部分に鉄釉を施す。

⑨壺・瓶・甕（386 ～ 390）
　386 は黒釉施釉した壺の底部で、高台幅広く外側のみ接地する。畳付にサンゴ目らしき痕跡あり。387 の瓶は
灰釉を腰部と高台脇に施釉し、胴部露胎部に印花を押した瓶。嘉瓶か。388 は袴状の高台を付ける祭事用の瓶子。
389 はベタ底の小瓶である。390 は口縁部が逆「L」字形を呈する甕。外面に灰釉、内面に白釉と透明釉薬をかけ、
さらに緑釉を厚く流し掛けている。
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釉
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釉
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褐
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灰
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釉

6.05

6.2
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―

6.1
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3.8

4.25

4.3

―

―

3.9

4.05

―

―

―

―

―

―

―

4.42

4.3

4.0

―

―

―

―

―

―

―

6.4

6.2

6.6

7.0

7.0

5.8

3.8

3.2

3.8

3.5

5.0

6.7

6.8

―

―

―

12.9

4.0

―

―

12.6

―

―

10.6

10.0

8.0

3.8

―

明灰色～灰色
で緻密。
黄灰色で緻
密。
にぶい黄橙色
で緻密。
淡黄色で緻
密。軟質。
灰白色～淡黄
色で緻密。
淡黄色でやや
軟質。
灰黄色～灰白
色で緻密。
灰黄色～灰白
色で緻密。
にぶい黄橙色
で緻密。
にぶい黄橙色
で緻密。
灰白色で緻
密。
にぶい黄橙色
で緻密。
灰黄色で緻
密。
浅黄色～灰白
色で緻密。
灰白色で緻
密。
灰黄褐色で粗
く石英含む。
灰白色で緻
密。
浅黄橙色で緻
密。
灰白色で緻
密。
灰白色で緻
密。
灰白色で緻
密。
浅黄色で緻密。
露胎部緋色。
明赤褐色で緻
密。石英粒含む。
にぶい黄橙色～灰色
で緻密。石英粒含む。
にぶい赤褐色～灰色
でやや粗く石英含む。
灰色でやや粗く石
英、赤色粒子含む。
浅黄色で緻密。露
胎部にぶい赤褐色。
灰白色で堅緻。
露胎部緋色。
淡黄色で緻
密。
にぶい黄橙色
で緻密。
灰白色で堅緻。
石英含む。

D-10 撹乱

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-10 撹乱

D-9 撹乱

D-10 撹乱

D-9 撹乱

D-9 撹乱
+撹乱
D-7･8
撹乱
D-7･8
撹乱

D-10 撹乱

D-10 撹乱

D-7 撹乱+
D-7･8撹乱

E-10 撹乱

D-9 撹乱

撹乱

撹乱

D-10 撹乱

D-9 撹乱

D-7 撹乱

表採

C-7 撹乱

D-10 撹乱

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-9 撹乱
+撹乱

D-9 撹乱

E-11 
B-2層

D-9 撹乱

D-7･8
撹乱

白濁する青灰色釉を内外面胴下部
まで浸しかける。外面鉄絵の唐草。
光沢ある半透明の黒褐色釉を内外
面胴下部まで浸しかける。
灰黄褐色釉を内外面胴下部まで浸
しかける。
灰黄色の透明釉を外面腰部まで浸
しかける。
灰オリーブ色の透明釉を内外面胴下部
まで施釉し、見込に点状に施釉。貫入あり。
全面白化粧し、呉須で点文施文後透明釉施
釉。白化粧残し畳付け釉剥ぎ、見込蛇目釉剥ぎ。
濁る灰白色釉を胴半ばまで浸しかけ
る。
外面口唇と胴に二重圏線巡らせ内面
と外面腰まで黄褐色の透明釉。
全面白化粧し透明釉施釉。白化粧残
し畳付け釉剥ぎ、見込蛇目釉剥ぎ。
全面白化粧し灰オリーブ色の透明釉施釉。
白化粧残し畳付け釉剥ぎ、見込蛇目釉剥ぎ。
灰黄色の透明釉を内面と外面腰部
まで浸しかける。
全面白化粧し白濁する透明釉施
釉。畳付け釉剥ぎ、見込蛇目釉剥ぎ。
見込端部と見込に三重沈線巡らせ、全面白化粧
し透明釉施釉。畳付け白化粧残し釉剥ぎ、見込蛇
目釉剥ぎ。口唇釉剥ぎ鉄釉施釉。
内面灰白色、外面オリーブ黒色釉を
掛け分ける。

全面白化粧し透明釉施釉。貫入あり。

暗褐色～黒褐色の釉を内外面施釉。

白化粧上に黒釉施釉し畳付釉剥ぎ。

線刻により上面圏線で区劃し、全面白化粧後
呉須と鉄釉で絵付け、透明釉上面のみ施釉。
線刻で肩に圏線巡らせ、間に格子文。釣り手
型造りで唐草文陽刻。褐色透明釉を外面
胴下部まで、内面一部に施釉し口唇釉剥ぎ。

黒褐色釉を外面と内面口縁まで。

灰白色の透明釉を内外面施釉。

黄褐色釉を外面胴部と内面縁まで。

黄褐色～暗オリーブ褐色釉を外面
胴部と内面縁まで。

黒褐色釉を庇部内外面に施釉。

黒褐色釉を外面と口縁内面までかけ口唇上釉
剥ぎ。庇部内外面に施釉。内面薄く泥釉施釉。

暗褐色釉を外面と口縁内面までかけ口唇上釉
剥ぎ。庇部内外面に施釉。内面薄く泥釉施釉。
黒色釉を内底面薄く、外面厚く胴下
部まで施釉。

透明な灰オリーブ色釉を腰部と高台脇に施釉し
畳付剥ぎ。胴に沈線巡らせ印花施し鉄釉施釉。
透明な灰オリーブ色釉を外面に施
釉。

暗褐色釉を外面胴下部まで施釉。

内面口縁上まで白化粧後透明釉施
釉。外面斑状に緑釉施釉。窯糞付着。

轆轤成形の直口碗。見込に
窯積み痕。
轆轤成形の直口碗。高台に
煤付着。
轆轤成形の直口碗。高台に
砂目痕。
轆轤成形の碗。高台裏に墨
書。見込に褐釉の飛斑。
轆轤成形の胴が膨らむ直口
碗。
轆轤成形の碗。見込に重ね
焼きの痕跡。
胴部丸みを帯びる直口の小碗。
轆轤成形。高台断面三角。
胴部丸みを帯び口縁内湾する小
碗。轆轤成形。高台断面台形。
胴部丸みを帯びる直口の小碗。
轆轤成形。高台断面三角。
轆轤成形の碗。見込に窯積
み痕。
轆轤成形の皿。高台脇に籾
殻痕。窯割れあり。
轆轤成形の口縁外反する
皿。見込に窯積み痕。
轆轤成形の波縁の皿。口唇
平坦。
轆轤成形の口縁内湾する
鉢。口唇断面丸い。
轆轤成形の口縁内湾する
鉢。口唇断面丸い。
口縁逆「Ｌ」字状の鉢。火膨
れあり。
轆轤成形の鉢底部。高台浅
い。
急須の蓋か。轆轤成形でドーム
形。庇浅い鍔状で袴内湾。
胴丸く丸底の急須。円錐の
脚3点。内面轆轤痕顕著。
口縁内湾する火炉。口唇断
面三角。
轆轤成形。口縁鼈口で三角形の外耳
が付く餌入れ。外耳横に1.7㎜径の孔。
撮み高台状の蓋。轆轤成形
で内面に重ね焼きの痕跡。
撮み高台状の蓋。轆轤成形
で内面に重ね焼きの痕跡。

撮み高台状の蓋。轆轤成形。

胴部丸い鍋。口縁「く」字状で蓋
受けとする。紐状の耳は下向き。
胴部丸い鍋。口縁「く」字状で蓋
受けとする。紐状の耳は上向き。
壺か瓶の底部。高台浅く外面の
み接地。畳付けにサンゴ目痕。
腰折れ瓶。轆轤成形で高台
断面台形。
袴状高台瓶の底部。轆轤成
形で端部玉縁状。
小型の瓶か。丸底に近い平底。
轆轤成形で内面轆轤痕顕著。
口縁逆「Ｌ」字状の甕。1999・2001
年度調査で同一個体破片出土。

碗

碗

碗

碗

碗

小
碗

小
碗

小
碗

小
碗

皿

皿

皿

鉢

鉢

鉢

鉢

蓋

急
須

火
炉

餌
入

蓋

蓋

蓋

鍋

鍋

壺

瓶

瓶

瓶

甕

9.6
(庇)

7.9
(袴)

8.4
(9.0)

6.6
(撮)
6.7
(撮)

15.2
(庇)
14.0
(庇)

第11表　沖縄産施釉陶器観察一覧

第 5節　出土遺物（沖縄産施釉陶器）
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第 3章　調査の方法と成果
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図版 67　沖縄産施釉陶器 2　　 
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第 3章　調査の方法と成果

10　初期沖縄産無釉陶器（第 12表、第 69～ 73 図、図版 69～ 73）

　ここで初期沖縄産無釉陶器としたのは、那覇市湧田古窯跡を中心に焼成されたことが考えられる資料で、その中
でも薩摩焼の影響が強く認められる一群と（新垣 2009,2011）、平成 19 年度に実施した首里城跡（御内原北地区）
発掘調査において、17世紀前半に位置づけられるゴミ穴（シーリ遺構）からまとまって出土した一群を指す（沖縄
県立埋蔵文化財センター 2010）。ここで報告する資料は、前記した出土資料の情報を基にして、その後壺屋などで
焼成されたと思われる製品（沖縄産無釉陶器）と区分したものである。
　上記した条件に相当する製品は、破片総数で 582 点が出土しており、壺・甕ほか袋物が多く、次いで碗、擂鉢、皿
の順で多い。撹乱層以外では６～７期の遺構・層からの出土が目立つ。65点を図化し詳細は観察表に示す。

①碗（391 ～ 402）
　碗は口縁が直立するもの（391 ～ 393）や天目形に鼈口で底部が窄まるタイプ（394・395・398）と、外反口縁の
資料（396・397）がみられる。高台は通常削り出しで、「ハ」字状に開くものや、ベタ底に近いもののほか、付け高台
（399）がみられる。施釉法として、薄く泥釉を内面と外面腰部までかけ口唇釉剥ぎする資料や、無釉の製品があり、
多くは合わせ口により焼成される。また、外底に線刻を施した資料（393・401・402）がある。

② 皿（403 ～ 406）
　皿は直口口縁で厚手のベタ底（403・404・406）と薄手で口折れ（405）の２種があり、この内 403・406 は灯明。

③壺（407 ～ 417、425 ～ 428）
　大・中・小の壺があり、大型の壺は口縁が開き断面方形の資料（407・408）と玉縁（410 ～ 412）があり、肩部に沈
線を巡らせる資料（410）や低い横耳を貼付する資料（411）があり、口唇に二枚貝腹面の貝目残る。417は壺の肩部
にあたると思われ、頸部との境界に沈線巡らせ、「寶」と思われる印を押す。中型の壺（409・413）は口縁玉縁状で頸
部薄い。小型の壺（414 ～ 416）は胴部が丸く、口縁立上がり口唇断面方形の製品。425 ～ 428 は壺か甕の底部に
なると思われ、底部縁辺に二枚貝腹面・背面の貝目が顕著に残る資料がある。

④甕（418 ～ 424）
　口縁は平口縁の資料（418 ～ 420）と玉縁状のタイプ（421 ～ 423）があり火膨れした製品が多い。424 の底部
は外底に「４」字状の線刻と二枚貝腹面の目痕残し、口縁は 422・423 の形になると思われる。

⑤鉢・擂鉢・片口（429 ～ 436）
　口縁が内湾する小型の浅鉢（431）と、内湾し断面三角（429）か外傾させる鉢（430）がある。擂鉢は口縁が鍔状に
開く形状で、口縁下に凸帯状の陵を有する例（434・435）と、肥厚させ段を有する例（432・433）がある。擂り目は９
本前後の櫛状工具でやや密に上から下に施文する。436 は舌状に湾曲した片口の注口部分。

⑥急須・把手・蓋（437 ～ 450）
　急須は丸壺形で口縁内面に蓋受けを有す資料があり（437 ～ 439・441）、胴部に注口（440）と円筒形の持ち手
（441 ～ 443）を付ける。把手（444 ～ 446）は横断面長方形でやや湾曲する。蓋は袴が付く資料（447）と付かない製
品（448・449）があり、後者は撮みを貼付けており、歪みと火膨れが顕著で、上面に二枚貝背面の貝目と円形に重ね
焼きの痕跡が残る。庇端部にも重ね焼きの痕跡があり、合わせ口で焼成したものと思われる。

⑦火入・火炉（451 ～ 455）
　451 ～ 453 は筒形の火入れで３足になると思われる。453 の胴部は竹節状に沈線巡らせる。454 は口縁の上
面観が三つ葉状になる火炉。肩部を境に個別に成型し接いで泥釉施釉後、焼成したと思われる。

挿図番号
図版番号

第 69図
図版 69

第 70 図
図版 70

部位

口～底

口～底

口～底

口～底

口縁部

口縁部

口縁部

底部

底部

底部

底部

底部

口～底

口～底

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部
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12.5
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̶

̶

̶

̶

12.0

14.0

18.8

8.8

15.8

15.6

̶

15.0

15.0

グリッド・層口径 器高

法量（㎝）
成形・調整・文様等釉・器色

（色・範囲）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種

391

392

393

394

395

396

397

398

399

400

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

碗 7.7

9.3

7.0

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

2.55

3.1

̶

1.7

̶

̶

̶

̶

̶

7.1

5.2

5.9

4.7

̶

̶
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6.4

5.0

6.6

6.0

9.0

8.6

̶

4.6

̶

̶

̶

̶

̶

灰色～黄橙色で緻密
だが、焼成不良のため軟
質。石英わずかに含む。

焼成良く灰色で緻密。
白色粒わずかに含む。

内外面橙色～黄橙色、
断面灰色で緻密。微細
な石英粒わずかに含む。
にぶい赤褐色で緻密。
露胎面は黒褐色～暗
赤褐色。

にぶい赤褐色で緻密。
石英わずかに含む。

にぶい赤褐色で緻密。
石英、赤色粒子わずか
に含む。

にぶい赤褐色で緻密。
石英わずかに含む。

にぶい赤褐色～暗灰
色で緻密。石英わずか
に含む。

にぶい赤褐色で緻密。
石英わずかに含む。

明黄褐色～灰色の土が練
上状に入り組み胎土調整
行う。石英わずかに含む。
にぶい赤褐色～暗灰
色で緻密。石英、赤色
粒子わずかに含む。
赤褐色で緻密。石英、
黒色粒子わずかに含
む。
赤褐色～暗灰色で緻
密。石英、赤色粒子わ
ずかに含む。
にぶい赤褐色～暗灰
色で緻密。石英粒子わ
ずかに含む。

灰色で堅緻だが間隙
あり。

暗赤褐色～暗灰色で緻密。
石英粒子わずかに含み、練
上状に灰白色の土を混入。
にぶい赤褐色で緻密。
白色粒と石英わずかに
含む。
にぶい赤褐色で緻密。
白色粒と石英わずかに
含む。
暗赤褐色～暗灰褐色
で緻密。石英わずかに
含む。

にぶい赤褐色で緻密。
白色粒と石英わずかに
含む。

にぶい赤褐色で緻密。
白色粒と石英わずかに
含む。

D-9 
A-6層

D-9 
A-3層

D-10 
A-4層

E-10 
A-4層

E-10 
B-2層

D-9 
A-3層

撹乱

D-7･8 
撹乱

D-10 
撹乱

D-10 
A-4層

撹乱

E-9 
B-2層

撹乱

撹乱

D-10 撹乱

D-9 
撹乱

D-9 
A-4層

E-10 B-2層
+

E-10 A-4層

D-9･10 
造成層

D-10 
A-4層

D-9 
A-3層

焼成不良の黄褐色～灰褐
色の泥釉を、内面と外面胴半
ばまで薄く施釉し口唇釉剥ぎ。
灰オリーブ色～暗赤褐色
のややマットな泥釉を、内面
と外面腰まで粗く施釉。
内面のみ灰色の泥釉
を薄く螺旋状に刷毛目
残し施釉。
内面マットな暗灰色、外面灰色
～オリーブ黄色泥釉を腰まで3
回に分け浸しかけ、口唇釉剥ぎ。
内面マットな暗灰色、
外面暗赤褐色泥釉か
け口唇釉剥ぎ。
内面極薄の明赤褐色、
外面灰褐色泥釉かけ
口唇釉剥ぎ。
内面マットな灰褐色、外
面暗赤褐色～黒褐色
泥釉かけ、口唇釉剥ぎ。

内面に灰褐色の泥釉。

内面マットな暗灰黄色、外
面灰黄褐色の泥釉を胴下
部までと高台内にかける。

内面マットな灰色の泥
釉。

内面オリーブ黄色の薄
い泥釉。

内面マットな灰褐色、
外面暗赤褐色～黒褐
色泥釉かける。

無釉で暗赤褐色～灰
褐色。

灰オリーブ色～黄褐色の泥釉
を、内面と外面胴上～中まで粗
く施釉。見込の釉は一部隔離。

暗灰色の泥釉を内面と
口縁外面まで施釉。

内外面暗赤褐色～黒
褐色の泥釉を施釉。

外面にぶい赤褐色泥
釉かけ、内面灰褐色の
泥釉を雑に塗る。
外面に暗赤褐色泥釉
かけ、内面灰褐色の泥
釉を雑に塗る。

内外に暗赤褐色～黒
褐色の泥釉。

外面暗褐色、内面灰褐
色の泥釉。

外面暗赤褐色、内面赤
褐色の泥釉塗る。

腰折れで直口、口禿の碗。全面丁寧な轆轤
成形。口唇断面丸く、高台やや「ハ」字状に開
く。畳付平坦。口唇に合わせ口の重ね焼き痕。
口唇断面丸く、腰から緩やかに立上がる直口
碗。丁寧な轆轤成形。高台基部厚く底部断
面「M」字状。見込に焼成時溶着の砂礫あり。
腰丸く直口のやや焼成甘い碗。口
縁内面少し玉縁状。高台角丸く畳
付平坦。高台内に「一」の線刻。
天目形の口禿碗。鼈口で口唇やや外側に尖
る。高台小さめで底部断面「M」字状。口唇に
合わせ口の重ね焼き痕。内面に石灰分付着。
天目形の口禿碗。鼈口で口唇やや
外側に尖る。口唇に合わせ口の重ね
焼き痕。内面わずかに石灰分付着。
口縁外反する口禿碗。口唇やや外
側に尖る。口唇に合わせ口の重ね焼
き痕。
口縁外反する口禿碗。口唇やや外
側に尖る。口唇に合わせ口の重ね焼
き痕。
天目形碗の底部になる可能性あり。
高台内浅くくぼませ、渦巻状の沈
線。高台のみ煤付着。

高台角丸く畳付平坦な碗底部。

焼成不良の碗底部。高台断面角明
瞭で畳付平坦。

畳付斜位に切られ、外側が接地す
る碗底部。高台内浅く２画の線刻。

高台浅い碗底部。高台内に細い線
刻を放射状に引く。

ベタ底の皿。口唇断面丸く、煤付着。
灯明皿か。

ベタ底の皿。口唇断面丸くやや外傾
する。

薄手の口折れ皿。口唇断面やや尖
る。

ベタ底の小皿。内面に焼成時溶着
の砂礫あり。

口縁水平に開く口唇断面方形の
壺。内面肩部に円弧状の当て具痕。
口縁上に二枚貝腹縁部の貝目痕。

口縁水平に開く口唇断面方形の
壺。

口縁玉縁状の中型壺。

口縁玉縁状の壺。内面肩部に当て具
痕、頸に粘土積み痕。口縁成形は外
側へ引き上げ、玉縁作り内側へ折り返
して留める。口唇に二枚貝腹面かサン
ゴの痕跡と塩分による光沢。外面肩
部に二条の沈線巡る。火膨れあり。

口縁玉縁状の壺。外面肩部に横耳
の基部残る。

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

皿

皿

皿

皿

壺

壺

壺

壺

壺

7.5
(7.8)

第12表　初期沖縄産無釉陶器観察一覧1

第 5節　出土遺物（初期沖縄産無釉陶器）
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第 3章　調査の方法と成果

10　初期沖縄産無釉陶器（第 12表、第 69～ 73 図、図版 69～ 73）

　ここで初期沖縄産無釉陶器としたのは、那覇市湧田古窯跡を中心に焼成されたことが考えられる資料で、その中
でも薩摩焼の影響が強く認められる一群と（新垣 2009,2011）、平成 19 年度に実施した首里城跡（御内原北地区）
発掘調査において、17世紀前半に位置づけられるゴミ穴（シーリ遺構）からまとまって出土した一群を指す（沖縄
県立埋蔵文化財センター 2010）。ここで報告する資料は、前記した出土資料の情報を基にして、その後壺屋などで
焼成されたと思われる製品（沖縄産無釉陶器）と区分したものである。
　上記した条件に相当する製品は、破片総数で 582 点が出土しており、壺・甕ほか袋物が多く、次いで碗、擂鉢、皿
の順で多い。撹乱層以外では６～７期の遺構・層からの出土が目立つ。65点を図化し詳細は観察表に示す。

①碗（391 ～ 402）
　碗は口縁が直立するもの（391 ～ 393）や天目形に鼈口で底部が窄まるタイプ（394・395・398）と、外反口縁の
資料（396・397）がみられる。高台は通常削り出しで、「ハ」字状に開くものや、ベタ底に近いもののほか、付け高台
（399）がみられる。施釉法として、薄く泥釉を内面と外面腰部までかけ口唇釉剥ぎする資料や、無釉の製品があり、
多くは合わせ口により焼成される。また、外底に線刻を施した資料（393・401・402）がある。

② 皿（403 ～ 406）
　皿は直口口縁で厚手のベタ底（403・404・406）と薄手で口折れ（405）の２種があり、この内 403・406 は灯明。

③壺（407 ～ 417、425 ～ 428）
　大・中・小の壺があり、大型の壺は口縁が開き断面方形の資料（407・408）と玉縁（410 ～ 412）があり、肩部に沈
線を巡らせる資料（410）や低い横耳を貼付する資料（411）があり、口唇に二枚貝腹面の貝目残る。417は壺の肩部
にあたると思われ、頸部との境界に沈線巡らせ、「寶」と思われる印を押す。中型の壺（409・413）は口縁玉縁状で頸
部薄い。小型の壺（414 ～ 416）は胴部が丸く、口縁立上がり口唇断面方形の製品。425 ～ 428 は壺か甕の底部に
なると思われ、底部縁辺に二枚貝腹面・背面の貝目が顕著に残る資料がある。

④甕（418 ～ 424）
　口縁は平口縁の資料（418 ～ 420）と玉縁状のタイプ（421 ～ 423）があり火膨れした製品が多い。424 の底部
は外底に「４」字状の線刻と二枚貝腹面の目痕残し、口縁は 422・423 の形になると思われる。

⑤鉢・擂鉢・片口（429 ～ 436）
　口縁が内湾する小型の浅鉢（431）と、内湾し断面三角（429）か外傾させる鉢（430）がある。擂鉢は口縁が鍔状に
開く形状で、口縁下に凸帯状の陵を有する例（434・435）と、肥厚させ段を有する例（432・433）がある。擂り目は９
本前後の櫛状工具でやや密に上から下に施文する。436 は舌状に湾曲した片口の注口部分。

⑥急須・把手・蓋（437 ～ 450）
　急須は丸壺形で口縁内面に蓋受けを有す資料があり（437 ～ 439・441）、胴部に注口（440）と円筒形の持ち手
（441 ～ 443）を付ける。把手（444 ～ 446）は横断面長方形でやや湾曲する。蓋は袴が付く資料（447）と付かない製
品（448・449）があり、後者は撮みを貼付けており、歪みと火膨れが顕著で、上面に二枚貝背面の貝目と円形に重ね
焼きの痕跡が残る。庇端部にも重ね焼きの痕跡があり、合わせ口で焼成したものと思われる。

⑦火入・火炉（451 ～ 455）
　451 ～ 453 は筒形の火入れで３足になると思われる。453 の胴部は竹節状に沈線巡らせる。454 は口縁の上
面観が三つ葉状になる火炉。肩部を境に個別に成型し接いで泥釉施釉後、焼成したと思われる。

挿図番号
図版番号

第 69図
図版 69

第 70 図
図版 70

部位

口～底

口～底

口～底

口～底

口縁部

口縁部

口縁部

底部

底部

底部

底部

底部

口～底

口～底

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

13.0

12.4

12.5

12.1

12.2

12.4

13.6

̶

̶

̶

̶

̶

12.0

14.0

18.8

8.8

15.8

15.6

̶

15.0

15.0

グリッド・層口径 器高

法量（㎝）
成形・調整・文様等釉・器色

（色・範囲）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種

391

392

393

394

395

396

397

398

399

400

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

碗 7.7

9.3

7.0

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

2.55

3.1

̶

1.7

̶

̶

̶

̶

̶

7.1

5.2

5.9

4.7

̶

̶

̶

5.2

6.4

5.0

6.6

6.0

9.0

8.6

̶

4.6

̶

̶

̶

̶

̶

灰色～黄橙色で緻密
だが、焼成不良のため軟
質。石英わずかに含む。

焼成良く灰色で緻密。
白色粒わずかに含む。

内外面橙色～黄橙色、
断面灰色で緻密。微細
な石英粒わずかに含む。
にぶい赤褐色で緻密。
露胎面は黒褐色～暗
赤褐色。

にぶい赤褐色で緻密。
石英わずかに含む。

にぶい赤褐色で緻密。
石英、赤色粒子わずか
に含む。

にぶい赤褐色で緻密。
石英わずかに含む。

にぶい赤褐色～暗灰
色で緻密。石英わずか
に含む。

にぶい赤褐色で緻密。
石英わずかに含む。

明黄褐色～灰色の土が練
上状に入り組み胎土調整
行う。石英わずかに含む。
にぶい赤褐色～暗灰
色で緻密。石英、赤色
粒子わずかに含む。
赤褐色で緻密。石英、
黒色粒子わずかに含
む。
赤褐色～暗灰色で緻
密。石英、赤色粒子わ
ずかに含む。
にぶい赤褐色～暗灰
色で緻密。石英粒子わ
ずかに含む。

灰色で堅緻だが間隙
あり。

暗赤褐色～暗灰色で緻密。
石英粒子わずかに含み、練
上状に灰白色の土を混入。
にぶい赤褐色で緻密。
白色粒と石英わずかに
含む。
にぶい赤褐色で緻密。
白色粒と石英わずかに
含む。
暗赤褐色～暗灰褐色
で緻密。石英わずかに
含む。

にぶい赤褐色で緻密。
白色粒と石英わずかに
含む。

にぶい赤褐色で緻密。
白色粒と石英わずかに
含む。

D-9 
A-6層

D-9 
A-3層

D-10 
A-4層

E-10 
A-4層

E-10 
B-2層

D-9 
A-3層

撹乱

D-7･8 
撹乱

D-10 
撹乱

D-10 
A-4層

撹乱

E-9 
B-2層

撹乱

撹乱

D-10 撹乱

D-9 
撹乱

D-9 
A-4層

E-10 B-2層
+

E-10 A-4層

D-9･10 
造成層

D-10 
A-4層

D-9 
A-3層

焼成不良の黄褐色～灰褐
色の泥釉を、内面と外面胴半
ばまで薄く施釉し口唇釉剥ぎ。
灰オリーブ色～暗赤褐色
のややマットな泥釉を、内面
と外面腰まで粗く施釉。
内面のみ灰色の泥釉
を薄く螺旋状に刷毛目
残し施釉。
内面マットな暗灰色、外面灰色
～オリーブ黄色泥釉を腰まで3
回に分け浸しかけ、口唇釉剥ぎ。
内面マットな暗灰色、
外面暗赤褐色泥釉か
け口唇釉剥ぎ。
内面極薄の明赤褐色、
外面灰褐色泥釉かけ
口唇釉剥ぎ。
内面マットな灰褐色、外
面暗赤褐色～黒褐色
泥釉かけ、口唇釉剥ぎ。

内面に灰褐色の泥釉。

内面マットな暗灰黄色、外
面灰黄褐色の泥釉を胴下
部までと高台内にかける。

内面マットな灰色の泥
釉。

内面オリーブ黄色の薄
い泥釉。

内面マットな灰褐色、
外面暗赤褐色～黒褐
色泥釉かける。

無釉で暗赤褐色～灰
褐色。

灰オリーブ色～黄褐色の泥釉
を、内面と外面胴上～中まで粗
く施釉。見込の釉は一部隔離。

暗灰色の泥釉を内面と
口縁外面まで施釉。

内外面暗赤褐色～黒
褐色の泥釉を施釉。

外面にぶい赤褐色泥
釉かけ、内面灰褐色の
泥釉を雑に塗る。
外面に暗赤褐色泥釉
かけ、内面灰褐色の泥
釉を雑に塗る。

内外に暗赤褐色～黒
褐色の泥釉。

外面暗褐色、内面灰褐
色の泥釉。

外面暗赤褐色、内面赤
褐色の泥釉塗る。

腰折れで直口、口禿の碗。全面丁寧な轆轤
成形。口唇断面丸く、高台やや「ハ」字状に開
く。畳付平坦。口唇に合わせ口の重ね焼き痕。
口唇断面丸く、腰から緩やかに立上がる直口
碗。丁寧な轆轤成形。高台基部厚く底部断
面「M」字状。見込に焼成時溶着の砂礫あり。
腰丸く直口のやや焼成甘い碗。口
縁内面少し玉縁状。高台角丸く畳
付平坦。高台内に「一」の線刻。
天目形の口禿碗。鼈口で口唇やや外側に尖
る。高台小さめで底部断面「M」字状。口唇に
合わせ口の重ね焼き痕。内面に石灰分付着。
天目形の口禿碗。鼈口で口唇やや
外側に尖る。口唇に合わせ口の重ね
焼き痕。内面わずかに石灰分付着。
口縁外反する口禿碗。口唇やや外
側に尖る。口唇に合わせ口の重ね焼
き痕。
口縁外反する口禿碗。口唇やや外
側に尖る。口唇に合わせ口の重ね焼
き痕。
天目形碗の底部になる可能性あり。
高台内浅くくぼませ、渦巻状の沈
線。高台のみ煤付着。

高台角丸く畳付平坦な碗底部。

焼成不良の碗底部。高台断面角明
瞭で畳付平坦。

畳付斜位に切られ、外側が接地す
る碗底部。高台内浅く２画の線刻。

高台浅い碗底部。高台内に細い線
刻を放射状に引く。

ベタ底の皿。口唇断面丸く、煤付着。
灯明皿か。

ベタ底の皿。口唇断面丸くやや外傾
する。

薄手の口折れ皿。口唇断面やや尖
る。

ベタ底の小皿。内面に焼成時溶着
の砂礫あり。

口縁水平に開く口唇断面方形の
壺。内面肩部に円弧状の当て具痕。
口縁上に二枚貝腹縁部の貝目痕。

口縁水平に開く口唇断面方形の
壺。

口縁玉縁状の中型壺。

口縁玉縁状の壺。内面肩部に当て具
痕、頸に粘土積み痕。口縁成形は外
側へ引き上げ、玉縁作り内側へ折り返
して留める。口唇に二枚貝腹面かサン
ゴの痕跡と塩分による光沢。外面肩
部に二条の沈線巡る。火膨れあり。

口縁玉縁状の壺。外面肩部に横耳
の基部残る。

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

皿

皿

皿

皿

壺

壺

壺

壺

壺

7.5
(7.8)
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第 3章　調査の方法と成果

成形・調整・文様等釉・器色
（色・範囲）

素地
（色・質・混和材）

挿図番号
図版番号

第 72図
図版 72

第 73 図
図版 73

部位

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

持ち手

持ち手

取手

取手

取手

庇～袴

撮～庇

庇

口縁部

口縁部

口縁部

底部

口縁部

口縁部

―

―

―

5.6

6.8

9.2

9.6

9.7

2.8

―

―

―

―

12.0

29.6

6.0

10.8

11.2

―

19.6

8.8

グリッド・層口径 器高

法量（㎝）

底径
番
号
器
種

434

435

436

437

438

439

440

441

442

443

444

445

446

447

448

449

450

451

452

453

454

455

擂
鉢 ―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

4.35

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

9.3

―

―

―

―

11.4

―

―

にぶい赤褐色で緻密。
わずかに石英と赤・白
色土が層状に混入。
明赤褐色で緻密。わず
かに石英と赤・白色土
が層状に混入。

灰色で緻密。わずかに
石英含む。

暗赤褐色で緻密。赤色
粒子、白土、石英わずか
に含む。
暗赤褐色で緻密。赤色
粒子、石英わずかに含
む。

暗赤褐色で緻密。赤色
粒子含む。

にぶい赤褐色～灰色で
緻密。わずかに石英含
む。
にぶい赤褐色～灰色で
緻密。わずかに石英含
む。

暗赤褐色で緻密。石英
わずかに含む。

暗赤褐色～赤褐色で
緻密。石英わずかに含
む。
にぶい赤褐色～暗灰
色で緻密。石英わずか
に含む。

にぶい褐色で緻密。わ
ずかに石英含む。

灰赤色で緻密だが間
隙あり。わずかに石英、
黒色粒子含む。
赤褐色～灰赤色で緻
密。赤・黒色粒子、白土、
石英わずかに含む。
にぶい赤褐色で緻密。
白土、石英わずかに含
む。
にぶい赤褐色～灰色で
間隙・火膨れ多い。白
土、石英わずかに含む。

灰褐色～暗灰色で緻
密。

赤褐色～灰色で緻密。
石英わずかに含む。

暗赤褐色～灰色で緻
密。石英わずかに含む。

明灰色～にぶい橙色で
緻密。石英わずかに含
む。

赤褐色～灰色で緻密。
石英わずかに含む。

灰色～暗灰色で緻密。
石英わずかに含む。

E-10 
A-4層

D-7･8 
撹乱

D-10 
A-4層

撹乱

E･F-7･8 
撹乱

撹乱

D-10 
撹乱

E-10 
A-4層

D-10 
B-2層

E-9 
B-2層

撹乱

撹乱

撹乱

D-10 
B-2層

撹乱

E-11 
A-3層

撹乱

撹乱

E-10 
B-2層

D-9 
A-3層

D-9 
A-4層

撹乱

外面灰赤色の泥釉、内
面無釉でにぶい赤褐
色。

外面赤灰色の泥釉、内
面鈍い橙色の泥釉。

内面浅黄色～鈍い赤
褐色、外面灰褐色の泥
釉。

外面黒褐色、内面赤褐
色の薄い泥釉施釉。

内外面赤～赤褐色の
薄い泥釉施釉。

外面灰赤色、内面赤褐
色の薄い泥釉施釉。

内外面赤褐色の泥釉。

内外面暗赤褐色～黒
褐色の泥釉。

黒褐色～暗赤褐色の
泥釉を内外面施釉。

外面暗赤灰色の泥釉で基部
及び下部は厚く亀裂多い。基部
内面のみ赤褐色泥釉薄く施釉。

にぶい赤褐色～黒褐色
の泥釉薄く施釉。

光沢ある暗赤灰色の泥
釉。

灰褐色～黒褐色の泥
釉を施釉。

外面赤灰色の泥釉薄
く施釉。内面無釉でに
ぶい赤褐色。
外面暗赤褐色～黒褐色
の泥釉縁まで、内面赤灰色
の泥釉を縁以外に施釉。
外面灰褐色～浅黄色、
内面褐灰色の泥釉を
かけ、庇端部釉剥ぎ。
外面褐灰色の泥釉薄
くかけ、内面無釉で灰
色。
外面にぶい赤褐色の泥釉上
に浅黄色の灰釉、内面褐灰
色の泥釉を横方向に塗る。
外面艶ある暗赤褐色、
内面マットな暗赤褐色
の泥釉施釉。

内外面褐灰色の泥釉
を薄く施釉。

外面灰褐色、内面灰色
～灰褐色の泥釉薄く
施釉。
外面暗赤褐色～黒褐
色、内面灰褐色の泥釉施
釉するが、内面一部剥離。

口縁形態から擂鉢と思われる資料。
口唇断面丸く外反する。口縁外面
下をくぼませ稜を形成。
口縁形態から擂鉢と思われる資料。
口唇断面三角で口唇上面平坦。口
縁外面下をくぼませ稜を形成。
片口の注口部。正面・平面「U」字
状。先端断面尖る。口縁接合部より
剥離。
胴丸く直口の急須。口唇断面隅丸
方形。口縁内側に胴からつながるよ
うに蓋受け巡る。
胴丸く直口の急須。口唇断面方形。口縁
内側に胴からつながるように蓋受け巡
る。外面頸～肩部に二条の沈線巡らす。
胴丸く直口の急須。口唇断面隅丸方
形。口縁内側に下がり気味の蓋受け巡
る。外面頸～肩部に二条の沈線巡らす。
胴丸く直口の急須。口唇断面隅丸
方形で口縁弱い玉縁状。胴半ばに
径15㎜の孔あけ注口接合。
持ち手の痕跡から急須と思われる。胴部丸く口縁緩や
かに立上がり、口唇断面丸い。口縁内側に蓋受けの段
巡る。内面肩に当て具痕。持ち手剥離部は横長の楕円
で接着強度増す目的で斜位に3本の切り込み入れる。

円筒形の急須持ち手。薄手で端部
やや撥状に開く。端部断面内側丸く
成形。内外面に轆轤痕。
円筒形の急須持ち手。厚手で端部
やや撥状に開く形状。基部ラッパ状
に開き胴に接着。
横断面扁平な把手の基部付近。湾
曲する背面に二条の沈線。裏面一
辺の角にバリ残る。

横断面長方形の把手で湾曲する。
裏面一辺の角にバリ残る。

横断面台形の把手の基部付近。基
部表面はヘラ調整。裏面２辺にバリ
残る。

庇鍔縁で袴有する蓋。中央に撮み
付くか。

撮み高台状の笠状蓋。撮みは貼り付け。庇
縁下部と上面胴に重ね焼きの溶着跡と二
枚貝（アラスジケマンガイか）背面の貝目３点。
貝目周辺は塩分による光沢。火膨れあり。
頂部平坦になる笠状蓋。庇縁下部
に重ね焼きの溶着跡。火膨れにより
変形。
蓋か瓶あたりの口縁になると思われ
る。縁外面をくぼませ、端部断面丸
い。薄手で轆轤痕顕著。

筒状で口唇断面三角の火取りと思
われる製品。口唇上面平坦。

筒状で口唇内側に逆「L」字状に張
り出す火取りと思われる製品。口唇
上面平坦。火膨れあり。

筒形の三足火取りか香炉。外面竹
節状に轆轤痕残す。

口縁平面三つ葉状になる火炉。肩
境に上下個別に成形し接合。内面
接合面調整粗い。

小皿か蓋になると思われる製品。窯
クソ付着。

擂
鉢

片
口

急
須

急
須

急
須

急
須

急
須

急
須

急
須

器
種
不
明
器
種
不
明
器
種
不
明

蓋

蓋

蓋

器
種
不
明

火
取

火
取

火
取

火
炉

器
種
不
明

8.2
(撮)

5.0
(5.1)

20.1
(庇)
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第 5節　出土遺物（初期沖縄産無釉陶器）

挿図番号
図版番号

第 72図
図版 72

第 70 図
図版 70

第 71 図
図版 71

部位

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

胴部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

底部

底部

底部

底部

底部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

14.0

11.6

10.0

12.6

13.4

̶

27.6

̶

14.4

17.2

18.8

15.8

̶

̶

̶

̶

̶

16.0

18.2

15.4

33.4

24.4

グリッド・層口径 器高

法量（㎝）
成形・調整・文様等釉・器色

（色・範囲）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種

412

413

414

415

416

417

418

419

420

421

422

423

424

425

426

427

428

429

430

431

432

433

壺 ̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

10.4

12.4

10.4

9.6

20.6

̶

̶

̶

̶

̶

にぶい赤褐色で緻密。
白色粒と石英わずかに
含む。

灰色で緻密。黒色粒と
石英わずかに含む。

赤褐色で緻密。石英、
白・赤色粒子わずかに
含む。
にぶい赤褐色で緻密。
黒色粒と石英わずかに
含む。
赤褐色で緻密。石英、
黒・赤色粒子わずかに
含む。

にぶい赤褐色で緻密。
石英わずかに含む。

にぶい赤褐色で緻密。
白土、石英わずかに含
む。
にぶい赤褐色で緻密。
白色粒、石英わずかに
含む。
にぶい赤褐色で緻密。
白土、石英わずかに含
む。
灰色で間隙多く軟質。
白土と石英わずかに含
む。
灰色～褐色で間隙多く
軟質。白土と石英わず
かに含む。
にぶい赤褐色で緻密。
白土、石英わずかに含
む。
にぶい赤褐色～灰色で
緻密。白土、石英わずか
に含む。

赤褐色～灰色で緻密。
石英わずかに含む。

暗赤褐色～灰色で緻
密だがやや軟質。白土、
石英わずかに含む。
にぶい赤褐色～灰色で
緻密。白土、石英、白色
粒子わずかに含む。
にぶい赤褐色～赤褐色
で緻密。白土、石英、白・黄
色粒子わずかに含む。
にぶい赤褐色で緻密。
白・赤色土、石英わずか
に含む。
にぶい赤褐色と明赤褐
色のマーブル状で緻密。
白土、石英わずかに含む。
暗赤褐色～灰色で緻
密。白色・赤色粒子、石
英わずかに含む。
にぶい赤褐色で緻密。
赤色粒子、石英わずか
に含む。

暗赤褐色で緻密。石英
わずかに含む。

E-11
A-3層

D-9 
A-3層

D-10 
B-2層

E-11 
B-2層

D-10 
B-2層

撹乱

D-10 
撹乱

D-9･10 
撹乱

D-9 
撹乱

D-10 
撹乱

D-9 
造成層

D-9 
撹乱

D-10 A-4層
+
撹乱

撹乱

E-10 
B-2層

D-10 
A-5層

撹乱

D-9 
撹乱

撹乱

E-10 
B-2層

D-10 A-6層

D-10 
撹乱

内外に暗灰褐色～黒
褐色の泥釉。

内外に暗赤褐色～黒
褐色の泥釉。

無釉で外面にぶい赤
褐色、内面赤褐色。

外面暗赤褐色、内面灰
褐色の泥釉。外面肩に
灰被り。

無釉で外面にぶい赤
褐色、内面赤褐色。

外面暗赤褐色、内面灰
褐色の泥釉かけ、その上
に赤褐色泥釉流れる。
外面暗赤褐色～黒褐
色、内面灰褐色の泥
釉。
外面暗灰褐色～黒褐
色、内面灰褐色の泥
釉。

内外面浅黄色～黒褐
色の泥釉施釉。

無釉で外面灰褐色、内
面にぶい褐色。

無釉で外面暗赤褐色、
内面褐灰色。

外面灰褐色、内面褐灰
色の泥釉。

外面灰赤色の泥釉厚
く、内面薄くにぶい赤褐
色の泥釉施釉。

外面暗褐色、内面灰色
の泥釉薄く施釉。

外面赤灰色、内面褐色
の泥釉施釉。

外面灰赤色、内面にぶ
い赤褐色の泥釉施釉。

外面にぶい赤褐色、内
面褐灰色～黒褐色の
泥釉施釉。

外面黒褐色、内面にぶ
い赤褐色の泥釉施釉。

外面～口縁内面まで灰
褐色の泥釉塗り、内面
にぶい赤褐色の泥釉。
外面無釉で明赤褐色
～暗赤褐色、内面灰赤
色の泥釉。

内外面無釉で橙色～
にぶい赤褐色。

外面暗赤灰色の泥釉かけ表
面に浅黄色の灰被り。内面暗
赤褐色の泥釉。口唇釉剥ぎ。離。

口縁玉縁状の壺。口縁成形は外側
へ引き上げ、玉縁作り内側へ折り返
して留める。火膨れあり。
口縁玉縁状の中型壺。口縁成形は
外側へ引き上げ、玉縁作り内側へ
折り返して留める。

広口の小壺。直口で胴部丸い。

広口の小壺。直口で胴部丸い。頸の
境界に二条の沈線巡らせる。

広口の小壺。直口で胴部丸い。

壺の肩部。頸との境界部に一条の
沈線巡らせ、外面に不明方形印、内
面当て具痕。
内湾する甕。口縁成形は外側へ引
き上げ、断面三角の縁作り内側へ
折り返して留める。
内湾する甕。口縁成形は外側へ引
き上げ、断面三角の縁作り内側へ
折り返して留める。
内湾する甕。口縁成形は外側へ引
き上げ、断面三角の縁作り内側へ
折り返して留める。
口縁断面方形の甕。口縁成形は外
側へ引き上げ、方形口縁作り内側へ
折り返して留める。火膨れあり。
口縁玉縁状の甕。口縁成形は外側
へ引き上げ、玉縁作り内側へ折り返
して留める。火膨れ多い。

口縁玉縁状の甕。口唇内外で色調
異なるため合わせ口で焼成か。

小型の甕。口縁は421・422の形状になると思
われる。底面に「４」字状の線刻と縁辺に５点
の二枚貝腹縁の貝目。火膨れ多い。覆焼きか。
小型の壺か甕の底部。底面縁辺に
二枚貝背面の貝目と稲藁状の痕
跡。火膨れあり。
小型の壺か甕の底部。底部から胴
部への立上がりは鋭角。底面全釉
で覆焼きか。火膨れあり。
小型の壺か甕の底部。底部から胴
部への立上がりはやや鋭角。稲藁
状の痕跡。
大型の壺か甕の底部。底部から胴
部への立上がりはやや鋭角。胴に
粘土積み目。覆焼きか。

小型の鉢。口縁断面三角で口唇平
坦。肩部に一条の沈線巡る。

小型の鉢。口縁外面直立、内面玉
縁状。肩部に６条の櫛状施文具で
波状文巡らせる。。
口縁内湾する無文の鉢。口唇断面
丸い。口唇に合わせ口の重ね焼き
痕。
口縁逆「Ｌ」字状の擂鉢。内面櫛目７
本一組でやや密に口縁下から見込
にかけて施文。
口縁外反する擂鉢。口縁外面下をくぼませ稜を
形成。口縁内面下から見込に向け間隔あけて櫛
目９本で施文。口禿のため合わせ口で焼成か。

壺

壺

壺

壺

壺

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

壺
か
甕

壺
か
甕

壺
か
甕

壺
か
甕

鉢

鉢

鉢

擂
鉢

擂
鉢
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第 3章　調査の方法と成果

成形・調整・文様等釉・器色
（色・範囲）

素地
（色・質・混和材）

挿図番号
図版番号

第 72図
図版 72

第 73 図
図版 73

部位

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

持ち手

持ち手

取手

取手

取手

庇～袴

撮～庇

庇

口縁部

口縁部

口縁部

底部

口縁部

口縁部

―

―

―

5.6

6.8

9.2

9.6

9.7

2.8

―

―

―

―

12.0

29.6

6.0

10.8

11.2

―

19.6

8.8

グリッド・層口径 器高

法量（㎝）

底径
番
号
器
種

434

435

436

437

438

439

440

441

442

443

444

445

446

447

448

449

450

451

452

453

454

455

擂
鉢 ―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

4.35

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

9.3

―

―

―

―

11.4

―

―

にぶい赤褐色で緻密。
わずかに石英と赤・白
色土が層状に混入。
明赤褐色で緻密。わず
かに石英と赤・白色土
が層状に混入。

灰色で緻密。わずかに
石英含む。

暗赤褐色で緻密。赤色
粒子、白土、石英わずか
に含む。
暗赤褐色で緻密。赤色
粒子、石英わずかに含
む。

暗赤褐色で緻密。赤色
粒子含む。

にぶい赤褐色～灰色で
緻密。わずかに石英含
む。
にぶい赤褐色～灰色で
緻密。わずかに石英含
む。

暗赤褐色で緻密。石英
わずかに含む。

暗赤褐色～赤褐色で
緻密。石英わずかに含
む。
にぶい赤褐色～暗灰
色で緻密。石英わずか
に含む。

にぶい褐色で緻密。わ
ずかに石英含む。

灰赤色で緻密だが間
隙あり。わずかに石英、
黒色粒子含む。
赤褐色～灰赤色で緻
密。赤・黒色粒子、白土、
石英わずかに含む。
にぶい赤褐色で緻密。
白土、石英わずかに含
む。
にぶい赤褐色～灰色で
間隙・火膨れ多い。白
土、石英わずかに含む。

灰褐色～暗灰色で緻
密。

赤褐色～灰色で緻密。
石英わずかに含む。

暗赤褐色～灰色で緻
密。石英わずかに含む。

明灰色～にぶい橙色で
緻密。石英わずかに含
む。

赤褐色～灰色で緻密。
石英わずかに含む。

灰色～暗灰色で緻密。
石英わずかに含む。

E-10 
A-4層

D-7･8 
撹乱

D-10 
A-4層

撹乱

E･F-7･8 
撹乱

撹乱

D-10 
撹乱

E-10 
A-4層

D-10 
B-2層

E-9 
B-2層

撹乱

撹乱

撹乱

D-10 
B-2層

撹乱

E-11 
A-3層

撹乱

撹乱

E-10 
B-2層

D-9 
A-3層

D-9 
A-4層

撹乱

外面灰赤色の泥釉、内
面無釉でにぶい赤褐
色。

外面赤灰色の泥釉、内
面鈍い橙色の泥釉。

内面浅黄色～鈍い赤
褐色、外面灰褐色の泥
釉。

外面黒褐色、内面赤褐
色の薄い泥釉施釉。

内外面赤～赤褐色の
薄い泥釉施釉。

外面灰赤色、内面赤褐
色の薄い泥釉施釉。

内外面赤褐色の泥釉。

内外面暗赤褐色～黒
褐色の泥釉。

黒褐色～暗赤褐色の
泥釉を内外面施釉。

外面暗赤灰色の泥釉で基部
及び下部は厚く亀裂多い。基部
内面のみ赤褐色泥釉薄く施釉。

にぶい赤褐色～黒褐色
の泥釉薄く施釉。

光沢ある暗赤灰色の泥
釉。

灰褐色～黒褐色の泥
釉を施釉。

外面赤灰色の泥釉薄
く施釉。内面無釉でに
ぶい赤褐色。
外面暗赤褐色～黒褐色
の泥釉縁まで、内面赤灰色
の泥釉を縁以外に施釉。
外面灰褐色～浅黄色、
内面褐灰色の泥釉を
かけ、庇端部釉剥ぎ。
外面褐灰色の泥釉薄
くかけ、内面無釉で灰
色。
外面にぶい赤褐色の泥釉上
に浅黄色の灰釉、内面褐灰
色の泥釉を横方向に塗る。
外面艶ある暗赤褐色、
内面マットな暗赤褐色
の泥釉施釉。

内外面褐灰色の泥釉
を薄く施釉。

外面灰褐色、内面灰色
～灰褐色の泥釉薄く
施釉。
外面暗赤褐色～黒褐
色、内面灰褐色の泥釉施
釉するが、内面一部剥離。

口縁形態から擂鉢と思われる資料。
口唇断面丸く外反する。口縁外面
下をくぼませ稜を形成。
口縁形態から擂鉢と思われる資料。
口唇断面三角で口唇上面平坦。口
縁外面下をくぼませ稜を形成。
片口の注口部。正面・平面「U」字
状。先端断面尖る。口縁接合部より
剥離。
胴丸く直口の急須。口唇断面隅丸
方形。口縁内側に胴からつながるよ
うに蓋受け巡る。
胴丸く直口の急須。口唇断面方形。口縁
内側に胴からつながるように蓋受け巡
る。外面頸～肩部に二条の沈線巡らす。
胴丸く直口の急須。口唇断面隅丸方
形。口縁内側に下がり気味の蓋受け巡
る。外面頸～肩部に二条の沈線巡らす。
胴丸く直口の急須。口唇断面隅丸
方形で口縁弱い玉縁状。胴半ばに
径15㎜の孔あけ注口接合。
持ち手の痕跡から急須と思われる。胴部丸く口縁緩や
かに立上がり、口唇断面丸い。口縁内側に蓋受けの段
巡る。内面肩に当て具痕。持ち手剥離部は横長の楕円
で接着強度増す目的で斜位に3本の切り込み入れる。

円筒形の急須持ち手。薄手で端部
やや撥状に開く。端部断面内側丸く
成形。内外面に轆轤痕。
円筒形の急須持ち手。厚手で端部
やや撥状に開く形状。基部ラッパ状
に開き胴に接着。
横断面扁平な把手の基部付近。湾
曲する背面に二条の沈線。裏面一
辺の角にバリ残る。

横断面長方形の把手で湾曲する。
裏面一辺の角にバリ残る。

横断面台形の把手の基部付近。基
部表面はヘラ調整。裏面２辺にバリ
残る。

庇鍔縁で袴有する蓋。中央に撮み
付くか。

撮み高台状の笠状蓋。撮みは貼り付け。庇
縁下部と上面胴に重ね焼きの溶着跡と二
枚貝（アラスジケマンガイか）背面の貝目３点。
貝目周辺は塩分による光沢。火膨れあり。
頂部平坦になる笠状蓋。庇縁下部
に重ね焼きの溶着跡。火膨れにより
変形。
蓋か瓶あたりの口縁になると思われ
る。縁外面をくぼませ、端部断面丸
い。薄手で轆轤痕顕著。

筒状で口唇断面三角の火取りと思
われる製品。口唇上面平坦。

筒状で口唇内側に逆「L」字状に張
り出す火取りと思われる製品。口唇
上面平坦。火膨れあり。

筒形の三足火取りか香炉。外面竹
節状に轆轤痕残す。

口縁平面三つ葉状になる火炉。肩
境に上下個別に成形し接合。内面
接合面調整粗い。

小皿か蓋になると思われる製品。窯
クソ付着。

擂
鉢

片
口

急
須

急
須

急
須

急
須

急
須

急
須

急
須

器
種
不
明
器
種
不
明
器
種
不
明

蓋

蓋

蓋

器
種
不
明

火
取

火
取

火
取

火
炉

器
種
不
明

8.2
(撮)

5.0
(5.1)

20.1
(庇)
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第 5節　出土遺物（初期沖縄産無釉陶器）

挿図番号
図版番号

第 72図
図版 72

第 70 図
図版 70

第 71 図
図版 71

部位

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

胴部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

底部

底部

底部

底部

底部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

14.0

11.6

10.0

12.6

13.4

̶

27.6

̶

14.4

17.2

18.8

15.8

̶

̶

̶

̶

̶

16.0

18.2

15.4

33.4

24.4

グリッド・層口径 器高

法量（㎝）
成形・調整・文様等釉・器色

（色・範囲）
素地

（色・質・混和材）底径
番
号
器
種

412

413

414

415

416

417

418

419

420

421

422

423

424

425

426

427

428

429

430

431

432

433

壺 ̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

10.4

12.4

10.4

9.6

20.6

̶

̶

̶

̶

̶

にぶい赤褐色で緻密。
白色粒と石英わずかに
含む。

灰色で緻密。黒色粒と
石英わずかに含む。

赤褐色で緻密。石英、
白・赤色粒子わずかに
含む。
にぶい赤褐色で緻密。
黒色粒と石英わずかに
含む。
赤褐色で緻密。石英、
黒・赤色粒子わずかに
含む。

にぶい赤褐色で緻密。
石英わずかに含む。

にぶい赤褐色で緻密。
白土、石英わずかに含
む。
にぶい赤褐色で緻密。
白色粒、石英わずかに
含む。
にぶい赤褐色で緻密。
白土、石英わずかに含
む。
灰色で間隙多く軟質。
白土と石英わずかに含
む。
灰色～褐色で間隙多く
軟質。白土と石英わず
かに含む。
にぶい赤褐色で緻密。
白土、石英わずかに含
む。
にぶい赤褐色～灰色で
緻密。白土、石英わずか
に含む。

赤褐色～灰色で緻密。
石英わずかに含む。

暗赤褐色～灰色で緻
密だがやや軟質。白土、
石英わずかに含む。
にぶい赤褐色～灰色で
緻密。白土、石英、白色
粒子わずかに含む。
にぶい赤褐色～赤褐色
で緻密。白土、石英、白・黄
色粒子わずかに含む。
にぶい赤褐色で緻密。
白・赤色土、石英わずか
に含む。
にぶい赤褐色と明赤褐
色のマーブル状で緻密。
白土、石英わずかに含む。
暗赤褐色～灰色で緻
密。白色・赤色粒子、石
英わずかに含む。
にぶい赤褐色で緻密。
赤色粒子、石英わずか
に含む。

暗赤褐色で緻密。石英
わずかに含む。

E-11
A-3層

D-9 
A-3層

D-10 
B-2層

E-11 
B-2層

D-10 
B-2層

撹乱

D-10 
撹乱

D-9･10 
撹乱

D-9 
撹乱

D-10 
撹乱

D-9 
造成層

D-9 
撹乱

D-10 A-4層
+
撹乱

撹乱

E-10 
B-2層

D-10 
A-5層

撹乱

D-9 
撹乱

撹乱

E-10 
B-2層

D-10 A-6層

D-10 
撹乱

内外に暗灰褐色～黒
褐色の泥釉。

内外に暗赤褐色～黒
褐色の泥釉。

無釉で外面にぶい赤
褐色、内面赤褐色。

外面暗赤褐色、内面灰
褐色の泥釉。外面肩に
灰被り。

無釉で外面にぶい赤
褐色、内面赤褐色。

外面暗赤褐色、内面灰
褐色の泥釉かけ、その上
に赤褐色泥釉流れる。
外面暗赤褐色～黒褐
色、内面灰褐色の泥
釉。
外面暗灰褐色～黒褐
色、内面灰褐色の泥
釉。

内外面浅黄色～黒褐
色の泥釉施釉。

無釉で外面灰褐色、内
面にぶい褐色。

無釉で外面暗赤褐色、
内面褐灰色。

外面灰褐色、内面褐灰
色の泥釉。

外面灰赤色の泥釉厚
く、内面薄くにぶい赤褐
色の泥釉施釉。

外面暗褐色、内面灰色
の泥釉薄く施釉。

外面赤灰色、内面褐色
の泥釉施釉。

外面灰赤色、内面にぶ
い赤褐色の泥釉施釉。

外面にぶい赤褐色、内
面褐灰色～黒褐色の
泥釉施釉。

外面黒褐色、内面にぶ
い赤褐色の泥釉施釉。

外面～口縁内面まで灰
褐色の泥釉塗り、内面
にぶい赤褐色の泥釉。
外面無釉で明赤褐色
～暗赤褐色、内面灰赤
色の泥釉。

内外面無釉で橙色～
にぶい赤褐色。

外面暗赤灰色の泥釉かけ表
面に浅黄色の灰被り。内面暗
赤褐色の泥釉。口唇釉剥ぎ。離。

口縁玉縁状の壺。口縁成形は外側
へ引き上げ、玉縁作り内側へ折り返
して留める。火膨れあり。
口縁玉縁状の中型壺。口縁成形は
外側へ引き上げ、玉縁作り内側へ
折り返して留める。

広口の小壺。直口で胴部丸い。

広口の小壺。直口で胴部丸い。頸の
境界に二条の沈線巡らせる。

広口の小壺。直口で胴部丸い。

壺の肩部。頸との境界部に一条の
沈線巡らせ、外面に不明方形印、内
面当て具痕。
内湾する甕。口縁成形は外側へ引
き上げ、断面三角の縁作り内側へ
折り返して留める。
内湾する甕。口縁成形は外側へ引
き上げ、断面三角の縁作り内側へ
折り返して留める。
内湾する甕。口縁成形は外側へ引
き上げ、断面三角の縁作り内側へ
折り返して留める。
口縁断面方形の甕。口縁成形は外
側へ引き上げ、方形口縁作り内側へ
折り返して留める。火膨れあり。
口縁玉縁状の甕。口縁成形は外側
へ引き上げ、玉縁作り内側へ折り返
して留める。火膨れ多い。

口縁玉縁状の甕。口唇内外で色調
異なるため合わせ口で焼成か。

小型の甕。口縁は421・422の形状になると思
われる。底面に「４」字状の線刻と縁辺に５点
の二枚貝腹縁の貝目。火膨れ多い。覆焼きか。
小型の壺か甕の底部。底面縁辺に
二枚貝背面の貝目と稲藁状の痕
跡。火膨れあり。
小型の壺か甕の底部。底部から胴
部への立上がりは鋭角。底面全釉
で覆焼きか。火膨れあり。
小型の壺か甕の底部。底部から胴
部への立上がりはやや鋭角。稲藁
状の痕跡。
大型の壺か甕の底部。底部から胴
部への立上がりはやや鋭角。胴に
粘土積み目。覆焼きか。

小型の鉢。口縁断面三角で口唇平
坦。肩部に一条の沈線巡る。

小型の鉢。口縁外面直立、内面玉
縁状。肩部に６条の櫛状施文具で
波状文巡らせる。。
口縁内湾する無文の鉢。口唇断面
丸い。口唇に合わせ口の重ね焼き
痕。
口縁逆「Ｌ」字状の擂鉢。内面櫛目７
本一組でやや密に口縁下から見込
にかけて施文。
口縁外反する擂鉢。口縁外面下をくぼませ稜を
形成。口縁内面下から見込に向け間隔あけて櫛
目９本で施文。口禿のため合わせ口で焼成か。

壺

壺

壺

壺

壺

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

壺
か
甕

壺
か
甕

壺
か
甕

壺
か
甕

鉢

鉢

鉢

擂
鉢

擂
鉢
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第 3章　調査の方法と成果

図版 69　初期沖縄産無釉陶器 1　　 
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第 3章　調査の方法と成果

図版 70　初期沖縄産無釉陶器 2　 
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第 3章　調査の方法と成果

図版 70　初期沖縄産無釉陶器 2　 
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第 70図　初期沖縄産無釉陶器 2
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第 3章　調査の方法と成果

図版 72　初期沖縄産無釉陶器 4
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図版 72　初期沖縄産無釉陶器 4

431

432

429

433

430

436

434

438

439

435

437

440

443

442

441

第 5節　出土遺物（初期沖縄産無釉陶器）
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果

11　沖縄産無釉陶器（第 13表、第 74・75 図、図版 74・75）

　ここで扱う沖縄産無釉陶器は、年代や作法から先に報告した 17世紀前半の製品と思われる、初期沖縄産無釉陶
器とした一群と区別し、17世紀後半以降に焼成されたと思われる製品をまとめて報告する。
　本地区では総計で764点が出土しており、そのうち特徴的なもの17点を図示した。器種としては、皿、壺、甕、瓶、
鉢、擂鉢、茶器、火炉などがある。以下に各器種の概要を述べる。個々の詳細については観察表に譲る。

①皿（456）
　456 は薄手で轆轤成形、ベタ底の灯明皿。口唇断面丸く煤が付着する。底面に石英砂粒多く付着する。

②壺（457 ～ 460）
　口縁部が玉縁状になるもの（457・458）及び直立する小壺（459）、逆「L」字状で断面方形になる資料（460）とに分
けられる。457 の肩部には沈線を巡らせた後、斜位に「十二」の線刻が施される。

③甕（461 ～ 462）
　甕は口縁部が逆 L字状を呈し、口唇の幅が広い資料が得られている（461・462）。いずれも口縁上面は平坦で、端
部に沈線を一条巡らせ、462 は頸部にも沈線を数条巡らせる。

④瓶（463）
　463 は瓶の口縁部。頸部のくびれやや強く、口唇断面丸い形状。

⑤鉢（464 ～ 465）
　鉢の底部が２種得られている。464 は底面が円盤状に成形される鉢。やや上げ底状で底面縁辺に２条の沈線巡
らせる。465 は厚手の鉢底部。内面は胴～底部まで折れることなく丸く成型され、摩滅が著しいことから乳鉢や捏
鉢として使用した可能性がある。ベタ底で外面に削り調整痕残る。

⑥擂鉢（466 ～ 468）
　口縁部が「く」の字形を呈するものと（466・467）、逆「L」字状を呈するもの（468）がある。「く」字形を呈するもの
には、胴部から逆「ハ」字形に立ち上がる器形（466）と、胴部に丸みを持つ器形 (467）がある。櫛目は間隔を開けて
施すもの（467）と、全体に密に施すもの（466・468）がある。

⑦茶器（469 ～ 471）
　中国宜興窯の茶器を模した製品が出土している。胎土は朱泥状に緻密だが、中国産に比するとやや粗く軟質の製
品が含まれ、成形も轆轤痕や指痕を残す等、異なる傾向がみえる。469・470 は急須で口縁が緩やかに立上がる形
状。口唇形状から蓋付きであったことが考えられる。471 は碁笥底状の底部である。胎土は細かいがやや軟質で厚
手の製品である。

⑧火炉（472）
　火炉は、全体に厚手で胴～口縁部が「く」字状に屈曲し、上部から穿孔された横長方形の横耳が貼付される
（472）。口縁部の上面観は三つ葉形になると思われる。
　

成形・調整・文様等器色
素地

（色・質・混和材）
挿図番号
図版番号

第 74図
図版 74

第 75 図
図版 75

部位

口～底

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

底部

底部

口～底

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

底部

口縁～
肩部

10.0

11.0

14.8

10.0

9.4

30.2

̶

5.0

̶

̶

32.4

35.2
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4.5

6.0

̶

̶
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463
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465
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469

470
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グリッド・層口径 器高

法量（㎝）

底径
番
号
器
種

4.5

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

15.2
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10.0

̶

̶

̶

̶
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2.4

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

12.35

̶

̶

̶

̶

̶

̶

にぶい赤褐色～赤褐
色で緻密。石英わずか
に含む。   
   
にぶい赤褐色で緻密。
石英、赤色粒子わずか
に含む。   
   
にぶい赤褐色で緻密だ
が間隙あり。石英、赤色
粒子わずかに含む。

明赤褐色でやや軟質。
石英砂粒多く、白色・黒
色粒子わずかに含む。  
  
にぶい赤褐色～灰色で
緻密だが間隙あり。石
英わずかに含む。  

赤褐色で緻密。  
   
  
にぶい赤褐色～赤灰
色で緻密。赤色粒子わ
ずかに含む。  
 

にぶい赤褐色で緻密。  
   
   

にぶい赤褐色で緻密。
黒色粒子含む。  
   

明赤褐色で緻密。石
英、黒色・白色粒子わず
かに含む。   
   
にぶい赤褐色～暗灰
色で緻密。黒・赤色粒
子わずかに含む。  
   
橙色～にぶい赤褐色で
軟質。赤褐色・黒色粒
子わずかに含む。  
  

橙色で緻密。黒色粒子
わずかに含む。  
   
   
  
にぶい赤褐色で緻密。  
   
   
  
にぶい赤褐色で緻密。  
   
   
  橙色で密だがやや軟
質。石英わずかに含む。 
   
   
にぶい赤褐色で緻密。
赤色粒子わずかに含
む。  

撹乱

C-7 撹乱

D-9 撹乱

D-10 B-2層

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-9 撹乱

E･F 撹乱

撹乱

D-10 撹乱

D-10 撹乱

D-9 撹乱

撹乱

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-10 撹乱

撹乱

内面明赤褐色、口縁に
ぶい赤褐色の泥釉施
釉か。外面灰赤色、底
面明赤褐色。  
   
外面灰褐色、内面灰褐
色～橙色。   
   

外面～口唇内面までに
ぶい赤褐色の泥釉、内
面無釉で赤褐色。

内外面明赤褐色。  
   
   
  
内外面暗赤褐色の泥
釉。   
   
 
内外面にぶい赤褐色の
泥釉。   
   
口唇に暗赤褐色の泥
釉施釉。露胎部外面褐
灰色、内面赤褐色～黒
褐色。   
   

内外面灰褐色。  
   
   
外面に暗灰色の泥釉
かマンガン釉。内面無
釉で明赤褐色。  
   

外面橙色。内面にぶい
橙色～明赤褐色。  
   

外面口唇まで黒褐色の
泥釉。内面にぶい褐色。
   
 

内外面無釉で橙色。  
   
  
無釉で外面橙色。口唇
上灰色、内面灰黄褐
色。   

無釉で外面暗赤褐色、
内面赤褐色。  
 
 

無釉で内外面灰褐色。 
   
   

無釉で内外面橙色。  
   
   

内外面暗赤褐色の泥
釉。   

轆轤成形・薄手でベタ底の灯明皿。
口唇断面丸く煤付着。底面に石英
砂粒多く付着。   
    
口縁玉縁状の壺。頸部やや窄まり
肩に二条、口縁との間に一条の沈
線巡らす。沈線間に斜位に「十二」の
窯印線刻。口縁下に漆喰付着。  

口縁玉縁状の厚手壺。玉縁下はや
や鈎状。    

小壺か急須になる製品。胴丸く口縁
立上がる形状。口唇断面丸い。  
    
    
口縁逆「Ｌ」字状の小型壺。口唇摩
滅。火膨れあり。初期沖無になる可
能性あり。    
    
  
口縁逆「Ｌ」字状の甕。口唇外端部
に一条の沈線巡らす。   
    
   
口縁逆「Ｌ」字状の甕。口唇内外の
端部に一条ずつ沈線巡らせ、頸部
に三条の隆帯巡らす。   
    
   
口縁ラッパ状に開く瓶の口縁。口唇
断面やや尖る。轆轤痕顕著。  
    
    
底部円盤状の鉢か。内面に巻貝の
圧痕２点。    
    
  
轆轤成形で外面胴下部・底部ヘラ
削り。見込の摩滅著しいことから捏
鉢か。    
    
口縁逆「Ｌ」字状の擂鉢。櫛目８本一
組で口縁下から見込にかけ密に施
す。初期沖無になる可能性あり。  
    
口縁逆「Ｌ」字状の擂鉢。櫛目11本
一組で口縁下から見込にかけ斜位
に間隔あけて施す。外面肋状に轆
轤痕。    

鍔縁口縁の擂鉢。口唇外端部に1
条の沈線。内面口縁下から隙間なく
摺目縦に施す。   
    
   
朱泥の小型急須。口唇断面方形。
瓜形になるか。   
    
   
紫泥の小型急須。口唇断面やや三
角形。瓜形になるか。肩部に細い沈
線数条巡る。   
    
   
朱泥の急須か。底部碁笥底状で外
面磨きかける。   
    
   
側面菱形、口縁平面三つ葉状にな
る火炉の肩部。方形の横耳に上か
ら穿孔。 
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第13表　沖縄産無釉陶器観察一覧
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第 3章　調査の方法と成果

11　沖縄産無釉陶器（第 13表、第 74・75 図、図版 74・75）

　ここで扱う沖縄産無釉陶器は、年代や作法から先に報告した 17世紀前半の製品と思われる、初期沖縄産無釉陶
器とした一群と区別し、17世紀後半以降に焼成されたと思われる製品をまとめて報告する。
　本地区では総計で764点が出土しており、そのうち特徴的なもの17点を図示した。器種としては、皿、壺、甕、瓶、
鉢、擂鉢、茶器、火炉などがある。以下に各器種の概要を述べる。個々の詳細については観察表に譲る。

①皿（456）
　456 は薄手で轆轤成形、ベタ底の灯明皿。口唇断面丸く煤が付着する。底面に石英砂粒多く付着する。

②壺（457 ～ 460）
　口縁部が玉縁状になるもの（457・458）及び直立する小壺（459）、逆「L」字状で断面方形になる資料（460）とに分
けられる。457 の肩部には沈線を巡らせた後、斜位に「十二」の線刻が施される。

③甕（461 ～ 462）
　甕は口縁部が逆 L字状を呈し、口唇の幅が広い資料が得られている（461・462）。いずれも口縁上面は平坦で、端
部に沈線を一条巡らせ、462 は頸部にも沈線を数条巡らせる。

④瓶（463）
　463 は瓶の口縁部。頸部のくびれやや強く、口唇断面丸い形状。

⑤鉢（464 ～ 465）
　鉢の底部が２種得られている。464 は底面が円盤状に成形される鉢。やや上げ底状で底面縁辺に２条の沈線巡
らせる。465 は厚手の鉢底部。内面は胴～底部まで折れることなく丸く成型され、摩滅が著しいことから乳鉢や捏
鉢として使用した可能性がある。ベタ底で外面に削り調整痕残る。

⑥擂鉢（466 ～ 468）
　口縁部が「く」の字形を呈するものと（466・467）、逆「L」字状を呈するもの（468）がある。「く」字形を呈するもの
には、胴部から逆「ハ」字形に立ち上がる器形（466）と、胴部に丸みを持つ器形 (467）がある。櫛目は間隔を開けて
施すもの（467）と、全体に密に施すもの（466・468）がある。

⑦茶器（469 ～ 471）
　中国宜興窯の茶器を模した製品が出土している。胎土は朱泥状に緻密だが、中国産に比するとやや粗く軟質の製
品が含まれ、成形も轆轤痕や指痕を残す等、異なる傾向がみえる。469・470 は急須で口縁が緩やかに立上がる形
状。口唇形状から蓋付きであったことが考えられる。471 は碁笥底状の底部である。胎土は細かいがやや軟質で厚
手の製品である。

⑧火炉（472）
　火炉は、全体に厚手で胴～口縁部が「く」字状に屈曲し、上部から穿孔された横長方形の横耳が貼付される
（472）。口縁部の上面観は三つ葉形になると思われる。
　

成形・調整・文様等器色
素地

（色・質・混和材）
挿図番号
図版番号

第 74図
図版 74

第 75 図
図版 75
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口～底

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部
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口～底

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

底部

口縁～
肩部

10.0

11.0

14.8

10.0

9.4

30.2

̶

5.0

̶

̶

32.4

35.2

26.2

4.5

6.0

̶

̶

456

457

458

459

460

461

462

463

464

465

466

467

468

469
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471

472

グリッド・層口径 器高

法量（㎝）

底径
番
号
器
種

4.5

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

15.2

12.2

10.0

̶

̶

̶

̶

12.0

16.0

2.4

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

12.35

̶

̶

̶

̶

̶

̶

にぶい赤褐色～赤褐
色で緻密。石英わずか
に含む。   
   
にぶい赤褐色で緻密。
石英、赤色粒子わずか
に含む。   
   
にぶい赤褐色で緻密だ
が間隙あり。石英、赤色
粒子わずかに含む。

明赤褐色でやや軟質。
石英砂粒多く、白色・黒
色粒子わずかに含む。  
  
にぶい赤褐色～灰色で
緻密だが間隙あり。石
英わずかに含む。  

赤褐色で緻密。  
   
  
にぶい赤褐色～赤灰
色で緻密。赤色粒子わ
ずかに含む。  
 

にぶい赤褐色で緻密。  
   
   

にぶい赤褐色で緻密。
黒色粒子含む。  
   

明赤褐色で緻密。石
英、黒色・白色粒子わず
かに含む。   
   
にぶい赤褐色～暗灰
色で緻密。黒・赤色粒
子わずかに含む。  
   
橙色～にぶい赤褐色で
軟質。赤褐色・黒色粒
子わずかに含む。  
  

橙色で緻密。黒色粒子
わずかに含む。  
   
   
  
にぶい赤褐色で緻密。  
   
   
  
にぶい赤褐色で緻密。  
   
   
  橙色で密だがやや軟
質。石英わずかに含む。 
   
   
にぶい赤褐色で緻密。
赤色粒子わずかに含
む。  

撹乱

C-7 撹乱

D-9 撹乱

D-10 B-2層

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-9 撹乱

E･F 撹乱

撹乱

D-10 撹乱

D-10 撹乱

D-9 撹乱

撹乱

D-9 撹乱

D-9 撹乱

D-10 撹乱

撹乱

内面明赤褐色、口縁に
ぶい赤褐色の泥釉施
釉か。外面灰赤色、底
面明赤褐色。  
   
外面灰褐色、内面灰褐
色～橙色。   
   

外面～口唇内面までに
ぶい赤褐色の泥釉、内
面無釉で赤褐色。

内外面明赤褐色。  
   
   
  
内外面暗赤褐色の泥
釉。   
   
 
内外面にぶい赤褐色の
泥釉。   
   
口唇に暗赤褐色の泥
釉施釉。露胎部外面褐
灰色、内面赤褐色～黒
褐色。   
   

内外面灰褐色。  
   
   
外面に暗灰色の泥釉
かマンガン釉。内面無
釉で明赤褐色。  
   

外面橙色。内面にぶい
橙色～明赤褐色。  
   

外面口唇まで黒褐色の
泥釉。内面にぶい褐色。
   
 

内外面無釉で橙色。  
   
  
無釉で外面橙色。口唇
上灰色、内面灰黄褐
色。   

無釉で外面暗赤褐色、
内面赤褐色。  
 
 

無釉で内外面灰褐色。 
   
   

無釉で内外面橙色。  
   
   

内外面暗赤褐色の泥
釉。   

轆轤成形・薄手でベタ底の灯明皿。
口唇断面丸く煤付着。底面に石英
砂粒多く付着。   
    
口縁玉縁状の壺。頸部やや窄まり
肩に二条、口縁との間に一条の沈
線巡らす。沈線間に斜位に「十二」の
窯印線刻。口縁下に漆喰付着。  

口縁玉縁状の厚手壺。玉縁下はや
や鈎状。    

小壺か急須になる製品。胴丸く口縁
立上がる形状。口唇断面丸い。  
    
    
口縁逆「Ｌ」字状の小型壺。口唇摩
滅。火膨れあり。初期沖無になる可
能性あり。    
    
  
口縁逆「Ｌ」字状の甕。口唇外端部
に一条の沈線巡らす。   
    
   
口縁逆「Ｌ」字状の甕。口唇内外の
端部に一条ずつ沈線巡らせ、頸部
に三条の隆帯巡らす。   
    
   
口縁ラッパ状に開く瓶の口縁。口唇
断面やや尖る。轆轤痕顕著。  
    
    
底部円盤状の鉢か。内面に巻貝の
圧痕２点。    
    
  
轆轤成形で外面胴下部・底部ヘラ
削り。見込の摩滅著しいことから捏
鉢か。    
    
口縁逆「Ｌ」字状の擂鉢。櫛目８本一
組で口縁下から見込にかけ密に施
す。初期沖無になる可能性あり。  
    
口縁逆「Ｌ」字状の擂鉢。櫛目11本
一組で口縁下から見込にかけ斜位
に間隔あけて施す。外面肋状に轆
轤痕。    

鍔縁口縁の擂鉢。口唇外端部に1
条の沈線。内面口縁下から隙間なく
摺目縦に施す。   
    
   
朱泥の小型急須。口唇断面方形。
瓜形になるか。   
    
   
紫泥の小型急須。口唇断面やや三
角形。瓜形になるか。肩部に細い沈
線数条巡る。   
    
   
朱泥の急須か。底部碁笥底状で外
面磨きかける。   
    
   
側面菱形、口縁平面三つ葉状にな
る火炉の肩部。方形の横耳に上か
ら穿孔。 

皿

壺

壺

壺

壺

甕

甕

瓶

鉢

鉢

擂
鉢

擂
鉢

擂
鉢

茶
器

茶
器

茶
器

火
炉

第13表　沖縄産無釉陶器観察一覧

第 5節　出土遺物（沖縄産無釉陶器）
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第 3章　調査の方法と成果

図版 74　沖縄産無釉陶器 1 

第 5節　出土遺物（沖縄産無釉陶器）
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第 3章　調査の方法と成果

図版 74　沖縄産無釉陶器 1 

第 5節　出土遺物（沖縄産無釉陶器）
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第 3章　調査の方法と成果
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図版 75　沖縄産無釉陶器 2　　 

第 5節　出土遺物（沖縄産無釉陶器）
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第 3章　調査の方法と成果
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第 5節　出土遺物（沖縄産無釉陶器）
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第 3章　調査の方法と成果

12　陶質土器（第 14表、第 76・77 図、図版 76・77）

　陶質土器は、壺屋において「アカモノ」などと称されるもので、胎土は細かく、白色粒・黒色粒・赤色粒などを含み、
轆轤引きや輪積みにより成形される。器色は橙色や黄褐色のものがある。焼成は弱く、脆いものが多い。本地区にお
いては 781 点が出土している。器種は壺、急須・土瓶、鉢、鉢、火炉、蓋、鍋、皿、七輪のサナなどが見られる。以下に器
種の概観を記し、個々の詳細は観察表に譲る。

①壺（473）
　473 は口縁緩やかに開き、口唇断面やや玉縁状の壺。頸下部に沈線巡らせる。

②急須・土瓶（474 ～ 477）
　胴部が丸く、口縁緩やかに立上がる形状で、口縁内面に蓋受け巡らせるもの（474）、胴部に円筒形で端部が撥状
に開く持ち手（475）が付き、やや碁笥底状の底部（476・477）が付く。胴下部の器壁は薄く成形する。底部内面には
石灰分の膜が厚く付着し、外面には煤の付着がみられることから、直火で湯沸しとして使用したことが考えられ
る。

③鉢（478 ～ 479）
　口縁部内湾する無文の鉢（478）と、鉢の底部になると思われる資料（479）。口唇断面は丸く厚手。底部 479 の資
料はベタ底で糸切痕を有する。

④火炉（480、490 ～ 492）
　480 は畳付を浅く形成し、外面を白土で装飾する。厚手で高台を有することから、火炉の底部と思われる資料で
ある。

⑥鍋・蓋（481 ～ 487）
　486・487 は口縁部が「く」の字形を呈し、口唇部両端に紐状の耳を貼付する鍋。484・485 は鍋の蓋にあたり、高
台状の撮みを持つ。袴は付けず、庇は直口する。

⑦皿（488）
　488 は轆轤成形・厚手でベタ底の灯明皿。口唇断面丸く煤が付着している。底面の成形は粗い。

⑧サナ（489）
　489は円盤状で複数の孔が設けられる七輪の内部に設置する部品である。上部で木炭を燃焼させ、灰落としとし
て機能するとともに、孔から酸素を送り燃焼効率を高める役割がある。

挿図番号
図版番号

第 76図
図版 76

第 77 図
図版 77

11.8

8.2

―

―

―

16.0

14.2

―

8.4

―

―

―

15.6

16.6

20.4

10.9

―

34.0

24.4

24.8

グリッド・層口径器高

法量（㎝）
成形・調整・文様等器色 素地

（色・質・混和材）底径
番
号

器
種

部
位

473

474

475

476

477

478

479

480

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

―

―

―

―

―

―

3.0

―

1.25

―

2.9

―

―

―

―

2.5

1.0

―

―

―

―

―

―

8.0

12.8

―

8.0

11.5

―

―

―

―

―

5.2

―

―

―

―

胴径

―

―

―

―

―

―

―

―

―

5.0？

―

―

―

―

―

―

―

―

―

明赤褐色で軟質。灰、
白、赤色粒子含む。  
  

橙色～灰褐色で軟質。
白、灰色微粒子含む。  
   
橙褐色で軟質。白、黒色
粒子とガラス質粒子多
く含む。   
  
橙色でやや硬質。灰色、
ガラス質粒子多く含む。 
   
橙色でやや硬質。ガラ
ス質粒子多く含む。
 
橙色で軟質。赤、黒色
粒子とガラス質粒子多
く含む。   
 橙色で軟質。赤、黒色
粒子とガラス質粒子多
く含む。   
 橙色で軟質。赤、黒色
粒子とガラス質粒子多
く含む。   
 
橙色で軟質。灰、赤色
粒子とガラス質粒子多
く含む。   
 にぶい橙色で軟質。白、
黒色粒子、ガラス質粒
子多く含む。  

橙色で軟質。灰、赤色
粒子とガラス質粒子多
く含む。   
   
橙色で軟質。灰、赤色
粒子とガラス質粒子多
く含む。   

橙褐色で軟質。灰、赤
色粒子とガラス質粒子
多く含む。   
 
にぶい黄褐色で軟質。
灰、赤色粒子とガラス質
粒子多く含む。

橙褐色で軟質。灰、赤
色粒子とガラス質粒子
多く含む。 

橙色でやや軟質。灰、白
色粒子とガラス質粒子
含む。   
橙褐色でやや軟質。灰、
赤色粒子とガラス質粒
子含む。   
 
橙褐色でやや軟質。灰、
白色粒子とガラス質粒
子含む。   
 橙褐色～にぶい褐色で
やや軟質。白色粒子・ガ
ラス質粒子多く含む。 

明赤褐色で軟質。黒、
赤色粒子・ガラス質粒
子多く含む。  

F-10 
造成層

D-10 
撹乱

D-10 
A-6層

D-10 
B-2層

D-9
撹乱

撹乱

C-7 
撹乱

撹乱

D-9
撹乱

D-10
撹乱

D-9
撹乱

D-10
撹乱

D-9
撹乱

D-7～9
撹乱

D-7
撹乱

D-9
撹乱

D-9
撹乱

E-11
撹乱

D-10
撹乱

D-9
撹乱

明赤褐色～橙色。 
  
  
橙色。  
  
  
  
橙褐色。  
  
  
外面明赤褐色、内面
橙色。  
  
  外面明橙色、内面明
赤褐色。  
  

橙色。  
  
  

橙色。  
  
 

橙色。
  

明褐色  
  
  
外面橙色、内面にぶ
い橙色。  
 

橙色。  
  

橙色。  
 
  

橙褐色。 
  
 

にぶい黄褐色。 
  
  

橙褐色。  
  

橙色。
 

橙褐色。上面被熱の
ためか、にぶい黄橙
色。  

橙色～橙褐色。
  

外面にぶい褐色、内
面橙褐色。 
  
 
橙色～にぶい褐色。 
  

轆轤成形の口縁玉縁状の壺。
頸部下に二条の沈線巡る。

胴丸い薄手の急須。口縁薄く立
上がる。口縁内面に蓋受け巡
る。   
 撥状に開く円筒形の急須持ち
手。内面に回転痕。胴上部に貼
り付けか。   

胴部が１㎜と極薄。底面被熱の
ため直火にかけたか。やや上げ
底。
 胴部が2.6㎜と薄い。内面石灰
膜付着し底面被熱のため湯沸
かしか。やや上げ底。  
   

内湾する鉢。口唇断面丸い 
   

底部円盤状にやや上がる鉢。底
面渦巻状の糸切痕。  
  
底部碁笥底状の鉢。胴下部に
幅広に白土の圏線巡らせる。 
   
 シャーレ形の蓋と思われる製
品。庇断面丸い。上面角は面取
りか。   
 
蓋の撮みと思われる。宝珠形で
中空。内面に轆轤痕あり。 
   

タイのハンネラ蓋形。撮み丸く胴
は庇にかけて反り上がる。 

撮み高台状の鍋の蓋。撮み断面
方形。   
 

内湾する鍋の蓋。袴なし。庇断
面丸い。   
 
胴部丸い鍋。口縁「く」字状で蓋
受けとする。口唇断面丸い。双
耳か。   
胴部丸い鍋。口縁「く」字状で蓋
受けとする。口唇断面丸い。双
耳か。外面に煤付着。 

轆轤成形・厚手でベタ底の灯明
皿。口唇断面丸く煤付着。底面
成形粗い。   
 七輪のサナ。円盤状で縁辺断面
下の角を丸く成形。上面の孔広
い。

内湾する火炉。口縁断面三角で
内側に尖る。口唇上～外面にか
けて白土の圏線多重施文。 

内湾する火炉。口縁断面三角で
内上面平坦。 

口縁断面「Ｔ」字状の火炉。口縁
内に突起３ヶ所か。外面に白土
の圏線。

壺
口
縁
部

急
須

口
縁
部

把
手

急
須
の

―

土
瓶
か

底
部
？

土
瓶
か

底
部
？

鉢
口
縁
部

鉢 底
部

火
炉

鉢
か

底
部

蓋
口
縁
部

蓋
か

撮
み
か

蓋
撮
〜
口

蓋 撮
み

(

鍋)蓋
口
縁
部

鍋
口
縁
部

鍋
口
縁
部

皿
口
〜
底

七
輪

サ
ナ

端
部

火
炉

口
縁
部

火
炉

口
縁
部

火
炉

口
縁
部

2.0
(撮)

1.5
(孔)

7.2
(撮)

第 5節　出土遺物（陶質土器）

第14表　陶質土器観察一覧
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第 3章　調査の方法と成果

12　陶質土器（第 14表、第 76・77 図、図版 76・77）

　陶質土器は、壺屋において「アカモノ」などと称されるもので、胎土は細かく、白色粒・黒色粒・赤色粒などを含み、
轆轤引きや輪積みにより成形される。器色は橙色や黄褐色のものがある。焼成は弱く、脆いものが多い。本地区にお
いては 781 点が出土している。器種は壺、急須・土瓶、鉢、鉢、火炉、蓋、鍋、皿、七輪のサナなどが見られる。以下に器
種の概観を記し、個々の詳細は観察表に譲る。

①壺（473）
　473 は口縁緩やかに開き、口唇断面やや玉縁状の壺。頸下部に沈線巡らせる。

②急須・土瓶（474 ～ 477）
　胴部が丸く、口縁緩やかに立上がる形状で、口縁内面に蓋受け巡らせるもの（474）、胴部に円筒形で端部が撥状
に開く持ち手（475）が付き、やや碁笥底状の底部（476・477）が付く。胴下部の器壁は薄く成形する。底部内面には
石灰分の膜が厚く付着し、外面には煤の付着がみられることから、直火で湯沸しとして使用したことが考えられ
る。

③鉢（478 ～ 479）
　口縁部内湾する無文の鉢（478）と、鉢の底部になると思われる資料（479）。口唇断面は丸く厚手。底部 479 の資
料はベタ底で糸切痕を有する。

④火炉（480、490 ～ 492）
　480 は畳付を浅く形成し、外面を白土で装飾する。厚手で高台を有することから、火炉の底部と思われる資料で
ある。

⑥鍋・蓋（481 ～ 487）
　486・487 は口縁部が「く」の字形を呈し、口唇部両端に紐状の耳を貼付する鍋。484・485 は鍋の蓋にあたり、高
台状の撮みを持つ。袴は付けず、庇は直口する。

⑦皿（488）
　488 は轆轤成形・厚手でベタ底の灯明皿。口唇断面丸く煤が付着している。底面の成形は粗い。

⑧サナ（489）
　489は円盤状で複数の孔が設けられる七輪の内部に設置する部品である。上部で木炭を燃焼させ、灰落としとし
て機能するとともに、孔から酸素を送り燃焼効率を高める役割がある。
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明赤褐色で軟質。灰、
白、赤色粒子含む。  
  

橙色～灰褐色で軟質。
白、灰色微粒子含む。  
   
橙褐色で軟質。白、黒色
粒子とガラス質粒子多
く含む。   
  
橙色でやや硬質。灰色、
ガラス質粒子多く含む。 
   
橙色でやや硬質。ガラ
ス質粒子多く含む。
 
橙色で軟質。赤、黒色
粒子とガラス質粒子多
く含む。   
 橙色で軟質。赤、黒色
粒子とガラス質粒子多
く含む。   
 橙色で軟質。赤、黒色
粒子とガラス質粒子多
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く含む。   
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多く含む。   
 
にぶい黄褐色で軟質。
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粒子多く含む。

橙褐色で軟質。灰、赤
色粒子とガラス質粒子
多く含む。 

橙色でやや軟質。灰、白
色粒子とガラス質粒子
含む。   
橙褐色でやや軟質。灰、
赤色粒子とガラス質粒
子含む。   
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子含む。   
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やや軟質。白色粒子・ガ
ラス質粒子多く含む。 

明赤褐色で軟質。黒、
赤色粒子・ガラス質粒
子多く含む。  
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橙色。  
  
  
  
橙褐色。  
  
  
外面明赤褐色、内面
橙色。  
  
  外面明橙色、内面明
赤褐色。  
  

橙色。  
  
  

橙色。  
  
 

橙色。
  

明褐色  
  
  
外面橙色、内面にぶ
い橙色。  
 

橙色。  
  

橙色。  
 
  

橙褐色。 
  
 

にぶい黄褐色。 
  
  

橙褐色。  
  

橙色。
 

橙褐色。上面被熱の
ためか、にぶい黄橙
色。  

橙色～橙褐色。
  

外面にぶい褐色、内
面橙褐色。 
  
 
橙色～にぶい褐色。 
  

轆轤成形の口縁玉縁状の壺。
頸部下に二条の沈線巡る。

胴丸い薄手の急須。口縁薄く立
上がる。口縁内面に蓋受け巡
る。   
 撥状に開く円筒形の急須持ち
手。内面に回転痕。胴上部に貼
り付けか。   

胴部が１㎜と極薄。底面被熱の
ため直火にかけたか。やや上げ
底。
 胴部が2.6㎜と薄い。内面石灰
膜付着し底面被熱のため湯沸
かしか。やや上げ底。  
   

内湾する鉢。口唇断面丸い 
   

底部円盤状にやや上がる鉢。底
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轆轤成形・厚手でベタ底の灯明
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第 3章　調査の方法と成果

13　瓦質土器（第 15表、第 78～ 80 図、図版 78～ 80）

　本地区において、瓦質土器は 122 点が出土している。このうち特徴的なもの 29点を図示し、１点を写真で報告
する。器種別にみると、植木鉢、壺、鉢・擂鉢、火炉、コンロが出土している。以下に各器種の概要を述べる。個々の詳
細は観察表に譲る。

①植木鉢（493 ～ 508、521）
　植木鉢には、口径が 80 ～ 90㎝の大型（493 ～ 497）、60 ～ 65㎝の中型、35㎝程度の小型の製品がある。口縁
部は内湾し、口唇上には凸帯を巡らせる。また、口縁部や胴上部・胴下部に波状の凸帯を巡らせるもの及び、凸帯を
巡らせた上、その上下に円筒印章による牡丹唐草文を１段か２段施すものがある。この施文法は、498 の文様帯２
段の資料で、それぞれ終始の重なりが確認でき、そこから時計回りと反時計回りを併用していることがわかる。
　また、特徴的な資料として脚付きの植木鉢がある。脚の中央部に孔を穿ち、底部から胴部にかけて丸みを帯びる
器形である。
　なお、これまで沖縄出土の陶磁器・瓦質土器類に、鎹接ぎや焼接ぎ等、補修の痕跡は確認されていなかったが、こ
の瓦質植木鉢の一部には、内外面に鎹や鎹孔、漆喰の痕跡が残る資料がみられ、破損後も接合して使用していたこ
とをうかがわせている。この痕跡から、鎹を打ち込むに際し、まず穿孔位置を示す十字、あるいは一字の線刻を目印
として施し、その後錐状の工具で直径８～９㎜、深さ 17 ～ 18㎜程度の孔を貫通しないように開けた上で鎹を打
ち込み、接合したとみられる。また、その中には鎹を覆うように漆喰が塗布され、鎹が抜けないように補強を図って
いる資料がみられる。

②壺（509）
　小壺になると思われる製品が得られている（509）。表面はよく磨かれ、光沢を帯びる。

③鉢・擂鉢（510 ～ 512）
　鉢として上げた510の資料は、七輪や火炉になる可能性がある。511の資料は龍か魚文が線刻された有文資料。
512 の擂鉢は厚手で硬質、7本一組の櫛目が間隔をあけて上下に引かれる。

④火炉（513 ～ 517）
　円形と方形の資料があり、いずれも口縁が内湾する形状である。513・514は胴部が「く」字状に折れるタイプで、
517 は本土産と思われる資料。口縁外面の縞状文様を型押しで別に製作し、貼り付けている。断面に籾殻の圧痕が
残る。

⑤コンロ（518 ～ 520）
　小判形か半円形になると思われるコンロの破片が得られている。厚手の器壁内面にコブ状の突起が３点付くと
みられ、そこに鍋などを設置し、下部～前面に薪をくべて熱する構造になると思われる。類例資料が湧田古窯跡等
から出土している。
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第 3章　調査の方法と成果

挿図番号
図版番号

第 79図
図版 79

第 80 図
図版 80

図版 78

底部

底部

口縁部

口縁部

胴部

底部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

―

―

―

―

胴部

植木鉢

植木鉢

壺

鉢

鉢か

擂鉢

火炉

火炉

火鉢か
火炉

火鉢か
火炉

火炉

コンロ

コンロ

コンロ

植木鉢

グリッド・層
口径
器高
底径
（㎝）

観察事項

器面調整 その他文様 器色・胎土・混入物
番
号

器
種

部
位

507

508

509

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

520

521

内外面褐灰色、素
地灰黄褐色で細
かい。石英、茶褐色
粒子わずかに含む。 
  
内外面にぶい黄
橙色、素地灰色で
細かい。石英含
む。  

内外面燻され黒
褐色、素地灰黄色
で細かい。茶褐色
粒子含む。 

内外面灰色、素地
灰色～暗灰色で
細かい。石英わず
かに含む。  

内外面・素地灰色
で細かい。茶褐色
粒子含む。 

内外面・素地灰色
で細かい。硬質で
ガラス質粒子含
む。

外面灰色、内面・素
地にぶい黄橙色～
灰色で細かい。茶
褐色粒子含む。 
  
内外面・素地灰黄
色で細かい。ガラ
ス質粒子含む。 
  
内外面にぶい黄
橙色、素地灰黄色
で細かい。ガラス
質粒子多く含む。 
 
外面燻され黒褐
色、内面・素地にぶ
い橙色で細かい。
赤色粒子含む。 
  
外面燻され褐灰色、
内面・素地灰白色で
細かい。石英多く含
む。籾殻の痕跡。 
外面褐灰色、内面に
ぶい黄橙色～褐灰
色、素地にぶい黄橙
色～暗灰色で細か
い。ガラス質粒子含む。 

内外面灰黄色、素
地灰黄色～暗灰
色で細かい。ガラ
ス質粒子含む。 
 
内外面・素地にぶ
い橙色～灰色で
細かい。  
 
外面燻され暗灰色、
内面灰色、素地灰色
～暗灰色で細かい。
ガラス質粒子含む。 
  

ナデ調整。 

ナデ・磨き
調整。 
 
 

ナデ・磨き
調整。 
 
 

ナデ調整。 
 
 

ナデ調整。 
 
 
 
轆轤痕。
ナデ調整。 
 

ナデ調整。 
 
 

ナデ調整。 
 
 

ナデ・磨き
調整。 
 
 

ナデ・磨き
調整。 
 
 

ナデ調整。 
 
 
 

ナデ調整。 
 

ナデ調整。 
 
 
 
 
ナデ調整。 
 
 

ナデ調整。 
 
 
 
 
 

E-10
A-4層

D-10
A-4層

D-9
撹乱

D-9
A-9層

E-10
A-9層

D-9
撹乱

D-10
A-4層

D-9
撹乱

D-10
A-4層

D-10
A-9層

撹乱

E-10
A-6層

D-9
撹乱

D-10
A-5層

D-10
A-9層

無文。   
   
   
  

無文。   
   
   
  

無文。   
   
   
  

無文。   
   
   
  
外面に鱗状の線刻をラフに
行う。   
   
   
  
内面７本一組の櫛目を間隔
をあけて上から下へ施す。 
   
   
   
無文。   
   
   
  

無文。   
   
   
  

無文。   
   
   
  

無文。   
   
   
  
型成形の縞状文を器面に貼
り付ける。   
   
   
  
無文。   
   
   
  

無文。   
   
   
  

無文。   
   
   
  
胴下部に波状の凸帯を１条
らせる。   
 

三足になると思われる鉢か
火炉・香炉の類。  
   
　　
三足になると思われる鉢の
類。脚は底部から穴が開け
られ、円筒形になるか。 
   
   
小壺か。口縁部直立し、口
唇平坦に仕上げる。外面・
口唇丁寧に磨く。  
   

口縁断面が台形状の鉢。
器面に籾殻圧痕多数あり。 
   
   
龍か魚文になると思われる
鉢等の器物。内面は波打
ち不均整。   
   
  
胴部が大きめに開く形状
の擂鉢。   
   
  
胴部断面「く」字状に折れ
る火炉。内面被熱により変
色。   
   

胴部断面「く」字状に折れ
る火炉。   
   
   
  
口縁内湾する器形。内面被
熱。   
   
   
方形で内湾する火鉢。外
面丁寧に磨かれる。内面被
熱。   
   
   
口縁が直立し、胴部が丸く
なるタイプの火炉。  
   
 
小判形コンロ側面の部分。
内面にコブ状の突起が貼
付される。   
   
  
小判形コンロ側面の部分。
内面にコブ状の突起が貼
付される。   
   

コンロの一部と思われる
が、部位不明。  
   

破損後の補修のため、内
面に直径８～９㎜の鎹孔、
外面に漆喰の痕跡が残
る。 

―
―
14.0

―
―
24.8

―
―
13.0

8.0
―
―

31.8
―
―

―

14.2
―
―

20.0
―
―

32.6
―
―

―

―

―

―

―

―

第 5節　出土遺物（瓦質土器）

第15表　瓦質土器観察一覧2  

挿図番号
図版番号

第 78図
図版 78

第 79 図
図版 79

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

胴部

底部

底部

底部

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

グリッド・層
口径
器高
底径
（㎝）

観察事項

器面調整 その他文様 器色・胎土・混入物
番
号

器
種

部
位

493

494

495

496

497

498

499

500

501

502

503

504

505

506

内外面にぶい褐
色、素地灰色で細
かい。大粒の赤褐
色粒子含む。

内外面・素地灰色
で細かい。暗灰色
粒子含む。  
  
  

内外面灰黄色、素
地灰色で細かい。
ガラス質粒子含
む。  
  
  

内外面灰色、素地
暗灰色で細かい。
暗灰色粒子含む。 
  
内外面灰色～暗灰
色、素地灰色～に
ぶい橙色で細かい。
暗灰色粒子含む。 
  
 

内外面灰黄色、素
地灰色で細かい。
暗灰色粒子含む。 
  
  

内外面灰色～暗灰
色、素地灰色で細
かい。暗灰色粒子、
ガラス質粒子含む。 
内外面灰黄色、素地
灰色～暗灰色で細
かい。石英、茶褐色
粒子わずかに含む。
内外面燻されて暗
灰色、素地灰色で細
かい。暗灰色粒子、
ガラス質粒子含む。
内外面・素地にぶ
い黄橙色で細か
い。石英、橙色粒
子わずかに含む。 

内外面・素地とも
に灰色～にぶい
黄橙色で細かい。
石英、橙色粒子わ
ずかに含む。 
  
 
内外面灰色、素地
灰色～暗灰色で細
かい。石英、茶褐色
粒子わずかに含む。 
外面燻されて暗灰色、
内面・素地灰色で細
かい。石英、ガラス質粒
子、暗灰色粒子含む。 
内外面燻されて暗
灰色、素地灰色で
細かい。石英、ガラ
ス質粒子含む。 
  

ナデ調整。 
 
 
 
ナデ調整。 
 
 
 

回転痕。
ナデ調整。 
 
 
 
 
回転痕。
ナデ調整。 
 

回転痕。
ナデ調整。 
 
 

回転痕。
ナデ調整。 
 

回転痕。
ナデ調整。 
 
 
回転痕。
ナデ調整。 

回転痕。
ナデ調整。 
 

回転痕。
ナデ調整。 
 
 
 
 

ナデ調整。 
 
 
 
 

ナデ調整。 
 
 

回転痕。
ナデ調整。 
 

回転痕。
ナデ調整。 
 
 
 
 

D-9
A-9層

D-9
A-8層

D-9
A-7層
+
D-9
A-8層

D-10
A-7層
+E-10
A-6層

E-10
A-6層

D-9
A-8層

D-10
撹乱

F-10
造成層

F-10
造成層

F-10
造成層

E-9
A-9層

E-10
A-6層

F-10
造成層

F-10
造成層

口縁部に弱い波状の凸帯を
１条、胴上部に２条、胴下部
に１条巡らせる。  
  

口縁部に波状の凸帯を１
条、胴上部に２条巡らせる。 
   

口縁部に波状の凸帯を１
条、胴上部に２条、胴下部に
１条巡らせる。  
   
   
   

口縁部に波状の凸帯を１
条、胴上部に２条巡らせる。 
   

口縁部に波状の凸帯を１
条、胴上部に３条巡らせる。 
   
口縁部に波状の凸帯を１条、胴
上部に２条、胴下部に１条巡ら
せ、胴下部波状文の上下に円
筒印章による牡丹唐草文が２
周巡る。施文の終始境界から、
上部文様は時計回り、下部は
反時計回りに回転させて施文
する。口唇に分銅形の刻印あり。
口縁部に波状の凸帯を１条、胴
上部に２条、胴下部に１条巡らせ、
胴下部波状文の上下に円筒印
章による牡丹唐草文が２周巡る。 
口縁部に波状の凸帯を１条、
胴上部に２条巡らせ、破片下
部に円筒印章による牡丹唐草
文巡らせる。 
口縁部に波状の凸帯を１条、胴
上部に２条、胴下部に１条巡ら
せ、胴下部波状文の上に円筒印
章による牡丹唐草文巡らせる。 
   
口縁部に波状の凸帯を１
条、胴上部に１条巡らせる。 
   
   
   

胴下部に磨耗した波状凸帯
が１条巡る。  
   
   
   

無文。   
   
   
  
無文。   
   
   
  
無文。   
   

破損断面に漆喰付着。補
修のための接着剤として使
用したか。   

口縁内面下に油臭の黒色
膜が残る。防水処理を施し
たか。   
  
破損後の補修のため、内外
面に鎹と漆喰を多用する。
鎹は直径８～９㎜、深さ18
㎜の孔を穿ち、隙間を埋め
るため漆喰を塗布後に打ち
込んだとみられる。鎹の端部
断面は漆喰に残る痕跡から
丸く、軸部は方形とみられる。 
   
波状凸帯の一部に施文時
の爪痕が残る。  
   

内面に鉄分状の膜が張り
付く。   
   
 
施文の重なりから、円筒印
章の回転方向が明確に読
み取れる資料。口縁内面下
に帯状の石灰分が付着す
る。鉢内に入れた土の上面
を現すものか。  
  
内面の口縁下に帯状の石
灰分が付着する。鉢内に入
れた土の上面を現すもの
か。   

円筒印章の上端部回転圧
痕が残る資料。内面指頭
痕明瞭。 

波状凸帯の一部に施文時
の爪痕が残る。  
   

口縁部の波状凸帯が突出
する鉢。

破損後の補修のため、内
外面に鎹と漆喰を用いる。
鎹の端部断面は方形で、
軸部は扁平な方形。裏面
の鎹痕は穿孔位置の目印
として刻印した十字の一部
が残る。穿孔の直径８～９
㎜、深度は17㎜。  
   
底部から胴部への立上が
りは緩やか。  

底部から胴部への立上が
りは緩明瞭な角を付ける内
面指頭痕明瞭。 

底部から胴部への立上が
りは緩明瞭な角を付ける。 
   
   

90.8
―
―

87.8
―
―

85.2
―
―

85.2
―
―

84.2
―
―

60.2
―
―

64.0
―
―

62.6
―
―

35.6
―
―

―

―

―
―
53.2

―
―
30.4

―
―
23.0

第15表　瓦質土器観察一覧１  
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挿図番号
図版番号

第 79図
図版 79

第 80 図
図版 80

図版 78

底部

底部

口縁部

口縁部

胴部

底部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

―

―

―

―

胴部

植木鉢

植木鉢

壺

鉢

鉢か

擂鉢

火炉

火炉

火鉢か
火炉

火鉢か
火炉

火炉

コンロ

コンロ

コンロ

植木鉢

グリッド・層
口径
器高
底径
（㎝）

観察事項

器面調整 その他文様 器色・胎土・混入物
番
号

器
種

部
位

507

508

509

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

520

521

内外面褐灰色、素
地灰黄褐色で細
かい。石英、茶褐色
粒子わずかに含む。 
  
内外面にぶい黄
橙色、素地灰色で
細かい。石英含
む。  

内外面燻され黒
褐色、素地灰黄色
で細かい。茶褐色
粒子含む。 

内外面灰色、素地
灰色～暗灰色で
細かい。石英わず
かに含む。  

内外面・素地灰色
で細かい。茶褐色
粒子含む。 

内外面・素地灰色
で細かい。硬質で
ガラス質粒子含
む。

外面灰色、内面・素
地にぶい黄橙色～
灰色で細かい。茶
褐色粒子含む。 
  
内外面・素地灰黄
色で細かい。ガラ
ス質粒子含む。 
  
内外面にぶい黄
橙色、素地灰黄色
で細かい。ガラス
質粒子多く含む。 
 
外面燻され黒褐
色、内面・素地にぶ
い橙色で細かい。
赤色粒子含む。 
  
外面燻され褐灰色、
内面・素地灰白色で
細かい。石英多く含
む。籾殻の痕跡。 
外面褐灰色、内面に
ぶい黄橙色～褐灰
色、素地にぶい黄橙
色～暗灰色で細か
い。ガラス質粒子含む。 

内外面灰黄色、素
地灰黄色～暗灰
色で細かい。ガラ
ス質粒子含む。 
 
内外面・素地にぶ
い橙色～灰色で
細かい。  
 
外面燻され暗灰色、
内面灰色、素地灰色
～暗灰色で細かい。
ガラス質粒子含む。 
  

ナデ調整。 

ナデ・磨き
調整。 
 
 

ナデ・磨き
調整。 
 
 

ナデ調整。 
 
 

ナデ調整。 
 
 
 
轆轤痕。
ナデ調整。 
 

ナデ調整。 
 
 

ナデ調整。 
 
 

ナデ・磨き
調整。 
 
 

ナデ・磨き
調整。 
 
 

ナデ調整。 
 
 
 

ナデ調整。 
 

ナデ調整。 
 
 
 
 
ナデ調整。 
 
 

ナデ調整。 
 
 
 
 
 

E-10
A-4層

D-10
A-4層

D-9
撹乱

D-9
A-9層

E-10
A-9層

D-9
撹乱

D-10
A-4層

D-9
撹乱

D-10
A-4層

D-10
A-9層

撹乱

E-10
A-6層

D-9
撹乱

D-10
A-5層

D-10
A-9層

無文。   
   
   
  

無文。   
   
   
  

無文。   
   
   
  

無文。   
   
   
  
外面に鱗状の線刻をラフに
行う。   
   
   
  
内面７本一組の櫛目を間隔
をあけて上から下へ施す。 
   
   
   
無文。   
   
   
  

無文。   
   
   
  

無文。   
   
   
  

無文。   
   
   
  
型成形の縞状文を器面に貼
り付ける。   
   
   
  
無文。   
   
   
  

無文。   
   
   
  

無文。   
   
   
  
胴下部に波状の凸帯を１条
らせる。   
 

三足になると思われる鉢か
火炉・香炉の類。  
   
　　
三足になると思われる鉢の
類。脚は底部から穴が開け
られ、円筒形になるか。 
   
   
小壺か。口縁部直立し、口
唇平坦に仕上げる。外面・
口唇丁寧に磨く。  
   

口縁断面が台形状の鉢。
器面に籾殻圧痕多数あり。 
   
   
龍か魚文になると思われる
鉢等の器物。内面は波打
ち不均整。   
   
  
胴部が大きめに開く形状
の擂鉢。   
   
  
胴部断面「く」字状に折れ
る火炉。内面被熱により変
色。   
   

胴部断面「く」字状に折れ
る火炉。   
   
   
  
口縁内湾する器形。内面被
熱。   
   
   
方形で内湾する火鉢。外
面丁寧に磨かれる。内面被
熱。   
   
   
口縁が直立し、胴部が丸く
なるタイプの火炉。  
   
 
小判形コンロ側面の部分。
内面にコブ状の突起が貼
付される。   
   
  
小判形コンロ側面の部分。
内面にコブ状の突起が貼
付される。   
   

コンロの一部と思われる
が、部位不明。  
   

破損後の補修のため、内
面に直径８～９㎜の鎹孔、
外面に漆喰の痕跡が残
る。 

―
―
14.0

―
―
24.8

―
―
13.0

8.0
―
―

31.8
―
―

―

14.2
―
―

20.0
―
―

32.6
―
―

―

―

―

―

―

―
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第15表　瓦質土器観察一覧2  

挿図番号
図版番号

第 78図
図版 78

第 79 図
図版 79

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

胴部

底部

底部

底部

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

植木鉢

グリッド・層
口径
器高
底径
（㎝）

観察事項

器面調整 その他文様 器色・胎土・混入物
番
号

器
種

部
位

493

494

495

496

497

498

499

500

501

502

503

504

505

506

内外面にぶい褐
色、素地灰色で細
かい。大粒の赤褐
色粒子含む。

内外面・素地灰色
で細かい。暗灰色
粒子含む。  
  
  

内外面灰黄色、素
地灰色で細かい。
ガラス質粒子含
む。  
  
  

内外面灰色、素地
暗灰色で細かい。
暗灰色粒子含む。 
  
内外面灰色～暗灰
色、素地灰色～に
ぶい橙色で細かい。
暗灰色粒子含む。 
  
 

内外面灰黄色、素
地灰色で細かい。
暗灰色粒子含む。 
  
  

内外面灰色～暗灰
色、素地灰色で細
かい。暗灰色粒子、
ガラス質粒子含む。 
内外面灰黄色、素地
灰色～暗灰色で細
かい。石英、茶褐色
粒子わずかに含む。
内外面燻されて暗
灰色、素地灰色で細
かい。暗灰色粒子、
ガラス質粒子含む。
内外面・素地にぶ
い黄橙色で細か
い。石英、橙色粒
子わずかに含む。 

内外面・素地とも
に灰色～にぶい
黄橙色で細かい。
石英、橙色粒子わ
ずかに含む。 
  
 
内外面灰色、素地
灰色～暗灰色で細
かい。石英、茶褐色
粒子わずかに含む。 
外面燻されて暗灰色、
内面・素地灰色で細
かい。石英、ガラス質粒
子、暗灰色粒子含む。 
内外面燻されて暗
灰色、素地灰色で
細かい。石英、ガラ
ス質粒子含む。 
  

ナデ調整。 
 
 
 
ナデ調整。 
 
 
 

回転痕。
ナデ調整。 
 
 
 
 
回転痕。
ナデ調整。 
 

回転痕。
ナデ調整。 
 
 

回転痕。
ナデ調整。 
 

回転痕。
ナデ調整。 
 
 
回転痕。
ナデ調整。 

回転痕。
ナデ調整。 
 

回転痕。
ナデ調整。 
 
 
 
 

ナデ調整。 
 
 
 
 

ナデ調整。 
 
 

回転痕。
ナデ調整。 
 

回転痕。
ナデ調整。 
 
 
 
 

D-9
A-9層

D-9
A-8層

D-9
A-7層
+
D-9
A-8層

D-10
A-7層
+E-10
A-6層

E-10
A-6層

D-9
A-8層

D-10
撹乱

F-10
造成層

F-10
造成層

F-10
造成層

E-9
A-9層

E-10
A-6層

F-10
造成層

F-10
造成層

口縁部に弱い波状の凸帯を
１条、胴上部に２条、胴下部
に１条巡らせる。  
  

口縁部に波状の凸帯を１
条、胴上部に２条巡らせる。 
   

口縁部に波状の凸帯を１
条、胴上部に２条、胴下部に
１条巡らせる。  
   
   
   

口縁部に波状の凸帯を１
条、胴上部に２条巡らせる。 
   

口縁部に波状の凸帯を１
条、胴上部に３条巡らせる。 
   
口縁部に波状の凸帯を１条、胴
上部に２条、胴下部に１条巡ら
せ、胴下部波状文の上下に円
筒印章による牡丹唐草文が２
周巡る。施文の終始境界から、
上部文様は時計回り、下部は
反時計回りに回転させて施文
する。口唇に分銅形の刻印あり。
口縁部に波状の凸帯を１条、胴
上部に２条、胴下部に１条巡らせ、
胴下部波状文の上下に円筒印
章による牡丹唐草文が２周巡る。 
口縁部に波状の凸帯を１条、
胴上部に２条巡らせ、破片下
部に円筒印章による牡丹唐草
文巡らせる。 
口縁部に波状の凸帯を１条、胴
上部に２条、胴下部に１条巡ら
せ、胴下部波状文の上に円筒印
章による牡丹唐草文巡らせる。 
   
口縁部に波状の凸帯を１
条、胴上部に１条巡らせる。 
   
   
   

胴下部に磨耗した波状凸帯
が１条巡る。  
   
   
   

無文。   
   
   
  
無文。   
   
   
  
無文。   
   

破損断面に漆喰付着。補
修のための接着剤として使
用したか。   

口縁内面下に油臭の黒色
膜が残る。防水処理を施し
たか。   
  
破損後の補修のため、内外
面に鎹と漆喰を多用する。
鎹は直径８～９㎜、深さ18
㎜の孔を穿ち、隙間を埋め
るため漆喰を塗布後に打ち
込んだとみられる。鎹の端部
断面は漆喰に残る痕跡から
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果

14　煙 管（第 16表、第 81・82 図、図版 81）

　煙管は総数 40 点出土している。素材は中国産彩釉陶器製、沖縄産陶器製、瓦質製品製、漆喰製、金属製のものが
得られている。ここでは特徴的な資料 14 点を報告する。まず形態的に柱状形とパイプ形のものに大別し、素材ご
とに分けて述べていく。煙管の分類及び部位名称は石井龍太氏の研究（石井 2011）を参考にした（第 81図）。

①柱状形煙管（522 ～ 525）
　柱状形煙管は、石や瓦質製品を柱状に再加工し煙管として使用されたもので、４点得られている。素材は瓦質製
品製のものと漆喰製のものがある。石製のものは得られていない。
　瓦質製品製（522 ～ 524）は比較的小形で横断面が方形状のもの（522）と、横断面が円形を呈するもの（523・
524）がある。火皿部が残存する 522 と 523 には煤が付着している。
　漆喰製（525）は、これまで県内では類例がない資料である。漆喰を粗加工後に研磨調整を施す。横断面は円形で
上半部が欠損しており全形は不明である。形状は瓦質製品と類似することが考えられることから、想定による図上
復元を行った。今後の類例資料の増加が待たれる。

②パイプ形煙管（526 ～ 535）
　パイプ形煙管は火皿と肩部が作出されたもので、雁首と吸口がある。素材は沖縄産無釉陶器製、沖縄産施釉陶器
製、中国産陶器製、金属製のものがある。沖縄産無釉陶器製のものが多く得られている。
　沖縄産無釉陶器製（526 ～ 529・532）は 19点出土した。雁首と吸口が得られている。雁首は縦断面形から大きく
二分でき、外面が幅広面取りにより縦断面が八角形を呈するもの（526～ 528）、線状面取りにより縦断面円形を呈
するもの（529）がある。この中で縦断面八角形を呈するものは、火皿部が肩部に対して大きく突出するように作出
されるもの（526）と、火皿が突出せず直線的な資料で泥釉が掛かるもの（527・528）に細分できる。
　吸口（532）は口付が欠損しているが、小口から口付まで直線的にのびる形態と思われる。無釉陶器製のものの中
でも比較的丁寧な造りで、外面には線状の擦痕はみられない。小口内には成形時の棒状工具による痕跡がみられ
る。これまで無釉陶器製の吸口は報告されておらず、今回雁首と吸口がセットとして存在することが明らかとなっ
た。しかし具体的にどのタイプの雁首と組み合わされて使用されたかは不明である。
　沖縄産施釉陶器製（530・531・533）は 7点出土している。雁首と吸口がある。雁首は全体的に丸みを帯びる形状
で、肩部が膨らむもの（530）と直線状となるもの（531）がある。吸口（533）は白色の素地に灰白色釉が施された資
料で文様などは見られない。
　中国産彩釉陶器製（534）は灰白色の素地に彩釉が施される資料で６点出土している。雁首と吸口が得られてい
るが、雁首は小破片のため今回は吸口のみ報告する。（534）は灰白色の素地に、緑色釉が外面と口付内に施釉され
ている。
　青銅製（535）は吸口のみ 1点出土した。鍛造で側面に接合部がみられる。

挿図番号
図版番号

第 82図
図版 81
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第 3章　調査の方法と成果

15　円盤状製品（第 17表、第 83・84 図、図版 82）

　円盤状製品は磁器や陶器、瓦等を円盤状に加工した二次製品である。おはじき等の遊具としての機能が考えられ
る。本調査では総数 44点出土した。種類別の内訳は、中国産磁器２点、中国産陶器（褐釉）28点、タイ産陶器（褐釉）
３点、沖縄産陶器４点、瓦７点で、中国産褐釉陶器製が半数を占めている。
　ここでは特徴的な資料 13 点を報告する。詳細は観察表に記し、素材ごとに概観する。第 84 図 536 は中国産白
磁の底部片、同図 537 ～ 540 は中国産褐釉陶器片、541 はタイ産褐釉陶器片、542 ～ 545 は沖縄産無釉陶器片、
546 ～ 548 は瓦片を素材としている。次に大きさや加工法についての傾向を記す。

①大きさと数量　
　第 83 図は円盤状製品の最大径を計測し、大きさと数量をグラフ化したものである。種別毎にみてみると、中国
産褐釉陶器は 2～ 3cm台と小形のものが多数得られており、瓦は 4～ 6cm台のものが多い傾向にある。沖縄産
陶器は 2cm台から 6cm台のものまである。磁器・施釉陶器など薄手のものと、無釉陶器や瓦など厚手のものとで
製品としての大きさが異なる傾向がみられる。使用された部位の殆どは胴部片や瓦の筒部などであるが、底部片を
利用した資料もある。

②加工方法　
　剥離の方法は片面（外面・内面）を中心に行うものと、内外両面から行うものに大別できる。傾向としては両面か
ら剥離を行うものが多い。また、御内原北地区では剥離調整を行った後に周縁部を研磨する資料が報告されている
が（沖縄県立埋蔵文化財センター 2010）、本調査では得られていない。
　平面形は円形、楕円形、方形、不定形のものに分類でき、楕円形のものが多い。円形の製品は比較的丁寧な剥離が
施されている。

③小結
　円盤状製品は撹乱層からの出土を除くと、17世紀前半とされる造成層からの出土が多い傾向にある。今調査で
は中国産褐釉陶器製の製品が多いものの、撹乱層からの出土が多く時期的な傾向を示しているのかは不明である。

法量（㎝・g）挿図番号
図版番号

第 84図
図版 82

グリッド・層使用部位素材
観察事項

その他特徴
番
号 縦 横 厚 重量 加工面 平面形
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16　金属製品（第 18 表、第 85 ～ 91 図、図版 83 ～ 87）

　金属製品は 1,551 点が出土している。これらは鉄製と銅製とに大別でき、鉄製の比率が高い。中でも鉄釘の量は
膨大で、調査中常に出土する遺物のひとつであった。その他目立つ遺物としては、武具類があげられ、鎧の古札や兜
の前立てが得られている。ここでは、用途とする種別ごとに特徴的な遺物の解説を行い、個々の遺物の特徴は観察
表にて行う。

①建具類（549 ～ 574）
・釘（549 ～ 563）
　平成 21 年度調査においては、大小様々なサイズの釘が出土しており、これ
らは建築材の大きさや、部位・用途により、使い分けがされていたことが考え
られる。この観点から分類し、集計を行った。　　　
　その結果、破片を含む総点数は 1,308 点であった。その中で個体数は、完
形資料の合計と、破片資料の頭部か端部の多い方の数量を合算したところ、
422 点となった。この内、完形資料では、長さを６段階に分けて集計を行い、Ⅰ
の４cm以内が 59 点と最も多く、続いてⅡの４～７㎝が 17点で、その他Ⅲ～
Ⅵは各１～２点とわずかである。この結果から、分類Ⅰ・Ⅱまでの小型に属す
るサイズの釘が多く出土している傾向が読める。
　次に遺構・層別でみると、D-９・10 グリッドの方形石組み遺構内だけで
580 点が出土しており、その中でも A -６層で 45 点、A-７層で 268 点、A-8
層で 59 点、A-９層で 141 点と狭い範囲で集中して出土する状況がみえる。
これに次いで多いのは、F・G-１・２グリッド遺構直上で 158 点が出土している。
・鎹・鋲（564 ～ 569）
　この鉄釘のほか、鉄製鋲や銅製の釘・鋲、鉄製鎹が得られているが、出土量は多くない。
・鐶・建材・飾り金具（570 ～ 574）
　渡金が施された飾り金具や、建造物の柱や壁面に貼り付けたと思われる鉄板等が出土している。

②道具・工具類（575 ～ 595）
・刀子類（575 ～ 585）
　刀子と思われる資料は、破片で 15 点出土している。575 の資料は完形資料で、長さ 16.3㎝を測る。刀身は直線
的で、先端部は幅が狭く、茎は横断面長方形。
・工具類（586 ～ 590）
　586 は鑿状の刃部を有する鉄製品。短冊状で一方の端部が刃物様に薄くなる製品。鑿か平刀になるか。
・釣針（591）
　591 は釣り針で糸を結わえる釣元は平坦で耳形。針先は先端付近の内側にカエシが着く。横断面は方形か。
・器物類（594・595）
　595 は香炉や袋物の耳か把手と思われる製品。内外 2枚の鋳型成型と思われ、龍か獅子の顔をモチーフとする。
上下端部に鋲孔設け、顔上部に鐶か紐用の孔あり。

③武器・武具類（596 ～ 617）
・甲冑関係（596 ～ 612）
　金属製品の中でも武具類は比較的多く得られている。この中でも特に小札類は多く、その他八双金具や兜の前立
飾りと思われる渡金された資料も含まれる。その他、鐶台や笠鞐、縁金物等が出土しており、甲冑の存在をうかがわ
せている。

・刀剣類（613 ～ 615）
　613 は X線画像により目釘穴が確認されたことから、刀剣の茎と思われる資料である。その他、切羽や目抜と思
われる製品も出土しており、日本式の刀剣が存在していたことがわかる。
・銃火器類（616 ～ 617）
　616 は鉛製の小銃弾で、617 はその薬莢である。これらはその形状から、イギリスのエンフィールド造兵廠で
1863 ～ 1875 年まで製造されたスナイドル銃のものと思われる（B.A.Temple 1977）。616 の形状は頂部が丸い
砲弾状で、弾内側は断面舌状に深くくぼむ。弾側溝は横位に４条で断面鋸歯状を呈し、これに重なるように、縦位に
約４㎜幅の線状痕が一定の間隔で５条刻まれている。また、先端に傷があることから、銃弾は発砲されたのち、頂部
から着弾したことが考えられる。
　617 の薬莢は真鍮製で、2点出土している。薄い金属製シリンダー（薬莢側筒部）の大半が失われ、やや厚手の
基部付近が残る。基部底面は二重円状で、内部中央に雷管と思われる凸部が残ることから、中心打撃式（センター・
ファイア）の薬莢であることがわかる。
　使用時には、銃身にカートリッジを装填後、狙いを定めて引き金を引くことにより、この雷管が撃針により打撃
されて薬莢内の爆薬に引火し、そのエネルギーにより銃弾が発射される仕組みとなっている。図版 86-617 の X
線画像をみると、上面画像では、ベースディスク（薬莢基部）の内側に、外側からベースキャップ、インナーベース
キャップ及びシリンダー、中心に雷管が確認でき、側面画像からも同様な構造がみて取れる（B.A.Temple1977、熊
本市教育委員会 2011・2012）。なお、本資料の内側は焼け焦げて煤が残ることから、実射後の薬莢である可能性が
ある。

④銅鏡・装身具・飾り金具（618 ～ 629）
・銅鏡（618）
　618 は中国の蟠龍鏡と思われる製品。周縁の上面は平坦で 12㎜幅、横断面はやや台形状。文様は錆と被熱により
不明瞭だが、渦巻く波文と龍の胴と思しき陽刻が確認できる。
・装身具・飾り金具（619 ～ 629）
　619 は竿の途中で破損した女性用の側差（副
簪）と思われる簪である。カブは耳掻き状で幅
狭く細長で反り返る。頸の横断面は丸く、竿の
断面は六角形を呈する。620 は二連一組の大
小の鐶が4点連結する鎖である。類例に房指輪
に付随する鎖があることから、ここでは装身具
とした。
　625 は渡金が施された菊花形の座金具であ
る。花弁は透かし彫りされ、中央に穿孔する。そ
の他、628 は表面に魚々子を打つ飾り金具と
思われる製品であるが、切断した痕跡がみられ
る。

⑤その他（592・593、630 ～ 636）
　その他、鉄や青銅板を切断した無文の製品が多数得られている。青銅製品は鏨等で切断した痕跡があり、何らか
の未成品か、リサイクルのために裁断した可能性が考えられる。636 の鉄製板状製品は、不規則に折り曲げられる
状態で出土しており、用途は判然としない。
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第 3章　調査の方法と成果

16　金属製品（第 18 表、第 85 ～ 91 図、図版 83 ～ 87）

　金属製品は 1,551 点が出土している。これらは鉄製と銅製とに大別でき、鉄製の比率が高い。中でも鉄釘の量は
膨大で、調査中常に出土する遺物のひとつであった。その他目立つ遺物としては、武具類があげられ、鎧の古札や兜
の前立てが得られている。ここでは、用途とする種別ごとに特徴的な遺物の解説を行い、個々の遺物の特徴は観察
表にて行う。

①建具類（549 ～ 574）
・釘（549 ～ 563）
　平成 21 年度調査においては、大小様々なサイズの釘が出土しており、これ
らは建築材の大きさや、部位・用途により、使い分けがされていたことが考え
られる。この観点から分類し、集計を行った。　　　
　その結果、破片を含む総点数は 1,308 点であった。その中で個体数は、完
形資料の合計と、破片資料の頭部か端部の多い方の数量を合算したところ、
422 点となった。この内、完形資料では、長さを６段階に分けて集計を行い、Ⅰ
の４cm以内が 59 点と最も多く、続いてⅡの４～７㎝が 17点で、その他Ⅲ～
Ⅵは各１～２点とわずかである。この結果から、分類Ⅰ・Ⅱまでの小型に属す
るサイズの釘が多く出土している傾向が読める。
　次に遺構・層別でみると、D-９・10 グリッドの方形石組み遺構内だけで
580 点が出土しており、その中でも A -６層で 45 点、A-７層で 268 点、A-8
層で 59 点、A-９層で 141 点と狭い範囲で集中して出土する状況がみえる。
これに次いで多いのは、F・G-１・２グリッド遺構直上で 158 点が出土している。
・鎹・鋲（564 ～ 569）
　この鉄釘のほか、鉄製鋲や銅製の釘・鋲、鉄製鎹が得られているが、出土量は多くない。
・鐶・建材・飾り金具（570 ～ 574）
　渡金が施された飾り金具や、建造物の柱や壁面に貼り付けたと思われる鉄板等が出土している。

②道具・工具類（575 ～ 595）
・刀子類（575 ～ 585）
　刀子と思われる資料は、破片で 15 点出土している。575 の資料は完形資料で、長さ 16.3㎝を測る。刀身は直線
的で、先端部は幅が狭く、茎は横断面長方形。
・工具類（586 ～ 590）
　586 は鑿状の刃部を有する鉄製品。短冊状で一方の端部が刃物様に薄くなる製品。鑿か平刀になるか。
・釣針（591）
　591 は釣り針で糸を結わえる釣元は平坦で耳形。針先は先端付近の内側にカエシが着く。横断面は方形か。
・器物類（594・595）
　595 は香炉や袋物の耳か把手と思われる製品。内外 2枚の鋳型成型と思われ、龍か獅子の顔をモチーフとする。
上下端部に鋲孔設け、顔上部に鐶か紐用の孔あり。

③武器・武具類（596 ～ 617）
・甲冑関係（596 ～ 612）
　金属製品の中でも武具類は比較的多く得られている。この中でも特に小札類は多く、その他八双金具や兜の前立
飾りと思われる渡金された資料も含まれる。その他、鐶台や笠鞐、縁金物等が出土しており、甲冑の存在をうかがわ
せている。

・刀剣類（613 ～ 615）
　613 は X線画像により目釘穴が確認されたことから、刀剣の茎と思われる資料である。その他、切羽や目抜と思
われる製品も出土しており、日本式の刀剣が存在していたことがわかる。
・銃火器類（616 ～ 617）
　616 は鉛製の小銃弾で、617 はその薬莢である。これらはその形状から、イギリスのエンフィールド造兵廠で
1863 ～ 1875 年まで製造されたスナイドル銃のものと思われる（B.A.Temple 1977）。616 の形状は頂部が丸い
砲弾状で、弾内側は断面舌状に深くくぼむ。弾側溝は横位に４条で断面鋸歯状を呈し、これに重なるように、縦位に
約４㎜幅の線状痕が一定の間隔で５条刻まれている。また、先端に傷があることから、銃弾は発砲されたのち、頂部
から着弾したことが考えられる。
　617 の薬莢は真鍮製で、2点出土している。薄い金属製シリンダー（薬莢側筒部）の大半が失われ、やや厚手の
基部付近が残る。基部底面は二重円状で、内部中央に雷管と思われる凸部が残ることから、中心打撃式（センター・
ファイア）の薬莢であることがわかる。
　使用時には、銃身にカートリッジを装填後、狙いを定めて引き金を引くことにより、この雷管が撃針により打撃
されて薬莢内の爆薬に引火し、そのエネルギーにより銃弾が発射される仕組みとなっている。図版 86-617 の X
線画像をみると、上面画像では、ベースディスク（薬莢基部）の内側に、外側からベースキャップ、インナーベース
キャップ及びシリンダー、中心に雷管が確認でき、側面画像からも同様な構造がみて取れる（B.A.Temple1977、熊
本市教育委員会 2011・2012）。なお、本資料の内側は焼け焦げて煤が残ることから、実射後の薬莢である可能性が
ある。

④銅鏡・装身具・飾り金具（618 ～ 629）
・銅鏡（618）
　618 は中国の蟠龍鏡と思われる製品。周縁の上面は平坦で 12㎜幅、横断面はやや台形状。文様は錆と被熱により
不明瞭だが、渦巻く波文と龍の胴と思しき陽刻が確認できる。
・装身具・飾り金具（619 ～ 629）
　619 は竿の途中で破損した女性用の側差（副
簪）と思われる簪である。カブは耳掻き状で幅
狭く細長で反り返る。頸の横断面は丸く、竿の
断面は六角形を呈する。620 は二連一組の大
小の鐶が4点連結する鎖である。類例に房指輪
に付随する鎖があることから、ここでは装身具
とした。
　625 は渡金が施された菊花形の座金具であ
る。花弁は透かし彫りされ、中央に穿孔する。そ
の他、628 は表面に魚々子を打つ飾り金具と
思われる製品であるが、切断した痕跡がみられ
る。

⑤その他（592・593、630 ～ 636）
　その他、鉄や青銅板を切断した無文の製品が多数得られている。青銅製品は鏨等で切断した痕跡があり、何らか
の未成品か、リサイクルのために裁断した可能性が考えられる。636 の鉄製板状製品は、不規則に折り曲げられる
状態で出土しており、用途は判然としない。
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種類 材質 完破
部位 加工法 所見 グリッド・層頭部径頭部厚 縦 横 厚 重量

番
号
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577

578

579

580

581

582

583

584

585

586

587

588

589

590

591

撹乱

E-10 A-4層

F・G-1・2
遺構直上

D-9 A-8層

D-10 A-9層

D-10 A-9層

D-9 A-8層

E-9
B-18b層

D-9 A-9層

D-9 A-7層

G-1
遺構直上

E-10 A-5層

F-9 B-18層

F-9 B-18層

D-9 A-7層

F・G-1・2
遺構直上

D-10 A-9層

G-3 C-3層

F・G-2
遺構直上

D-10 A-9層

D-9 A-9層

扉の表面を飾る金具か。表面は丁寧に加工
されるが、内面は付着物多い。厚さ1.3㎜。 
    
建材の表面を覆う鉄板か。やや鈍角な角
を有する。    
    
 
隅丸五角形の鐶状製品。用途不明。

内側に円筒形の木質付着物が残る鐶状製
品。用途不明。   

刀子の完形品。刀身は細長く、刃部はやや
尖る。茎は端部へやや細くなる形状で、横
断面は縦長の長方形を呈する。  
  
先端わずかに欠く刀子の刃部。刃先尖る。 

先端欠く刀子の刃部。刃先尖る。刀身短い
刀子か。 

   
刀子の中央部と思われる製品。刃部尖る。 

刀子の中央部と思われる製品。刃部尖る。

刀子の中央部と思われる製品。刃部尖る。
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番
号

549

550

551

552

553

554

555

556

557

558

559

560

561

562

563

564

565

566

567

568

569

570

撹乱

撹乱

撹乱

F・G-2
遺構直上

D-9 A-8層

F・G-2
遺構直上

D-9 A-7層

F・G-2
遺構直上

F・G-2
遺構直上

D-9 A-7層

D-9 A-8層

D-9 A-7層

D-9 A-7層

D-7・8 撹乱

F-2
遺構直上

F・G-2
遺構直上

撹乱

G-1・2
裏込内

G-1
遺構直上

F・G-2
遺構直上

D-10 撹乱

F-9 B-4層

頭部をほぼ直角に折り曲げる大型の皆折
釘。横断面はほぼ正方形。端部鋭く尖る。

頭部をほぼ直角に折り曲げる大型の皆折
釘。横断面はほぼ正方形。  
   
頭部・端部が決失した釘と思われる製品。
横断面やや長方形。 

錆膨れするが頭部が折れる状況が確認で
きるため皆折釘か。 

板状に延ばした頭部を巻いて「T」字状に成
形する巻頭釘と思われる。横断面ほぼ正方
形。

錆膨れするが頭部が折れる状況が確認で
きるため皆折釘か。 

扁平な頭部から巻頭釘と思われる。 
   

薄手の頭部が一方に折れ曲がる状況が確
認できることから、巻頭釘と思われる。 
   
錆膨れするが頭部が折れる状況が確認で
きるため皆折釘か。   
  
錆膨れするが頭部が折れる状況が確認で
きるため皆折釘か。   
  

扁平な頭部から巻頭釘と思われる。 
    

扁平な頭部から巻頭釘と思われる。2本が
錆で付着する。   

頭部が失われた小型の釘。  
    

頭部が撥状に四方に広がる青銅製釘。端
部角錐状に尖る。   

横断面方形のため釘としたが、調整が粗い
ことから何らかの製品の一部か、鋳造に係
る製品の可能性あり。   
頭部が扁平な笠状の青銅製鋲。横断面はいび
つな丸形。軸の中間付近に鏨状の工具を打ち
込み傷を作り、そこから折ることにより切断する。

頭部が円柱状、軸部横断面方形の鋲と思
われる製品。頂部に1本の溝設ける。

頭部笠状で表面に鍍金残る割りピン状の
鋲。端部はやや尖る。   
  
大型の鎹。横断面やや長方形。建物崩壊時
の影響か外側に湾曲する。

錆により端部決失し側面剥離する大型の
鎹。 

鎹か合釘。横断面やや長方形。中央から両
端部にかけて緩やかに細くなる形状。 
   
表面に鍍金残る青銅製の鐶。鐶部は厚手
で軸部はやや薄く二股に分かれ、端部欠
失。  

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

鋲

鋲

鋲

鎹

鎹

鎹

鐶

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

鉄

鉄

青銅

青銅

完形

完形

軸部

完形

頭部

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

軸部

完形

軸部

頭部

頭部

完形

完形

完形

完形

鐶部

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造か

鍛造

鍛造か

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

法量（㎝・g）

第18表　金属製品観察一覧1
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3.6

3.0

3.3
(推3.0)
(外)

(推3.9)
(外)

1.85

1.9
1.3

1.7

2.3
(推2.0)

1.5

1.85

1.7
1.4

1.85

1.8

1.3
0.1

1.55
0.95

1.3

3.15

3.6

4.4

1.7

6.2

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

3.65

9.0

2.0
(推1.0)
(内)

(推1.9)
(内)

16.3

8.1

6.5
(推8.3)

9.6

6.3

2.0

5.6

4.1

6.0

3.0

2.7

7.0

1.1

0.8

0.2

2.6

2.7

0.2

0.25

0.5

0.7

0.65
0.35

0.5
(推0.3)
(推0.2)

0.5

1.0
(推0.5)

0.55
(推0.4)

0.9
(推0.7)

0.6
(推0.4)
(推0.3)

0.25
(推0.2)

0.45
(推0.2)

0.8
0.15

0.6
0.5

0.5

0.5
(推0.2)

0.5

0.25

0.2

0.65
(推0.5)
0.35
(推0.3)

11.3

32.4

9.0

6.1

43.9

1.9

9.5

23.1

10.0

8.4

9.8

4.4

10.0

15.7

5.5

19.0

2.9

1.9

1.2

4.4

7.0

挿図番号
図版番号

第 88図
図版 84

第 89 図
図版 85

種類 材質 完破
部位 加工法 所見 グリッド・層頭部径頭部厚 縦 横 厚 重量

番
号

571

572

573

574

575

576

577

578

579

580

581

582

583

584

585

586

587

588

589

590

591

撹乱

E-10 A-4層

F・G-1・2
遺構直上

D-9 A-8層

D-10 A-9層

D-10 A-9層

D-9 A-8層

E-9
B-18b層

D-9 A-9層

D-9 A-7層

G-1
遺構直上

E-10 A-5層

F-9 B-18層

F-9 B-18層

D-9 A-7層

F・G-1・2
遺構直上

D-10 A-9層

G-3 C-3層

F・G-2
遺構直上

D-10 A-9層

D-9 A-9層

扉の表面を飾る金具か。表面は丁寧に加工
されるが、内面は付着物多い。厚さ1.3㎜。 
    
建材の表面を覆う鉄板か。やや鈍角な角
を有する。    
    
 
隅丸五角形の鐶状製品。用途不明。

内側に円筒形の木質付着物が残る鐶状製
品。用途不明。   

刀子の完形品。刀身は細長く、刃部はやや
尖る。茎は端部へやや細くなる形状で、横
断面は縦長の長方形を呈する。  
  
先端わずかに欠く刀子の刃部。刃先尖る。 

先端欠く刀子の刃部。刃先尖る。刀身短い
刀子か。 

   
刀子の中央部と思われる製品。刃部尖る。 

刀子の中央部と思われる製品。刃部尖る。

刀子の中央部と思われる製品。刃部尖る。
    

刀子の中央部と思われる製品。刃部尖る。

刀子の中央部と思われる製品。刃部尖る。 
    
   
刀子の中央部と思われる製品。刃部尖る。 
    
 
刀子か鏃になると思われる製品。 
    
    
刀子の茎端部になると思われる製品。端
部丸く、横断面縦長の長方形。  
  
短冊状で一方の端部が刃物様に薄くなる
製品。鑿か平刀になるか。  
    
鉄製の小型短冊状製品。長方形で薄い造
り。用途不明。
  
鉄製の小型短冊状製品。長方形で薄い造
り。用途不明。   

剣形の製品。錆が剥離した釘の可能性あ
り。

板状の鉄板を曲げて加工した製品。

糸を結わえる釣元は平坦で耳形。針先は
先端付近の内側にカエシが着く。横断面は
方形か。    
    
    
 

飾り金具

建材

不明

鐶状製品

刀子

刀子

刀子

刀子

刀子

刀子

刀子

刀子

刀子

刀子

刀子

ノミ状製品

不明

不明

不明

不明

釣り針

青銅

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

頭部

破片

完形

半欠

完形

刃部

刃部

刃部

刃部

刃部

刃部

刃部

刃部

刃部

茎部

完形か

完形か

完形か

破片

破片

完形

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

法量（㎝・g）

第 5節　出土遺物（金属製品）
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17.9

16.1

21.4

8.0

5.8

4.9

4.6

4.4

4.0

3.7

3.3

3.0
(1.6)

2.1

3.2

残3.5

残2.1

残2.5

2.1

18.7

17.0

6.5

2.55

1.2

1.1

̶

̶

0.9

0.9

1.0

1.1

0.8

0.6

0.7

0.8

̶

0.6

̶

1.8

0.8

0.8

̶

̶

̶

̶

2.0

1.7

̶

̶

1.5

1.1

1.6

0.9

0.8

0.6

0.7

0.8

̶

0.5

̶

1.9

0.8

0.8

̶

̶

̶

̶

1.0

0.9

0.8

1.1
0.6

0.8

0.9
(推0.7)
0.3

0.8
0.5

0.9
0.5

0.6
0.3

0.6
0.4

0.5
0.2

1.0
(2 本 )
0.3

0.4

0.3
0.2

1.3

0.7

0.45

0.2

1.3
(推0.8)

0.7

0.3

1.85

0.9

0.9

0.6
0.3

0.9
0.4

0.8

0.3
0.4

0.8

0.8
0.4

0.5
0.3

0.5
0.4

0.5
0.2

0.3

0.2

0.3

1.1

0.7

0.5

0.3

1.5
(推1.1)

0.7

0.3

0.2

103.7

85.8

62.9

10.8

10.7

7.2

5.1

5.9

3.1

1.7

1.2

1.9

0.4

2.8

36.4

11.2

5.2

0.9

126.8

54.1

2.2

4.5

挿図番号
図版番号

第 87図
図版 83

第 88 図
図版 84

種類 材質 完破
部位 加工法 所見 グリッド・層頭部径頭部厚 縦 横 厚 重量

番
号

549

550

551

552

553

554

555

556

557

558

559

560

561

562

563

564

565

566

567

568

569

570

撹乱

撹乱

撹乱

F・G-2
遺構直上

D-9 A-8層

F・G-2
遺構直上

D-9 A-7層

F・G-2
遺構直上

F・G-2
遺構直上

D-9 A-7層

D-9 A-8層

D-9 A-7層

D-9 A-7層

D-7・8 撹乱

F-2
遺構直上

F・G-2
遺構直上

撹乱

G-1・2
裏込内

G-1
遺構直上

F・G-2
遺構直上

D-10 撹乱

F-9 B-4層

頭部をほぼ直角に折り曲げる大型の皆折
釘。横断面はほぼ正方形。端部鋭く尖る。

頭部をほぼ直角に折り曲げる大型の皆折
釘。横断面はほぼ正方形。  
   
頭部・端部が決失した釘と思われる製品。
横断面やや長方形。 

錆膨れするが頭部が折れる状況が確認で
きるため皆折釘か。 

板状に延ばした頭部を巻いて「T」字状に成
形する巻頭釘と思われる。横断面ほぼ正方
形。

錆膨れするが頭部が折れる状況が確認で
きるため皆折釘か。 

扁平な頭部から巻頭釘と思われる。 
   

薄手の頭部が一方に折れ曲がる状況が確
認できることから、巻頭釘と思われる。 
   
錆膨れするが頭部が折れる状況が確認で
きるため皆折釘か。   
  
錆膨れするが頭部が折れる状況が確認で
きるため皆折釘か。   
  

扁平な頭部から巻頭釘と思われる。 
    

扁平な頭部から巻頭釘と思われる。2本が
錆で付着する。   

頭部が失われた小型の釘。  
    

頭部が撥状に四方に広がる青銅製釘。端
部角錐状に尖る。   

横断面方形のため釘としたが、調整が粗い
ことから何らかの製品の一部か、鋳造に係
る製品の可能性あり。   
頭部が扁平な笠状の青銅製鋲。横断面はいび
つな丸形。軸の中間付近に鏨状の工具を打ち
込み傷を作り、そこから折ることにより切断する。

頭部が円柱状、軸部横断面方形の鋲と思
われる製品。頂部に1本の溝設ける。

頭部笠状で表面に鍍金残る割りピン状の
鋲。端部はやや尖る。   
  
大型の鎹。横断面やや長方形。建物崩壊時
の影響か外側に湾曲する。

錆により端部決失し側面剥離する大型の
鎹。 

鎹か合釘。横断面やや長方形。中央から両
端部にかけて緩やかに細くなる形状。 
   
表面に鍍金残る青銅製の鐶。鐶部は厚手
で軸部はやや薄く二股に分かれ、端部欠
失。  

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

鋲

鋲

鋲

鎹

鎹

鎹

鐶

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

鉄

鉄

青銅

青銅

完形

完形

軸部

完形

頭部

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

軸部

完形

軸部

頭部

頭部

完形

完形

完形

完形

鐶部

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造か

鍛造

鍛造か

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

法量（㎝・g）
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2.6
1.8

2.45

2.0

2.55

1.0

̶

8.1

2.9

6.2

̶

1.35

1.5

1.75

1.0

2.0

1.15

1.4

2.45

1.7

3.0

2.9

2.0

3.3

9.6

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶̶

̶

̶

̶

10.8

1.85

3.45

1.7

1.9

18.2
(径)

カブ(0.4)
竿(0.2)

1.55大
0.7小
(径)

0.3

̶

1.2

2.9

1.85

1.25

2.4

3.0

3.2

11.4

1.9

0.6

0.7

1.5

4.8

11.5

1.3
(推0.4)
(推0.6)

0.1

0.2

0.4

(推0.05)

(推
0.45)
(推
0.25)

0.2

3.0

0.35
0.15

0.1

0.1

0.05

0.1

0.25

0.15

0.1

0.15

0.1
0.05

0.05

0.4

0.15

(推1.1)
(推
0.45)

0.45
(推0.2) 

(推0.2) 

50.1

1.7

3.3

30.9

4.8

176.8 

3.0

1.0

1.1

0.4

2.5

3.9

0.6

1.6

4.4

1.6

4.0

8.2

1.0

4.2

2.0

8.7

17.1

121.9 

 

挿図番号
図版番号

第 90図
図版 86

第 91 図
図版 87

種類 材質 完破
部位

加工・
施文法 所見 グリッド・層頭部径頭部厚 縦 横 厚 重量

番
号

613

614

615

616

617

618

619

620

621

622

623

624

625

626

627

628

629

630

631

632

633

634

635

636

G-2 裏込内

F・G-2
遺構直上

F・G-2
裏込

D-10 撹乱

D-7 撹乱

D-9 A-9層
＋

E-8 造成層

撹乱

D-10 撹乱

E-10 A-9層

E-10 A-5層

撹乱

撹乱

G-3 造成層

D-9 撹乱

撹乱

F-10 B-13層

F-2 
遺構直上

E・F-4～8
撹乱

E-11 撹乱

F・G-2・3
遺構直上

F-9 造成層

G-3 D-5層

F・G-1・2
遺構直上

F・G-1・2
遺構直上

刀子か刀剣の茎部分。X線画像では茎尻
が窄まる舟形で、棟区は明瞭な段を有し、
目釘穴が映し出されている。  

青銅製の切羽片。外縁は楕円形で、内側は
下部が窄まる形状で刳り貫かれている。 

葵形の目貫。銅版を切り抜き、打ち出して成形される。
施文は蹴彫により縁取りと葉脈施し、隙間をやや粗い
魚 子々で埋める。裏側中央に鋲の痕跡あり。琉球製か。 
鉛製のスナイドル銃のものと思われる弾丸。圏溝4
本で弾頭断面丸く、弾底断面はやや尖る柱状。圧
入栓はみられない。縦位に線状痕明瞭に刻まれる。 
スナイドル銃のものと思われる薬莢。銅製底部でMARKⅠ～Ⅲ
のいずれかと思われる。胴部の真鍮は薄く、腐食が著しい。内部
は黒色の煤が厚く付着しており、雷管の詳細は確認できない。 
中国の蟠龍鏡か。周縁の上面は平坦で12㎜幅、横
断面はやや台形状。文様は錆と被熱により不明瞭だ
が、渦巻く波文と龍の胴と思しき陽刻が確認できる。
竿の途中で破損した簪。女性用の側差（副簪）と
思われる。カブは耳掻き状で幅狭く細長で反り返
る。頸の横断面は丸く、竿は六角形。  
 
二連一組の大小の鐶が4点連結する。房
指輪等の装身具の一部か。
針金をコイル状に巻きつけ、両端に鐶を設
けて連結させた鎖。釣花生等の鎖として使
用されるタイプ。   
  
細い針金を無造作に丸めた製品。横断面
は丸形。 

裁縫に用いる指貫。表面は幅広く扁平に
延ばされ、針を当てるくぼみを多数設ける。
意図的に丸めて廃棄したか。
ベルト状の物体を挟み込むように、細長い
銅版を折り曲げた製品。尾の手に出る方の
端部は魚尾状にカットされる。
菊形の座金具。弁先丸く、花弁内も透かし
彫りがされ、中央に孔開ける。表面は鍍金。
調度品の金具か。
様面に魚々子文がみられることから、何ら
かの飾り金具であったと思われる。四方に
鑿状の鏨で切断した痕跡残る。 

飾り金具かその未成品と思われる。端部成
形粗く、鋲孔らしき痕跡残る。

飾り金具かその未成品と思われる。端部成
形粗く、錆化進むが浅く魚々子文が打た
れ、表面は鍍金される。  

薄い青銅を屈曲させ、木材等の縁を保護
する縁金物と思われる製品。

短冊形に切断された銅版。用途不明。
    

薄い銅版片。用途不明。  
    
短冊形の青銅製品。やや厚手で、四方に
鑿状の鏨で切断した痕跡残る。  
    
短冊形の青銅製品。やや厚手で、四方に
鑿状の鏨で切断した痕跡残り、中央に切り
込み残る。    
 
方形の板状製品か。用途不明。  
    

鈍角の縁辺が残る鉄板片。用途不明。 
    

端部を折り曲げた鉄板片。用途不明。 
   

刀子

切羽

目貫

小銃弾

薬莢

鏡

簪

鐶

針金

針金

指抜

帯状金具

菊座

飾り金具

飾り金具

飾り金具

縁金物

銅板片

銅板片

不明

銅板片

不明

板状製品

板状製品

鉄

青銅

青銅

鉛

真鍮

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

鉄

鉄

破片
茎

半欠

完形

完形

破片
底部

破片

半欠

破片

破片

破片

完形

完形

完形

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

鍛造

鍛造

鍛造

鋳造

鍛造

鋳造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造
彫金
鍍金

鍛造
彫金

鍛造

鍛造
彫金
鍍金

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

法量（㎝・g）
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4.1

6.6

5.9

6.95

3.25

1.7

1.35

1.6

1.85

1.75

1.9

1.8

1.5

1.8

2.4

3.9

4.1

5.7

3.0

3.45

3.2

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

0.9

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

0.65

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

6.6

5.6

5.0

3.1

2.15

1.6

1.4

4.25

3.9

3.6

2.4

3.1
1.2

3.2

0.3

0.8

0.7

1.8

2.2

1.9

2.3

2.0

(推0.5)

0.85
0.2

2.9
(推0.2)

0.35

0.1

0.05

0.1

0.2

0.3
0.2

0.1

0.1

0.2

0.15

0.3

0.2

0.25

0.25

0.2

0.3
0.2

0.4
(推0.2)

0.7
0.25

34.4

41.7

196.9

98.7

2.5

0.7

0.8

10.1

9.4

3.5

2.68

3.4

3.8

2.7

1.5

3.2

6.1

8.2

3.5

13.3

6.4

挿図番号
図版番号

第 89図
図版 85

第 90 図
図版 86

種類 材質 完破
部位 加工法 所見 グリッド・層頭部径頭部厚 縦 横 厚 重量

番
号

592

593

594

595

596

597

598

599

600

601

602

603

604

605

606

607

608

609

610

611

612

F・G-1・2
遺構直上

D-9 A-9層

F-2
遺構直上

D-9 撹乱

F-10 造成層
  

撹乱

F・G-2
裏込

G-3 造成層

F・G-2・3
遺構直上

F・G-2
裏込

F-9 造成層

G-2
遺構直上

F・G-2・3
造成層

F-8 撹乱

撹乱

撹乱

D-9 A-8層

F-2 撹乱

F・G-1・2
遺構直上

F・G-1・2
遺構直上

F-9 造成層

部分的に丸く加工された鉄板。鋲らしき突
起がみられる。用途不明。

端部が厚い円盤状になると思われる製品。
用途不明。

形状から器物の口縁部になると思われる製
品。内部に溶けた青銅が多量に付着する。
用途不明。
香炉や袋物の耳か把手と思われる製品。内外2枚の
鋳型成形と思われ、龍か獅子の顔をモチーフとする。
上下端部に鋲孔設け、顔上部に鐶か紐用の孔あり。 
飾り金具か兜の立物飾りと思われる製品の破片。
青銅版を鏨で切断し、全面鍍金が施される。渦巻
状の意匠。繋ぎにより連結していた可能性あり。
中央をわずかに窪ませた青銅製の円盤状製
品。飾り金具か兜の立物飾りの一部の可能
性あり。繋ぎにより連結していた可能性あり。

青銅製の円盤状製品。飾り金具か兜の立
物飾りの一部の可能性がある製品。繋ぎに
より連結していた可能性あり。
端部如意頭状に加工した八双金具。文様
は鋲孔に合わせて菊花を置き、周囲に唐草
と魚々子をやや粗く施文する。琉球製か。
端部を魚尾状に加工し、猪目透かしを開け
る。縁辺を毛彫で区画し、内部に蹴彫で唐
草と魚々子を密に打つ。琉球製か。
端部を魚尾状に加工し、崩れた猪目透かし
と鋲孔を開ける。無文で表面に鍍金。琉球
製か。 
上下端部を丸く打ち出し、左右に鋲孔残る八
双金具片。大きく蹴彫により葱文配し、隙間に
魚 子々を雑に施す。表面鍍金。琉球製か。

桐文が打ち出された八双金具片。透かし彫
で毛彫により施文。

八双金具の可能性がある製品。端部粗く切
断し、無文で鋲孔が1点開けられる。

頂部に格子が刻まれた丸頭の鐶台。鍍金さ
れており、鋲は割りピン状。

鍍金された笠鞐。断面はやや弓なり状。 
    
    
    鍍金が施された縁金具。横断面半月状。 
    
    
札頭欠失した小札。孔は錆により埋まる箇
所も含め、2行10孔まで確認できる。

札頭欠失した小札。孔数は2行であること以
外は錆により判然としない。

札頭欠失した小札。孔数は2行であること以
外は錆により判然としない。

札頭欠失した小札。孔数は錆により判然と
しない。 

札頭欠失した小札。孔は錆により埋まる箇
所も含め、2行8孔まで確認できる。

板状製品

板状製品

器物片

耳か把手

飾り金具か
立物飾り

不明

不明

八双金具

八双金具

八双金具

八双金具

八双金具

八双金具？

鐶台

笠鞐

縁金具

小札

小札

小札

小札

小札

鉄

鉄

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

破片

破片

破片

完形

破片

破片か

破片か

半欠

半欠

破片

破片

破片

破片

完形

完形

破片

破片
札足

破片
札足

破片
札足

破片
札足

破片
札足

鍛造

鋳造

鋳造

鋳造

鍛造
鍍金

鍛造

鍛造

鍛造
彫金

鍛造
彫金
鍍金か

鍛造
鍍金

鍛造
彫金
鍍金
鍛造
彫金
鍍金か

鍛造

鍛造
彫金
鍍金

鍛造
鍍金

鍛造
鍍金

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

法量（㎝・g）
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第 3章　調査の方法と成果

2.6
1.8

2.45

2.0

2.55

1.0

̶

8.1

2.9

6.2

̶

1.35

1.5

1.75

1.0

2.0

1.15

1.4

2.45

1.7

3.0

2.9

2.0

3.3

9.6

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶̶

̶

̶

̶

10.8

1.85

3.45

1.7

1.9

18.2
(径)

カブ(0.4)
竿(0.2)

1.55大
0.7小
(径)

0.3

̶

1.2

2.9

1.85

1.25

2.4

3.0

3.2

11.4

1.9

0.6

0.7

1.5

4.8

11.5

1.3
(推0.4)
(推0.6)

0.1

0.2

0.4

(推0.05)

(推
0.45)
(推
0.25)

0.2

3.0

0.35
0.15

0.1

0.1

0.05

0.1

0.25

0.15

0.1

0.15

0.1
0.05

0.05

0.4

0.15

(推1.1)
(推
0.45)

0.45
(推0.2) 

(推0.2) 

50.1

1.7

3.3

30.9

4.8

176.8 

3.0

1.0

1.1

0.4

2.5

3.9

0.6

1.6

4.4

1.6

4.0

8.2

1.0

4.2

2.0

8.7

17.1

121.9 
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種類 材質 完破
部位

加工・
施文法 所見 グリッド・層頭部径頭部厚 縦 横 厚 重量

番
号

613

614

615

616

617

618

619

620

621

622

623

624

625

626

627

628

629

630

631

632

633

634

635

636

G-2 裏込内

F・G-2
遺構直上

F・G-2
裏込

D-10 撹乱

D-7 撹乱

D-9 A-9層
＋

E-8 造成層

撹乱

D-10 撹乱

E-10 A-9層

E-10 A-5層

撹乱

撹乱

G-3 造成層

D-9 撹乱

撹乱

F-10 B-13層

F-2 
遺構直上

E・F-4～8
撹乱

E-11 撹乱

F・G-2・3
遺構直上

F-9 造成層

G-3 D-5層

F・G-1・2
遺構直上

F・G-1・2
遺構直上

刀子か刀剣の茎部分。X線画像では茎尻
が窄まる舟形で、棟区は明瞭な段を有し、
目釘穴が映し出されている。  

青銅製の切羽片。外縁は楕円形で、内側は
下部が窄まる形状で刳り貫かれている。 

葵形の目貫。銅版を切り抜き、打ち出して成形される。
施文は蹴彫により縁取りと葉脈施し、隙間をやや粗い
魚 子々で埋める。裏側中央に鋲の痕跡あり。琉球製か。 
鉛製のスナイドル銃のものと思われる弾丸。圏溝4
本で弾頭断面丸く、弾底断面はやや尖る柱状。圧
入栓はみられない。縦位に線状痕明瞭に刻まれる。 
スナイドル銃のものと思われる薬莢。銅製底部でMARKⅠ～Ⅲ
のいずれかと思われる。胴部の真鍮は薄く、腐食が著しい。内部
は黒色の煤が厚く付着しており、雷管の詳細は確認できない。 
中国の蟠龍鏡か。周縁の上面は平坦で12㎜幅、横
断面はやや台形状。文様は錆と被熱により不明瞭だ
が、渦巻く波文と龍の胴と思しき陽刻が確認できる。
竿の途中で破損した簪。女性用の側差（副簪）と
思われる。カブは耳掻き状で幅狭く細長で反り返
る。頸の横断面は丸く、竿は六角形。  
 
二連一組の大小の鐶が4点連結する。房
指輪等の装身具の一部か。
針金をコイル状に巻きつけ、両端に鐶を設
けて連結させた鎖。釣花生等の鎖として使
用されるタイプ。   
  
細い針金を無造作に丸めた製品。横断面
は丸形。 

裁縫に用いる指貫。表面は幅広く扁平に
延ばされ、針を当てるくぼみを多数設ける。
意図的に丸めて廃棄したか。
ベルト状の物体を挟み込むように、細長い
銅版を折り曲げた製品。尾の手に出る方の
端部は魚尾状にカットされる。
菊形の座金具。弁先丸く、花弁内も透かし
彫りがされ、中央に孔開ける。表面は鍍金。
調度品の金具か。
様面に魚々子文がみられることから、何ら
かの飾り金具であったと思われる。四方に
鑿状の鏨で切断した痕跡残る。 

飾り金具かその未成品と思われる。端部成
形粗く、鋲孔らしき痕跡残る。

飾り金具かその未成品と思われる。端部成
形粗く、錆化進むが浅く魚々子文が打た
れ、表面は鍍金される。  

薄い青銅を屈曲させ、木材等の縁を保護
する縁金物と思われる製品。

短冊形に切断された銅版。用途不明。
    

薄い銅版片。用途不明。  
    
短冊形の青銅製品。やや厚手で、四方に
鑿状の鏨で切断した痕跡残る。  
    
短冊形の青銅製品。やや厚手で、四方に
鑿状の鏨で切断した痕跡残り、中央に切り
込み残る。    
 
方形の板状製品か。用途不明。  
    

鈍角の縁辺が残る鉄板片。用途不明。 
    

端部を折り曲げた鉄板片。用途不明。 
   

刀子

切羽

目貫

小銃弾

薬莢

鏡

簪

鐶

針金

針金

指抜

帯状金具

菊座

飾り金具

飾り金具

飾り金具

縁金物

銅板片

銅板片

不明

銅板片

不明

板状製品

板状製品

鉄

青銅

青銅

鉛

真鍮

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

鉄

鉄

破片
茎

半欠

完形

完形

破片
底部

破片

半欠

破片

破片

破片

完形

完形

完形

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

鍛造

鍛造

鍛造

鋳造

鍛造

鋳造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造
彫金
鍍金

鍛造
彫金

鍛造

鍛造
彫金
鍍金

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

法量（㎝・g）

第 5節　出土遺物（金属製品）

第18表　金属製品観察一覧4

4.1

6.6

5.9

6.95

3.25

1.7

1.35

1.6

1.85

1.75

1.9

1.8

1.5

1.8

2.4

3.9

4.1

5.7

3.0

3.45

3.2

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

0.9

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

0.65

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

6.6

5.6

5.0

3.1

2.15

1.6

1.4

4.25

3.9

3.6

2.4

3.1
1.2

3.2

0.3

0.8

0.7

1.8

2.2

1.9

2.3

2.0

(推0.5)

0.85
0.2

2.9
(推0.2)

0.35

0.1

0.05

0.1

0.2

0.3
0.2

0.1

0.1

0.2

0.15

0.3

0.2

0.25

0.25

0.2

0.3
0.2

0.4
(推0.2)

0.7
0.25

34.4

41.7

196.9

98.7

2.5

0.7

0.8

10.1

9.4

3.5

2.68

3.4

3.8

2.7

1.5

3.2

6.1

8.2

3.5

13.3

6.4

挿図番号
図版番号

第 89図
図版 85

第 90 図
図版 86

種類 材質 完破
部位 加工法 所見 グリッド・層頭部径頭部厚 縦 横 厚 重量

番
号

592

593

594

595

596

597

598

599

600

601

602

603

604

605

606

607

608

609

610

611

612

F・G-1・2
遺構直上

D-9 A-9層

F-2
遺構直上

D-9 撹乱

F-10 造成層
  

撹乱

F・G-2
裏込

G-3 造成層

F・G-2・3
遺構直上

F・G-2
裏込

F-9 造成層

G-2
遺構直上

F・G-2・3
造成層

F-8 撹乱

撹乱

撹乱

D-9 A-8層

F-2 撹乱

F・G-1・2
遺構直上

F・G-1・2
遺構直上

F-9 造成層

部分的に丸く加工された鉄板。鋲らしき突
起がみられる。用途不明。

端部が厚い円盤状になると思われる製品。
用途不明。

形状から器物の口縁部になると思われる製
品。内部に溶けた青銅が多量に付着する。
用途不明。
香炉や袋物の耳か把手と思われる製品。内外2枚の
鋳型成形と思われ、龍か獅子の顔をモチーフとする。
上下端部に鋲孔設け、顔上部に鐶か紐用の孔あり。 
飾り金具か兜の立物飾りと思われる製品の破片。
青銅版を鏨で切断し、全面鍍金が施される。渦巻
状の意匠。繋ぎにより連結していた可能性あり。
中央をわずかに窪ませた青銅製の円盤状製
品。飾り金具か兜の立物飾りの一部の可能
性あり。繋ぎにより連結していた可能性あり。

青銅製の円盤状製品。飾り金具か兜の立
物飾りの一部の可能性がある製品。繋ぎに
より連結していた可能性あり。
端部如意頭状に加工した八双金具。文様
は鋲孔に合わせて菊花を置き、周囲に唐草
と魚々子をやや粗く施文する。琉球製か。
端部を魚尾状に加工し、猪目透かしを開け
る。縁辺を毛彫で区画し、内部に蹴彫で唐
草と魚々子を密に打つ。琉球製か。
端部を魚尾状に加工し、崩れた猪目透かし
と鋲孔を開ける。無文で表面に鍍金。琉球
製か。 
上下端部を丸く打ち出し、左右に鋲孔残る八
双金具片。大きく蹴彫により葱文配し、隙間に
魚 子々を雑に施す。表面鍍金。琉球製か。

桐文が打ち出された八双金具片。透かし彫
で毛彫により施文。

八双金具の可能性がある製品。端部粗く切
断し、無文で鋲孔が1点開けられる。

頂部に格子が刻まれた丸頭の鐶台。鍍金さ
れており、鋲は割りピン状。

鍍金された笠鞐。断面はやや弓なり状。 
    
    
    鍍金が施された縁金具。横断面半月状。 
    
    
札頭欠失した小札。孔は錆により埋まる箇
所も含め、2行10孔まで確認できる。

札頭欠失した小札。孔数は2行であること以
外は錆により判然としない。

札頭欠失した小札。孔数は2行であること以
外は錆により判然としない。

札頭欠失した小札。孔数は錆により判然と
しない。 

札頭欠失した小札。孔は錆により埋まる箇
所も含め、2行8孔まで確認できる。

板状製品

板状製品

器物片

耳か把手

飾り金具か
立物飾り

不明

不明

八双金具

八双金具

八双金具

八双金具

八双金具

八双金具？

鐶台

笠鞐

縁金具

小札

小札

小札

小札

小札

鉄

鉄

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

青銅

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

破片

破片

破片

完形

破片

破片か

破片か

半欠

半欠

破片

破片

破片

破片

完形

完形

破片

破片
札足

破片
札足

破片
札足

破片
札足

破片
札足

鍛造

鋳造

鋳造

鋳造

鍛造
鍍金

鍛造

鍛造

鍛造
彫金

鍛造
彫金
鍍金か

鍛造
鍍金

鍛造
彫金
鍍金
鍛造
彫金
鍍金か

鍛造

鍛造
彫金
鍍金

鍛造
鍍金

鍛造
鍍金

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

鍛造

法量（㎝・g）

第18表　金属製品観察一覧3
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第 3章　調査の方法と成果

第 87 図　金属製品 1
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果

図版 85　金属製品 3 
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果

17　漆喰・漆喰製品（第 19表、第 92図、図版 88・89）

　漆喰は、形状や圧痕から瓦を固定していたと思われる資料が大半で、その他器物や器物の蓋と思われる製品がわ
ずかに得られている。637 は浅鉢形で内面が被熱し煤が付着することから、火入れとして使用したことが考えら
れる。
　瓦固定用と思われる資料は、形状や圧痕の状態から、丸瓦用、角瓦用、平・丸瓦用が確認できた。これらは方形石組
遺構から多く出土しており、瓦の出土状況と調和的である。
　その他希少な漆喰製品として、煙管の雁首があるが、煙管の項に掲載した。

図版 88　漆喰・漆喰製品 1

638637

639

640

第 92 図　漆喰・漆喰製品

0 10cm

637

638

639

640

第 5節　出土遺物（漆喰・漆喰製品）

挿図番号
図版番号

第 92図
図版 88

図版 89

7.2

7.4

4.9

18.4

―

（6.2）

3.2

3.5

1.9

6.1

7.7

5.3

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

火入れ

不明

蓋

不明

瓦用･
丸瓦

瓦用･角

瓦用･
丸瓦

瓦用･平瓦
+丸瓦

瓦用･角

390

430

12

170

180

250

110

410

260

グリッド・層
観察事項

使用痕・圧痕等 その他整形・制作痕
種類

口・底・高 重量
番
号

637

638

639

640

641

642

643

644

645

D-10 A-9層

D-10 A-9層

E-9 A-6層

D-10 撹乱

E-10 A-5層

D-9 A-8層

E-10 A-5層

D-9 A-9層

D-9 A-7層

漆喰を手捏ねにより成形。 
   
   
 
漆喰を円形の物体に押し
当て、手捏ねにより成形。 
   
   
 
漆喰を円筒形の物体に押
し当て、手捏ねにより成形。 
   
   
 
漆喰を手捏ねにより成形。 
   
   
 
上面横ナデによりラウンド
するよう成形。  
   
   

ナデにより二面の平坦面
形成。   
   
  

　　　　　―　  
   
   

上面平坦にナデ成形。 
   
   
 
ナデにより二面の平坦面
形成。  

表面に稲藁・籾殻の圧
痕。内面に煤付着。  
   
   
表面に稲藁の圧痕。内
面被熱し煤付着。下部
は円形にくぼむ。  
   
   
瓶等の口縁に押し当て
たか。   
   
  

表面に稲藁・籾殻の圧
痕。片面被熱、煤付着。 
   
   
 
下面に丸瓦の筒部境
界の痕跡。   
   
  

軒丸瓦の瓦当下と平瓦
の圧痕か。   
   
  

軒丸瓦の瓦当裏の圧
痕か。   
   
  
下面に丸瓦・平瓦の筒
部境界の痕跡。上面に
刻んだ稲藁状圧痕。  
   
   
軒丸瓦の瓦当上と平瓦
の圧痕か。   

内湾する鉢形の形状。底
面平坦。火入れとして使用
か。   
   
  
平面ドーナツ形になると思
われる。火鉢等の口縁に設
置したか。   
   
  
上面笠状。瓶の蓋・栓とし
て使用したか。  
   
   

円錐状の製品。竈や火炉
等の部品か。  
   
   

丸瓦の境界を埋める漆喰。 
   
   
 
屋根の軒か角の瓦に使用
したか。   
   
  

円柱形で角丸い。直径約
9.7㎝。   
   
  

丸瓦・平瓦の筒部境界を
埋めたと思われる漆喰。 
   
   
 
屋根の軒か角の瓦に使用
したか。   
   

法量（㎝・g）

第19表　漆喰・漆喰製品観察一覧 
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第 3章　調査の方法と成果

17　漆喰・漆喰製品（第 19表、第 92図、図版 88・89）

　漆喰は、形状や圧痕から瓦を固定していたと思われる資料が大半で、その他器物や器物の蓋と思われる製品がわ
ずかに得られている。637 は浅鉢形で内面が被熱し煤が付着することから、火入れとして使用したことが考えら
れる。
　瓦固定用と思われる資料は、形状や圧痕の状態から、丸瓦用、角瓦用、平・丸瓦用が確認できた。これらは方形石組
遺構から多く出土しており、瓦の出土状況と調和的である。
　その他希少な漆喰製品として、煙管の雁首があるが、煙管の項に掲載した。

図版 88　漆喰・漆喰製品 1
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第 5節　出土遺物（漆喰・漆喰製品）

挿図番号
図版番号

第 92図
図版 88

図版 89

7.2

7.4

4.9

18.4

―

（6.2）

3.2

3.5

1.9

6.1

7.7

5.3

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

火入れ

不明

蓋

不明

瓦用･
丸瓦

瓦用･角

瓦用･
丸瓦

瓦用･平瓦
+丸瓦

瓦用･角

390

430

12

170

180

250

110

410

260

グリッド・層
観察事項

使用痕・圧痕等 その他整形・制作痕
種類

口・底・高 重量
番
号

637

638

639

640

641

642

643

644

645

D-10 A-9層

D-10 A-9層

E-9 A-6層

D-10 撹乱

E-10 A-5層

D-9 A-8層

E-10 A-5層

D-9 A-9層

D-9 A-7層

漆喰を手捏ねにより成形。 
   
   
 
漆喰を円形の物体に押し
当て、手捏ねにより成形。 
   
   
 
漆喰を円筒形の物体に押
し当て、手捏ねにより成形。 
   
   
 
漆喰を手捏ねにより成形。 
   
   
 
上面横ナデによりラウンド
するよう成形。  
   
   

ナデにより二面の平坦面
形成。   
   
  

　　　　　―　  
   
   

上面平坦にナデ成形。 
   
   
 
ナデにより二面の平坦面
形成。  

表面に稲藁・籾殻の圧
痕。内面に煤付着。  
   
   
表面に稲藁の圧痕。内
面被熱し煤付着。下部
は円形にくぼむ。  
   
   
瓶等の口縁に押し当て
たか。   
   
  

表面に稲藁・籾殻の圧
痕。片面被熱、煤付着。 
   
   
 
下面に丸瓦の筒部境
界の痕跡。   
   
  

軒丸瓦の瓦当下と平瓦
の圧痕か。   
   
  

軒丸瓦の瓦当裏の圧
痕か。   
   
  
下面に丸瓦・平瓦の筒
部境界の痕跡。上面に
刻んだ稲藁状圧痕。  
   
   
軒丸瓦の瓦当上と平瓦
の圧痕か。   

内湾する鉢形の形状。底
面平坦。火入れとして使用
か。   
   
  
平面ドーナツ形になると思
われる。火鉢等の口縁に設
置したか。   
   
  
上面笠状。瓶の蓋・栓とし
て使用したか。  
   
   

円錐状の製品。竈や火炉
等の部品か。  
   
   

丸瓦の境界を埋める漆喰。 
   
   
 
屋根の軒か角の瓦に使用
したか。   
   
  

円柱形で角丸い。直径約
9.7㎝。   
   
  

丸瓦・平瓦の筒部境界を
埋めたと思われる漆喰。 
   
   
 
屋根の軒か角の瓦に使用
したか。   
   

法量（㎝・g）

第19表　漆喰・漆喰製品観察一覧 
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641

642
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645 0 10cm
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第 3章　調査の方法と成果

18　銭貨（第 20表、第 93図、図版 90）

　銭貨は総数 193 点出土している。内訳は近世以前の有文銭が 66点、無文銭が 23点、輪銭が 27点、近代・現代銭
が 2点、判読不明が 75点である。銭種の判断は実見及び拓本、X線により行った。
　有文銭のうち銭種が特定出来たもので数量が多いのは洪武通寳・永楽通寳である。有文銭は中国銭が殆どで日本
銭は少量みられる。中国銭は最も古いのは唐代の開元通寳で、次に北宋代の天聖元寳・皇宋通寳・政和通寳、明代の
洪武通寳・永楽通寳で、清代の中国銭は確認されていない。日本銭は寛永通寳が確認されている。有文銭は破片資料
が多く、完形の資料は少ない。また溶着資料もあり、塊状になるものもある。
無文銭・輪銭は比較的残りが良好で、完形資料が多い傾向にある。
　地点・層序ごとの出土状況は、15世紀後半～ 16世紀中葉及び 17世紀前半の造成層からの出土が多い。注意す
べき点として、1459 年の火災層とされる F・G-１～ 3グリッドの遺構直上層からは、洪武通寳（初鋳 1368 年）及
び永楽通寳（初鋳 1408年）の溶着資料（第 93図 656）が出土しているが、当該層からは他にも溶着資料の出土が確
認されている。御内原北地区における、上述のような火災層からの洪武通寳・永楽通寳及び溶着資料の出土状況は
これまでの調査により確認されており（沖縄県立埋蔵文化財センター 2010）、遺構の焼失年代を示しているもの
と考えられる。

挿図番号
図版番号

第 93図
図版 90

銭文 銭種 国・王朝 初鋳年 備考 グリッド・層外径 孔径 厚 重量
番
号

646
647
648
649

650

651

652

653

654
655

656

657
658
659
660
661
662
663
664
665
666

撹乱
G-3 遺構直上
D-10　A-7層 
G-3　造成層

G-3 遺構直上 
 

撹乱

D-9　A-8層

E-10　A-6層 

D-9　A-6層
G-3　造成層

F-2 遺構直上

E-8 造成下層
D-9　A-6層
D-10　A-7層
D-10　A-7層
D-10　A-7層
D-10　A-9層
D-10　A-7層
D-10　A-9層
D-10　A-9層
D-8　撹乱

背面に銭文と月か。銭文が潰れる。 
真書。銭文が潰れる。
真書。一部銭文が潰れる。
篆書。 
真書。治平元寳（1064）か治平
通寳（1064）。 
真書。熈寧元寳（1068）か熈寧
重寳（1064）。
分楷。
紹定通寳（1228）か景定通寳
（1260）。  
楷書。
楷書。
4枚溶着で他2枚の銭種は不
明。ともに楷書。 
塊。

2枚溶着。 

近代銭。2銭銅貨。明治十四年。

開元通寳
○聖元○
□宋通寳
皇○通○

治○○寳

熈○○○

政○通○

○定○寳

洪武通寳
○武通○
□武通□/
永□通□
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

開元通寳
天聖元寳
皇宋通寳
皇宋通寳

̶

̶

政和通寳

̶

洪武通寳
洪武通寳
洪武通寳/
永楽通寳
̶
無文銭
無文銭
無文銭
無文銭
無文銭
輪銭
輪銭
輪銭
二銭

唐
北宋
北宋
北宋

̶

̶

北宋

̶

明
明

明

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

845？
1023
1038
1038

̶

̶

1111

̶

1368
1368

1368/
1408
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

23.0
̶
24.2
̶

̶

̶

̶

̶

22.1
̶

22.1/
25.0
̶
21.5
19.5
17.7
17.0
16.2
12.4
11.7
8.9
31.6

6.4
̶
5.8
̶

̶

̶

̶

̶

5.5
̶

5.0/
5.0
̶
6.5
7.0
6.9
7.4
6.5
7.8
7.3
5.4
̶

1.3
1.1
0.8
1.5

1.1

1.3

1.2

1.4

1.2
1.5

3.9

̶
0.8
0.8
1.3
0.6
0.6
0.7
0.5
0.4
2.0

2.6
1.5
2.3
2.0

1.6

1.2

1.5

1.5

2.6
1.5

14.3

94.3
1.9
1.2
1.4
0.7
0.8
0.3
0.1
0.1
12.3

法量（㎜・g）

※□は銭文が不明、○は欠損を表す。 

第 5節　出土遺物（銭貸）

第20表　銭貨観察一覧
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644

641

642
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645 0 10cm
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第 3章　調査の方法と成果

18　銭貨（第 20表、第 93図、図版 90）

　銭貨は総数 193 点出土している。内訳は近世以前の有文銭が 66点、無文銭が 23点、輪銭が 27点、近代・現代銭
が 2点、判読不明が 75点である。銭種の判断は実見及び拓本、X線により行った。
　有文銭のうち銭種が特定出来たもので数量が多いのは洪武通寳・永楽通寳である。有文銭は中国銭が殆どで日本
銭は少量みられる。中国銭は最も古いのは唐代の開元通寳で、次に北宋代の天聖元寳・皇宋通寳・政和通寳、明代の
洪武通寳・永楽通寳で、清代の中国銭は確認されていない。日本銭は寛永通寳が確認されている。有文銭は破片資料
が多く、完形の資料は少ない。また溶着資料もあり、塊状になるものもある。
無文銭・輪銭は比較的残りが良好で、完形資料が多い傾向にある。
　地点・層序ごとの出土状況は、15世紀後半～ 16世紀中葉及び 17世紀前半の造成層からの出土が多い。注意す
べき点として、1459 年の火災層とされる F・G-１～ 3グリッドの遺構直上層からは、洪武通寳（初鋳 1368 年）及
び永楽通寳（初鋳 1408年）の溶着資料（第 93図 656）が出土しているが、当該層からは他にも溶着資料の出土が確
認されている。御内原北地区における、上述のような火災層からの洪武通寳・永楽通寳及び溶着資料の出土状況は
これまでの調査により確認されており（沖縄県立埋蔵文化財センター 2010）、遺構の焼失年代を示しているもの
と考えられる。

挿図番号
図版番号

第 93図
図版 90

銭文 銭種 国・王朝 初鋳年 備考 グリッド・層外径 孔径 厚 重量
番
号

646
647
648
649

650

651

652

653

654
655

656

657
658
659
660
661
662
663
664
665
666

撹乱
G-3 遺構直上
D-10　A-7層 
G-3　造成層

G-3 遺構直上 
 

撹乱

D-9　A-8層

E-10　A-6層 

D-9　A-6層
G-3　造成層

F-2 遺構直上

E-8 造成下層
D-9　A-6層
D-10　A-7層
D-10　A-7層
D-10　A-7層
D-10　A-9層
D-10　A-7層
D-10　A-9層
D-10　A-9層
D-8　撹乱

背面に銭文と月か。銭文が潰れる。 
真書。銭文が潰れる。
真書。一部銭文が潰れる。
篆書。 
真書。治平元寳（1064）か治平
通寳（1064）。 
真書。熈寧元寳（1068）か熈寧
重寳（1064）。
分楷。
紹定通寳（1228）か景定通寳
（1260）。  
楷書。
楷書。
4枚溶着で他2枚の銭種は不
明。ともに楷書。 
塊。

2枚溶着。 

近代銭。2銭銅貨。明治十四年。

開元通寳
○聖元○
□宋通寳
皇○通○

治○○寳

熈○○○

政○通○

○定○寳

洪武通寳
○武通○
□武通□/
永□通□
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

開元通寳
天聖元寳
皇宋通寳
皇宋通寳

̶

̶

政和通寳

̶

洪武通寳
洪武通寳
洪武通寳/
永楽通寳
̶
無文銭
無文銭
無文銭
無文銭
無文銭
輪銭
輪銭
輪銭
二銭

唐
北宋
北宋
北宋

̶

̶

北宋

̶

明
明

明

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

845？
1023
1038
1038

̶

̶

1111

̶

1368
1368

1368/
1408
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

23.0
̶
24.2
̶

̶

̶

̶

̶

22.1
̶

22.1/
25.0
̶
21.5
19.5
17.7
17.0
16.2
12.4
11.7
8.9
31.6

6.4
̶
5.8
̶

̶

̶

̶

̶

5.5
̶

5.0/
5.0
̶
6.5
7.0
6.9
7.4
6.5
7.8
7.3
5.4
̶

1.3
1.1
0.8
1.5

1.1

1.3

1.2

1.4

1.2
1.5

3.9

̶
0.8
0.8
1.3
0.6
0.6
0.7
0.5
0.4
2.0

2.6
1.5
2.3
2.0

1.6

1.2

1.5

1.5

2.6
1.5

14.3

94.3
1.9
1.2
1.4
0.7
0.8
0.3
0.1
0.1
12.3

法量（㎜・g）

※□は銭文が不明、○は欠損を表す。 
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第20表　銭貨観察一覧
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第 3章　調査の方法と成果

20　土器・土製品・坩堝（第 21表、第 94図、図版 92）

①土器
　土器は縄文時代の土器、グスク土器、宮古式土器、パナリ焼（八重山式土器）、硬質土器、不明土器が出土した（総数
171 点）。最も多いものはグスク土器で 85点、次に宮古式土器（43点）、硬質土器（24点）、八重山式土器（16点）、縄
文土器（２点）、不明土器（1点）となる。出土した資料は殆どが小破片であり、ここでは器形的特徴が窺える資料６
点を図化し報告する。
　第 94 図 670 ～ 671 は宮古式土器である。670 は鉢形で、口縁部は強く外反し胴部が張る器形となる。胎土は
泥質で白色細粒が多量に混入する。器面は箆ケズリやミガキによって調整され薄手となる。671 は壺の底部で、胎
土に白色細粒や赤色粒が多量に見られる。
　同図 673 ～ 675 は、土師質な胎土から本土産と考えられる資料で、硬質土器（沖縄県立埋蔵文化財センター
2001）とした。673・674は焙烙で口唇部は玉縁状に成形する。675は薄手で直口する器形で、器種は碗と思われる。
轆轤成形である。
　同図 672 は不明としたもので、器種は鉢と思われる。口唇部は方形状に肥厚し、肥厚部には圏線が一条施され
る。胎土には白色砂粒が多量にみられる。

②土製品
　土製品は 2点得られた。第 94図 676 は人物立像の土人形である。頭部は欠損しており、部分的に朱塗りの痕が
見られる。前後型合せによる成形で、側面にバリや合わせ目、底面には差込孔がみられる。東京都の汐留遺跡等で類
例がある。
　同図 677 は不明な土製品である。外面は縦位・横位の沈線により区画している。ミニチュアの可能性もある。

③坩堝
　坩堝は 2点出土している。第 94図 678 は被熱により外面の一部は発泡し、内面は変色している。外面の一部に
灰白色のガラス質付着物がみられる。同図 679 は口唇部～外面にかけて厚手の黄緑色のガラス質付着物がみられ
る。内面は被熱により変色している。

19　漆製品（図版 91）

　ここで漆製品としたのは、漆製品の痕跡となる塗膜を指す。これらは、かつて調度品や器物のほか、建造物等に塗
布されていたと思われるが、木胎部は腐食により失われ、表面の漆膜のみが土中に残されたものである。本地区の
調査区では、第 63 表に示した地点から出土している。これによると、ほぼ各時期区分の層から出土していること
がみえ、漆がコンスタントに使用されていたことをうかがわせている。この中で 4件の資料に関しては、科学的分
析を行い、第４章第２節にて詳細な報告がされているので、参照いただきたい。

　　　

　　　　　　　

挿図番号
図版番号

第 94図
図版 92

種別 分類 器種・部位・法量（㎝） グリッド・層器色 胎土 混入物 器面調整・所見
番
号

670

671

672

673

674

675

676

677

678

679

D-10
A-9層
D-9
A-3層

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

D-8
撹乱
D-9
撹乱
E-10
A-6層

撹乱

内外面ともに
ケズリ、ミガキ
内外面ともに
ケズリ、ナデ
内外面ともに
回転ナデ
内外面ともに
回転ナデ
内外面ともに
回転ナデ
内外面ともに
回転ナデ

一部煤？
付着 
肥厚部
に圏線 

土器

土器

土器

土器

土器

土器

土製品

土製品

坩堝

坩堝

宮古式土器

宮古式土器

不明土器

硬質土器

硬質土器

硬質土器

土人形

不明

坩堝

坩堝

鉢

壺

鉢

焙烙

焙烙

碗か

碗形

碗形

口縁部

底部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口径
21.6
底径
15.2

̶

̶

̶

̶

器厚
0.9
器厚
1.0

外面：黒色、内
面：鈍橙色
外面：鈍褐色、
内面：鈍黄橙色

内外面：橙色

内外面：浅黄
橙色 
内外面：鈍黄
橙色
内外面：浅黄
橙色

浅黄橙色  
 
鈍黄橙色 

外面：灰白色、
内面：赤灰色、
断面：灰色 
外面：黄緑色、
内面：赤灰色、
断面：灰白色 

泥質

泥質

泥質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

粗く軽
石状に
変質
粗く軽
石状に
変質

白色細粒、赤
色粒
白色細粒、赤
色粒

白色細粒 

雲母、黒色粒 
 
赤色粒、黒色
粒、雲母 
赤色粒、黒色
粒
前後型合せで中
実。側面にバリ、
底面に差込孔。

手捏ね

粗/石灰質砂
粒

緻密/黒色粒 
  

観察事項

縦（3.4）、横2.2、厚さ1.8、差込
孔[径]0.3[長さ]2.1、重量（10.3） 

人物立像。頭部欠損。
朱塗り。
ミニチュアか。外面は沈
線により区画する。
外面の一部は発泡、内面は変色。
外面に灰白色ガラス質付着物がみ
口唇～外面に厚手の黄緑色ガラス
質付着物がみられる。内面は被熱

厚さ 0.6

第 5節　出土遺物（土器・土製品・坩堝）

第21表　土器・土製品・坩堝観察一覧  
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第 3章　調査の方法と成果

20　土器・土製品・坩堝（第 21表、第 94図、図版 92）

①土器
　土器は縄文時代の土器、グスク土器、宮古式土器、パナリ焼（八重山式土器）、硬質土器、不明土器が出土した（総数
171 点）。最も多いものはグスク土器で 85点、次に宮古式土器（43点）、硬質土器（24点）、八重山式土器（16点）、縄
文土器（２点）、不明土器（1点）となる。出土した資料は殆どが小破片であり、ここでは器形的特徴が窺える資料６
点を図化し報告する。
　第 94 図 670 ～ 671 は宮古式土器である。670 は鉢形で、口縁部は強く外反し胴部が張る器形となる。胎土は
泥質で白色細粒が多量に混入する。器面は箆ケズリやミガキによって調整され薄手となる。671 は壺の底部で、胎
土に白色細粒や赤色粒が多量に見られる。
　同図 673 ～ 675 は、土師質な胎土から本土産と考えられる資料で、硬質土器（沖縄県立埋蔵文化財センター
2001）とした。673・674は焙烙で口唇部は玉縁状に成形する。675は薄手で直口する器形で、器種は碗と思われる。
轆轤成形である。
　同図 672 は不明としたもので、器種は鉢と思われる。口唇部は方形状に肥厚し、肥厚部には圏線が一条施され
る。胎土には白色砂粒が多量にみられる。

②土製品
　土製品は 2点得られた。第 94図 676 は人物立像の土人形である。頭部は欠損しており、部分的に朱塗りの痕が
見られる。前後型合せによる成形で、側面にバリや合わせ目、底面には差込孔がみられる。東京都の汐留遺跡等で類
例がある。
　同図 677 は不明な土製品である。外面は縦位・横位の沈線により区画している。ミニチュアの可能性もある。

③坩堝
　坩堝は 2点出土している。第 94図 678 は被熱により外面の一部は発泡し、内面は変色している。外面の一部に
灰白色のガラス質付着物がみられる。同図 679 は口唇部～外面にかけて厚手の黄緑色のガラス質付着物がみられ
る。内面は被熱により変色している。

19　漆製品（図版 91）

　ここで漆製品としたのは、漆製品の痕跡となる塗膜を指す。これらは、かつて調度品や器物のほか、建造物等に塗
布されていたと思われるが、木胎部は腐食により失われ、表面の漆膜のみが土中に残されたものである。本地区の
調査区では、第 63 表に示した地点から出土している。これによると、ほぼ各時期区分の層から出土していること
がみえ、漆がコンスタントに使用されていたことをうかがわせている。この中で 4件の資料に関しては、科学的分
析を行い、第４章第２節にて詳細な報告がされているので、参照いただきたい。

　　　

　　　　　　　

挿図番号
図版番号

第 94図
図版 92

種別 分類 器種・部位・法量（㎝） グリッド・層器色 胎土 混入物 器面調整・所見
番
号

670

671

672

673

674

675

676

677

678

679

D-10
A-9層
D-9
A-3層

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

D-8
撹乱
D-9
撹乱
E-10
A-6層

撹乱

内外面ともに
ケズリ、ミガキ
内外面ともに
ケズリ、ナデ
内外面ともに
回転ナデ
内外面ともに
回転ナデ
内外面ともに
回転ナデ
内外面ともに
回転ナデ

一部煤？
付着 
肥厚部
に圏線 

土器

土器

土器

土器

土器

土器

土製品

土製品

坩堝

坩堝

宮古式土器

宮古式土器

不明土器

硬質土器

硬質土器

硬質土器

土人形

不明

坩堝

坩堝

鉢

壺

鉢

焙烙

焙烙

碗か

碗形

碗形

口縁部

底部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口径
21.6
底径
15.2

̶

̶

̶

̶

器厚
0.9
器厚
1.0

外面：黒色、内
面：鈍橙色
外面：鈍褐色、
内面：鈍黄橙色

内外面：橙色

内外面：浅黄
橙色 
内外面：鈍黄
橙色
内外面：浅黄
橙色

浅黄橙色  
 
鈍黄橙色 

外面：灰白色、
内面：赤灰色、
断面：灰色 
外面：黄緑色、
内面：赤灰色、
断面：灰白色 

泥質

泥質

泥質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

粗く軽
石状に
変質
粗く軽
石状に
変質

白色細粒、赤
色粒
白色細粒、赤
色粒

白色細粒 

雲母、黒色粒 
 
赤色粒、黒色
粒、雲母 
赤色粒、黒色
粒
前後型合せで中
実。側面にバリ、
底面に差込孔。

手捏ね

粗/石灰質砂
粒

緻密/黒色粒 
  

観察事項

縦（3.4）、横2.2、厚さ1.8、差込
孔[径]0.3[長さ]2.1、重量（10.3） 

人物立像。頭部欠損。
朱塗り。
ミニチュアか。外面は沈
線により区画する。
外面の一部は発泡、内面は変色。
外面に灰白色ガラス質付着物がみ
口唇～外面に厚手の黄緑色ガラス
質付着物がみられる。内面は被熱

厚さ 0.6

第 5節　出土遺物（土器・土製品・坩堝）

第21表　土器・土製品・坩堝観察一覧  
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第 3章　調査の方法と成果

21　石製品・石造物（第 22表、第 95・96 図、図版 93・94）

　今次調査では、人工的とみられる石材が 23点得られている。そのうち特徴的な石製品として硯・碁石、石造物に
匂欄親柱と擬宝珠を挙げる。個別の観察所見等は第 22表に譲り、ここでは概括的な特徴・評価について論じたい。
なお石材については本節担当が 20 倍ルーペによる肉眼観察と、ネオジム磁石による磁性鉱物の有無を調べるこ
とで同定を行った。

①石製品（680 ～ 686）
・硯（680 ～ 685）
　硯には多様な石材がみられ、各地の製品が流入したことを伺わせる。680・681 は黒色粘板岩製である。硯背の
釘書より 680 の最終的な使用年代は近代で、681 も字形からおそらく同年代とみられる。682 は赤色頁岩に黄
緑色の斑点が所々みられることから山口県厚狭郡で採れる紫金石製の赤間硯で、硯背の銘や片切彫を用いること
から幕末頃の製品である（岩崎 2005）。首里城跡やその周辺で出土する赤間硯はほぼ全てこれと同じ特徴のもの
で、搬入時期や経路などが同一である可能性が高い（大堀 2013）。685 は側面の段からおそらく蓋付の硯とみら
れる。池部はおそらく異なるが、蓋付で同一の石材の硯が東京都尾張藩下屋敷跡で得られている（東京都埋蔵文化
財センター（編）2001）。県内には類例がなく、年代は判然としない。ほかに輝緑凝灰岩や頁岩製の硯がみられる。
残存状態が悪く特徴を抽出するに至らないが、ともに県内の遺跡で多く出土する石材の製品である（大堀 2013）。
一方で大きさに着目すると、680 は長さ約４寸、幅約 2.5 寸、厚さ 0.7 寸で、681 は長さ約 4.5 寸、幅約２寸、厚さ
0.6 寸と比較的近い規格となっている。また使用痕では、681 は前面のみならず背面にも斜格子状に釘で線が刻
まれている。この線は墨が磨り易くすることを企図したものと考えられ、県外の資料でもしばしば認められる（大
堀 2013）。従って前面はそれほど損耗していないが、硯背も利用された資料とみられる。
・碁石 (686）
　所謂レンズ形（上原 2004）の碁石が１点のみ得られている。これも首里城跡をはじめ、グスク時代以降の遺跡で
出土する資料と同類のものである。

②石造物（687 ～ 688）
・匂欄親柱（687）
　全面が研磨され、ほぼ正確に方形をなすように加工されている。両側縁の溝以外に大きな装飾はみられない。当
地区の前次報告や首里城正殿跡にも類例が出土するほか（沖縄県立埋蔵文化財センター（編）2010）、古写真にも
同型のものが写されている（多和田 1984）。
・擬宝珠（688）
　典型的な擬宝珠で、頭部には敲打痕が全周にめぐり、基部には研磨によって成形されている。首里城東のアザナ
地区でも石製擬宝珠が出土しており、この資料は頭部形状こそ同形だが基部に挿入用とみられる舌部がある点
で異なる（沖縄県立埋蔵文化財センター（編）2004）。報告では匂欄石柱の宝珠とあり、当地区の資料も上記の匂
欄柱などから同じく匂欄宝珠が想起される。しかし古写真に残る首里城正殿や奉神門の匂欄宝珠は逆蓮頭になっ
ているほか、管見の限り匂欄の宝珠に同型のものはみられない。同型のものには 1459 年に造営された世持橋や、
1451 年以前建造、1677 年修復の崇元寺橋の擬宝珠匂欄が挙げられるが、こちらは逆に匂欄親柱が円柱形である
（坂本 1982、多和田 1984、上間 1987、福島 1987）。いずれにせよ、どのような石造物の一部であるか確証を得るに
至らないのが現状であろう。なお石材は類例を含めていずれも細粒砂岩（ニービヌフニ）で、出土石造物で最も主要
な石材が選択されているといえる（大堀・金城 2011）。特に擬宝珠は出土層から 17 世紀前半の年代観が得られて
いる。確定的な年代観が得られる例は希少であり、石造物やその石材選択を検討する上で貴重な資料といえる。

図・
図版番号

第 95図
図版 93

第 96 図
図版 94

器 部位 石材 グリッド・層製作痕跡重量
縦
横
厚

使用痕 装飾 その他番
号

680

681

682

683

684

685

686

687

688

D･E･F-1･2
撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

D-10
A-8層

F･G-2･3
造成層

撹乱

撹乱

E-9
A-3層

全面に研磨
による線条痕 
  
  
  
  
  
  
なし  
  
  
  
  
  
  
背面一体に
線条痕  
  
  
  
  
  
  
池部に線条
痕  
  
  
  
  
  
  
側面に線条
痕  
  
  
  
  
  
  
側面に線条
痕  
  
  
  
  
  
  
なし  
  
  
  
  
  
  
平面に磨面。
特に両側面
に顕著。  
  
  
  
  
  
全面に敲打
痕  
  

墨池・陸部に
線条痕  
  
  
  

池陸部・背
面下半部に
斜格子状の
線

陸部に線条
痕

部分的に墨
が付着  
  
  

なし

なし

なし

なし

なし

なし  
  
  
  
  
  

なし  
  
  
  
  

なし  
  
  
  
  

なし  
  
  
  
  
 

なし  
  
  

側 縁付近
に段を設け
る。蓋の受
けか。  
  

なし  
 

側 縁付近
に段を設け
る。 

なし  
 

・背面に釘書「尋
常小學○○○○
常木」
・右側面に釘書
「尋」  
  
 

・背面に釘書「○
二百（？）　○○
○」
・背面にマトリッ
クス付着  
  
  

・背面に片切彫
「間関」
・石材や銘から
19世紀初～中
頃の赤間硯 
  
  
  
  

なし  
  
  
  
  
  
 

なし  
  
  

陸部以外は自然
面か。  
  

 

レンズ形  
  
  
  
  
  

なし  
  
  
  
  
  
  
底面が一部剥
落  

長方硯

長方硯

長方硯

長方硯

長方硯

円面硯？

碁石

匂欄柱

擬宝珠

略完形

上部両角
部を欠損

下半部

硯縁上部

側面破片

硯縁上部
片

完形

上部欠損

完形

粘板岩

粘板岩

赤色頁岩

輝緑凝灰
岩？

頁岩

頁岩

粘板岩

細粒砂岩
（ニービヌ
フニ）

細粒砂岩
（ニービヌ
フニ）

12.0

7.4

2.2

13.8

6.1

1.9

（4.1）

（6.2）

1.8

（1.8）

（6.4）

0.7

（5.1）

（0.3）

（0.9）

（7.2）

（5.1）

1.0

2.25

2.20

0.50

26.30

15.00

10.00

15.50

16.00

16.00

401.17

（294.77）

（85.72）

（9.98）

（1.77）

（38.80）

3.50

（8000.00）

4820.00

法量（㎝・g）

※１　破損部の計測値は（）

第 5節　出土遺物（石製品・石造物）

第22表　石製品・石造物観察一覧

241240



第 3章　調査の方法と成果

21　石製品・石造物（第 22表、第 95・96 図、図版 93・94）

　今次調査では、人工的とみられる石材が 23点得られている。そのうち特徴的な石製品として硯・碁石、石造物に
匂欄親柱と擬宝珠を挙げる。個別の観察所見等は第 22表に譲り、ここでは概括的な特徴・評価について論じたい。
なお石材については本節担当が 20 倍ルーペによる肉眼観察と、ネオジム磁石による磁性鉱物の有無を調べるこ
とで同定を行った。

①石製品（680 ～ 686）
・硯（680 ～ 685）
　硯には多様な石材がみられ、各地の製品が流入したことを伺わせる。680・681 は黒色粘板岩製である。硯背の
釘書より 680 の最終的な使用年代は近代で、681 も字形からおそらく同年代とみられる。682 は赤色頁岩に黄
緑色の斑点が所々みられることから山口県厚狭郡で採れる紫金石製の赤間硯で、硯背の銘や片切彫を用いること
から幕末頃の製品である（岩崎 2005）。首里城跡やその周辺で出土する赤間硯はほぼ全てこれと同じ特徴のもの
で、搬入時期や経路などが同一である可能性が高い（大堀 2013）。685 は側面の段からおそらく蓋付の硯とみら
れる。池部はおそらく異なるが、蓋付で同一の石材の硯が東京都尾張藩下屋敷跡で得られている（東京都埋蔵文化
財センター（編）2001）。県内には類例がなく、年代は判然としない。ほかに輝緑凝灰岩や頁岩製の硯がみられる。
残存状態が悪く特徴を抽出するに至らないが、ともに県内の遺跡で多く出土する石材の製品である（大堀 2013）。
一方で大きさに着目すると、680 は長さ約４寸、幅約 2.5 寸、厚さ 0.7 寸で、681 は長さ約 4.5 寸、幅約２寸、厚さ
0.6 寸と比較的近い規格となっている。また使用痕では、681 は前面のみならず背面にも斜格子状に釘で線が刻
まれている。この線は墨が磨り易くすることを企図したものと考えられ、県外の資料でもしばしば認められる（大
堀 2013）。従って前面はそれほど損耗していないが、硯背も利用された資料とみられる。
・碁石 (686）
　所謂レンズ形（上原 2004）の碁石が１点のみ得られている。これも首里城跡をはじめ、グスク時代以降の遺跡で
出土する資料と同類のものである。

②石造物（687 ～ 688）
・匂欄親柱（687）
　全面が研磨され、ほぼ正確に方形をなすように加工されている。両側縁の溝以外に大きな装飾はみられない。当
地区の前次報告や首里城正殿跡にも類例が出土するほか（沖縄県立埋蔵文化財センター（編）2010）、古写真にも
同型のものが写されている（多和田 1984）。
・擬宝珠（688）
　典型的な擬宝珠で、頭部には敲打痕が全周にめぐり、基部には研磨によって成形されている。首里城東のアザナ
地区でも石製擬宝珠が出土しており、この資料は頭部形状こそ同形だが基部に挿入用とみられる舌部がある点
で異なる（沖縄県立埋蔵文化財センター（編）2004）。報告では匂欄石柱の宝珠とあり、当地区の資料も上記の匂
欄柱などから同じく匂欄宝珠が想起される。しかし古写真に残る首里城正殿や奉神門の匂欄宝珠は逆蓮頭になっ
ているほか、管見の限り匂欄の宝珠に同型のものはみられない。同型のものには 1459 年に造営された世持橋や、
1451 年以前建造、1677 年修復の崇元寺橋の擬宝珠匂欄が挙げられるが、こちらは逆に匂欄親柱が円柱形である
（坂本 1982、多和田 1984、上間 1987、福島 1987）。いずれにせよ、どのような石造物の一部であるか確証を得るに
至らないのが現状であろう。なお石材は類例を含めていずれも細粒砂岩（ニービヌフニ）で、出土石造物で最も主要
な石材が選択されているといえる（大堀・金城 2011）。特に擬宝珠は出土層から 17 世紀前半の年代観が得られて
いる。確定的な年代観が得られる例は希少であり、石造物やその石材選択を検討する上で貴重な資料といえる。

図・
図版番号

第 95図
図版 93

第 96 図
図版 94

器 部位 石材 グリッド・層製作痕跡重量
縦
横
厚

使用痕 装飾 その他番
号

680

681

682

683

684

685

686

687

688

D･E･F-1･2
撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

D-10
A-8層

F･G-2･3
造成層

撹乱

撹乱

E-9
A-3層

全面に研磨
による線条痕 
  
  
  
  
  
  
なし  
  
  
  
  
  
  
背面一体に
線条痕  
  
  
  
  
  
  
池部に線条
痕  
  
  
  
  
  
  
側面に線条
痕  
  
  
  
  
  
  
側面に線条
痕  
  
  
  
  
  
  
なし  
  
  
  
  
  
  
平面に磨面。
特に両側面
に顕著。  
  
  
  
  
  
全面に敲打
痕  
  

墨池・陸部に
線条痕  
  
  
  

池陸部・背
面下半部に
斜格子状の
線

陸部に線条
痕

部分的に墨
が付着  
  
  

なし

なし

なし

なし

なし

なし  
  
  
  
  
  

なし  
  
  
  
  

なし  
  
  
  
  

なし  
  
  
  
  
 

なし  
  
  

側 縁付近
に段を設け
る。蓋の受
けか。  
  

なし  
 

側 縁付近
に段を設け
る。 

なし  
 

・背面に釘書「尋
常小學○○○○
常木」
・右側面に釘書
「尋」  
  
 

・背面に釘書「○
二百（？）　○○
○」
・背面にマトリッ
クス付着  
  
  

・背面に片切彫
「間関」
・石材や銘から
19世紀初～中
頃の赤間硯 
  
  
  
  

なし  
  
  
  
  
  
 

なし  
  
  

陸部以外は自然
面か。  
  

 

レンズ形  
  
  
  
  
  

なし  
  
  
  
  
  
  
底面が一部剥
落  

長方硯

長方硯

長方硯

長方硯

長方硯

円面硯？

碁石

匂欄柱

擬宝珠

略完形

上部両角
部を欠損

下半部

硯縁上部

側面破片

硯縁上部
片

完形

上部欠損

完形

粘板岩

粘板岩

赤色頁岩

輝緑凝灰
岩？

頁岩

頁岩

粘板岩

細粒砂岩
（ニービヌ
フニ）

細粒砂岩
（ニービヌ
フニ）

12.0

7.4

2.2

13.8

6.1

1.9

（4.1）

（6.2）

1.8

（1.8）

（6.4）

0.7

（5.1）

（0.3）

（0.9）

（7.2）

（5.1）

1.0

2.25

2.20

0.50

26.30

15.00

10.00

15.50

16.00

16.00

401.17

（294.77）

（85.72）

（9.98）

（1.77）

（38.80）

3.50

（8000.00）

4820.00

法量（㎝・g）

※１　破損部の計測値は（）

第 5節　出土遺物（石製品・石造物）

第22表　石製品・石造物観察一覧

241240



第 3章　調査の方法と成果

684

686

680

681

682

685

683

図版 93石製品・石造物１

第 5節　出土遺物（石製品・石造物）

第 95 図　石製品・石造物 1

0 10cm

680

681

682

683

684

685

686

243242



第 3章　調査の方法と成果

684

686

680

681

682

685

683

図版 93石製品・石造物１

第 5節　出土遺物（石製品・石造物）

第 95 図　石製品・石造物 1

0 10cm

680

681

682

683

684

685

686

243242



第 3章　調査の方法と成果

688

687

図版 94　石製品・石造物２

第 5節　出土遺物（石製品・石造物）

０ 10cm

687

688

第 96図 　石製品・石造物２

245244



第 3章　調査の方法と成果

688

687

図版 94　石製品・石造物２

第 5節　出土遺物（石製品・石造物）

０ 10cm

687

688

第 96図 　石製品・石造物２

245244



挿図番号
図版番号

第 97図
図版 95

ガラスか
磁器製
石

ガラス

ガラス

ガラス

ガラス

ガラス

ガラス

ガラス

ガラス

白色

白色

青色

白濁

緑色

緑色

緑色

赤色

青色

青色

10.8

7.9

5.5

2.4

2.7

7.5

―

3.7

1.6

2.1

14.0

7.5

9.2

5.2

3.9

5.0

5.6

3.3

2.7

3.3

1.0

2.8

3.2

2.0

0.5

2.9

3.0

1.4

1.2

2.0

2.76

0.67

0.43

0.11

0.05

0.16

0.06

0.05

0.01

0.01

グリッド・層観察事項材質 色
高さ 最大径 孔径 重量

番
号

689

690

691

692

693

694

695

696

697

698

G-2 裏込内

F-10 造成層

撹乱

撹乱

F-9 造成層

撹乱

F-9 B-18層

D-9 A-9層

E-1 遺構直上 

D-10 A-7層

側面観やや横長楕円形の玉。表面に脈状の亀裂みられるが、鉱物含まないためガラス
か磁器製と思われる。孔は両端の入り口が若干漏斗状に広がるが、中は１㎜径で一定。 
灰白色の軟質な石を加工した玉。側面観縦長で胴の上下を区画する
稜を形成。孔入り口はやや平坦に加工し、孔内横位に回転痕あり。 
風化により白濁した側面観横長楕円形のガラス製玉。表面に横方向
に巻き付けの筋走る。孔入り口角丸い。表面銀化し、微細な気泡多い。
風化により白濁した側面観横長楕円形のガラス製玉。表面に横方向
に巻き付けの筋走る。孔入り口角丸い。表面銀化し、微細な気泡あり。
側面観やや横長楕円形のガラス製玉。表面に縦方向の筋走るため型
成形か。表面に微細な気泡あり。     
側面観縦長楕円形のガラス製玉。心棒に溶解したガラスをコイル状に
巻きつけて製作。表面風化進み剥落し銀化。
紐状のガラスをコイル状に巻きつけて製作した玉。   
       
不透明な赤茶色のガラス製玉。やや縦長でコイル状に巻きつけて製
作。       
 不透明な水色のガラス製玉。やや縦長でコイル状に巻きつけて製作。 
       
      半透明な水色のガラス製玉。やや縦長でコイル状に巻きつけて製作。 
  

法量（㎜・g）

第23表　玉観察一覧 

第 3章　調査の方法と成果

23　骨・貝製品（第 24表、第 98図、図版 96）

①骨製品（699 ～ 706）
　骨製品はボタン（699）、哺乳類骨を加工した半月状製品、ヘラ状製品、刀子状製品のほかジュゴン骨を加工した
製品等、用途不明の製品が数種得られている。
　
②貝製品（707 ～ 711）
　貝製品では、マガキガイ製の独楽（707・708）と、マドガイの蝶番部分が 1点得られている（711）。この製品は蝶
番の下部から下が直線的に切断されていることから、貝窓製作後の断片と思われる。この貝窓と思われる製品は、
方形に加工された状態で中城御殿跡（沖縄県立埋蔵文化財センター 2012）や渡地村跡（那覇市教育委員会 2012）
で出土している。
　この貝窓は、鎌倉芳太郎や田辺泰らによる戦前の記述や写真により紹介されており、建造物の明り取りとして用
いられたことが想定されている。本資料はその貝窓を切り取った残欠であるが、首里城にも貝窓が存在していた可
能性と、城内で加工していた可能性を示している。マドガイは台湾以南の東南アジア・大陸沿岸部に分布する極薄
の二枚貝で、潮間帯・泥干潟に生息する。沖縄に生息しない貝であることから、建築材として何らかの形で持ち込ま
れたことが考えられる。

22　玉（第 23表、第 97図、図版 95）

　玉は総数で 50 点が得られている。材質はガラスと石製とがあり、ガラスが占めている状況である。大半は丸玉
でわずかにコイル状の玉が含まれる。色調で分類すると、青色が 24点（破損含む）と最も多く、次に緑色 15点、赤、
白と続く。大半が被熱を受けており、表面があばた状になり孔が塞がる資料や、溶解して紐状に変形する資料がみ
られる。詳細は観察表に譲る。

挿図番号
図版番号

第 98図
図版 96

ボタン

不明

不明

不明

不明

刀子状製品

ヘラ状製品

不明

独楽

独楽

貝匙

有孔

貝窓か

ほぼ完形

完形

破片

破片
・
端部

破片

破片
・
端部
破片
・
端部

破片

完形

完形

破片
・
柄部

完形

破片
・
蝶番部

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

巻貝

巻貝

巻貝

巻貝

二枚貝

1.30

2.65

4.30

7.35

2.60

3.0

3.80

4.75

2.45

2.20

5.30

5.65

2.45

1.55

0.90

0.40

1.0

0.85

0.95

0.95

4.90

2.70

2.70

3.60

2.10

6.15

0.30

0.45

0.35

0.95

0.40

0.20

0.15

1.65

―

―

0.25

1.70

0.15

6.04

0.62

0.62

6.04

1.11

0.52

0.45

23.23

11.50

12.92

9.19

10.22

3.39

グリッド・層観察事項種類
完破
・
部位

材質
縦 横 高厚 重量

番
号

699

700

701

702

703

704

705

706

707

708

709

710

711

E-9 撹乱

D-8 撹乱

撹乱

E・F 造成層

D・E・F-2
撹乱

D-9 撹乱

D-9 A-9層

撹乱

F・G-2
遺構直上

E-9 B-2層

F-9 B-16層

F・G-2 裏込

D-7・8 撹乱

哺乳類骨を加工したボタン。円盤状で表面外縁に沈線巡らせ、
糸通し孔４点穿孔。中心に支点となるくぼみがみられることか
ら、機械で製作したか。    
哺乳類骨を加工した製品。全体長円形で角丸く仕上げ、楕円
形の孔あけ端部に切り込み入れる。切り込み部に横位から鉄
製の鋲打ち込む。用途不明。
何らかの骨を棒状に加工した製品。横断面いびつな長円形。表
面に微細な調整痕残るが、丁寧に研磨される。箸として使用し
たか。
横断面六角形の棒状製品。上端部平坦で角わずかに面取り
し、平坦面に放射線状の線刻あり。側面は丁寧に磨かれる。箸
として使用か。     
  横断面扁平な長円形の棒状製品。全面丁寧に磨かれるが、片
面に海綿質残る。用途不明。 

半月状で両端部が薄くなる製品。全面丁寧に磨かれるが、片面
に海綿質残る。破損部に鉄鋲痕残る。用途不明。 

端部を舌状に加工した全体に扁平な骨製品。特に舌状端部は
刃部状に薄く仕上げる。用途不明。

ジュゴンの寛骨か。切断は鋸で行われ、切断面に平行してカッ
トマ－クが無数に走る。切断面楕円形。端切れ、二次製品か。 
マガキガイ製の独楽。体層部を打割除去し、螺頭・螺旋中心を
残す。      

マガキガイ製の独楽。体層部を打割除去し、螺頭・螺旋中心を
残す。      
ヤコウガイ製匙の柄部と思われる製品。外表面は研磨され、真
珠層が露出する。柄端部は左右両端からややくびれ、先端燕尾
状に加工か。
マクラガイ科ジュドウマクラ製。擦り切りにより背面中央に十字
の溝入れ、交差点に3.3㎜径の穿孔を行う。孔は螺旋部も貫通
するが腹面で留まる。     
マドガイの蝶番部。薄く光を透過することから、貝窓に用いる箇所を
切り抜いた二次製品と考えられる資料。蝶番下部を横位に切断す
る。切断面は裏面が直線的で表面がやや剥離する傾向にあること
から、裏面から鑿状の工具を当てて切断したことが想定できる。貝窓
を城内で加工していた可能性あり。 

法量（㎝・g）

第 5節　出土遺物（骨・貝製品）

第24表　骨・貝製品観察一覧

689 690 691 692 693
694

695 696 697 698

図版 95　玉

０ 3cm

（689～693） （694～698）

０ 1cm

第 97 図　玉

0 3cm

689

690

694 695 696 697 698

691 692 693

247246



挿図番号
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ガラスか
磁器製
石

ガラス

ガラス

ガラス

ガラス

ガラス

ガラス

ガラス

ガラス

白色

白色

青色

白濁

緑色

緑色

緑色

赤色

青色

青色

10.8

7.9

5.5

2.4

2.7

7.5

―

3.7

1.6

2.1

14.0

7.5

9.2

5.2

3.9

5.0

5.6

3.3

2.7

3.3

1.0

2.8

3.2

2.0

0.5

2.9

3.0

1.4

1.2

2.0

2.76

0.67

0.43

0.11

0.05

0.16

0.06

0.05

0.01

0.01

グリッド・層観察事項材質 色
高さ 最大径 孔径 重量

番
号

689

690

691

692

693

694

695

696

697

698

G-2 裏込内

F-10 造成層

撹乱

撹乱

F-9 造成層

撹乱

F-9 B-18層

D-9 A-9層

E-1 遺構直上 

D-10 A-7層

側面観やや横長楕円形の玉。表面に脈状の亀裂みられるが、鉱物含まないためガラス
か磁器製と思われる。孔は両端の入り口が若干漏斗状に広がるが、中は１㎜径で一定。 
灰白色の軟質な石を加工した玉。側面観縦長で胴の上下を区画する
稜を形成。孔入り口はやや平坦に加工し、孔内横位に回転痕あり。 
風化により白濁した側面観横長楕円形のガラス製玉。表面に横方向
に巻き付けの筋走る。孔入り口角丸い。表面銀化し、微細な気泡多い。
風化により白濁した側面観横長楕円形のガラス製玉。表面に横方向
に巻き付けの筋走る。孔入り口角丸い。表面銀化し、微細な気泡あり。
側面観やや横長楕円形のガラス製玉。表面に縦方向の筋走るため型
成形か。表面に微細な気泡あり。     
側面観縦長楕円形のガラス製玉。心棒に溶解したガラスをコイル状に
巻きつけて製作。表面風化進み剥落し銀化。
紐状のガラスをコイル状に巻きつけて製作した玉。   
       
不透明な赤茶色のガラス製玉。やや縦長でコイル状に巻きつけて製
作。       
 不透明な水色のガラス製玉。やや縦長でコイル状に巻きつけて製作。 
       
      半透明な水色のガラス製玉。やや縦長でコイル状に巻きつけて製作。 
  

法量（㎜・g）

第23表　玉観察一覧 
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23　骨・貝製品（第 24表、第 98図、図版 96）

①骨製品（699 ～ 706）
　骨製品はボタン（699）、哺乳類骨を加工した半月状製品、ヘラ状製品、刀子状製品のほかジュゴン骨を加工した
製品等、用途不明の製品が数種得られている。
　
②貝製品（707 ～ 711）
　貝製品では、マガキガイ製の独楽（707・708）と、マドガイの蝶番部分が 1点得られている（711）。この製品は蝶
番の下部から下が直線的に切断されていることから、貝窓製作後の断片と思われる。この貝窓と思われる製品は、
方形に加工された状態で中城御殿跡（沖縄県立埋蔵文化財センター 2012）や渡地村跡（那覇市教育委員会 2012）
で出土している。
　この貝窓は、鎌倉芳太郎や田辺泰らによる戦前の記述や写真により紹介されており、建造物の明り取りとして用
いられたことが想定されている。本資料はその貝窓を切り取った残欠であるが、首里城にも貝窓が存在していた可
能性と、城内で加工していた可能性を示している。マドガイは台湾以南の東南アジア・大陸沿岸部に分布する極薄
の二枚貝で、潮間帯・泥干潟に生息する。沖縄に生息しない貝であることから、建築材として何らかの形で持ち込ま
れたことが考えられる。

22　玉（第 23表、第 97図、図版 95）

　玉は総数で 50 点が得られている。材質はガラスと石製とがあり、ガラスが占めている状況である。大半は丸玉
でわずかにコイル状の玉が含まれる。色調で分類すると、青色が 24点（破損含む）と最も多く、次に緑色 15点、赤、
白と続く。大半が被熱を受けており、表面があばた状になり孔が塞がる資料や、溶解して紐状に変形する資料がみ
られる。詳細は観察表に譲る。

挿図番号
図版番号

第 98図
図版 96
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刀子状製品
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貝窓か

ほぼ完形

完形

破片

破片
・
端部
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・
端部
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・
端部

破片

完形
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・
柄部

完形

破片
・
蝶番部

骨

骨

骨

骨

骨
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骨

骨

巻貝
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巻貝
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二枚貝

1.30
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4.30
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3.0
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5.30
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1.0
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―
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10.22

3.39

グリッド・層観察事項種類
完破
・
部位

材質
縦 横 高厚 重量

番
号

699

700

701

702

703

704

705

706

707

708

709

710

711

E-9 撹乱

D-8 撹乱

撹乱

E・F 造成層

D・E・F-2
撹乱

D-9 撹乱

D-9 A-9層

撹乱

F・G-2
遺構直上

E-9 B-2層

F-9 B-16層

F・G-2 裏込

D-7・8 撹乱

哺乳類骨を加工したボタン。円盤状で表面外縁に沈線巡らせ、
糸通し孔４点穿孔。中心に支点となるくぼみがみられることか
ら、機械で製作したか。    
哺乳類骨を加工した製品。全体長円形で角丸く仕上げ、楕円
形の孔あけ端部に切り込み入れる。切り込み部に横位から鉄
製の鋲打ち込む。用途不明。
何らかの骨を棒状に加工した製品。横断面いびつな長円形。表
面に微細な調整痕残るが、丁寧に研磨される。箸として使用し
たか。
横断面六角形の棒状製品。上端部平坦で角わずかに面取り
し、平坦面に放射線状の線刻あり。側面は丁寧に磨かれる。箸
として使用か。     
  横断面扁平な長円形の棒状製品。全面丁寧に磨かれるが、片
面に海綿質残る。用途不明。 

半月状で両端部が薄くなる製品。全面丁寧に磨かれるが、片面
に海綿質残る。破損部に鉄鋲痕残る。用途不明。 

端部を舌状に加工した全体に扁平な骨製品。特に舌状端部は
刃部状に薄く仕上げる。用途不明。
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トマ－クが無数に走る。切断面楕円形。端切れ、二次製品か。 
マガキガイ製の独楽。体層部を打割除去し、螺頭・螺旋中心を
残す。      

マガキガイ製の独楽。体層部を打割除去し、螺頭・螺旋中心を
残す。      
ヤコウガイ製匙の柄部と思われる製品。外表面は研磨され、真
珠層が露出する。柄端部は左右両端からややくびれ、先端燕尾
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マクラガイ科ジュドウマクラ製。擦り切りにより背面中央に十字
の溝入れ、交差点に3.3㎜径の穿孔を行う。孔は螺旋部も貫通
するが腹面で留まる。     
マドガイの蝶番部。薄く光を透過することから、貝窓に用いる箇所を
切り抜いた二次製品と考えられる資料。蝶番下部を横位に切断す
る。切断面は裏面が直線的で表面がやや剥離する傾向にあること
から、裏面から鑿状の工具を当てて切断したことが想定できる。貝窓
を城内で加工していた可能性あり。 

法量（㎝・g）

第 5節　出土遺物（骨・貝製品）
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図版 97　瓦１　高麗系丸瓦・平瓦
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第 3章　調査の方法と成果

B．大和系瓦
　大和系瓦も高麗系瓦と同様に、撹乱層か一部遺構内や明朝系瓦を主体とする造成層から出土している。種類は軒
平瓦、丸瓦、平瓦、雁振瓦、役瓦の 5種類がみられた。
　B-1．軒平瓦：瓦当部の破片資料が 2点出土している。瓦当文様は、唐草文様の 1種類を確認することができた。

　B-2．丸瓦：丸瓦は 25点出土している。ほとんどが破片資料のため、玉縁部、筒部、端部の三部分に分けて集計し
　た。以下に色調、凸面の文様、凹面の処理、個体数に分けて、それぞれの特徴についてみていきたい。

　・色調：灰色と褐色の 2種類に分けられる。その比率は 15対 10 で灰色が多い。
　・文様：丸瓦の凸面に認められる叩き文様の種類は、羽状文、縄目文、重郭文の 3種類が確認された。
　　　　また、基本的に撫で消し作業が行われる。
　・凹面痕跡：ほとんどが破片資料のため、丸瓦に特徴的な刺網状圧痕の詳細（縦紐間の長さなど）については不明

　なものが多い。
　・端部整形：端部面取りは１㎝以下から 7.1㎝以上の 8段階に分けて観察した。 
　・個体数：1 個体につき、左右の角を 1つとして、端部角の総数を 2で割った数を個体数とした。端部角から推算

すると、2個体が推定される。 
　
　B-3．平瓦：平瓦は 91点出土している。基本的に撫で整形が全体になされ、文様はみられない。
　・色調：平瓦は色調が灰色と褐色の 2種類に分けられる。量的には 65対 26 で、灰色が多い。
　・大きさ：破片資料が多いため、大きさをおさえられる資料は少ない。ただ、厚みに着目すると 3種類に分類され

る。このことは平瓦の大きさに反映していることも考えられる。
　・厚み：平瓦の大きさに反映していると推定され、3種類に分類した。基準は次の薄手：1.1 ～ 1.4㎝、中手：1.5

～ 2.5㎝、厚手：2.1 ～ 2.5㎝である。
　・側面：側面は形態的な違いがみられる。ａ～ｄの 4種類に分類した（第 25表）。
　・端部整形：端部面取りについては、丸瓦と同様に１㎝以下から 7.1㎝以上の間に 8段階に分けた。
　・個体数：1 個体につき、4つの角があることから、端部角の総数を 4で割った数を個体数とした。しかし、端部

角の残る資料は 3点と少なく、個体数の推定はできなかった。

　

　

24　瓦（第 25～ 31 表、第 99～ 109 図、図版 97～ 105）

　屋瓦は本地区から 2,462 点が出土した。これらは殆どが破片で、その特徴から造瓦技術別に大別すると、グスク
時代の高麗系瓦及び大和系瓦と、近世以降の明朝系瓦の３種類に分けることができる。出土量は高麗系瓦が 0.4％
（11 点）と最も少なく、次いで大和系瓦が 5.0％（125 点）含まれており、明朝系瓦が 94.5％（2,326 点）と最多で
ある。この結果は本地区における建造物が、明朝系瓦主体であったことを示しているといえる。以下に、種類別に
内容を紹介するが、これらの分類は、隣接する調査区の報告で上原靜が行った概念（沖縄県立埋蔵文化財センター
2010）に準じた。次に造瓦技術・機能別の概要を述べるが、個々の特徴については観察表に示す。

A．高麗系瓦
　高麗系瓦の出土量はわずかで、撹乱層か一部遺構内から出土するが、明朝系瓦を主体とする造成層から出土して
おり、今調査では本瓦主体の層や遺構は確認されていない。その種類も丸瓦・平瓦の２種類のみである。
　A-1．丸瓦：高麗瓦特有の羽状打捺文様が凸面にみられる。2点出土している。
　
　A-2．平瓦：平瓦片は 9点出土している。平面形がほぼ長方形を呈し、凸面側の羽状打捺文様 8点と、「癸酉年」文

字銘のスタンプ刻銘部分を残す破片が１点含まれる。

第 5節　出土遺物（瓦）

側面のナデ整形時に余りの粘土を 
凹面側に押し上げたもの。 

側面が二面の様になるもの。 
下面側に削り取り痕が残されている。 

側面の全ての角がナデ調整され、 
スムーズな曲面をなすもの。 

側面のコーナーが削りのままに近い 
稜をつくるもの。 

第25表　大和系平瓦側面部の種類と説明

形態 記号

分類説明
説　　　明
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ｃ

ｄ

Ⅰ型
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第100図　雁振瓦の分類
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　B-1．軒平瓦：瓦当部の破片資料が 2点出土している。瓦当文様は、唐草文様の 1種類を確認することができた。

　B-2．丸瓦：丸瓦は 25点出土している。ほとんどが破片資料のため、玉縁部、筒部、端部の三部分に分けて集計し
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　・個体数：1 個体につき、左右の角を 1つとして、端部角の総数を 2で割った数を個体数とした。端部角から推算
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　・大きさ：破片資料が多いため、大きさをおさえられる資料は少ない。ただ、厚みに着目すると 3種類に分類され

る。このことは平瓦の大きさに反映していることも考えられる。
　・厚み：平瓦の大きさに反映していると推定され、3種類に分類した。基準は次の薄手：1.1 ～ 1.4㎝、中手：1.5

～ 2.5㎝、厚手：2.1 ～ 2.5㎝である。
　・側面：側面は形態的な違いがみられる。ａ～ｄの 4種類に分類した（第 25表）。
　・端部整形：端部面取りについては、丸瓦と同様に１㎝以下から 7.1㎝以上の間に 8段階に分けた。
　・個体数：1 個体につき、4つの角があることから、端部角の総数を 4で割った数を個体数とした。しかし、端部
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（11 点）と最も少なく、次いで大和系瓦が 5.0％（125 点）含まれており、明朝系瓦が 94.5％（2,326 点）と最多で
ある。この結果は本地区における建造物が、明朝系瓦主体であったことを示しているといえる。以下に、種類別に
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　高麗系瓦の出土量はわずかで、撹乱層か一部遺構内から出土するが、明朝系瓦を主体とする造成層から出土して
おり、今調査では本瓦主体の層や遺構は確認されていない。その種類も丸瓦・平瓦の２種類のみである。
　A-1．丸瓦：高麗瓦特有の羽状打捺文様が凸面にみられる。2点出土している。
　
　A-2．平瓦：平瓦片は 9点出土している。平面形がほぼ長方形を呈し、凸面側の羽状打捺文様 8点と、「癸酉年」文
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　C-2．軒平瓦：軒平瓦は56点出土している。色調別には軒丸瓦と同様に灰色系と赤色系（褐色を含む）に分けられ
る。その比率は、39対 17 で灰色系が多い。瓦当文様は草花文側視 1型及び側視２型がみられた（第
27表）。前者は文様の系統（花芯、花弁、茎、葉などの表現のバリエーション）によりＡ群、Ｂ群、Ｃ群
の 3種類に、後者はＢ群、Ｃ群の２種類に分けられる。また、文様は牡丹とその他の花の 2種類がみ
られ、色調との関係では草花文側視 1型は灰色が多く、側視２型は赤色のみ確認される。

　C-3．丸瓦：丸瓦は 680 点出土している。そのほとんどが破片資料のため、玉縁部、筒部、端部の部位別に集計を
行った。以下に、色調、付着物の状況、ヘラ描き印に分けて概観する。

　　・色調：灰色系と赤色系（褐色含む）に分けられ、その比率は 505 対 175 である。
　　・付着物：漆喰やセメントが付着する資料が確認された。 
　　・ヘラ描き印：横線や斜線、線を交差させて描いたものなど、様々な種類のヘラ描き印がみられた。
　　　　これらが描かれた部位について注目すると、玉縁部、筒部、玉縁部と筒部の両方という 3パターンがみら

れた。そこで、玉縁部に施すものをＡ群、筒部に
施すものをＢ群、玉縁部と筒部の両方に施すも
のをＣ群とし、線の種類の違いで細分した。そ
の結果、Ａ群が 13種類と最も多く、Ｂ群とＣ群
はともに 1種類であった（第 101 図・第 28 表・
第 29表・第 30表）。

　B-4．雁振瓦：雁振瓦はその大きさと形態から 2種類に分けられる（第 100 図）。
　　　Ⅰ型（小形）は丸瓦部は小さく、その両側に平坦な平瓦が付く形の瓦である。総点数は 2点である。
　　　Ⅱ型（大形）は丸瓦部が大きく、その両側に大きく湾曲した平瓦が付く形の瓦である。今回は出土がみられな
　　　い。
　
　B-5．役瓦：3点の破片資料があり、そのうちの 1点は龍の角かと考えられるものがある。破片資料のため、詳に

ついては不明である（第 102 図 725）。

C．明朝系瓦
　明朝系瓦は軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦の 4種類がみられた。そのうち、軒丸瓦と軒平瓦については、上原 2008 を
参考に分類を行った。
　C-1．軒丸瓦：軒丸瓦は 107 点出土している。色調別には灰色系と赤色系（褐色を含む）に分けられる。その比率

は、69対 38 で灰色系が多い。
　　　　　　　　瓦当文様は、花を横から見た構図の側視型、花を正面から見た正視型に大別され、側視型はさら

に花や茎、子葉まで全体を表現する側視 1型、茎やその他の部分を省略し花部分のみを大きく強調
する側視 2型に分かれる。今回は草花文側視 1及び 2型はみられたが、正視型は出土していない。

　　　　　　　　さらに細かくみていくと、草花文側視 1型は文様の系統（花芯、茎、葉、珠文などの表現のバリ
エーション）によりＡ、Ｂ群に細分される。側視 2型は 1種類である。また、色調と文様との関係を
みると、灰色系及び赤色系ともに牡丹文様となっている。

　　　　　　　　以下、それぞれ細分した瓦の種類を整理すると、草花文側視1型のＡ群は3種類、Ｂ群は6種類、
草花文側視 2型は 1種となり、全部で 10種類に細分された（第 26表）。
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第 3章　調査の方法と成果
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の 3種類に、後者はＢ群、Ｃ群の２種類に分けられる。また、文様は牡丹とその他の花の 2種類がみ
られ、色調との関係では草花文側視 1型は灰色が多く、側視２型は赤色のみ確認される。

　C-3．丸瓦：丸瓦は 680 点出土している。そのほとんどが破片資料のため、玉縁部、筒部、端部の部位別に集計を
行った。以下に、色調、付着物の状況、ヘラ描き印に分けて概観する。

　　・色調：灰色系と赤色系（褐色含む）に分けられ、その比率は 505 対 175 である。
　　・付着物：漆喰やセメントが付着する資料が確認された。 
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の結果、Ａ群が 13種類と最も多く、Ｂ群とＣ群
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　　　Ⅰ型（小形）は丸瓦部は小さく、その両側に平坦な平瓦が付く形の瓦である。総点数は 2点である。
　　　Ⅱ型（大形）は丸瓦部が大きく、その両側に大きく湾曲した平瓦が付く形の瓦である。今回は出土がみられな
　　　い。
　
　B-5．役瓦：3点の破片資料があり、そのうちの 1点は龍の角かと考えられるものがある。破片資料のため、詳に

ついては不明である（第 102 図 725）。

C．明朝系瓦
　明朝系瓦は軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦の 4種類がみられた。そのうち、軒丸瓦と軒平瓦については、上原 2008 を
参考に分類を行った。
　C-1．軒丸瓦：軒丸瓦は 107 点出土している。色調別には灰色系と赤色系（褐色を含む）に分けられる。その比率

は、69対 38 で灰色系が多い。
　　　　　　　　瓦当文様は、花を横から見た構図の側視型、花を正面から見た正視型に大別され、側視型はさら

に花や茎、子葉まで全体を表現する側視 1型、茎やその他の部分を省略し花部分のみを大きく強調
する側視 2型に分かれる。今回は草花文側視 1及び 2型はみられたが、正視型は出土していない。

　　　　　　　　さらに細かくみていくと、草花文側視 1型は文様の系統（花芯、茎、葉、珠文などの表現のバリ
エーション）によりＡ、Ｂ群に細分される。側視 2型は 1種類である。また、色調と文様との関係を
みると、灰色系及び赤色系ともに牡丹文様となっている。

　　　　　　　　以下、それぞれ細分した瓦の種類を整理すると、草花文側視1型のＡ群は3種類、Ｂ群は6種類、
草花文側視 2型は 1種となり、全部で 10種類に細分された（第 26表）。
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第 3章　調査の方法と成果

C-4．平瓦
　平瓦は 1,483 点出土している。破片資料が多いため、広端部、狭端部、筒部の部位別に集計を行った。灰色系と赤
色系（褐色含む）に分けられ、その比率は 972 対 511 で灰色系が多い。
　・色調：灰色系と赤色系（褐色含む）に分けられる。その比率は 972対 511 である。赤色瓦の中には、器表面にマン

　ガン釉を施すものがみられる。
　・付着物：漆喰の付着する資料がある。
　・その他：凸面に文様の一部と考えられる線描きがみられるものがある。

第31表　瓦観察一覧１
グリッド
層製作技術、形態的特徴、文様、法量図

図版番号

端部・中央部片。凸面に羽状打捺文様があり、打捺具の重なりが認められる。
凹面には糸切痕と布目痕。器面は褐色を呈するが、胎土中央は灰色を帯びる。
凸面及び凹面ともに僅かに漆喰が付着。厚み約2.0cm。

筒部片。凸面に羽状打捺文様と銘にともなう区画線があり、「癸酉年」の銘が確
認される。凹面に糸切痕と布目痕が認められる。厚み約1.5cm。

玉縁部を一部欠く。凸面は一部で縄目痕が残る。玉縁裏及び側面を面取り。凹
面はヘラによる縦位の撫でが明瞭。凹面には白砂が付着。筒部端面は切断され
た痕跡がうかがえ、使用箇所に合わせて大きさを調整したものか。

玉縁部～筒部の破片。凸面には重郭文があるが、郭の数は不明瞭。凹面は糸切
痕が明瞭。玉縁裏及び側面を面取り。胎土中央は灰色を帯びる。凸面の玉縁側
に僅かに漆喰が付着。厚み約2.0cm。

端部片。凸面に羽状文。端部：角１。端部は面取りされるが、破片のため、面取
り幅は不明。胎土中央は灰色を帯びる。凸面及び凹面ともに漆喰が付着。

瓦当部片。唐草。顎は貼り付けで、顎裏は強い指撫でを施す。

瓦当部片。唐草と思われる文様が僅かに確認される。瓦当面及び器表面には白
砂がみられる。

側面下部を削る。側面部：b。端部（角１、削り：４～５㎝未満）。凸面及び凹面と
もに多くの白砂がみられる。無文。厚み約2.0cm。

側面を面取り。側面部：ａ。端部（角１、削り：なし）。凸面及び凹面ともに白砂
がみられ、凹面には糸切痕も確認される。無文。厚み約1.5cm。

平瓦部の端部を面取り。破片のため、面取り幅は不明。側面下部を削る。器表
面には白砂が多くみられる。また、凹面及び凸面には糸切痕も確認される。文
様は確認できない。胎土中央は灰色。厚み約2.0cm。

大型破片。側面部：なし。端部（角なし、削り：なし）。器表面には白砂がみられ
る。凸面及び凹面ともに糸切痕が明瞭。凸面端部には漆喰と思われるものが
付着。胎土中央が灰色。厚み約1.8cm。

平瓦部の筒部。器表面には砂粒が付着していた痕跡がみられる。全体的に風化
している。厚み約2.3cm。

非常に薄くて硬質。厚み約8mm。表面は縦に撫でた後、斜めに撫でを施す。裏
面は撫でが認められるが、調整は不明瞭。表面に砂粒が付着。全体的に風化し
ている。特殊。

龍の角と考えられる。裏面は平坦に仕上げ。一部に漆喰の付着がみられる。厚
み約2.0cm。

表面と側面は平坦で非常に丁寧な仕上げ。裏面は割面のまま。裏面には直径
2.0cm、奥行き2.0cmの孔がみられる。孔は中心部よりずれている。器表面に
は漆喰が付着。無文。

顎部分が欠如した製品。瓦当径約15cm。瓦当面は被熱を受けたと考えられ、
文様はやや不明瞭。粘土バリが外周でみられる。瓦当裏は撫でにより凹凸面を
呈し、漆喰の付着もみられる。

顎部分が欠如。瓦当径約13cm。瓦当面は全体的に風化。粘土バリが外周で
みられる。瓦当裏は撫でにより凹凸面を呈し、瓦当側面及び丸瓦凸面に漆喰
が付着。

瓦当径約14cm。被熱の影響か、文様はやや不明瞭。外周の一部で粘土バリ
が残る。瓦当裏は撫でにより凹凸面を呈する。丸瓦凸面及び瓦裏面に漆喰が
付着。

瓦当面の破片。裏面の撫で調整は比較的良い。器面は風化がみられる。

顎部分が欠如。瓦当径約14cm。花芯は不明瞭。粘土バリが外周でみられる。
瓦当裏は撫でにより凹凸面を呈する。丸瓦凸面に漆喰が付着。鉄分の付着がみ
られるが、丸瓦凸面や瓦当面の破損断面にもあるため破損後に付着か。

瓦当面の大部分が欠如。被熱の影響か、文様は不明瞭。粘土バリが外周でみら
れる。瓦当裏は撫でにより凹凸面を呈する。

瓦当径約15cm。瓦当面は全体的に風化。花芯は不明瞭。粘土バリが外周で
みられる。瓦当裏の撫では粗く、縦位の指跡が明瞭。顎部の縁は細い。木版
使用か。

瓦当面は全体的に風化。文様に筋目が確認される。瓦当裏は撫でにより凹凸面
を呈し、漆喰の付着もみられる。

瓦当面の大部分が欠如。粘土バリが外周でみられる。瓦当裏は撫でが粗く、大
きく凹凸面を呈する。また一部で漆喰の付着がみられる。
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第 3章　調査の方法と成果

C-4．平瓦
　平瓦は 1,483 点出土している。破片資料が多いため、広端部、狭端部、筒部の部位別に集計を行った。灰色系と赤
色系（褐色含む）に分けられ、その比率は 972 対 511 で灰色系が多い。
　・色調：灰色系と赤色系（褐色含む）に分けられる。その比率は 972対 511 である。赤色瓦の中には、器表面にマン

　ガン釉を施すものがみられる。
　・付着物：漆喰の付着する資料がある。
　・その他：凸面に文様の一部と考えられる線描きがみられるものがある。

第31表　瓦観察一覧１
グリッド
層製作技術、形態的特徴、文様、法量図

図版番号

端部・中央部片。凸面に羽状打捺文様があり、打捺具の重なりが認められる。
凹面には糸切痕と布目痕。器面は褐色を呈するが、胎土中央は灰色を帯びる。
凸面及び凹面ともに僅かに漆喰が付着。厚み約2.0cm。

筒部片。凸面に羽状打捺文様と銘にともなう区画線があり、「癸酉年」の銘が確
認される。凹面に糸切痕と布目痕が認められる。厚み約1.5cm。

玉縁部を一部欠く。凸面は一部で縄目痕が残る。玉縁裏及び側面を面取り。凹
面はヘラによる縦位の撫でが明瞭。凹面には白砂が付着。筒部端面は切断され
た痕跡がうかがえ、使用箇所に合わせて大きさを調整したものか。

玉縁部～筒部の破片。凸面には重郭文があるが、郭の数は不明瞭。凹面は糸切
痕が明瞭。玉縁裏及び側面を面取り。胎土中央は灰色を帯びる。凸面の玉縁側
に僅かに漆喰が付着。厚み約2.0cm。

端部片。凸面に羽状文。端部：角１。端部は面取りされるが、破片のため、面取
り幅は不明。胎土中央は灰色を帯びる。凸面及び凹面ともに漆喰が付着。

瓦当部片。唐草。顎は貼り付けで、顎裏は強い指撫でを施す。

瓦当部片。唐草と思われる文様が僅かに確認される。瓦当面及び器表面には白
砂がみられる。

側面下部を削る。側面部：b。端部（角１、削り：４～５㎝未満）。凸面及び凹面と
もに多くの白砂がみられる。無文。厚み約2.0cm。

側面を面取り。側面部：ａ。端部（角１、削り：なし）。凸面及び凹面ともに白砂
がみられ、凹面には糸切痕も確認される。無文。厚み約1.5cm。

平瓦部の端部を面取り。破片のため、面取り幅は不明。側面下部を削る。器表
面には白砂が多くみられる。また、凹面及び凸面には糸切痕も確認される。文
様は確認できない。胎土中央は灰色。厚み約2.0cm。

大型破片。側面部：なし。端部（角なし、削り：なし）。器表面には白砂がみられ
る。凸面及び凹面ともに糸切痕が明瞭。凸面端部には漆喰と思われるものが
付着。胎土中央が灰色。厚み約1.8cm。

平瓦部の筒部。器表面には砂粒が付着していた痕跡がみられる。全体的に風化
している。厚み約2.3cm。

非常に薄くて硬質。厚み約8mm。表面は縦に撫でた後、斜めに撫でを施す。裏
面は撫でが認められるが、調整は不明瞭。表面に砂粒が付着。全体的に風化し
ている。特殊。

龍の角と考えられる。裏面は平坦に仕上げ。一部に漆喰の付着がみられる。厚
み約2.0cm。

表面と側面は平坦で非常に丁寧な仕上げ。裏面は割面のまま。裏面には直径
2.0cm、奥行き2.0cmの孔がみられる。孔は中心部よりずれている。器表面に
は漆喰が付着。無文。

顎部分が欠如した製品。瓦当径約15cm。瓦当面は被熱を受けたと考えられ、
文様はやや不明瞭。粘土バリが外周でみられる。瓦当裏は撫でにより凹凸面を
呈し、漆喰の付着もみられる。

顎部分が欠如。瓦当径約13cm。瓦当面は全体的に風化。粘土バリが外周で
みられる。瓦当裏は撫でにより凹凸面を呈し、瓦当側面及び丸瓦凸面に漆喰
が付着。

瓦当径約14cm。被熱の影響か、文様はやや不明瞭。外周の一部で粘土バリ
が残る。瓦当裏は撫でにより凹凸面を呈する。丸瓦凸面及び瓦裏面に漆喰が
付着。

瓦当面の破片。裏面の撫で調整は比較的良い。器面は風化がみられる。

顎部分が欠如。瓦当径約14cm。花芯は不明瞭。粘土バリが外周でみられる。
瓦当裏は撫でにより凹凸面を呈する。丸瓦凸面に漆喰が付着。鉄分の付着がみ
られるが、丸瓦凸面や瓦当面の破損断面にもあるため破損後に付着か。

瓦当面の大部分が欠如。被熱の影響か、文様は不明瞭。粘土バリが外周でみら
れる。瓦当裏は撫でにより凹凸面を呈する。

瓦当径約15cm。瓦当面は全体的に風化。花芯は不明瞭。粘土バリが外周で
みられる。瓦当裏の撫では粗く、縦位の指跡が明瞭。顎部の縁は細い。木版
使用か。

瓦当面は全体的に風化。文様に筋目が確認される。瓦当裏は撫でにより凹凸面
を呈し、漆喰の付着もみられる。

瓦当面の大部分が欠如。粘土バリが外周でみられる。瓦当裏は撫でが粗く、大
きく凹凸面を呈する。また一部で漆喰の付着がみられる。
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第 3章　調査の方法と成果

第31表　瓦観察一覧２
グリッド
層製作技術、形態的特徴、文様、法量図

図版番号

外周の大部分が欠如。文様はやや不明瞭。瓦当裏は撫でが粗く、凹凸面を呈す
る。外周は同心円的に撫でが行われている。

瓦当面と外周の大部分が欠如。瓦当面は撫でが粗く、凹凸面を呈する。器表面
は釉薬が施されたような感を受けるが、自然釉か。

オウチ北（Ⅰ）941。器面は全体的に風化し、文様はやや不明瞭。瓦当裏は横方
向の撫でが施されるが、やや凹凸面を呈する。平瓦部の桶板綴り紐圧痕は窪み
としてそのまま残る。平瓦部と瓦当裏に漆喰の付着がみられる。

瓦当の表裏面にマンガン釉を施す。文様は明瞭。瓦当裏は横方向の撫でが明
瞭。平瓦部と瓦当面に漆喰の付着がみられる。

オウチ北（Ⅰ）942。瓦当面の大部分が欠如。器面は全体的に風化し、文様は不
明瞭。瓦当裏は丁寧な撫でが施される。

オウチ北（Ⅰ）942。瓦当は完存。文様はやや不明瞭。瓦当裏は横方向と縦方向
の撫でが施され、比較的丁寧。平瓦部の桶板綴り紐圧痕は埋められている。瓦
当側面の一部と瓦当裏に漆喰の付着がみられる。

瓦当部の一部だけ残存。文様は明瞭。粘土バリが外周でみられる。瓦当裏は
横方向の撫でがみられ、凹凸面を呈する。瓦当裏の一部に漆喰の付着がみら
れる。

オウチ北（Ⅰ）948、949。花弁の文様がやや不明瞭。文様に筋目が確認される
ことより、木版使用か。粘土バリが外周でみられる。瓦当裏は横方と斜位の撫
でが粗く、凹凸面を呈する。平瓦部の一部に漆喰が付着。

玉縁部（大きさ：５㎝以上、面取：１回、角２）、端部（角１、面取：３～４㎝）。穴
あり。穴は漆喰でふさがれている。筒部凸面は全体的に撫でが施され、漆喰の
付着がみられる。

玉縁部（大きさ：４㎝未満、面取：１回、角１）。穴あり。筒部凸面は全体的に撫
でが施され、玉縁側は横方向の撫でによる凹線がみられる。側面にも撫でが施
される。

玉縁部（大きさ：５㎝以上、面取：１回、角１）。穴あり。筒部凸面は全体的に撫
でが施され、玉縁側は横方向の撫でによる凹線がみられる。側面にも撫でが施
される。玉縁裏に一条の布糸綴り痕あり。

ほぼ完形の資料。玉縁部（大きさ：４～５㎝、面取：１回、角２）、端部（角２、面
取：２～３㎝)。玉縁裏に一条の布糸綴り痕あり。両面にセメント漆喰の付着が
みられる。

玉縁部（大きさ：４～５㎝、面取：１回、角２）。筒部凸面は全体的に撫でが施さ
れ、玉縁側は横方向の撫でによる凹線がみられる。玉縁裏に一条の布糸綴り痕
あり。筒部凸面の玉縁側と側面側に漆喰の付着がみられる。

玉縁部（大きさ：不明、面取：1回、角１）。筒部凸面は全体的に撫でが施され、
玉縁側は横方向の撫でによる凹線がみられる。筒部凸面の玉縁側と側面側に
漆喰の付着がみられる。ヘラ描き印：Aa

玉縁部（大きさ：不明、面取：1回、角１）。筒部凸面は全体的に撫でが施され、
玉縁側は横方向の撫でによる凹線がみられる。ヘラ描き印：Ｃ

玉縁部（大きさ：不明、面取：不明、角なし）。筒部凸面の玉縁側は横方向の撫
でによる凹線がみられる。両面に漆喰の付着がみられる。ヘラ描き印：Ac

玉縁側破片。玉縁部（大きさ：不明、面取：不明、角なし）。ヘラ描き印：Ad

玉縁部（大きさ：４㎝未満、面取：１回、角１）。筒部凸面は撫でが明瞭。玉縁裏
に一条の布糸綴り痕あり。筒部凸面の玉縁側と側面側及び凹面に漆喰の付着
がみられる。ヘラ描き印：Ad

玉縁部（大きさ：４㎝未満、面取：１回、角１）。筒部凸面は全体的に撫でが施さ
れ、玉縁側は横方向の撫でによる凹線が明瞭。玉縁裏に一条の布糸綴り痕あ
り。筒部凸面に漆喰の付着がみられる。ヘラ描き印：Ad

玉縁部（大きさ：４～５㎝、面取：１回、角２）。玉縁部は横方向の撫でによる凹
線がみられる。玉縁裏に一条の布糸綴り痕あり。凸面に大量の漆喰が付着し、
凹面にも漆喰がみられる。ヘラ描き印：Ab

玉縁部（大きさ：４～５㎝、面取：１回、角２）。筒部凸面は全体的に撫でが施さ
れ、玉縁側は横方向の撫でを施す。ヘラ描き印：Ag

玉縁側破片。玉縁部（大きさ：４～５㎝、面取：不明、角なし）。ヘラ描き印：Ag

玉縁片。玉縁裏は僅かに面取りの痕跡が確認されるが、破片のため詳細は不
明。ヘラ描き印：Ag

玉縁片。玉縁裏は僅かに面取りの痕跡が確認されるが、破片のため詳細は不
明。ヘラ描き印：Ag
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738

739

740

741

742

743

744

745

746

747

748

749

750

751

752

753

754

755

756

757

758

759

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

軒丸瓦

軒丸瓦

軒平瓦

軒平瓦

軒平瓦

軒平瓦

軒平瓦

軒平瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

Ⅲb

Ⅲb

Ⅱ1

ⅡA1

ⅢA01

ⅢA01

ⅢBd1

ⅢBd2

―

―

―

―

―

Aa

C

Ac

Ad

Ad

Af

Ab

Ag

Ag

Ag

Ag

赤色

赤色

灰色

赤色

灰色

褐色

灰色

赤色

灰色

褐色

灰色

灰色

灰色

褐色

灰色

灰色

灰色

褐色

灰色

赤色

褐色

褐色

灰色

褐色

撹乱

E-9
B-16層

E-10
A-5層

撹乱

E-10
A-4層

E-10
A-4層

D-9
撹乱

撹乱

D-10
A-6層

E-10
A-4層

E-10
A-4層

撹乱

E-10
A-4層

E-9
A-6層

E-10
A-6層

D-7・8
撹乱

D-10
A-8層

D-9
撹乱

E-10
A-4層

E-9
撹乱

E-10
A-4層

E-9
A-8層

E-10
A-4層

D-10
A-7層

第104図
図版100

第103図
図版99

第105図
図版101

第107図
図版103

第106図
図版102

番
号 分類 部位 色調技術 種類

〜

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

玉縁部

端部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

完形

第31表　瓦観察一覧３
グリッド
層製作技術、形態的特徴、文様、法量図

図版番号

玉縁部（大きさ：４～５㎝、面取：１回、角２）。筒部凸面は全体的に撫でが明
瞭で、玉縁側は横方向の撫でによる凹線がみられる。玉縁裏は一条の布糸綴り
痕あり。ヘラ描き印：Ah

玉縁部（大きさ：４㎝未満、面取：１回、角１）。筒部凸面は全体的に撫でが施
される。筒部凸面の玉縁側と側面側に漆喰の付着がみられる。ヘラ描き印：Ａi

玉縁部（大きさ：４～５㎝、面取：１回、角１）。玉縁部及び筒部玉縁側は横方
向の撫でが明瞭。玉縁裏に一条の布糸綴り痕あり。ヘラ描き印：Ａj

玉縁部（大きさ：４～５㎝、面取：１回、角１）。玉縁部及び筒部玉縁側は横方
向の撫でが明瞭。ヘラ描き印：Ａm

玉縁部（玉縁欠：角１）、端部（角１、面取：なし）。筒部凸面は全体的に撫で仕
上げ。凹面には糸切痕がみられる。玉縁なし。

端部（角１、面取：なし）。筒部端面に糸切痕が確認される。

平面形はやや台形。広端部（角１、圧痕の深さ：浅い、圧痕の幅：横長２㎝以上、
圧痕間の距離：計測不能）、狭端部（角１）。厚み約1.5cm。

広端部（角無し、圧痕の深さ：深い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距
離：5.2㎝）、狭端部（角無し）。凸面の両端側には横方向の撫でによる凹線が
明瞭。また、縦方向の強い撫でもみられる。凹面の広端部には指跡が残る。厚
み約1.4cm。

平面形はやや台形。広端部（角１、圧痕の深さ：深い、圧痕の幅：横長１～２㎝
未満、圧痕間の距離：4.0～4.5㎝未満）、狭端部（角１、圧痕の深さ：浅い、圧
痕の幅：横長２㎝未満、圧痕間の距離：3.0～3.5㎝未満）。凹面の狭端側に1条
の糸綴り圧痕がみられる。厚み約1.6cm。

広端部（角１、圧痕の深さ：深い、圧痕の幅：横長２㎝以上、圧痕間の距離：
3.5～4.0㎝未満）、狭端部（角１）。凸面の狭端側に横方向の撫でによる浅い凹
線がみられる。厚み約1.7cm。

広端部（角１、圧痕：なし）、狭端部（角１）。糸切り痕あり。小形の資料。
厚み約1.3cm。

広端部（角２、圧痕の深さ：深い、圧痕の幅：横長２㎝以上、圧痕間の距離：
3.5～4.0㎝未満）。凸面の広端側に横方向の撫でによる凹線がみられる。厚み
約1.6cm。

広端部（角１、圧痕の深さ：深い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距離：
2.5～3.0㎝未満）。凸面の広端側に横方向の沈線がみられる。厚み約1.5cm。

広端部（角１、圧痕の深さ：深い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距離
：2.5～3.0㎝未満）。凸面に横方向の沈線がめぐる他、縦方向の強い撫でがみ
られるなど、調整は粗い。厚み約1.6cm。

広端部（角１、圧痕の深さ：浅い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距離
：計測不能)。凸面に幅の広い横方向の沈線が３条みられる。厚み約1.5cm。

広端部（角無し、圧痕の深さ：深い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距
離：3.5～4.0㎝未満）。凸面に横方向の沈線が数条みられる他、糸切痕も確認
される。厚み約1.6cm。

広端部（角１、圧痕の深さ：深い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距離
：2.5～3.0㎝未満）。凸面に文様の一部と思われる線描きがみられる。厚み約
2.0cm。

広端部（角１、圧痕の深さ：浅い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距離
：計測不能）。凸面の広端側に横方向の幅広い凹線がみられる。中央付近には
数本の線描きがみられ、文様の一部かと思われる。硬質。厚み約1.3cm。

広端部（角無し、圧痕の深さ：浅い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距
離：計測不能）。凸面は段差がみられ、広端側が低くなっている。器面も凹凸面
を呈しており、調整は粗い。

広端部（角無し、圧痕の深さ：浅い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距
離：計測不能）。凸面に文様の一部と思われる線描きがみられる。
厚み約1.0cm。

凸面に線描きがみられる。縦方向の幅の広い線を2条描いた後、横方向に1条
線描きする。凹面の側面側は約2.0cm幅の撫でが施される。

狭端部（角１）。凸面中央付近に1条の線描きがみられ、文様の一部とも考えら
れる。硬質。厚み約1.5cm。

狭端部（角なし）。凸面に文様の一部と思われる線描きがみられる。厚み約
1.6cm。

狭端部（角１）。両面及び端面にマンガン釉を施す。厚み約1.3cm。
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761

762

763

764

765

766

767

768

769

770

771

772

773

774

775

776

777

778

779

780

781

782

783

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

平瓦

平瓦

平瓦

平瓦

平瓦

平瓦

平瓦

平瓦

平瓦

平瓦

平瓦

平瓦

平瓦

平瓦

平瓦

平瓦

平瓦

平瓦

Ａｈ

Ａi

Ａj

Ａｍ

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

褐色

灰色

灰色

褐色

灰色

灰色

褐色

灰色

褐色

灰色

灰色

褐色

灰色

灰色

灰色

灰色

灰色

灰色

灰色

赤色

灰色

赤褐色

赤褐色

赤色

E-10
A-4層

D-8・9
A-6層

E-10
A-4層

E-10
A-4層

F-10
造成層

D-7・8
撹乱

F-10
造成層

E-10
A-4層

F-10
造成層

D-10
A-8層

F-10
造成層

D-9
撹乱

F-9
B-15層

D-10
A-7層

D-10
A-8層

D-9
撹乱

E-10
A-6層

D-9
A-8層

D-9
撹乱

D-7
撹乱

E-10
A-4層

撹乱

E-9
A-6層

D・E・F-1
撹乱

第107図
図版103

第108図
図版104

第109図
図版105

番
号 分類 部位 色調技術 種類

〜

〜

〜

〜

〜

〜

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

端部

広端部

広端部

狭端部

広端部

狭端部

広端部

狭端部

広端部

狭端部

広端部

狭端部

広端部

端部

広端部

広端部

広端部

広端部

広端部

広端部

広端部

筒部

狭端部

狭端部

狭端部

広端部

第 5節　出土遺物（瓦）
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第 3章　調査の方法と成果

第31表　瓦観察一覧２
グリッド
層製作技術、形態的特徴、文様、法量図

図版番号

外周の大部分が欠如。文様はやや不明瞭。瓦当裏は撫でが粗く、凹凸面を呈す
る。外周は同心円的に撫でが行われている。

瓦当面と外周の大部分が欠如。瓦当面は撫でが粗く、凹凸面を呈する。器表面
は釉薬が施されたような感を受けるが、自然釉か。

オウチ北（Ⅰ）941。器面は全体的に風化し、文様はやや不明瞭。瓦当裏は横方
向の撫でが施されるが、やや凹凸面を呈する。平瓦部の桶板綴り紐圧痕は窪み
としてそのまま残る。平瓦部と瓦当裏に漆喰の付着がみられる。

瓦当の表裏面にマンガン釉を施す。文様は明瞭。瓦当裏は横方向の撫でが明
瞭。平瓦部と瓦当面に漆喰の付着がみられる。

オウチ北（Ⅰ）942。瓦当面の大部分が欠如。器面は全体的に風化し、文様は不
明瞭。瓦当裏は丁寧な撫でが施される。

オウチ北（Ⅰ）942。瓦当は完存。文様はやや不明瞭。瓦当裏は横方向と縦方向
の撫でが施され、比較的丁寧。平瓦部の桶板綴り紐圧痕は埋められている。瓦
当側面の一部と瓦当裏に漆喰の付着がみられる。

瓦当部の一部だけ残存。文様は明瞭。粘土バリが外周でみられる。瓦当裏は
横方向の撫でがみられ、凹凸面を呈する。瓦当裏の一部に漆喰の付着がみら
れる。

オウチ北（Ⅰ）948、949。花弁の文様がやや不明瞭。文様に筋目が確認される
ことより、木版使用か。粘土バリが外周でみられる。瓦当裏は横方と斜位の撫
でが粗く、凹凸面を呈する。平瓦部の一部に漆喰が付着。

玉縁部（大きさ：５㎝以上、面取：１回、角２）、端部（角１、面取：３～４㎝）。穴
あり。穴は漆喰でふさがれている。筒部凸面は全体的に撫でが施され、漆喰の
付着がみられる。

玉縁部（大きさ：４㎝未満、面取：１回、角１）。穴あり。筒部凸面は全体的に撫
でが施され、玉縁側は横方向の撫でによる凹線がみられる。側面にも撫でが施
される。

玉縁部（大きさ：５㎝以上、面取：１回、角１）。穴あり。筒部凸面は全体的に撫
でが施され、玉縁側は横方向の撫でによる凹線がみられる。側面にも撫でが施
される。玉縁裏に一条の布糸綴り痕あり。

ほぼ完形の資料。玉縁部（大きさ：４～５㎝、面取：１回、角２）、端部（角２、面
取：２～３㎝)。玉縁裏に一条の布糸綴り痕あり。両面にセメント漆喰の付着が
みられる。

玉縁部（大きさ：４～５㎝、面取：１回、角２）。筒部凸面は全体的に撫でが施さ
れ、玉縁側は横方向の撫でによる凹線がみられる。玉縁裏に一条の布糸綴り痕
あり。筒部凸面の玉縁側と側面側に漆喰の付着がみられる。

玉縁部（大きさ：不明、面取：1回、角１）。筒部凸面は全体的に撫でが施され、
玉縁側は横方向の撫でによる凹線がみられる。筒部凸面の玉縁側と側面側に
漆喰の付着がみられる。ヘラ描き印：Aa

玉縁部（大きさ：不明、面取：1回、角１）。筒部凸面は全体的に撫でが施され、
玉縁側は横方向の撫でによる凹線がみられる。ヘラ描き印：Ｃ

玉縁部（大きさ：不明、面取：不明、角なし）。筒部凸面の玉縁側は横方向の撫
でによる凹線がみられる。両面に漆喰の付着がみられる。ヘラ描き印：Ac

玉縁側破片。玉縁部（大きさ：不明、面取：不明、角なし）。ヘラ描き印：Ad

玉縁部（大きさ：４㎝未満、面取：１回、角１）。筒部凸面は撫でが明瞭。玉縁裏
に一条の布糸綴り痕あり。筒部凸面の玉縁側と側面側及び凹面に漆喰の付着
がみられる。ヘラ描き印：Ad

玉縁部（大きさ：４㎝未満、面取：１回、角１）。筒部凸面は全体的に撫でが施さ
れ、玉縁側は横方向の撫でによる凹線が明瞭。玉縁裏に一条の布糸綴り痕あ
り。筒部凸面に漆喰の付着がみられる。ヘラ描き印：Ad

玉縁部（大きさ：４～５㎝、面取：１回、角２）。玉縁部は横方向の撫でによる凹
線がみられる。玉縁裏に一条の布糸綴り痕あり。凸面に大量の漆喰が付着し、
凹面にも漆喰がみられる。ヘラ描き印：Ab

玉縁部（大きさ：４～５㎝、面取：１回、角２）。筒部凸面は全体的に撫でが施さ
れ、玉縁側は横方向の撫でを施す。ヘラ描き印：Ag

玉縁側破片。玉縁部（大きさ：４～５㎝、面取：不明、角なし）。ヘラ描き印：Ag

玉縁片。玉縁裏は僅かに面取りの痕跡が確認されるが、破片のため詳細は不
明。ヘラ描き印：Ag

玉縁片。玉縁裏は僅かに面取りの痕跡が確認されるが、破片のため詳細は不
明。ヘラ描き印：Ag
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737

738

739

740

741

742

743

744

745

746

747

748

749

750

751

752

753

754

755

756

757

758

759

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

明朝系

軒丸瓦

軒丸瓦

軒平瓦

軒平瓦

軒平瓦

軒平瓦

軒平瓦

軒平瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

Ⅲb

Ⅲb

Ⅱ1

ⅡA1

ⅢA01

ⅢA01

ⅢBd1

ⅢBd2

―

―

―

―

―

Aa

C

Ac

Ad

Ad

Af

Ab

Ag

Ag

Ag

Ag

赤色

赤色

灰色

赤色

灰色

褐色

灰色

赤色

灰色

褐色

灰色

灰色

灰色

褐色
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番
号 分類 部位 色調技術 種類

〜

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

玉縁部

端部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

玉縁部

完形

第31表　瓦観察一覧３
グリッド
層製作技術、形態的特徴、文様、法量図

図版番号

玉縁部（大きさ：４～５㎝、面取：１回、角２）。筒部凸面は全体的に撫でが明
瞭で、玉縁側は横方向の撫でによる凹線がみられる。玉縁裏は一条の布糸綴り
痕あり。ヘラ描き印：Ah

玉縁部（大きさ：４㎝未満、面取：１回、角１）。筒部凸面は全体的に撫でが施
される。筒部凸面の玉縁側と側面側に漆喰の付着がみられる。ヘラ描き印：Ａi

玉縁部（大きさ：４～５㎝、面取：１回、角１）。玉縁部及び筒部玉縁側は横方
向の撫でが明瞭。玉縁裏に一条の布糸綴り痕あり。ヘラ描き印：Ａj

玉縁部（大きさ：４～５㎝、面取：１回、角１）。玉縁部及び筒部玉縁側は横方
向の撫でが明瞭。ヘラ描き印：Ａm

玉縁部（玉縁欠：角１）、端部（角１、面取：なし）。筒部凸面は全体的に撫で仕
上げ。凹面には糸切痕がみられる。玉縁なし。

端部（角１、面取：なし）。筒部端面に糸切痕が確認される。

平面形はやや台形。広端部（角１、圧痕の深さ：浅い、圧痕の幅：横長２㎝以上、
圧痕間の距離：計測不能）、狭端部（角１）。厚み約1.5cm。

広端部（角無し、圧痕の深さ：深い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距
離：5.2㎝）、狭端部（角無し）。凸面の両端側には横方向の撫でによる凹線が
明瞭。また、縦方向の強い撫でもみられる。凹面の広端部には指跡が残る。厚
み約1.4cm。

平面形はやや台形。広端部（角１、圧痕の深さ：深い、圧痕の幅：横長１～２㎝
未満、圧痕間の距離：4.0～4.5㎝未満）、狭端部（角１、圧痕の深さ：浅い、圧
痕の幅：横長２㎝未満、圧痕間の距離：3.0～3.5㎝未満）。凹面の狭端側に1条
の糸綴り圧痕がみられる。厚み約1.6cm。

広端部（角１、圧痕の深さ：深い、圧痕の幅：横長２㎝以上、圧痕間の距離：
3.5～4.0㎝未満）、狭端部（角１）。凸面の狭端側に横方向の撫でによる浅い凹
線がみられる。厚み約1.7cm。

広端部（角１、圧痕：なし）、狭端部（角１）。糸切り痕あり。小形の資料。
厚み約1.3cm。

広端部（角２、圧痕の深さ：深い、圧痕の幅：横長２㎝以上、圧痕間の距離：
3.5～4.0㎝未満）。凸面の広端側に横方向の撫でによる凹線がみられる。厚み
約1.6cm。

広端部（角１、圧痕の深さ：深い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距離：
2.5～3.0㎝未満）。凸面の広端側に横方向の沈線がみられる。厚み約1.5cm。

広端部（角１、圧痕の深さ：深い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距離
：2.5～3.0㎝未満）。凸面に横方向の沈線がめぐる他、縦方向の強い撫でがみ
られるなど、調整は粗い。厚み約1.6cm。

広端部（角１、圧痕の深さ：浅い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距離
：計測不能)。凸面に幅の広い横方向の沈線が３条みられる。厚み約1.5cm。

広端部（角無し、圧痕の深さ：深い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距
離：3.5～4.0㎝未満）。凸面に横方向の沈線が数条みられる他、糸切痕も確認
される。厚み約1.6cm。

広端部（角１、圧痕の深さ：深い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距離
：2.5～3.0㎝未満）。凸面に文様の一部と思われる線描きがみられる。厚み約
2.0cm。

広端部（角１、圧痕の深さ：浅い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距離
：計測不能）。凸面の広端側に横方向の幅広い凹線がみられる。中央付近には
数本の線描きがみられ、文様の一部かと思われる。硬質。厚み約1.3cm。

広端部（角無し、圧痕の深さ：浅い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距
離：計測不能）。凸面は段差がみられ、広端側が低くなっている。器面も凹凸面
を呈しており、調整は粗い。

広端部（角無し、圧痕の深さ：浅い、圧痕の幅：横長１～２㎝未満、圧痕間の距
離：計測不能）。凸面に文様の一部と思われる線描きがみられる。
厚み約1.0cm。

凸面に線描きがみられる。縦方向の幅の広い線を2条描いた後、横方向に1条
線描きする。凹面の側面側は約2.0cm幅の撫でが施される。

狭端部（角１）。凸面中央付近に1条の線描きがみられ、文様の一部とも考えら
れる。硬質。厚み約1.5cm。

狭端部（角なし）。凸面に文様の一部と思われる線描きがみられる。厚み約
1.6cm。

狭端部（角１）。両面及び端面にマンガン釉を施す。厚み約1.3cm。
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果

　　Ｃ類：横 22 ～ 22.5㎝、縦 32.5 ～ 34.5㎝、厚み 4.0 ～ 4.4㎝の厚いものと、大きさはほぼ類似する横 22 ～　
　　　　　22.5㎝、縦 32～ 34㎝、厚み 3.5 ～ 3.8㎝の薄いものでそれぞれをCa1・Cb1 とする。
・赤色製品
　大きさよりA、Ｂの 2種類に分類される。赤色製品も灰色製品同様に大きさや厚みにより、さらに細分される。
　　Ａ類：横 11㎝～ 11.5㎝。縦 31㎝。厚み 4.0 ～ 4.5㎝のもの。
　　Ｂ類：明らかに厚みに違いがあることから二分される。ａ類は横
　　　　　15.5 ～ 17.0㎝、厚み 3.5 ～ 3.8㎝の薄手、ｂ類は横 17㎝、
　　　　　縦 33～ 34㎝、厚み 4.2 ～ 4.4㎝の厚手である。中には側面
　　　　　の角を取り除き、丸みを帯びるものがある。
・スタンプ文及びヘラ描き
　塼には、スタンプ文やヘラによる手描きの記号が施されるものがある（第 110 図、第 32・33 表）。
　まず、スタンプ文は第 32表に示した 7種類が確認された。押印は表面にみられる。ヘラ描きは、様々な種類のも
のがあり、今回は 14種類を確認できた。色調の違いでみると、灰色製品で 15種類、赤色製品で 12種類がみられた
（第 33表）。
　　

　　
　
　　

25　塼（第 32～ 34 表、第 110 ～ 116 図、図版 106 ～ 111）

はじめに
　塼は総数で 1,242 点出土した。これらはその機能と平面形態から、Ⅰ～Ⅴまでの 5種に大別される。Ⅰは平面
形が長四角形を呈し、複数を組み合わせて使用するもので、破片１種が出土している。Ⅱは下駄状の突起を有する
もの、Ⅲは平面的に敷いて使用するもので、平面形が正方形と三角形の 2種が存在する。Ⅳは平面形が長方形で、漆
喰などの接合材を併用して複数を積み上げて使用するタイプで、Ⅴは近代以降の製品と思われるレンガを指す。こ
れらはさらに、色調や刻印・線刻により分類が可能である。なお、ここでの分類は、隣接する調査区の報告で上原靜が
行った概念（沖縄県立埋蔵文化財センター2010）に準じた。以下に分類別に概観し、個々の特徴は観察表に示した。

・分類
Ⅰ．端部噛み合わせタイプ
　平面形が一般的に長方形で、長軸か短軸の側面に段を成形し、それぞれを噛み合わせて使用する。当該製品はそ
の他の製品に比べ、厚みがあるものもみられる。還元炎焼成の灰色製品が 2点出土している。その用途としては、
地下に埋設される暗渠や溝の部材としての機能が考えられる。

Ⅱ．下駄状タイプ
　平面形が長方形または三角形を呈し、下駄状の突起が付くものである。突起は、使用時の掛かりを意識したものと
され、棒状を呈するものやカギ状を呈するものがある。このタイプは灰色製品が 50点、酸化炎焼成の赤色製品が11
点出土している。その用途としては、玉陵の屋根にみられる事例より、屋根材としての機能が提示されている。

Ⅲ．平面敷き用タイプ
　平面形は正方形と三角形を呈するもので、1,169 点出土している。灰色製品と赤色製品の 2種類に分けられ、灰
色製品が多い。以下に、厚み、その他成形方法により細分を行った。
・灰色製品
　正方形　A ａ類：4.5 ～ 6㎝台の最も厚みのあるタイプである。ヘラ描きがみられるものがある。
　　　　　A ｂ類：3 ～ 4.4㎝の薄手のタイプである。スタンプ文を押すものがある。
　三角形　B ａ類：厚みが 4.5 ～ 6㎝台の厚みのあるタイプである。
　　　　　Ｂｂ類：3 ～ 4.4㎝台の薄手のタイプである。表面に「大」のスタンプ文を押すものや、ヘラ描きがみられ
　　　　　　　　るものがある。
・赤色製品
　正方形　Ａａ類：4.5 ～ 6㎝台の厚みのあるタイプである。
　　　　　Ａｂ類：3 ～ 4.4㎝台の薄手のタイプである。スタンプ文を押すものがある。
　三角形　Ｂａ類：4.5 ～ 6㎝台の厚みのあるタイプである。
　　　　　Ｂｂ類：3 ～ 4.4㎝台の薄手のタイプである。スタンプ文を押すものがある。

Ⅳ．積み重ね用タイプ
　重ねて使用するために造られた塼と考えられる。出土量は 8点と少ない。灰色製品と赤色製品の 2種類に分け
られ、そのほとんどが長方形を呈する。このタイプの塼は、大きさや厚みなどから数種類に分けられる。
・灰色製品
　大きさよりＡ～C の 3 種類に分けられ、それぞれに厚みの違いがみられる。
　　Ａ類：横 12㎝、縦 23.8㎝、厚み 3.4㎝のもので、小形である。
　　Ｂ類：横 16 ～ 18㎝、縦 29 ～ 34.2㎝、厚み 3.3 ～ 4.1㎝。この種類は長軸の一側面に削りがあり、湾曲した側
　　　　 面を特徴とする一群がある。それで、Ba1・Bb1 に細分される。

第 5節　出土遺物（塼）
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第110図　塼の刻印位置（側面模式図）
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刻
印

ヘ
ラ
描

ヘ
ラ
描

刻印位置

表 側 裏
説 明 説 明

表 側 裏

刻印位置

３本線

２本線

その他

記号

１本線

２本線

形態 記号

分類説明 分類説明

記号形態

○

○

○

○

○

○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○○

刻 印分類説明

位置

表面

側面

裏面

計

表面

側面

裏面

計

色調

灰
色(

褐
色)

赤
色

記 号 計

ヘ ラ 描
２本線 ３本線 その他１本線

合　計

第33表　塼の色調と刻印・ヘラ描
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長い横位の一本線に垂直方向の線を交差させる

二本線を「×」状に交差させる

アルファベットの「Ａ」字状

長い横位の線を複数描く

垂直方向の線を複数描く

横位の二本線に垂直方向の三本線を交差させる

「井」字状

「大」字を圏線で囲む

圏線に「大」字、下に「一」字を重ねたタイプ

圏線に「大」字、下に「二」字を重ねたタイプ

圏線に「大」字、下に「五」字を重ねたタイプ

「大」字の一部と思われる刻印

金、銀の塊の形

長い横位の一本線を描く

左上から右下への斜め線

長い横位の平行する二本線

垂直方向の平行する二本線

長い横位の一本線に垂直方向の線を
二本交差させる

金、銀の塊の形の中央部に一本線を
交差させる
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　　Ｃ類：横 22 ～ 22.5㎝、縦 32.5 ～ 34.5㎝、厚み 4.0 ～ 4.4㎝の厚いものと、大きさはほぼ類似する横 22 ～　
　　　　　22.5㎝、縦 32～ 34㎝、厚み 3.5 ～ 3.8㎝の薄いものでそれぞれをCa1・Cb1 とする。
・赤色製品
　大きさよりA、Ｂの 2種類に分類される。赤色製品も灰色製品同様に大きさや厚みにより、さらに細分される。
　　Ａ類：横 11㎝～ 11.5㎝。縦 31㎝。厚み 4.0 ～ 4.5㎝のもの。
　　Ｂ類：明らかに厚みに違いがあることから二分される。ａ類は横
　　　　　15.5 ～ 17.0㎝、厚み 3.5 ～ 3.8㎝の薄手、ｂ類は横 17㎝、
　　　　　縦 33～ 34㎝、厚み 4.2 ～ 4.4㎝の厚手である。中には側面
　　　　　の角を取り除き、丸みを帯びるものがある。
・スタンプ文及びヘラ描き
　塼には、スタンプ文やヘラによる手描きの記号が施されるものがある（第 110 図、第 32・33 表）。
　まず、スタンプ文は第 32表に示した 7種類が確認された。押印は表面にみられる。ヘラ描きは、様々な種類のも
のがあり、今回は 14種類を確認できた。色調の違いでみると、灰色製品で 15種類、赤色製品で 12種類がみられた
（第 33表）。
　　

　　
　
　　

25　塼（第 32～ 34 表、第 110 ～ 116 図、図版 106 ～ 111）

はじめに
　塼は総数で 1,242 点出土した。これらはその機能と平面形態から、Ⅰ～Ⅴまでの 5種に大別される。Ⅰは平面
形が長四角形を呈し、複数を組み合わせて使用するもので、破片１種が出土している。Ⅱは下駄状の突起を有する
もの、Ⅲは平面的に敷いて使用するもので、平面形が正方形と三角形の 2種が存在する。Ⅳは平面形が長方形で、漆
喰などの接合材を併用して複数を積み上げて使用するタイプで、Ⅴは近代以降の製品と思われるレンガを指す。こ
れらはさらに、色調や刻印・線刻により分類が可能である。なお、ここでの分類は、隣接する調査区の報告で上原靜が
行った概念（沖縄県立埋蔵文化財センター2010）に準じた。以下に分類別に概観し、個々の特徴は観察表に示した。

・分類
Ⅰ．端部噛み合わせタイプ
　平面形が一般的に長方形で、長軸か短軸の側面に段を成形し、それぞれを噛み合わせて使用する。当該製品はそ
の他の製品に比べ、厚みがあるものもみられる。還元炎焼成の灰色製品が 2点出土している。その用途としては、
地下に埋設される暗渠や溝の部材としての機能が考えられる。

Ⅱ．下駄状タイプ
　平面形が長方形または三角形を呈し、下駄状の突起が付くものである。突起は、使用時の掛かりを意識したものと
され、棒状を呈するものやカギ状を呈するものがある。このタイプは灰色製品が 50点、酸化炎焼成の赤色製品が11
点出土している。その用途としては、玉陵の屋根にみられる事例より、屋根材としての機能が提示されている。

Ⅲ．平面敷き用タイプ
　平面形は正方形と三角形を呈するもので、1,169 点出土している。灰色製品と赤色製品の 2種類に分けられ、灰
色製品が多い。以下に、厚み、その他成形方法により細分を行った。
・灰色製品
　正方形　A ａ類：4.5 ～ 6㎝台の最も厚みのあるタイプである。ヘラ描きがみられるものがある。
　　　　　A ｂ類：3 ～ 4.4㎝の薄手のタイプである。スタンプ文を押すものがある。
　三角形　B ａ類：厚みが 4.5 ～ 6㎝台の厚みのあるタイプである。
　　　　　Ｂｂ類：3 ～ 4.4㎝台の薄手のタイプである。表面に「大」のスタンプ文を押すものや、ヘラ描きがみられ
　　　　　　　　るものがある。
・赤色製品
　正方形　Ａａ類：4.5 ～ 6㎝台の厚みのあるタイプである。
　　　　　Ａｂ類：3 ～ 4.4㎝台の薄手のタイプである。スタンプ文を押すものがある。
　三角形　Ｂａ類：4.5 ～ 6㎝台の厚みのあるタイプである。
　　　　　Ｂｂ類：3 ～ 4.4㎝台の薄手のタイプである。スタンプ文を押すものがある。

Ⅳ．積み重ね用タイプ
　重ねて使用するために造られた塼と考えられる。出土量は 8点と少ない。灰色製品と赤色製品の 2種類に分け
られ、そのほとんどが長方形を呈する。このタイプの塼は、大きさや厚みなどから数種類に分けられる。
・灰色製品
　大きさよりＡ～C の 3 種類に分けられ、それぞれに厚みの違いがみられる。
　　Ａ類：横 12㎝、縦 23.8㎝、厚み 3.4㎝のもので、小形である。
　　Ｂ類：横 16 ～ 18㎝、縦 29 ～ 34.2㎝、厚み 3.3 ～ 4.1㎝。この種類は長軸の一側面に削りがあり、湾曲した側
　　　　 面を特徴とする一群がある。それで、Ba1・Bb1 に細分される。

第 5節　出土遺物（塼）
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第110図　塼の刻印位置（側面模式図）
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第33表　塼の色調と刻印・ヘラ描
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アルファベットの「Ａ」字状

長い横位の線を複数描く

垂直方向の線を複数描く

横位の二本線に垂直方向の三本線を交差させる

「井」字状

「大」字を圏線で囲む

圏線に「大」字、下に「一」字を重ねたタイプ

圏線に「大」字、下に「二」字を重ねたタイプ

圏線に「大」字、下に「五」字を重ねたタイプ

「大」字の一部と思われる刻印

金、銀の塊の形

長い横位の一本線を描く

左上から右下への斜め線

長い横位の平行する二本線

垂直方向の平行する二本線

長い横位の一本線に垂直方向の線を
二本交差させる

金、銀の塊の形の中央部に一本線を
交差させる
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第 3章　調査の方法と成果

第34表　塼観察一覧１
グリッド
層製作技術、形態的特徴、文様、法量挿図番号

図版番号

両面は丁寧に撫でを施しており、滑らかである。器面に漆喰が付着する。接合材
と考えられる。（12.2cm）×（10.3cm） 厚み 10.2cm（9.0）

平面形は長方形を呈する。長軸に対して並行に下駄状の突起が付く。突起はカギ
状。裏面は削りの痕跡が明瞭。裏面の長軸側の側面と下駄部分の側面は斜めに薄
く削られる。18.7cm×24.4cm 厚み 3.2cm。

平面形は長方形を呈する。長軸に対して垂直に下駄状の突起が付く。裏面の上部
短軸側の側面は僅かに斜めに削られる。下駄部分の側面も斜めに薄く削られる。
30.9cm×24.2cm 厚み 3.3cm。

平面形は長方形を呈する。表面の撫で調整は良好。長軸に対して垂直に下駄状の
突起が付く。裏面の上部短軸側の側面と下駄部分の側面は斜めに薄く削られる。
31.0cm×13.7cm 厚み 3.3cm。

平面形は長方形を呈する。表面の撫で調整は良好で、僅かに凹面を呈する。長軸
に対して垂直に下駄状の突起が付く。突起はカギ状。裏面の上部短軸側の側面は
薄く斜めに削られる。下駄部分の側面も同様に斜めに削られる。
17.85cm×15.0cm 厚み 7.9cm。

平面形は長方形を呈する。長軸に対して垂直に下駄状の突起が付く。突起は棒状。
裏面の上部短軸側の側面と下駄部分の側面は斜めに削られる。器表面や破損断面
に石灰分？が付着。15.55cm×13.6cm 厚み 6.9cm。

長軸の一端が斜めにのびていることより、平面形は三角形になる可能性あり。長
軸の側面に段を成形する。両面は丁寧に撫でを施し、滑らかである。
11.55cm×14.8cm 厚み 3.2cm。

平面形は正方形の大形資料。表面は撫で調整が良好。裏面は粗面。裏面に「×」の
刻線。（23.8cm）×25.3cm 厚み 5.8cm。

平面形は正方形を呈する。表面は平坦に仕上げられるが、風化のためか、アバタ
状を呈する。裏面は粗面。25.3cm×24.3cm 厚み 4.4cm。

平面形は正方形を呈する。表面は撫で調整が良好だが、やや凹面を呈する。裏面
は粗面。25.6cm×24.9cm厚み 3.9cm。

平面形は正方形を呈する。表面は撫で調整が良好。裏面は粗面。表面の中央付近
にスタンプ文あり。圏線内に「大」の字、下に「二」の字を重ねたもの。
（14.8cm）×24.5cm 厚み 4.0cm。

平面形は正方形を呈する。表面は撫で調整が良好で、滑らかである。裏面は粗面。
表面中央付近にスタンプ文あり。圏線内に「大」の字、下に「五」の字を重ねた
もの。26.1cm×23.0cm（残存） 厚み 4.0cm。

ほぼ完形の資料。平面形は三角形を呈する。表面は撫で調整が良好。裏面は粗面。
側面に「×」の刻線。25.2cm×23.5cm 厚み 4.0cm。

表面は撫でが施され、やや凹面する。裏面は粗面。表面上部にスタンプ文あり。
「大」の字を圏線で囲むもの。（14.4cm）×（15.8cm） 厚み 4.5cm。

表面は撫で調整が良好で、滑らかである。裏面は粗面。表面上部にスタンプ文あ
り。「大」の字を圏線で囲むもの。10.0cm×13.1cm 厚み 4.6cm。

表面に斜めの刻線あり。裏面は粗面。11.35cm×12.5cm 厚み 4.8cm。

表面は撫で調整が施されるが、裏面は粗面。表面から側面にかけて刻線あり。
17.8cm×9.3cm 厚み 4.2cm。

表面は撫で調整が良好で、滑らかである。裏面は粗面。表面中央付近に分銅形の
スタンプ文あり。17.6cm×11.55cm 厚み 4.5cm。

表面は撫で調整が施され、滑らかである。裏面は粗面。表面上部に分銅形のスタ
ンプ文あり。22.4cm×11.0cm 厚み 4.2cm。

表面は撫で調整が施される。裏面は粗面。方形状に穴が開けられ、裏面では穴の
縁から直線状に刻線が延びる。10.1cm×13.1cm 厚み 3.8cm。

Ｌ字形を呈し、短軸の側面に段を成形する。表面は撫で調整が施される。23.7cm
（残存）×9.2cm 厚み 3.3cm。

表面は撫で調整施される。裏面は粗面。一方の側面は丸みを帯びる。両面に漆喰
の付着がみられる。15.7cm×16.8cm厚み 4.0cm。
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灰色

灰色

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

D-6・7
撹乱

F-10
B-7層

F-10・11
造成層

F-10
造成層

F-10
造成層

E-10
A-6層

F-10・11
造成層

F-10
造成層

F-9
造成層

D-9 
A-8層

F-10
造成層

F-2 撹乱

F-10
造成層

撹乱

撹乱

D-10
A-9層

F-9 
B-14層

F-9 
造成層

E-10
A-6層

D-10
A-3層

F-10 
造成層

D-9
撹乱
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第113図
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番
号 部位 色調種類 分類

第34表　塼観察一覧２
グリッド
層製作技術、形態的特徴、文様、法量挿図番号

図版番号

806

807

808

809

810

811

812

813

814

815

816

817

818

819

820

821

822

823

824

825

826

827

ⅢABa

ⅢBb

ⅢABb

ⅢABb

ⅢBb

ⅢABb

ⅢABa

ⅢABa

ⅢBb

ⅢBb

ⅢABb

ⅢBb

ⅢABb

ⅢABb

ⅢBb

ⅢABb

ⅢABb

ⅢABa

ⅢABb

ⅢABb

ⅢABb

ⅢABb

角1有り

角1有り

破片

角1有り

角1有り

角1有り

角1有り

角1有り

角2有り

角1有り

角1有り

角1有り

破片

破片

角1有り

角1有り

角1有り

破片

角1有り

角1有り

角1有り

角1有り

灰色

赤色

灰色

灰色

灰色

赤色

灰色

灰色

灰色

灰色

赤色

赤色

灰色

赤色

赤色

灰色

灰色

赤色

赤色

赤色

灰色

灰色

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

D-9 
A-9層

E-10
A-5層

D-9 
A-6層

D-9 
撹乱

F-10 
造成層

F-10 
造成層

D-10
A-9層

D-10
A-7層

D-9
A-6層

F-10・11 
造成層

F-10 
造成層

D-10
A-4層

D-10
A-6層

F-10 
造成層

E-9
撹乱

D-10
撹乱

D-9
撹乱

F-10・11
造成層

D-9
撹乱

D-9
A-9層

D-9
撹乱

D-9
撹乱

番
号 部位 色調種類 分類

平面形は正方形を呈する。側面に横方向の平行する数本の刻線がみられる。厚み
4.9cm。

平面形は三角形を呈する。側面に平行する数本の刻線がみられる。厚み 4.1cm。

側面に横方向の明瞭な刻線がみられる。厚み 4.2cm。

側面に 2本の刻線と漆喰の付着がみられる。厚み 3.9cm。

平面形は三角形を呈する。側面に横方向の平行する 8本の刻線がみられる。厚み
4.3cm。

側面に横方向の 1本の刻線がみられる。厚み 3.8cm。

側面に僅かに数本の刻線が確認されるが、不明瞭である。側面はやや丸みを帯び
る。厚み 4.7cm。

側面にかなり刻みが深くて明瞭な斜線がみられる。厚み 5.1cm。

平面形は三角形を呈する。側面にかなり刻みが深くて明瞭な斜線がみられる。厚
み 3.9cm。

平面形は三角形を呈する。側面に斜めの刻線がみられる。厚み 4.3cm。

側面に 2本の刻線がみられる。厚み 3.8cm。

平面形は三角形を呈する。側面にV字状の刻線がみられる。厚み 3.7cm。

側面に縦方向の数本の刻線がみられる。厚み 4.0cm。

側面に縦方向に 3本、横方向に 2本の刻線がみられる。厚み 4.5cm。

平面形は三角形を呈する。側面に縦方向の 2本の刻線がみられる。厚み 3.6cm。

側面に「×」の刻線がみられる。厚み 4.1ｃｍ。

一方の側面には縦方向と横方向の交わる刻線、もう一方の側面には横方向の刻線
がみられる。厚み 4.6cm。

側面に縦方向と横方向の交わる刻線がみられる。厚み 4.6cm。

側面に「×」の刻線がみられる。両面及び側面に漆喰が付着する。厚み 4.4cm。

側面にアルファベットの「A」字状の刻線がみられる。厚み 3.8cm。

側面に「井」の字状の刻線と漆喰の付着がみられる。厚み 4.1cm。

側面にアルファベットの「H」字状の刻線と漆喰の付着がみられる。厚み 3.4cm。
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第 3章　調査の方法と成果

第34表　塼観察一覧１
グリッド
層製作技術、形態的特徴、文様、法量挿図番号

図版番号

両面は丁寧に撫でを施しており、滑らかである。器面に漆喰が付着する。接合材
と考えられる。（12.2cm）×（10.3cm） 厚み 10.2cm（9.0）

平面形は長方形を呈する。長軸に対して並行に下駄状の突起が付く。突起はカギ
状。裏面は削りの痕跡が明瞭。裏面の長軸側の側面と下駄部分の側面は斜めに薄
く削られる。18.7cm×24.4cm 厚み 3.2cm。

平面形は長方形を呈する。長軸に対して垂直に下駄状の突起が付く。裏面の上部
短軸側の側面は僅かに斜めに削られる。下駄部分の側面も斜めに薄く削られる。
30.9cm×24.2cm 厚み 3.3cm。

平面形は長方形を呈する。表面の撫で調整は良好。長軸に対して垂直に下駄状の
突起が付く。裏面の上部短軸側の側面と下駄部分の側面は斜めに薄く削られる。
31.0cm×13.7cm 厚み 3.3cm。

平面形は長方形を呈する。表面の撫で調整は良好で、僅かに凹面を呈する。長軸
に対して垂直に下駄状の突起が付く。突起はカギ状。裏面の上部短軸側の側面は
薄く斜めに削られる。下駄部分の側面も同様に斜めに削られる。
17.85cm×15.0cm 厚み 7.9cm。

平面形は長方形を呈する。長軸に対して垂直に下駄状の突起が付く。突起は棒状。
裏面の上部短軸側の側面と下駄部分の側面は斜めに削られる。器表面や破損断面
に石灰分？が付着。15.55cm×13.6cm 厚み 6.9cm。

長軸の一端が斜めにのびていることより、平面形は三角形になる可能性あり。長
軸の側面に段を成形する。両面は丁寧に撫でを施し、滑らかである。
11.55cm×14.8cm 厚み 3.2cm。

平面形は正方形の大形資料。表面は撫で調整が良好。裏面は粗面。裏面に「×」の
刻線。（23.8cm）×25.3cm 厚み 5.8cm。

平面形は正方形を呈する。表面は平坦に仕上げられるが、風化のためか、アバタ
状を呈する。裏面は粗面。25.3cm×24.3cm 厚み 4.4cm。

平面形は正方形を呈する。表面は撫で調整が良好だが、やや凹面を呈する。裏面
は粗面。25.6cm×24.9cm厚み 3.9cm。

平面形は正方形を呈する。表面は撫で調整が良好。裏面は粗面。表面の中央付近
にスタンプ文あり。圏線内に「大」の字、下に「二」の字を重ねたもの。
（14.8cm）×24.5cm 厚み 4.0cm。

平面形は正方形を呈する。表面は撫で調整が良好で、滑らかである。裏面は粗面。
表面中央付近にスタンプ文あり。圏線内に「大」の字、下に「五」の字を重ねた
もの。26.1cm×23.0cm（残存） 厚み 4.0cm。

ほぼ完形の資料。平面形は三角形を呈する。表面は撫で調整が良好。裏面は粗面。
側面に「×」の刻線。25.2cm×23.5cm 厚み 4.0cm。

表面は撫でが施され、やや凹面する。裏面は粗面。表面上部にスタンプ文あり。
「大」の字を圏線で囲むもの。（14.4cm）×（15.8cm） 厚み 4.5cm。

表面は撫で調整が良好で、滑らかである。裏面は粗面。表面上部にスタンプ文あ
り。「大」の字を圏線で囲むもの。10.0cm×13.1cm 厚み 4.6cm。

表面に斜めの刻線あり。裏面は粗面。11.35cm×12.5cm 厚み 4.8cm。

表面は撫で調整が施されるが、裏面は粗面。表面から側面にかけて刻線あり。
17.8cm×9.3cm 厚み 4.2cm。

表面は撫で調整が良好で、滑らかである。裏面は粗面。表面中央付近に分銅形の
スタンプ文あり。17.6cm×11.55cm 厚み 4.5cm。

表面は撫で調整が施され、滑らかである。裏面は粗面。表面上部に分銅形のスタ
ンプ文あり。22.4cm×11.0cm 厚み 4.2cm。

表面は撫で調整が施される。裏面は粗面。方形状に穴が開けられ、裏面では穴の
縁から直線状に刻線が延びる。10.1cm×13.1cm 厚み 3.8cm。

Ｌ字形を呈し、短軸の側面に段を成形する。表面は撫で調整が施される。23.7cm
（残存）×9.2cm 厚み 3.3cm。

表面は撫で調整施される。裏面は粗面。一方の側面は丸みを帯びる。両面に漆喰
の付着がみられる。15.7cm×16.8cm厚み 4.0cm。

784

785

786

787

788

789

790

791

792

793

794

795

796

797
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799

800

801

802

803

804
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ⅠA

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅰ

ⅢABa

ⅢAb

ⅢAb

ⅢAb

ⅢAb

ⅢBb

ⅢBb

ⅢABa

ⅢABa

ⅢABb

ⅢABb

ⅢABb

Ⅳ
その他

Ⅳ
その他

ⅣBb

破片

角2有り

角3有り

角4有り

角2有り

角1有り

角2有り

角2有り

角3有り

角2有り

角2有り

角1有り

完形

角1有り

角1有り

角1有り

角1有り

角1有り

角1有り

角1有り

角1有り

角2有り

灰色

灰色

赤色

灰色

灰色

灰色

灰色

灰色

灰色

赤色

灰色

赤色

赤色

灰色

灰色

灰色

赤色

灰色

赤色

灰色

灰色

灰色

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

D-6・7
撹乱

F-10
B-7層

F-10・11
造成層

F-10
造成層

F-10
造成層

E-10
A-6層

F-10・11
造成層

F-10
造成層

F-9
造成層

D-9 
A-8層

F-10
造成層

F-2 撹乱

F-10
造成層

撹乱

撹乱

D-10
A-9層

F-9 
B-14層

F-9 
造成層

E-10
A-6層

D-10
A-3層

F-10 
造成層

D-9
撹乱
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第34表　塼観察一覧２
グリッド
層製作技術、形態的特徴、文様、法量挿図番号

図版番号

806

807

808

809

810

811

812

813

814

815

816

817

818

819

820

821

822

823

824

825

826

827

ⅢABa

ⅢBb

ⅢABb

ⅢABb

ⅢBb

ⅢABb

ⅢABa

ⅢABa

ⅢBb

ⅢBb

ⅢABb

ⅢBb

ⅢABb

ⅢABb

ⅢBb

ⅢABb

ⅢABb

ⅢABa

ⅢABb

ⅢABb

ⅢABb

ⅢABb

角1有り

角1有り

破片

角1有り

角1有り

角1有り

角1有り

角1有り

角2有り

角1有り

角1有り

角1有り

破片

破片

角1有り

角1有り

角1有り

破片

角1有り

角1有り

角1有り

角1有り

灰色

赤色

灰色

灰色

灰色

赤色

灰色

灰色

灰色

灰色

赤色

赤色

灰色

赤色

赤色

灰色

灰色

赤色

赤色

赤色

灰色

灰色

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

塼

D-9 
A-9層

E-10
A-5層

D-9 
A-6層

D-9 
撹乱

F-10 
造成層

F-10 
造成層

D-10
A-9層

D-10
A-7層

D-9
A-6層

F-10・11 
造成層

F-10 
造成層

D-10
A-4層

D-10
A-6層

F-10 
造成層

E-9
撹乱

D-10
撹乱

D-9
撹乱

F-10・11
造成層

D-9
撹乱

D-9
A-9層

D-9
撹乱

D-9
撹乱

番
号 部位 色調種類 分類

平面形は正方形を呈する。側面に横方向の平行する数本の刻線がみられる。厚み
4.9cm。

平面形は三角形を呈する。側面に平行する数本の刻線がみられる。厚み 4.1cm。

側面に横方向の明瞭な刻線がみられる。厚み 4.2cm。

側面に 2本の刻線と漆喰の付着がみられる。厚み 3.9cm。

平面形は三角形を呈する。側面に横方向の平行する 8本の刻線がみられる。厚み
4.3cm。

側面に横方向の 1本の刻線がみられる。厚み 3.8cm。

側面に僅かに数本の刻線が確認されるが、不明瞭である。側面はやや丸みを帯び
る。厚み 4.7cm。

側面にかなり刻みが深くて明瞭な斜線がみられる。厚み 5.1cm。

平面形は三角形を呈する。側面にかなり刻みが深くて明瞭な斜線がみられる。厚
み 3.9cm。

平面形は三角形を呈する。側面に斜めの刻線がみられる。厚み 4.3cm。

側面に 2本の刻線がみられる。厚み 3.8cm。

平面形は三角形を呈する。側面にV字状の刻線がみられる。厚み 3.7cm。

側面に縦方向の数本の刻線がみられる。厚み 4.0cm。

側面に縦方向に 3本、横方向に 2本の刻線がみられる。厚み 4.5cm。

平面形は三角形を呈する。側面に縦方向の 2本の刻線がみられる。厚み 3.6cm。

側面に「×」の刻線がみられる。厚み 4.1ｃｍ。

一方の側面には縦方向と横方向の交わる刻線、もう一方の側面には横方向の刻線
がみられる。厚み 4.6cm。

側面に縦方向と横方向の交わる刻線がみられる。厚み 4.6cm。

側面に「×」の刻線がみられる。両面及び側面に漆喰が付着する。厚み 4.4cm。

側面にアルファベットの「A」字状の刻線がみられる。厚み 3.8cm。

側面に「井」の字状の刻線と漆喰の付着がみられる。厚み 4.1cm。

側面にアルファベットの「H」字状の刻線と漆喰の付着がみられる。厚み 3.4cm。
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果
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第 3章　調査の方法と成果
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生息場所類型表（黒住1987）

69

70
71

72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84

85

86

87

88

89

90

91

92
93

94
95
96
97

98
99

100

101

1
2
3
4
5

6

7

8

9

10
11

12

13
14

15

16

17
18
19
20

21
22
23

24
25
26
27
28

29

30
31

32

33
34

35
36

37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49

50
51

52

53
54

Ⅱ-1-b

Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-2-ａ

Ⅱ-2-ｃ
Ⅰ-2-ｃ
Ⅰ-1-ａ
Ⅰ-1-ａ
Ⅰ-1-ａ
Ⅰ-2-ａ

Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-2-ａ
Ⅱ-2-ｃ

Ⅰ-0-ａ

Ⅴ-8

Ⅴ-8

Ⅴ-9

Ⅴ-8
Ⅴ-8

Ⅴ-9

Ⅴ

Ⅰ-3-ａ

Ⅰ-1-ａ
Ⅱ-1-b
Ⅱ-2-ｃ

Ⅱ-2-ｃ

Ⅰ-1-ａ

Ⅰ-1-ａ

Ⅰ-1-ｃ

Ⅰ-2-ａ

Ⅱ-2-ｃ
Ⅱ-1-ｂ

Ⅱ-2-ｃ

Ⅰ-2-ａ

Ⅰ-2-ａ
Ⅱ-2-ｃ
Ⅰ-3-ａ

Ⅱ-2-ｃ
Ⅱ-2-ｃ

Ⅰ-2-ｃ
Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-2-ｃ
Ⅰ-2-ａ

Ⅱ-2-ｃ

Ⅰ-1-ｃ
Ⅰ-1-ｃ

Ⅱ-1-ｃ

Ⅱ-1-ｃ
Ⅱ-1-ｃ

Ⅲ-0-ｃ

Ⅱ-2-ｃ
Ⅲ-1-ｃ
Ⅱ-1-ｃ
Ⅱ-1-ｃ
Ⅰ-2-ａ
Ⅲ-1-ｃ
Ⅱ-1-ｃ
Ⅱ-2-ｃ
Ⅱ-1-ｃ
Ⅲ-1-ｃ

Ⅰ-ｃ

Ⅰ-4-ａ
Ⅰ-4-ａ

　　エゾバイ科  Buccinidae 
シマベッコウバイ
　　イトマキボラ科  Fasciolariidae
イトマキボラ
キイロツノマタモドキ  
　　イモガイ科  Conidae
ナンヨウクロミナシ
アンボンクロザメ
マダライモ
サヤガタイモ
ジュズカケサヤガタイモ
サラサミナシモドキ
ヤキイモ
ヤナギシボリ
ハイイロミナシ
キヌカツギイモ
イボシマイモ
アジロイモ
イモガイ科不明
　　トウガタガイ科 Pyramidellidae
シイノミクチキレ
　　カラマツガイ科  Siphnariidae
コウダカカラマツガイ
　　キセルガイ科 Clausiliidae 
ツヤギセルガイ
　　ヤマタニシ科  Cyclophoridae  
オキナワヤマタニシ
　　タニシ科
マルタニシ
　　アフリカマイマイ科 Achatinidae
アフリカマイマイ
　　カサマイマイ科 Trochomorphidae
オオカサマイマイ
　　ナンバンマイマイ科  Camaenidae
シュリマイマイ
オキナワヤマタカマイマイ
　　オナジマイマイ科 Bradybaenidae
オキナワウスカワマイマイ
シュリケマイマイ
パンダナマイマイ
巻貝不明
　　　棘皮動物門  Echinodermata
　　　ウニ綱  Echinoidea
　　ナガウニ科  Echinometridae
パイプウニ棘
ナガウニ棘
　　　節足動物門  Arthropoda 
　　　顎脚綱  Maxillopoda
　　ミョウガガイ科 PollicipedidaeLeach
カメノテ
　　有孔虫綱 Foraminifera
　　ソリテス科 Soritidae
ゼニイシ  
　　　二枚貝綱  Bivalvia
　　フネガイ科  Arcidae 
フネガイ
エガイ
カリガネエガイ
リュウキュウサルボオ
ハイガイ  
　　タマキガイ科  Glycymerididae
ソメワケグリ
　　イガイ科  Mytilidae
リュウキュウヒバリガイ
　　ウグイスガイ科  Pteriidae 
ミドリアオリ

　　　　マクガイ科 Isognomonidae
カイシアオリの一種
　　イタヤガイ科 Pectenidae
キンチャクガイの一種（化石）
イタヤガイ  
　　ウミギク科  Spondylidae
メンガイの一種
　　イタボガキ科  Ostreidae
シマガキ
ニセマガキ
　　ツキガイ科  Lucinidae
ウラキツキガイ
　　トマヤガイ科  Carditidae
クロフトマヤガイ
　　キクザル科  Chamidae
ケイトウガイ
シロザル
シラガザル
キクザル科不明
　　ザルガイ科  Cardiidae
リュウキュウザル 
カワラガイ
ハートガイ
　　シャコガイ科  Tridacnidae
シャゴウガイ
ヒメシャコガイ
ヒレシャコガイ
ナガジャコ
シャコガイ科不明  
　　バカガイ科 Mactridae
リュウキュウバカガイ
　　チドリマスオガイ科  Mesodesmatidea 
イソハマグリ
マミノコマスオ
　　ニッコウガイ科  Tellinidae  
リュウキュウシラトリ   
　　シオサザナミ科 Psammobiidae  
マスオガイ
リュウキュウマスオ  
　　シジミ科  Corbiculidae 
シレナシジミ
ヤマトシジミ？
　　マルスダレガイ科  Veneridae  
ヌノメガイ
アラスジケマンガイ
ホソスジイナミガイ
ユウカゲハマグリ
マルオミナエシ
オイノカガミ
イオウハマグリ
リュウキュウアサリ
スダレハマグリ
ハマグリ類似種
トュドュマリハマグリ  
ダテオキシジミ
アツシラオ    
　　ニオガイ科 Pholadidae
ニオガイ 
二枚貝印象化石
節足動物門  Arthropoda  
軟甲綱 Malacostraca 
カニ
　　有孔製品（腹足網Gastropoda）
サラサバテイ
ヤコウガイ

Japeuthria cingulata

Pleuroploca trapezium

Peristernia luchuana

Conus marmoreus

Conus litteratus

Conus ebraeus

Conus miliaris

Conus coronatus  

Conus vitulinus  

Conus magus  

Conus miles

Conus rattus 

Conus flavidus

Conus lividus

Conus pennaceus

Otopleura mitralis  

Siphonaria laciniosa  

Luchuphaedusa praeclara 

Cyclophorus turgidus turgidus 

Cipangopaludina chinensis laeta

Achatina fulica

Videnoida horiomphala horiomphala

Satsuma mercatoria mercatori

Satsuma  largillaierti

Acusta despecta despecta

Aegista elegantissima

Bradybaena circulus  

Heterocentrotus mammillatus (spine) 

Echinometra mathaei (spine)

Pollicipes mitella

Marginopora

Arca avellana

Barbatia lima

Barbatia virescens

Anadara antiquata

Tegillarca granosa

Glycymeris reevei

Modiolus auriculatus

Pinctada panasesae

Isognomon pernum sp.

Decatopecten striatu

Pecten albicans

Spondylus sp.

Crasostrea lineata

Crasostrea echinata

Codakia paytenorum

Cardita variegata

Chama dunkeri

Chama brassica

Chama aspersa

Acrosterigma flava

Fragum unedo

Lunulicardia hemicardium

Hippopus hippopus

Tridacna crocea

Tridacna squamosa

Tridacna noae

Mactra maculata

Atactodea striata

Quidnipagus palatum

Psammotaea elongata

Asaphis violascens

Geloina erosa

Corbicula Japonica?

Pteriglypta ｐuerpera 

Gafrarium tumidum

Gafrarium pectinatum

Pitar citrinum

Lioconcha castrensis

Dosinia histrio

Pitar sulfreum

Tapes literatus

Katelysia japonica

Meretrix sp. 

Meretrix sp.

Cyclina sinensis

Barnea manilensis

Trochus niloticus

Turbo marmoratus

生息場所類型 生息場所類型

第35表　貝類遺体の分類と生息場所類型２ 番号は図版113～115と一致

3：干瀬（Ⅰにのみ適用）
4：礁斜面

0：潮間帯上部（Ⅰではノッチ、Ⅲではマングローブ）
1：潮間帯中・下部
2：亜潮間帯上縁部（Ⅰではイノー）

5：止水

8：林縁部
9：開放地

Ⅰ：外洋・サンゴ礁域
Ⅱ：内湾・転石域
Ⅲ：河口干潟・マングローブ域

Ⅳ：淡水域

Ⅴ：陸域

ａ：岩板
ｂ：転石
ｃ：岩礫底／砂泥底／砂底
ｄ：マングローブ植物上
ｅ：淡水の流入する礫底

外洋～内洋 水深 底質

第 3章　調査の方法と成果

26　貝類遺体（第 35表、第 117 ～ 119 図、図版 112 ～ 115）

　本調査地区より出土した貝類遺体は、腹足網（巻貝）35 科 96 種、斧足網（二枚貝）20 科 51 種などが確認され
ている（第 35 表）。また第 117 図・第 118 図については、それぞれの個体数が全体の 1.3％未満の種をその他とし
て総称した。
　最小個体数の特定は、以下の方法で行った。

①巻貝
完形（全体の様相が確認でき、かつ僅かな欠けであれば完形とする）と殻頂部の確認されるものとを合計した点数
を最小個体数として扱う。なお、検出が破片のみである場合にはすべて 1個体として扱うこととする。
②二枚貝
左右に分類し、それぞれの完形・殻頂を合計した点数の多い方を最小個体数として扱う。また、巻貝と同様に破片の
みの場合には 1個体として扱っている。

第 5節　出土遺物（貝類遺体）

1
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3
4
5
6
7

8
9
10
11
12
13
14

15
16
17
18

19
20
21
22
23

24

25
26

27

28
29
30
31

32

33

34
35
36

37

38
39
40

41

42
43
44
45
46
47
48
49
50
51

52
53
54

55

56
57
58

59
60
61
62
63

64

65

66
67

68

Ⅰ-1-ａ

Ⅰ-0-ａ

Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-4-ａ
Ⅰ-4-ａ
Ⅱ-1-ｂ

Ⅰ-4-ａ
Ⅰ-4-ａ
Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-2-ａ
Ⅱ-1-b
Ⅱ-1-b

Ⅰ-0-ａ
Ⅰ-1-ａ
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-ｂ

Ⅰ-2-ｃ
Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-0
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b

Ⅰ-1-b

Ⅱ-1-ｃ
Ⅲ-1-ｃ

Ⅳ-5

Ⅲ-0-ｂ
Ⅲ-1-ｃ
Ⅲ-1-ｃ
Ⅲ-1-ｃ

Ⅰ-0-ａ

Ⅱ-2-ｃ

Ⅰ-2-ｃ
Ⅰ-2-ｃ
Ⅰ-2-ｃ

Ⅱ-2-ｃ

Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-１-ａ

Ⅰ-2-ａ

Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-2-ａ
Ⅱ-2-ｂ
Ⅰ-1-ａ
Ⅰ-1-ａ
Ⅰ-1-ａ
Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-2-ａ

Ⅰ-2-ｃ
Ⅰ-2-ｃ
Ⅱ-2-ｃ

Ⅰ-2-ｃ

Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-4-ａ

Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-1-ｂ
Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-3-ａ

Ⅰ-2-ａ

Ⅱ-2-ｄ

Ⅰ-2-ｃ

Ⅰ-1-ａ

　　　軟体動物門  Mollusca
　　　多板綱  Polyplacophora
　　ヒザラガイ科  Chitonidae 
ヒザラガイ類
　　　腹足綱  Gastropoda
　　ユキノカサガイ科  Lottiidae
リュウキュウウノアシ
　　ニシキウスガイ科  Trochidae
ニシキウズ
ムラサキウズ
ギンタカハマ
サラサバテイ
オキナワイシダタミ
　　リュウテン科  Trubinidae
ヤコウガイ
ヤコウガイの蓋
チョウセンサザエ
チョウセンサザエの蓋
コシダカサザエ
カンギク
カンギクの蓋
　　アマオブネガイ科  Neritidae
イシダタミアマオブネ
マングローブアマガイ
マルアマオブネ
アマオブネガイ
　　オニノツノガイ科  Cerithiidae
オニノツノガイ
コオニノツノガイ
カヤノミカニモリ
イワカニモリ
クワノミカニモリ
　　ゴマフニナ科  Planaxidae
ゴマフニナ
　　ウミニナ科 Batillariidae
リュウキュウウミニナ
イボウミニナ
　　トウガタカワニナ科 Thiaridae
スグカワニナ
　　フトヘナタリ科 Potamididae
フトヘナタリ
ヘナタリ
カワアイ
マドモチウミニナ
　　タマキビ科  Littorinidae
イボタマキビ
　　ソデボラ科  Strombidae
オハグロガイ   

ネジマガキ 
マガキガイ 
クモガイ
　　トンボガイ科 Terebellum
トンボガイ 
　　スズメガイ科 Hipponicidae
アツキクスズメ
カワチドリ
スズメガイ
　　ムカデガイ科  Vermetidae
ヘビガイ類 
　　タカラガイ科  Cypraeidae
ヤクシマダカラ
ヒメホシダカラ
ホシキヌタ
ナツメモドキ
ウスムラサキ（リュウキュウ）ダカラ
コモンダカラ
ハナビラダカラ
キイロダカラ
ハナマルユキ
チドリダカラ
　　タマガイ科  Naticidae
トミガイ
リスガイ
トラダマ
　　ヤツシロガイ科  Tonnidae
イワカワトキワガイ
　　フジツガイ科  Ranellidae
シオボラ
ホラガイ
フジツガイ科不明
　　アッキガイ科  Muricidae
ガンゼキボラ
ウネレイシダマシ
ムラサキイガレイシ
ツノレイシ
シラクモガイ 
　　オニコブシ科  Vasidea
コオニコブシ
　　フトコロガイ科  Columbellidea
フトコロガイ
　　ムシロガイ科 Nassariidae
カニノテムシロ
アツムシロ 
　　エゾバイ科  Buccinidae
ノシガイ   

Acanthopleura sp.

Patelloida saccharina

Trochus maculatus

Trochus stellatus

Trochus pyramis

Trochus niloticus

Monodonta labio

Turbo marmoratus

Turbo argyrostomus

Turbo stenogyrum

Lunella coronata granurata

Nerita helicinoides

Nerita undulata

Nerita  Squamulata

Nerita albicilla

Cerithium modulosum

Cerithium columnum

Clypeomorus bifasciata

Clypeomorus batillariaeformis

Clypeomorus chemnitziana

Planaxis sulcatus

Batillaria flectosiphonata

Batillaria zonalis

Thiaria uniformis

Cerithidea rhizophorarum

Cerithideopsilla cingulata

Cerithideopsilla djadjariensis

Terebralia sulcata

Nodilittorina trochoides 

Strombus urceus

Strombus gibberulus

Strombus luhuanus

Lambis Lambis 

Terebellum terebellum 

Hipponix acuta

Hipponix foliacea

Hipponix trigona

"Serplorbis" sp.

Cypraea arabica

Cypraea lynx

Cypraea vitellus

Cypraea errones 

Cypraea pallidula

Cypraea erosa

Cypraea annulus

Cypraea moneta

Cypraea caputserupentis

Cypraea cicercula

Polinices tumidus

Polinices melanostomus

Natica vitellus

Melea pomum

Cymatium muricinum

Charonia tritonis

Chicoreus brunneus

Cronia margariticola

Drupa morum

Mancinella tuberosa

Mancinella hippocastanum

Vasum turbinellum

Euplica vesicolor

Nassarius pullus

Nassarius semisulcatus

Pusiostoma mendricaria

生息場所類型 生息場所類型

第35表　貝類遺体の分類と生息場所類型１ 番号は図版112・113と一致
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生息場所類型表（黒住1987）

69

70
71

72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84

85

86

87

88

89

90

91

92
93

94
95
96
97

98
99

100

101

1
2
3
4
5

6

7

8

9

10
11

12

13
14

15

16

17
18
19
20

21
22
23

24
25
26
27
28

29

30
31

32

33
34

35
36

37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49

50
51

52

53
54

Ⅱ-1-b

Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-2-ａ

Ⅱ-2-ｃ
Ⅰ-2-ｃ
Ⅰ-1-ａ
Ⅰ-1-ａ
Ⅰ-1-ａ
Ⅰ-2-ａ

Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-2-ａ
Ⅱ-2-ｃ

Ⅰ-0-ａ

Ⅴ-8

Ⅴ-8

Ⅴ-9

Ⅴ-8
Ⅴ-8

Ⅴ-9

Ⅴ

Ⅰ-3-ａ

Ⅰ-1-ａ
Ⅱ-1-b
Ⅱ-2-ｃ

Ⅱ-2-ｃ

Ⅰ-1-ａ

Ⅰ-1-ａ

Ⅰ-1-ｃ

Ⅰ-2-ａ

Ⅱ-2-ｃ
Ⅱ-1-ｂ

Ⅱ-2-ｃ

Ⅰ-2-ａ

Ⅰ-2-ａ
Ⅱ-2-ｃ
Ⅰ-3-ａ

Ⅱ-2-ｃ
Ⅱ-2-ｃ

Ⅰ-2-ｃ
Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-2-ｃ
Ⅰ-2-ａ

Ⅱ-2-ｃ

Ⅰ-1-ｃ
Ⅰ-1-ｃ

Ⅱ-1-ｃ

Ⅱ-1-ｃ
Ⅱ-1-ｃ

Ⅲ-0-ｃ

Ⅱ-2-ｃ
Ⅲ-1-ｃ
Ⅱ-1-ｃ
Ⅱ-1-ｃ
Ⅰ-2-ａ
Ⅲ-1-ｃ
Ⅱ-1-ｃ
Ⅱ-2-ｃ
Ⅱ-1-ｃ
Ⅲ-1-ｃ

Ⅰ-ｃ

Ⅰ-4-ａ
Ⅰ-4-ａ

　　エゾバイ科  Buccinidae 
シマベッコウバイ
　　イトマキボラ科  Fasciolariidae
イトマキボラ
キイロツノマタモドキ  
　　イモガイ科  Conidae
ナンヨウクロミナシ
アンボンクロザメ
マダライモ
サヤガタイモ
ジュズカケサヤガタイモ
サラサミナシモドキ
ヤキイモ
ヤナギシボリ
ハイイロミナシ
キヌカツギイモ
イボシマイモ
アジロイモ
イモガイ科不明
　　トウガタガイ科 Pyramidellidae
シイノミクチキレ
　　カラマツガイ科  Siphnariidae
コウダカカラマツガイ
　　キセルガイ科 Clausiliidae 
ツヤギセルガイ
　　ヤマタニシ科  Cyclophoridae  
オキナワヤマタニシ
　　タニシ科
マルタニシ
　　アフリカマイマイ科 Achatinidae
アフリカマイマイ
　　カサマイマイ科 Trochomorphidae
オオカサマイマイ
　　ナンバンマイマイ科  Camaenidae
シュリマイマイ
オキナワヤマタカマイマイ
　　オナジマイマイ科 Bradybaenidae
オキナワウスカワマイマイ
シュリケマイマイ
パンダナマイマイ
巻貝不明
　　　棘皮動物門  Echinodermata
　　　ウニ綱  Echinoidea
　　ナガウニ科  Echinometridae
パイプウニ棘
ナガウニ棘
　　　節足動物門  Arthropoda 
　　　顎脚綱  Maxillopoda
　　ミョウガガイ科 PollicipedidaeLeach
カメノテ
　　有孔虫綱 Foraminifera
　　ソリテス科 Soritidae
ゼニイシ  
　　　二枚貝綱  Bivalvia
　　フネガイ科  Arcidae 
フネガイ
エガイ
カリガネエガイ
リュウキュウサルボオ
ハイガイ  
　　タマキガイ科  Glycymerididae
ソメワケグリ
　　イガイ科  Mytilidae
リュウキュウヒバリガイ
　　ウグイスガイ科  Pteriidae 
ミドリアオリ

　　　　マクガイ科 Isognomonidae
カイシアオリの一種
　　イタヤガイ科 Pectenidae
キンチャクガイの一種（化石）
イタヤガイ  
　　ウミギク科  Spondylidae
メンガイの一種
　　イタボガキ科  Ostreidae
シマガキ
ニセマガキ
　　ツキガイ科  Lucinidae
ウラキツキガイ
　　トマヤガイ科  Carditidae
クロフトマヤガイ
　　キクザル科  Chamidae
ケイトウガイ
シロザル
シラガザル
キクザル科不明
　　ザルガイ科  Cardiidae
リュウキュウザル 
カワラガイ
ハートガイ
　　シャコガイ科  Tridacnidae
シャゴウガイ
ヒメシャコガイ
ヒレシャコガイ
ナガジャコ
シャコガイ科不明  
　　バカガイ科 Mactridae
リュウキュウバカガイ
　　チドリマスオガイ科  Mesodesmatidea 
イソハマグリ
マミノコマスオ
　　ニッコウガイ科  Tellinidae  
リュウキュウシラトリ   
　　シオサザナミ科 Psammobiidae  
マスオガイ
リュウキュウマスオ  
　　シジミ科  Corbiculidae 
シレナシジミ
ヤマトシジミ？
　　マルスダレガイ科  Veneridae  
ヌノメガイ
アラスジケマンガイ
ホソスジイナミガイ
ユウカゲハマグリ
マルオミナエシ
オイノカガミ
イオウハマグリ
リュウキュウアサリ
スダレハマグリ
ハマグリ類似種
トュドュマリハマグリ  
ダテオキシジミ
アツシラオ    
　　ニオガイ科 Pholadidae
ニオガイ 
二枚貝印象化石
節足動物門  Arthropoda  
軟甲綱 Malacostraca 
カニ
　　有孔製品（腹足網Gastropoda）
サラサバテイ
ヤコウガイ

Japeuthria cingulata

Pleuroploca trapezium

Peristernia luchuana

Conus marmoreus

Conus litteratus

Conus ebraeus

Conus miliaris

Conus coronatus  

Conus vitulinus  

Conus magus  

Conus miles

Conus rattus 

Conus flavidus

Conus lividus

Conus pennaceus

Otopleura mitralis  

Siphonaria laciniosa  

Luchuphaedusa praeclara 

Cyclophorus turgidus turgidus 

Cipangopaludina chinensis laeta

Achatina fulica

Videnoida horiomphala horiomphala

Satsuma mercatoria mercatori

Satsuma  largillaierti

Acusta despecta despecta

Aegista elegantissima

Bradybaena circulus  

Heterocentrotus mammillatus (spine) 

Echinometra mathaei (spine)

Pollicipes mitella

Marginopora

Arca avellana

Barbatia lima

Barbatia virescens

Anadara antiquata

Tegillarca granosa

Glycymeris reevei

Modiolus auriculatus

Pinctada panasesae

Isognomon pernum sp.

Decatopecten striatu

Pecten albicans

Spondylus sp.

Crasostrea lineata

Crasostrea echinata

Codakia paytenorum

Cardita variegata

Chama dunkeri

Chama brassica

Chama aspersa

Acrosterigma flava

Fragum unedo

Lunulicardia hemicardium

Hippopus hippopus

Tridacna crocea

Tridacna squamosa

Tridacna noae

Mactra maculata

Atactodea striata

Quidnipagus palatum

Psammotaea elongata

Asaphis violascens

Geloina erosa

Corbicula Japonica?

Pteriglypta ｐuerpera 

Gafrarium tumidum

Gafrarium pectinatum

Pitar citrinum

Lioconcha castrensis

Dosinia histrio

Pitar sulfreum

Tapes literatus

Katelysia japonica

Meretrix sp. 

Meretrix sp.

Cyclina sinensis

Barnea manilensis

Trochus niloticus

Turbo marmoratus

生息場所類型 生息場所類型

第35表　貝類遺体の分類と生息場所類型２ 番号は図版113～115と一致

3：干瀬（Ⅰにのみ適用）
4：礁斜面

0：潮間帯上部（Ⅰではノッチ、Ⅲではマングローブ）
1：潮間帯中・下部
2：亜潮間帯上縁部（Ⅰではイノー）

5：止水

8：林縁部
9：開放地

Ⅰ：外洋・サンゴ礁域
Ⅱ：内湾・転石域
Ⅲ：河口干潟・マングローブ域

Ⅳ：淡水域

Ⅴ：陸域

ａ：岩板
ｂ：転石
ｃ：岩礫底／砂泥底／砂底
ｄ：マングローブ植物上
ｅ：淡水の流入する礫底

外洋～内洋 水深 底質

第 3章　調査の方法と成果

26　貝類遺体（第 35表、第 117 ～ 119 図、図版 112 ～ 115）

　本調査地区より出土した貝類遺体は、腹足網（巻貝）35 科 96 種、斧足網（二枚貝）20 科 51 種などが確認され
ている（第 35 表）。また第 117 図・第 118 図については、それぞれの個体数が全体の 1.3％未満の種をその他とし
て総称した。
　最小個体数の特定は、以下の方法で行った。

①巻貝
完形（全体の様相が確認でき、かつ僅かな欠けであれば完形とする）と殻頂部の確認されるものとを合計した点数
を最小個体数として扱う。なお、検出が破片のみである場合にはすべて 1個体として扱うこととする。
②二枚貝
左右に分類し、それぞれの完形・殻頂を合計した点数の多い方を最小個体数として扱う。また、巻貝と同様に破片の
みの場合には 1個体として扱っている。

第 5節　出土遺物（貝類遺体）
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Ⅰ-1-ａ

Ⅰ-0-ａ

Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-4-ａ
Ⅰ-4-ａ
Ⅱ-1-ｂ

Ⅰ-4-ａ
Ⅰ-4-ａ
Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-2-ａ
Ⅱ-1-b
Ⅱ-1-b

Ⅰ-0-ａ
Ⅰ-1-ａ
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-ｂ

Ⅰ-2-ｃ
Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-0
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b

Ⅰ-1-b

Ⅱ-1-ｃ
Ⅲ-1-ｃ

Ⅳ-5

Ⅲ-0-ｂ
Ⅲ-1-ｃ
Ⅲ-1-ｃ
Ⅲ-1-ｃ

Ⅰ-0-ａ

Ⅱ-2-ｃ

Ⅰ-2-ｃ
Ⅰ-2-ｃ
Ⅰ-2-ｃ

Ⅱ-2-ｃ

Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-１-ａ

Ⅰ-2-ａ

Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-2-ａ
Ⅱ-2-ｂ
Ⅰ-1-ａ
Ⅰ-1-ａ
Ⅰ-1-ａ
Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-2-ａ

Ⅰ-2-ｃ
Ⅰ-2-ｃ
Ⅱ-2-ｃ

Ⅰ-2-ｃ

Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-4-ａ

Ⅰ-2-ａ
Ⅰ-1-ｂ
Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-3-ａ
Ⅰ-3-ａ

Ⅰ-2-ａ

Ⅱ-2-ｄ

Ⅰ-2-ｃ

Ⅰ-1-ａ

　　　軟体動物門  Mollusca
　　　多板綱  Polyplacophora
　　ヒザラガイ科  Chitonidae 
ヒザラガイ類
　　　腹足綱  Gastropoda
　　ユキノカサガイ科  Lottiidae
リュウキュウウノアシ
　　ニシキウスガイ科  Trochidae
ニシキウズ
ムラサキウズ
ギンタカハマ
サラサバテイ
オキナワイシダタミ
　　リュウテン科  Trubinidae
ヤコウガイ
ヤコウガイの蓋
チョウセンサザエ
チョウセンサザエの蓋
コシダカサザエ
カンギク
カンギクの蓋
　　アマオブネガイ科  Neritidae
イシダタミアマオブネ
マングローブアマガイ
マルアマオブネ
アマオブネガイ
　　オニノツノガイ科  Cerithiidae
オニノツノガイ
コオニノツノガイ
カヤノミカニモリ
イワカニモリ
クワノミカニモリ
　　ゴマフニナ科  Planaxidae
ゴマフニナ
　　ウミニナ科 Batillariidae
リュウキュウウミニナ
イボウミニナ
　　トウガタカワニナ科 Thiaridae
スグカワニナ
　　フトヘナタリ科 Potamididae
フトヘナタリ
ヘナタリ
カワアイ
マドモチウミニナ
　　タマキビ科  Littorinidae
イボタマキビ
　　ソデボラ科  Strombidae
オハグロガイ   

ネジマガキ 
マガキガイ 
クモガイ
　　トンボガイ科 Terebellum
トンボガイ 
　　スズメガイ科 Hipponicidae
アツキクスズメ
カワチドリ
スズメガイ
　　ムカデガイ科  Vermetidae
ヘビガイ類 
　　タカラガイ科  Cypraeidae
ヤクシマダカラ
ヒメホシダカラ
ホシキヌタ
ナツメモドキ
ウスムラサキ（リュウキュウ）ダカラ
コモンダカラ
ハナビラダカラ
キイロダカラ
ハナマルユキ
チドリダカラ
　　タマガイ科  Naticidae
トミガイ
リスガイ
トラダマ
　　ヤツシロガイ科  Tonnidae
イワカワトキワガイ
　　フジツガイ科  Ranellidae
シオボラ
ホラガイ
フジツガイ科不明
　　アッキガイ科  Muricidae
ガンゼキボラ
ウネレイシダマシ
ムラサキイガレイシ
ツノレイシ
シラクモガイ 
　　オニコブシ科  Vasidea
コオニコブシ
　　フトコロガイ科  Columbellidea
フトコロガイ
　　ムシロガイ科 Nassariidae
カニノテムシロ
アツムシロ 
　　エゾバイ科  Buccinidae
ノシガイ   

Acanthopleura sp.

Patelloida saccharina

Trochus maculatus

Trochus stellatus

Trochus pyramis

Trochus niloticus

Monodonta labio

Turbo marmoratus

Turbo argyrostomus

Turbo stenogyrum

Lunella coronata granurata

Nerita helicinoides

Nerita undulata

Nerita  Squamulata

Nerita albicilla

Cerithium modulosum

Cerithium columnum

Clypeomorus bifasciata

Clypeomorus batillariaeformis

Clypeomorus chemnitziana

Planaxis sulcatus

Batillaria flectosiphonata

Batillaria zonalis

Thiaria uniformis

Cerithidea rhizophorarum

Cerithideopsilla cingulata

Cerithideopsilla djadjariensis

Terebralia sulcata

Nodilittorina trochoides 

Strombus urceus

Strombus gibberulus

Strombus luhuanus

Lambis Lambis 

Terebellum terebellum 

Hipponix acuta

Hipponix foliacea

Hipponix trigona

"Serplorbis" sp.

Cypraea arabica

Cypraea lynx

Cypraea vitellus

Cypraea errones 

Cypraea pallidula

Cypraea erosa

Cypraea annulus

Cypraea moneta

Cypraea caputserupentis

Cypraea cicercula

Polinices tumidus

Polinices melanostomus

Natica vitellus

Melea pomum

Cymatium muricinum

Charonia tritonis

Chicoreus brunneus

Cronia margariticola

Drupa morum

Mancinella tuberosa

Mancinella hippocastanum

Vasum turbinellum

Euplica vesicolor

Nassarius pullus

Nassarius semisulcatus

Pusiostoma mendricaria

生息場所類型 生息場所類型

第35表　貝類遺体の分類と生息場所類型１ 番号は図版112・113と一致
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第 3章　調査の方法と成果

第 119図　生息場所類型組成

第 118図　層別検出状況

第 117図　種別検出状況

Ⅰ-0・1　外洋・サンゴ礁域 /潮間帯
Ⅰ-4　外洋・サンゴ礁域 /礁斜面
V　陸地

Ⅰ-2　外洋・サンゴ礁域 /潮間帯
Ⅱ　内湾・転石地域

Ⅰ-3　外洋・サンゴ礁域 /干瀬
Ⅲ　河口干潟・マングローブ域
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図版 112　貝類遺体 1　巻貝　（番号は表と一致）

第５節　出土遺物（貝類遺体）
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第 3章　調査の方法と成果

第 119図　生息場所類型組成

第 118図　層別検出状況

第 117図　種別検出状況

Ⅰ-0・1　外洋・サンゴ礁域 /潮間帯
Ⅰ-4　外洋・サンゴ礁域 /礁斜面
V　陸地

Ⅰ-2　外洋・サンゴ礁域 /潮間帯
Ⅱ　内湾・転石地域

Ⅰ-3　外洋・サンゴ礁域 /干瀬
Ⅲ　河口干潟・マングローブ域
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カンギク
イワカニモリ
ヤコウガイの蓋
アラスジケマンガイ
カンギクの蓋
オキナワヤマタニシ
チョウセンサザエ
マガキガイ
シレナシジミ
ハマグリ類似種　
その他

ハマグリ類似種　1.3％

その他
15.0％

カンギク
42.5％

シレナシジミ　1.6％

マガキガイ　2.0％

チョウセンサザエ　2.3％

オキナワヤマタニシ　3.2％

カンギクの蓋　7.0％

アラスジケマンガイ　7.1％
ヤコウガイの蓋　8.0％

イワカニモリ 10.0％
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図版 112　貝類遺体 1　巻貝　（番号は表と一致）

第５節　出土遺物（貝類遺体）
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図版 113　貝類遺体 2　巻貝　（番号は表と一致）

第 3章　調査の方法と成果

図版 114　貝類遺体 3　二枚貝（番号は表と一致）
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図版 113　貝類遺体 2　巻貝　（番号は表と一致）

第 3章　調査の方法と成果

図版 114　貝類遺体 3　二枚貝（番号は表と一致）
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図版 115　貝類遺体 4　上：二枚貝・カニ　下：有孔製品（番号は表と一致）

第 3章　調査の方法と成果

27　脊椎動物遺体　（第 36～ 44 表、第 120 ～ 123 図、図版 116 ～ 121）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浦添市教育委員会　菅原広史

　本節では調査で出土した動物骨（脊椎動物遺体）についての分析結果の報告を記載する。様々な種類の遺物が
多量に出土する中において、動物骨も他に劣らない量が出土している様子が調査現場においても見てとる事が出
来た。脊椎動物遺体の大半は首里城において消費された食料の残渣であると考えられることから、当時の食性を
直接的に反映しているものとして重要な遺物に位置づけられる。これまでも首里城の各地区の調査地点から多量
の動物骨が出土しており、本調査区も例外ではない。加えて、「御内原」という空間の特性から、これらの動物
を利用していた人々が国王ないしその一族である可能性も有ることから、当時の社会における最上位層の食生活
を推定し、復元に繋げる事のできる資料であると思われる。
　そこで本稿では、まず今次調査における脊椎動物遺体について種同定を中心とする分析と出土様相の記載を行
い、それらのデータを基に、これまで御内原地区を含めた首里城各地区の調査で報告された脊椎動物遺体を比較
に用いながら、御内原ないし首里城における脊椎動物利用の様相について考察を行いたい。

１．脊椎動物遺体の概要
　今次調査で出土した動物骨の取り扱いは大きく 2つに分けられる。第一は他の遺物と同様、発掘調査現場に
おいて人力による掘り下げ・遺構精査作業中に目視で出土が確認されたものを、各グリッド・層位ごとのまとま
りで取り上げているもの（ピックアップ資料＝ PU資料）で、これらは全て水洗の後、個々の資料に地点・層位
を注記している。もう一つは、調査地点の一部の覆土を土壌ごと採集し、乾燥させた後、篩掛を行い動物骨のみ
を抽出したもの（篩別資料）である。篩は大小 2種類の５㎜および３㎜のメッシュを用いており、それぞれま
とめたものが前者でコンテナ約 2箱・後者で約 1箱分の量が得られている。

２．分析方法
　出土した脊椎動物遺体の分析は種同定、骨長計測、計数・組成分析を主な作業内容として実施した。
　種同定は現生動物の骨格標本との形態比較を基本とした方法で行い、標本との比較が困難であるものについて
は、沖縄県ないし県内市町村の刊行した発掘調査報告書その他の図版等を参考として用いた。比較に用いた現生
標本は筆者が個人的に所蔵する資料を用い、一部で沖縄県立埋蔵文化財センターの所蔵資料を参照した。作業は
出土した動物骨全体を概観したのち、魚骨と獣骨（鳥類・爬虫類・哺乳類）とに分類し、それぞれ分析対象を検
討した。魚類以外はそれ程、出土量が多くないことから、残存状況によらず可能な限り種同定を試みることとし
た。一方で、魚骨は非常に多くの量が採集されており、分析時間等の制約からも、分析対象を絞らざるを得なかっ
た。PU資料は単体を種同定の対象とし、篩別資料についてはグリッド・層位別にまとめられた資料群から一部
を抜き出して分析の対象としている。また、種同定に用いる部位を主上顎骨・前上顎骨・歯骨・角骨・方骨を基
本的な対象とし、分類群により必要に応じて擬鎖骨・舌顎骨・口蓋骨・上咽頭骨・下咽頭骨・腹椎・尾椎・棘な
どを加えた。
　なお、観察の結果、欠損等により同定が困難な資料については「同定不可」、複数の分類群間で類似した形態
を持つためいずれに比定されるのか判断を先送りにしたものを「保留」、比較した現生標本のいずれとも合致し
ない資料については「未同定」として記載している。
　骨長計測は、魚類ではクロダイ属・フエフキダイ科・ベラ科・ブダイ科の前上顎骨・歯骨・咽頭骨・椎骨につ
いて行い、鳥類・哺乳類では対象部位・計測位置ともにDriecsh1976 に従った。ただし、イノシシ / ブタ類の
中手骨及び中足骨の遠位端が未癒合で脱落しているものについては、癒合面と近位端面それぞれの中心部を結ん
だ長さを「残存長」として計測し、一覧表へと記載している。
　また、最小個体数は基本的に「科」ごとのまとまりで算出する事を基本としたが、科以下への細分可能な一部
の魚骨の分類群では、属あるいは種ごとに個体数を算出し、それらの合計が科全体で算出した個体数を超えてい
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第 3章　調査の方法と成果

る場合は属ごとの算出数を採用する事とした。

３．種同定結果についての記載
　上記分析方法に基づく種同定により、本資料中からは魚類 35群、爬虫類 1群、鳥類 2群、哺乳類 4群の分類
群が得られた。以下には検出された主な分類群ごとの特徴と出土様相について記載してゆく。ただし、紙幅の都
合上一部の分類群については記載を省略している点は、ご了承願いたい。

（１）魚類
・カマス属
　歯骨に加え、椎骨が特徴的で同定が比較的容易な一群である。
・ハタ科
　ハタ科は主に前上顎骨と歯骨の持つ歯列形状の違いから「マハタ型」と「スジアラ型」に分類がなされること
が多く、本資料中からも両者が同定されており、約 8割程度がマハタ型に比定される。それ以外の部位では主
上顎骨・角骨・方骨・擬鎖骨などを同定対象とするが、これらの部位は細別が難しいことからハタ科として一括
している。琉球列島の遺跡から出土する魚類の内ではよく見られる分類群の一つで、今回の資料中から同定され
た分類群別の同定数でも上位に位置づけられる。
　また、ハタ科の椎骨は腹椎で比較的特徴的な形態を有しているが、尾椎では他の魚種との類似性が高い事があ
るため、それらとハタ科との判別が難しいことが多い。そのため、ハタ科に比定される可能性は高いが断定しが
たい資料について「ハタ型」として分類している。
・クロダイ属／ヘダイ
　比較的同定数が得られている分類群の一つで、前上顎骨や歯骨に概ね均等サイズの球状の歯を多数持つことが
特徴である。また、その歯の 1か所が大きく発達しているものについては、ヘダイに同定できる。
・アジ科
　ギンガメアジなどに代表される大型のアジ科とメアジなどに代表される小型のアジ科が共に同定されている。
特に小型のアジ科については前上顎骨と椎骨が篩別資料中から検出されており、同定数も大型のものを上回って
いる状況である。大型と小型はいずれも同一のアジ科に属するが、骨のサイズや形状など大きく異なるものであ
るため、判別は容易である。
・フエフキダイ科
　本分類群は主上顎骨・前上顎骨・歯骨・角骨・方骨・口蓋骨・腹椎などが主な同定部位である。この内、前上
顎骨の形態分類によりヨコシマクロダイ属・メイチダイ属・フエフキダイ属の 3属への細分が可能である。そ
のため前上顎骨以外の部位も上記 3属が混在するものと考えられるが、一部の部位でヨコシマクロダイと同定
する以外は基本的にフエフキダイ科として一括して分類した。
　ヨコシマクロダイ属は前上顎骨・歯骨が他に比べて大きな歯を持つなどの特徴からヨコシマクロダイに同定が
可能である。メイチダイ属は前上顎骨がフエフキダイ科の特徴的な形状を有するが、前上顎骨長が著しく短いこ
とから同定が容易である。両者とも同定数としては本科の中でも少数ながら出土する分類群に位置づけられる。
　そして本科の中あるいは魚類全体的にみても組成の多くを占める分類群の一つがフエフキダイ属である。前上
顎骨及び口蓋骨の形状が特徴的であることから本属への分類は比較的容易であるが、前上顎骨歯列形状などの比
較検討から更なる分類が可能とされており（樋泉・名島 2009）、本分析においてもこれに従い、「ハマフエフキ
型」「アマミフエフキ型」へと細分している。前者は歯列が口腔内側へ捩じれて並ぶ点、後者は比較的直線的に
並ぶ点で区分される。出土資料を観察しているとこの特徴が明確であるものが見られる一方で、微妙に異なる形
状を有する骨も散見される。主に「ハマフエフキ型」に分類した資料中にはこのようなバリエーションが多く見
られ、別種が存在する可能性や「ハマフエフキ」の加齢等による個体変化である可能性など様々考えられること
から、現時点ではハマフエフキの現生標本近似骨として「ハマフエフキ型」に分類している。なお、歯列が欠損
している前上顎骨について細分は行わずフエフキダイ科に一括して記載した。
・ベラ科
　前上顎骨および歯骨が本群を構成する主要部位であり、それ以外に主上顎骨・角骨・方骨・咽頭骨・椎骨が同
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第36表　脊椎動物遺体出土分類群一覧
軟骨魚綱
　　　　　サメ類
　　　　　エイ類
硬骨魚綱
　　　　　ウツボ科

アナゴ科
ボラ科
サヨリ科
トビウオ科
ダツ科
コチ科
カマス属
ハタ科マハタ型
ハタ科スジアラ型
イトヒキアジ属
ギンガメアジ属
メアジ近似種
シイラ属 
コショウダイ類
フエダイ科
ヘダイ
クロダイ属
タイ科
ヨコシマクロダイ
メイチダイ属
フエフキダイ属ハマフエフキ型
フエフキダイ属アマミフエフキ型
フエフキダイ属
ベラ科シロクラベラ型
ベラ科タキベラ型
ベラ科キツネベラ型
ベラ科（A）
ベラ科（B）
ベラ科（その他）
ベラ科
ブダイ属 /ミゾレブダイ属
イロブダイ属
アオブダイ属
スマ
カツオ
ニザダイ科
アイゴ属
モンガラカワハギ科
ハリセンボン科

爬虫綱
ヘビ類

鳥綱
ニワトリ

哺乳綱
ネズミ科
イノシシ /ブタ
ヤギ
ウシ
ヒト

Chondrichthyes
Lamniformes
Rajiformes

Osteichthyes
Muraenidae
Congridae
Mugilidae
Hemiramphidae
Exocoetidae
Belonidae
Platycephalidae
Sphyraena sp.
Serranidae cf. Epinephelus 
Serranidae cf. Plectropomus
Alectis sp.
Caranx sp.
Carangidae cf. Selar crumenophthalmus
Coryphaena sp.
Plectorhynchus
Kyphosidae
Sparus sarb
Acanthopagrus sp.
Sparidae
Monotaxis grondoculis
Gymnocranius sp. 
Lethrinus cf. L.nebulosus
Lethrinus cf. L.amamiensis 
Lethrinus
Labridae cf. Choerodon shoenleinii
Labridae cf. Bodianus perditio
Labridae cf. Bodianus bilunulatus
Labridae（A）
Labridae（B）
Labridae（others） 
Labridae 
Calotomus/Leptoscarus
Bolbometopon
Scarus sp.
Euthynnus affinis
Katuwonus pelamis
Acanthuridae
Siganus sp.
Balistidae
Diodontidae

Reptilia
Ophidia

Aves
Galus galus

Mammalia
Muridae
Sus scrofa / S.scrofa ver. domesticus
Capra hircus
Bos taurus
Homo sapiens
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たい資料について「ハタ型」として分類している。
・クロダイ属／ヘダイ
　比較的同定数が得られている分類群の一つで、前上顎骨や歯骨に概ね均等サイズの球状の歯を多数持つことが
特徴である。また、その歯の 1か所が大きく発達しているものについては、ヘダイに同定できる。
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特に小型のアジ科については前上顎骨と椎骨が篩別資料中から検出されており、同定数も大型のものを上回って
いる状況である。大型と小型はいずれも同一のアジ科に属するが、骨のサイズや形状など大きく異なるものであ
るため、判別は容易である。
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　本分類群は主上顎骨・前上顎骨・歯骨・角骨・方骨・口蓋骨・腹椎などが主な同定部位である。この内、前上
顎骨の形態分類によりヨコシマクロダイ属・メイチダイ属・フエフキダイ属の 3属への細分が可能である。そ
のため前上顎骨以外の部位も上記 3属が混在するものと考えられるが、一部の部位でヨコシマクロダイと同定
する以外は基本的にフエフキダイ科として一括して分類した。
　ヨコシマクロダイ属は前上顎骨・歯骨が他に比べて大きな歯を持つなどの特徴からヨコシマクロダイに同定が
可能である。メイチダイ属は前上顎骨がフエフキダイ科の特徴的な形状を有するが、前上顎骨長が著しく短いこ
とから同定が容易である。両者とも同定数としては本科の中でも少数ながら出土する分類群に位置づけられる。
　そして本科の中あるいは魚類全体的にみても組成の多くを占める分類群の一つがフエフキダイ属である。前上
顎骨及び口蓋骨の形状が特徴的であることから本属への分類は比較的容易であるが、前上顎骨歯列形状などの比
較検討から更なる分類が可能とされており（樋泉・名島 2009）、本分析においてもこれに従い、「ハマフエフキ
型」「アマミフエフキ型」へと細分している。前者は歯列が口腔内側へ捩じれて並ぶ点、後者は比較的直線的に
並ぶ点で区分される。出土資料を観察しているとこの特徴が明確であるものが見られる一方で、微妙に異なる形
状を有する骨も散見される。主に「ハマフエフキ型」に分類した資料中にはこのようなバリエーションが多く見
られ、別種が存在する可能性や「ハマフエフキ」の加齢等による個体変化である可能性など様々考えられること
から、現時点ではハマフエフキの現生標本近似骨として「ハマフエフキ型」に分類している。なお、歯列が欠損
している前上顎骨について細分は行わずフエフキダイ科に一括して記載した。
・ベラ科
　前上顎骨および歯骨が本群を構成する主要部位であり、それ以外に主上顎骨・角骨・方骨・咽頭骨・椎骨が同
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第36表　脊椎動物遺体出土分類群一覧
軟骨魚綱
　　　　　サメ類
　　　　　エイ類
硬骨魚綱
　　　　　ウツボ科

アナゴ科
ボラ科
サヨリ科
トビウオ科
ダツ科
コチ科
カマス属
ハタ科マハタ型
ハタ科スジアラ型
イトヒキアジ属
ギンガメアジ属
メアジ近似種
シイラ属 
コショウダイ類
フエダイ科
ヘダイ
クロダイ属
タイ科
ヨコシマクロダイ
メイチダイ属
フエフキダイ属ハマフエフキ型
フエフキダイ属アマミフエフキ型
フエフキダイ属
ベラ科シロクラベラ型
ベラ科タキベラ型
ベラ科キツネベラ型
ベラ科（A）
ベラ科（B）
ベラ科（その他）
ベラ科
ブダイ属 /ミゾレブダイ属
イロブダイ属
アオブダイ属
スマ
カツオ
ニザダイ科
アイゴ属
モンガラカワハギ科
ハリセンボン科

爬虫綱
ヘビ類

鳥綱
ニワトリ

哺乳綱
ネズミ科
イノシシ /ブタ
ヤギ
ウシ
ヒト

Chondrichthyes
Lamniformes
Rajiformes

Osteichthyes
Muraenidae
Congridae
Mugilidae
Hemiramphidae
Exocoetidae
Belonidae
Platycephalidae
Sphyraena sp.
Serranidae cf. Epinephelus 
Serranidae cf. Plectropomus
Alectis sp.
Caranx sp.
Carangidae cf. Selar crumenophthalmus
Coryphaena sp.
Plectorhynchus
Kyphosidae
Sparus sarb
Acanthopagrus sp.
Sparidae
Monotaxis grondoculis
Gymnocranius sp. 
Lethrinus cf. L.nebulosus
Lethrinus cf. L.amamiensis 
Lethrinus
Labridae cf. Choerodon shoenleinii
Labridae cf. Bodianus perditio
Labridae cf. Bodianus bilunulatus
Labridae（A）
Labridae（B）
Labridae（others） 
Labridae 
Calotomus/Leptoscarus
Bolbometopon
Scarus sp.
Euthynnus affinis
Katuwonus pelamis
Acanthuridae
Siganus sp.
Balistidae
Diodontidae

Reptilia
Ophidia

Aves
Galus galus

Mammalia
Muridae
Sus scrofa / S.scrofa ver. domesticus
Capra hircus
Bos taurus
Homo sapiens
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定される。本分類群は上下咽頭骨の歯列形状による細分が可能であり、本資料では「シロクラベラ型」「タキベラ型」
（金子 1996）などを始めとして６分類群を認識した。歯列形状の差が比較的明瞭であるため分類は可能である
ものの、多様な種が存在するベラ科のいずれの種に比定されるかは、現状では不明である。前上顎骨や歯骨など
についても個々に微小な形態差は観察されるが、咽頭骨ほど明瞭ではないことなどからベラ科として一括してい
る。ただし、「キツネベラ型」のみが、それ以外と比べ明確な区分が出来る形状であることから、独立した分類
群として設定している。
　細分類群別の出土数を比較するとシロクラベラ型で MNI=14、キツネベラ型で MNI=12 を示し、それ以外で
は 1 ～ 5 の数を示すことから上記 2 群が持込み対象として主要な位置を占めていたものを思われる。また、前
上顎骨・歯骨・咽頭骨などの計測値からベラ科を俯瞰すると、上記 2 分類群は比較的大型の個体を有する傾向
にあることから、他の分類群と比べて優先的な利用がなされていた可能性を指摘出来よう。
・ブダイ科
　本分析資料中の魚類の中で組成の最上位を占める分類群である。主に前上顎骨・歯骨・咽頭骨で明確な同定が
可能であるほか、主上顎骨・角骨・方骨・椎骨なども頻出する。また、本資料の内では、前上顎骨・歯骨・咽頭
骨の歯列の形状からブダイ属ないしミゾレブダイ属、イロブダイ属とアオブダイ属に分類が可能であり、その大
半はアオブダイ属に比定される。加えて、アオブダイ属の一群の上記三部位の形態を観察するといくつかのまと
まりに細分類する事が出来ると思われるが、本分析においては前上顎骨および歯骨によって A・B の 2 タイプを
判別している。前上顎骨では歯列面に対する柄状突起の角度により、角度の大きいものをアオブダイ属 A・鋭角
のものをアオブダイ属 B とし、歯骨では左右の癒合面の形状から A と B を類別している。両者の A と B は同一
の分類群として考えて良いと思われるが、それぞれがいずれの ｢種｣ に同定されるかどうかは現時点では検討不
足により未定である。なお、欠損等により両者の判別が困難である場合は「アオブダイ属」として記載している。
　アオブダイ属について部位別の同定数を比較すると前上顎骨および歯骨が多数を占め、次いで主上顎骨や角骨・
方骨が数の上では多い。一般的に、琉球列島の遺跡ではブダイ科を多量に出土する場合において咽頭骨が前上顎
骨・歯骨と共に大多数を占める事が通例であることからすると、本資料において咽頭骨の同定数が少ない点は留
意すべき事項である。
　また、ブダイ科中の属別の同定数をみると NISP および MNI ともにアオブダイ属が圧倒的多数を占める様子
が窺われる。アオブダイ属内の 2 分類群ではどちらかに偏ることのない状況であると言えよう。ここでもまた、
この二者に対する意識的な選択性を窺うことが出来る可能性があろう。
・ニザダイ科、アイゴ属
　両者ともに椎骨を中心に同定される分類群である。頭蓋周辺を構成する骨が脆い一方で椎骨は比較的頑強であ
る事が理由として挙げられる。そのため、同定数に比べて個体数が低く算出される傾向にあるものである。
・モンガラカワハギ科
　背鰭棘が特徴的であり、頑強な部位であることから検出された場合の残存状態は良いことが多く、この部位で
の同定は比較的容易である。
・未同定 A
　歯の無い前上顎骨および歯骨が検出されている資料で、そのサイズからは大型の個体であると推定される。こ
れまで首里城他地区や今帰仁城跡・勝連城跡などでも本分類群の魚骨の出土を確認しているが、これまで比較参
照した魚類のいずれとも異なる形態を有していることから、未同定と記載した。

（２）爬虫類
・ウミガメ類
　ごく僅かに背甲ないし腹甲の破片が同定されたのみであることから、何らかの形での利用は想起されるものの、
具体的な様相については本資料のみから窺う事は難しいと考えられる。

（３）鳥類
　鳥類の同定は筆者の検討不足と比較可能な現生標本がニワトリのみであったことなどから、ニワトリに比定で

きるもののみ分類を行い、それ以外の鳥類と判断される資料については「鳥類保留」として一括した。また、分
析対象資料も骨端の残存する長管骨を中心とし、頭蓋骨や椎骨・胸骨・寛骨などは破片資料であることもあり、
今回の分析では対象外とした。
・ニワトリ
　烏口骨・肩甲骨・上腕骨・橈骨・尺骨・手根中手骨・大腿骨・脛足根骨・足根中足骨を同定している。各部位
の同定数では、橈骨・手根中手骨・足根中手骨がそれ以外に比べやや少ないものの、全体的にみると、いずれか
の部位に極端に偏重している様相では無いものと言える。基本的には成鳥で構成され、完存する資料はそれほ
ど無く、骨端のみを残すもの、骨幹から骨端まで 2/3 程度を残すものなど、残存状態は様々である。また、約 1
割やや超える数の資料にはカットマークないしスパイラルフラクチャーが認められ、前者は特に薄手の刃物によ
る解体痕であろうと考えられる。
・鳥類保留
　標本と比較した結果、鳥類ではあるもののニワトリには比定されないと判断される資料が少数ながら検出され
た。主に骨端形状の違いや長さなどがニワトリのそれとは確実に異なると判断された。しかしながら、比較標本
を対照できなかったことから今回の報告において分類は保留し、「鳥類保留」として一括して表記した。「保留」
とした資料同士を観察していると、複数種が含まれるのではないかとの印象であるが、詳細については今後の課
題としておきたい。
・鳥類不明
骨幹等がある程度残存しておりニワトリの現生標本とも比較したものの判断に窮した資料および骨端など形態比
較の要素が欠損により十分観察できなかった資料、また骨端が未癒合で脱落している幼鳥については同定が困難
であるため「不明」として記載した。

（４）哺乳類
　本調査区からの哺乳類の出土数は魚骨と比較すると極めて少数に留まる傾向と言えよう。哺乳類の骨とみられ
る細片は、イノシシ / ブタ類を中心に恐らく家畜類で構成されていると思われるが、詳細を窺う事は難しい資料
が多い。なお、同定は頭蓋骨や四肢骨を主要な対象とし、欠損している椎骨や肋骨などは対象外とした。
・イノシシ / ブタ
　頭蓋骨が全体的な形状を留めて残存してはいないものの、頭蓋破片や顎骨・遊離歯、主要四肢骨・指骨などを
概ね全身の部位が出土している。分析対象外とした資料の 1 群には、多数の肋骨が含まれているが、大きさな
どから考慮すると本分類群のものである可能性が高いと思われる。顎骨における歯の萌出状況や四肢骨などの骨
端が未癒合である状態が頻繁に見られることから、若齡の個体で多く占められる様子が窺える。
　首里城からはこれまで他の調査地区などからブタの出土が報告されている。本稿において本分類群は基本的に

「イノシシ / ブタ」として一括して記載しているが、これらがイノシシあるいはブタいずれと考えるかの検討は
重要な要素である。両者は頭蓋骨の形状や歯列の歪曲などが、比較的判断しやすい基準であるが、本資料中には
完存する頭蓋骨などの資料が無いため判別は困難である。一方で四肢の短化に伴う、四肢骨の長幅比も判断要素
の一つである。本資料を観察してみると、橈骨・尺骨・脛骨や基節骨などの一部は、イノシシ標本を基準として
みた場合に骨幹幅に比して著しく骨長の短いものが見受けられ、これらをブタ標本と比較すると概ね近似してお
り、「ブタ」と判断して差し支えないと考えられることから、一覧表中の備考にその旨を記載した。ただし一方
ではイノシシ標本と形態的な隔たりがそれ程無いものも認められる。ブタの形態を持つ一群に対して、これらが
ヒトの飼育環境下にあったイノシシ形態を保つ個体群であった可能性が考えられるが、野生のイノシシが持ち込
まれている可能性も否定できるものではない。これについて形態観察からの判別が可能であるか、また、中間的
な形状を呈するものの分類などについては今後の検討課題である。
・ウシ
　遊離歯や上腕骨・尺骨・中足骨・指骨がわずかながら同定されたのみである。哺乳類の中においてイノシシ /
ブタがそれなりの同定標本数を持つのに比べてもはるかに少ない数である。首里城の他地区において出土する動
物の分類群としては珍しいものではないことからすると、他地区と異なる人為的要因の関連性が示唆される。
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定される。本分類群は上下咽頭骨の歯列形状による細分が可能であり、本資料では「シロクラベラ型」「タキベラ型」
（金子 1996）などを始めとして６分類群を認識した。歯列形状の差が比較的明瞭であるため分類は可能である
ものの、多様な種が存在するベラ科のいずれの種に比定されるかは、現状では不明である。前上顎骨や歯骨など
についても個々に微小な形態差は観察されるが、咽頭骨ほど明瞭ではないことなどからベラ科として一括してい
る。ただし、「キツネベラ型」のみが、それ以外と比べ明確な区分が出来る形状であることから、独立した分類
群として設定している。
　細分類群別の出土数を比較するとシロクラベラ型で MNI=14、キツネベラ型で MNI=12 を示し、それ以外で
は 1 ～ 5 の数を示すことから上記 2 群が持込み対象として主要な位置を占めていたものを思われる。また、前
上顎骨・歯骨・咽頭骨などの計測値からベラ科を俯瞰すると、上記 2 分類群は比較的大型の個体を有する傾向
にあることから、他の分類群と比べて優先的な利用がなされていた可能性を指摘出来よう。
・ブダイ科
　本分析資料中の魚類の中で組成の最上位を占める分類群である。主に前上顎骨・歯骨・咽頭骨で明確な同定が
可能であるほか、主上顎骨・角骨・方骨・椎骨なども頻出する。また、本資料の内では、前上顎骨・歯骨・咽頭
骨の歯列の形状からブダイ属ないしミゾレブダイ属、イロブダイ属とアオブダイ属に分類が可能であり、その大
半はアオブダイ属に比定される。加えて、アオブダイ属の一群の上記三部位の形態を観察するといくつかのまと
まりに細分類する事が出来ると思われるが、本分析においては前上顎骨および歯骨によって A・B の 2 タイプを
判別している。前上顎骨では歯列面に対する柄状突起の角度により、角度の大きいものをアオブダイ属 A・鋭角
のものをアオブダイ属 B とし、歯骨では左右の癒合面の形状から A と B を類別している。両者の A と B は同一
の分類群として考えて良いと思われるが、それぞれがいずれの ｢種｣ に同定されるかどうかは現時点では検討不
足により未定である。なお、欠損等により両者の判別が困難である場合は「アオブダイ属」として記載している。
　アオブダイ属について部位別の同定数を比較すると前上顎骨および歯骨が多数を占め、次いで主上顎骨や角骨・
方骨が数の上では多い。一般的に、琉球列島の遺跡ではブダイ科を多量に出土する場合において咽頭骨が前上顎
骨・歯骨と共に大多数を占める事が通例であることからすると、本資料において咽頭骨の同定数が少ない点は留
意すべき事項である。
　また、ブダイ科中の属別の同定数をみると NISP および MNI ともにアオブダイ属が圧倒的多数を占める様子
が窺われる。アオブダイ属内の 2 分類群ではどちらかに偏ることのない状況であると言えよう。ここでもまた、
この二者に対する意識的な選択性を窺うことが出来る可能性があろう。
・ニザダイ科、アイゴ属
　両者ともに椎骨を中心に同定される分類群である。頭蓋周辺を構成する骨が脆い一方で椎骨は比較的頑強であ
る事が理由として挙げられる。そのため、同定数に比べて個体数が低く算出される傾向にあるものである。
・モンガラカワハギ科
　背鰭棘が特徴的であり、頑強な部位であることから検出された場合の残存状態は良いことが多く、この部位で
の同定は比較的容易である。
・未同定 A
　歯の無い前上顎骨および歯骨が検出されている資料で、そのサイズからは大型の個体であると推定される。こ
れまで首里城他地区や今帰仁城跡・勝連城跡などでも本分類群の魚骨の出土を確認しているが、これまで比較参
照した魚類のいずれとも異なる形態を有していることから、未同定と記載した。

（２）爬虫類
・ウミガメ類
　ごく僅かに背甲ないし腹甲の破片が同定されたのみであることから、何らかの形での利用は想起されるものの、
具体的な様相については本資料のみから窺う事は難しいと考えられる。

（３）鳥類
　鳥類の同定は筆者の検討不足と比較可能な現生標本がニワトリのみであったことなどから、ニワトリに比定で

きるもののみ分類を行い、それ以外の鳥類と判断される資料については「鳥類保留」として一括した。また、分
析対象資料も骨端の残存する長管骨を中心とし、頭蓋骨や椎骨・胸骨・寛骨などは破片資料であることもあり、
今回の分析では対象外とした。
・ニワトリ
　烏口骨・肩甲骨・上腕骨・橈骨・尺骨・手根中手骨・大腿骨・脛足根骨・足根中足骨を同定している。各部位
の同定数では、橈骨・手根中手骨・足根中手骨がそれ以外に比べやや少ないものの、全体的にみると、いずれか
の部位に極端に偏重している様相では無いものと言える。基本的には成鳥で構成され、完存する資料はそれほ
ど無く、骨端のみを残すもの、骨幹から骨端まで 2/3 程度を残すものなど、残存状態は様々である。また、約 1
割やや超える数の資料にはカットマークないしスパイラルフラクチャーが認められ、前者は特に薄手の刃物によ
る解体痕であろうと考えられる。
・鳥類保留
　標本と比較した結果、鳥類ではあるもののニワトリには比定されないと判断される資料が少数ながら検出され
た。主に骨端形状の違いや長さなどがニワトリのそれとは確実に異なると判断された。しかしながら、比較標本
を対照できなかったことから今回の報告において分類は保留し、「鳥類保留」として一括して表記した。「保留」
とした資料同士を観察していると、複数種が含まれるのではないかとの印象であるが、詳細については今後の課
題としておきたい。
・鳥類不明
骨幹等がある程度残存しておりニワトリの現生標本とも比較したものの判断に窮した資料および骨端など形態比
較の要素が欠損により十分観察できなかった資料、また骨端が未癒合で脱落している幼鳥については同定が困難
であるため「不明」として記載した。

（４）哺乳類
　本調査区からの哺乳類の出土数は魚骨と比較すると極めて少数に留まる傾向と言えよう。哺乳類の骨とみられ
る細片は、イノシシ / ブタ類を中心に恐らく家畜類で構成されていると思われるが、詳細を窺う事は難しい資料
が多い。なお、同定は頭蓋骨や四肢骨を主要な対象とし、欠損している椎骨や肋骨などは対象外とした。
・イノシシ / ブタ
　頭蓋骨が全体的な形状を留めて残存してはいないものの、頭蓋破片や顎骨・遊離歯、主要四肢骨・指骨などを
概ね全身の部位が出土している。分析対象外とした資料の 1 群には、多数の肋骨が含まれているが、大きさな
どから考慮すると本分類群のものである可能性が高いと思われる。顎骨における歯の萌出状況や四肢骨などの骨
端が未癒合である状態が頻繁に見られることから、若齡の個体で多く占められる様子が窺える。
　首里城からはこれまで他の調査地区などからブタの出土が報告されている。本稿において本分類群は基本的に

「イノシシ / ブタ」として一括して記載しているが、これらがイノシシあるいはブタいずれと考えるかの検討は
重要な要素である。両者は頭蓋骨の形状や歯列の歪曲などが、比較的判断しやすい基準であるが、本資料中には
完存する頭蓋骨などの資料が無いため判別は困難である。一方で四肢の短化に伴う、四肢骨の長幅比も判断要素
の一つである。本資料を観察してみると、橈骨・尺骨・脛骨や基節骨などの一部は、イノシシ標本を基準として
みた場合に骨幹幅に比して著しく骨長の短いものが見受けられ、これらをブタ標本と比較すると概ね近似してお
り、「ブタ」と判断して差し支えないと考えられることから、一覧表中の備考にその旨を記載した。ただし一方
ではイノシシ標本と形態的な隔たりがそれ程無いものも認められる。ブタの形態を持つ一群に対して、これらが
ヒトの飼育環境下にあったイノシシ形態を保つ個体群であった可能性が考えられるが、野生のイノシシが持ち込
まれている可能性も否定できるものではない。これについて形態観察からの判別が可能であるか、また、中間的
な形状を呈するものの分類などについては今後の検討課題である。
・ウシ
　遊離歯や上腕骨・尺骨・中足骨・指骨がわずかながら同定されたのみである。哺乳類の中においてイノシシ /
ブタがそれなりの同定標本数を持つのに比べてもはるかに少ない数である。首里城の他地区において出土する動
物の分類群としては珍しいものではないことからすると、他地区と異なる人為的要因の関連性が示唆される。
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第 3章　調査の方法と成果

　なお、同定対象とはしなかったが、分析資料中には大型哺乳類のものと思われる四肢骨や肋骨などが出土して
おり、ほとんどが破片であることから同定は見送ったが、大半は本群に属するものではないかと想定している。
・ヒト
　他の獣骨類に混じりヒトの基節骨が 1 点同定されている。近位端および遠位端が欠損しているものの、その
長さからは手指のものであると考えられる。骨の表面も風化しており、形態的な詳細に言及する事は難しい。ま
た、A-6 層から出土していることから 16 世紀代のものと考えられるが、これ以外には同定されていないためど
の様な経緯でヒトの骨が埋没したのかは、検討を要する。

４．出土分類群の組成分析
（１）脊椎動物遺体の全体組成について
　上記の同定結果に基づく本次調査の脊椎動物遺体分類群組成の特徴を窺うと、まず第 1 に魚骨の占める割合
が非常に高い点が挙げられる。本分析の対象とした全資料の同定標本数 NISP（n=3888）及び最小個体数 MNI

（n=776）は共に魚類が 9 割以上を占めており、残り 1 割以下の分量中で鳥類と哺乳類が約半数ずつを分ける（第
120 図）。NISP による各層位ごとの組成比率を見ると、いくつかの層位における組成で哺乳類あるいは鳥類が
比較的大きな組成率を占める場合が見られるが、これらは分析の母数が少ないことから傾向を窺う資料としては
不適である。これを踏まえると、基本的に脊椎動物遺体の分類群組成は魚類が主体を占めると言うことができる。
今回の分析に際して、対象外とした鳥類や哺乳類の破片資料や未分析の篩別魚骨資料も出土資料としては存在す
ることから、それぞれの分類群の組成率の数値としては誤差が含まれると考えられるが、大多数が魚骨で構成さ
れる傾向は疑いの無いものである。
　沖縄諸島のグスク時代以降に比定される遺跡の脊椎動物遺体の出土組成の傾向としては、家畜類を中心とする
哺乳類と魚類とで組成の多くを占める事例を窺うことができ、特定の分類群に大きく偏る組成は、「特徴的な」
様相であると位置づけられる。本調査区における上記の魚類優占傾向についても、何らかの要因に基づく意味合
いを有するものであると言えよう。首里城における他地区の調査報告を窺うと、本地区と同様に魚骨が多くを占
める事例が散見される。書院鎖之間地区や平成 21 年度に実施した「御内原北地区」などが代表的な例として挙
げられる。首里城各地区の出土動物遺体の分類群をみると、全体としては魚類・爬虫類・鳥類・哺乳類それぞれ
多様な分類群が検出されていることから、城内に持ち込まれた様々な動物の存在が窺われる。その状況を鑑みる
と、今次調査区から出土した動物遺体分類群における、魚類優占の傾向を呈する要因の一つとして、動物の持ち
込み形態の差を反映している可能性を考えることができる。特に本調査区である御内原地区は、国王とその一族
の居住空間として首里城の「最奥」に位置づけられることから、食用としての動物を持ち込む場合に、家畜類な
ど「大型」哺乳類は全身では無く、ある程度解体処理されたものであることは想像に難くない。上記の哺乳類出
土比率はこの様相を反映したものと推察される。また、哺乳類の分類群の内訳ではイノシシ / ブタ類が相対的に
多く、ウシが少ない。これも比較的小さなイノシシ類に対し、より大型のウシが骨を含んだ状態で持ち込まれた
機会が少ないものであった事を示唆するものではないかと考えられる。
　上記については、平成 21 年度調査の「御内原北地区」の脊椎動物遺体についても同様の傾向が得られており、
これを補完するものと言えよう。

（２）魚類組成について
　出土する動物群の大半を占める魚類では、その中においても分類群ごとの出土傾向を見て取る事ができる。ま
ず、出土魚骨全体を俯瞰すると、フエフキダイ科及びブダイ科が第一第二の優占群となることが分かる。ベラ科・
ハタ科がそれに次いで多くを出土することから、沖縄諸島における最も主要な出土魚類群が上位を占める典型的
な組成であると言うことができる。ただし、これら以外の分類群も少数であるとは言え、多様な魚類が検出され
る事については、御内原地区という空間における食性を考察する上で重要な要素である。また、今回の報告では
同定保留・未同定、あるいは未分析として掲載できなかった魚骨などを観察すると、本稿に記載した分類群とは
異なる分類群が複数含まれている事が窺えることから、持ち込まれている魚類の種数はより多彩な様相を示して
いたのであろうと思われる。これらの分類群の詳細については今後の課題として引き続き検討を重ねた上で、別

な機会に報告したいと考えている。
　魚類組成の第 1 位・第 2 位を占めるフエフキダイ科とブダイ科であるが、層位別にこれらの優占傾向を、同
定標本数の少ない層位を除いた A-4・A-6・A-7・A-9・B-2・B-12・B-15・B-16・B-18・造成層で観察すると、
いずれの層位においても概ね両者が第一・二の優占群を占めており、場合によってはそれにハタ科ないしベラ科
が同等程度あるいは次ぐ組成傾向も共通している。これら以外の要素では、組成図（第 123 図）中の「その他」
が占める比率が A-9・B-12・B-15・B-18 層中において他の層よりも高い傾向が指摘できる。これは当該層位の
出土資料中に篩別資料が含まれていることが要因と考えられる。そのため、御内原地区における魚骨の持ち込み
及び利用相のバリエーションとしては、これらの層位の組成傾向がより実態を反映しているものと推察できる。
即ち、魚類利用の主体をなすものは組成上位を占める 4 分類群であるが単独の分類群が圧倒的多数を占めるも
のではなく、またこれら以外の分類群も少なからず利用対象とされていたと考えられる。また、「その他」は篩
別資料において頻出していることから分かる通り、小型の魚種あるいは個体が多く含まれており、未分析資料の
同定結果を今後追加してゆく事で、上位を逆転する程ではないにせよ組成における比率を増加させてゆく可能性
も否定できない。
　平成 21 年度調査の「御内原北地区」の報告では、「シーリ遺構」中から食糧残滓として大小様々な魚類が検
出されており、明瞭な遺構に伴うものであることからも御内原地区における食性を直接的に反映したものと位置
づけられた。今次調査の魚骨資料は、それに比べて検出されている分類群数などは、少ないものの、概ねその結
果を追認するものではないかと思われる。
　魚類については部位別の組成についても言及できる。出土魚骨中には分析対象とはしていない頭蓋を構成する
部位・鰭棘などが多数含まれている。計数作業までに至っていないため、具体的な数を示す事は出来ないものの、
ある程度全身骨が含まれる解体されていない状態で御内原地区まで魚類が持ち込まれていたことが推定できる。
ただし、一方でブダイ科及びベラ科に焦点を当てると、留意すべき所見が得られる。両者は頑強な咽頭骨を持つ
ことから、咽頭骨が同分類群中の最多出土部位になることが珍しくない。ところが本資料中では、例えばアオブ
ダイ属の前上顎骨が左右合わせて 242 点に対して下咽頭骨は 26 点、ベラ科では前上顎骨が 112 点に対して下
咽頭骨 32 点と、大きく差が生じており、人為的な要因が介在した可能性を示唆していよう。ブダイ科とベラ科
の咽頭骨は、解体すると鰓に付随して抜き取られるものであることから、内臓を抜きつつ全身の骨が残存した状
態で個体が持ち込まれた、あるいは御内原地区に持ち込まれた後に解体された内臓が地区内に残されない形で搬
出された可能性などが推測できる。このような部位別の出土傾向による考察は他地区の出土資料ではこれまで行
われていないことから、今後、比較対照する事で上記所見の妥当性と共に首里城における魚類利用の実相に言及
できるものと思われる。

（３）魚骨の計測値について
　フエフキダイ科等を中心とした魚骨の主要な分類群については骨長計測を行っており、その結果について注視
すべき点の一つに、サイズの最大・最小値の差が挙げられると思われる。例えばフエフキダイ属の前上顎骨長
では最大値 52.9㎜・最小値 16.6㎜（平均 30.5㎜）と 3 倍以上の差が認められる。その他、ハタ科（マハタ型・
スジアラ型を含む）の歯骨高では最大値 26.8㎜・最小値 2.7㎜（平均 9.5㎜）、ベラ科（全類型を含む）下咽頭
骨では全幅最大値 67.3㎜・最小値 24.2㎜（平均 43.0㎜）、歯列面幅最大値 41.2㎜・最小値 16.0㎜（平均 28.1㎜）、
ブダイ科前上顎骨長では最大値 49.4㎜・最小値 11.9㎜（平均 27.6㎜）などと、それぞれの値間に相当の差が存
在していると言えよう。また、いずれも平均値は最大と最小の中間値よりもやや下回る傾向を見てとることがで
きる。加えて、計測対象としていないため明確な数値による比較はできないものの、主上顎骨や角骨等その他の
部位についても観察していると、同様の傾向が窺うことができる。
　骨長におけるこれ程のサイズ差は即ち、生体時の体長のサイズにも相当の差が存在していたものと考えられる。
骨長値差が、生体時のサイズ差をどの程度反映しているかについては、体長復元の方法を含めて詳細なデータが
必要とされることから本論では具体的な言及は避けるが、これらが前項で述べた通り解体されていない状態のも
のであったとすれば、最大・最小の個体では大きく印象の異なる存在だったことが想像に難くない。ここで考慮
すべきは、御内原に持ち込まれた主要な魚類のサイズについては、とりたてて基準等が設けられたものではなかっ
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第 3章　調査の方法と成果

　なお、同定対象とはしなかったが、分析資料中には大型哺乳類のものと思われる四肢骨や肋骨などが出土して
おり、ほとんどが破片であることから同定は見送ったが、大半は本群に属するものではないかと想定している。
・ヒト
　他の獣骨類に混じりヒトの基節骨が 1 点同定されている。近位端および遠位端が欠損しているものの、その
長さからは手指のものであると考えられる。骨の表面も風化しており、形態的な詳細に言及する事は難しい。ま
た、A-6 層から出土していることから 16 世紀代のものと考えられるが、これ以外には同定されていないためど
の様な経緯でヒトの骨が埋没したのかは、検討を要する。

４．出土分類群の組成分析
（１）脊椎動物遺体の全体組成について
　上記の同定結果に基づく本次調査の脊椎動物遺体分類群組成の特徴を窺うと、まず第 1 に魚骨の占める割合
が非常に高い点が挙げられる。本分析の対象とした全資料の同定標本数 NISP（n=3888）及び最小個体数 MNI

（n=776）は共に魚類が 9 割以上を占めており、残り 1 割以下の分量中で鳥類と哺乳類が約半数ずつを分ける（第
120 図）。NISP による各層位ごとの組成比率を見ると、いくつかの層位における組成で哺乳類あるいは鳥類が
比較的大きな組成率を占める場合が見られるが、これらは分析の母数が少ないことから傾向を窺う資料としては
不適である。これを踏まえると、基本的に脊椎動物遺体の分類群組成は魚類が主体を占めると言うことができる。
今回の分析に際して、対象外とした鳥類や哺乳類の破片資料や未分析の篩別魚骨資料も出土資料としては存在す
ることから、それぞれの分類群の組成率の数値としては誤差が含まれると考えられるが、大多数が魚骨で構成さ
れる傾向は疑いの無いものである。
　沖縄諸島のグスク時代以降に比定される遺跡の脊椎動物遺体の出土組成の傾向としては、家畜類を中心とする
哺乳類と魚類とで組成の多くを占める事例を窺うことができ、特定の分類群に大きく偏る組成は、「特徴的な」
様相であると位置づけられる。本調査区における上記の魚類優占傾向についても、何らかの要因に基づく意味合
いを有するものであると言えよう。首里城における他地区の調査報告を窺うと、本地区と同様に魚骨が多くを占
める事例が散見される。書院鎖之間地区や平成 21 年度に実施した「御内原北地区」などが代表的な例として挙
げられる。首里城各地区の出土動物遺体の分類群をみると、全体としては魚類・爬虫類・鳥類・哺乳類それぞれ
多様な分類群が検出されていることから、城内に持ち込まれた様々な動物の存在が窺われる。その状況を鑑みる
と、今次調査区から出土した動物遺体分類群における、魚類優占の傾向を呈する要因の一つとして、動物の持ち
込み形態の差を反映している可能性を考えることができる。特に本調査区である御内原地区は、国王とその一族
の居住空間として首里城の「最奥」に位置づけられることから、食用としての動物を持ち込む場合に、家畜類な
ど「大型」哺乳類は全身では無く、ある程度解体処理されたものであることは想像に難くない。上記の哺乳類出
土比率はこの様相を反映したものと推察される。また、哺乳類の分類群の内訳ではイノシシ / ブタ類が相対的に
多く、ウシが少ない。これも比較的小さなイノシシ類に対し、より大型のウシが骨を含んだ状態で持ち込まれた
機会が少ないものであった事を示唆するものではないかと考えられる。
　上記については、平成 21 年度調査の「御内原北地区」の脊椎動物遺体についても同様の傾向が得られており、
これを補完するものと言えよう。

（２）魚類組成について
　出土する動物群の大半を占める魚類では、その中においても分類群ごとの出土傾向を見て取る事ができる。ま
ず、出土魚骨全体を俯瞰すると、フエフキダイ科及びブダイ科が第一第二の優占群となることが分かる。ベラ科・
ハタ科がそれに次いで多くを出土することから、沖縄諸島における最も主要な出土魚類群が上位を占める典型的
な組成であると言うことができる。ただし、これら以外の分類群も少数であるとは言え、多様な魚類が検出され
る事については、御内原地区という空間における食性を考察する上で重要な要素である。また、今回の報告では
同定保留・未同定、あるいは未分析として掲載できなかった魚骨などを観察すると、本稿に記載した分類群とは
異なる分類群が複数含まれている事が窺えることから、持ち込まれている魚類の種数はより多彩な様相を示して
いたのであろうと思われる。これらの分類群の詳細については今後の課題として引き続き検討を重ねた上で、別

な機会に報告したいと考えている。
　魚類組成の第 1 位・第 2 位を占めるフエフキダイ科とブダイ科であるが、層位別にこれらの優占傾向を、同
定標本数の少ない層位を除いた A-4・A-6・A-7・A-9・B-2・B-12・B-15・B-16・B-18・造成層で観察すると、
いずれの層位においても概ね両者が第一・二の優占群を占めており、場合によってはそれにハタ科ないしベラ科
が同等程度あるいは次ぐ組成傾向も共通している。これら以外の要素では、組成図（第 123 図）中の「その他」
が占める比率が A-9・B-12・B-15・B-18 層中において他の層よりも高い傾向が指摘できる。これは当該層位の
出土資料中に篩別資料が含まれていることが要因と考えられる。そのため、御内原地区における魚骨の持ち込み
及び利用相のバリエーションとしては、これらの層位の組成傾向がより実態を反映しているものと推察できる。
即ち、魚類利用の主体をなすものは組成上位を占める 4 分類群であるが単独の分類群が圧倒的多数を占めるも
のではなく、またこれら以外の分類群も少なからず利用対象とされていたと考えられる。また、「その他」は篩
別資料において頻出していることから分かる通り、小型の魚種あるいは個体が多く含まれており、未分析資料の
同定結果を今後追加してゆく事で、上位を逆転する程ではないにせよ組成における比率を増加させてゆく可能性
も否定できない。
　平成 21 年度調査の「御内原北地区」の報告では、「シーリ遺構」中から食糧残滓として大小様々な魚類が検
出されており、明瞭な遺構に伴うものであることからも御内原地区における食性を直接的に反映したものと位置
づけられた。今次調査の魚骨資料は、それに比べて検出されている分類群数などは、少ないものの、概ねその結
果を追認するものではないかと思われる。
　魚類については部位別の組成についても言及できる。出土魚骨中には分析対象とはしていない頭蓋を構成する
部位・鰭棘などが多数含まれている。計数作業までに至っていないため、具体的な数を示す事は出来ないものの、
ある程度全身骨が含まれる解体されていない状態で御内原地区まで魚類が持ち込まれていたことが推定できる。
ただし、一方でブダイ科及びベラ科に焦点を当てると、留意すべき所見が得られる。両者は頑強な咽頭骨を持つ
ことから、咽頭骨が同分類群中の最多出土部位になることが珍しくない。ところが本資料中では、例えばアオブ
ダイ属の前上顎骨が左右合わせて 242 点に対して下咽頭骨は 26 点、ベラ科では前上顎骨が 112 点に対して下
咽頭骨 32 点と、大きく差が生じており、人為的な要因が介在した可能性を示唆していよう。ブダイ科とベラ科
の咽頭骨は、解体すると鰓に付随して抜き取られるものであることから、内臓を抜きつつ全身の骨が残存した状
態で個体が持ち込まれた、あるいは御内原地区に持ち込まれた後に解体された内臓が地区内に残されない形で搬
出された可能性などが推測できる。このような部位別の出土傾向による考察は他地区の出土資料ではこれまで行
われていないことから、今後、比較対照する事で上記所見の妥当性と共に首里城における魚類利用の実相に言及
できるものと思われる。

（３）魚骨の計測値について
　フエフキダイ科等を中心とした魚骨の主要な分類群については骨長計測を行っており、その結果について注視
すべき点の一つに、サイズの最大・最小値の差が挙げられると思われる。例えばフエフキダイ属の前上顎骨長
では最大値 52.9㎜・最小値 16.6㎜（平均 30.5㎜）と 3 倍以上の差が認められる。その他、ハタ科（マハタ型・
スジアラ型を含む）の歯骨高では最大値 26.8㎜・最小値 2.7㎜（平均 9.5㎜）、ベラ科（全類型を含む）下咽頭
骨では全幅最大値 67.3㎜・最小値 24.2㎜（平均 43.0㎜）、歯列面幅最大値 41.2㎜・最小値 16.0㎜（平均 28.1㎜）、
ブダイ科前上顎骨長では最大値 49.4㎜・最小値 11.9㎜（平均 27.6㎜）などと、それぞれの値間に相当の差が存
在していると言えよう。また、いずれも平均値は最大と最小の中間値よりもやや下回る傾向を見てとることがで
きる。加えて、計測対象としていないため明確な数値による比較はできないものの、主上顎骨や角骨等その他の
部位についても観察していると、同様の傾向が窺うことができる。
　骨長におけるこれ程のサイズ差は即ち、生体時の体長のサイズにも相当の差が存在していたものと考えられる。
骨長値差が、生体時のサイズ差をどの程度反映しているかについては、体長復元の方法を含めて詳細なデータが
必要とされることから本論では具体的な言及は避けるが、これらが前項で述べた通り解体されていない状態のも
のであったとすれば、最大・最小の個体では大きく印象の異なる存在だったことが想像に難くない。ここで考慮
すべきは、御内原に持ち込まれた主要な魚類のサイズについては、とりたてて基準等が設けられたものではなかっ
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第 121図　層位の同定標本数による分類群組成

第 120図　最小個体数及び同定標本数の分類群組成図
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たと推測される点である。特定のサイズに統一する、あるいは一定サイズ以上を選別して持ち込んでいるような
行為は本資料からは考えにくい。魚骨の分類群組成から、利用する魚種にはそれなりの選択制が見られる一方で、
その大きさについては様々な状態の個体を利用していた様相が窺われる。ただし、これら大小の個体が全て同様
の意義の下に利用されたと考えるよりは、むしろ大きさにより、異なる利用法があったと考える方が自然ではな
いかと思われるが、詳細な考察は今後の検討課題としたい。なお、この検討に際して今次調査および前次調査を
含め、ニシン科やアジ科小型種・アイゴ属（幼）など「小サイズ」個体の利用が前提である分類群も検出されて
いる点は、考慮すべき事項として書き添えておきたい。

５．小考
　本次調査の成果からは検出された遺構や層位の所属時期が明瞭となっているため、それぞれの地点・層位から
出土した脊椎動物遺体もその比定年代を窺うことが可能である。中でも多くの資料が得られている方形石組遺構
内A-9 層（16 世紀後半から 17世紀初頭）、B-12・16・18 層（15 世紀後半から 16世紀中葉）に焦点を当てて
比較すると、その動物群の組成には大きな相違は見受けられないと言う事ができよう。脊椎動物遺体の残存状況
としては、圧倒的多数を魚類が占める様相がどの時期の層においても共通し、その内訳にも大きな変化があると
は認めにくい。このことは御内原地区における食用の対象としての、地区内での動物利用・持込・搬出（廃棄・
排出）の様態に、時期変遷に伴う変化が起きていないことを示していると言えよう。遺構内の堆積と遺構外の堆
積に包含される動物遺体を同様に意味づけて良いかどうかについては、他の遺物などと併せた検討が必要であろ
うが、生活の基盤である食性を反映する資料が遺構内外を問わず全体的に出土している点は、御内原という空間
の位置づけを考える上で、考慮すべき要素であろうと思われる。
　ただし、本稿で述べた動物利用相が御内原地区に特徴的なものであるのか、あるいは首里城全体としての利用
相であるのかは、首里城から出土した脊椎動物遺体を改めて俯瞰した上での考察が必要であることを、最後に記
して本稿の結びとする。
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第 123図　層位別による魚類の同定標本数による分類群組成

第 122図　魚骨同定標本数及び最小個体数の組成
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第37表　ピックアップ魚骨集計表１
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合計 1 1 1 3 2 2 2 1 3 2 6 10 3 28 47 58 14 346 106 5 29 2 20 224 3 11 2 1 6 1

分類群
グリッド B-9

B-16 撹乱 A-9 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 A-6 撹乱 A-6 撹乱 A-3 A-6 A-7 A-8 A-9 撹乱 A-4 A-6 A-7 A-8 A-9 B-2 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 B-16

C-10 E-2 E-7D-6 D-7 D-8 D-9 D-10D-7・8 D-8・9D・E・F
-1

E・F-
3～5

E・F-
6～8

D・E・F
-1・2

D-
6・7

部位 層位

椎骨
尾棘

前上顎骨

歯骨
顎骨

歯骨
咽頭骨？

歯骨

前上顎骨

歯骨

前鰓蓋骨

前上顎骨

歯骨

主上顎骨

前上顎骨

角骨

方骨

擬鎖骨

歯骨

歯骨

前上顎骨
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楯鱗
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前上顎骨
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方骨
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主上顎骨

前上顎骨
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前上顎骨

前上顎骨

前上顎骨
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前上顎骨
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方骨
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方骨
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上咽頭骨
下咽頭骨
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上咽頭骨
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腰帯
背鰭棘
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舌顎骨
前鰓蓋骨

前上顎骨

歯骨
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第 123図　層位別による魚類の同定標本数による分類群組成

第 122図　魚骨同定標本数及び最小個体数の組成
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ヘダイ
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合計 1 1 1 3 2 2 2 1 3 2 6 10 3 28 47 58 14 346 106 5 29 2 20 224 3 11 2 1 6 1

分類群
グリッド B-9

B-16 撹乱 A-9 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 A-6 撹乱 A-6 撹乱 A-3 A-6 A-7 A-8 A-9 撹乱 A-4 A-6 A-7 A-8 A-9 B-2 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 B-16

C-10 E-2 E-7D-6 D-7 D-8 D-9 D-10D-7・8 D-8・9D・E・F
-1

E・F-
3～5

E・F-
6～8

D・E・F
-1・2

D-
6・7

部位 層位

椎骨
尾棘

前上顎骨

歯骨
顎骨

歯骨
咽頭骨？

歯骨

前上顎骨

歯骨

前鰓蓋骨

前上顎骨

歯骨

主上顎骨

前上顎骨

角骨

方骨

擬鎖骨

歯骨
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方骨
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角骨
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前上顎骨

歯骨
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第37表　ピックアップ魚骨集計表２
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第 5節　出土遺物（脊椎動物遺体）
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第 3章　調査の方法と成果

第38表　篩別魚骨集計表

椎骨
椎骨
椎骨
腹椎
腹椎
尾椎
腹椎
腹椎
腹椎
顎骨
腹椎

前上顎骨

歯骨

腹椎
尾椎

前上顎骨

歯骨

前上顎骨

歯骨

前鰓蓋骨

主上顎骨

角骨

方骨

擬鎖骨

腹椎
第 1椎
尾椎
腹椎
前上顎骨
歯骨
尾椎

主上顎骨

前上顎骨

腹椎
尾椎
尾椎
歯骨

前上顎骨

歯骨

主上顎骨

前上顎骨

歯骨

角骨

前上顎骨

前上顎骨

前上顎骨

前上顎骨

口蓋骨

主上顎骨

前上顎骨

歯骨

角骨

方骨

腹椎
尾椎

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
L
R
L
R
̶
̶
L
R
L
R
L
R
L
R
R
L
R
L
R
L
R
L
R
不
̶
̶
̶
̶
R
L
̶
L
R
L
R
̶
̶
̶
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
̶
̶

5
16
2
1
6
10
10
38
6
3
34
1
1
11
7
44
15
13
14
11
8
4
1
2
0
1
11
17
6
6
10
13
13
11
2
11
2
78
41
1
2
1
2
0
3
1
14
24
6
1
0
1
1
1
3
3
6
2
1
3
3
1
3
1
5
6
13
17
3
0
34
34
26
24
2
7
27
16
22
13
25
17
49
180

3

1
1

3

2
1
2
2
3
1

1

2
2

1
2
1
3

9
12

1

1

2

1
1

4
2

2
4
4
4

2
2
7
2
4
4
7
1

3

1
2

4

4
2
2
2
1

1
2

1

2

1

1

5
3
1
1

2
3
1
1
2
2
2

1

1
2
2
5
21
5
2
4

5
5
18
7

1
1

1

1
4

2
2
2

11
3

1

1

6

1

1
2
1
1

2
1
1
1
1
1
2
1

1
2
1
4
25

4
10
2

4
7
4
17
1
1
27
1
1
6
2
24
7
10
9
7
3
3
1
1

1
4
9
4
4
8
9
10
5

11
2
58
26
1
1
1

2
1
8
24
3
1

1
1
1
2
3
6
2

2
3
1
1
1
3
4
8
13
3

25
26
20
18
1
4
20
12
14
8
17
10
38
154

フエダイ科

シロクラベラ型

タキベラ型

ベラ科（A）

ベラ科（B）

ベラ科（その他）

キツネベラ型

ベラ科

イロブダイ属

アオブダイ属A

アオブダイ属 B

アオブダイ属

ブダイ科

スマ

カツオ類
テングハギ型

ニザダイ科

アイゴ属

モンガラカワハギ科

対象外

主上顎骨

前上顎骨

歯骨

上咽頭骨

下咽頭骨
腹椎
尾椎
下咽頭骨

上咽頭骨

下咽頭骨
下咽頭骨

上咽頭骨

下咽頭骨

前上顎骨

歯骨

主上顎骨

前上顎骨

歯骨

顎骨

角骨

方骨

腹椎
尾椎

前上顎骨

歯骨

前上顎骨

歯骨

前上顎骨

歯骨

前上顎骨

上咽頭骨

下咽頭骨

主上顎骨

角骨

方骨

腹椎
尾椎
腹椎
尾椎
腹椎
尾椎
腹椎

前上顎骨

歯骨

擬鎖骨
腹椎
尾椎
楯鱗

前上顎骨

顎骨
擬鎖骨
腹椎
尾椎
前上顎骨
腹椎
主上顎骨
主鰓蓋骨
舌顎骨
前鰓蓋骨

L
R
L
R
L
R
L
R
̶
̶
̶
̶
L
R
̶
̶
L
R
̶
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
̶
L
R
L
R
̶
̶
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
̶
L
R
L
R
L
R
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
L
R
L
R
L
̶
̶
̶
L
R
̶
R
̶
̶
R
̶
R
̶
̶
̶

0
2
4
2
2
2
0
3
6
7
33
1
1
1
1
1
2
2
1
0
1
4
6
8
8
15
18
9
9
1
8
9
3
1
15
20
1
1
1
2
19
16
12
16
23
16
24
31
5
6
12
11
9
26
30
18
25
22
14
48
253
3
3
1
3
2
1
1
0
1
1
17
22
9
0
1
1
2
12
12
1
1
1
140
188
102

1

1
1
4
11

1

7
6
2
4

2
1

1
3
3
2
4
6
1
2
3

3
1
2
3
2
2
5
2
1
14
49

1
11
5
1

1

2

22
24
11

1
1

1
1

1
1

3
1

2

1
2

3
3
2
5
2
2
1
3

2
2
3

9
6
3
2
1
2

1

15
24
11

1

3
1

1
1

1

1
2
1

2

2
2
1

4
3
5
6
1

2
3
1
2
1

2
1
1
6
34

1
1

1

1

8

1

32
33
12

2
4
1
2
1

1
4
3
19

1
1
2
1

1
4
5
6
7
5
11
6
1

5
6
3
1
13
20
1
1
1
1
11
8
7
7
11
10
16
19
4
4
5
4
6
12
21
13
16
18
10
28
170
3
3
1
2
1

1

1

6
16
8

1
1
4
10
1

1
71
107
68

分類群
グリッド E-10 F-10 F-9

A-9 B-12 B-16 B-18
合計

部位
層位 分類群

グリッド E-10 F-10 F-9

A-9 B-12 B-16 B-18
合計

部位
層位

合計 335 169 344 1613 2461

サメ類
メジロザメ型
エイ類
ウツボ科

アナゴ属

ボラ科
サヨリ科
トビウオ科

ダツ科

カマス属

マハタ型

スジアラ型

ハタ科

ハタ型

イトヒキアジ属

アジ科大型種

アジ科小型種

シイラ属
コショウダイ類

ヘダイ

クロダイ属

メイチダイ属

アマミフエフキ型

ハマフエフキ型

フエフキダイ属

フエフキダイ科

タイ型

第39表　出土獣骨一覧表１

破片
破片
完存
ほぼ完
近
近
近
近
近

幹～（遠）
幹～（遠）
ほぼ完存
ほぼ完
近
近
近
近
近
近
近
近～幹
近～幹
近～幹
近幹～遠
近
近
近
近～幹
近～幹
近
近
近～幹
近～幹
近～幹
近幹～遠
幹
遠
（遠）
完存
ほぼ完存
近
近

近幹～遠
近幹～遠
近～近幹
幹～遠
遠
遠
近
幹～遠
（遠）
遠
近
近
近～幹
近～幹
幹～遠
幹～遠
幹～遠
近
近～幹
幹～遠
幹～遠
遠
遠
遠
完存
ほぼ完
遠
近
幹～遠
近～幹
近～幹
近～近幹
遠
遠
遠
遠
近
近
近
近～幹
近～幹
近～幹
近～近幹
近～近幹
幹
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
遠
近
近

D-9
D-9
D-9
A-10
F-9
D-9
E-10
F-10･11
̶
D-10
F-9
D-9
D-10
̶
E-10
D-10
E-9
D-9
D-10
E-10
E-10
D-9
D-10
D-9
D-10
E-10
E-10
E-10
D-10
D-10
E-10
D-10
D-9
E-10
D-9
D-9
D-9
E-9
E-9
E-10
D-10
D-9
D-7･8
̶
D-9
D-9
D-9
D-10
E-10
D-10
D-9
E-10
E-9
E-9
F-10
D-9
E-9
E-10
E-10
E-9
D-10
D-9
E-10
̶
E-10
D-9
E-10
D-9
D-9
E-10
D-10
D-10
D-9
D-9
D-9
E-10
D-9
D-10
D-9
D-9
D-10
D-9
E-10
D-10
D-10
̶
D-10
D-10
F-10･11
D-9
D-9
D-10
D-10
E-10
̶
D-6

攪乱
攪乱
A-9
A-9
造成
攪乱
B-2
B-13
攪乱
攪乱
造成
攪乱
A-9
攪乱
B-2
A-9
B-16
A-3
A-9
A-6
A-4
攪乱
A-6
攪乱
A-9
B-2
B-2
B-2
A-9
A-9
A-4
A-9
攪乱
B-2
A-9
攪乱
A-9
B-16
B-16
B-2
A-6
A-9
攪乱
攪乱
攪乱
A-8
A-9
A-9
B-2
A-9
A-6
B-2
B-16
B-16
B-3
A-9
B-16
B-2
B-2
B-16
A-9
A-6
B-2
攪乱
B-9
攪乱
A-4
A-9
A-9
A-4
A-9
A-9
攪乱
A-9
A-9
B-2
A-7
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-4
A-9
A-9
攪乱
A-9
A-9
攪乱
A-8
A-9
A-9
A-9
B-2
攪乱
攪乱

̶
̶
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
Bp
GL
GL
GL
GL
Did
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
Bd
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
Bp
GL

̶
̶
55.6
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
57.2
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
91.3
74.7
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
11.4
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
38.8
46.1
̶
̶
̶
̶
̶
̶
16.3
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
Dip
̶

̶
̶
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Dic
Dic
Dic
Dic
Dic
Dic
Dic
Dic
Dic
Dic
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
SC
SC
SC
SC
Did
Dip
Did
Did
Did
Did
̶
Did
Did
Did
Did
Did
Did
Did
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
̶
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
20.9
Dip

̶
̶
52.7
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
25.2
̶
20.1
22.1
̶
̶
19.7
̶
̶
̶
̶
4.1
̶
̶
̶
15.2
̶
̶
9.6
8.1
̶
̶
̶
̶
7.5
10.8
7.8
10.2
13.7
14.9
̶
12.4
̶
18.0
18.8
16.3
̶
̶
̶
̶
18.9
̶
14.7
17.9
21.9
14.9
18.2
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

̶
̶
BF
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
BF
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
Bd
Bd
Bd
Bd
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
Did
Did
Did
Did
Did
Dp
SC
SC
̶
SC
SC
SC
SC
SC
SC
Dp
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
̶
Dd

̶
̶
11.4
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
6.6
6.9
̶
̶
9.2
7.9
̶
̶
7.5
6.5
̶
7.1
̶
̶
̶
9.4
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
8.8
8.2
̶
̶
8.9
12.2
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
11.8
̶
̶
̶
̶
7.9
̶
̶
7.8
̶
8.5
̶
̶
̶
̶

̶
̶
Bd
BF
BF
BF
BF
BF
BF
BF
BF
Bd
BF
BF
BF
BF
BF
BF
BF
BF
BF
BF
BF
BF
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
SC
Bd
Bd
̶
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
SC
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
11.0
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
14.6
̶
̶
̶
19.6
15.7
̶
̶
15.5
12.8
̶
15.1
17.1
14.3
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
7.9
̶
̶
̶
20.2
̶
̶
̶
̶
̶
8.1
̶
̶
̶
̶
̶
15.5
̶
̶
15.3
20.5
̶
15.5
̶
̶

ウミガメ
ウミガメ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ

肋骨板
肋骨板
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
肩甲骨
肩甲骨
肩甲骨
肩甲骨
肩甲骨
肩甲骨
肩甲骨
肩甲骨
肩甲骨
肩甲骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
橈骨
橈骨
橈骨
橈骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨

手根中手骨
手根中手骨
手根中手骨
手根中手骨
手根中手骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
脛足根骨
脛足根骨

不明
不明
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
L
L
L
R
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
L
L
L
R
R
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
L
L

近：近位端､幹：骨幹､遠：遠位端､（近）（遠）：未癒合脱落、〈近〉〈遠〉：未癒合､〔近〕〔遠〕：未癒合で脱落した端部

分類群 部位 LR 残存状況 備考

幼鳥
幼鳥

出土地点
グリッド 層位 位置 値 位置 値 位置 値 位置 値

計測

311310

第 5節　出土遺物（脊椎動物遺体）



第 3章　調査の方法と成果

第38表　篩別魚骨集計表

椎骨
椎骨
椎骨
腹椎
腹椎
尾椎
腹椎
腹椎
腹椎
顎骨
腹椎

前上顎骨

歯骨

腹椎
尾椎

前上顎骨

歯骨

前上顎骨

歯骨

前鰓蓋骨

主上顎骨

角骨

方骨

擬鎖骨

腹椎
第 1椎
尾椎
腹椎
前上顎骨
歯骨
尾椎

主上顎骨

前上顎骨

腹椎
尾椎
尾椎
歯骨

前上顎骨

歯骨

主上顎骨

前上顎骨

歯骨

角骨

前上顎骨

前上顎骨

前上顎骨

前上顎骨

口蓋骨

主上顎骨

前上顎骨

歯骨

角骨

方骨

腹椎
尾椎

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
L
R
L
R
̶
̶
L
R
L
R
L
R
L
R
R
L
R
L
R
L
R
L
R
不
̶
̶
̶
̶
R
L
̶
L
R
L
R
̶
̶
̶
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
̶
̶

5
16
2
1
6
10
10
38
6
3
34
1
1
11
7
44
15
13
14
11
8
4
1
2
0
1
11
17
6
6
10
13
13
11
2
11
2
78
41
1
2
1
2
0
3
1
14
24
6
1
0
1
1
1
3
3
6
2
1
3
3
1
3
1
5
6
13
17
3
0
34
34
26
24
2
7
27
16
22
13
25
17
49
180

3

1
1

3

2
1
2
2
3
1

1

2
2

1
2
1
3

9
12

1

1

2

1
1

4
2

2
4
4
4

2
2
7
2
4
4
7
1

3

1
2

4

4
2
2
2
1

1
2

1

2

1

1

5
3
1
1

2
3
1
1
2
2
2

1

1
2
2
5
21
5
2
4

5
5
18
7

1
1

1

1
4

2
2
2

11
3

1

1

6

1

1
2
1
1

2
1
1
1
1
1
2
1

1
2
1
4
25

4
10
2

4
7
4
17
1
1
27
1
1
6
2
24
7
10
9
7
3
3
1
1

1
4
9
4
4
8
9
10
5

11
2
58
26
1
1
1

2
1
8
24
3
1

1
1
1
2
3
6
2

2
3
1
1
1
3
4
8
13
3

25
26
20
18
1
4
20
12
14
8
17
10
38
154

フエダイ科

シロクラベラ型

タキベラ型

ベラ科（A）

ベラ科（B）

ベラ科（その他）

キツネベラ型

ベラ科

イロブダイ属

アオブダイ属A

アオブダイ属 B

アオブダイ属

ブダイ科

スマ

カツオ類
テングハギ型

ニザダイ科

アイゴ属

モンガラカワハギ科

対象外

主上顎骨

前上顎骨

歯骨

上咽頭骨

下咽頭骨
腹椎
尾椎
下咽頭骨

上咽頭骨

下咽頭骨
下咽頭骨

上咽頭骨

下咽頭骨

前上顎骨

歯骨

主上顎骨

前上顎骨

歯骨

顎骨

角骨

方骨

腹椎
尾椎

前上顎骨

歯骨

前上顎骨

歯骨

前上顎骨

歯骨

前上顎骨

上咽頭骨

下咽頭骨

主上顎骨

角骨

方骨

腹椎
尾椎
腹椎
尾椎
腹椎
尾椎
腹椎

前上顎骨

歯骨

擬鎖骨
腹椎
尾椎
楯鱗

前上顎骨

顎骨
擬鎖骨
腹椎
尾椎
前上顎骨
腹椎
主上顎骨
主鰓蓋骨
舌顎骨
前鰓蓋骨

L
R
L
R
L
R
L
R
̶
̶
̶
̶
L
R
̶
̶
L
R
̶
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
̶
L
R
L
R
̶
̶
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
L
R
̶
L
R
L
R
L
R
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
L
R
L
R
L
̶
̶
̶
L
R
̶
R
̶
̶
R
̶
R
̶
̶
̶

0
2
4
2
2
2
0
3
6
7
33
1
1
1
1
1
2
2
1
0
1
4
6
8
8
15
18
9
9
1
8
9
3
1
15
20
1
1
1
2
19
16
12
16
23
16
24
31
5
6
12
11
9
26
30
18
25
22
14
48
253
3
3
1
3
2
1
1
0
1
1
17
22
9
0
1
1
2
12
12
1
1
1
140
188
102

1

1
1
4
11

1

7
6
2
4

2
1

1
3
3
2
4
6
1
2
3

3
1
2
3
2
2
5
2
1
14
49

1
11
5
1

1

2

22
24
11

1
1

1
1

1
1

3
1

2

1
2

3
3
2
5
2
2
1
3

2
2
3

9
6
3
2
1
2

1

15
24
11

1

3
1

1
1

1

1
2
1

2

2
2
1

4
3
5
6
1

2
3
1
2
1

2
1
1
6
34

1
1

1

1

8

1

32
33
12

2
4
1
2
1

1
4
3
19

1
1
2
1

1
4
5
6
7
5
11
6
1

5
6
3
1
13
20
1
1
1
1
11
8
7
7
11
10
16
19
4
4
5
4
6
12
21
13
16
18
10
28
170
3
3
1
2
1

1

1

6
16
8

1
1
4
10
1

1
71
107
68

分類群
グリッド E-10 F-10 F-9

A-9 B-12 B-16 B-18
合計

部位
層位 分類群

グリッド E-10 F-10 F-9

A-9 B-12 B-16 B-18
合計

部位
層位

合計 335 169 344 1613 2461

サメ類
メジロザメ型
エイ類
ウツボ科

アナゴ属

ボラ科
サヨリ科
トビウオ科

ダツ科

カマス属

マハタ型

スジアラ型

ハタ科

ハタ型

イトヒキアジ属

アジ科大型種

アジ科小型種

シイラ属
コショウダイ類

ヘダイ

クロダイ属

メイチダイ属

アマミフエフキ型

ハマフエフキ型

フエフキダイ属

フエフキダイ科

タイ型

第39表　出土獣骨一覧表１

破片
破片
完存
ほぼ完
近
近
近
近
近

幹～（遠）
幹～（遠）
ほぼ完存
ほぼ完
近
近
近
近
近
近
近
近～幹
近～幹
近～幹
近幹～遠
近
近
近
近～幹
近～幹
近
近
近～幹
近～幹
近～幹
近幹～遠
幹
遠
（遠）
完存
ほぼ完存
近
近

近幹～遠
近幹～遠
近～近幹
幹～遠
遠
遠
近
幹～遠
（遠）
遠
近
近
近～幹
近～幹
幹～遠
幹～遠
幹～遠
近
近～幹
幹～遠
幹～遠
遠
遠
遠
完存
ほぼ完
遠
近
幹～遠
近～幹
近～幹
近～近幹
遠
遠
遠
遠
近
近
近
近～幹
近～幹
近～幹
近～近幹
近～近幹
幹
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
遠
近
近

D-9
D-9
D-9
A-10
F-9
D-9
E-10
F-10･11
̶
D-10
F-9
D-9
D-10
̶
E-10
D-10
E-9
D-9
D-10
E-10
E-10
D-9
D-10
D-9
D-10
E-10
E-10
E-10
D-10
D-10
E-10
D-10
D-9
E-10
D-9
D-9
D-9
E-9
E-9
E-10
D-10
D-9
D-7･8
̶
D-9
D-9
D-9
D-10
E-10
D-10
D-9
E-10
E-9
E-9
F-10
D-9
E-9
E-10
E-10
E-9
D-10
D-9
E-10
̶
E-10
D-9
E-10
D-9
D-9
E-10
D-10
D-10
D-9
D-9
D-9
E-10
D-9
D-10
D-9
D-9
D-10
D-9
E-10
D-10
D-10
̶
D-10
D-10
F-10･11
D-9
D-9
D-10
D-10
E-10
̶
D-6

攪乱
攪乱
A-9
A-9
造成
攪乱
B-2
B-13
攪乱
攪乱
造成
攪乱
A-9
攪乱
B-2
A-9
B-16
A-3
A-9
A-6
A-4
攪乱
A-6
攪乱
A-9
B-2
B-2
B-2
A-9
A-9
A-4
A-9
攪乱
B-2
A-9
攪乱
A-9
B-16
B-16
B-2
A-6
A-9
攪乱
攪乱
攪乱
A-8
A-9
A-9
B-2
A-9
A-6
B-2
B-16
B-16
B-3
A-9
B-16
B-2
B-2
B-16
A-9
A-6
B-2
攪乱
B-9
攪乱
A-4
A-9
A-9
A-4
A-9
A-9
攪乱
A-9
A-9
B-2
A-7
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-4
A-9
A-9
攪乱
A-9
A-9
攪乱
A-8
A-9
A-9
A-9
B-2
攪乱
攪乱

̶
̶
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
Bp
GL
GL
GL
GL
Did
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
Bd
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
Bp
GL

̶
̶
55.6
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
57.2
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
91.3
74.7
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
11.4
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
38.8
46.1
̶
̶
̶
̶
̶
̶
16.3
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
Dip
̶

̶
̶
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Lm
Dic
Dic
Dic
Dic
Dic
Dic
Dic
Dic
Dic
Dic
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
SC
SC
SC
SC
Did
Dip
Did
Did
Did
Did
̶
Did
Did
Did
Did
Did
Did
Did
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
̶
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
20.9
Dip

̶
̶
52.7
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
25.2
̶
20.1
22.1
̶
̶
19.7
̶
̶
̶
̶
4.1
̶
̶
̶
15.2
̶
̶
9.6
8.1
̶
̶
̶
̶
7.5
10.8
7.8
10.2
13.7
14.9
̶
12.4
̶
18.0
18.8
16.3
̶
̶
̶
̶
18.9
̶
14.7
17.9
21.9
14.9
18.2
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

̶
̶
BF
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
BF
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
Bb
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
Bd
Bd
Bd
Bd
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
Did
Did
Did
Did
Did
Dp
SC
SC
̶
SC
SC
SC
SC
SC
SC
Dp
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
̶
Dd

̶
̶
11.4
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
6.6
6.9
̶
̶
9.2
7.9
̶
̶
7.5
6.5
̶
7.1
̶
̶
̶
9.4
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
8.8
8.2
̶
̶
8.9
12.2
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
11.8
̶
̶
̶
̶
7.9
̶
̶
7.8
̶
8.5
̶
̶
̶
̶

̶
̶
Bd
BF
BF
BF
BF
BF
BF
BF
BF
Bd
BF
BF
BF
BF
BF
BF
BF
BF
BF
BF
BF
BF
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
SC
Bd
Bd
̶
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
SC
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
11.0
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
14.6
̶
̶
̶
19.6
15.7
̶
̶
15.5
12.8
̶
15.1
17.1
14.3
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
7.9
̶
̶
̶
20.2
̶
̶
̶
̶
̶
8.1
̶
̶
̶
̶
̶
15.5
̶
̶
15.3
20.5
̶
15.5
̶
̶

ウミガメ
ウミガメ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ

肋骨板
肋骨板
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
肩甲骨
肩甲骨
肩甲骨
肩甲骨
肩甲骨
肩甲骨
肩甲骨
肩甲骨
肩甲骨
肩甲骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
橈骨
橈骨
橈骨
橈骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨

手根中手骨
手根中手骨
手根中手骨
手根中手骨
手根中手骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
脛足根骨
脛足根骨

不明
不明
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
L
L
L
R
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
L
L
L
R
R
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
L
L

近：近位端､幹：骨幹､遠：遠位端､（近）（遠）：未癒合脱落、〈近〉〈遠〉：未癒合､〔近〕〔遠〕：未癒合で脱落した端部

分類群 部位 LR 残存状況 備考

幼鳥
幼鳥

出土地点
グリッド 層位 位置 値 位置 値 位置 値 位置 値

計測

311310

第 5節　出土遺物（脊椎動物遺体）



第 3章　調査の方法と成果

第39表　出土獣骨一覧表２

近
近
近
近
( 近 )
近～幹
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
遠幹
遠幹～遠
遠
遠
遠
近～幹
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠幹
遠
遠
遠
遠
近
遠
近
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
ほぼ完
幹
幹～遠
遠
遠
幹～遠
近～幹
遠
遠
幹
幹
幹～遠
遠
近
遠
遠
幹～遠
遠
幹
幹
遠幹
遠幹
遠幹
〔遠〕
( 遠 )
( 遠 )
( 遠 )
( 遠 )
〔遠〕
遠幹
遠

近～遠幹
完存
―

P³P⁴M¹M²
m¹m²m³M¹M²
m²m³M¹

（C）m¹m²m³
（C）m¹m²m³
m³M¹（M²）
破片
歯冠
完存
歯冠
完存
ほぼ完存
ほぼ完存
歯冠
歯冠
歯根欠損

関節～くびれ部
近～遠幹
近幹～遠
近幹～遠
幹～〈遠〉
幹
完

( 近 ) ～〈遠〉
( 近 ) ～近幹
近幹～〈遠〉
近幹～遠幹
遠幹
遠幹
〈遠〉

E-10
D-10
D-10
D-9
D-9
E-9
D-9
D-10
F-9
D-7～9
E-10
E-10
D-9
―
D-9
D-10
D-10
D-10
E･F-6～8
―

F･G-1･2
E-9
―
E-10
D-9
D-9
D-10
D-10
D-6
D-9
D-9
D-9
D-9
F-10
F-7
D-6･7
D-10
D-10
E-10
E-10
D-9
E-10
E-10
D-9
D-10
D-10
―
E-10
D-9
D-10
E-10
E-10
D-10
―
D-9
D-9
―
D-9
E-10
―
D-9
D-9
―
E-10
D-10
D-9
D-10
D-10
D-10
F-2
―
D-10
D-9
D-10
F-9
C-7
D-9
D-10
D-7
D-9
―
―
D-8
F-10
D-9
D-9
D-10
D-9
E-9
―
D-10
―
―
D-9
D-8
―
―
―

A-4
A-9
A-9
攪乱
攪乱
B-16
A-9
A-4
造成
攪乱
B-2
B-2
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
A-9
A-9
攪乱
攪乱
遺構直上
B-2
攪乱
B-2
A-9
A-9
A-9
A-9
攪乱
A-9
攪乱
攪乱
A-6
攪乱
粟石内
攪乱
A-6
A-9
B-2
B-2
攪乱
B-2
B-2
攪乱
A-9
B-2
攪乱
B-2
攪乱
攪乱
B-2
B-2
A-9
攪乱
A-3
攪乱
攪乱
A-9
A-4
攪乱
A-9
A-9
攪乱
B-2
A-9
攪乱
A-9
A-6
A-6
攪乱
攪乱
A-9
A-6
A-9
造成
攪乱
攪乱
A-6
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
5
A-3
攪乱
A-9
攪乱
A-6
攪乱
A-9
攪乱
攪乱
A-3
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱

GL
GL
GL
GL
GL
GL
Dd
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
Dd
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
―
―
―
M1長
M1長
―
―
―
M1長
―
―
―
―
―
―
―
―
―
M2長
GLP
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL

―
―
―
―
―
―
13.6
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
13.2
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
34.3
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
14.6
12.8
―
―
―
14.8
―
―
―
―
―
―
―
―
―
18.1
32.6
―
―
―
―
―
150.0
―
―
―
―
―
―
―

Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Bd
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Bd
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Lm
Lm
Lm
Lm
Did
Bp
Bp
Bp
Bp
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Bp
Bp
Bp
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Bp
Bp
Bp
―
―
―
M1幅
M1幅
―
―
―
M1幅
―
―
―
―
―
―
―
―
―
M2幅
SLC
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp

―
―
―
―
―
―
13.3
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
12.9
―
―
―
―
―
―
―
―
―
18.4
―
16.7
―
―
―
―
33.8
―
―
―
11.7
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
10.8
10.9
―
―
―
11.0
―
―
―
―
―
―
―
―
―
12.3
23.0
39.5
―
―
―
―
38.0
―
―
―
―
―
―
―

Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
―
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
―
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
Bb
Bb
Bb
Bb
―
Did
SC
SC
SC
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
SC
SC
SC
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
SC
SC
SC
―
―
―
M2長
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD

―
―
―
―
―
―
―
16.2
10.3
9.7
―
―
12.4
12.8
17.0
13.6
―
―
13.4
13.0
11.5
―
―
14.9
13.3
11.1
14.0
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
6.1
―
―
11.8
―
7.8
―
7.6
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
17.6
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
13.8
11.3
11.9
10.9
11.9
13.6
15.2
―
11.4
11.5
―
―
―

Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
BF
BF
BF
BF
―
―
Bd
Bd
Bd
―
―
―
―
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
―
―
―
―
Bd
Bd
Bd
―
―
―
M2幅
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd

―
―
―
―
―
―
―
16.8
10.1
10.3
―
―
11.9
12.4
16.2
―
―
―
13.1
12.3
11.2
―
―
15.8
13.6
11.8
14.2
―
19.9
―
17.3
16.5
―
11.9
―
―
―
―
―
―
―
16.0
15.8
―
―
―
―
―
12.1
―
18.6
12.6
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
13.6
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
31.2
―
27.7
―
33.0
32.2
―
29.4
―
―
―
29.1

ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
ネズミ科

イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ

脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
足根中足骨
足根中足骨
足根中足骨
足根中足骨
足根中足骨
足根中足骨
足根中足骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
尺骨

手根中手骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
足根中足骨
足根中足骨
上腕骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
足根中足骨
足根中足骨
足根中足骨
大腿骨

前頭骨＋頭頂骨
頭頂骨+後頭骨

上顎骨
上顎骨
上顎骨
上顎骨
上顎骨
上顎骨
C↑
I¹
I¹
I¹
I²
I²
I²
I²
C↓
M2
肩甲骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨

L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
L
L
R
R
R
R
R
L
L
R
R
R
R
L
L
R
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
不
不
不
不
L
R
R
L
L
L
R
R
R
R
L
L
R
L
L
R
L
L
R
R
L
L
R
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R

近：近位端､幹：骨幹､遠：遠位端､（近）（遠）：未癒合脱落、〈近〉〈遠〉：未癒合､〔近〕〔遠〕：未癒合で脱落した端部

分類群 部位 LR 残存状況 備考

表面研磨？

幼鳥

幼獣

♂

上腕骨窩開放
上腕骨窩開放

上腕骨窩開放
上腕骨窩閉鎖

上腕骨窩開放
上腕骨窩開放

出土地点
グリッド 層位 位置 値 位置 値 位置 値 位置 値

計測

第39表　出土獣骨一覧表３

〔上腕骨頭〕
〔上腕骨頭〕
近～幹
近～近幹
近～幹
近～幹
(近)
幹～遠
(遠)
遠幹

滑車切痕周辺
滑車切痕周辺
滑車切痕周辺

（肘頭）～滑車切痕
（肘頭）～滑車切痕

滑車切痕
滑車切痕
（肘頭）～幹
滑車切痕～幹
完存
完存
完存
近～（遠）
完存
近～幹
近～（遠）
近～幹
近～（遠）
完存
近～（遠）
近～（遠）
近～（遠）
完存

〈近〉～〈遠〉
（近）～〈遠〉
近～遠幹
（近）～遠幹
（近）～近幹
（近）～近幹
〔遠〕
完存

（近）～〈遠〉
（近）～（遠）
（近）～幹
幹

（近）～（遠）
幹～（遠）
幹～遠
近幹～（遠）
踵骨隆起欠損
完存

（踵骨隆起）～遠
（踵骨隆起）～遠幹
近幹～遠幹
完存
一部欠損
一部欠損
完存
近～（遠）
近～（遠）
近～（遠）
近～幹
近～幹
近～（遠）
近～（遠）
近～（遠）
近～幹
（近）～遠
完存
完存
完存

（近）～遠
（近）～遠
幹～遠
幹～遠
〔近〕
完存
完存
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～（遠）
幹～(遠)

（肘頭）～幹
完存
歯冠
歯根
歯冠破片
歯冠
遠
遠幹
滑車切痕
近幹～遠幹
ほぼ完存
近～遠
近幹～遠

D-10
E-9
D-9
D-9
G-3
D-9
F-2
E-9
D-10
D-10
D-10
D-10
―
E-10
D-9
D-7･8
F-2
―
E-10
D-10
D-9
E-9
F-10
D-10
―
E-10
D-9
D-10
D-9
G-2
E-10
―
F-2
E-10
D-10
D-9
G-3
D-10
E-10
D-9
D-9
D-10
―
D-10
D-9
F-10
F-8
E-9
―
F-9
E-10
F-10
E-10
E-10
F-9
D-9
E-9
E-10
D-8
F-10
E-10
D-10

E-10
D-9
D-9
F-11
D-9
F-9

DEF-1/2
F-2
G-3
F-9
D-9
D-9
E-10
―
G-3
E-10
F-9
D-10
―
F-10
―
D-9
―
F-9
D-9
―
F-9
E-9
D-10
D-9
F-10
D-9
F･G-1
E-10

A-8
A-5
攪乱
攪乱
C-9
攪乱
攪乱
B-16
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
A-4
攪乱
攪乱
裏込め内
攪乱
B-2
A-9
攪乱
A-6
B-9
A-9
攪乱
B-2
攪乱
攪乱
A-9
攪乱
B-2
攪乱
裏込め内
A-4
A-9
A-9
C-9
A-6
B-2
A-6
A-9
B-2
攪乱
A-9
攪乱
B-9
攪乱
B-16
攪乱
攪乱
A-4
造成
B-2
B-2
攪乱
攪乱
A-5
A-6
攪乱
造成
A-5
A-9

B-2
攪乱
攪乱
造成
攪乱
造成
攪乱
遺構直上
造成
B-18b
攪乱
攪乱
A-4
粟石内
C-9
A-6
B-4
A-9
攪乱
造成
攪乱
攪乱
攪乱
B-18
A-6
攪乱
B-4
A-6
A-6
攪乱
造成
攪乱
攪乱
A-6

―
―
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
SDO
SDO
SDO
SDO
SDO
SDO
SDO
SDO
SDO
―
―
―
―
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
―
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GLｌ
GLｌ
GLｌ
GLｌ
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
―
―
GL
GL
GL
GL
GL
GL
SDO
―
歯冠長
―
―
―
GL
GL
SDO
SD
GL
Gl
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
28.8
―
―
21.2
23.2
―
24.4
22.8
―
―
―
―
―
57.7
―
―
―
―
63.6
―
―
―
57.4
190.0
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
63.3
―
―
―
36.7
―
―
34.2
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
27.5
29.5
28.4
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
28.9
―
―
―
―
―
65.4
19.4
64.8
―
―

―
―
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
DPA
DPA
DPA
DPA
DPA
DPA
DPA
DPA
DPA
―
―
―
―
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
―
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
GB
GB
GB
GB
GB
GLｍ
GLｍ
GLｍ
GLｍ
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
―
―
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
DPA
―
歯冠幅
―
―
―
Bp
Bp
DPA
―
Bp
Bp
―

―
―
21.1
27.7
21.4
―
―
―
―
―
35.7
―
―
29.4
31.3
―
32.2
32.8
―
―
―
―
―
12.8
12.5
11.6
10.5
―
15.7
14.5
13.3
13.1
13.1
41.0
―
45.5
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
18.5
―
―
―
35.7
―
―
31.5
13.6
12.2
11.2
11.6
13.2
11.0
10.5
13.6
12.9
―
12.3
14.0
13.7
―
―
―
―
11.5
―
―
―
―
―
―
―
―
17.7
―
17.9
―
―
―
―
―
52.7
―
33.7
―
―

―
―
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
―
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
―
―
―
―
―
―
―
―
―
B
B
B
B
B
B
B
B
B
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
―
―
B
B
B
B
B
B
―
―
―
―
―
―
SD
SD
―
―
SD
SD
―

―
―
11.6
―
13.2
12.6
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
10.0
―
8.2
―
8.8
12.1
9.9
10.5
9.5
9.8
15.6
13.0
15.0
11.6
―
―
―
―
17.0
12.1
―
17.5
13.3
―
12.4
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
11.0
10.6
10.0
10.0
―
7.7
7.5
11.4
10.0
12.8
9.7
11.1
10.7
10.2
8.8
12.4
13.0
―
―
―
―
10.3
―
9.2
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
26.7
―
―

―
―
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
Bd
Bd
残存長
Bd
残存長
Bd
残存長
残存長
残存長
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
―
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
―
―
―
―
―
―
―
―
―
残存長
残存長
残存長
Bd
Bd
残存長
残存長
残存長
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
―
―
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
―
―
―
―
―
―
Bd
Bd
―
―
Bd
Bd
―

―
―
―
―
―
―
―
24.9
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
13.2
―
44.2
―
40.9
15.1
47.2
42.5
46.1
―
37.1
37.3
―
―
―
―
―
―
27.6
―
―
―
―
―
20.2
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
50.4
57.7
―
―
47.6
47.9
58.3
―
15.1
10.9
12.4
12.7
12.1
10.6
15.3
15.5
―
―
―
13.3
13.2
13.0
12.0
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
28.3
27.7

イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
ヤギ？
ウシ
ウシ
ウシ
ウシ
ウシ
ウシ
ウシ
ウシ
ウシ
ウシ
ウシ
ヒト

上腕骨
上腕骨
橈骨
橈骨
橈骨
橈骨
橈骨
橈骨
橈骨
橈骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨

第 3手根骨
第 3手根骨
第 2中手骨
第 2中手骨
第 3中手骨
第 3中手骨
第 3中手骨
第 3中手骨
第 3中手骨
第 3中手骨
第 3中手骨
第 3中手骨
第 4中手骨
第 4中手骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
膝蓋骨
脛骨
脛骨
脛骨
脛骨
脛骨
脛骨
脛骨
脛骨
踵骨
踵骨
踵骨
踵骨
踵骨
距骨
距骨
距骨
距骨

第 3中足骨
第 3中足骨
第 3中足骨
第 3中足骨
第 3中足骨
第 4中足骨
第 4中足骨
第 4中足骨
第 4中足骨
基節骨
基節骨
基節骨
基節骨
基節骨
基節骨
基節骨
基節骨
基節骨
末節骨
末節骨

第3/4中手/中足骨
第3/4中手/中足骨
第3/4中手/中足骨
第3/4中手/中足骨
第3/4中手/中足骨
第3/4中手/中足骨

尺骨
P↑
M↑
M₁/₂
M₃
M↓
上腕骨
上腕骨
尺骨
中足骨
基節骨
中節骨
基節骨

R
R
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
L
L
L
R
L
L
L
L
L
R
R
R
L
R
L
L
R
R
R
R
R
R
L
L
L
L
L
L
R
R
L
R
R
R
R
L
L
L
R
L
R
R
R
R
L
L
R
R
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
L
R
R
L
L
不明
L
R
L
L
不明
不明
不明

近：近位端､幹：骨幹､遠：遠位端､（近）（遠）：未癒合脱落、〈近〉〈遠〉：未癒合､〔近〕〔遠〕：未癒合で脱落した端部

分類群 部位 LR 残存状況 備考

ブタ

ブタ

ブタ
若齡、ブタ
若齡
若齡

ブタ
ブタ
ブタ
ブタ

骨折治癒痕？

幼獣

幼獣

ブタ

ブタ

ブタ

ブタ
幼獣
幼獣

ブタ

ブタ
ブタ

幼獣

手

出土地点
グリッド 層位 位置 値 位置 値 位置 値 位置 値

計測

313312

第 5節　出土遺物（脊椎動物遺体）



第 3章　調査の方法と成果

第39表　出土獣骨一覧表２

近
近
近
近
( 近 )
近～幹
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
遠幹
遠幹～遠
遠
遠
遠
近～幹
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠幹
遠
遠
遠
遠
近
遠
近
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
ほぼ完
幹
幹～遠
遠
遠
幹～遠
近～幹
遠
遠
幹
幹
幹～遠
遠
近
遠
遠
幹～遠
遠
幹
幹
遠幹
遠幹
遠幹
〔遠〕
( 遠 )
( 遠 )
( 遠 )
( 遠 )
〔遠〕
遠幹
遠

近～遠幹
完存
―

P³P⁴M¹M²
m¹m²m³M¹M²
m²m³M¹

（C）m¹m²m³
（C）m¹m²m³
m³M¹（M²）
破片
歯冠
完存
歯冠
完存
ほぼ完存
ほぼ完存
歯冠
歯冠
歯根欠損

関節～くびれ部
近～遠幹
近幹～遠
近幹～遠
幹～〈遠〉
幹
完

( 近 ) ～〈遠〉
( 近 ) ～近幹
近幹～〈遠〉
近幹～遠幹
遠幹
遠幹
〈遠〉

E-10
D-10
D-10
D-9
D-9
E-9
D-9
D-10
F-9
D-7～9
E-10
E-10
D-9
―
D-9
D-10
D-10
D-10
E･F-6～8
―

F･G-1･2
E-9
―
E-10
D-9
D-9
D-10
D-10
D-6
D-9
D-9
D-9
D-9
F-10
F-7
D-6･7
D-10
D-10
E-10
E-10
D-9
E-10
E-10
D-9
D-10
D-10
―
E-10
D-9
D-10
E-10
E-10
D-10
―
D-9
D-9
―
D-9
E-10
―
D-9
D-9
―
E-10
D-10
D-9
D-10
D-10
D-10
F-2
―
D-10
D-9
D-10
F-9
C-7
D-9
D-10
D-7
D-9
―
―
D-8
F-10
D-9
D-9
D-10
D-9
E-9
―
D-10
―
―
D-9
D-8
―
―
―

A-4
A-9
A-9
攪乱
攪乱
B-16
A-9
A-4
造成
攪乱
B-2
B-2
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
A-9
A-9
攪乱
攪乱
遺構直上
B-2
攪乱
B-2
A-9
A-9
A-9
A-9
攪乱
A-9
攪乱
攪乱
A-6
攪乱
粟石内
攪乱
A-6
A-9
B-2
B-2
攪乱
B-2
B-2
攪乱
A-9
B-2
攪乱
B-2
攪乱
攪乱
B-2
B-2
A-9
攪乱
A-3
攪乱
攪乱
A-9
A-4
攪乱
A-9
A-9
攪乱
B-2
A-9
攪乱
A-9
A-6
A-6
攪乱
攪乱
A-9
A-6
A-9
造成
攪乱
攪乱
A-6
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
5
A-3
攪乱
A-9
攪乱
A-6
攪乱
A-9
攪乱
攪乱
A-3
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱

GL
GL
GL
GL
GL
GL
Dd
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
Dd
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
―
―
―
M1長
M1長
―
―
―
M1長
―
―
―
―
―
―
―
―
―
M2長
GLP
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL

―
―
―
―
―
―
13.6
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
13.2
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
34.3
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
14.6
12.8
―
―
―
14.8
―
―
―
―
―
―
―
―
―
18.1
32.6
―
―
―
―
―
150.0
―
―
―
―
―
―
―

Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Bd
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Bd
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Lm
Lm
Lm
Lm
Did
Bp
Bp
Bp
Bp
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Bp
Bp
Bp
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Dip
Bp
Bp
Bp
―
―
―
M1幅
M1幅
―
―
―
M1幅
―
―
―
―
―
―
―
―
―
M2幅
SLC
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp

―
―
―
―
―
―
13.3
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
12.9
―
―
―
―
―
―
―
―
―
18.4
―
16.7
―
―
―
―
33.8
―
―
―
11.7
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
10.8
10.9
―
―
―
11.0
―
―
―
―
―
―
―
―
―
12.3
23.0
39.5
―
―
―
―
38.0
―
―
―
―
―
―
―

Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
―
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
―
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
Bb
Bb
Bb
Bb
―
Did
SC
SC
SC
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
SC
SC
SC
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
Dd
SC
SC
SC
―
―
―
M2長
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD

―
―
―
―
―
―
―
16.2
10.3
9.7
―
―
12.4
12.8
17.0
13.6
―
―
13.4
13.0
11.5
―
―
14.9
13.3
11.1
14.0
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
6.1
―
―
11.8
―
7.8
―
7.6
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
17.6
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
13.8
11.3
11.9
10.9
11.9
13.6
15.2
―
11.4
11.5
―
―
―

Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
BF
BF
BF
BF
―
―
Bd
Bd
Bd
―
―
―
―
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
―
―
―
―
Bd
Bd
Bd
―
―
―
M2幅
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd

―
―
―
―
―
―
―
16.8
10.1
10.3
―
―
11.9
12.4
16.2
―
―
―
13.1
12.3
11.2
―
―
15.8
13.6
11.8
14.2
―
19.9
―
17.3
16.5
―
11.9
―
―
―
―
―
―
―
16.0
15.8
―
―
―
―
―
12.1
―
18.6
12.6
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
13.6
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
31.2
―
27.7
―
33.0
32.2
―
29.4
―
―
―
29.1

ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
ニワトリ
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類保留
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
鳥類不明
ネズミ科

イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ

脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
足根中足骨
足根中足骨
足根中足骨
足根中足骨
足根中足骨
足根中足骨
足根中足骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
烏口骨
尺骨

手根中手骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
足根中足骨
足根中足骨
上腕骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
足根中足骨
足根中足骨
足根中足骨
大腿骨

前頭骨＋頭頂骨
頭頂骨+後頭骨

上顎骨
上顎骨
上顎骨
上顎骨
上顎骨
上顎骨
C↑
I¹
I¹
I¹
I²
I²
I²
I²
C↓
M2
肩甲骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨

L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
L
L
R
R
R
R
R
L
L
R
R
R
R
L
L
R
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
不
不
不
不
L
R
R
L
L
L
R
R
R
R
L
L
R
L
L
R
L
L
R
R
L
L
R
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R

近：近位端､幹：骨幹､遠：遠位端､（近）（遠）：未癒合脱落、〈近〉〈遠〉：未癒合､〔近〕〔遠〕：未癒合で脱落した端部

分類群 部位 LR 残存状況 備考

表面研磨？

幼鳥

幼獣

♂

上腕骨窩開放
上腕骨窩開放

上腕骨窩開放
上腕骨窩閉鎖

上腕骨窩開放
上腕骨窩開放

出土地点
グリッド 層位 位置 値 位置 値 位置 値 位置 値

計測

第39表　出土獣骨一覧表３

〔上腕骨頭〕
〔上腕骨頭〕
近～幹
近～近幹
近～幹
近～幹
(近)
幹～遠
(遠)
遠幹

滑車切痕周辺
滑車切痕周辺
滑車切痕周辺

（肘頭）～滑車切痕
（肘頭）～滑車切痕

滑車切痕
滑車切痕
（肘頭）～幹
滑車切痕～幹
完存
完存
完存
近～（遠）
完存
近～幹
近～（遠）
近～幹
近～（遠）
完存
近～（遠）
近～（遠）
近～（遠）
完存

〈近〉～〈遠〉
（近）～〈遠〉
近～遠幹
（近）～遠幹
（近）～近幹
（近）～近幹
〔遠〕
完存

（近）～〈遠〉
（近）～（遠）
（近）～幹
幹

（近）～（遠）
幹～（遠）
幹～遠
近幹～（遠）
踵骨隆起欠損
完存

（踵骨隆起）～遠
（踵骨隆起）～遠幹
近幹～遠幹
完存
一部欠損
一部欠損
完存
近～（遠）
近～（遠）
近～（遠）
近～幹
近～幹
近～（遠）
近～（遠）
近～（遠）
近～幹
（近）～遠
完存
完存
完存

（近）～遠
（近）～遠
幹～遠
幹～遠
〔近〕
完存
完存
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～遠
幹～（遠）
幹～(遠)

（肘頭）～幹
完存
歯冠
歯根
歯冠破片
歯冠
遠
遠幹
滑車切痕
近幹～遠幹
ほぼ完存
近～遠
近幹～遠

D-10
E-9
D-9
D-9
G-3
D-9
F-2
E-9
D-10
D-10
D-10
D-10
―
E-10
D-9
D-7･8
F-2
―
E-10
D-10
D-9
E-9
F-10
D-10
―
E-10
D-9
D-10
D-9
G-2
E-10
―
F-2
E-10
D-10
D-9
G-3
D-10
E-10
D-9
D-9
D-10
―
D-10
D-9
F-10
F-8
E-9
―
F-9
E-10
F-10
E-10
E-10
F-9
D-9
E-9
E-10
D-8
F-10
E-10
D-10

E-10
D-9
D-9
F-11
D-9
F-9

DEF-1/2
F-2
G-3
F-9
D-9
D-9
E-10
―
G-3
E-10
F-9
D-10
―
F-10
―
D-9
―
F-9
D-9
―
F-9
E-9
D-10
D-9
F-10
D-9
F･G-1
E-10

A-8
A-5
攪乱
攪乱
C-9
攪乱
攪乱
B-16
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
A-4
攪乱
攪乱
裏込め内
攪乱
B-2
A-9
攪乱
A-6
B-9
A-9
攪乱
B-2
攪乱
攪乱
A-9
攪乱
B-2
攪乱
裏込め内
A-4
A-9
A-9
C-9
A-6
B-2
A-6
A-9
B-2
攪乱
A-9
攪乱
B-9
攪乱
B-16
攪乱
攪乱
A-4
造成
B-2
B-2
攪乱
攪乱
A-5
A-6
攪乱
造成
A-5
A-9

B-2
攪乱
攪乱
造成
攪乱
造成
攪乱
遺構直上
造成
B-18b
攪乱
攪乱
A-4
粟石内
C-9
A-6
B-4
A-9
攪乱
造成
攪乱
攪乱
攪乱
B-18
A-6
攪乱
B-4
A-6
A-6
攪乱
造成
攪乱
攪乱
A-6

―
―
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
SDO
SDO
SDO
SDO
SDO
SDO
SDO
SDO
SDO
―
―
―
―
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
―
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GLｌ
GLｌ
GLｌ
GLｌ
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
GL
―
―
GL
GL
GL
GL
GL
GL
SDO
―
歯冠長
―
―
―
GL
GL
SDO
SD
GL
Gl
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
28.8
―
―
21.2
23.2
―
24.4
22.8
―
―
―
―
―
57.7
―
―
―
―
63.6
―
―
―
57.4
190.0
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
63.3
―
―
―
36.7
―
―
34.2
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
27.5
29.5
28.4
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
28.9
―
―
―
―
―
65.4
19.4
64.8
―
―

―
―
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
DPA
DPA
DPA
DPA
DPA
DPA
DPA
DPA
DPA
―
―
―
―
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
―
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
GB
GB
GB
GB
GB
GLｍ
GLｍ
GLｍ
GLｍ
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
―
―
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
Bp
DPA
―
歯冠幅
―
―
―
Bp
Bp
DPA
―
Bp
Bp
―

―
―
21.1
27.7
21.4
―
―
―
―
―
35.7
―
―
29.4
31.3
―
32.2
32.8
―
―
―
―
―
12.8
12.5
11.6
10.5
―
15.7
14.5
13.3
13.1
13.1
41.0
―
45.5
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
18.5
―
―
―
35.7
―
―
31.5
13.6
12.2
11.2
11.6
13.2
11.0
10.5
13.6
12.9
―
12.3
14.0
13.7
―
―
―
―
11.5
―
―
―
―
―
―
―
―
17.7
―
17.9
―
―
―
―
―
52.7
―
33.7
―
―

―
―
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
―
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
―
―
―
―
―
―
―
―
―
B
B
B
B
B
B
B
B
B
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
SD
―
―
B
B
B
B
B
B
―
―
―
―
―
―
SD
SD
―
―
SD
SD
―

―
―
11.6
―
13.2
12.6
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
10.0
―
8.2
―
8.8
12.1
9.9
10.5
9.5
9.8
15.6
13.0
15.0
11.6
―
―
―
―
17.0
12.1
―
17.5
13.3
―
12.4
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
11.0
10.6
10.0
10.0
―
7.7
7.5
11.4
10.0
12.8
9.7
11.1
10.7
10.2
8.8
12.4
13.0
―
―
―
―
10.3
―
9.2
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
26.7
―
―

―
―
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
Bd
Bd
残存長
Bd
残存長
Bd
残存長
残存長
残存長
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
―
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
―
―
―
―
―
―
―
―
―
残存長
残存長
残存長
Bd
Bd
残存長
残存長
残存長
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
―
―
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
Bd
―
―
―
―
―
―
Bd
Bd
―
―
Bd
Bd
―

―
―
―
―
―
―
―
24.9
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
13.2
―
44.2
―
40.9
15.1
47.2
42.5
46.1
―
37.1
37.3
―
―
―
―
―
―
27.6
―
―
―
―
―
20.2
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
50.4
57.7
―
―
47.6
47.9
58.3
―
15.1
10.9
12.4
12.7
12.1
10.6
15.3
15.5
―
―
―
13.3
13.2
13.0
12.0
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
28.3
27.7

イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
イノシシ /ブタ
ヤギ？
ウシ
ウシ
ウシ
ウシ
ウシ
ウシ
ウシ
ウシ
ウシ
ウシ
ウシ
ヒト

上腕骨
上腕骨
橈骨
橈骨
橈骨
橈骨
橈骨
橈骨
橈骨
橈骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨
尺骨

第 3手根骨
第 3手根骨
第 2中手骨
第 2中手骨
第 3中手骨
第 3中手骨
第 3中手骨
第 3中手骨
第 3中手骨
第 3中手骨
第 3中手骨
第 3中手骨
第 4中手骨
第 4中手骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
膝蓋骨
脛骨
脛骨
脛骨
脛骨
脛骨
脛骨
脛骨
脛骨
踵骨
踵骨
踵骨
踵骨
踵骨
距骨
距骨
距骨
距骨

第 3中足骨
第 3中足骨
第 3中足骨
第 3中足骨
第 3中足骨
第 4中足骨
第 4中足骨
第 4中足骨
第 4中足骨
基節骨
基節骨
基節骨
基節骨
基節骨
基節骨
基節骨
基節骨
基節骨
末節骨
末節骨

第3/4中手/中足骨
第3/4中手/中足骨
第3/4中手/中足骨
第3/4中手/中足骨
第3/4中手/中足骨
第3/4中手/中足骨

尺骨
P↑
M↑
M₁/₂
M₃
M↓
上腕骨
上腕骨
尺骨
中足骨
基節骨
中節骨
基節骨

R
R
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
L
L
L
R
L
L
L
L
L
R
R
R
L
R
L
L
R
R
R
R
R
R
L
L
L
L
L
L
R
R
L
R
R
R
R
L
L
L
R
L
R
R
R
R
L
L
R
R
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
L
R
R
L
L
不明
L
R
L
L
不明
不明
不明

近：近位端､幹：骨幹､遠：遠位端､（近）（遠）：未癒合脱落、〈近〉〈遠〉：未癒合､〔近〕〔遠〕：未癒合で脱落した端部

分類群 部位 LR 残存状況 備考

ブタ

ブタ

ブタ
若齡、ブタ
若齡
若齡

ブタ
ブタ
ブタ
ブタ

骨折治癒痕？

幼獣

幼獣

ブタ

ブタ

ブタ

ブタ
幼獣
幼獣

ブタ

ブタ
ブタ

幼獣

手

出土地点
グリッド 層位 位置 値 位置 値 位置 値 位置 値

計測

313312

第 5節　出土遺物（脊椎動物遺体）



第 3章　調査の方法と成果

第40表　哺乳類顎骨および遊離歯の詳細

第41表　獣骨にみられる人為的傷痕の詳細

イノシシ/ブタ

分類群

分類群

分類群 部位

部位

部位

上顎骨

上顎骨

上顎骨
上顎骨
上顎骨

上顎骨

LR

LR

LR

R

R

R
R
L

L

※（　）：萌出中

下線部：残存歯

M1

M2

M1

不可
̶
̶

M1

長
幅
長
幅
長
幅
̶
̶
̶
長
幅

14.6
10.8
17.6
13.6
12.8
10.9
̶
̶
̶
14.8
11.0

残存状況

残存状況

残存状況

P³P4M¹M²

m¹m²m³M¹M²

m²m³M¹
（C）m¹m²m³
（C）m¹m²m³

m³M¹（M²）

計測値（mm）

計測値（mm）
歯冠幅 歯冠長 歯冠高

備考

備考

グリッド 層位

グリッド 層位

グリッド 層位

D-10

F-2

―
D-10
D-9

D-10

A-6

攪乱

攪乱
A-9
A-6

A-9

ウシ

ニワトリ

ウシ F-9 B-18 M上顎 R 歯冠 17.9 28.9 ̶

鳥類保留

鳥類不明

ウミガメ

E-10
E-9
E-10
̶
D-9
D-9
D-10
̶
D-9
D-9
D-9
E-10
D-10
D-10
D-10
E-10
D-10
D-10
̶
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
E-9
D-10
̶
D-9
D-8
̶
E-10
D-9
D-9
E-9
D-10
E-10
D-10
D-9
D-10
E-10
D-10
D-10
E-10
F-10
D-9
D-10
D-9

B-2
B-16
A-6
攪乱
A-8
A-9
A-9
攪乱
攪乱
A-9
A-9
A-4
A-9
A-9
A-9
B-2
A-9
攪乱
攪乱
攪乱
A-9
攪乱
攪乱
攪乱
A-6
A-9
攪乱
A-3
攪乱
攪乱
A-4
攪乱
攪乱
B-16
攪乱
A-4
A-9
A-9
A-6
B-2
B-2
A-9
A-4
造成
攪乱
A-6
攪乱

烏口骨
烏口骨
烏口骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
尺骨
尺骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
肋骨板
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
尺骨
橈骨
橈骨
橈骨
橈骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
脛骨
脛骨
踵骨

第3中足骨
基節骨
上腕骨
尺骨

R
R
R
R
R
R
R
R
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
不
不明
L
L
L
R
R
R
R
R
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
L
L
R
R
不明
R
L

近
近
近

近幹～遠
幹～遠
遠
近～幹
遠
近～幹
近～近幹
近
近～幹
近～幹
幹～遠
幹～遠
遠
近～幹
遠
幹
遠幹
（遠）
破片
近～遠幹
近幹～遠
幹～〈遠〉
完

（近）～近幹
近幹～〈遠〉
近幹～遠幹
遠幹

（肘頭）～滑車切痕
近～幹
近～近幹
幹～遠
（遠）

〈近〉～〈遠〉
（近）～〈遠〉
近～遠幹
（近）～近幹
（近）～近幹
（近）～〈遠〉
（近）～幹
完存
近～（遠）
（近）～遠
遠幹
滑車切痕

近位端にCM
近位端にCM
近位端にCM
遠幹にCM
幹にCM
SF
SF
SF
SF
SF

近幹前面にCM
近幹前面にCM

SF
SF

遠位端内側にCM
遠位端後面にCM

SF
遠位端にCM
骨幹にCM
遠幹にCM
SF

近位側外面にCM
遠幹前面にCM

骨幹外側および後面にCM
遠幹前後面にCM

骨幹内側及び前面にCM多数
上腕骨頭直下後面にCM

骨幹後面および遠位端前面にCM
骨幹前面にCM
遠幹前面にCM

SF
近位端近くの骨幹前面にCM
近位端近く側面にCM

SF
後面にCM

骨幹外側面にCM
大腿骨頭直下前面にCM

骨幹前面および遠幹後面にCM
大腿骨頭直下前面にCM
大腿骨頭直下前面にCM
遠幹前面にCM

SF
底面にCM

近位端付近の前面にCM
骨幹後面にCM

SF
内側に細かいCM多数

イノシシ /ブタ

所見
（CM：カットマーク、SF：スパイラルフラクチャー）
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層位

MNI合
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サメ類
メジロザメ型
エイ類
ウツボ科
アナゴ属
サヨリ科
トビウオ科
ダツ科
コチ科
カマス属
ボラ科
マハタ型
スジアラ型
ハタ科
ハタ型

イトヒキアジ属
ギンガメアジ属
アジ科大型種
アジ科小型種
シイラ属
ヘダイ

クロダイ属
タイ科

フエダイ科
ヨコシマクロダイ
メイチダイ属

アマミフエフキ型
ハマフエフキ型
フエフキダイ属
フエフキダイ科
タイ型

コショウダイ類
シロクラベラ型
タキベラ型
キツネベラ型
ベラ科（A）
ベラ科（B）

ベラ科（その他Ⅰ）
ベラ科（その他Ⅱ）
ベラ科（その他）

ベラ科
ブダイ属 /ミゾレブダイ属

イロブダイ属
アオブダイ属A
アオブダイ属 B
アオブダイ属
ブダイ科

カツオ・スマ類
テングハギ型
ニザダイ科
アイゴ属

モンガラカワハギ科
未同定Ａ
魚骨保留
魚骨対象外
ニワトリ
鳥類保留
鳥類不明
ウミガメ
ネズミ科

イノシシ /ブタ
ウシ
ヒト
ヤギ？

5
26
3
1
16
38
6
46
1
87
10
150
28
329
121
5
1
12
50
6
4
91
1
32
6
15
36
118
167
554
180
10
60
4
31
6
7
1
1
5
271
1
15
199
210
97
551
10
2
60
30
16
2
4
909
128
18
13
2
1
114
11
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
15
1
46
9
54
̶
1
1
1
6
1
2
16
1
8
2
9
20
60
89
75
̶
4
16
4
12
2
5
1
1
2
52
1
5
61
56
26
60
2
1
7
1
8
2
̶
̶
12
3
̶
1
1
6
1
1
1

1

1

3
1
5

1

1

2
2
9

5

1
3

7
1

1

2

3
3
10

2

11

1
1

1
7
10
27

1

3
1

1

8

5
1
1
5

1

26
7

1

4

1

3
2
3

1

1
6

1
1

3

3

1

8
2
26

2
1

10

2

1
4
8
12
32

1
3

4

14
10
4
19

1
53
6
1

10
3
1

8

10

1

3

1

2
5
5
3

2

2

10
2

1

10
1

1

3

1

1

1
2
5

3

1
11

2
1

5
2

1

3

1

5

3
1
47
6
81
21
2

2
4
2
1
19

9
3
2
5
29
21
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1
6
17

4
1
2

74
1
5
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24
115
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4
6

180
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2
5

14

2
1
7

1

3

1

1

2
6
26

1

1

6
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3
3
3

1
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18
8
1

8

1

1

1

1

1

1

1

1
2

1

4

1

1

1

1

3

1
1

1
1
4

1

1

1

1

1

4
1

2

3

2

9

17

1

3
1
3
10
28

1
2

1
2

12

1
20
13
11
28
1

1

59

2

1

1

1

1
1

2

1

3

6

1

1

4
4
4
15

1

5

4
6

5

36

1
2

1
4
21
5
8

35
5
5
1
19
14

8

3

1

3
5
9
25
25

4
1

1

2
18

10
25
14
52

1
4
9
1
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8

2

4
10
2

11
17
1
28
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4
30
6
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2
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3
3
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7
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第 3章　調査の方法と成果

第40表　哺乳類顎骨および遊離歯の詳細

第41表　獣骨にみられる人為的傷痕の詳細

イノシシ/ブタ

分類群

分類群

分類群 部位

部位

部位

上顎骨

上顎骨

上顎骨
上顎骨
上顎骨

上顎骨

LR

LR

LR

R

R

R
R
L

L

※（　）：萌出中

下線部：残存歯

M1

M2

M1

不可
̶
̶

M1

長
幅
長
幅
長
幅
̶
̶
̶
長
幅

14.6
10.8
17.6
13.6
12.8
10.9
̶
̶
̶
14.8
11.0

残存状況

残存状況

残存状況

P³P4M¹M²

m¹m²m³M¹M²

m²m³M¹
（C）m¹m²m³
（C）m¹m²m³

m³M¹（M²）

計測値（mm）

計測値（mm）
歯冠幅 歯冠長 歯冠高

備考

備考

グリッド 層位

グリッド 層位

グリッド 層位

D-10

F-2

―
D-10
D-9

D-10

A-6

攪乱

攪乱
A-9
A-6

A-9

ウシ

ニワトリ

ウシ F-9 B-18 M上顎 R 歯冠 17.9 28.9 ̶

鳥類保留

鳥類不明

ウミガメ

E-10
E-9
E-10
̶
D-9
D-9
D-10
̶
D-9
D-9
D-9
E-10
D-10
D-10
D-10
E-10
D-10
D-10
̶
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
E-9
D-10
̶
D-9
D-8
̶
E-10
D-9
D-9
E-9
D-10
E-10
D-10
D-9
D-10
E-10
D-10
D-10
E-10
F-10
D-9
D-10
D-9

B-2
B-16
A-6
攪乱
A-8
A-9
A-9
攪乱
攪乱
A-9
A-9
A-4
A-9
A-9
A-9
B-2
A-9
攪乱
攪乱
攪乱
A-9
攪乱
攪乱
攪乱
A-6
A-9
攪乱
A-3
攪乱
攪乱
A-4
攪乱
攪乱
B-16
攪乱
A-4
A-9
A-9
A-6
B-2
B-2
A-9
A-4
造成
攪乱
A-6
攪乱

烏口骨
烏口骨
烏口骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
尺骨
尺骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
脛足根骨
肋骨板
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
上腕骨
尺骨
橈骨
橈骨
橈骨
橈骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
大腿骨
脛骨
脛骨
踵骨

第3中足骨
基節骨
上腕骨
尺骨

R
R
R
R
R
R
R
R
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
不
不明
L
L
L
R
R
R
R
R
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
L
L
R
R
不明
R
L

近
近
近

近幹～遠
幹～遠
遠
近～幹
遠
近～幹
近～近幹
近
近～幹
近～幹
幹～遠
幹～遠
遠
近～幹
遠
幹
遠幹
（遠）
破片
近～遠幹
近幹～遠
幹～〈遠〉
完

（近）～近幹
近幹～〈遠〉
近幹～遠幹
遠幹

（肘頭）～滑車切痕
近～幹
近～近幹
幹～遠
（遠）

〈近〉～〈遠〉
（近）～〈遠〉
近～遠幹
（近）～近幹
（近）～近幹
（近）～〈遠〉
（近）～幹
完存
近～（遠）
（近）～遠
遠幹
滑車切痕

近位端にCM
近位端にCM
近位端にCM
遠幹にCM
幹にCM
SF
SF
SF
SF
SF

近幹前面にCM
近幹前面にCM

SF
SF

遠位端内側にCM
遠位端後面にCM

SF
遠位端にCM
骨幹にCM
遠幹にCM
SF

近位側外面にCM
遠幹前面にCM

骨幹外側および後面にCM
遠幹前後面にCM

骨幹内側及び前面にCM多数
上腕骨頭直下後面にCM

骨幹後面および遠位端前面にCM
骨幹前面にCM
遠幹前面にCM

SF
近位端近くの骨幹前面にCM
近位端近く側面にCM

SF
後面にCM

骨幹外側面にCM
大腿骨頭直下前面にCM

骨幹前面および遠幹後面にCM
大腿骨頭直下前面にCM
大腿骨頭直下前面にCM
遠幹前面にCM

SF
底面にCM

近位端付近の前面にCM
骨幹後面にCM

SF
内側に細かいCM多数

イノシシ /ブタ

所見
（CM：カットマーク、SF：スパイラルフラクチャー）
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層位

MNI合
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サメ類
メジロザメ型
エイ類
ウツボ科
アナゴ属
サヨリ科
トビウオ科
ダツ科
コチ科
カマス属
ボラ科
マハタ型
スジアラ型
ハタ科
ハタ型

イトヒキアジ属
ギンガメアジ属
アジ科大型種
アジ科小型種
シイラ属
ヘダイ

クロダイ属
タイ科

フエダイ科
ヨコシマクロダイ
メイチダイ属

アマミフエフキ型
ハマフエフキ型
フエフキダイ属
フエフキダイ科
タイ型

コショウダイ類
シロクラベラ型
タキベラ型
キツネベラ型
ベラ科（A）
ベラ科（B）

ベラ科（その他Ⅰ）
ベラ科（その他Ⅱ）
ベラ科（その他）

ベラ科
ブダイ属 /ミゾレブダイ属

イロブダイ属
アオブダイ属A
アオブダイ属 B
アオブダイ属
ブダイ科

カツオ・スマ類
テングハギ型
ニザダイ科
アイゴ属

モンガラカワハギ科
未同定Ａ
魚骨保留
魚骨対象外
ニワトリ
鳥類保留
鳥類不明
ウミガメ
ネズミ科

イノシシ /ブタ
ウシ
ヒト
ヤギ？

5
26
3
1
16
38
6
46
1
87
10
150
28
329
121
5
1
12
50
6
4
91
1
32
6
15
36
118
167
554
180
10
60
4
31
6
7
1
1
5
271
1
15
199
210
97
551
10
2
60
30
16
2
4
909
128
18
13
2
1
114
11
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
15
1
46
9
54
̶
1
1
1
6
1
2
16
1
8
2
9
20
60
89
75
̶
4
16
4
12
2
5
1
1
2
52
1
5
61
56
26
60
2
1
7
1
8
2
̶
̶
12
3
̶
1
1
6
1
1
1

1

1

3
1
5

1

1

2
2
9

5

1
3

7
1

1

2

3
3
10

2

11

1
1

1
7
10
27

1

3
1

1

8

5
1
1
5

1

26
7

1

4

1

3
2
3

1

1
6

1
1

3

3

1

8
2
26

2
1

10

2

1
4
8
12
32

1
3

4

14
10
4
19

1
53
6
1

10
3
1

8

10

1

3

1

2
5
5
3

2

2

10
2

1

10
1

1

3

1

1

1
2
5

3

1
11

2
1

5
2

1

3

1

5

3
1
47
6
81
21
2

2
4
2
1
19

9
3
2
5
29
21
101
1
6
17

4
1
2

74
1
5
54
51
24
115

20
4
6

180
45
2
5

14

2
1
7

1

3

1

1

2
6
26

1

1

6

5
3
3
3

1

30
18
8
1

8

1

1

1

1

1

1

1

1
2

1

4

1

1

1

1

3

1
1

1
1
4

1

1

1

1

1

4
1

2

3

2

9

17

1

3
1
3
10
28

1
2

1
2

12

1
20
13
11
28
1

1

59

2

1

1

1

1
1

2

1

3

6

1

1

4
4
4
15

1

5

4
6

5

36

1
2

1
4
21
5
8

35
5
5
1
19
14

8

3

1

3
5
9
25
25

4
1

1

2
18

10
25
14
52

1
4
9
1

101
8

2

4
10
2

11
17
1
28

42
4
30
6
68
86
2

1
35
3
3
21

10

2
7
22
56
164
154
1
28

11
1
1

3
85

4
34
58
25
291
9
1
32
16
1
1

255

1
1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

6

3

2

1

1

1

1 1
1

3

1

3

1

1

2

2

2

2

1

1

3

1
1

1

1

1

2

7
2
30

2

7

1

2
2
9
10
35

1
1

3

11

1
8
8
4
10

1

49
3

7
1

1

1

1

7
1

1

1

16
3
30

1
1
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16
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第 3章　調査の方法と成果

（ハタ科スジアラ型　歯骨） （クロダイ属　前上顎骨）

（クロダイ属　歯骨）

（ヘダイ　歯骨）

（メイチダイ属　前上顎骨）

（ヨコシマクロダイ　前上顎骨）

（フエキダイ属アマミフエフキ型　前上顎骨）

（フエキダイ属ハマフエフキ型　前上顎骨）

（フエフキダイ科　歯骨）

（ハマフエフキ型　前上顎骨：続き）

（ハタ科マハタ型　歯骨）

（フエダイ科　歯骨）

第43表　魚骨の計測値（ピックアップ資料）1

グリッド
D-10
D-9
D-9
F-9
D-9
E-10
E-10
E-10
D-10

層位
A-9
A-9
A-9
造成
攪乱
A-4
A-5
A-6
A-9

LR
L
L
L
L
L
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
10.2
15.1
14.2
6.1
11.5
9.5
8.1
5.6
26.8

グリッド
D-7・8
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
E-10
E-10
D-10
D-9
D-9
E-10
F-9
F-9
D-9
D-9
─

層位
A-6
A-6
A-6
A-6
A-9
攪乱
A-6
A-6
A-9
A-9
A-9
B-2
B-16
造成
攪乱
攪乱
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
31.4
29.1
25.0
26.3
31.6
30.0
22.2
21.5
27.2
29.3
31.2
27.0
27.5
28.4
30.7
20.6
30.5

グリッド
E-10
E-10
D-9
D-10
D-9
D-9
D-9
D-10
D-10
D-10
E-10
E-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
F-10
F-10
F-9
F-9
E-7
E-9
F-9
F-9
F-10
G・F-2
D-7・8
─
D-9
D-9
─
D-10
D-9
D-9
E-10
E-10
E-9
D-10
E-10
D-9
D-9
D-9
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
E-9
F-10
F-9
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
─
─
─
─
─
─
D-9
E-9

層位
A-4
A-4
A-6
A-6
A-6
A-7
A-7
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-12
B-12
B-15
B-15
B-16
B-16
造成
造成
造成
遺構直上
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
A-3
A-3
A-4
A-4
A-6
A-6
A-6
A-7
A-7
A-7
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-16
B-2
B-2
B-7
造成
造成
造成
造成
造成
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
23.4
22.1
26.9
40.8
37.4
21.0
27.5
37.9
31.5
41.9
25.7
37.5
40.1
40.9
28.2
21.4
21.9
21.3
27.7
24.4
23.6
20.5
32.8
29.3
33.4
24.1
19.0
28.1
39.0
35.8
38.6
42.2
37.1
21.9
42.1
37.2
43.8
23.8
23.9
23.2
28.1
33.4
25.4
22.7
20.6
19.3
52.9
35.3
24.1
19.8
21.4
20.6
16.6
41.0
26.5
20.9
40.9
17.8
35.7
40.2
27.6
24.5
26.5
41.7
44.6
33.4
42.0
21.0
29.2＋

グリッド
E-10
E-10
E-10
D-9
F-9
F-10
─
─
E-10
E-10
E-10
E-9
E-10
D-10
D-9
D-9
D-10
D-10
─

層位
A-4
A-4
A-4
A-9
造成
造成
攪乱
攪乱
A-4
A-4
A-5
A-6
A-7
A-9
A-9
A-9
A-9
B-2
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
9.4
7.0
6.5
9.5
10.8
9.8
11.1
10.6
10.4
6.8
8.0
9.5
9.7
14.2
9.5
8.2
9.0
11.4
13.9

グリッド
D-10

層位
A-9

LR
R

計測位置
歯骨高

計測値
13.4

グリッド
F-3
E-10

層位
C-3
A-4

LR
L
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
32.4
29.2

グリッド
E-10
E-10

層位
A-4
A-4

LR
L
L

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
22.2
23.3

グリッド
D-9
D-9
D-9
E-10
E-10
E-10
E-10
E-10
？-10
E-10
E-10
D-9

層位
A-3
A-3
A-3
A-4
A-4
A-4
A-4
A-4
A-5
A-6
A-6
A-6

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
10.3
7.1
14.4
11.1
6.4
8.5
5.2
7.1
10.4
9.7
5.5
10.4

グリッド
E-10
E-10
D-10
F-9
F-9
F-9

F-10・11
F-7
─
E-10
D-9
D-9
D-9
F-10
F-9
E-10

層位
A-4
A-6
A-9
B-15
B-15
B-15
造成
攪乱
攪乱
A-6
A-6
A-7
A-9
B-13
B-15
B-9

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
32.8
31.7
35.5
42.6
23.6
33.2
35.3
40.0
47.0
31.5
33.6
30.6
28.3
31.8
26.8
32.2

グリッド
D-9
E-9
F-10
F-10・11
─
E-10
F-10
E-10
F-10

層位
A-3
A-6
B-7
造成
攪乱
A-9
B-12
B-2
造成

LR
L
L
L
L
L
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
27.0
22.9
23.5
24.6
19.0
22.2
24.9
27.7
34.1

グリッド
D-9
D-10
D-9
D-9
G-3
D-9

層位
A-7
A-8
A-6
A-9
C-2
攪乱

LR
L
L
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
5.7
13.0
8.8
8.3
5.0
19.7

グリッド
D-9
E-11
D-9
D-9
D-9
D-9
D-10
D-10
D-10
D-10
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
F-9
F-9
E-9
F-10
F-9
F-10
F-10
F-9
G・F-2
─
─
─
─
D-8
E-10
E-9
E-9
E-9
E-10
D-9
E-10
D-10
D-10
D-10
D-10
D-10
D-10
D-10
E-10
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
F-2
─
─
─
─

層位
A-3
A-3
A-6
A-7
A-7
A-7
A-8
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-15
B-16
B-16
B-9
造成
造成
造成
造成
遺構直上
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
A-4
A-5
A-5
A-6
A-6
A-7
A-7
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-16
遺構直上
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
9.4
9.0
7.7
10.3
11.1
7.4
9.0
11.1
10.7
9.4
9.6
7.0
9.1
10.1
12.9
7.2
8.0
7.9
9.9
6.8
7.4
4.4
9.6
2.7
11.2
15.5
7.9
8.5
11.4
6.0
9.0
19.9
11.0
10.6
8.1
5.8
10.1
13.5
8.0
11.5
6.0
12.1
11.1
8.2
8.7
7.7
10.2
11.2
9.3
7.7
8.3
9.8
9.6
9.7
4.9
6.5
9.6
10.0
7.4
9.2
7.3
5.9

（フエフキダイ科 歯骨） （ベラ科シロクラベラ型 下咽頭骨）

（ベラ科B 下咽頭骨）

（ベラ科その他 下咽頭骨）

（ベラ科キツネベラ型 前上顎骨・歯骨）

（ベラ科 前上顎骨）

（ベラ科 歯骨）（ベラ科タキベラ型 下咽頭骨）

（ベラ科A 下咽頭骨）

（ベラ科 歯骨）

（イロブダイ属 前上顎骨・歯骨・下咽頭骨）

（アオブダイ属A 前上顎骨）

第43表　魚骨の計測値（ピックアップ資料）2

グリッド
F-9
F-6・7
─
─

E・F-3～5
D・E・F-1・
E-11
E-10
E-10
D-10
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
F-9
F-9
F-9
F-10
F-9
─

層位
B-16
粟石内
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
A-3
A-4
A-4
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-16
B-2
B-4
造成
造成
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
16.3
20.2
18.1
28.3
17.8
15.8
28.7
18.8
12.5
22.6
27.0
26.9
22.4
25.8
16.7
17.6
28.2
25.0
34.0
12.9
22.9

グリッド
E-10

F-9

E-9

F-9

F-9

─

─

E・F-3～5

─

層位
A-4

B-15

B-16

B-18

造成

攪乱

攪乱

攪乱

攪乱

LR
─

─

─

─

─

─

─

─

─

計測位置
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
歯列面幅

計測値
29.5
19.2
67.3
41.3
52.8
32.4
58.5
36.1
51.7
34.5
25.9
17.6
47.7
30.5
42.6
26.8
31.6

グリッド
D-9

E-11

─

D-9

層位
A-9

B-2

攪乱

攪乱

LR
─

─

─

─

計測位置
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅

計測値
35.6
25.4
60.5
40.7
49.2
35.0
49.2
34.7

グリッド
E-10

E・F6～8

層位
A-4

攪乱

LR
─

─

計測位置
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅

計測値
26.2
16.4
30.6
20.2

グリッド
F-9
E-10
F-10
F-9
D-9
E-10
D-10
D-10
D-9
E-10

層位
造成
A-6
B-3
造成
攪乱
A-4
A-9
A-9
A-9
B-2

LR
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
20.3
12.8
12.4
11.1
17.3
12.4
14.9
16.7
19.4
14.4

グリッド
D-9
D-10
D-10
E-10
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
E-9

層位
A-8
A-8
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-16

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
25.4
26.8
24.7
12.8
16.5
25.8
31.9
28.0＋
19.4
31.4

グリッド
D-9

─

─

層位
A-6

攪乱

攪乱

LR
─

─

─

計測位置
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
歯列面幅

計測値
24.2
16.0
44.9
28.9
20.1

グリッド
F-9

層位
B-16

LR
─

計測位置
全幅
歯列面幅

計測値
34.6
25.8

グリッド
E-10
E-10
D-9
D-10
D-10
D-10
D-10
D-10
D-9
D-9
F-10
F-9
E-9
F-9
D-9
─
D-9
─
E-10
D-10
D-10
D-10
D-10
D-9
D-9
E-9
─

層位
A-4
A-4
A-6
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-12
B-15
B-16
B-16
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
A-4
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-2
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
22.8
22.8
32.8
43.2
30.6
37.4
33.5
32.6
28.2
39.0
36.0
23.9
27.9
17.9
19.0
28.9
29.6
23.1
37.3
37.9
26.7
33.8
34.2
11.6
18.6
28.4
48.8

グリッド
D-10
D-10
D-10
F-10
E-9
─

層位
A-9
A-9
A-9
B-12
A-8
攪乱

LR
L
L
R
R
R
─

計測位置
前上顎骨長
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
前列面幅

計測値
28.5
30.2
28.9
35.3
22.5
24.6

グリッド
E-11
D-10
F-10
─
F-9
F-9
F-9
D-10
D-10
F-10
D-10
D-9
D-9
D-10
D-9
F-10
D-9
E-10
F-9
F-9
E-10
─
D-10
D-10
D-10
D-8・9
E-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
─
D-8
F-10
E-9
D-10
D-10
D-10
D-10
D-9
E-10
E-9
D-10
E-9
F-9
D-9
F-9
F-9
─
D-10
F-10
E-9
G-3
F-10
E-9
F-9
D-9

層位
A-3
A-9
B-12
攪乱
造成
造成
造成
攪乱
A-9
造成
A-8
A-6
A-7
A-9
攪乱
B-12
攪乱
A-6
B-16
B-16
A-4
攪乱
A-9
A-9
A-8
A-6
B-16
A-7
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
攪乱
攪乱
B-12
B-2
A-9
A-7
A-9
A-9
攪乱
A-4
A-6
A-9
B-16
造成
攪乱
B-16
造成
攪乱
A-9
B-12
A-6
造成
B-12
A-6
B-15
A-9

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
41.1
29.0
17.1
28.3＋
38.2
26.8
39.0
35.2
25.2
21.9
25.4
25.1
21.0
39.9
22.5
35.4
26.9
20.8
22.9
15.1
27.4
24.9
34.0
20.2
24.3
20.9
31.9
20.8
23.8
31.0
31.9
42.3
30.2
40.6
44.0
37.7
28.2
29.5
23.7
24.9
26.3
30.3
21.4
20.9
20.0
36.5
29.9
31.6
28.2
34.1
32.4＋
27.4
16.9
21.0
24.3
39.4
26.4
21.0
18.3

グリッド
D-8・9
D-9
D-9
D-10
D-10
D-10
D-10
E-10
D-10
D-9
D-9
D-9
F-10
F-10
F-9
F-9
E-9
E-9
F-9

F-10・11
F-10
F-10
F-9
F-9
F-10
F・G-1・2
D-9
─
D-9
D-9
D-9
D-10
D-9
D-9
E-10
E-10
E-10
E-10
E-10
E-9
D-9
E-9
D-9
D-10
D-10
D-10
D-10
C-10
D-10
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
F-10
F-9
F-9
E-9
E-11
F-9
F-9
G-3
F-9
F-9
F-2
─
D-9
D-9
D-9
F-2
─
─
─
─
─

層位
A-6
A-7
A-8
A-8
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-12
B-12
B-15
B-15
B-16
B-16
B-2
造成
造成
造成
造成
造成
造成
遺構直上
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
A-3
A-4
A-4
A-4
A-4
A-6
A-6
A-6
A-6
A-8
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-12
B-15
B-2
B-2
B-2
B-2
B-2
C-3
造成
造成
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
─

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
10.1
6.7
9.8
11.0
10.0
6.1
8.0
7.9
6.3
7.0
10.0
10.6
10.5
7.7
20.8
13.2
10.1
7.9
8.8
13.9
7.9
6.1
6.3
7.7
7.6
8.2
11.5
10.8
7.3
11.8
6.4
11.5
10.0
8.9
6.0
7.4
7.4
6.3
12.3
9.1
7.6
11.8
7.4
10.0
9.2
6.7
14.3
6.8
12.9
9.2
10.0
11.9
9.2
9.3
12.8
6.0
8.9
6.1
7.0
6.0
10.8
8.9
6.3
6.4
6.3
6.0
12.3
10.0
8.3
11.6
9.2
9.3
7.6
8.8
8.8
9.0
14.1
7.2

第 5節　出土遺物（脊椎動物遺体）
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第 3章　調査の方法と成果

（ハタ科スジアラ型　歯骨） （クロダイ属　前上顎骨）

（クロダイ属　歯骨）

（ヘダイ　歯骨）

（メイチダイ属　前上顎骨）

（ヨコシマクロダイ　前上顎骨）

（フエキダイ属アマミフエフキ型　前上顎骨）

（フエキダイ属ハマフエフキ型　前上顎骨）

（フエフキダイ科　歯骨）

（ハマフエフキ型　前上顎骨：続き）

（ハタ科マハタ型　歯骨）

（フエダイ科　歯骨）

第43表　魚骨の計測値（ピックアップ資料）1

グリッド
D-10
D-9
D-9
F-9
D-9
E-10
E-10
E-10
D-10

層位
A-9
A-9
A-9
造成
攪乱
A-4
A-5
A-6
A-9

LR
L
L
L
L
L
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
10.2
15.1
14.2
6.1
11.5
9.5
8.1
5.6
26.8

グリッド
D-7・8
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
E-10
E-10
D-10
D-9
D-9
E-10
F-9
F-9
D-9
D-9
─

層位
A-6
A-6
A-6
A-6
A-9
攪乱
A-6
A-6
A-9
A-9
A-9
B-2
B-16
造成
攪乱
攪乱
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
31.4
29.1
25.0
26.3
31.6
30.0
22.2
21.5
27.2
29.3
31.2
27.0
27.5
28.4
30.7
20.6
30.5

グリッド
E-10
E-10
D-9
D-10
D-9
D-9
D-9
D-10
D-10
D-10
E-10
E-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
F-10
F-10
F-9
F-9
E-7
E-9
F-9
F-9
F-10
G・F-2
D-7・8
─
D-9
D-9
─
D-10
D-9
D-9
E-10
E-10
E-9
D-10
E-10
D-9
D-9
D-9
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
E-9
F-10
F-9
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
─
─
─
─
─
─
D-9
E-9

層位
A-4
A-4
A-6
A-6
A-6
A-7
A-7
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-12
B-12
B-15
B-15
B-16
B-16
造成
造成
造成
遺構直上
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
A-3
A-3
A-4
A-4
A-6
A-6
A-6
A-7
A-7
A-7
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-16
B-2
B-2
B-7
造成
造成
造成
造成
造成
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
23.4
22.1
26.9
40.8
37.4
21.0
27.5
37.9
31.5
41.9
25.7
37.5
40.1
40.9
28.2
21.4
21.9
21.3
27.7
24.4
23.6
20.5
32.8
29.3
33.4
24.1
19.0
28.1
39.0
35.8
38.6
42.2
37.1
21.9
42.1
37.2
43.8
23.8
23.9
23.2
28.1
33.4
25.4
22.7
20.6
19.3
52.9
35.3
24.1
19.8
21.4
20.6
16.6
41.0
26.5
20.9
40.9
17.8
35.7
40.2
27.6
24.5
26.5
41.7
44.6
33.4
42.0
21.0
29.2＋

グリッド
E-10
E-10
E-10
D-9
F-9
F-10
─
─
E-10
E-10
E-10
E-9
E-10
D-10
D-9
D-9
D-10
D-10
─

層位
A-4
A-4
A-4
A-9
造成
造成
攪乱
攪乱
A-4
A-4
A-5
A-6
A-7
A-9
A-9
A-9
A-9
B-2
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
9.4
7.0
6.5
9.5
10.8
9.8
11.1
10.6
10.4
6.8
8.0
9.5
9.7
14.2
9.5
8.2
9.0
11.4
13.9

グリッド
D-10

層位
A-9

LR
R

計測位置
歯骨高

計測値
13.4

グリッド
F-3
E-10

層位
C-3
A-4

LR
L
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
32.4
29.2

グリッド
E-10
E-10

層位
A-4
A-4

LR
L
L

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
22.2
23.3

グリッド
D-9
D-9
D-9
E-10
E-10
E-10
E-10
E-10
？-10
E-10
E-10
D-9

層位
A-3
A-3
A-3
A-4
A-4
A-4
A-4
A-4
A-5
A-6
A-6
A-6

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
10.3
7.1
14.4
11.1
6.4
8.5
5.2
7.1
10.4
9.7
5.5
10.4

グリッド
E-10
E-10
D-10
F-9
F-9
F-9

F-10・11
F-7
─
E-10
D-9
D-9
D-9
F-10
F-9
E-10

層位
A-4
A-6
A-9
B-15
B-15
B-15
造成
攪乱
攪乱
A-6
A-6
A-7
A-9
B-13
B-15
B-9

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
32.8
31.7
35.5
42.6
23.6
33.2
35.3
40.0
47.0
31.5
33.6
30.6
28.3
31.8
26.8
32.2

グリッド
D-9
E-9
F-10
F-10・11
─
E-10
F-10
E-10
F-10

層位
A-3
A-6
B-7
造成
攪乱
A-9
B-12
B-2
造成

LR
L
L
L
L
L
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
27.0
22.9
23.5
24.6
19.0
22.2
24.9
27.7
34.1

グリッド
D-9
D-10
D-9
D-9
G-3
D-9

層位
A-7
A-8
A-6
A-9
C-2
攪乱

LR
L
L
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
5.7
13.0
8.8
8.3
5.0
19.7

グリッド
D-9
E-11
D-9
D-9
D-9
D-9
D-10
D-10
D-10
D-10
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
F-9
F-9
E-9
F-10
F-9
F-10
F-10
F-9
G・F-2
─
─
─
─
D-8
E-10
E-9
E-9
E-9
E-10
D-9
E-10
D-10
D-10
D-10
D-10
D-10
D-10
D-10
E-10
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
F-2
─
─
─
─

層位
A-3
A-3
A-6
A-7
A-7
A-7
A-8
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-15
B-16
B-16
B-9
造成
造成
造成
造成
遺構直上
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
A-4
A-5
A-5
A-6
A-6
A-7
A-7
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-16
遺構直上
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
9.4
9.0
7.7
10.3
11.1
7.4
9.0
11.1
10.7
9.4
9.6
7.0
9.1
10.1
12.9
7.2
8.0
7.9
9.9
6.8
7.4
4.4
9.6
2.7
11.2
15.5
7.9
8.5
11.4
6.0
9.0
19.9
11.0
10.6
8.1
5.8
10.1
13.5
8.0
11.5
6.0
12.1
11.1
8.2
8.7
7.7
10.2
11.2
9.3
7.7
8.3
9.8
9.6
9.7
4.9
6.5
9.6
10.0
7.4
9.2
7.3
5.9

（フエフキダイ科 歯骨） （ベラ科シロクラベラ型 下咽頭骨）

（ベラ科B 下咽頭骨）

（ベラ科その他 下咽頭骨）

（ベラ科キツネベラ型 前上顎骨・歯骨）

（ベラ科 前上顎骨）

（ベラ科 歯骨）（ベラ科タキベラ型 下咽頭骨）

（ベラ科A 下咽頭骨）

（ベラ科 歯骨）

（イロブダイ属 前上顎骨・歯骨・下咽頭骨）

（アオブダイ属A 前上顎骨）

第43表　魚骨の計測値（ピックアップ資料）2

グリッド
F-9
F-6・7
─
─

E・F-3～5
D・E・F-1・
E-11
E-10
E-10
D-10
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
F-9
F-9
F-9
F-10
F-9
─

層位
B-16
粟石内
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
A-3
A-4
A-4
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-16
B-2
B-4
造成
造成
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
16.3
20.2
18.1
28.3
17.8
15.8
28.7
18.8
12.5
22.6
27.0
26.9
22.4
25.8
16.7
17.6
28.2
25.0
34.0
12.9
22.9

グリッド
E-10

F-9

E-9

F-9

F-9

─

─

E・F-3～5

─

層位
A-4

B-15

B-16

B-18

造成

攪乱

攪乱

攪乱

攪乱

LR
─

─

─

─

─

─

─

─

─

計測位置
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
歯列面幅

計測値
29.5
19.2
67.3
41.3
52.8
32.4
58.5
36.1
51.7
34.5
25.9
17.6
47.7
30.5
42.6
26.8
31.6

グリッド
D-9

E-11

─

D-9

層位
A-9

B-2

攪乱

攪乱

LR
─

─

─

─

計測位置
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅

計測値
35.6
25.4
60.5
40.7
49.2
35.0
49.2
34.7

グリッド
E-10

E・F6～8

層位
A-4

攪乱

LR
─

─

計測位置
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅

計測値
26.2
16.4
30.6
20.2

グリッド
F-9
E-10
F-10
F-9
D-9
E-10
D-10
D-10
D-9
E-10

層位
造成
A-6
B-3
造成
攪乱
A-4
A-9
A-9
A-9
B-2

LR
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
20.3
12.8
12.4
11.1
17.3
12.4
14.9
16.7
19.4
14.4

グリッド
D-9
D-10
D-10
E-10
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
E-9

層位
A-8
A-8
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-16

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
25.4
26.8
24.7
12.8
16.5
25.8
31.9
28.0＋
19.4
31.4

グリッド
D-9

─

─

層位
A-6

攪乱

攪乱

LR
─

─

─

計測位置
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
歯列面幅

計測値
24.2
16.0
44.9
28.9
20.1

グリッド
F-9

層位
B-16

LR
─

計測位置
全幅
歯列面幅

計測値
34.6
25.8

グリッド
E-10
E-10
D-9
D-10
D-10
D-10
D-10
D-10
D-9
D-9
F-10
F-9
E-9
F-9
D-9
─
D-9
─
E-10
D-10
D-10
D-10
D-10
D-9
D-9
E-9
─

層位
A-4
A-4
A-6
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-12
B-15
B-16
B-16
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
A-4
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-2
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
22.8
22.8
32.8
43.2
30.6
37.4
33.5
32.6
28.2
39.0
36.0
23.9
27.9
17.9
19.0
28.9
29.6
23.1
37.3
37.9
26.7
33.8
34.2
11.6
18.6
28.4
48.8

グリッド
D-10
D-10
D-10
F-10
E-9
─

層位
A-9
A-9
A-9
B-12
A-8
攪乱

LR
L
L
R
R
R
─

計測位置
前上顎骨長
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
前列面幅

計測値
28.5
30.2
28.9
35.3
22.5
24.6

グリッド
E-11
D-10
F-10
─
F-9
F-9
F-9
D-10
D-10
F-10
D-10
D-9
D-9
D-10
D-9
F-10
D-9
E-10
F-9
F-9
E-10
─
D-10
D-10
D-10
D-8・9
E-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
─
D-8
F-10
E-9
D-10
D-10
D-10
D-10
D-9
E-10
E-9
D-10
E-9
F-9
D-9
F-9
F-9
─
D-10
F-10
E-9
G-3
F-10
E-9
F-9
D-9

層位
A-3
A-9
B-12
攪乱
造成
造成
造成
攪乱
A-9
造成
A-8
A-6
A-7
A-9
攪乱
B-12
攪乱
A-6
B-16
B-16
A-4
攪乱
A-9
A-9
A-8
A-6
B-16
A-7
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
攪乱
攪乱
B-12
B-2
A-9
A-7
A-9
A-9
攪乱
A-4
A-6
A-9
B-16
造成
攪乱
B-16
造成
攪乱
A-9
B-12
A-6
造成
B-12
A-6
B-15
A-9

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
41.1
29.0
17.1
28.3＋
38.2
26.8
39.0
35.2
25.2
21.9
25.4
25.1
21.0
39.9
22.5
35.4
26.9
20.8
22.9
15.1
27.4
24.9
34.0
20.2
24.3
20.9
31.9
20.8
23.8
31.0
31.9
42.3
30.2
40.6
44.0
37.7
28.2
29.5
23.7
24.9
26.3
30.3
21.4
20.9
20.0
36.5
29.9
31.6
28.2
34.1
32.4＋
27.4
16.9
21.0
24.3
39.4
26.4
21.0
18.3

グリッド
D-8・9
D-9
D-9
D-10
D-10
D-10
D-10
E-10
D-10
D-9
D-9
D-9
F-10
F-10
F-9
F-9
E-9
E-9
F-9

F-10・11
F-10
F-10
F-9
F-9
F-10
F・G-1・2
D-9
─
D-9
D-9
D-9
D-10
D-9
D-9
E-10
E-10
E-10
E-10
E-10
E-9
D-9
E-9
D-9
D-10
D-10
D-10
D-10
C-10
D-10
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
F-10
F-9
F-9
E-9
E-11
F-9
F-9
G-3
F-9
F-9
F-2
─
D-9
D-9
D-9
F-2
─
─
─
─
─

層位
A-6
A-7
A-8
A-8
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-12
B-12
B-15
B-15
B-16
B-16
B-2
造成
造成
造成
造成
造成
造成
遺構直上
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
A-3
A-4
A-4
A-4
A-4
A-6
A-6
A-6
A-6
A-8
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-12
B-15
B-2
B-2
B-2
B-2
B-2
C-3
造成
造成
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
─

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
10.1
6.7
9.8
11.0
10.0
6.1
8.0
7.9
6.3
7.0
10.0
10.6
10.5
7.7
20.8
13.2
10.1
7.9
8.8
13.9
7.9
6.1
6.3
7.7
7.6
8.2
11.5
10.8
7.3
11.8
6.4
11.5
10.0
8.9
6.0
7.4
7.4
6.3
12.3
9.1
7.6
11.8
7.4
10.0
9.2
6.7
14.3
6.8
12.9
9.2
10.0
11.9
9.2
9.3
12.8
6.0
8.9
6.1
7.0
6.0
10.8
8.9
6.3
6.4
6.3
6.0
12.3
10.0
8.3
11.6
9.2
9.3
7.6
8.8
8.8
9.0
14.1
7.2

第 5節　出土遺物（脊椎動物遺体）
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第 3章　調査の方法と成果

グリッド
D-9
E-9
E-9
E-9
E-10
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
F-10
F-10
F-9
F-9
E-9
F-9
E-9
E-10
E-9
F-9
D-9
─
─
D-9
─
D-9
F-9
D-9
E-10
E-9
D-9
D-10
D-10
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
F-10
F-9
F-9
F-9
E-9
F-9
F-9
─
D-9

層位
A-3
A-6
A-6
A-6
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-12
B-12
B-15
B-16
B-16
B-2
B-2
B-9
E-16
造成
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
A-3
A-4
A-6
A-7
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-13
B-15
B-15
B-15
B-16
造成
造成
攪乱
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
25.8
35.8
27.3
21.5
31.4
11.9
47.9
40.1
28.4
23.9
20.5
17.5
27.3＋
22.9
23.6
22.6
21.7
19.6
19.3
21.9
20.5
31.2
38.2
24.5
40.7
22.8
28.7
27.7
26.0
25.7
34.1
24.6
17.8
21.5
22.8
27.7
25.0
17.4
49.4
43.7
31.0＋
40.7
30.8
19.5
16.9
41.3
21.6
23.6
29.2
17.1
38.4
22.2

グリッド
E-10
E-9
E-10
D-9
D-10
D-10
D-10
E-10
D-10
D-9
D-9
D-9
F-9
E-10
E-10
D-9
D-9
E-10
D-10
E-10
E-9
D-9
D-9
D-9
E-10
D-10
D-10
D-10
D-10
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
F-9
E-9
D-6

層位
A-4
A-6
A-7
A-7
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-18
B-2
B-2
攪乱
攪乱
A-4
A-6
A-6
A-6
A-7
A-7
A-8
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-15
B-2
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
29.2
16.4
29.8
19.4＋
29.0
21.5
1.1
22.3
30.7
23.5
23.3
22.5
19.7
19.0
23.0
20.0
19.2
22.8
26.9
16.0
24.9
19.8
20.4
29.8
28.7
30.0
25.1
27.6
24.6
18.5
28.1
26.3
25.6
24.7
30.5
24.1
17.3
14.5
23.4
31.1
28.9

グリッド
D-10
F-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
E-9
E-10
E-9
F-9
─
E-10
─
G-3
D-9
F-9
E-9
F-9
D-10
F-9
F-9
D-9
D-9
D-9
D-9

層位
A-9
B-12
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-6
B-12
A-6
造成
攪乱
A-9
攪乱
C-9
A-6
B-18
B-16
B-18
A-9
B-15
造成
攪乱
A-9
A-9
A-9

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
17.2
17.0
34.7
22.2
30.3
18.2
17.7
19.3
18.2
12.9
24.2
17.3
24.1
24.7
29.6
13.8
20.0
21.4
16.4
14.7
13.5
11.5
13.3＋
16.9
16.0
13.4
29.2
33.2
20.7

グリッド
E-10
E-11
E-9
D-8・9
D-10
D-9

D-9

F-10
F-10
F-9
F-9
E-9
F-9
F-9
─
F-10
─

層位
A-4
A-5
A-6
A-6
A-9
A-9

A-9

B-12
B-12
B-16
B-16
B-16
B-18
B-18
攪乱
造成
─

LR
─
─
─
─
─
─

─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

計測位置
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅

計測値
9.5
14.7
14.4
11.7
8.8
14.3
20.3
10.0
15.2
11.3
15.5
11.6
12.9
14.6
11.0
14.1
14.4
13.2

グリッド
D-10

層位
A-9

LR
─

計測位置
歯列面幅

計測値
13.3

グリッド
F-9

層位
B-18

LR
R

計測位置
歯骨高

計測値
16.1

グリッド
F-10
D-10
E-2
E-9
E-9
F-9
F-9
F-10
F-9
E-9
D-9
D-9

層位
B-12
A-9
攪乱
A-6
A-6
造成
D-16
B-12
B-16
A-6
攪乱
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
23.0
25.6
26.2
24.6
19.9
16.7
14.5
15.2
15.8
14.4
23.6
12.9

（アオブダイ属B 前上顎骨） （アオブダイ属A 歯骨） （アオブダイ属B 歯骨：続き）

（アオブダイ属 下咽頭骨）

（アオブダイ属B 歯骨）

（ブダイ属/ミゾレブダイ層 下咽頭骨）

（未同定A 歯骨）

第43表　魚骨の計測値（ピックアップ資料）3

グリッド
E-10
F-9

グリッド
E-10
E-10
E-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
E-10
F-10
F-10
F-10
F-10
F-9
F-9

グリッド
E-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9

グリッド
F-9
F-9
F-9

グリッド
F-10
F-10
F-9
F-9

グリッド
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9

層位
A-9
B-18

層位
A-9
A-9
A-9
B-16
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
A-9
B-12
B-12
B-12
B-12
B-18
B-18

層位
A-9
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18

層位
B-18
B-18
B-18

層位
B-12
B-12
B-18
B-18

層位
B-12
B-16
B-18
B-18
B-18
B-16
B-16
B-18
B-18
B-18

LR
L
L

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R

LR
L
L
L
L
L
R
R
R

LR
L
R
R

LR
L
L
L
R

LR
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測位置
歯骨高
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
歯骨高
歯骨高
前上顎骨前

計測位置
歯骨高
歯骨高
前上顎骨長

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
13.0
9.0

計測値
9.1
5.0
4.9
3.9
5.5
8.2
3.7
3.4
7.7
6.9
8.7
7.9
9.5
5.1
3.8
7.7
6.2

計測値
7.3
23.2
25.5
31.0
12.1
8.5
10.0
23.1

計測値
11.1
10.5
23.4

計測値
16.0
19.4
18.0
21.7

計測値
24.0
46.2
25.3
18.1
18.9
23.1
19.1
27.9
32.0
18.8

グリッド
E-10
E-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
E-10
E-10
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9

グリッド
E-10
E-10
F-10
F-10
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
E-10
E-10
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9

グリッド
A-9
A-9
B-16
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
A-9
A-9
B-12
B-16
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18

層位
A-9
A-9
B-12
B-12
B-12
B-16
B-16
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
A-9
A-9
B-12
B-16
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
39.8
23.0
5.1
19.3
35.5
19.5
22.2
22.7
23.6
23.1
27.9
20.8
21.6
21.3
29.0
19.1
21.4
36.2
26.4
22.2
21.8
37.9
24.5

計測値
12.1
10.2
12.0
8.9
6.6
6.0
9.5
6.0
8.7
7.2
5.8
7.2
5.2
5.3
7.4
8.7
8.8
6.0
10.0
9.1
12.6
7.3
5.4
6.4
7.4
7.2
5.7
7.3
7.3
10.9
6.7
5.7
9.9
10.0
5.6
12.2
5.6
5.5
8.9

グリッド

E-10

F-10

F-9

F-9

F-9

グリッド

F-9

グリッド

F-9

グリッド
F-9

グリッド
F-9

グリッド
F-9
F-9
F-9
F-9
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9

グリッド

A-9

B-12

B-18

B-18

B-18

層位

B-16

層位

B-18

層位
B-16

層位
B-18

層位
B-18
B-18
B-18
B-18
B-12
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18

LR

─

─

─

─

─

LR

─

LR

─

LR
─

LR
─

L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅

計測位置
全幅
歯列面幅

計測位置
全幅
歯列面幅

計測位置
歯列面幅

計測位置
歯列面幅

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
前上顎骨長
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
37.3
24.0
39.9
25.6
55.2
37.0
50.3
33.9
27.6
18.4

計測値
36.0
23.7

計測値
28.5
19.7

計測値
12.0

計測値
18.0

計測値
14.7
8.3
4.8
5.6
17.3
8.7
3.5
18.7
10.6
13.0
10.0

第44表　篩別魚骨の計測値１
（ハタ科スジアラ型歯骨） （ハマフエフキ型前上顎骨）

（フエフキダイ科歯骨）

（シロクラベラ型下咽頭骨）

（タキベラ型下咽頭骨）

（ベラ科B下咽頭骨）

（ベラ科その他下咽頭骨）

（ベラ科A下咽頭骨）

（ベラ科キツネベラ型前上顎骨・歯骨）

（ハタ科マハタ型歯骨）

（クロダイ属前上顎骨・歯骨）

（ヘダイ前上顎骨・歯骨）

（メイチダイ属前上顎骨）

（アマミフエフキ型前上顎骨）

第 5節　出土遺物（脊椎動物遺体）
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第 3章　調査の方法と成果

グリッド
D-9
E-9
E-9
E-9
E-10
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
F-10
F-10
F-9
F-9
E-9
F-9
E-9
E-10
E-9
F-9
D-9
─
─
D-9
─
D-9
F-9
D-9
E-10
E-9
D-9
D-10
D-10
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
F-10
F-9
F-9
F-9
E-9
F-9
F-9
─
D-9

層位
A-3
A-6
A-6
A-6
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-12
B-12
B-15
B-16
B-16
B-2
B-2
B-9
E-16
造成
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
攪乱
A-3
A-4
A-6
A-7
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-13
B-15
B-15
B-15
B-16
造成
造成
攪乱
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
25.8
35.8
27.3
21.5
31.4
11.9
47.9
40.1
28.4
23.9
20.5
17.5
27.3＋
22.9
23.6
22.6
21.7
19.6
19.3
21.9
20.5
31.2
38.2
24.5
40.7
22.8
28.7
27.7
26.0
25.7
34.1
24.6
17.8
21.5
22.8
27.7
25.0
17.4
49.4
43.7
31.0＋
40.7
30.8
19.5
16.9
41.3
21.6
23.6
29.2
17.1
38.4
22.2

グリッド
E-10
E-9
E-10
D-9
D-10
D-10
D-10
E-10
D-10
D-9
D-9
D-9
F-9
E-10
E-10
D-9
D-9
E-10
D-10
E-10
E-9
D-9
D-9
D-9
E-10
D-10
D-10
D-10
D-10
D-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
F-9
E-9
D-6

層位
A-4
A-6
A-7
A-7
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-18
B-2
B-2
攪乱
攪乱
A-4
A-6
A-6
A-6
A-7
A-7
A-8
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
B-15
B-2
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
29.2
16.4
29.8
19.4＋
29.0
21.5
1.1
22.3
30.7
23.5
23.3
22.5
19.7
19.0
23.0
20.0
19.2
22.8
26.9
16.0
24.9
19.8
20.4
29.8
28.7
30.0
25.1
27.6
24.6
18.5
28.1
26.3
25.6
24.7
30.5
24.1
17.3
14.5
23.4
31.1
28.9

グリッド
D-10
F-10
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
D-9
E-9
E-10
E-9
F-9
─
E-10
─
G-3
D-9
F-9
E-9
F-9
D-10
F-9
F-9
D-9
D-9
D-9
D-9

層位
A-9
B-12
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-9
A-6
B-12
A-6
造成
攪乱
A-9
攪乱
C-9
A-6
B-18
B-16
B-18
A-9
B-15
造成
攪乱
A-9
A-9
A-9

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
17.2
17.0
34.7
22.2
30.3
18.2
17.7
19.3
18.2
12.9
24.2
17.3
24.1
24.7
29.6
13.8
20.0
21.4
16.4
14.7
13.5
11.5
13.3＋
16.9
16.0
13.4
29.2
33.2
20.7

グリッド
E-10
E-11
E-9
D-8・9
D-10
D-9

D-9

F-10
F-10
F-9
F-9
E-9
F-9
F-9
─
F-10
─

層位
A-4
A-5
A-6
A-6
A-9
A-9

A-9

B-12
B-12
B-16
B-16
B-16
B-18
B-18
攪乱
造成
─

LR
─
─
─
─
─
─

─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

計測位置
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅
歯列面幅

計測値
9.5
14.7
14.4
11.7
8.8
14.3
20.3
10.0
15.2
11.3
15.5
11.6
12.9
14.6
11.0
14.1
14.4
13.2

グリッド
D-10

層位
A-9

LR
─

計測位置
歯列面幅

計測値
13.3

グリッド
F-9

層位
B-18

LR
R

計測位置
歯骨高

計測値
16.1

グリッド
F-10
D-10
E-2
E-9
E-9
F-9
F-9
F-10
F-9
E-9
D-9
D-9

層位
B-12
A-9
攪乱
A-6
A-6
造成
D-16
B-12
B-16
A-6
攪乱
攪乱

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
23.0
25.6
26.2
24.6
19.9
16.7
14.5
15.2
15.8
14.4
23.6
12.9

（アオブダイ属B 前上顎骨） （アオブダイ属A 歯骨） （アオブダイ属B 歯骨：続き）

（アオブダイ属 下咽頭骨）

（アオブダイ属B 歯骨）

（ブダイ属/ミゾレブダイ層 下咽頭骨）

（未同定A 歯骨）

第43表　魚骨の計測値（ピックアップ資料）3

グリッド
E-10
F-9

グリッド
E-10
E-10
E-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
E-10
F-10
F-10
F-10
F-10
F-9
F-9

グリッド
E-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9

グリッド
F-9
F-9
F-9

グリッド
F-10
F-10
F-9
F-9

グリッド
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9

層位
A-9
B-18

層位
A-9
A-9
A-9
B-16
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
A-9
B-12
B-12
B-12
B-12
B-18
B-18

層位
A-9
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18

層位
B-18
B-18
B-18

層位
B-12
B-12
B-18
B-18

層位
B-12
B-16
B-18
B-18
B-18
B-16
B-16
B-18
B-18
B-18

LR
L
L

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R

LR
L
L
L
L
L
R
R
R

LR
L
R
R

LR
L
L
L
R

LR
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測位置
歯骨高
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
歯骨高
歯骨高
前上顎骨前

計測位置
歯骨高
歯骨高
前上顎骨長

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
13.0
9.0

計測値
9.1
5.0
4.9
3.9
5.5
8.2
3.7
3.4
7.7
6.9
8.7
7.9
9.5
5.1
3.8
7.7
6.2

計測値
7.3
23.2
25.5
31.0
12.1
8.5
10.0
23.1

計測値
11.1
10.5
23.4

計測値
16.0
19.4
18.0
21.7

計測値
24.0
46.2
25.3
18.1
18.9
23.1
19.1
27.9
32.0
18.8

グリッド
E-10
E-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
E-10
E-10
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9

グリッド
E-10
E-10
F-10
F-10
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
E-10
E-10
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9

グリッド
A-9
A-9
B-16
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
A-9
A-9
B-12
B-16
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18

層位
A-9
A-9
B-12
B-12
B-12
B-16
B-16
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
A-9
A-9
B-12
B-16
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
39.8
23.0
5.1
19.3
35.5
19.5
22.2
22.7
23.6
23.1
27.9
20.8
21.6
21.3
29.0
19.1
21.4
36.2
26.4
22.2
21.8
37.9
24.5

計測値
12.1
10.2
12.0
8.9
6.6
6.0
9.5
6.0
8.7
7.2
5.8
7.2
5.2
5.3
7.4
8.7
8.8
6.0
10.0
9.1
12.6
7.3
5.4
6.4
7.4
7.2
5.7
7.3
7.3
10.9
6.7
5.7
9.9
10.0
5.6
12.2
5.6
5.5
8.9

グリッド

E-10

F-10

F-9

F-9

F-9

グリッド

F-9

グリッド

F-9

グリッド
F-9

グリッド
F-9

グリッド
F-9
F-9
F-9
F-9
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9

グリッド

A-9

B-12

B-18

B-18

B-18

層位

B-16

層位

B-18

層位
B-16

層位
B-18

層位
B-18
B-18
B-18
B-18
B-12
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18

LR

─

─

─

─

─

LR

─

LR

─

LR
─

LR
─

L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅

計測位置
全幅
歯列面幅

計測位置
全幅
歯列面幅

計測位置
歯列面幅

計測位置
歯列面幅

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
前上顎骨長
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
37.3
24.0
39.9
25.6
55.2
37.0
50.3
33.9
27.6
18.4

計測値
36.0
23.7

計測値
28.5
19.7

計測値
12.0

計測値
18.0

計測値
14.7
8.3
4.8
5.6
17.3
8.7
3.5
18.7
10.6
13.0
10.0

第44表　篩別魚骨の計測値１
（ハタ科スジアラ型歯骨） （ハマフエフキ型前上顎骨）

（フエフキダイ科歯骨）

（シロクラベラ型下咽頭骨）

（タキベラ型下咽頭骨）

（ベラ科B下咽頭骨）

（ベラ科その他下咽頭骨）

（ベラ科A下咽頭骨）

（ベラ科キツネベラ型前上顎骨・歯骨）

（ハタ科マハタ型歯骨）

（クロダイ属前上顎骨・歯骨）

（ヘダイ前上顎骨・歯骨）

（メイチダイ属前上顎骨）

（アマミフエフキ型前上顎骨）

第 5節　出土遺物（脊椎動物遺体）
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第 3章　調査の方法と成果

グリッド
E-10
E-10
E-10
F-10
F-10
F-10
F-9
F-9
E-10
E-10
E-10
E-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9

グリッド
E-10
E-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
E-10
E-10
E-10
E-10
F-10
F-10
F-9
F-9
F-9

グリッド
F-9
E-10
F-9
F-9

グリッド

E-10

E-10

F-9

F-9

F-9

F-9

F-9

F-9

層位
A-9
A-9
A-9
B-12
B-12
B-12
B-18
B-18
A-9
A-9
A-9
A-9
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18

層位
A-9
A-9
B-16
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
A-9
A-9
A-9
A-9
B-12
B-12
B-16
B-16
B-18

層位
B-18
A-9
B-18
B-18

層位

A-9

A-9

B-16

B-18

B-18

B-18

B-18

B-18

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R

LR
L
R
R
R

LR

─

─

─

─

─

─

─

─

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
前上顎骨長

計測位置
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
歯列面幅
全幅
歯列面幅
歯列面幅

計測値
28.1
51.2
34.7
50.8
54.4
17.5
45.3
30.1
35.1
28.7
31.9
28.4
32.4
40.9
45.7
35.8
23.5
27.0
41.7

計測値
9.6
25.8
15.7
24.7
17.5
27.7
11.4
11.5
10.3
15.4
31.2
14.7
15.2
20.8
15.0
16.7
10.8
12.5

計測値
35.4
24.9
30.5
40.8

計測値
31.5
12.2
26.6
10.9
26.4＋
11.2
32.0
15.0
27.6
11.9
11.7
14.2
7.2
6.7

グリッド
E-10
E-10
E-10
F-10
F-10
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
E-10
E-10
E-10
F-10
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9

グリッド
E-10
E-10
F-10
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
E-10
E-10
E-10
F-10
F-10
F-10
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9

層位
A-9
A-9
A-9
B-12
B-12
B-12
B-16
B-16
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
A-9
A-9
A-9
B-12
B-12
B-16
B-16
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18

層位
A-9
A-9
B-12
B-12
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
A-9
A-9
A-9
B-12
B-12
B-12
B-12
B-18
B-18
B-18
B-18

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測値
45.1
19.2
39.2
27.9
38.8
17.1
26.0
17.4
43.1
19.8
28.4
39.7
16.4
12.0
19.9
22.9
32.6
25.1
28.5
24.5
19.7
36.0
20.0
27.1
22.1
31.6
34.7
15.9
36.9
22.5
38.7

計測値
12.7
24.7
23.9
27.6
15.2
16.6
25.0
21.0
18.5
13.0
13.8
26.2
25.9
15.8
18.1
18.4
13.9
9.6
18.2
15.6
17.8＋
23.8

グリッド
E-10
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
E-10
E-10
F-10
F-10
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9

グリッド
E-10
E-10
E-10
E-10
F-10
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9
F-10
F-10
F-9
F-9
F-9
F-9
F-9

層位
A-9
B-12
B-16
B-16
B-16
B-16
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
A-9
A-9
B-12
B-12
B-12
B-16
B-16
B-16
B-16
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18

層位
A-9
A-9
A-9
A-9
B-12
B-12
B-16
B-16
B-16
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18
B-12
B-12
B-18
B-18
B-18
B-18
B-18

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

LR
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
R
R
R
R
R
R
R

計測位置
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高
歯骨高

計測位置
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長
前上顎骨長

計測値
15.3
33.2
12.6
12.8
11.3
11.4
12.0
11.0
21.5
18.5
13.2
8.1
13.9
11.3
15.3
15.2
10.5
17.6
17.5
9.5
22.2
12.9
17.0
10.3
20.5
20.5
10.8
10.1
13.7
24.7
13.4
16.5

計測値
21.4
21.6
20.8
22.0
43.4
23.6
19.6
19.7
12.1
35.0
17.6
24.8
18.1
18.3
20.5
22.4
27.5
26.8
44.5
31.9
13.9
15.7
28.2
21.2

第44表　篩別魚骨の計測値２
（ベラ科前上顎骨） （アオブダイ層A 前上顎骨）

（アオブダイ層A 歯骨）
（アオブダイ層B 前上顎骨）

（アオブダイ層B 歯骨）

（ベラ科歯骨）

（イロブダイ層前上顎骨・歯骨）

（アオブダイ層下咽頭骨）

０ 1cm

０ 5cm

21-a

3

4

86 7
5

9

15

10-a

16

14

19 20

1-b

18-c

10-b

11-a

11-b

12-a

12-b

17-a

17-b

17-c

13-a

13-b

18-a 18-b

図版 116　脊椎動物遺体１　魚（１）
  　サメ類　1-a.b. 椎骨　　ダツ科　2. 腹椎　　コチ科　3. 左 歯骨　　カマス属　4. 腹椎 5. 左 歯骨　
     アジ科 ギンガメアジ属　6. 左 歯骨　アジ科 カスミアジ近似種　7. 右 前上顎骨　
　  アジ科 イトヒキアジ属　8. 左 歯骨　アジ科 小型種　9. 右 前上顎骨　　　
     ハタ科 マハタ型　10-a.b. 左 前上顎骨 11-a.b. 右 前上顎骨 12-a.b. 左 歯骨 13-a.b. 右 歯骨　
　  ハタ科 スジアラ型　14. 右 前上顎骨 15. 左 歯骨 16. 左 前鰓顎骨　ハタ科　17-a.b.c. 左 主上顎骨 　　　
     　　　　　　　　　18-a. 右 角骨 18-b.c. 右 方骨
　 シイラ属　19. 20. 尾椎
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第44表　篩別魚骨の計測値２
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図版 116　脊椎動物遺体１　魚（１）
  　サメ類　1-a.b. 椎骨　　ダツ科　2. 腹椎　　コチ科　3. 左 歯骨　　カマス属　4. 腹椎 5. 左 歯骨　
     アジ科 ギンガメアジ属　6. 左 歯骨　アジ科 カスミアジ近似種　7. 右 前上顎骨　
　  アジ科 イトヒキアジ属　8. 左 歯骨　アジ科 小型種　9. 右 前上顎骨　　　
     ハタ科 マハタ型　10-a.b. 左 前上顎骨 11-a.b. 右 前上顎骨 12-a.b. 左 歯骨 13-a.b. 右 歯骨　
　  ハタ科 スジアラ型　14. 右 前上顎骨 15. 左 歯骨 16. 左 前鰓顎骨　ハタ科　17-a.b.c. 左 主上顎骨 　　　
     　　　　　　　　　18-a. 右 角骨 18-b.c. 右 方骨
　 シイラ属　19. 20. 尾椎
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図版 117　脊椎動物遺体２　魚（２）
  　クロダイ属　21. 左 主上顎骨  22. 右 前上顎骨  23. 左 歯骨  24. 右 歯骨 　
     へダイ　25-a. 右 前上顎骨  25-b. 左 歯骨  25-c. 右 歯骨  26. 右 歯骨　　
     フエダイ科　 27-a. 左 主上顎骨  27-b. 右 主上顎骨  28. 左 前上顎骨　　コショウダイ類   29. 左 前上顎骨　　  
　  ヨコシマクロダイ　30. 右 主上顎骨  31. 左 歯骨　　メイチダイ属　32. 左 前上顎骨  33. 右 前上顎骨 　　
　  フエフキダイ属 アマミフエフキ型　34. 左 前上顎骨  35. 右 前上顎骨　　　  　　　　
    フエフキダイ属 ハマフエフキ型　36-a.b. 左 前上顎骨  37-a.b. 右 前上顎骨　　            
　  フエフキダイ属　38-a.b. 左 口蓋骨  39-a.b. 右 口蓋骨　　フエフキダイ科　40-a.b. 右 主上顎骨  
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図版 118　脊椎動物遺体３　魚（３）
  　フエフキダイ科　41-a.b. 左 歯骨  42-a.b. 右 歯骨　　
　　ベラ科 シロクラベラ型　43. 右 上咽頭骨  44-a.b. 下咽頭骨　　ベラ科 タキベラ型　45-a.b. 下咽頭骨　　
 　 ベラ科 (A)　46.  右 上咽頭骨  47. 下咽頭骨　　ベラ科 (B)　48. 左 上咽頭骨　49-a.b. 下咽頭骨　　　　　　　　　 　　　　　　
     ベラ科 ( その他Ⅰ)　50. 下咽頭骨　　ベラ科 ( その他Ⅱ)　51. 下咽頭骨　　ベラ科 ( その他 )　52. 下咽頭骨　　
　  ベラ科　53-a.b.左 主上顎骨  54. 右 主上顎骨  55-a.b.左 前上顎骨  56-a.b.右 前上顎骨　　ベラ科　57-a.b.右 歯骨 
　  ベラ科キツネベラ型　58. 左 前上顎骨  60. 左 歯骨　　ベラ科　59. 左 前上顎骨 　　　　　　　　　
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　　ベラ科 シロクラベラ型　43. 右 上咽頭骨  44-a.b. 下咽頭骨　　ベラ科 タキベラ型　45-a.b. 下咽頭骨　　
 　 ベラ科 (A)　46.  右 上咽頭骨  47. 下咽頭骨　　ベラ科 (B)　48. 左 上咽頭骨　49-a.b. 下咽頭骨　　　　　　　　　 　　　　　　
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図版 119　脊椎動物遺体４　魚（４）

  　ブダイ属 /ミゾレブダイ属　　61. 下咽頭骨 　　イロブダイ属　62. 右 歯骨  63-a.b. 上咽頭骨 64. 下咽頭骨　　　　　
      アオブダイ属A　65-a.b. 左 前上顎骨 66-a.b.  左 歯骨  67-a.b. 右 歯骨 
　　アオブダイ属B　68-a.b. 左 前上顎骨  69-a.b. 左 歯骨 70-a.b. 右 歯骨　　アオブダイ属　71. 右 上咽頭骨 72. 下咽頭骨
　　ブダイ科　73-a.b. 左 主上顎骨  74-a.b. 右 主上顎骨  75. 尾椎 
　　カツオ・マグロ類　76. 尾椎　　ニザダイ科　77-a. 左 前上顎骨 77-b. 左 歯骨 77-c. 腹椎 77-d. 尾椎  77-e.f.g. 楯鱗
      アイゴ属　78. 右 前上顎骨　79. 腹椎　モンガラカワハギ科　80. 右 前上顎骨  81-a.b. 背鰭棘　未同定A　82. 右 歯骨

０ 10cm

０ 10cm

21

3

4

8

6

7

5

9

13

15

11

10

12

16

14

17

18

図版 120　脊椎動物遺体５

  ニワトリ　1. 左 鳥口骨　2. 右 鳥口骨　3. 右 上腕骨　4.5. 左 尺骨　6.  左 手根中手骨
  　　　　　7.8.  左 大腿骨　9. 右 大腿骨　10. 11. 左 脛足根骨　12. 右 脛足根骨　
 ウミガメ　13. 肋骨板　　　
　　  ウシ　14. 右 M½　15. 右 上腕骨　16. 左 尺骨　17. 左 中足骨　18. 基節骨
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      アオブダイ属A　65-a.b. 左 前上顎骨 66-a.b.  左 歯骨  67-a.b. 右 歯骨 
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　　ブダイ科　73-a.b. 左 主上顎骨  74-a.b. 右 主上顎骨  75. 尾椎 
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      アイゴ属　78. 右 前上顎骨　79. 腹椎　モンガラカワハギ科　80. 右 前上顎骨  81-a.b. 背鰭棘　未同定A　82. 右 歯骨
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図版 121　脊椎動物遺体 6
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第 3章　調査の方法と成果

第 45表　中国産青磁・青白磁出土状況一覧 1　　

第 5節　出土遺物（集計表）

酸化気味
-
-

二重ヘラ描蓮弁文
ヘラ描蓮弁文
ヘラ描雷文
ヘラ描

印花雷文帯
直口無文
外に沈線
焼成不良
端反り
粗製
-
-

剣先連弁
-

鎬蓮弁
酸化気味
焼成不良
粗製蓮弁
端反り
粗製
-
-
-

ヘラ描蓮弁
鎬蓮弁
畳付無釉
見込印花文

-
-
-

ヘラ描蓮弁

ベタ底
ヘラ描
-
-
輪花
ヘラ描
-

ヘラ描
輪花
稜花
外反皿
-

ヘラ描
輪花
稜花
外反皿
-

ヘラ描
稜花
無文

ヘラ描 見込双魚文
蓮
碁笥底
-
-
-
-
-

ヘラ描　陽刻
-

ヘラ描
-
-
-
-
-
高足

外蓮弁 稜花
折縁
皿形
-

外蓮弁 稜花
折縁

外蓮弁 稜花
折縁
大型
-
大型

-
-
-
-

ヘラ描蓮弁
ヘラ描蓮弁

-
-
-
-
-

-

-
唐草文
-
-

碁笥底状
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

高台か

胴部
口縁部

胴部

底部
胴部
口縁部
胴部
口縁部

口～底

口縁部

胴部

底部

胴部
胴部
胴部
底部
底部
胴部
底部
口縁部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
底部
胴～底

口縁部

胴部

底部

胴部
胴部
底部
胴部
庇
袴
庇～袴
口縁部
胴部
胴部
底部
胴部
口縁部

胴部

底部

胴～底

胴部

底部

胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
足
胴部
底部
胴部
底部

碗

器種・部位・窯・ほか

出土地　グリッド

層序

口～底

口縁部

胴部

底部

皿

盤

碗か小碗
碗か皿

碗か鉢

碗か小鉢

小碗

皿か
皿か盤

皿か鉢

小皿

鉢

鉢か

小鉢

小鉢か

小鉢状

杯

盤か

盤か鉢

壺の蓋

　　　　　　　　　　　
壺

壺か甕

壺か瓶

瓶

袋物

袋物か

香炉

青白磁壺

不明

龍泉

福建･広東

龍泉

景徳鎮

福建･広東

龍泉

中国
景徳鎮

龍泉

龍泉
中国

龍泉

龍泉

龍泉

景徳鎮

龍泉

龍泉
龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉
景徳鎮
龍泉
龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉か
龍泉
龍泉か
龍泉

龍泉

中国か

龍泉

龍泉
景徳鎮

龍泉

景徳鎮

龍泉

合計

撹乱

C-7

撹乱

C-9

撹乱

D-6・7

撹乱

D-7

撹乱

D-7・8

撹乱

D-7
～9

撹乱

D-8

A-6
層

D-8・9

A-3
層

A-5
層

A-6
層

D-9

A-8
層

A-9
層

A-5
層

A-6
層

A-7
層

A-8
層

A-9
層

B-2
層

A-5
層

A-6
層

A-8
層

A-9
層

B-16
層

B-18b
層

A-3
層

A-4
層

A-5
層

A-6
層

A-7
層

A-8
層

A-9
層

B-2
層

A-3
層

A-5
層

B-2
層

造成
層撹乱

D-9
A-8層
+
D-10
A-7層

D-9
A-9層
+
D-10
A-9層

D-9
A-9層
+
D-10
A-10層

E-9
B-16層
+
F-9
撹乱

D-9
撹乱
+
撹乱

D-9・10

撹乱

D-10

撹乱 撹乱

D・E
F-1

D・E
F-2

造成
層

造成
層

D・E・F-1・2

撹乱 撹乱 土坑
内

E-2 E-8

撹乱 撹乱 造成
下層

E-9

撹乱

E-10

撹乱

E-11

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

3

1

4
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第 45表　中国産青磁・青白磁出土状況一覧 2　　

酸化気味
-
-

二重ヘラ描蓮弁文
ヘラ描蓮弁文
ヘラ描雷文
ヘラ描

印花雷文帯
直口無文
外に沈線
焼成不良
端反り
粗製
-
-

剣先連弁
-

鎬蓮弁
酸化気味
焼成不良
粗製蓮弁
端反り
粗製
-
-
-

ヘラ描蓮弁
鎬蓮弁
畳付無釉
見込印花文

-
-
-

ヘラ描蓮弁

ベタ底
ヘラ描
-
-
輪花
ヘラ描
-

ヘラ描
輪花
稜花
外反皿
-

ヘラ描
輪花
稜花
外反皿
-

ヘラ描
稜花
無文

ヘラ描 見込双魚文
蓮
碁笥底
-
-
-
-
-

ヘラ描　陽刻
-

ヘラ描
-
-
-
-
-
高足

外蓮弁 稜花
折縁
皿形
-

外蓮弁 稜花
折縁

外蓮弁 稜花
折縁
大型
-
大型

-
-
-
-

ヘラ描蓮弁
ヘラ描蓮弁

-
-
-
-
-

-

-
唐草文
-
-

碁笥底状
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

高台か

胴部
口縁部

胴部

底部
胴部
口縁部
胴部
口縁部

口～底

口縁部

胴部

底部

胴部
胴部
胴部
底部
底部
胴部
底部
口縁部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
底部
胴～底

口縁部

胴部

底部

胴部
胴部
底部
胴部
庇
袴
庇～袴
口縁部
胴部
胴部
底部
胴部
口縁部

胴部

底部

胴～底

胴部

底部

胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
足
胴部
底部
胴部
底部

碗

口～底

口縁部

胴部

底部

皿

盤

碗か小碗
碗か皿

碗か鉢

碗か小鉢

小碗

皿か
皿か盤

皿か鉢

小皿

鉢

鉢か

小鉢

小鉢か

小鉢状

杯

盤か

盤か鉢

壺の蓋

　　　　　　　　　　　
壺

壺か甕

壺か瓶

瓶

袋物

袋物か

香炉

青白磁壺

不明

龍泉

福建･広東

龍泉

景徳鎮

福建･広東

龍泉

中国
景徳鎮

龍泉

龍泉
中国

龍泉

龍泉

龍泉

景徳鎮

龍泉

龍泉
龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉
景徳鎮
龍泉
龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉か
龍泉
龍泉か
龍泉

龍泉

中国か

龍泉

龍泉
景徳鎮

龍泉

景徳鎮

龍泉

器種・部位・窯・ほか

出土地　グリッド

層序

合計

撹乱

E・F

撹乱

E・F-
3～5

撹乱

E・F-
4～8

撹乱

E・F-
6～8

撹乱 撹乱

E・F-
7・8

裏込
内

遺構
直上

F-2

遺構
直上
(黒)

C-3
層

F-3 F-5 F-6 F-7

造成
層

造成
層

栗石
内

B-4
層

B-2
層

B-15
層

B-16
層

B-18
層

B-2
層

B-3
層

B-5
層

B-9
層

B-12
層

B-13
層

B-14
層

B-18
層

造成
層

造成
層

B-2
層

F・G-
1・2

遺構
直上

裏込
内

遺構
直上

遺構
直上

遺構
直上

C-2
層

C-3
層

C-9
層

D-5
層

造成
層

造
成
層

合計
撹乱

F-10
造成層
+
F-10・
11
撹乱

F-9
造成層
+
撹乱

F-2
撹乱
+
撹乱 撹乱 撹乱

F-9

撹乱

F-10

撹乱 造成
層 撹乱

F-10・11 F・G-2

撹乱 撹乱 撹乱

G-3 G-7G-1 G-2F・G-1 G-1・2

撹乱

撹
乱

1

2

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

5

35 1 1 4 3 2 5 1 6 5 40 5 1 724

1

1
1

1

7

1
2

2

2

1

1 213

1

1

1

1

1
1

1

3

2

2

1

2

1 18 3 9 3 4 2 4 1 5 2 2 158 12 1 16 7 1 1 53 4 6 7 4 5 2 1 109 16 2 3 354 1,3842 18 9 516

1

2

1

3

1

1

2

1

2
1

1

1
1

2

4

1

7
1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

1

1

15

1

1

2

1

1

2

1

1

1

4

3

5

5

1

8

3
4

4

1
1

5

1

5

1

1

1
6

2
9
2

3

3

3

1

4

1

1

1

1

1

1

1
3

1

2 1

1

1

5

1

1

2

1

5

1

1

1

1

1

1

4

1

1

1

1

8

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
3

1

1

1

3

2

1
1

2

2

1

3

1

1

1
2
4

1

1
4
1

1
1
2
3

2

1
1

1

7

1
1

1

2

4
4
3

1
1
3
1

2
2
1

1
1

1
1

1

1
8
1
1

1 3
1

5
2
2
1
2
3

1

1
1
2

1

1

2
1
1

4

6

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

1
1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

3
1

2

1

1
3

1

1

1

3 1

1

1

1

1

2

3

1

3
1

1

1

1

1

1 1

1

1

　 　 　

1

1

2 1

1

1

2
1

5

58 22

40

135

22

1
3
3
5
23
1
1
4
57
1
3
98
2

137
1
1
5
2
2
2
1
7
6

518
9
1
3
1
1
1
41
1
1
25
32
1
1
1
1
1
3
1
12
3
11
29
9
4
1
3
13
2
2
4
20
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
1
1
1
1
9
33
4
1
3
41
4
5
17
3
7
1
6
6
2
1
1
2
10
1
1
4
32
15
1
1
1
1
6
1
1
1
1
1
1
6
3
2
1
3
1
1
1

1

1 1

1

67

15

15

11

10
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第 46表　中国産白磁出土状況一覧　　

-
-
-
-

口ハゲ
-
-
粗製
-
-
粗製
-
-
-
-
-
粗製
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

口ハゲ

-
-

口ハゲ
-

口ハゲ
切高台
ヒビ焼き
-
-

灯火皿
粗製
口ハゲ
型造り

型･内面陽刻文稜花
-
-

灯火皿
-
粗製
-
-
-
小片
-
粗製
-
上質
-

灯火皿
-
粗製
-
-
-
粗製
-
粗製

切高台の部類
-
型
粗製
粗製
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
型
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

碗

器種・部位・窯・ほか

出土地　グリッド

層序

口～底

口縁部

胴部

底部

口縁部

胴部
底部
胴部
底部
胴部
口縁部
口縁部
胴部

口縁部

胴部

底部

口縁部
胴部

口～底

口縁部

胴部

底部

口縁部

胴部

口縁部
胴部
底部
口縁部
底部
底部
口縁部
底部
口縁部
口～底

口縁部

胴部
底部
胴部

口縁部

胴部

底部

口縁部
口～底
胴部
口縁部
胴部
底部
口縁部
胴部
底部
口縁部
胴部
胴部
底部
胴部

福建か
福建･広東
景徳鎮
景徳鎮系
徳化
福建
福建か

福建･広東

中国

中国か

景徳鎮
福建

福建･広東
中国

中国か

景徳鎮
福建
福建か
福建･広東
福建
福建か
福建か
福建か
中国か
景徳鎮か
景徳鎮
景徳鎮系

景徳鎮

景徳鎮

徳化

景徳鎮
徳化
景徳鎮
徳化
中国

景徳鎮

景徳鎮
福建

福建･広東

景徳鎮

徳化

福建

福建･広東
中国
景徳鎮
徳化

福建

福建･広東
中国

景徳鎮

福建

福建･広東

景徳鎮

中国

福建･広東

福建

徳化

福建･広東

景徳鎮
景徳鎮
景徳鎮
徳化

景徳鎮

景徳鎮
景徳鎮
景徳鎮系
景徳鎮
徳化
中国
福建

福建･広東
景徳鎮

福建

福建

景徳鎮
中国か
中国

景徳鎮系か
景徳鎮

C-7 D-
6・7

D-
7・8

E・F-
3～5

E・F-
7・8

E・F
-8

D-7
～9

F・G
-1D-7 D-8 D-8・9 D-9 D-10 G-3G-2F・GE-2 E-7 E-9 E-10 F-3

A-6
層

A-4
層

A-6
層

A-7
層

A-8
層

A-5
層

A-6
層

A-7
層

A-8
層

A-9
層

A-6
層

A-8
層

A-5
層

B-2
層

A-9
層

C-9
層

D-5
層

合計

D-7
撹乱
+

D-6・7
撹乱

D-8・9
A-6層
+
D-9
A-8層

D-9
A-8層
+
D-10
A-9層

D-10
A-9層
+
E-10
A-9層

E-9
B-16層
+
F-9
B-15層

E-9
造成層
+
撹乱

D-8・9
A-6層
+
D-9
A-9層

G-11

小碗

碗類

碗か

碗か皿

碗か皿か小杯

小碗か皿

皿

皿か

皿か鉢

小皿

小皿か

鉢

小鉢

杯

杯か

小杯

盤
蓋

蓋物-大型

小壺

壺

瓶

袋物
器台か袋物（水注）か
器種不明

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

A-9
層

A-6
層

A-8
層

A-4
層

A-9
層

B-16
層

B-2
層

B-4
層

B-16
層

B-18
層

C-3
層

F-7 F-8 F-9

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

土
坑
内

撹
乱

撹
乱

1

1

1

1

2

6

1

1

1

1
1
1

6

1

1

1

3

1

1

2

1

1

3

7

2

1

1

1

5

1

1

2

1

1

6

1

1

1

3

6

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

5

1

1

1

3

1

3

1

1

2

1

1

2
1
1

1

1

1

2

1

1

21

1
6

1

2

1
1

3

2

3

1
1
2

8

1

1
3
2

1

1

1
1

1

44

2
1
2

7

1

1
2

2

3

1
1

1

3

1
1

2

17
1
1
1

1

4

1

1
1

1

1

1
1
6
69

1

1

1

1

1
3

1

1

1

1

2

1

2
1

1
11

1

1

1

1
4

1

1

1
3

1

1

1

2

1

1

13

1
1

5

2

1

1
3

1
1
1

2

1

6

1

1
1
1

1

1
3

2

1

1
2
1
1
1
1

2
47

1

1

1

1

4

1

1
1

1

1

2

1

2
1

1
1

1

1

2

1

2

2

1

1

2

26

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1
1

1
1

1

6

1

1

2

1

1

1

1

1

1

6

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1
1

1
1

1

7

1

1

1

3

1

1

1

9

1

1

1

1

2

4

4

1

1

1

1
9

1
1

1

1

21

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
1

1

4

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

5

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

2

1
1

1

1

1

1

1

14

1

1

2

1

1

1

1

4

1

1 11

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

5

1

1

1

1

1

1

1
1

1
1

4
2

2
1
3

1
1

1

1
1
1

1
1

1

1

1

1
1
2
1

2

3

5

9

3

1

1

1
1
1

1

1

1
1
1

2
66

2
2
3
5
1
4
5
1
50
4
2
8
4
5
8
8
3
2
1
2
3
2
1
5
5
1
1
1
1
1
3
27
1
1
1
7
3
5
2
2
2
1
1
3
6
1
1
2
1
1
19
3
3
1
22
2
21
3
2
5
75
1
1
8
1
1
1
1
1
1
16
8
2
2
5
1
1
1
1
1
8
1
4
1
1
5
1
3
1
1
1
1
1
3
8
2
1
2
1
4
2
3
1
13
491

造
成
層

造
成
層

造
成
層

B-3
層

B-2
層

B-2
層

B-5
層

B-13
層

B-18
層

遺構
直上

遺構
直上

F-10 F-10・11 F-11

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱造

成
層

造
成
層

合計

1

1

2

1

1

1

1

331
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第 45表　中国産青磁・青白磁出土状況一覧 2　　

酸化気味
-
-

二重ヘラ描蓮弁文
ヘラ描蓮弁文
ヘラ描雷文
ヘラ描

印花雷文帯
直口無文
外に沈線
焼成不良
端反り
粗製
-
-

剣先連弁
-

鎬蓮弁
酸化気味
焼成不良
粗製蓮弁
端反り
粗製
-
-
-

ヘラ描蓮弁
鎬蓮弁
畳付無釉
見込印花文

-
-
-

ヘラ描蓮弁

ベタ底
ヘラ描
-
-
輪花
ヘラ描
-

ヘラ描
輪花
稜花
外反皿
-

ヘラ描
輪花
稜花
外反皿
-

ヘラ描
稜花
無文

ヘラ描 見込双魚文
蓮
碁笥底
-
-
-
-
-

ヘラ描　陽刻
-

ヘラ描
-
-
-
-
-
高足

外蓮弁 稜花
折縁
皿形
-

外蓮弁 稜花
折縁

外蓮弁 稜花
折縁
大型
-
大型

-
-
-
-

ヘラ描蓮弁
ヘラ描蓮弁

-
-
-
-
-

-

-
唐草文
-
-

碁笥底状
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

高台か

胴部
口縁部

胴部

底部
胴部
口縁部
胴部
口縁部

口～底

口縁部

胴部

底部

胴部
胴部
胴部
底部
底部
胴部
底部
口縁部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
底部
胴～底

口縁部

胴部

底部

胴部
胴部
底部
胴部
庇
袴
庇～袴
口縁部
胴部
胴部
底部
胴部
口縁部

胴部

底部

胴～底

胴部

底部

胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
足
胴部
底部
胴部
底部

碗

口～底

口縁部

胴部

底部

皿

盤

碗か小碗
碗か皿

碗か鉢

碗か小鉢

小碗

皿か
皿か盤

皿か鉢

小皿

鉢

鉢か

小鉢

小鉢か

小鉢状

杯

盤か

盤か鉢

壺の蓋

　　　　　　　　　　　
壺

壺か甕

壺か瓶

瓶

袋物

袋物か

香炉

青白磁壺

不明

龍泉

福建･広東

龍泉

景徳鎮

福建･広東

龍泉

中国
景徳鎮

龍泉

龍泉
中国

龍泉

龍泉

龍泉

景徳鎮

龍泉

龍泉
龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉
景徳鎮
龍泉
龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉

龍泉か
龍泉
龍泉か
龍泉

龍泉

中国か

龍泉

龍泉
景徳鎮

龍泉

景徳鎮

龍泉

器種・部位・窯・ほか

出土地　グリッド

層序

合計

撹乱

E・F

撹乱

E・F-
3～5

撹乱

E・F-
4～8

撹乱

E・F-
6～8

撹乱 撹乱

E・F-
7・8

裏込
内

遺構
直上

F-2

遺構
直上
(黒)

C-3
層

F-3 F-5 F-6 F-7

造成
層

造成
層

栗石
内

B-4
層

B-2
層

B-15
層

B-16
層

B-18
層

B-2
層

B-3
層

B-5
層

B-9
層

B-12
層

B-13
層

B-14
層

B-18
層

造成
層

造成
層

B-2
層

F・G-
1・2

遺構
直上

裏込
内

遺構
直上

遺構
直上

遺構
直上

C-2
層

C-3
層

C-9
層

D-5
層

造成
層

造
成
層

合計
撹乱

F-10
造成層
+
F-10・
11
撹乱

F-9
造成層
+
撹乱

F-2
撹乱
+
撹乱 撹乱 撹乱

F-9

撹乱

F-10

撹乱 造成
層 撹乱

F-10・11 F・G-2

撹乱 撹乱 撹乱

G-3 G-7G-1 G-2F・G-1 G-1・2

撹乱

撹
乱

1

2

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

5

35 1 1 4 3 2 5 1 6 5 40 5 1 724

1

1
1

1

7

1
2

2

2

1

1 213

1

1

1

1

1
1

1

3

2

2

1

2

1 18 3 9 3 4 2 4 1 5 2 2 158 12 1 16 7 1 1 53 4 6 7 4 5 2 1 109 16 2 3 354 1,3842 18 9 516

1

2

1

3

1

1

2

1

2
1

1

1
1

2

4

1

7
1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

1

1

15

1

1

2

1

1

2

1

1

1

4

3

5

5

1

8

3
4

4

1
1

5

1

5

1

1

1
6

2
9
2

3

3

3

1

4

1

1

1

1

1

1

1
3

1

2 1

1

1

5

1

1

2

1

5

1

1

1

1

1

1

4

1

1

1

1

8

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
3

1

1

1

3

2

1
1

2

2

1

3

1

1

1
2
4

1

1
4
1

1
1
2
3

2

1
1

1

7

1
1

1

2

4
4
3

1
1
3
1

2
2
1

1
1

1
1

1

1
8
1
1

1 3
1

5
2
2
1
2
3

1

1
1
2

1

1

2
1
1

4

6

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

1
1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

3
1

2

1

1
3

1

1

1

3 1

1

1

1

1

2

3

1

3
1

1

1

1

1

1 1

1

1

　 　 　

1

1

2 1

1

1

2
1

5

58 22

40

135

22

1
3
3
5
23
1
1
4
57
1
3
98
2

137
1
1
5
2
2
2
1
7
6

518
9
1
3
1
1
1
41
1
1
25
32
1
1
1
1
1
3
1
12
3
11
29
9
4
1
3
13
2
2
4
20
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
1
1
1
1
9
33
4
1
3
41
4
5
17
3
7
1
6
6
2
1
1
2
10
1
1
4
32
15
1
1
1
1
6
1
1
1
1
1
1
6
3
2
1
3
1
1
1

1

1 1

1

67

15

15

11

10
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第 46表　中国産白磁出土状況一覧　　

-
-
-
-

口ハゲ
-
-
粗製
-
-
粗製
-
-
-
-
-
粗製
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

口ハゲ

-
-

口ハゲ
-

口ハゲ
切高台
ヒビ焼き
-
-

灯火皿
粗製
口ハゲ
型造り

型･内面陽刻文稜花
-
-

灯火皿
-
粗製
-
-
-
小片
-
粗製
-
上質
-

灯火皿
-
粗製
-
-
-
粗製
-
粗製

切高台の部類
-
型
粗製
粗製
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
型
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

碗

器種・部位・窯・ほか

出土地　グリッド

層序

口～底

口縁部

胴部

底部

口縁部

胴部
底部
胴部
底部
胴部
口縁部
口縁部
胴部

口縁部

胴部

底部

口縁部
胴部

口～底

口縁部

胴部

底部

口縁部

胴部

口縁部
胴部
底部
口縁部
底部
底部
口縁部
底部
口縁部
口～底

口縁部

胴部
底部
胴部

口縁部

胴部

底部

口縁部
口～底
胴部
口縁部
胴部
底部
口縁部
胴部
底部
口縁部
胴部
胴部
底部
胴部

福建か
福建･広東
景徳鎮
景徳鎮系
徳化
福建
福建か

福建･広東

中国

中国か

景徳鎮
福建

福建･広東
中国

中国か

景徳鎮
福建
福建か
福建･広東
福建
福建か
福建か
福建か
中国か
景徳鎮か
景徳鎮
景徳鎮系

景徳鎮

景徳鎮

徳化

景徳鎮
徳化
景徳鎮
徳化
中国

景徳鎮

景徳鎮
福建

福建･広東

景徳鎮

徳化

福建

福建･広東
中国
景徳鎮
徳化

福建

福建･広東
中国

景徳鎮

福建

福建･広東

景徳鎮

中国

福建･広東

福建

徳化

福建･広東

景徳鎮
景徳鎮
景徳鎮
徳化

景徳鎮

景徳鎮
景徳鎮
景徳鎮系
景徳鎮
徳化
中国
福建

福建･広東
景徳鎮

福建

福建

景徳鎮
中国か
中国

景徳鎮系か
景徳鎮

C-7 D-
6・7

D-
7・8

E・F-
3～5

E・F-
7・8

E・F
-8

D-7
～9

F・G
-1D-7 D-8 D-8・9 D-9 D-10 G-3G-2F・GE-2 E-7 E-9 E-10 F-3

A-6
層

A-4
層

A-6
層

A-7
層

A-8
層

A-5
層

A-6
層

A-7
層

A-8
層

A-9
層

A-6
層

A-8
層

A-5
層

B-2
層

A-9
層

C-9
層

D-5
層

合計

D-7
撹乱
+

D-6・7
撹乱

D-8・9
A-6層
+
D-9
A-8層

D-9
A-8層
+
D-10
A-9層

D-10
A-9層
+
E-10
A-9層

E-9
B-16層
+
F-9
B-15層

E-9
造成層
+
撹乱

D-8・9
A-6層
+
D-9
A-9層

G-11

小碗

碗類

碗か

碗か皿

碗か皿か小杯

小碗か皿

皿

皿か

皿か鉢

小皿

小皿か

鉢

小鉢

杯

杯か

小杯

盤
蓋

蓋物-大型

小壺

壺

瓶

袋物
器台か袋物（水注）か
器種不明

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

A-9
層

A-6
層

A-8
層

A-4
層

A-9
層

B-16
層

B-2
層

B-4
層

B-16
層

B-18
層

C-3
層

F-7 F-8 F-9

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

土
坑
内

撹
乱

撹
乱

1

1

1

1

2

6

1

1

1

1
1
1

6

1

1

1

3

1

1

2

1

1

3

7

2

1

1

1

5

1

1

2

1

1

6

1

1

1

3

6

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

5

1

1

1

3

1

3

1

1

2

1

1

2
1
1

1

1

1

2

1

1

21

1
6

1

2

1
1

3

2

3

1
1
2

8

1

1
3
2

1

1

1
1

1

44

2
1
2

7

1

1
2

2

3

1
1

1

3

1
1

2

17
1
1
1

1

4

1

1
1

1

1

1
1
6
69

1

1

1

1

1
3

1

1

1

1

2

1

2
1

1
11

1

1

1

1
4

1

1

1
3

1

1

1

2

1

1

13

1
1

5

2

1

1
3

1
1
1

2

1

6

1

1
1
1

1

1
3

2

1

1
2
1
1
1
1

2
47

1

1

1

1

4

1

1
1

1

1

2

1

2
1

1
1

1

1

2

1

2

2

1

1

2

26

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1
1

1
1

1

6

1

1

2

1

1

1

1

1

1

6

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1
1

1
1

1

7

1

1

1

3

1

1

1

9

1

1

1

1

2

4

4

1

1

1

1
9

1
1

1

1

21

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
1

1

4

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

5

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

2

1
1

1

1

1

1

1

14

1

1

2

1

1

1

1

4

1

1 11

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

5

1

1

1

1

1

1

1
1

1
1

4
2

2
1
3

1
1

1

1
1
1

1
1

1

1

1

1
1
2
1

2

3

5

9

3

1

1

1
1
1

1

1

1
1
1

2
66

2
2
3
5
1
4
5
1
50
4
2
8
4
5
8
8
3
2
1
2
3
2
1
5
5
1
1
1
1
1
3
27
1
1
1
7
3
5
2
2
2
1
1
3
6
1
1
2
1
1
19
3
3
1
22
2
21
3
2
5
75
1
1
8
1
1
1
1
1
1
16
8
2
2
5
1
1
1
1
1
8
1
4
1
1
5
1
3
1
1
1
1
1
3
8
2
1
2
1
4
2
3
1
13
491

造
成
層

造
成
層

造
成
層

B-3
層

B-2
層

B-2
層

B-5
層

B-13
層

B-18
層

遺構
直上

遺構
直上

F-10 F-10・11 F-11

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱造

成
層

造
成
層

合計

1

1

2

1

1

1

1

331
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第 47表　中国産青花出土状況一覧　　

12

1

1

1

1

1

1

1

竜文
高台裏「大平」

-
-
-

波濤文
上手
雨竜
卍文
梵字文

ペンシルドローイング
饅頭心
漢詩文
掛分
-
印
-
-
-
-

波濤文
上手
雨竜
梵字文

ペンシルドローイング
饅頭心

「福」見込み
丸文字

線彫り･波（暗花文）
褐釉染付
氷裂梅花
-
-
-
-
-
粗製

粗製･波濤文
上手
雨竜
梵字文

景徳鎮

福建･広東
漳州

景徳鎮

福建･広東
漳州
漳州か
中国

景徳鎮

徳化
福建か
福建･広東
漳州か

景徳鎮

口～底

口縁部

胴部

底部

口縁部
胴部
底部
口縁部

胴部
底部
口縁部

胴部

底部
口縁部

胴部

底部
胴部

口～底

口縁部

胴部

底部

碗

碗か

碗か
小碗

碗か皿

小碗

小碗か小鉢

皿

皿か
小皿
角小皿

器種・部位・窯・ほか

出土地　グリッド

層序
合計

1
1
6
3
1
14
10
3
2
1
9
2
1
1

120
1
89
5
1
1
15
1
2
1
4
1
3
3
1
1
1

170
1
1

122
1
4
1
2
1
3
2
3
1
1
2
1
31
1
15
2
1
1
4
1
1
1
1
1
6
1
24
2
73
1
6
2
13
1
1
23
1
1
1
6
4
1
1
1
1
2
2
1
1
31
7
8
2
1
1
16
3
1
2
5
5
22
1
1
1
3
3
1
1
2
15
17
7
1
1
3
4
3
1
6
3
1
1
2
1
1
32
1
51
3
1
2
8
1
1
3
1
1
11
2
1
1
2
2
1
1
1
1
1
1
3
1
12
1
1
1
1
1
1
1
1

撹
乱

造
成
層

表
採造

成
層

裏
込
内

G-
1・2

撹
乱

G-2

遺
構
直
上

G-1 G-3

撹
乱

遺
構
直
上

F・G-2F-10・11

裏
込

造
成
層

F-11

撹
乱

造
成
層

F-10
撹乱
+

F-10・11
造成層

F-9
B-16層
+
F-9
B-18層

D-10
A-9層
+
E-10
A-9層

D-10
A-9層
+
D-10
撹乱

D-10
A-8層
+
D-10
A-9層

D-10
A-7層
+
D-10
A-9層

D-9
A-9層
+
D-10
A-9層

D-9
A-8層
+
D-10
A-9層

D-9
A-8層
+
D-10
A-6層

D-9
A-6層
+
D-9
A-8層

D-9
A-3層
+
撹乱

E-9
撹乱
+
撹乱

D-7～9
撹乱
+
D-9
撹乱

D-6
撹乱
+
D-9
撹乱

E-10
A-5層
+
F-10
B-18層
+
撹乱

撹
乱

造
成
層

F-10F-9F-8

C-9
層

B-14
層

B-13
層

B-5
層

B-3
層

撹
乱

撹
乱

F-7

撹
乱

F-6

撹
乱

撹
乱

F-3

造
成
層

撹
乱

F-2E・FE-11E-10E-9E-2D-10D-9D-7C-7 D-8・9D-8

裏
込
内

撹
乱

撹
乱

造
成
層

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

石
組
裏
込

造
成
層

造
成
層

造
成
層

造
成
層

B-18
層

B-16
層

B-15
層

B-12
層

B-4
層

B-2
層

B-2
層

B-9
層

B-16
層

B-2
層

B-2
層

B-2
層

A-9
層

A-9
層

A-10
層

A-9
層

A-8
層

A-7
層

A-6
層

A-5
層

A-3
層

A-9
層

A-8
層

A-8
層

A-7
層

A-6
層

A-6
層

A-5
層

A-4
層

A-3
層

A-8
層

A-6
層

A-5
層

A-8
層

A-6
層

A-4
層

A-3
層

A-5
層

A-3
層

E・F-
7・8

D-9
・10

E・F-
6～8

E・F-
5・6

E・F-
4～8

E・F-
3～5

D-7
～9

D-7
・8

D-6
・7

D・E・F-
1・2

造
成
層

造
成
層

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

ペンシルドローイング
饅頭心

高台裏「大平」
「福」見込み
宣徳年製
連子碗
-
-
-

焼き損じ
-
-
-
-
-

仙芝祝寿文(レイシ文)
-

仙芝祝寿文(レイシ文)
-
-
-

官窯クラス
-
-
-

梵字文
-

梵字文
掛分
-
-
-

花鳥文
玉取獅子
-

口ハゲ
-

花文か
上手
碁笥底
花鳥文
玉取獅子

名山手(芙蓉手一種)
-
-
-

ペンシルドローイング
碁笥底
被熱
-
-

漢詩か
碁笥底
花鳥文
玉取獅子
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
被熱
-
-

欧州輸出用
-

欧州輸出用
-

欧州輸出用
-
-
-
柳文
-
-

高足杯
-
-
-
-
-
-
-
合子

合子　八角か
-
-

梅文　胴接ぎ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
被熱
-

元染か　被熱
-

瓶か小壺
-
-

碁笥底
-
-
-
-

合計

1
1

1

1

19
1
21

2

3

32

33

1
1

1
6
1
4
1

2

2

3
1
12

2

1

2
1

3

1
1
5
1

1
1

1
3
4
1

1
1
1
1
6
8
1

1

3

2

3
1
2

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

3

1

5

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

211

1

1

1

1

1

11

1

1

2

2

3

1

1

3

1

2

1

1

1

1
2

1
2

1

2

1

1

1

1

1

11

1

3

1

2

1

1

1

1

4

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

5

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1
1

1

1

11

1
1

2

1

1

1

1

1

8

5

8

2

1

2

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

1

1

1

2

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

2

1

1

2

1

2

4

1

1

1

2
1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1
3

6

5

1

1

5

11

1

2

1

2

2

1

2
1

1

1

1

1
2

2

1

1

1

1

4

1

1

1

2

1

1

1

3
1
2

1

9

1
1

2

16

4
1

1

1

1

2

1

1

2

4

1

1
1

3

1

1

1

2

6

15
2

2

1

3
1

1
1
1

1

1

2

1

1

1

5

1

1

2

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

2

2

1

1

1

1

　　　　　

1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

14

7

1

1
1

19
1

35

1

1

4

2

1

1

1

6

10

2
1

2

1

4
5

1

1
4

1

1
1
1

1

3

2

2

1

14

4

3

1
1
1

1

8

1
1

7

16

4

3

2

6

1
2

14

2

2

1

2

2

2

2

3

8

1
1
1
1
1

1
1

1

1

1
2

9

4
1

1

8

1

1

3

1
1

1

1

6

1

1

1

1

1

1

1

4

1

11

2

4

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

2

1

1

2

2

2

6

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

鉢

鉢か

小鉢

小鉢状
杯

小杯

蓋

瓶

瓶か
瓶か壺

壺

袋物

袋物か

盤か洗

レンゲ
高足杯か

福建か
福建･広東
漳州
漳州か
景徳鎮
福建･広東
景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮

漳州
景徳鎮
漳州
景徳鎮
漳州
景徳鎮
漳州
景徳鎮
漳州
景徳鎮
景徳鎮
景徳鎮
漳州
景徳鎮
漳州

景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮か
福建･広東
景徳鎮

景徳鎮か
景徳鎮
景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮

徳化
福建･広東
漳州

景徳鎮

福建･広東
漳州

景徳鎮

福建･広東

景徳鎮

福建･広東
漳州
中国
景徳鎮
景徳鎮
景徳鎮

景徳鎮

不明
景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮
漳州
景徳鎮
景徳鎮
漳州
景徳鎮
漳州
中国

口縁部
胴部
口～底
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
胴部
口～底
口縁部

胴部

底部
口縁部
胴部
口～底

口縁部

胴部

口～胴
底部
口縁部

口縁部

胴部

底部
胴～底
頸部
胴～頸
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部

胴部

底部
胴部
口縁部
胴部
底部
柄

口縁部
217 1,19512117112421124430162213965411632421511711233212421411381359911123101051231633111158131991510193112111114622101453201263371110207418 1

1 1

1

1
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第 48表　中国産褐釉･無釉陶器出土状況一覧 1

第 48 表　中国産褐釉･無釉陶器出土状況一覧 2

褐
釉
陶
器

無
釉
陶
器

褐
釉
陶
器

無
釉
陶
器

出土地　　　グリッド

層序
種類・器種・部位・分類・窯・ほか

C-7

A-6層 A-3層 A-4層 A-5層 A-6層 A-7層 A-8層 A-9層 A-3層 A-4層 A-6層 A-7層 A-8層 A-9層 A-10層 B-2層撹乱

D-6・7

撹乱

D-7

撹乱

D-7・8 D-8・9 D-9 D-9

撹乱

D-7～9

撹乱

D-8

撹乱 撹乱 撹乱

D-9・10 D-10

撹乱 撹乱造成層撹乱

D-8
撹乱
+
F-10
造成層

D-9
A-3層
+
F-9
A-4層

D-9 A-7層+
D-9 A-9層+
D-9 撹乱+
D-10 A-9層+
F-10 造成層+
G-3 C-9層

D-9 A-9層
+

D-9 撹乱
+

D-10 A-6層
+

D-10 A-8層

D-9
A-8層
+
D-9
A-9層

D-9
A-8層
+
D-10
A-6層

D-9
A-9層
+
D-9
撹乱

D-9
A-9層
+
D-10
A-9層

D-9
A-9層
+
E-10
A-8層

D-9・10
造成層
+
E-9
B-2層

D-10
A-6層
+
D-10
A-7層

D-10
A-7層
+
D-10
撹乱

D-9
A-9層
+
F-10
造成層

-
-
-
-
-
-
-
鉄絵
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

宜興

B
C
D
E
F
A
B
B
C
D
E
F
D
F
A
B
D
E
F
B
F
F
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

壺

壺か

中壺

小壺

小壺か小瓶

瓶

壺か急須

急須

袋物

鉢

擂鉢
水注か

植木鉢

茶器

口縁部

胴部

口～胴

底部

耳

胴部
口縁部
口～胴
胴部
底部
胴部
底部
底部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
胴部
持ち手
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
胴部
注口
口縁部
胴部
底部

胴部

注口

-

明代
-
-
-

-
-
明代
-
明代
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
朱泥
紫泥
-
朱泥

1

32

3

1

37

14

1

1
1

36

1

4

3

98

3

1
1

1

1

1

1

4

118

1

2

37

1

1
9 11

1

7

15 39 10 41 1

1

12 7 9

1

1

1 4 64 4 54 111 450 4 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 1 1 9 94 305 1 110 4 19 85 1 2

1

1

1

7 3 56

3

1

2

1

1

1

3

1

47

2

1
1

1

1

2

2

1
84

5

2

1

7
1
2

2

1

1

1
7

1
4
1

385
5
3

4

1

3

22

4

4

2

1
1

1

1

1
1

1

1

1 1

1

4 2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1 1 8

1

1
86

2

1

297

2 1

1

1

72

6

3

1

11
1
3

3

1

1
2
1
1
1

1

4 13

4

1

1

1

1
70
2
3

2

1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

合計

出土地　　　グリッド

層序
種類・器種・部位・分類・窯・ほか

A-5層A-3層A-8層 A-9層 B-2層 造成層 撹乱 造成層 撹乱 撹乱 撹乱 造成層 C-3層 B-2層C-5層 B-2層

E-10 E-11 E・F E・F-3～5 E・F-4～8 E・F-6～8E・F-5・6 E・F-7 E・F-7・8 F-2

撹乱 石組裏込 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱遺構直上 裏込内 撹乱 撹乱粟石内栗石内遺構直上
（黒）

F-3 F-6 F-6・7 F-7 F-8 F-9

撹乱 撹乱 B-4層 B-5層 B-15層造成層B-2層

E-10 B-13層
+

F-7撹乱
+

F-9 B-16層

F-2
遺構直上
+
F-2
裏込内

F-2 裏込内
+

F-2 撹乱
+
撹乱

F-6
撹乱
+
F-7
撹乱

F-7
撹乱
+
F-7
粟石内

-
-
-
-
-
-
-
鉄絵
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

宜興

B
C
D
E
F
A
B
B
C
D
E
F
D
F
A
B
D
E
F
B
F
F
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

壺

壺か

中壺

小壺

小壺か小瓶

瓶

壺か急須

急須

袋物

鉢

擂鉢
水注か

植木鉢

茶器

口縁部

胴部

口～胴

底部

耳

胴部
口縁部
口～胴
胴部
底部
胴部
底部
底部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
胴部
持ち手
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
胴部
注口
口縁部
胴部
底部

胴部

注口

-

明代
-
-
-
-
-
-
明代
-
明代
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
朱泥
紫泥
-
朱泥

1

64

1

1

22

2

2

1

68

1

1

12

1

1

2

15 3

1

18
1

1

1

7 3

1

2868 87 15 3 1 7 22 4 24 3 6 81 57 40 1 27 1 16 13 1 227 192 1 1 25 12 13 24 46 104 28 1 30 129 1 8 21 8 1 17

1

1

7

1

1

3

17

1

2

4

1

4

74

1

1

1

1

53

2

1

1

38

1

25

1

1

1

1

12

3

12

1

1 22

2

1

1
1

10

3

3

220

1

1

1
4

180

2

2

1

11

1

12

1

1

20

1

1

11111

1

1

1

101

1

1

46

1

1

26 1

117

13

2

18
1

106

2

1

4

3

20

1

8 1 16

1

合計

1
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第 5節　出土遺物（集計表）



第 47表　中国産青花出土状況一覧　　

12

1

1

1

1

1

1

1

竜文
高台裏「大平」

-
-
-

波濤文
上手
雨竜
卍文
梵字文

ペンシルドローイング
饅頭心
漢詩文
掛分
-
印
-
-
-
-

波濤文
上手
雨竜
梵字文

ペンシルドローイング
饅頭心

「福」見込み
丸文字

線彫り･波（暗花文）
褐釉染付
氷裂梅花
-
-
-
-
-
粗製

粗製･波濤文
上手
雨竜
梵字文

景徳鎮

福建･広東
漳州

景徳鎮

福建･広東
漳州
漳州か
中国

景徳鎮

徳化
福建か
福建･広東
漳州か

景徳鎮

口～底

口縁部

胴部

底部

口縁部
胴部
底部
口縁部

胴部
底部
口縁部

胴部

底部
口縁部

胴部

底部
胴部

口～底

口縁部

胴部

底部

碗

碗か

碗か
小碗

碗か皿

小碗

小碗か小鉢

皿

皿か
小皿
角小皿

器種・部位・窯・ほか

出土地　グリッド

層序
合計

1
1
6
3
1
14
10
3
2
1
9
2
1
1

120
1
89
5
1
1
15
1
2
1
4
1
3
3
1
1
1

170
1
1

122
1
4
1
2
1
3
2
3
1
1
2
1
31
1
15
2
1
1
4
1
1
1
1
1
6
1
24
2
73
1
6
2
13
1
1
23
1
1
1
6
4
1
1
1
1
2
2
1
1
31
7
8
2
1
1
16
3
1
2
5
5
22
1
1
1
3
3
1
1
2
15
17
7
1
1
3
4
3
1
6
3
1
1
2
1
1
32
1
51
3
1
2
8
1
1
3
1
1
11
2
1
1
2
2
1
1
1
1
1
1
3
1
12
1
1
1
1
1
1
1
1

撹
乱

造
成
層

表
採造

成
層

裏
込
内

G-
1・2

撹
乱

G-2

遺
構
直
上

G-1 G-3

撹
乱

遺
構
直
上

F・G-2F-10・11

裏
込

造
成
層

F-11

撹
乱

造
成
層

F-10
撹乱
+

F-10・11
造成層

F-9
B-16層
+
F-9
B-18層

D-10
A-9層
+
E-10
A-9層

D-10
A-9層
+
D-10
撹乱

D-10
A-8層
+
D-10
A-9層

D-10
A-7層
+
D-10
A-9層

D-9
A-9層
+
D-10
A-9層

D-9
A-8層
+
D-10
A-9層

D-9
A-8層
+
D-10
A-6層

D-9
A-6層
+
D-9
A-8層

D-9
A-3層
+
撹乱

E-9
撹乱
+
撹乱

D-7～9
撹乱
+
D-9
撹乱

D-6
撹乱
+
D-9
撹乱

E-10
A-5層
+
F-10
B-18層
+
撹乱

撹
乱

造
成
層

F-10F-9F-8

C-9
層

B-14
層

B-13
層

B-5
層

B-3
層

撹
乱

撹
乱

F-7

撹
乱

F-6

撹
乱

撹
乱

F-3

造
成
層

撹
乱

F-2E・FE-11E-10E-9E-2D-10D-9D-7C-7 D-8・9D-8

裏
込
内

撹
乱

撹
乱

造
成
層

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

石
組
裏
込

造
成
層

造
成
層

造
成
層

造
成
層

B-18
層

B-16
層

B-15
層

B-12
層

B-4
層

B-2
層

B-2
層

B-9
層

B-16
層

B-2
層

B-2
層

B-2
層

A-9
層

A-9
層

A-10
層

A-9
層

A-8
層

A-7
層

A-6
層

A-5
層

A-3
層

A-9
層

A-8
層

A-8
層

A-7
層

A-6
層

A-6
層

A-5
層

A-4
層

A-3
層

A-8
層

A-6
層

A-5
層

A-8
層

A-6
層

A-4
層

A-3
層

A-5
層

A-3
層

E・F-
7・8

D-9
・10

E・F-
6～8

E・F-
5・6

E・F-
4～8

E・F-
3～5

D-7
～9

D-7
・8

D-6
・7

D・E・F-
1・2

造
成
層

造
成
層

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

ペンシルドローイング
饅頭心

高台裏「大平」
「福」見込み
宣徳年製
連子碗
-
-
-

焼き損じ
-
-
-
-
-

仙芝祝寿文(レイシ文)
-

仙芝祝寿文(レイシ文)
-
-
-

官窯クラス
-
-
-

梵字文
-

梵字文
掛分
-
-
-

花鳥文
玉取獅子
-

口ハゲ
-

花文か
上手
碁笥底
花鳥文
玉取獅子

名山手(芙蓉手一種)
-
-
-

ペンシルドローイング
碁笥底
被熱
-
-

漢詩か
碁笥底
花鳥文
玉取獅子
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
被熱
-
-

欧州輸出用
-

欧州輸出用
-

欧州輸出用
-
-
-
柳文
-
-

高足杯
-
-
-
-
-
-
-
合子

合子　八角か
-
-

梅文　胴接ぎ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
被熱
-

元染か　被熱
-

瓶か小壺
-
-

碁笥底
-
-
-
-

合計

1
1

1

1

19
1
21

2

3

32

33

1
1

1
6
1
4
1

2

2

3
1
12

2

1

2
1

3

1
1
5
1

1
1

1
3
4
1

1
1
1
1
6
8
1

1

3

2

3
1
2

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

3

1

5

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

211

1

1

1

1

1

11

1

1

2

2

3

1

1

3

1

2

1

1

1

1
2

1
2

1

2

1

1

1

1

1

11

1

3

1

2

1

1

1

1

4

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

5

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1
1

1

1

11

1
1

2

1

1

1

1

1

8

5

8

2

1

2

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

1

1

1

2

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

2

1

1

2

1

2

4

1

1

1

2
1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1
3

6

5

1

1

5

11

1

2

1

2

2

1

2
1

1

1

1

1
2

2

1

1

1

1

4

1

1

1

2

1

1

1

3
1
2

1

9

1
1

2

16

4
1

1

1

1

2

1

1

2

4

1

1
1

3

1

1

1

2

6

15
2

2

1

3
1

1
1
1

1

1

2

1

1

1

5

1

1

2

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

2

2

1

1

1

1

　　　　　

1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

14

7

1

1
1

19
1

35

1

1

4

2

1

1

1

6

10

2
1

2

1

4
5

1

1
4

1

1
1
1

1

3

2

2

1

14

4

3

1
1
1

1

8

1
1

7

16

4

3

2

6

1
2

14

2

2

1

2

2

2

2

3

8

1
1
1
1
1

1
1

1

1

1
2

9

4
1

1

8

1

1

3

1
1

1

1

6

1

1

1

1

1

1

1

4

1

11

2

4

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

2

1

1

2

2

2

6

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

鉢

鉢か

小鉢

小鉢状
杯

小杯

蓋

瓶

瓶か
瓶か壺

壺

袋物

袋物か

盤か洗

レンゲ
高足杯か

福建か
福建･広東
漳州
漳州か
景徳鎮
福建･広東
景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮

漳州
景徳鎮
漳州
景徳鎮
漳州
景徳鎮
漳州
景徳鎮
漳州
景徳鎮
景徳鎮
景徳鎮
漳州
景徳鎮
漳州

景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮か
福建･広東
景徳鎮

景徳鎮か
景徳鎮
景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮

徳化
福建･広東
漳州

景徳鎮

福建･広東
漳州

景徳鎮

福建･広東

景徳鎮

福建･広東
漳州
中国
景徳鎮
景徳鎮
景徳鎮

景徳鎮

不明
景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮
漳州
景徳鎮
景徳鎮
漳州
景徳鎮
漳州
中国

口縁部
胴部
口～底
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
胴部
口～底
口縁部

胴部

底部
口縁部
胴部
口～底

口縁部

胴部

口～胴
底部
口縁部

口縁部

胴部

底部
胴～底
頸部
胴～頸
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部

胴部

底部
胴部
口縁部
胴部
底部
柄

口縁部
217 1,19512117112421124430162213965411632421511711233212421411381359911123101051231633111158131991510193112111114622101453201263371110207418 1

1 1

1

1
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第 48表　中国産褐釉･無釉陶器出土状況一覧 1

第 48 表　中国産褐釉･無釉陶器出土状況一覧 2

褐
釉
陶
器

無
釉
陶
器

褐
釉
陶
器

無
釉
陶
器

出土地　　　グリッド

層序
種類・器種・部位・分類・窯・ほか

C-7

A-6層 A-3層 A-4層 A-5層 A-6層 A-7層 A-8層 A-9層 A-3層 A-4層 A-6層 A-7層 A-8層 A-9層 A-10層 B-2層撹乱

D-6・7

撹乱

D-7

撹乱

D-7・8 D-8・9 D-9 D-9

撹乱

D-7～9

撹乱

D-8

撹乱 撹乱 撹乱

D-9・10 D-10

撹乱 撹乱造成層撹乱

D-8
撹乱
+
F-10
造成層

D-9
A-3層
+
F-9
A-4層

D-9 A-7層+
D-9 A-9層+
D-9 撹乱+
D-10 A-9層+
F-10 造成層+
G-3 C-9層

D-9 A-9層
+

D-9 撹乱
+

D-10 A-6層
+

D-10 A-8層

D-9
A-8層
+
D-9
A-9層

D-9
A-8層
+
D-10
A-6層

D-9
A-9層
+
D-9
撹乱

D-9
A-9層
+
D-10
A-9層

D-9
A-9層
+
E-10
A-8層

D-9・10
造成層
+
E-9
B-2層

D-10
A-6層
+
D-10
A-7層

D-10
A-7層
+
D-10
撹乱

D-9
A-9層
+
F-10
造成層

-
-
-
-
-
-
-
鉄絵
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

宜興

B
C
D
E
F
A
B
B
C
D
E
F
D
F
A
B
D
E
F
B
F
F
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

壺

壺か

中壺

小壺

小壺か小瓶

瓶

壺か急須

急須

袋物

鉢

擂鉢
水注か

植木鉢

茶器

口縁部

胴部

口～胴

底部

耳

胴部
口縁部
口～胴
胴部
底部
胴部
底部
底部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
胴部
持ち手
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
胴部
注口
口縁部
胴部
底部

胴部

注口

-

明代
-
-
-

-
-
明代
-
明代
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
朱泥
紫泥
-
朱泥

1

32

3

1

37

14

1

1
1

36

1

4

3

98

3

1
1

1

1

1

1

4

118

1

2

37

1

1
9 11

1

7

15 39 10 41 1

1

12 7 9

1

1

1 4 64 4 54 111 450 4 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 1 1 9 94 305 1 110 4 19 85 1 2

1

1

1

7 3 56

3

1

2

1

1

1

3

1

47

2

1
1

1

1

2

2

1
84

5

2

1

7
1
2

2

1

1

1
7

1
4
1

385
5
3

4

1

3

22

4

4

2

1
1

1

1

1
1

1

1

1 1

1

4 2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1 1 8

1

1
86

2

1

297

2 1

1

1

72

6

3

1

11
1
3

3

1

1
2
1
1
1

1

4 13

4

1

1

1

1
70
2
3

2

1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

合計

出土地　　　グリッド

層序
種類・器種・部位・分類・窯・ほか

A-5層A-3層A-8層 A-9層 B-2層 造成層 撹乱 造成層 撹乱 撹乱 撹乱 造成層 C-3層 B-2層C-5層 B-2層

E-10 E-11 E・F E・F-3～5 E・F-4～8 E・F-6～8E・F-5・6 E・F-7 E・F-7・8 F-2

撹乱 石組裏込 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱遺構直上 裏込内 撹乱 撹乱粟石内栗石内遺構直上
（黒）

F-3 F-6 F-6・7 F-7 F-8 F-9

撹乱 撹乱 B-4層 B-5層 B-15層造成層B-2層

E-10 B-13層
+

F-7撹乱
+

F-9 B-16層

F-2
遺構直上
+
F-2
裏込内

F-2 裏込内
+

F-2 撹乱
+
撹乱

F-6
撹乱
+
F-7
撹乱

F-7
撹乱
+
F-7
粟石内

-
-
-
-
-
-
-
鉄絵
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

宜興

B
C
D
E
F
A
B
B
C
D
E
F
D
F
A
B
D
E
F
B
F
F
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

壺

壺か

中壺

小壺

小壺か小瓶

瓶

壺か急須

急須

袋物

鉢

擂鉢
水注か

植木鉢

茶器

口縁部

胴部

口～胴

底部

耳

胴部
口縁部
口～胴
胴部
底部
胴部
底部
底部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
胴部
持ち手
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
胴部
注口
口縁部
胴部
底部

胴部

注口

-

明代
-
-
-
-
-
-
明代
-
明代
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
朱泥
紫泥
-
朱泥

1

64

1

1

22

2

2

1

68

1

1

12

1

1

2

15 3

1

18
1

1

1

7 3

1

2868 87 15 3 1 7 22 4 24 3 6 81 57 40 1 27 1 16 13 1 227 192 1 1 25 12 13 24 46 104 28 1 30 129 1 8 21 8 1 17

1

1

7

1

1

3

17

1

2

4

1

4

74

1

1

1

1

53

2

1

1

38

1

25

1

1

1

1

12

3

12

1

1 22

2

1

1
1

10

3

3

220

1

1

1
4

180

2

2

1

11

1

12

1

1

20

1

1

11111

1

1

1

101

1

1

46

1

1

26 1

117

13

2

18
1

106

2

1

4

3

20

1

8 1 16

1

合計

1
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第 48表　中国産褐釉･無釉陶器出土状況一覧 3

第 48 表　中国産褐釉･無釉陶器出土状況一覧 4

褐
釉
陶
器

無
釉
陶
器

褐
釉
陶
器

無
釉
陶
器

出土地　　　グリッド

層序
種類・器種・部位・分類・窯・ほか

土坑内 撹乱 造成層 造成下層 A-3層A-5層 A-6層 A-8層 A-9層 B-2層 B-5層 B-16層 B-18b層 A-4層 A-5層 A-6層 A-7層撹乱

D・E・F-1 D・E・F-2 E-2 E-7 E-8

造成層 撹乱 造成層 撹乱 撹乱

E-9 E-10

撹乱

D-10
A-7層
+
D-10
撹乱

D-10
A-9層
+
E-10
A-8層

D-10
B-2層
+
E-10
撹乱

D・E・F-1・2
撹乱
+
G-3
C-9層

E-8
造成下層
+
F-7
栗石内

D・E・F-1・2 造成層
+

D・E・F-1・2 撹乱
+

F-10・11 造成層

E-8 造成下層
+

F-7 栗石内
+

F-7 撹乱

E-9 B-18b層
+

F-2 裏込内
+

F・G-2 遺構直上

E-9 B-2層
+

F・F-7・8 撹乱
+
撹乱

E-8
造成下層
+
F-7
造成層

E-8
造成下層
+
F-7
撹乱

-
-
-
-
-
-
-
鉄絵
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

宜興

B
C
D
E
F
A
B
B
C
D
E
F
D
F
A
B
D
E
F
B
F
F
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

壺

壺か

中壺

小壺

小壺か小瓶

瓶

壺か急須

急須

袋物

鉢

擂鉢
水注か

植木鉢

茶器

口縁部

胴部

口～胴

底部

耳

胴部
口縁部
口～胴
胴部
底部
胴部
底部
底部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
胴部
持ち手
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
胴部
注口
口縁部
胴部
底部

胴部

注口

-

明代
-
-
-

-
-
明代
-
明代
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
朱泥
紫泥
-
朱泥

1

1

1 1

1

1

1

6

2

3

2
4

2
182
1
3

2

1
8

57

4

1

11 1 9 73 200 1 2 1 1 1 20 1 2 73 2 5 5 1 3 28 11 51 7 17 1 182 58 37 1 1 1 19 56 22 64 9

1

1

1 18

1

1

2

1

36

36 1

1

1

1

4

3

1

1

1 2

1

3

25

1

9

1

45

2

1

1

1

1

6
1

1

12

1
1
1
1

1
1

176

1

2

1

1

32

2

1

1

57

1

1

1

2

16

1

2

47

1

1

1

3

1

1

18

1

2

1

5

56

2

9

合計

出土地　　　グリッド

層序

種類・器種・部位・分類・窯・ほか
B-5層B-16層 B-18層 造成層 造成層 造成層 造成層撹乱 C-2層 C-3層 C-9層 D-5層

F-9 F-10 F-10 F-10・11 F-11 F・G F・G-1 G-1 G-1・2 G-2F・G-2・3F・G-1・2 F・G-2

撹乱 B-2層 B-3層 B-7層 B-9層 B-12層 B-13層 B-14層 撹乱 撹乱 遺構直上 撹乱撹乱 遺構直上 遺構直上 遺構直上 遺構直上 遺構直上裏込内 造成層 造成層

G-3 G-11

撹乱
撹乱 合計

F-10
造成層
+
撹乱

G-3
C-2層
+
G-3
造成層

G-3
C-9層
+
G-3
造成層

G-3
C-9層
+

D・E・F-1・2
撹乱

-
-
-
-
-
-
-
鉄絵
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

宜興

B
C
D
E
F
A
B
B
C
D
E
F
D
F
A
B
D
E
F
B
F
F
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

壺

壺か

中壺

小壺

小壺か小瓶

瓶

壺か急須

急須

袋物

鉢

擂鉢
水注か

植木鉢

茶器

口縁部

胴部

口～胴

底部

耳

胴部
口縁部
口～胴
胴部
底部
胴部
底部
底部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
胴部
持ち手
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
胴部
注口
口縁部
胴部
底部

胴部

注口

-

明代
-
-
-

-
-
明代
-
明代
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
朱泥
紫泥
-
朱泥

22

1

1

1
62

2

1

4

11

287

1

2

1
1

75

1

1

1

4

1

2

1

1

1

2

2813

2

4

1

1

6822 305 80 7 15 30 3 6 1 2 14 374 40 2 73 16 1 26 19 5 261 26 1 9 20 18 16 12 17 10 403 1 158 1 1 1 41 2,765

1

1

1 13

1

8

21

298

11

5

1

1

9

1

1

2
15
1

2

37

1

38

1
1

1

1
2

61

2

1

1

3
1

16 1 26 19 5

1

19

1

1

16

2

6

249

3

1

3

23 1 9

1
1

14 12

2

7

1

17

1

7

7

1
377

2

5

1

1

1

1

1

2
4

148

1

1

1

41

44

1
7
52

1
2,543

1
34

2
30

1

4

23
1
2
1
1

2

1

2

3

1

1
4
1

2

5
1

116
1
2
21
258
2
9

7,897
11
128
1
1
1
4
78
1
6
3
1
1
13
1

144
4
18
1
13
1
6
4
5
1
1
11
7
15
7
3
3
1
4
37
3
3
2
1
1

8,858合計

E-2
遺構直上
+
F-2
裏込内

E-9
B-16層
+
F-10
B-13層

1

1

1

1

1 2

1
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第 49表　その他の中国産陶磁器・土器出土状況一覧 1　　

窯・種類・器種・部位・ほか

出土地　　　グリッド

層序

胴部
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
庇～袴
口縁部
口～底
口縁部
胴部
底部
胴部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
口～胴
口～頸
胴～袴
胴部

口縁部

口縁部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
胴部
胴部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
胴部

口縁部

口縁部
底部
底部
胴部

口縁部

胴部
撮～庇
胴部
口縁部
胴部
胴部
口縁部
口縁部
口縁部
口縁部

胴部

耳
胴部
底部
胴部
口縁部
胴部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
口縁部
胴部
胴部

D-6・7

A-6層 A-3層 A-6層 A-5層 A-6層 A-7層 A-8層 A-9層 A-5層 A-6層 A-8層 A-9層 B-16層A-7層 A-8層 A-9層 造成層撹乱

D-7 D-9 D-9・10 D・E・F-1D-10

撹乱

D-7・8

撹乱 撹乱 撹乱 撹乱

D・E・F-1・2

撹乱

E-2 E-9

撹乱 撹乱撹乱

D-7～9 D-8・9

撹乱

C・D-10
撹乱
+
D-10
撹乱

D-9
A-6層
+
D-9
A-7層
+
撹乱

D-9
A-8層
+
F-2

遺構直上
+

F・G-1・2
造成層

D-9
A-7層
+
D-9
A-9層

D-9
A-8層
+
D-10
A-7層

D-10
A-9層
+
E-10
A-8層

景徳鎮

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

輪郭赤線

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

褐地餅花手
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

口ハゲ
-

口ハゲ

型押し
-

鉄分粒子少
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

瓜形 形成型

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

碗

碗か

皿

皿か
小皿

鉢

杯

小杯

蓋
碗の蓋

碗

大碗
皿
小碗か
小杯

瓶

蓋
袋物
皿
壺
皿
小杯

碗

皿

壺
壺
壺
水注
瓶

碗

小碗

碗

碗

蓋
袋物

蓋

皿か盤
小皿
瓶類
香炉か

水注

植木鉢
皿
合子蓋
袋物
碗

碗

小壺

鍋

壺

色絵

瑠璃釉

青釉

褐釉

褐釉磁器

青磁

法花
釉裏紅
華南三彩
翡翠釉

色絵

黒釉陶器
(天目)

色絵

瑠璃釉

褐釉磁器
白磁か染付

黒釉
(天目)

施釉

土器

華南三彩

藍釉

青白磁
色絵

黒釉

灰釉

施釉

緑釉陶器

景徳鎮か

福建

徳化

福建･広東

中 国

中国か

中国南部

1
1

1

1

1

1

1
1 1

2 1

2

1 1 1

1 1 2
2

1

1

1

1
2

1
1

1
1

1

1

1

1
1

1
1

1

1
1
1
1

1

1

1
4
1
1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1
1

1 1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

2

4

1
1

1

1
1

1
1

1

1
212

1

1

1

1

11

1
3

1
2

1

1 1
5

1

1
1

1

1

1

11 3
1 1 1

5 1 1 1 3 3 7 17 1 14 1 1 2 1 1 1 3 4 3 25 5 1 1 4 1 4 3 1 3 3 7合計

1

1

1

1
1

1
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第 48表　中国産褐釉･無釉陶器出土状況一覧 3

第 48 表　中国産褐釉･無釉陶器出土状況一覧 4

褐
釉
陶
器

無
釉
陶
器

褐
釉
陶
器

無
釉
陶
器

出土地　　　グリッド

層序
種類・器種・部位・分類・窯・ほか

土坑内 撹乱 造成層 造成下層 A-3層A-5層 A-6層 A-8層 A-9層 B-2層 B-5層 B-16層 B-18b層 A-4層 A-5層 A-6層 A-7層撹乱

D・E・F-1 D・E・F-2 E-2 E-7 E-8

造成層 撹乱 造成層 撹乱 撹乱

E-9 E-10

撹乱

D-10
A-7層
+
D-10
撹乱

D-10
A-9層
+
E-10
A-8層

D-10
B-2層
+
E-10
撹乱

D・E・F-1・2
撹乱
+
G-3
C-9層

E-8
造成下層
+
F-7
栗石内

D・E・F-1・2 造成層
+

D・E・F-1・2 撹乱
+

F-10・11 造成層

E-8 造成下層
+

F-7 栗石内
+

F-7 撹乱

E-9 B-18b層
+

F-2 裏込内
+

F・G-2 遺構直上

E-9 B-2層
+

F・F-7・8 撹乱
+
撹乱

E-8
造成下層
+
F-7
造成層

E-8
造成下層
+
F-7
撹乱

-
-
-
-
-
-
-
鉄絵
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

宜興

B
C
D
E
F
A
B
B
C
D
E
F
D
F
A
B
D
E
F
B
F
F
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

壺

壺か

中壺

小壺

小壺か小瓶

瓶

壺か急須

急須

袋物

鉢

擂鉢
水注か

植木鉢

茶器

口縁部

胴部

口～胴

底部

耳

胴部
口縁部
口～胴
胴部
底部
胴部
底部
底部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
胴部
持ち手
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
胴部
注口
口縁部
胴部
底部

胴部

注口

-

明代
-
-
-

-
-
明代
-
明代
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
朱泥
紫泥
-
朱泥

1

1

1 1

1

1

1

6

2

3

2
4

2
182
1
3

2

1
8

57

4

1

11 1 9 73 200 1 2 1 1 1 20 1 2 73 2 5 5 1 3 28 11 51 7 17 1 182 58 37 1 1 1 19 56 22 64 9

1

1

1 18

1

1

2

1

36

36 1

1

1

1

4

3

1

1

1 2

1

3

25

1

9

1

45

2

1

1

1

1

6
1

1

12

1
1
1
1

1
1

176

1

2

1

1

32

2

1

1

57

1

1

1

2

16

1

2

47

1

1

1

3

1

1

18

1

2

1

5

56

2

9

合計

出土地　　　グリッド

層序

種類・器種・部位・分類・窯・ほか
B-5層B-16層 B-18層 造成層 造成層 造成層 造成層撹乱 C-2層 C-3層 C-9層 D-5層

F-9 F-10 F-10 F-10・11 F-11 F・G F・G-1 G-1 G-1・2 G-2F・G-2・3F・G-1・2 F・G-2

撹乱 B-2層 B-3層 B-7層 B-9層 B-12層 B-13層 B-14層 撹乱 撹乱 遺構直上 撹乱撹乱 遺構直上 遺構直上 遺構直上 遺構直上 遺構直上裏込内 造成層 造成層

G-3 G-11

撹乱
撹乱 合計

F-10
造成層
+
撹乱

G-3
C-2層
+
G-3
造成層

G-3
C-9層
+
G-3
造成層

G-3
C-9層
+

D・E・F-1・2
撹乱

-
-
-
-
-
-
-
鉄絵
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

宜興

B
C
D
E
F
A
B
B
C
D
E
F
D
F
A
B
D
E
F
B
F
F
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

壺

壺か

中壺

小壺

小壺か小瓶

瓶

壺か急須

急須

袋物

鉢

擂鉢
水注か

植木鉢

茶器

口縁部

胴部

口～胴

底部

耳

胴部
口縁部
口～胴
胴部
底部
胴部
底部
底部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
胴部
持ち手
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
胴部
注口
口縁部
胴部
底部

胴部

注口

-

明代
-
-
-

-
-
明代
-
明代
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
朱泥
紫泥
-
朱泥

22

1

1

1
62

2

1

4

11

287

1

2

1
1

75

1

1

1

4

1

2

1

1

1

2

2813

2

4

1

1

6822 305 80 7 15 30 3 6 1 2 14 374 40 2 73 16 1 26 19 5 261 26 1 9 20 18 16 12 17 10 403 1 158 1 1 1 41 2,765

1

1

1 13

1

8

21

298

11

5

1

1

9

1

1

2
15
1

2

37

1

38

1
1

1

1
2

61

2

1

1

3
1

16 1 26 19 5

1

19

1

1

16

2

6

249

3

1

3

23 1 9

1
1

14 12

2

7

1

17

1

7

7

1
377

2

5

1

1

1

1

1

2
4

148

1

1

1

41

44

1
7
52

1
2,543

1
34

2
30

1

4

23
1
2
1
1

2

1

2

3

1

1
4
1

2

5
1

116
1
2
21
258
2
9

7,897
11
128
1
1
1
4
78
1
6
3
1
1
13
1

144
4
18
1
13
1
6
4
5
1
1
11
7
15
7
3
3
1
4
37
3
3
2
1
1

8,858合計

E-2
遺構直上
+
F-2
裏込内

E-9
B-16層
+
F-10
B-13層

1

1

1

1

1 2

1

第 3 章　調査の方法と成果
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第 49表　その他の中国産陶磁器・土器出土状況一覧 1　　

窯・種類・器種・部位・ほか

出土地　　　グリッド

層序

胴部
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
庇～袴
口縁部
口～底
口縁部
胴部
底部
胴部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
口～胴
口～頸
胴～袴
胴部

口縁部

口縁部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
胴部
胴部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
胴部

口縁部

口縁部
底部
底部
胴部

口縁部

胴部
撮～庇
胴部
口縁部
胴部
胴部
口縁部
口縁部
口縁部
口縁部

胴部

耳
胴部
底部
胴部
口縁部
胴部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
口縁部
胴部
胴部

D-6・7

A-6層 A-3層 A-6層 A-5層 A-6層 A-7層 A-8層 A-9層 A-5層 A-6層 A-8層 A-9層 B-16層A-7層 A-8層 A-9層 造成層撹乱

D-7 D-9 D-9・10 D・E・F-1D-10

撹乱

D-7・8

撹乱 撹乱 撹乱 撹乱

D・E・F-1・2

撹乱

E-2 E-9

撹乱 撹乱撹乱

D-7～9 D-8・9

撹乱

C・D-10
撹乱
+
D-10
撹乱

D-9
A-6層
+
D-9
A-7層
+
撹乱

D-9
A-8層
+
F-2

遺構直上
+

F・G-1・2
造成層

D-9
A-7層
+
D-9
A-9層

D-9
A-8層
+
D-10
A-7層

D-10
A-9層
+
E-10
A-8層

景徳鎮

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

輪郭赤線

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

褐地餅花手
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

口ハゲ
-

口ハゲ

型押し
-

鉄分粒子少
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

瓜形 形成型

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

碗

碗か

皿

皿か
小皿

鉢

杯

小杯

蓋
碗の蓋

碗

大碗
皿
小碗か
小杯

瓶

蓋
袋物
皿
壺
皿
小杯

碗

皿

壺
壺
壺
水注
瓶

碗

小碗

碗

碗

蓋
袋物

蓋

皿か盤
小皿
瓶類
香炉か

水注

植木鉢
皿
合子蓋
袋物
碗

碗

小壺

鍋

壺

色絵

瑠璃釉

青釉

褐釉

褐釉磁器

青磁

法花
釉裏紅
華南三彩
翡翠釉

色絵

黒釉陶器
(天目)

色絵

瑠璃釉

褐釉磁器
白磁か染付

黒釉
(天目)

施釉

土器

華南三彩

藍釉

青白磁
色絵

黒釉

灰釉

施釉

緑釉陶器

景徳鎮か

福建

徳化

福建･広東

中 国

中国か

中国南部

1
1

1

1

1

1

1
1 1

2 1

2

1 1 1

1 1 2
2

1

1

1

1
2

1
1

1
1

1

1

1

1
1

1
1

1

1
1
1
1

1

1

1
4
1
1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1
1

1 1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

2

4

1
1

1

1
1

1
1

1

1
212

1

1

1

1

11

1
3

1
2

1

1 1
5

1

1
1

1

1

1

11 3
1 1 1

5 1 1 1 3 3 7 17 1 14 1 1 2 1 1 1 3 4 3 25 5 1 1 4 1 4 3 1 3 3 7合計

1

1

1

1
1

1

335

第 5節　出土遺物（集計表）



第 49表　その他の中国産陶磁器・土器出土状況一覧 2　　

窯・種類・器種・部位・ほか

出土地　　　グリッド

層序

胴部
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
庇～袴
口縁部
口～底
口縁部
胴部
底部
胴部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
口～胴
口～頸
胴～袴
胴部

口縁部

口縁部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
胴部
胴部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
胴部

口縁部

口縁部
底部
底部
胴部

口縁部

胴部
撮～庇
胴部
口縁部
胴部
胴部
口縁部
口縁部
口縁部
口縁部

胴部

耳
胴部
底部
胴部
口縁部
胴部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
口縁部
胴部
胴部

E-10 E-11 F-2 F-3 F-7 F-8 F-9 F-10 G-1 G-2 G-3F-10・11 F・G-1・2 F・G-2E・F-
7・8

A-5層 A-6層 A-8層 A-9層 C-3層 B-5層B-15層 C-3層 C-9層 D-5層B-16層 B-18層B-2層 造成層 造成層 造成層 造成層 造成層遺構直上 遺構直上 遺構直上撹乱 裏込内 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱
撹乱

撹乱
合計

撹乱

E・F-
5・6
造成層
+
撹乱

F・G-
2・3

遺構直上
+
G-2

遺構直上

F・G-
2・3
造成層
+
G-2

遺構直上

景徳鎮

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

輪郭赤線

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

褐地餅花手
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

口ハゲ
-

口ハゲ

型押し
-

鉄分粒子少
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

瓜形 形成型

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

碗

碗か

皿

皿か
小皿

鉢

杯

小杯

蓋
碗の蓋

碗

大碗
皿
小碗か
小杯

瓶

蓋
袋物
皿
壺
皿
小杯

碗

皿

壺
壺
壺
水注
瓶

碗

小碗

碗

碗

蓋
袋物

蓋

皿か盤
小皿
瓶類
香炉か

水注

植木鉢
皿
合子蓋
袋物
碗

碗

小壺

鍋

壺

色絵

瑠璃釉

青釉

褐釉

褐釉磁器

青磁

法花
釉裏紅
華南三彩
翡翠釉

色絵

黒釉陶器
(天目)

色絵

瑠璃釉

褐釉磁器
白磁か染付

黒釉
(天目)

施釉

土器

華南三彩

藍釉
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第 50表　東南アジア産陶磁器・土器出土状況一覧 1　　

第 50表　東南アジア産陶磁器・土器出土状況一覧 2　　
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第 49表　その他の中国産陶磁器・土器出土状況一覧 2　　
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第 50表　東南アジア産陶磁器・土器出土状況一覧 1　　

第 50表　東南アジア産陶磁器・土器出土状況一覧 2　　
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造
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造
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層序
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-
-
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瓜形
瓜形
-
-
-
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-
-
-
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口縁部
胴部
底部
胴部
胴部
胴～底
撮～袴
口縁部
胴部
口～底
口縁部
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胴部
口縁部
胴部
胴部
口縁部
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-
-
-
-
-
瓜形
瓜形
-
-
-
-
-
-
-
-

口縁部
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胴部
胴部
胴～底
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口縁部
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胴部
胴部
底部
庇
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口縁部
胴部
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撮
庇
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土
産
陶
磁
器
出
土
状
況
一
覧
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口
縁
部

胴
部

口
縁
部

口
縁
部

口
縁
部

胴
部
底
部
胴
部

口
縁
部

胴
部
底
部

口
縁
部

胴
部
底
部
胴
部
底
部

口
縁
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底
部

口
～
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底
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底
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口
縁
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胴
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底
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胴
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底
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底
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庇
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底
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底
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胴
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肥
前
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肥
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肥
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瀬
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瀬
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瀬
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肥
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瀬
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濃

肥
前

肥
前

本
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肥
前

肥
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か

本
土

肥
前

肥
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系
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前
か

瀬
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濃

本
土
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前
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州
)
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か

瀬
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前
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か
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唐
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唐
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児
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唐
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南
九
州
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児
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肥
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-
ク
ロ
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青
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荒
磯
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荒
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コ
ン
ニ
ャ
ク
印
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雲
龍
文
か

- - - - - -
型
紙 - - - -

蝶
の
文
様

型
紙 - - - -
蓋
付 -
蓋
付 -
蓋
付 - - - - - - - - - - - - - 茶 - - - - - - - -

焼
成
不
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-
底
部
に
籾
殻
付
着

- - - - - - -

碗 小
碗
香
炉

火
入
れ
か

碗 碗
か

碗
か
皿

碗
か
火
入
れ

小
碗 皿 瓶 水
滴

筒
物 碗

碗
か
小
碗

碗
か
蓋

小
碗 皿 鉢 小
鉢

小
杯 瓶 蓋

碗
の
蓋

猪
口

ボ
タ
ン

碗 瓶 壺 擂
鉢
袋
物
片
口
不
明 碗 皿 皿
か 鉢 瓶 鍋 蓋 袋
物

口
縁
部

胴
部

口
縁
部

底
部

口
縁
部
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底
部

庇
～
袴
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部

口
縁
部

胴
部

胴
部

口
～
底

口
縁
部

胴
部
底
部

口
～
底

底
部

庇
～
袴

底
部

口
縁
部

底
部
胴
部
底
部

胴
部

胴
部
底
部

口
縁
部

胴
部

胴
部

胴
部

胴
部

口
縁
部

胴
部

口
～
底

口
縁
部

胴
部

底
部

口
縁
部

胴
部

胴
部
胴
部

口
縁
部

胴
部

注
口

胴
部

口
縁
部

庇
～
袴

口
縁
部

胴
部

口
縁
部

口
縁
部

胴
部
底
部

口
縁
部

胴
部
胴
部
胴
部

口
縁
部

胴
部
底
部

胴
部

肥
前
(内
野
山
)

薩
摩
か

肥
前
(内
野
山
)

関
西

関
西

肥
前
(内
野
山
)

関
西
系

瀬
戸
 美
濃

肥
前

関
西
系

瀬
戸
 美
濃

肥
前

関
西
系

瀬
戸
 美
濃

肥
前
関
西

瀬
戸
 美
濃

唐
津

肥
前

肥
前
か

薩
摩

薩
摩

薩
摩
か

薩
摩

薩
摩
か

薩
摩

薩
摩
か

薩
摩

関
西
系

肥
前

肥
前
か

薩
摩

肥
前

薩
摩

関
西
系

肥
前
か

薩
摩

関
西
系

肥
前
(内
野
山
)

瀬
戸
 美
濃

肥
前

関
西
系

関
西
系

淡
路

薩
摩
か

関
西
系

瀬
戸
 美
濃

肥
前
本
土

関
西
系

関
西
系

南
九
州
(宮
崎
 鹿
児
島
)

薩
摩
か
沖
縄

瀬
戸
 美
濃

薩
摩

信
楽

東
海
地
方

肥
前

備
前

備
前
系

関
西
か

九
州
か

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
菊
花
文
　

- - - -
ハ
ケ
目
　
砂
目
積
み

- - - - - - - - - - - - - - - -
呉
器
手 - -

呉
器
手 - - - - - -

掛
分
 中 - -

民
平
か - - - - - - - - - -

白
象
嵌 - - -

鎹
か - - - - - -

碗 皿 鍋 蓋 皿 蓋 袋
物 碗 皿 杯 鉢 蓋 袋
物 碗 皿 大
皿 瓶 碗 大
皿
袋
物

壺
か
甕

鉢 袋
物

甕
か
蓋

碗 瓶
壺
か
甕

袋
物

土
瓶 碗 皿 皿
か
小
皿

土
瓶 鉢 擂
鉢 鍋 土
鍋 蓋 蓋
物

急
須
か

片
口

鬢
盥 壺 鉢 擂
鉢

青
磁

白
磁

染
付 -

褐
釉

瑠
璃
釉

灰
釉

銅
緑
釉

鉛
釉

鉄
釉

色
絵

鉄
絵

二
彩
手

褐
釉

苗
代
川
窯
系

褐
釉

串
木
野
窯
系

串
木
野
窯
系

- -

磁
器

陶
器

施
釉

無
釉

合
計

種
類
・
器
種
・
部
位
・
窯
・
ほ
か

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

D
-7・
8

撹
乱 + D
-8
撹
乱

D
-6
・
7

D
-7
・
8

D
-7
～
9

D・
E・
F-
1

D・
E・

F-
1・
2

D
-9

D
-8

D
-7

C
-7

D
-1
0

E-
9

A
-3 層

A
-6 層

A
-9 層

A
-8 層

A
-9 層

A
-8 層

A
-5 層

A
-3 層

A
-7 層

A
-6 層

A
-5 層

A
-4 層

B-
2
層

A
-8 層

B-
2
層

撹 乱
撹 乱

撹 乱
撹 乱

撹 乱
撹 乱

撹 乱
撹 乱

撹 乱
撹 乱

撹 乱
造 成 層

1 1

1 1 1 1 4 1 1 2 1 5 2 2 1 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 1

1 1 2 2

1

1 1 1

1 1 1 5 1 1 1 1 1 1 1

3

1 1 1 2 2 2 1 1 1 1 2 1 1 11 1 5 1 1 2 2 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1

1 2

1 1 1

1

1 2 1

1

1
5

1

1 1 1

1

9 3
1

1 1

2 1 1 1

1

1

6
2

4
14

1
10

9
1

2
5

5
1

91
1

3
8

1
1

11
7

37
1

1
2

1
1

8
4

2 1

1 1

1 1

1 2 1

1
1 1 1

1

1 4 1
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2 1

1
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第
52
表
　
本
土
産
陶
磁
器
出
土
状
況
一
覧
2 
 

 
 



器種・部位

出土地　グリッド
層序

胴部
口～底
口縁部
底部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
胴部
口縁部
胴部
底部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
口縁部
胴部
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
底部(脚)
胴部
口縁部
胴部
胴部
口縁部
胴部
底部
口縁部
口縁～肩部
胴部
底部
耳

口縁部
底部
胴部

碗

皿

鍋

壺

壺（焼締）
壺か急須

壺か甕

壺か甕か鉢

甕

甕か鉢

瓶

瓶か壺

鉢

擂鉢

植木鉢

蓋

急須

茶器

火炉

火取

袋物

A-9層 A-5層 B-2層 B-2層 B-4層 B-16層 B-18層撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 造成層 撹乱 撹乱 合計撹乱B-2層 撹乱

合　計

E-10 E-11 E･F E･F-4～8 E･F-7･8 F-2 F-3 F-6 F-8 F-9 F-10 F・G-1

1

1 17 11 1 1 3 4 1 10 2 1 1 2 4 1 1 1 5 2 2 1 221 764

1

1

1

1

3
1

1
8

1

3

1

1

3

2

1

1
1

1

1

1

2
1

1

1

3

1
1

4

1
1

1 1 2

1

3 1

1

1

2

1

2

1

1

2

1

1
2

9

1
1
6
69
2
2
1
2
2
2
17
4
2

9
17
5
2

2
1

2

8
1
5

1
1

44

2
1
12
5
1
1
23
1
1
1
4
22
250
8
15
3
5
8
7
48
18
9
1
39
64
9
5
1
6
3
1
3
5
1
33
1
18
4
3
3
3

116

器種・部位

出土地　グリッド
層序

胴部
口～底
口縁部
底部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
胴部
口縁部
胴部
底部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
口縁部
胴部
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
底部(脚)
胴部
口縁部
胴部
胴部
口縁部
胴部
底部
口縁部
口縁～肩部
胴部
底部
耳

口縁部
底部
胴部

碗

皿

鍋

壺

壺（焼締）
壺か急須

壺か甕

壺か甕か鉢

甕

甕か鉢

瓶

瓶か壺

鉢

擂鉢

植木鉢

蓋

急須

茶器

火炉

火取

袋物

A-6層 A-7層 B-2層 B-2層撹乱撹乱撹乱 A-3層 A-4層 A-5層 A-6層 A-9層 撹乱 撹乱撹乱 撹乱A-5層 A-9層A-8層撹乱撹乱撹乱

合　計

D-6･7 D-7 D-7･8 D-8C-7 D-7～9 D-9 D･E･F-1D-10 E-9

1

6

1

2

2

1

1

3

3

2

1

1
13 11 18 32 16 13 2 1 1 2 2

1
265 1 1 3 18 61 1 1

1
1 4 4

4
2
2

2

1

1
1
1

1

1

2

1

1
13
1

1

2
2

3
3

1

1

3

1

2
6

1

1
3

1

1

1

1

1

5

1

1

1

1

1

1

1

1 1

1

1

1

6
3
1

6

1

1
7
94
2
3
1
1
2
2
15
4
2

16
25

3
1
3

3
2

10

8

2
1

39

1

1

1

3

1

1

1
5

1
1
1
3
1

1

1

2

2
1

1

3
20
1

1

1

5
1
1
1
6
7

1

1
4

1
1
2

1

1

3

1

1

1
1

1
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第 55表　沖縄産無釉陶器出土状況一覧 1　

第 55 表　沖縄産無釉陶器出土状況一覧 2　

第 53表　沖縄産施釉陶器出土状況一覧 

第 54 表　初期沖縄産無釉陶器出土状況一覧 

出土地　グリッド

層序器種・部位 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 A-6層撹乱 撹乱 A-3層 A-7層 A-4層 A-5層 A-8層 A-9層 B-2層A-8層 A-9層 B-2層 B-16層B-2層撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱造成層 造成層撹乱 撹乱 B-2層 C-3層 B-2層 B-4層撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 裏込め内 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 B-3層 撹乱 撹乱

C-7 C・D-10 D-6・7 D-7・8 D-8・9D-7～9 D-8 D-9 D-10 E-9 E-10 E-11 F-3 F-6 F-7 F-8 F-9 F-10 G-2

撹乱
撹乱表採 合計

G-7

造成層

G-11F-2D-9・10 D・E・F-1 E・F-3～5 E・F-8 E・FE・F-7・8D・E・F-1・2D-7 D-7
撹乱
+

D-7・8
撹乱

D-9
撹乱
+

D-7～9
撹乱

D-9
撹乱
+
D-9
A-9層

D-9
撹乱
+
D-10
撹乱

D-9・10
撹乱
+
D-10
撹乱

D-9
撹乱
+
撹乱

D-7
撹乱
+
D-9
撹乱

D-8
撹乱
+
D-9
撹乱

口～底
口縁部
胴部
底部
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
口縁部
口縁部
胴部
撮
撮～庇
撮～口縁部
庇～袴
口縁部
胴部
底部
耳
口縁部
底部
底部
口縁部
口縁部
胴部
底部
口縁部
胴部
底部
足
口～底
口縁部
胴部
底部
耳
注口
把手
蓋
胴部
口縁部
頸部
胴部
庇～袴
口縁部
口縁部
胴部
底部
口縁部
底部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
底部
口縁部
口縁部

碗

碗か皿

小碗

皿

皿か

蓋

鍋

壺

壺か鉢
甕

鉢

瓶

急須

急須か鍋

酒器

合子(蓋)
合子(身)

火炉

火取

灯明具

袋物

餌入
器種不明

口～底
口縁部
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
口縁部
胴部
耳
口縁部
底部
胴部
底部
胴部
口縁部
頸部
口縁部
口縁部
胴部
底部
胴部
口～底
口縁部
撮～庇
庇～袴
口縁部
胴部
持ち手
耳
口縁部
口縁部
底部
胴部
口縁部
口縁部
取手

碗

皿

壺

甕

壺か甕

壺か甕か鉢

瓶

鉢

擂鉢

植木鉢

蓋

急須

急須か
火炉

火取

袋物
片口

器種不明

12
11
5
1
1

2
1
1
2
2

3
2

1

7

5

1

1

1

2

1

1

5

1

1

5
5
1
2

1

1

1

1
3

3

5
7

1
1

1
3

2
1

2
5
1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

12
10
4
1
1
1
2
1
1
1
1
2

4
1
1

8
39
1

1
2
2
2

2
3
2

3

12

10
4
2
1

2

7
1

12
2

2
3

1
2

1

1
1

7
5

1

1

1

2
8
2

2

6

1

1

1

2

1

1

4
92
82
23
5
1
1
10
10

5
1
1

27
15
8

2

37
203
10
4
2

1

11
6
2

2
2

1
15
9
18
4
1
1
4
2
1

1
2

1
3

1
1
55
2

1      

1

1

1

2

1

2

1
1

1

1

1

1

1

1
1

4

2 1

2
29
22
15

1

4
2

1
2
1
2

7
1
4
1
1
1
12
40
7
2

5
4

3
8
3

1

3
1

1
1

19
1

1

1
1

1

1
3
1

1

1

1

1

1

1

1

2

3

2

1
2
1

1

1

1
1

1

2
1

1

1

1
1

1
2

1

3

1

1

1

1
1

1

1

1

1
1

1

1

1

8
9
2
5

1
3

2
5

2

6

1

1

5
1

3

2
1

1

1
1

1

1

1 1
1

1

1

2

1
1

1

1

3

2

3
3

7

3

1

1

1
2

2

1

1

3

3

1

1
1

1

2
1
1
9

3
1

2
1

1
4
1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

2

2

1

1

1

3

1

39
42
24
9

6
2
1

6
5
2

7
5
3

1
1
16
55
5

4

11
6
3
1
2

6
8
6
1
2
1
8

3

2
2

1

37

6
242
219
84
49
6
3
32
23
5
6
25
20
6
1
61
28
19
1
5
2
86
414
29
6
6
1
3
1
41
30
8
1
4
4
1
1
28
38
36
5
8
2
26
3
1
1
4
1
1
3
4
2
3
3
1
1
1

162
6
1
1

出土地　グリッド

層序
器種・部位 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 A-3層 A-4層 A-4層 A-5層 A-6層 A-7層 A-9層 B-2層 B-2層造成層A-6層 A-9層 撹乱 造成層 A-3層 B-2層 撹乱 撹乱 撹乱撹乱 B-2層 撹乱撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 A-2層 A-4層 撹乱 撹乱

撹乱 合計
B-2層 B-4層 撹乱 撹乱 造成層 造成層B-2層 B-3層 C-9層

C-7 D-6・7 D-7 D-9 D-10 E-9E-2D-9・10 D・E・F-
1・2 E-10 E-11 F-2 F-8 F-9 G-3F-10・11F-10E・F-6～8E・F E・F-7・8D-7・8

撹乱

D-7～9

撹乱

D-8

合計

D-10
A-4層
+
撹乱

E-10
A-4層
+
E-10
B-2層

合計

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

3
2

1

1

3

3

1

2

2
1

4

1
1

2

2

1
1

1

1

1

1

1

1

2

2
1

3

1

4
2
2

3

1
1

2

23
2
14

1

6

1
1
1
1

11

1

1

1

1
2

1

1

4

2

1

8
1

2
1

1

1

1

1 1

1

3

4
1
3
1

1

1

1

7

2

1

1

2

6
2
4

1
1

1

1

1
1

1
1

1
1

1

6

2

1

1

11

1

5

1

1

3

2

1

1

5

1
1

1

1

1

7
3
3

1
1
1

20
4
17
1

1

5

1

1

45

1

1
1
1

2

1

4

1 1

1

1

1

1

4

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 2

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1 1

1

15
3
6
2
1
1

2
2
1

40
8
17

1

7
1
1
1

1

2

1

35

2
4

4
38
13
17
2
6
1
1
19
4
2
6
1

148
23
74
2
1
4
5
22
3
1
1
5
1
1
6
1
3
1
1
2
1

154
1
2
5

4 5 2 10 9 7 8 4 2 8 1 76 2 1 21 5 2 1 1 22 22 1 2 1 24 11 2 12 112 10 1 4 8 2 1 3 1 2 2 2 2 1 2 1 6 1 1 154 582

68 2 23 36 3 1 120 52 35 1 1 3 2 689 1 1 1 9 2 1 1 2 6 1 208 1 1 15 5 1 11 1 1 1 1 10 3 2 4 1 54 4 4 1 6 2 1 6 25 10 29 4 3 5 1 1 1 3 1 333 1,821
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器種・部位

出土地　グリッド
層序

胴部
口～底
口縁部
底部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
胴部
口縁部
胴部
底部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
口縁部
胴部
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
底部(脚)
胴部
口縁部
胴部
胴部
口縁部
胴部
底部
口縁部
口縁～肩部
胴部
底部
耳

口縁部
底部
胴部

碗

皿

鍋

壺

壺（焼締）
壺か急須

壺か甕

壺か甕か鉢

甕

甕か鉢

瓶

瓶か壺

鉢

擂鉢

植木鉢

蓋

急須

茶器

火炉

火取

袋物

A-9層 A-5層 B-2層 B-2層 B-4層 B-16層 B-18層撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 造成層 撹乱 撹乱 合計撹乱B-2層 撹乱

合　計

E-10 E-11 E･F E･F-4～8 E･F-7･8 F-2 F-3 F-6 F-8 F-9 F-10 F・G-1

1

1 17 11 1 1 3 4 1 10 2 1 1 2 4 1 1 1 5 2 2 1 221 764

1

1

1

1

3
1

1
8

1

3

1

1

3

2

1

1
1

1

1

1

2
1

1

1

3

1
1

4

1
1

1 1 2

1

3 1

1

1

2

1

2

1

1

2

1

1
2

9

1
1
6
69
2
2
1
2
2
2
17
4
2

9
17
5
2

2
1

2

8
1
5

1
1

44

2
1
12
5
1
1
23
1
1
1
4
22
250
8
15
3
5
8
7
48
18
9
1
39
64
9
5
1
6
3
1
3
5
1
33
1
18
4
3
3
3

116

器種・部位

出土地　グリッド
層序

胴部
口～底
口縁部
底部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
胴部
口縁部
胴部
底部
胴部
口縁部
胴部
口縁部
口縁部
胴部
底部
口縁部
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
底部(脚)
胴部
口縁部
胴部
胴部
口縁部
胴部
底部
口縁部
口縁～肩部
胴部
底部
耳

口縁部
底部
胴部

碗

皿

鍋

壺

壺（焼締）
壺か急須

壺か甕

壺か甕か鉢

甕

甕か鉢

瓶

瓶か壺

鉢

擂鉢

植木鉢

蓋

急須

茶器

火炉

火取

袋物

A-6層 A-7層 B-2層 B-2層撹乱撹乱撹乱 A-3層 A-4層 A-5層 A-6層 A-9層 撹乱 撹乱撹乱 撹乱A-5層 A-9層A-8層撹乱撹乱撹乱

合　計

D-6･7 D-7 D-7･8 D-8C-7 D-7～9 D-9 D･E･F-1D-10 E-9

1

6

1

2

2

1

1

3

3

2

1

1
13 11 18 32 16 13 2 1 1 2 2

1
265 1 1 3 18 61 1 1

1
1 4 4

4
2
2

2

1

1
1
1

1

1

2

1

1
13
1

1

2
2

3
3

1

1

3

1

2
6

1

1
3

1

1

1

1

1

5

1

1

1

1

1

1

1

1 1

1

1

1

6
3
1

6

1

1
7
94
2
3
1
1
2
2
15
4
2

16
25

3
1
3

3
2

10

8

2
1

39

1

1

1

3

1

1

1
5

1
1
1
3
1

1

1

2

2
1

1

3
20
1

1

1

5
1
1
1
6
7

1

1
4

1
1
2

1

1

3

1

1

1
1

1
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第 5節　出土遺物（集計表）

第 55表　沖縄産無釉陶器出土状況一覧 1　

第 55 表　沖縄産無釉陶器出土状況一覧 2　

第 53表　沖縄産施釉陶器出土状況一覧 

第 54 表　初期沖縄産無釉陶器出土状況一覧 

出土地　グリッド

層序器種・部位 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 A-6層撹乱 撹乱 A-3層 A-7層 A-4層 A-5層 A-8層 A-9層 B-2層A-8層 A-9層 B-2層 B-16層B-2層撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱造成層 造成層撹乱 撹乱 B-2層 C-3層 B-2層 B-4層撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 裏込め内 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 B-3層 撹乱 撹乱

C-7 C・D-10 D-6・7 D-7・8 D-8・9D-7～9 D-8 D-9 D-10 E-9 E-10 E-11 F-3 F-6 F-7 F-8 F-9 F-10 G-2

撹乱
撹乱表採 合計

G-7

造成層

G-11F-2D-9・10 D・E・F-1 E・F-3～5 E・F-8 E・FE・F-7・8D・E・F-1・2D-7 D-7
撹乱
+

D-7・8
撹乱

D-9
撹乱
+

D-7～9
撹乱

D-9
撹乱
+
D-9
A-9層

D-9
撹乱
+
D-10
撹乱

D-9・10
撹乱
+
D-10
撹乱

D-9
撹乱
+
撹乱

D-7
撹乱
+
D-9
撹乱

D-8
撹乱
+
D-9
撹乱

口～底
口縁部
胴部
底部
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
口縁部
口縁部
胴部
撮
撮～庇
撮～口縁部
庇～袴
口縁部
胴部
底部
耳
口縁部
底部
底部
口縁部
口縁部
胴部
底部
口縁部
胴部
底部
足
口～底
口縁部
胴部
底部
耳
注口
把手
蓋
胴部
口縁部
頸部
胴部
庇～袴
口縁部
口縁部
胴部
底部
口縁部
底部
口縁部
胴部
口縁部
胴部
底部
口縁部
口縁部

碗

碗か皿

小碗

皿

皿か

蓋

鍋

壺

壺か鉢
甕

鉢

瓶

急須

急須か鍋

酒器

合子(蓋)
合子(身)

火炉

火取

灯明具

袋物

餌入
器種不明

口～底
口縁部
胴部
底部
口～底
口縁部
胴部
底部
口縁部
胴部
耳
口縁部
底部
胴部
底部
胴部
口縁部
頸部
口縁部
口縁部
胴部
底部
胴部
口～底
口縁部
撮～庇
庇～袴
口縁部
胴部
持ち手
耳
口縁部
口縁部
底部
胴部
口縁部
口縁部
取手

碗

皿

壺

甕

壺か甕

壺か甕か鉢

瓶

鉢

擂鉢

植木鉢

蓋

急須

急須か
火炉

火取

袋物
片口

器種不明

12
11
5
1
1

2
1
1
2
2

3
2

1

7

5

1

1

1

2

1

1

5

1

1

5
5
1
2

1

1

1

1
3

3

5
7

1
1

1
3

2
1

2
5
1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

12
10
4
1
1
1
2
1
1
1
1
2

4
1
1

8
39
1

1
2
2
2

2
3
2

3

12

10
4
2
1

2

7
1

12
2

2
3

1
2

1

1
1

7
5

1

1

1

2
8
2

2

6

1

1

1

2

1

1

4
92
82
23
5
1
1
10
10

5
1
1

27
15
8

2

37
203
10
4
2

1

11
6
2

2
2

1
15
9
18
4
1
1
4
2
1

1
2

1
3

1
1
55
2

1      

1

1

1

2

1

2

1
1

1

1

1

1

1

1
1

4

2 1

2
29
22
15

1

4
2

1
2
1
2

7
1
4
1
1
1
12
40
7
2

5
4

3
8
3

1

3
1

1
1

19
1

1

1
1

1

1
3
1

1

1

1

1

1

1

1

2

3

2

1
2
1

1

1

1
1

1

2
1

1

1

1
1

1
2

1

3

1

1

1

1
1

1

1

1

1
1

1

1

1

8
9
2
5

1
3

2
5

2

6

1

1

5
1

3

2
1

1

1
1

1

1

1 1
1

1

1

2

1
1

1

1

3

2

3
3

7

3

1

1

1
2

2

1

1

3

3

1

1
1

1

2
1
1
9

3
1

2
1

1
4
1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

2

2

1

1

1

3

1

39
42
24
9

6
2
1

6
5
2

7
5
3

1
1
16
55
5

4

11
6
3
1
2

6
8
6
1
2
1
8

3

2
2

1

37

6
242
219
84
49
6
3
32
23
5
6
25
20
6
1
61
28
19
1
5
2
86
414
29
6
6
1
3
1
41
30
8
1
4
4
1
1
28
38
36
5
8
2
26
3
1
1
4
1
1
3
4
2
3
3
1
1
1

162
6
1
1

出土地　グリッド

層序
器種・部位 撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 A-3層 A-4層 A-4層 A-5層 A-6層 A-7層 A-9層 B-2層 B-2層造成層A-6層 A-9層 撹乱 造成層 A-3層 B-2層 撹乱 撹乱 撹乱撹乱 B-2層 撹乱撹乱 撹乱 撹乱 撹乱 A-2層 A-4層 撹乱 撹乱

撹乱 合計
B-2層 B-4層 撹乱 撹乱 造成層 造成層B-2層 B-3層 C-9層

C-7 D-6・7 D-7 D-9 D-10 E-9E-2D-9・10 D・E・F-
1・2 E-10 E-11 F-2 F-8 F-9 G-3F-10・11F-10E・F-6～8E・F E・F-7・8D-7・8

撹乱

D-7～9

撹乱

D-8

合計

D-10
A-4層
+
撹乱

E-10
A-4層
+
E-10
B-2層

合計

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

3
2

1

1

3

3

1

2

2
1

4

1
1

2

2

1
1

1

1

1

1

1

1

2

2
1

3

1

4
2
2

3

1
1

2

23
2
14

1

6

1
1
1
1

11

1

1

1

1
2

1

1

4

2

1

8
1

2
1

1

1

1

1 1

1

3

4
1
3
1

1

1

1

7

2

1

1

2

6
2
4

1
1

1

1

1
1

1
1

1
1

1

6

2

1

1

11

1

5

1

1

3

2

1

1

5

1
1

1

1

1

7
3
3

1
1
1

20
4
17
1

1

5

1

1

45

1

1
1
1

2

1

4

1 1

1

1

1

1

4

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 2

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1 1

1

15
3
6
2
1
1

2
2
1

40
8
17

1

7
1
1
1

1

2

1

35

2
4

4
38
13
17
2
6
1
1
19
4
2
6
1

148
23
74
2
1
4
5
22
3
1
1
5
1
1
6
1
3
1
1
2
1

154
1
2
5

4 5 2 10 9 7 8 4 2 8 1 76 2 1 21 5 2 1 1 22 22 1 2 1 24 11 2 12 112 10 1 4 8 2 1 3 1 2 2 2 2 1 2 1 6 1 1 154 582

68 2 23 36 3 1 120 52 35 1 1 3 2 689 1 1 1 9 2 1 1 2 6 1 208 1 1 15 5 1 11 1 1 1 1 10 3 2 4 1 54 4 4 1 6 2 1 6 25 10 29 4 3 5 1 1 1 3 1 333 1,821
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第 3章　調査の方法と成果

皿 壺
壺
か
鉢

急
須

急
須
か
鍋

土
瓶
か

鉢

口
～
底

口
縁
部

口
縁
部

底
部

口
縁
部
耳 注
口
把
手 蓋

口
縁
部

胴
部

底
部
か

口
縁
部

胴
部
底
部

口
縁
部

胴
部
底
部
胴
部

口
縁
部

撮
～
口
縁
部

撮 撮
か

口
縁
部

胴
部
底
部 耳 蓋

蓋
(撮
)

端
部

口
縁
部

胴
部 耳

口
縁
部

胴
部

口
縁
部

胴
部
底
部

口
縁
部

口
縁
部

胴
部
胴
部
底
部

口
縁
部 -

口
縁
部 -

胴
部

植
木
鉢

壺 鉢 鉢
か
擂
鉢

火
炉

火
鉢
か
火
炉

コ
ン
ロ

器
種
不
明

撹
乱

C
-7

D
-6
･7

撹
乱

D
-7
撹
乱

D
-8
撹
乱

D
-9

A-
6層

A-
7層

A-
8層

A-
9層

撹
乱

D-
9 
A-
7層

+
D-
9 
A-
8層

D-
9 
撹
乱

+
D-
10
 撹
乱

D-
10
A-
7層

+
E-
10
A-
6層

A-
3層

A-
4層

A-
5層

D
-1
0

A-
6層

A-
7層

A-
9層

撹
乱

A-
5層

A-
9層

E-
9

B-
2層

B-
18
b層

撹
乱

A-
4層

A-
5層

E-
10

A-
6層

A-
9層

B-
2層

A-
5層

E-
11

造
成
層

撹
乱

F-
10

造
成
層

撹
乱

合
計

撹
乱

D-
6･
7

撹
乱

D
-7

撹
乱

D-
7･
8

撹
乱
撹
乱

D-
7～
9
D
-8

A
-6
層D
-9 撹
乱

D
-9
撹
乱 ＋ D
-1
0

撹
乱
撹
乱

D-
9･
10

A
-6
層
A
-8
層
A
-9
層

D
-1
0

B-
2層

撹
乱

D-
10

 A
-6
層
＋ E-
10

B-
2層

撹
乱
造
成
層
撹
乱

E-
8

A
-5
層

E-
9

A
-8
層
B-
2層
B-
4層

撹
乱
B-
2層E-
10 撹
乱

E-
11

B-
2層

撹
乱
撹
乱
撹
乱
撹
乱
撹
乱

E･
F-
8

撹
乱

E･
F

裏
込
め
内F-
2 撹
乱
撹
乱

F-
3

撹
乱

F-
6

撹
乱

F-
7

撹
乱

F-
8

B-
2層
B-
4層

B-
15
層

F-
9

撹
乱
B-
2層
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3層F-
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撹
乱
C
-9
層

G
-3

造
成
層

造
成
層

造
成
層

G
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撹
乱

G
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撹
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合
計

出
土
地
　
グ
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層
序

出
土
地
　
グ
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ッ
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撹
乱

撹
乱

D
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9
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9
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造
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層

撹
乱
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乱

造
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層
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層

A
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層

C
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合
計

撹
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1
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12

2
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1
1
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1
3
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1

1
2

3
3

1
5

1
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7
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2
1

3
1
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2
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1
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1
1
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1
1

4
2

2
1

1
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1
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2
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1
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1

1
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31
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1
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2
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1
1

1

1

1

1
1

1
1
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1
3

52 1 1

1

1
1

3
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18 52 7 1 2 5 1 1 2 1 2 6 24
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1
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1 6 2 4 1 1 6 1 1 3 2 6 2 17
1

1

1 1
3

3

1

1 1 1 2
1

8
5

1 3 1 1 7

2

1

1 1 1

1
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1 1

1 1 1

1
1 1

1
1

1 12

2 1 1 8

1 1 1 7

1
1

4

2

2
1

1

2 5 2 6 26 2 4 5 4 5 92 2 21 13 4 2 58 2 1 1 1 3 1 30 15 32 12 22 3 1 21 4 1 6 37
2

1 1 1
1

2
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1 1 1 1 1 2 1 2 1 5 1 1 6 1 7 3 6 1 1 1 3 68

1

1 1

1 1
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1
1

1

1 2

1 1

1 1

1 1

1 1

2 8

12
6

6 1 19

産
地
・
種
類
・
器
種
・
部
位

種
類
・
部
位

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

器
種
・
部
位

高
麗

青
磁

口
縁
部

胴
部
胴
部

碗 袋
物

合
計

鉢
か
火
炉

擂
鉢 蓋 蓋
か 鍋

サ
ナ
(七
輪
)

火
炉

器
種
不
明

D
･E
･

F-
1
D･
E･

F-
1･
2

E･
F-

4～
8
E･
F-

6～
8
E･
F-
7･
8

合
計

1

1 1

合
計
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第
57
表
　
瓦
質
土
器
出
土
状
況
一
覧

雁
首
吸
口
雁
首
吸
口
雁
首
吸
口
雁
首
雁
首
吸
口

煙
管
か
？

中
国
産
彩
釉
陶
製

沖
縄
産
無
釉
陶
製

沖
縄
産
施
釉
陶
製

瓦
質
製

漆
喰
製

青
銅
製

青
銅
製

2
1

2
1

9
1

2
1

1
2

1
2

1
1

1
1

2
1

1
72
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1 1

1
2

1
1 5 2 1

1

1 1
1

1

1 1

1
1 1

1

1

1

1
11

1

1
5

3 3 19 1 5 2 3 1 1 2

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

素
材
・
部
位

合
計

撹
乱

撹
乱

撹
乱

造
成
層

撹
乱

A
-6
層

撹
乱

撹
乱

撹
乱

A
-4
層

A
-6
層

B-
2層

A
-3
層

撹
乱

撹
乱

撹
乱

B-
4層

撹
乱

撹
乱

合
計

D
-7

D
-7
･8

D
-8

D
-9

D
-1
0

D
-1
0

A
-8
層
＋ D
-1
0

A
-9
層

E-
8

E-
9

E-
10

E-
11

E･
F-
8

F-
6

F-
8

F-
9

G
-1
1

中
国
産
白
磁

中
国
産
染
付

中
国
産
褐
釉

タ
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産
褐
釉

沖
縄
産
無
釉
陶
器

瓦
1

2
1

4
3
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1
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1
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3
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1
2

2
1

3
1
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2

1
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1

1
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1
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出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

種
類

合
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A
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A
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層

撹
乱

A
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層

撹
乱

撹
乱

A
-3
層

A
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B-
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撹
乱

A
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層

A
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層
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撹
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撹
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造
成
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造
成
層

造
成
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撹
乱

合
計

D
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D
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D
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F-
7
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9
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10

G
-3

D
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D
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9
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9

F-
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G
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グ
リ
ッ
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グ
リ
ッ
ド
名

層
序
名

グ
リ
ッ
ド
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層
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造
成
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A
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層

A
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A
-7
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A
-8
層

A
-9
層

撹
乱

A
-6
層

A
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層

A
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層
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層
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16
層

造
成
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撹
乱

A
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層

C
-5
層

C
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造
成
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撹
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撹
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16
層

B-
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造
成
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C
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C
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C
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造
成
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撹
乱
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第
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煙
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一
覧

第
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円
盤
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製
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出
土
状
況
一
覧

合
計

1
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2
1

6
8
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7
2
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2

4
2
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1
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1

6
1

2
1

1
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1
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1
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1
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9
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9
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)

1
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3
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1
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7
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7
(9
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70
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3
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5
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1
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)

1
(2
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) 1
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)

1
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1
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2g
)
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(5
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)

1
(2
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)

1
(5
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)

2
(7
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) 1

(2
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g)

5
(1
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g) 1

(2
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g) 24

(3
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)

6
(1
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g)

1
(3
0g
) 3

(2
00
g)

1
(2
0g
)
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(5
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g)

3
(2
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g)

1
(4
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g)

3
(1
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1
(2
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)

4
(1
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2
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0g
) 1

(1
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g) 1

(3
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1
(1
70
g)

1
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)

5
(2
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3
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)

1
(8
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)

3
(1
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g) 1

(4
8g
)

5
(5
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g) 1

(3
40
g) 5

(1
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g)

2
(1
00
g) 2

(4
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g)

1
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0g
)

1
(8
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)

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

撹
乱

合
計

種
類
・
器
種
・
ほ
か
　

平
瓦
＋
丸
瓦

丸
瓦

角
瓦 蓋

火
入
れ

不
明

瓦
用

そ
の
他

D
-6
･7

A
-6
層D
-8
･9 撹
乱

A
-3
層

A
-6
層

A
-7
層D
-9

A
-8
層

A
-9
層

撹
乱

A
-4
層

A
-5
層

A
-6
層

D
-1
0

A
-7
層

A
-8
層

A
-9
層

撹
乱

撹
乱

E-
2

A
-6
層

A
-8
層

E-
9 A
-9
層

B-
2層

A
-4
層

A
-5
層

A
-6
層

E-
10

A
-8
層

A
-9
層

A
-5
層

E-
11

裏
込
め
内

F-
2

撹
乱

F-
8

造
成
層

F-
9

造
成
層

F-
10
･1
1

第
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漆
喰
製
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出
土
状
況
一
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第 3章　調査の方法と成果

皿 壺
壺
か
鉢

急
須

急
須
か
鍋

土
瓶
か

鉢

口
～
底

口
縁
部

口
縁
部

底
部

口
縁
部
耳 注
口
把
手 蓋

口
縁
部

胴
部

底
部
か

口
縁
部

胴
部
底
部

口
縁
部

胴
部
底
部
胴
部

口
縁
部

撮
～
口
縁
部

撮 撮
か

口
縁
部

胴
部
底
部 耳 蓋

蓋
(撮
)

端
部

口
縁
部

胴
部 耳

口
縁
部

胴
部

口
縁
部

胴
部
底
部

口
縁
部

口
縁
部

胴
部
胴
部
底
部

口
縁
部 -

口
縁
部 -

胴
部

植
木
鉢

壺 鉢 鉢
か
擂
鉢

火
炉

火
鉢
か
火
炉

コ
ン
ロ

器
種
不
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撹
乱

C
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D
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･7

撹
乱

D
-7
撹
乱
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撹
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D
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6層
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7層
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撹
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撹
乱

+
D-
10
 撹
乱

D-
10
A-
7層

+
E-
10
A-
6層

A-
3層

A-
4層

A-
5層

D
-1
0

A-
6層

A-
7層

A-
9層

撹
乱

A-
5層

A-
9層

E-
9

B-
2層

B-
18
b層

撹
乱

A-
4層

A-
5層

E-
10

A-
6層

A-
9層

B-
2層

A-
5層

E-
11

造
成
層

撹
乱

F-
10

造
成
層

撹
乱

合
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撹
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撹
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撹
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合
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合
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第
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土
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土
状
況
一
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吸
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雁
首
吸
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首
吸
口
雁
首
雁
首
吸
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煙
管
か
？

中
国
産
彩
釉
陶
製

沖
縄
産
無
釉
陶
製

沖
縄
産
施
釉
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質
製
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製

青
銅
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2
1

2
1

9
1

2
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1
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1
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1
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1
1
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出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

素
材
・
部
位

合
計

撹
乱

撹
乱

撹
乱

造
成
層

撹
乱

A
-6
層

撹
乱

撹
乱

撹
乱

A
-4
層

A
-6
層

B-
2層

A
-3
層

撹
乱

撹
乱

撹
乱

B-
4層

撹
乱

撹
乱

合
計

D
-7

D
-7
･8

D
-8

D
-9

D
-1
0

D
-1
0

A
-8
層
＋ D
-1
0

A
-9
層

E-
8

E-
9

E-
10

E-
11

E･
F-
8

F-
6

F-
8

F-
9

G
-1
1

中
国
産
白
磁

中
国
産
染
付

中
国
産
褐
釉

タ
イ
産
褐
釉

沖
縄
産
無
釉
陶
器

瓦
1

2
1

4
3

11

1
22

1
11

3
11

1
2

2
1

3
1

13
44

1

2

1
1 3

2 1
1

1
2 1

1

2
2

1

2 1

1
13

1 1 28 3 4 7

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

種
類

合
計

A
-6
層

A
-9
層

撹
乱

A
-6
層

撹
乱

撹
乱

A
-3
層

A
-5
層

B-
16
層

撹
乱

A
-5
層

A
-6
層

B-
2層

撹
乱

撹
乱

造
成
層

造
成
層

造
成
層

撹
乱

合
計

D
-9

D
-1
0

D
･E
･F

-1
･2

E-
9

E-
10

F-
2

E-
11

F-
7

F-
9

F-
10

G
-3

D
-6
D
-9

D
-1
0

E-
2

E-
9

E-
9

E-
11 F-
3

F-
7

F-
9

F-
10

G
-3 -

グ
リ
ッ
ド
名

層
序
名

グ
リ
ッ
ド
名

層
序
名

グ
リ
ッ
ド
名

層
序
名

造
成
層

A
-7
層

A
-9
層

A
-7
層

A
-8
層

A
-9
層

撹
乱

A
-6
層

A
-8
層

A
-9
層

B-
15
層

B-
16
層

造
成
層

撹
乱

A
-5
層

C
-5
層

C
-6
層

造
成
層

撹
乱
撹
乱

B-
15
層

B-
16
層

B-
18
層

造
成
層

B-
5層

C
-2
層

C
-3
層

C
-9
層

造
成
層

撹
乱
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煙
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覧

第
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円
盤
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製
品
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土
状
況
一
覧

合
計

1
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2
1

6
8

30
23

7
2

14
35

10
13

27
2

4
2

12
10

1
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33
26

3
1

6
1

2
1

1

19
5 53 7 1 1 58 31
5
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(1
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0g
)

1
(1
70
g)

1
(2
00
g)

6
(4
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g)

5
(7
30
g)
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(2
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)

3
(1
70
g)

1
(9
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)
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(3
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0g
)

9
(1
38
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)

9
(8
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g)
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(4
04
0g
)

1
(8
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)

3
(3
00
g)

1
(1
70
g) 1

(1
2g
)

7
(5
30
g)

7
(9
80
g)

6
(2
70
g)

22
(1
11
0g
)

22
(2
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0g
)

3
(4
70
g)

5
(4
50
g)

1
(3
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)

1
(2
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) 1

(6
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)

1
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)

1
(1
2g
)

7
(2
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g) 1

(5
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)

1
(2
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)

1
(5
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)

2
(7
6g
) 1

(2
60
g)

5
(1
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g) 1

(2
50
g) 24

(3
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0g
)

6
(1
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g)

1
(3
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) 3

(2
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g)

1
(2
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)
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(5
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3
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1
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30
g)

3
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1
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)
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2
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g)

1
(1
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1
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)

5
(2
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g)

3
(4
0g
)

1
(8
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)

3
(1
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g) 1

(4
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)

5
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g) 1

(3
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g) 5

(1
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2
(1
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(4
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g)

1
(6
0g
)

1
(8
0g
)

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

撹
乱

合
計

種
類
・
器
種
・
ほ
か
　

平
瓦
＋
丸
瓦

丸
瓦

角
瓦 蓋

火
入
れ

不
明

瓦
用

そ
の
他

D
-6
･7

A
-6
層D
-8
･9 撹
乱

A
-3
層

A
-6
層

A
-7
層D
-9

A
-8
層

A
-9
層

撹
乱

A
-4
層

A
-5
層

A
-6
層

D
-1
0

A
-7
層

A
-8
層

A
-9
層

撹
乱

撹
乱

E-
2

A
-6
層

A
-8
層

E-
9 A
-9
層

B-
2層

A
-4
層

A
-5
層

A
-6
層

E-
10

A
-8
層

A
-9
層

A
-5
層

E-
11

裏
込
め
内

F-
2

撹
乱

F-
8

造
成
層

F-
9

造
成
層

F-
10
･1
1
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第 3章　調査の方法と成果

鎹 建
材 鐶

鐶
状
製
品

刀
子

刀
子
か

刀
子
の
茎

ノ
ミ
状
製
品

は
ば
き

釣
針
鍋
か
小
札

鍛
冶
関
連
(鉄
滓
)

板
状
製
品

- 釘 釘
か 鋲 鎹 鐶
台

針
金

指
抜

器
物
片

耳
か
把
手

八
双
金
具

八
双
金
具
か

笠
鞐

縁
金
物

縁
金
物
か

切
羽
目
貫

円
形
銅
板

鏡 簪
帯
状
金
具

鐶（
鎖
指
輪
か
） 

鐶
鐶
状
製
品

菊
座

飾
り
金
具
か
立
物
飾
り

飾
り
金
具

飾
り
金
具
か

鎖
銅
板
片 -

小
銃
弾

薬
莢

21

32

2
11

13
2

2
10

25
7

49
14
7

121 1

11

2
35

16
17

63
41

51 1 1

6
307

2
16

1
2

3
21

5
4

2
13

8
2

351

8
25

7
41

12
1

1
1

1 1

1 4 8
2

1 1

2 1 7

13 2 24 15
9 55 2 1 1

2 1 1 1 22 16 1 1 2 1 1

5 7 84 45 2 1 1 2

5 3 1 1

2

1 1 1 18 14

1 1 10 3 1

4 1 6 5 1

3 1 28 21 2 8

1 2

1 1

2 1 3

2 14 3 3

1 1

1 11 4
1

2
1 2

1 4 3 8 2 1 2

1 3 1

1 2 1

1 1
6 3 1 3

1 6 1

2

1 11 16 4 1 1

1 1 3 1 1 1

2 5 6 11 1

5 2

1 1 1

1 2 2 4 1 2

1

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

種
類
・
材
質
・
分
類
・ほ
か

C-
7

撹
乱

D
-7

撹
乱

D
-7 ･8

D
-7
～
9

D
･E
･

F-
1

D
･E
･F
-

1･
2

撹
乱

撹
乱

D
-8
･9

A
-6
層
撹
乱
A
-3
層
A
-6
層

A
-4
層
A
-6
層
A
-7
層
A
-8
層
A
-9
層
B-
2層

撹
乱

A
-5
層
A
-6
層
A
-8
層
A
-9
層
B-
2層

A
-5
層

A
-4
層

A
-6
層
A
-8
層
A
-9
層
B-
2層

B-
16
層

B-
10
層

B-
18
b

層
撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱
撹
乱

土
坑
内

D
-9

D
-1
0

E-
2

E-
8

E-
9

E-
10

A
-7
層
A
-8
層
A
-9
層
撹
乱

鉄 製

建 具

釘

（ 全 長 ）

完 形 分 類 破 片

不 明道 具･ 工 具 建 具 武 具 ・ 武 器 装 身 具 飾 り 金 物 武 器器 物

青 銅 製 鉛 真
鍮

合
計

他 不
明

器
物
武
具

道
具-

Ⅰ（
4㎝
以
内
）

Ⅱ（
4～
7㎝
）

Ⅲ（
7～
10
㎝
）

Ⅳ（
10
～
15
㎝
） 

Ⅴ（
15
～
20
㎝
） 

Ⅵ（
20
㎝
以
上
）

頭
部

軸
部

端
部

D
-9

A
-6
層
＋ E-
8

造
成
下
層

石
組
裏
込

1
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か
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冶
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連
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滓
)

板
状
製
品
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台
針
金
指
抜

器
物
片

耳
か
把
手

八
双
金
具
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双
金
具
か

笠
鞐

縁
金
物

縁
金
物
か

切
羽
目
貫

円
形
銅
板

鏡 簪
帯
状
金
具

鐶（
鎖
指
輪
か
） 

鐶
鐶
状
製
品

菊
座

飾
り
金
具
か
立
物
飾
り

飾
り
金
具

飾
り
金
具
か

鎖
銅
板
片 -

小
銃
弾

薬
莢

1
2

1
6

2

1
11

1
5

1
8

1
1

1
14

9
3

20
8

11
431

19

9
2

3
1

1

151

34
161

5
3

41

4
61 4

1
3

51
14
03 1

3
2

1
1

21

7
11

21

1
23

4
7

4
241

26
1
14
7
15
51

1
1 1

4 1 1

1
1 1 1 1

1 2 1 1 1 2

1
1 1 3

1 4 2

2 1

1 12 4

2 1 41

6 3 1

1 2 17 16 1 4 1

2 1 2 10 3

1 6 6 1

12 12 4 4 2

1 2 2 9 1

1 2 2
1 1 1

1 2

2 1 1

1

1
2 1

1 5 12 4 1 4 22 2

2 4 1 12 82 30 2 1 1

1 1 3 1 1

1 5 4 1

1

9 6 3 1 4

1 2 1

1 2 3 1

3 1
17 4 1 1

11 3 1 1 1 6

1

3
7 2 2 1 10 82 17 6 1 2 1 2 1 3 1 1 2 6

59 17 2 1 2 1
16
5

72
1

34
0 1 1 1 2 17 2 1 1 1 1 2 25 6 23 49 2 1 4 2 1 3 1 1 1 7 1 1 3 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 3 1 1 11 50 1 2

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

種
類
・
材
質
・
分
類
・
ほ
か

F-
2

F-
3

F-
6

F-
7

F-
8

F-
9

F-
10

G
-1

G
-2

G
-3

G
-1
1

F･
G
-2

F･
G
-2
･3

造
成
層
撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱
裏
込
内
遺
構
直
上
C-
3層
造
成
層
撹
乱

撹
乱

撹
乱
粟
石
内
撹
乱
B-
4層
B-
15
層
B-
16
層
B-
18
層
造
成
層
撹
乱
B-
12
層
B-
13
層
撹
乱
造
成
層
造
成
層
裏
込

遺
構
直
上

遺
構
直
上

遺
構
直
上

遺
構
直
上

遺
構
直
上

裏
込

造
成
層

裏
込
内

裏
込
内
撹
乱
C-
2層

C-
3層

C-
9層

D-
5層
造
成
層
撹
乱

E･
F-
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8
E･
F-
7･
8

F-
10
･1
1
F･
G -1

G
-1 ･2

F･
G
-

1･
2

B-
2層

E-
11

E･
F

鉄 製

建 具

釘

（ 全 長 ）

完 形 分 類 破 片

不 明道 具･ 工 具 建 具 武 具 ・ 武 器 装 身 具 飾 り 金 物 武 器器 物

青 銅 製 鉛 真
鍮

合
計

他 不
明

器
物
武
具
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以
内
）
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）
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㎝
）
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15
㎝
） 
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㎝
） 
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以
上
）

頭
部
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部
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部

撹 乱
合 計

1 1
1

1
1

1
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覧
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金
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鞐
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金
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状
金
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状
製
品
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立
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金
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か

鎖
銅
板
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銃
弾

薬
莢

21

32

2
11

13
2

2
10

25
7

49
14
7

121 1

11

2
35

16
17

63
41

51 1 1

6
307

2
16

1
2

3
21

5
4

2
13

8
2

351

8
25

7
41

12
1

1
1

1 1

1 4 8
2

1 1

2 1 7

13 2 24 15
9 55 2 1 1

2 1 1 1 22 16 1 1 2 1 1

5 7 84 45 2 1 1 2

5 3 1 1

2

1 1 1 18 14

1 1 10 3 1

4 1 6 5 1

3 1 28 21 2 8

1 2

1 1

2 1 3

2 14 3 3

1 1

1 11 4
1

2
1 2

1 4 3 8 2 1 2

1 3 1

1 2 1

1 1
6 3 1 3

1 6 1

2

1 11 16 4 1 1

1 1 3 1 1 1

2 5 6 11 1

5 2

1 1 1

1 2 2 4 1 2

1

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

種
類
・
材
質
・
分
類
・ほ
か

C-
7

撹
乱

D
-7

撹
乱

D
-7 ･8

D
-7
～
9

D
･E
･

F-
1

D
･E
･F
-

1･
2

撹
乱

撹
乱

D
-8
･9

A
-6
層
撹
乱
A
-3
層
A
-6
層

A
-4
層
A
-6
層
A
-7
層
A
-8
層
A
-9
層
B-
2層

撹
乱

A
-5
層
A
-6
層
A
-8
層
A
-9
層
B-
2層

A
-5
層
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-4
層

A
-6
層
A
-8
層
A
-9
層
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B-
16
層

B-
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層
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乱
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乱
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乱
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2
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8
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9
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乱
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釘

（ 全 長 ）
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層
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1
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建 具

釘

（ 全 長 ）

完 形 分 類 破 片
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器
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部
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部
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部
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不
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明
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烙
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明 鉢

縄
文
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器
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器
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式
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器
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器
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質
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器
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器
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1
1
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5

4
6
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3
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2
2

1
2

4
1
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5

2
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3

2
1

2
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2
1

5
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1
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･
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1
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1
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1 3

2 1 2 1
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D
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2
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9
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F-
2
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3
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7
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9
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0･
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G
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撹
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計
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造
成
層
＋ 撹
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撹
乱

撹
乱
A
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層
A
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A
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A
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A
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層
撹
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A
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A
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撹
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撹
乱

撹
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撹
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A
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層
A
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層
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撹
乱
A
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層
A
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層
A
-8
層
B-
2層

撹
乱

撹
乱

撹
乱
C
-3
層
撹
乱
B-
15
層
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18
層
造
成
層
B-
2層

B-
3層

B-
14
層
造
成
層
撹
乱

撹
乱
C
-9
層
造
成
層

人
形
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明
合
計

撹
乱

撹
乱

合
計

D
-8

D
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種
類
・
分
類
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出
土
地
　
グ
リ
ッ
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層
序

口
縁
部

合
計

A
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計
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位
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表
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覧
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表
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状
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銭
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地
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銭
貨
名
 　
　
国
･王
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鋳
年

開
元
通
寳

開
○
通
○

祥
符
○
○

祥
○
○
○

○
聖
元
○

皇
○
通
○

□
宋
通
寳

景
祐
元
寳

元
祐
通
○

○
祐
通
○

元
○
○
寳
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○
通
○
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○
○
○

○
豊
○
○

洪
武
通
寳
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武
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○
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○
○
寳
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○
□
寳
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通
寳
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○
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○

永
○
○
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○
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○
○
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○
○
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永
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○
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□
□
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○
○
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○

○
□
通
○

□
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通
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○
○
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寳
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○
○
寳
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着

-
残
1/
2

残
1/
3

-
残
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2
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3

- -

84
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09
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23
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34
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11
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41
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68
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68
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寳

祥
符
通
寳

天
聖
元
寳

皇
宋
通
寳
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寳
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層
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計
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層
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層
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部
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部
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部
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部
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縄
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器
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重
山
式
土
器

硬
質
土
器

不
明
土
器

1

1 1

1 1 2

2 1 3

1
1

1
5

4
6

13
3

4
26

2
2

1
2

4
1

1
5

2
1

8
2

1
3

1
3

2
1

2
3

2
1

5
1

2
8

1
1

1
1

36
17
1

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

D
･E
･

F-
1
D
･E
･

F-
1･
2

1

1

1

1
1 3 1

1 3

2 1 2 1

5 1 1 3 1 1 1

1 2

4

8 1 1 1 9 1 4 1

1 1

1 1

1
1 1

3 1

1
1

1 1 2 1

1 1

1

1 6 1
2

1

1 1 1

1

2 1

2

1

1 1

2 1

1 1
1

1 1 1 2

1

2
3 4 1

1
1

1
1

1 2 10 9 1 3 2 1 4 1 1 1

2 4 51 1 25 3 1 40 2 1 16 1 10 4 4 1 4 1

種
類
・
器
類
・
部
位

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

合
計

D
-8

D-
7・
8

D
-9

D
-1
0

E-
2

E-
9

E-
11

E-
10

F-
2

F-
3

F-
7

F-
9

F-
10

F-1
0･
11
G
-3
G
-1
1
撹
乱

合
計

F-
10

造
成
層
＋ 撹
乱

撹
乱

撹
乱
A
-3
層
A
-5
層
A
-6
層
A
-8
層
A
-9
層
撹
乱
A
-6
層
A
-7
層
A
-9
層
B-
2層

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱
A
-5
層
A
-8
層
B-
2層

撹
乱
A
-5
層
A
-6
層
A
-8
層
B-
2層

撹
乱

撹
乱

撹
乱
C
-3
層
撹
乱
B-
15
層
B-
18
層
造
成
層
B-
2層

B-
3層

B-
14
層
造
成
層
撹
乱

撹
乱
C
-9
層
造
成
層

人
形
不
明
合
計

撹
乱

撹
乱

合
計

D
-8

D
-9

種
類
・
分
類
　

1 1
1 1

2 2

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

口
縁
部

合
計

A
-6
層

撹
乱

合
計

E-
10

部
位

第
64
表
　
土
器
出
土
状
況
一
覧

第
65
表
　
土
製
品
出
土
状
況
一
覧

第
66
表
　
坩
堝
出
土
状
況
一
覧

※
□
は
銭
文
が
不
明
、○
は
欠
損
を
表
す
。出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

銭
文
　
　
　
　
銭
貨
名
 　
　
国
･王
朝
　
初
鋳
年

開
元
通
寳

開
○
通
○

祥
符
○
○

祥
○
○
○

○
聖
元
○

皇
○
通
○

□
宋
通
寳

景
祐
元
寳

元
祐
通
○

○
祐
通
○

元
○
○
寳

政
○
通
○

政
○
○
○

○
豊
○
○

洪
武
通
寳

洪
武
通
○

洪
○
○
寳

洪
○
□
寳

□
武
通
寳

□
武
通
○

○
武
通
○

永
○
○
寳

永
○
通
○

永
○
○
○

○
楽
通
寳

○
楽
通
○

2枚
溶
着

寛
永
通
寳

○
永
○
○

治
○
○
寳

熈
○
○
○

○
元
通
○

○
定
○
寳

○
元
○
寳

○
和
○
寳

○
元
○
○

○
武
○
○

○
永
○
○

○
○
通
寳

□
□
元
寳

○
○
通
○

○
□
通
○

□
□
通
□

○
○
○
寳

□
○
○
寳

2枚
溶
着

-
残
1/
2

残
1/
3

-
残
1/
2

残
1/
3

- -

84
5?

10
09

10
23

10
38

10
34

10
86

10
78

11
11

13
41

13
68

14
09

13
68

14
08

16
36 -

開
元
通
寳

祥
符
通
寳

天
聖
元
寳

皇
宋
通
寳

景
祐
元
寳

元
祐
通
寳

元
豊
通
寳

政
和
通
寳

紹
豊
元
寳
?

洪
武
通
寳

永
楽
通
寳

□
武
通
□

永
□
通
□

寛
永
通
寳

-

無
文
銭

輪
銭

二
銭

10
円

唐 北
宋 陳 明

徳
川
幕
府

-

11

11
11

11

1
1

1
1

1 641

211

431

7321 1

321
1

2
6

71
2

1
11

4

1
2

2
2

1

171421

5311

22
11

1
1

2
1

4

1
1

1
1

3

1

1

11
11

211

11

321

8421 1

62211

C
-7

撹
乱

D
-7
･8

撹
乱

D
-8

撹
乱

撹
乱

D
-7
～
9

撹
乱

D
-8
･9

A
-6
層
A
-5
層

D
-9

A
-6
層
A
-7
層
A
-8
層
A
-9
層

A
-6
層

D
-1
0

A
-7
層
A
-9
層

撹
乱

D
･E
･F
-

1･
2

撹
乱

E-
2

撹
乱

E-
8

造
成
下
層

E-
9

A
-5
層
A
-9
層
A
-3
層

E-
10

A
-4
層
A
-5
層
A
-6
層

E-
11

造
成
層

撹
乱

E･
F-

3～
5

撹
乱

E･
F-

4～
8

撹
乱

裏
込
内

F-
2

遺
構
直
上

撹
乱

不
明
合
計
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第
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銭
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土
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第 3章　調査の方法と成果

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

銭
文
　
　
　
　
銭
貨
名
 　
　
国
･王
朝
　
初
鋳
年

開
元
通
寳

開
○
通
○

祥
符
○
○

祥
○
○
○

○
聖
元
○

皇
○
通
○

□
宋
通
寳

景
祐
元
寳

元
祐
通
○

○
祐
通
○

元
○
○
寳

政
○
通
○

政
○
○
○

○
豊
○
○

洪
武
通
寳

洪
武
通
○

洪
○
○
寳

洪
○
□
寳

□
武
通
寳

□
武
通
○

○
武
通
○

永
○
○
寳

永
○
通
○

永
○
○
○

○
楽
通
寳

○
楽
通
○

2枚
溶
着

寛
永
通
寳

○
永
○
○

治
○
○
寳

熈
○
○
○

○
元
通
○

○
定
○
寳

○
元
○
寳

○
和
○
寳

○
元
○
○

○
武
○
○

○
永
○
○

○
○
通
寳

□
□
元
寳

○
○
通
○

○
□
通
○

□
□
通
□

○
○
○
寳

□
○
○
寳

2枚
溶
着

-
残
1/
2

残
1/
3

-
残
1/
2

残
1/
3

- -

84
5?

10
09

10
23

10
38

10
34

10
86

10
78

11
11

13
41

13
68

14
09

13
68

14
08

16
36 -

開
元
通
寳

祥
符
通
寳

天
聖
元
寳

皇
宋
通
寳

景
祐
元
寳

元
祐
通
寳

元
豊
通
寳

政
和
通
寳

紹
豊
元
寳
?

洪
武
通
寳

永
楽
通
寳

□
武
通
□

永
□
通
□

寛
永
通
寳

-

無
文
銭

輪
銭

二
銭

10
円

唐 北
宋 陳 明

徳
川
幕
府

-

1
1

2
1

1
2

1
2

1
1

3
1

3
1

9
6

1
3

1
4

2
3

1
2

8
31

19
3

1
1

11

1

1

1

1 1

1

1

11

1

2
1

11

1
3

1

61

41
1

21

1

1

1 1

11

2

1

1
2 1

1 1 1 1 2 1 1

1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1

1 1 1 1 2 2 2 1 1

2 1 2 1 2 1 3 1 2 1 1 1 1 3 1 1 6 3 2 18 2 1 23 3 1 1 1 75
1

3111 1 1
1

11

F-
3

F-
6

F-
7

F-
9

F-
10

F-
10
･1
1
F･
G
-1

F･
G
-

1･
2

F･
G
-2

F･
G
-2
･3

G
-2

G
-3

撹
乱

2層
撹
乱

B-
4層

B-
15
層
B-
16
層

造
成
層

B-
7層

造
成
層

造
成
層

裏
込

遺
構
直
上

遺
構
直
上

遺
構
直
上

遺
構
直
上

遺
構
直
上

裏
込
め

造
成
層

造
成
層

C
-2
層

C
-9
層

D
-5
層

造
成
層

造
成
層

C
-6
層

撹
乱

合
計

不
明
合
計

※
□
は
銭
文
が
不
明
、○
は
欠
損
を
表
す
。
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第 5節　出土遺物（集計表）

第 71表　高麗系瓦出土状況一覧

第 72表　大和系丸瓦･平瓦出土状況一覧

第 75表　大和系役瓦出土状況一覧

第 73表　大和系軒瓦出土状況一覧

第 74表　大和系雁振瓦出土状況一覧

出土地　グリッド
層序種類　　　色　　 部位・文様

出土地　グリッド

層序種類　　　　色　　 　部位・文様
A-6層

撹乱 合計

撹乱 合計

D-9

出土地　グリッド

層序種類　　　　　色　　 部位・文様 撹乱

D-7･8

A-6層

D-10

B-2層 A-3層

D-10

A-4層

E-10 E-11 F-2

撹乱A-5層

中央部片

癸酉年文片
羽状文

中央片　　羽状文

丸瓦
平瓦 瓦当 唐草

合計

合計

灰色(系)

褐色(系)

筒部
端部
丸瓦　合計

褐色 ( 系 )

平瓦

役瓦 灰色 ( 系 ) 破片
龍の角

特殊

平瓦　合計
合計

合計

灰色 ( 系 )
筒部
（側面）
広端部 1

00

1

0

3

0

1

2 2
1 1
2 7

1

1 1
1

1

1

1

1

1

2

出土地　グリッド

層序
種類　　　　色　　 　部位・文様

A-9層

D-10

造成層

F-9

C-9層

G-3

雁振瓦か 平瓦部 筒部 破片

破片

Ⅰ型

無文

Ⅰ型

合計

合計

合計

灰色(系)
雁振瓦 灰色(系)
雁振瓦か
隅瓦

灰色(系)

雁振瓦 褐色(系)

1
1

1

1
1

1

1

2 41 1

1

1 1

3

1

2

1

1

1

1

1

1

1 2 1 2 3 14 1 1 2 1 3 11 1 1 9 1 2 3 3 2 10 6 2 1 2 2 2 1 26 116

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

3

1

1

1

11

1

6

1

3

0 1

1

2

2

1 3 11

1

1

1

2

4

2

3

1 1

1 1

8 1 2 3 3

2

1

2

2

4

1

1

2

12

1

1

6

1

3

1

1

4 2

1

1

1

1

1

1

0 0 2 1

1

1

1

1

1

1

16 91

0 0 0 0 0 3

2

1

1

1

0 0 0 0 0 0 0

1

1

1

1 0 0 0 0 0 4
2

2

2
2

0 1

1

2

1

1

0 1 0 10

5

2

3

1

1

3

1

1

1

1

1

5

25

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

11

2

1

1

38

1

1

8

1

1

1

20

3

1 1 3 1 3 9
1 1 3 1 5 11

出土地　グリッド

層序
種類・色・部位・ほか

A-6
層

D-8
･9

D-9

A-4
層

D-10

A-5
層

D･E･
F-1

A-6
層

A-8
層

E-9 E-10 E･F F-2 F-3 F-6 F-9 F-10 G-3 G-7

B-16
層

A-3
層

A-5
層

A-6
層

B-2
層

B-2
層
B-15
層
B-18
層

B-7
層
B-12
層

F-10
･11

C-9
層

灰
色
（
系
）

灰
色
（
系
）

丸
瓦

平
瓦

褐
色
（
系
）

褐
色
（
系
）

小計

小計

合計

筒部

側面部

a. 縄目文

b. 羽状文

完形

玉縁部 
玉縁部
～筒部

筒部

筒部

端部

側面部

筒部

端部

角　1

角　なし

筒部　A. 縄目文

筒部　B. 羽状文

筒部　C. 重郭文

端部　角1

端部　角なし

端部　角なし

端部　角なし

端部　角1

端部　角なし

端部　角なし

端部　角1

端部　角なし

c.その他

D. 不明

c. 玉縁欠け

c. 玉縁欠け

c. 玉縁欠け

b. 羽状文

d. 不明

a

b

c

d

角　なし

c

b

d

角　なし

面取り　計測不能

面取り　計測不能

角2　糸切り痕

 

面取り 計測不能

角1 面取り 計測不能

面取り　なし

面取り　なし

面取り　なし

面取り　なし

面取り　なし

面取り　なし

面取り　1cm未満

面取り 4～5cm未満

面取り　なし

面取り　なし

面取り 4～5cm未満

面取り　なし

面取り　なし

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱撹

乱
撹
乱

撹
乱

造
成
層

造
成
層

造
成
層

1

9

2

1

3
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第 3章　調査の方法と成果

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

銭
文
　
　
　
　
銭
貨
名
 　
　
国
･王
朝
　
初
鋳
年

開
元
通
寳

開
○
通
○

祥
符
○
○

祥
○
○
○

○
聖
元
○

皇
○
通
○

□
宋
通
寳

景
祐
元
寳

元
祐
通
○

○
祐
通
○

元
○
○
寳

政
○
通
○

政
○
○
○

○
豊
○
○

洪
武
通
寳

洪
武
通
○

洪
○
○
寳

洪
○
□
寳

□
武
通
寳

□
武
通
○

○
武
通
○

永
○
○
寳

永
○
通
○

永
○
○
○

○
楽
通
寳

○
楽
通
○

2枚
溶
着

寛
永
通
寳

○
永
○
○

治
○
○
寳

熈
○
○
○

○
元
通
○

○
定
○
寳

○
元
○
寳

○
和
○
寳

○
元
○
○

○
武
○
○

○
永
○
○

○
○
通
寳

□
□
元
寳

○
○
通
○

○
□
通
○

□
□
通
□

○
○
○
寳

□
○
○
寳

2枚
溶
着

-
残
1/
2

残
1/
3

-
残
1/
2

残
1/
3

- -

84
5?

10
09

10
23

10
38

10
34

10
86

10
78

11
11

13
41

13
68

14
09

13
68

14
08

16
36 -

開
元
通
寳

祥
符
通
寳

天
聖
元
寳

皇
宋
通
寳

景
祐
元
寳

元
祐
通
寳

元
豊
通
寳

政
和
通
寳

紹
豊
元
寳
?

洪
武
通
寳

永
楽
通
寳

□
武
通
□

永
□
通
□

寛
永
通
寳

-

無
文
銭

輪
銭

二
銭

10
円

唐 北
宋 陳 明

徳
川
幕
府

-

1
1

2
1

1
2

1
2

1
1

3
1

3
1

9
6

1
3

1
4

2
3

1
2

8
31

19
3

1
1

11

1

1

1

1 1

1

1

11

1

2
1

11

1
3

1

61

41
1

21

1

1

1 1

11

2

1

1
2 1

1 1 1 1 2 1 1

1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1

1 1 1 1 2 2 2 1 1

2 1 2 1 2 1 3 1 2 1 1 1 1 3 1 1 6 3 2 18 2 1 23 3 1 1 1 75
1

3111 1 1
1

11

F-
3

F-
6

F-
7

F-
9

F-
10

F-
10
･1
1
F･
G
-1

F･
G
-

1･
2

F･
G
-2

F･
G
-2
･3

G
-2

G
-3

撹
乱

2層
撹
乱

B-
4層

B-
15
層
B-
16
層

造
成
層

B-
7層

造
成
層

造
成
層

裏
込

遺
構
直
上

遺
構
直
上

遺
構
直
上

遺
構
直
上

遺
構
直
上

裏
込
め

造
成
層

造
成
層

C
-2
層

C
-9
層

D
-5
層

造
成
層

造
成
層

C
-6
層

撹
乱

合
計

不
明
合
計

※
□
は
銭
文
が
不
明
、○
は
欠
損
を
表
す
。

第
62
表
　
銭
貨
出
土
状
況
一
覧
 2
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第 5節　出土遺物（集計表）

第 71表　高麗系瓦出土状況一覧

第 72表　大和系丸瓦･平瓦出土状況一覧

第 75表　大和系役瓦出土状況一覧

第 73表　大和系軒瓦出土状況一覧

第 74表　大和系雁振瓦出土状況一覧

出土地　グリッド
層序種類　　　色　　 部位・文様

出土地　グリッド

層序種類　　　　色　　 　部位・文様
A-6層

撹乱 合計

撹乱 合計

D-9

出土地　グリッド

層序種類　　　　　色　　 部位・文様 撹乱

D-7･8

A-6層

D-10

B-2層 A-3層

D-10

A-4層

E-10 E-11 F-2

撹乱A-5層

中央部片

癸酉年文片
羽状文

中央片　　羽状文

丸瓦
平瓦 瓦当 唐草

合計

合計

灰色(系)

褐色(系)

筒部
端部
丸瓦　合計

褐色 ( 系 )

平瓦

役瓦 灰色 ( 系 ) 破片
龍の角

特殊

平瓦　合計
合計

合計

灰色 ( 系 )
筒部
（側面）
広端部 1

00

1

0

3

0

1

2 2
1 1
2 7

1

1 1
1

1

1

1

1

1

2

出土地　グリッド

層序
種類　　　　色　　 　部位・文様

A-9層

D-10

造成層

F-9

C-9層

G-3

雁振瓦か 平瓦部 筒部 破片

破片

Ⅰ型

無文

Ⅰ型

合計

合計

合計

灰色(系)
雁振瓦 灰色(系)
雁振瓦か
隅瓦

灰色(系)

雁振瓦 褐色(系)

1
1

1

1
1

1

1

2 41 1

1

1 1

3

1

2

1

1

1

1

1

1

1 2 1 2 3 14 1 1 2 1 3 11 1 1 9 1 2 3 3 2 10 6 2 1 2 2 2 1 26 116

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

3

1

1

1

11

1

6

1

3

0 1

1

2

2

1 3 11

1

1

1

2

4

2

3

1 1

1 1

8 1 2 3 3

2

1

2

2

4

1

1

2

12

1

1

6

1

3

1

1

4 2

1

1

1

1

1

1

0 0 2 1

1

1

1

1

1

1

16 91

0 0 0 0 0 3

2

1

1

1

0 0 0 0 0 0 0

1

1

1

1 0 0 0 0 0 4
2

2

2
2

0 1

1

2

1

1

0 1 0 10

5

2

3

1

1

3

1

1

1

1

1

5

25

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

11

2

1

1

38

1

1

8

1

1

1

20

3

1 1 3 1 3 9
1 1 3 1 5 11

出土地　グリッド

層序
種類・色・部位・ほか

A-6
層

D-8
･9

D-9

A-4
層

D-10

A-5
層

D･E･
F-1

A-6
層

A-8
層

E-9 E-10 E･F F-2 F-3 F-6 F-9 F-10 G-3 G-7

B-16
層

A-3
層

A-5
層

A-6
層

B-2
層

B-2
層
B-15
層
B-18
層

B-7
層
B-12
層

F-10
･11

C-9
層

灰
色
（
系
）

灰
色
（
系
）

丸
瓦

平
瓦

褐
色
（
系
）

褐
色
（
系
）

小計

小計

合計

筒部

側面部

a. 縄目文

b. 羽状文

完形

玉縁部 
玉縁部
～筒部

筒部

筒部

端部

側面部

筒部

端部

角　1

角　なし

筒部　A. 縄目文

筒部　B. 羽状文

筒部　C. 重郭文

端部　角1

端部　角なし

端部　角なし

端部　角なし

端部　角1

端部　角なし

端部　角なし

端部　角1

端部　角なし

c.その他

D. 不明

c. 玉縁欠け

c. 玉縁欠け

c. 玉縁欠け

b. 羽状文

d. 不明

a

b

c

d

角　なし

c

b

d

角　なし

面取り　計測不能

面取り　計測不能

角2　糸切り痕

 

面取り 計測不能

角1 面取り 計測不能

面取り　なし

面取り　なし

面取り　なし

面取り　なし

面取り　なし

面取り　なし

面取り　1cm未満

面取り 4～5cm未満

面取り　なし

面取り　なし

面取り 4～5cm未満

面取り　なし

面取り　なし

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱撹

乱
撹
乱

撹
乱

造
成
層

造
成
層

造
成
層

1

9

2

1

3
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出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

色
・
分
類

撹
乱

D
-6
･7

撹
乱

D
-7

撹
乱

D
-7
･8

撹
乱

D
-7
～
9

A-
8層D
-8

A-
3層

A-
6層

A-
7層

D
-9

A-
8層

A-
9層

撹
乱

A-
4層

A-
5層

A-
6層

D
-1
0 A-
7層

A-
9層

撹
乱

A-
6層

B-
16
層

E-
9

撹
乱

A-
4層

A-
6層

E-
10

B-
2層

撹
乱

A-
5層

E-
11

撹
乱

F-
6

撹
乱

F-
8

B-
2層

F-
9

撹
乱

造
成
層

F-
10
･1
1
撹
乱

合
計

灰 色 赤 色 褐 色

草 花 文

側 視 1 型

（
第
Ⅰ
文
様
系

A
式
）Ⅰ
A
 

(第
Ⅰ
文
様
系

B式
)Ⅰ
B

(第
Ⅰ
文
様
系

B式
)Ⅰ
B

(第
Ⅰ
文
様
系

B式
)Ⅰ
B

第
Ⅲ

文
様
系

草 花 文

側 視 1 型

草 花 文

側 視 2 型

草 花 文

側 視 1 型

不
明 小
計

不
明

不
明

不
明

小
計

小
計

小
計 不
明

小
計 不
明

小
計
合
計

合
計

1

1
4

1
6

1
2

2
1

5
4

1
7

2
1

2
1

2
2

2
1

1
7

56
0

0
0

0
0

0
0

11
0

0
0

211

0
0

0
11

0
0

1
0

0
0

5
1

41

0
0

0
3

0
0

0
0

3
2

2

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

11
11

0
11

3
126

1
1

2
5

1
4

1
3

1
4

1
111

11

2
2

0
2

4
1

5
2

2
2

4
1

41

2
11

2
0

2
11

2
2

11

0
1

0
4

1
4

391 2 2 1 1 32

1
1

2
2

1
2

2
3

7
13

2
1

3
2

4
4

2
1

2
13

5
7

1
1

1
1

1
2

1
18

10
7

0
0

0
0

0
0

11

0
22

0
0

0
11

0
0

11
0

0
0

0
211

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

9
2

7

0
11

11
11

0
0

0
0

0
0

862

0
0

11
0

0
11

0
1

2

1
1 1

0
0

11
0

0
1

0
11

2
0

8

1
11

6 2
29 216

11
0

0
11

22
11

11
211

11
722111

5311

211

0
22

211

321

3111

211

0
0

11911

5311

651

11

11

0
11

0
0

11

81311 1 1

69 1 121 3 1 2 4 1 9 4 1 5 38

オ
ウ
チ

Ⅰ
A

オ
ウ
チ

Ⅰ
B

オ
ウ
チ

Ⅰ
B

オ
ウ
チ

Ⅰ
B

オ
ウ
チ
Ⅲ

a0
1

a0
2

c0
1

c0
2

d0
1

a0
1(
灰
)

b0
1

b0
3

d0
1

e0
1(
灰
)

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

色
・
分
類

A-
7層

A-
8層

A-
9層

D-
9

撹
乱

A-
4層

A-
5層

A-
6層

D
-1
0

B-
2層

撹
乱

A-
6層

E-
9

B-
2層

A-
4層

A-
5層

A-
6層

E-
10

B-
2層

撹
乱

A-
5層

E-
11

撹
乱F-
2

B-
15
層

F-
9

造
成
層

F-
10

撹
乱

F-
11

撹
乱

合
計

e0
2(
赤
)

a0
2(
褐
)

b

破 片 破 片

破 片 破 片 破 片

破 片

灰　 色

草 花 文

側 視 1 型

草 花 文

側 視 1 型

草 花 文

側 視 1 型

草 花 文

側 視 2 型

赤　 色 褐　 色

第
Ⅰ
文
様
系

第
Ⅱ
文
様
系

第
Ⅲ
文
様
系

第
Ⅲ
文
様
系

第
Ⅱ
文
様
系

オ
ウ
チ
Ⅰ
A

オ
ウ
チ
Ⅱ

オ
ウ
チ
Ⅲ
A

オ
ウ
チ
Ⅲ
B

オ
ウ
チ
Ⅲ
B

オ
ウ
チ
Ⅱ
A

d2

第
Ⅲ
文
様
系
オ
ウ
チ
Ⅲ
A

0111 1 01 c1 d1

第
76
表
　
明
朝
系
軒
丸
瓦
出
土
状
況
一
覧

第 3章　調査の方法と成果
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第
77
表
　
明
朝
系
軒
平
瓦
出
土
状
況
一
覧

第
78
表
　
明
朝
系
丸
瓦
出
土
状
況
一
覧
 1
 

色
･釉
薬
･接
合
材
･部
位
･角
･面
取
･分
類

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

面
取
あ
り

面
取
不
明

面
取
不
明

角
　
あ
り

面
取
あ
り

面
取
あ
り

な
し

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
不
明

面
取
不
明

面
取
あ
り

面
取
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
欠
け

玉
縁
の
み

角
　
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

角
　
あ
り

 
角
　
な
し

角
　
な
し

玉
縁
の
み

角
　
な
し

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
の
み

角
　
あ
り

角
な
し

玉
縁
欠

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
欠
･

角
1

角
　
あ
り

玉
縁
欠

玉
縁
片

玉
縁
欠
･

角
1

角
　
あ
り

角
　
な
し

角
　
あ
り

玉
縁
部

角
あ
り
･

面
取
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
の
み

玉
縁
片

玉
縁
欠

玉
縁
片

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
の
み

玉
縁
部

角
あ
り
･

玉
縁
な
し

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
の
み

面
取
あ
り

不
明

面
取
あ
り

不
明

玉
縁
な
し

角
1

面
取
あ
り

不
明

面
取
あ
り

不
明

玉
縁
な
し

面
取
あ
り

角
あ
り
･

面
取
不
明

端
部
･角
あ
り
･

面
取
あ
り

面
取
あ
り

不
明

面
取
あ
り

面
取
な
し

面
取
あ
り

端
部

角
あ
り
･

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
不
明

面
取
あ
り

面
取
不
明

玉
縁
欠
け

玉
縁
な
し

角
1

面
取
あ
り

面
取
不
明

面
取
あ
り

面
取
不
明

端
部

角
あ
り
･

面
取
な
し

面
取
あ
り

面
取
な
し

面
取
あ
り

面
取
り
計
測
不
可

面
取
な
し

C
-7

D
-7

D
-8

D
-8・
9

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

A
-8 層

A
-6 層

A
-8 層

A
-3 層

A
-6 層

D
-9

A
-7 層

A
-8 層

A
-9 層

D
-6
・
7

D
-7
・
8

D
-7
～
9

D・
E

F-
1
D・
E F

D
-1
0

A
-9 層

A
-3 層

A
-6 層

A
-8 層

B-
2
層

A
-8 層

A
-7 層

A
-6 層

A
-5 層

A
-4 層

A
-3 層

E-
9

面
取
あ
り

不
明

玉
縁
な
し

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
あ
り

不
明

玉
縁
な
し

面
取
あ
り

面
取
不
明

面
取
あ
り

玉
縁
の
み

端
部
･角
あ
り
･

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
あ
り

角
　
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

角
　
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
の
み

角
　
あ
り

玉
縁
片

玉
縁
部

角
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

赤　 色 灰　 色

マ ン ガ ン 釉 薬　 な し マ ン ガ ン 釉 薬　 な し

褐 色 赤 褐 色

マ ン ガ ン 釉 薬　 な し

漆 喰 漆 喰 漆 喰な し な し な しセ メ ン ト

　 漆 喰･

玉
縁
部

筒
部

端
部

筒
部

端
部

玉
縁
部

玉
縁
部

筒
部

端
部

玉
縁
部

筒
部

玉
縁
部

玉
縁
部

～
端
部

筒
部

端
部

端
部

完
形

玉
縁
部

セ
メ
ン
ト

印
あ
り

穴
あ
き

焼
き
締
め

印
あ
り

穴
あ
き

小
計

小
計

小
計

小
計
合
計

A
a
A
b

A
b A
f
A
i
A
f
A
b A
c B

穴
あ
き

穴
あ
き

穴
あ
き

穴
あ
き

印
あ
り

印
あ
り

玉
縁
部

～
端
部

筒
部

筒
部

漆
喰

端
部

玉
縁
部

焼
き
締
め

焼
き
締
め

筒
部

玉
縁
部

筒
部

端
部

玉
縁
部

玉
縁
部

～
端
部

筒
部

端
部

A
e
A
g A
j
A
k C A
b
A
d
A
b A
g A
i

糸
切
痕

糸
切
痕

糸
切
痕

A
d

A
g
A
h A
l

A
m A
g
A
g

22
1

1

5
1

3
2

9
2

167 1

0
2

1 1 1 1

2
9

1
11 25

72
1 15

8
19 1

11
7

11
32 1

1
1

5

4 1

10 1 1

2 2

4 2

5
2

8 3 1

8 1

5 1 1

4 1

14 2

10
2

19 1 2 1 1

5
1

1
9 1

0 1

5 4

4
1

2 2 1

2
1 1

2

111
0

1
0

0
0

0
1 1 1 1

1

1

2 1

1
1

1 1 1

1
1

1
1 2

1 1

1

1 2

1

0
0 1

0

3
1 1 1

1 2
1 1

2 4 2

1 1
1 1

0
0

10
0

1

2
1

1

1 1

1

0
0

0
1

0
1

0
13

3
1

1
1

1 1

1

4 1 1

1
0

0

1

0
1

0
3

0
1

0
0

3
1

0

5 5
0

0
0

41 1
1

0
1

0
1

2
5

0
41

2
3

31
1

1
2

4
2

2

0
9

2

4
2

0
0

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
9

3
5

2
10

2
21

0
2

1
15

7
16

8
30

13
12

11
36

8
17

14
2

40
8

1
1

10
2

1 1

1

1 1

1

1

1 1

1
1 2 1 3 2 1 2 1

2 1 2 1 1 1

1

1

1 1
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出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

色
・
分
類

撹
乱

D
-6
･7

撹
乱

D
-7

撹
乱

D
-7
･8

撹
乱

D
-7
～
9

A-
8層D
-8

A-
3層

A-
6層

A-
7層

D
-9

A-
8層

A-
9層

撹
乱

A-
4層

A-
5層

A-
6層

D
-1
0 A-
7層

A-
9層

撹
乱

A-
6層

B-
16
層

E-
9

撹
乱

A-
4層

A-
6層

E-
10

B-
2層

撹
乱

A-
5層

E-
11

撹
乱

F-
6

撹
乱

F-
8

B-
2層

F-
9

撹
乱

造
成
層

F-
10
･1
1
撹
乱

合
計

灰 色 赤 色 褐 色

草 花 文

側 視 1 型

（
第
Ⅰ
文
様
系

A
式
）Ⅰ
A
 

(第
Ⅰ
文
様
系

B式
)Ⅰ
B

(第
Ⅰ
文
様
系

B式
)Ⅰ
B

(第
Ⅰ
文
様
系

B式
)Ⅰ
B

第
Ⅲ

文
様
系

草 花 文

側 視 1 型

草 花 文

側 視 2 型

草 花 文

側 視 1 型

不
明 小
計

不
明

不
明

不
明

小
計

小
計

小
計 不
明

小
計 不
明

小
計
合
計

合
計

1

1
4

1
6

1
2

2
1

5
4

1
7

2
1

2
1

2
2

2
1

1
7

56
0

0
0

0
0

0
0

11
0

0
0

211

0
0

0
11

0
0

1
0

0
0

5
1

41

0
0

0
3

0
0

0
0

3
2

2

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

11
11

0
11

3
126

1
1

2
5

1
4

1
3

1
4

1
111

11

2
2

0
2

4
1

5
2

2
2

4
1

41

2
11

2
0

2
11

2
2

11

0
1

0
4

1
4

391 2 2 1 1 32

1
1

2
2

1
2

2
3

7
13

2
1

3
2

4
4

2
1

2
13

5
7

1
1

1
1

1
2

1
18

10
7

0
0

0
0

0
0

11

0
22

0
0

0
11

0
0

11
0

0
0

0
211

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

9
2

7

0
11

11
11

0
0

0
0

0
0

862

0
0

11
0

0
11

0
1

2

1
1 1

0
0

11
0

0
1

0
11

2
0

8

1
11

6 2
29 216

11
0

0
11

22
11

11
211

11
722111

5311

211

0
22

211

321

3111

211

0
0

11911

5311

651

11

11

0
11

0
0

11

81311 1 1

69 1 121 3 1 2 4 1 9 4 1 5 38

オ
ウ
チ

Ⅰ
A

オ
ウ
チ

Ⅰ
B

オ
ウ
チ

Ⅰ
B

オ
ウ
チ

Ⅰ
B

オ
ウ
チ
Ⅲ

a0
1

a0
2

c0
1

c0
2

d0
1

a0
1(
灰
)

b0
1

b0
3

d0
1

e0
1(
灰
)

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

色
・
分
類

A-
7層

A-
8層

A-
9層

D-
9

撹
乱

A-
4層

A-
5層

A-
6層

D
-1
0

B-
2層

撹
乱

A-
6層

E-
9

B-
2層

A-
4層

A-
5層

A-
6層

E-
10

B-
2層

撹
乱

A-
5層

E-
11

撹
乱F-
2

B-
15
層

F-
9

造
成
層

F-
10

撹
乱

F-
11

撹
乱

合
計

e0
2(
赤
)

a0
2(
褐
)

b

破 片 破 片

破 片 破 片 破 片

破 片

灰　 色

草 花 文

側 視 1 型

草 花 文

側 視 1 型

草 花 文

側 視 1 型

草 花 文

側 視 2 型

赤　 色 褐　 色

第
Ⅰ
文
様
系

第
Ⅱ
文
様
系

第
Ⅲ
文
様
系

第
Ⅲ
文
様
系

第
Ⅱ
文
様
系

オ
ウ
チ
Ⅰ
A

オ
ウ
チ
Ⅱ

オ
ウ
チ
Ⅲ
A

オ
ウ
チ
Ⅲ
B

オ
ウ
チ
Ⅲ
B

オ
ウ
チ
Ⅱ
A

d2

第
Ⅲ
文
様
系
オ
ウ
チ
Ⅲ
A

0111 1 01 c1 d1

第
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第
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表
　
明
朝
系
軒
平
瓦
出
土
状
況
一
覧

第
78
表
　
明
朝
系
丸
瓦
出
土
状
況
一
覧
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色
･釉
薬
･接
合
材
･部
位
･角
･面
取
･分
類

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

面
取
あ
り

面
取
不
明

面
取
不
明

角
　
あ
り

面
取
あ
り

面
取
あ
り

な
し

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
不
明

面
取
不
明

面
取
あ
り

面
取
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
欠
け

玉
縁
の
み

角
　
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

角
　
あ
り

 
角
　
な
し

角
　
な
し

玉
縁
の
み

角
　
な
し

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
の
み

角
　
あ
り

角
な
し

玉
縁
欠

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
欠
･

角
1

角
　
あ
り

玉
縁
欠

玉
縁
片

玉
縁
欠
･

角
1

角
　
あ
り

角
　
な
し

角
　
あ
り

玉
縁
部

角
あ
り
･

面
取
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
の
み

玉
縁
片

玉
縁
欠

玉
縁
片

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
の
み

玉
縁
部

角
あ
り
･

玉
縁
な
し

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
の
み

面
取
あ
り

不
明

面
取
あ
り

不
明

玉
縁
な
し

角
1

面
取
あ
り

不
明

面
取
あ
り

不
明

玉
縁
な
し

面
取
あ
り

角
あ
り
･

面
取
不
明

端
部
･角
あ
り
･

面
取
あ
り

面
取
あ
り

不
明

面
取
あ
り

面
取
な
し

面
取
あ
り

端
部

角
あ
り
･

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
不
明

面
取
あ
り

面
取
不
明

玉
縁
欠
け

玉
縁
な
し

角
1

面
取
あ
り

面
取
不
明

面
取
あ
り

面
取
不
明

端
部

角
あ
り
･

面
取
な
し

面
取
あ
り

面
取
な
し

面
取
あ
り

面
取
り
計
測
不
可

面
取
な
し

C
-7

D
-7

D
-8

D
-8・
9

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

A
-8 層

A
-6 層

A
-8 層

A
-3 層

A
-6 層

D
-9

A
-7 層

A
-8 層

A
-9 層

D
-6
・
7

D
-7
・
8

D
-7
～
9

D・
E

F-
1
D・
E F

D
-1
0

A
-9 層

A
-3 層

A
-6 層

A
-8 層

B-
2
層

A
-8 層

A
-7 層

A
-6 層

A
-5 層

A
-4 層

A
-3 層

E-
9

面
取
あ
り

不
明

玉
縁
な
し

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
あ
り

不
明

玉
縁
な
し

面
取
あ
り

面
取
不
明

面
取
あ
り

玉
縁
の
み

端
部
･角
あ
り
･

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
あ
り

角
　
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

角
　
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
の
み

角
　
あ
り

玉
縁
片

玉
縁
部

角
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

赤　 色 灰　 色

マ ン ガ ン 釉 薬　 な し マ ン ガ ン 釉 薬　 な し

褐 色 赤 褐 色

マ ン ガ ン 釉 薬　 な し

漆 喰 漆 喰 漆 喰な し な し な しセ メ ン ト

　 漆 喰･

玉
縁
部

筒
部

端
部

筒
部

端
部

玉
縁
部

玉
縁
部

筒
部

端
部

玉
縁
部

筒
部

玉
縁
部

玉
縁
部

～
端
部

筒
部

端
部

端
部

完
形

玉
縁
部

セ
メ
ン
ト

印
あ
り

穴
あ
き

焼
き
締
め

印
あ
り

穴
あ
き

小
計

小
計

小
計

小
計
合
計

A
a
A
b

A
b A
f
A
i
A
f
A
b A
c B

穴
あ
き

穴
あ
き

穴
あ
き

穴
あ
き

印
あ
り

印
あ
り

玉
縁
部

～
端
部

筒
部

筒
部

漆
喰

端
部

玉
縁
部

焼
き
締
め

焼
き
締
め

筒
部

玉
縁
部

筒
部

端
部

玉
縁
部

玉
縁
部

～
端
部

筒
部

端
部

A
e
A
g A
j
A
k C A
b
A
d
A
b A
g A
i

糸
切
痕

糸
切
痕

糸
切
痕

A
d

A
g
A
h A
l

A
m A
g
A
g

22
1

1

5
1

3
2

9
2

167 1

0
2

1 1 1 1

2
9

1
11 25

72
1 15

8
19 1

11
7

11
32 1

1
1

5

4 1

10 1 1

2 2

4 2

5
2

8 3 1

8 1

5 1 1

4 1

14 2

10
2

19 1 2 1 1

5
1

1
9 1

0 1

5 4

4
1

2 2 1

2
1 1

2

111
0

1
0

0
0

0
1 1 1 1

1

1

2 1

1
1

1 1 1

1
1

1
1 2

1 1

1

1 2

1

0
0 1

0

3
1 1 1

1 2
1 1

2 4 2

1 1
1 1

0
0

10
0

1

2
1

1

1 1

1

0
0

0
1

0
1

0
13

3
1

1
1

1 1

1

4 1 1

1
0

0

1

0
1

0
3

0
1

0
0

3
1

0

5 5
0

0
0

41 1
1

0
1

0
1

2
5

0
41

2
3

31
1

1
2

4
2

2

0
9

2

4
2

0
0

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
9

3
5

2
10

2
21

0
2

1
15

7
16

8
30

13
12

11
36

8
17

14
2

40
8

1
1

10
2

1 1

1

1 1

1

1

1 1

1
1 2 1 3 2 1 2 1

2 1 2 1 1 1

1

1

1 1

1
1 1

1 2 3 1 1

1 1

1 1 1 1

1 2 1 2 1 1 1 1

1

1

セ
メ
ン
ト

　
漆
喰
･
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第
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表
　
明
朝
系
丸
瓦
出
土
状
況
一
覧
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色
･釉
薬
･接
合
材
･部
位
･角
･面
取
･分
類

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

面
取
あ
り

面
取
不
明

面
取
不
明

角
　
あ
り

面
取
あ
り

面
取
あ
り

な
し

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
不
明

面
取
不
明

面
取
あ
り

面
取
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
欠
け

玉
縁
の
み

角
　
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

角
　
あ
り

 
角
　
な
し

角
　
な
し

玉
縁
の
み

角
　
な
し

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
の
み

角
　
あ
り

角
な
し

玉
縁
欠

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
欠
･

角
1

角
　
あ
り

玉
縁
欠

玉
縁
片

玉
縁
欠
･

角
1

角
　
あ
り

角
　
な
し

角
　
あ
り

玉
縁
部

角
あ
り
･

面
取
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
の
み

玉
縁
片

玉
縁
欠

玉
縁
片

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
の
み

玉
縁
部

角
あ
り
･

玉
縁
な
し

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
の
み

面
取
あ
り

不
明

面
取
あ
り

不
明

玉
縁
な
し

角
1

面
取
あ
り

不
明

面
取
あ
り

不
明

玉
縁
な
し

面
取
あ
り

角
あ
り
･

面
取
不
明

端
部
･角
あ
り
･

面
取
あ
り

面
取
あ
り

不
明

面
取
あ
り

面
取
な
し

面
取
あ
り

端
部

角
あ
り
･

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
不
明

面
取
あ
り

面
取
不
明

玉
縁
欠
け

玉
縁
な
し

角
1

面
取
あ
り

面
取
不
明

面
取
あ
り

面
取
不
明

端
部

角
あ
り
･

面
取
な
し

面
取
あ
り

面
取
な
し

面
取
あ
り

面
取
り
計
測
不
可

面
取
な
し

面
取
あ
り

不
明

玉
縁
な
し

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
あ
り

不
明

玉
縁
な
し

面
取
あ
り

面
取
不
明

面
取
あ
り

玉
縁
の
み

端
部
･角
あ
り
･

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
あ
り

角
　
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

角
　
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

玉
縁
の
み

角
　
あ
り

玉
縁
片

玉
縁
部

角
あ
り

角
　
あ
り

角
　
な
し

赤　 色 灰　 色

マ ン ガ ン 釉 薬　 な し マ ン ガ ン 釉 薬　 な し

褐 色 赤 褐 色

マ ン ガ ン 釉 薬　 な し

漆 喰 漆 喰 漆 喰な し な し な しセ メ ン ト

　 漆 喰･

玉
縁
部

筒
部

端
部

筒
部

端
部

玉
縁
部

玉
縁
部

筒
部

端
部

玉
縁
部

筒
部

玉
縁
部

玉
縁
部

～
端
部

筒
部

端
部

端
部

完
形

玉
縁
部

セ
メ
ン
ト

印
あ
り

穴
あ
き

焼
き
締
め

印
あ
り

穴
あ
き

小
計

小
計

小
計

小
計

合
計

A
a
A
b

A
b A
f
A
i
A
f
A
b A
c B

穴
あ
き

穴
あ
き

穴
あ
き

穴
あ
き

印
あ
り

印
あ
り

玉
縁
部

～
端
部

筒
部

筒
部

漆
喰

端
部

玉
縁
部

焼
き
締
め

焼
き
締
め

筒
部

玉
縁
部

筒
部

端
部

玉
縁
部

玉
縁
部

～
端
部

筒
部

端
部

A
e
A
g A
j
A
k C A
b
A
d
A
b A
g A
i

糸
切
痕

糸
切
痕

糸
切
痕

A
d

A
g
A
h A
l

A
m A
g
A
g

セ
メ
ン
ト

　
漆
喰
･

A
-9 層

B-
2
層E-
9

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

造
成
層

撹
乱

撹
乱

合
計

撹
乱

撹
乱

撹
乱

造
成
層

造
成
層

造
成
層

A
-4 層

A
-5 層

A
-6 層

A
-8 層E-
10

A
-9 層

B-
2
層

A
-3 層

A
-5 層

E-
11

B-
2
層

E・
F
E・
F-
7・
8

F-
10
・
11

F-
2

F-
6

F-
7

F-
8

F-
9

B-
7
層

F-
10

C
-9 層G
-3

G
-7

G
-1
1

1
15

1
87

24
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第 5節　出土遺物（集計表）
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狭
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狭
端
部

角
1 - 角
1

角
2

角
な
し

広
端
部

角
1

角
な
し

角
な
し
- - - 角
1

角
な
し

- - - - - - - -
狭
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あ
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あ
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あ
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あ
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～
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A-
9層
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あ
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切
痕
あ
り

-

- - - -

角
な
し

角
な
し

角
な
し

角
な
し

角
な
し

小
計

小
計

小
計

小
計

合
　
計

角
な
し

筒
部

筒
部

広
端
部

筒
部

狭
端
部

狭
端
部

広
端
部

筒
部

狭
端
部

広
端
部

狭
端
部

広
端
部
～

狭
端
部
広
端
部

角
1
狭
端
部

角
1

広
端
部

角
1
狭
端
部

角
1

広
端
部
～

狭
端
部

1
1 1

1
1

2
1

1
1

1
1

5
6

4
2

17
4

9
1

9
1

1
3

9
4

13
1

2
6

1
　
 

1
2

2
1

1

3
1

1
1

3
5

6
2

8
1

6
2

2
5

4
3

3
2

5
1

1
1

1
1

2
1

1
1

3
2

2
6

2
1

5
1

7
9

22
1

9
8

16
1

17
9

1
35

4
1

7
13

4
32

15
14

5
4

15
1

5
1

2
1

1
2

4
6

3
1

5
1

5
1

7
2

1
8

2
6

1
1

2
1

1
1

2
1

2
1

1
2

2
1

5
1

1
5

1
1

2
4

6
3

1
1

2
1

1
1

1
6

3
7

8
0

4
2

1
0

14
1

23
15

39
1

15
14

56
11

33
12

3
69

6
0

1
12

2
19

0
0

6
59

30
45

5
12

16
23

1
6

1
1

1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

10
1

3
2

4
2

2
2

1
1

2
1

3
3

2
1

1
2

2
1

1
1

1
1

1
1

1
1

3
4

2
0

1
0

0
0

0
0

2
0

1
1

17
1

0
0

1
0

2
3

0
10

6
2

0
0

0
4

0
3

1
5

0
3

1
0

3
1

0
0

2
3

1
2

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

3
2

1
1

1
1

3
4

4
4

1
3

3
3

5
1

2
4

5
1

3
1

1

1
3

1
1

1
1

1
0

1
1

0
3

1
0

0
0

0
4

1
4

0
3

0
1

3
12

1
4

0
0

5
0

2
0

3
0

3
1

0
0

6
3

7
1

2
9

6
0

1

1 1
2

1

1
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

1
0

0
4

11
6

7
12

1
4

2
1

1
20

2
28

16
61

2
16

17
69

12
39

15
5

84
12

4
1

16
2

26
1

3
7

70
34

55
7

14
28

31
1

7
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第
79
表
　
明
朝
系
平
瓦
出
土
状
況
一
覧
2

マ ン ガ ン 釉 薬 　 な し マ ン ガ ン 釉 薬 　 な し マ ン ガ ン 釉 薬　 な し マ ン ガ ン 釉 薬

　 な し 　

赤 色灰 色 褐 色 赤 褐 色

漆 喰 漆 喰 漆 喰な し な し な し な し

広
端
部

筒
部

広
端
部

広
端
部
～

狭
端
部

筒
部

狭
端
部

角
1 - 角
1

角
2

角
な
し

広
端
部

角
1

角
な
し

角
な
し
- - - 角
1

角
な
し

- - - - - - - -
狭
端
部

角
1

角
な
し

角
な
し
- - - - - - - -

-
印
あ
り
- -

印
あ
り
- -

印
あ
り
-

糸
切
痕
あ
り

-
糸
切
痕
あ
り

-
印
あ
り

硬
質 -

印
あ
り

糸
切
痕
あ
り

-
糸
切
痕
あ
り

色
・
釉
薬
・
接
合
材
・
部
位
・
ほ
か

出
土
地
　
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

E-
11

E・
F

A-
5層
B-
2層
造
成
層
撹
乱
撹
乱
撹
乱
撹
乱
撹
乱
撹
乱
C-
3層
C-
5層
C-
6層
造
成
層
2層

撹
乱
石
栗
内
撹
乱
撹
乱
B-
2層

B-
15
層
B-
16
層
B-
18
層
造
成
層
撹
乱

B-
7層

B-
8層

B-
9層

B-
12
層
B-
13
層
造
成
層
撹
乱

造
成
層
撹
乱
撹
乱
造
成
層
C-
3層
C-
9層
造
成
層

E・
F-

3～
5

E・
F-
7・
8

広
端
部
角
1

角
1
角
2

角
2

角
2

角
1

角
1

角
1

角
1

角
1-

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - ------
- - - - - - - - - - - - - - - - -硬
質

硬
質

硬
質

印
あ
り

印
あ
り

印
あ
り

硬
質

硬
質

硬
質

硬
質

糸
切
痕
あ
り

-

- - - -

角
な
し

角
な
し

角
な
し

角
な
し

角
な
し

小
計

小
計

小
計

小
計

合
　
計

角
な
し

筒
部

筒
部

広
端
部

筒
部

狭
端
部

狭
端
部

広
端
部

筒
部

狭
端
部

広
端
部

狭
端
部

広
端
部
～

狭
端
部
広
端
部

角
1
狭
端
部

角
1

広
端
部

角
1
狭
端
部

角
1

広
端
部
～

狭
端
部

E・
F-
7

F-
2

F-
3

F-
6

F-
9

F-
10

F-
10
・
11
F-
11
F・
G-
2

G
-3

F-
6・
7
F-
7
F-
８

F-
9

造
成
層

＋ F-
9

撹
乱

F-
10

造
成
層

＋
F-
10・
11

造
成
層

撹
乱
合
計

1
1

1
5

1
1

2
3

3
1

1
17

1
1

4
1

1
5

14
1

2
2

12
1

1
5

1
2

1
1

1
1

6
4

18
1

4
6

11
4 4

1
4

1
1

2
6

1
2

1
1

1
1

4
6

1
9

2
1

1
1

1
3

1
1

1
10

3
3

1
3

3
18

4
1

1
5

59
2

7
8

1
36

47
0

1
1

1
6

1
2

1
1

1
1

1
1

1
2

4
6

1
1

1
3

14
3

1
6

10
8

1
4

1
1

3
1

1
1

2
4

1
7

2
3

3
74

1
3

21
3

13
0

4
1

1
2

2
5

1
1

1
2

13
0

3
5

1
7

5
7

37
13

0
2

1
3

1
9

12
3

7
1

22
10

0
0

1
0

1
62

97
2

2
5

3
3

1
3 1

1
1

4
3

15
2

1
1

2
1

1
4

20
1

1
1

1
2

1
2

1
1

1
1

1
9

53 1
1

1
6

1
1

27 1
1

1
2

2
1

15
1

2
3

0
0

3
0

1
0

0
2

0
0

0
0

0
0

2
1

1
3

1
3

1
0

1
1

0
0

0
0

0
2

15
3

0
0

4
0

0
0

1
0

25
14
7

1
2

1
1

29
1

1
45

2
4 1

4
2

4
10

1
1

2
30

1
2

3
4

1
1

1
15

2
3

1
1

2
1

1
14

2
1

10
3

2
5

7
21
5

　
2

6
1

14
　

1
1

　
1

1
1

　
4

11
2

27
2

0
21

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
5

0
1

0
1

4
1

2
25

2
1

0
0

0
0

0
16
7

3
0

4
6

0
1

0
0

0
9

34
5

1
1

　
1

2
1

1
4

12
1

1
1

4
2

0
0

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

19
25

3
37

2
5

1
1

4
5

5
1

1
1

2
20

1
5

8
3

14
7

9
63

16
1

2
1

3
1

11
30
5

13
1

26
20

0
1

1
1

1
10
2
1,
48
31

3
10
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第
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表
　
塼
出
土
状
況
一
覧
 1
 
 

分
類

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序 破
片

角
2

角
1

角
2

角
4

破
片

角
1

角
1

角
2

角
3

破
片

角
2

角
2

角
1

角
2

角
3

破
片

破
片

角
1

角
2

破
片

角
1

角
2

角
1

角
2

破
片

角
1

角
2

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
2

角
1

破
片

角
1

角
1

角
3

破
片

角
2

角
1

破
片

角
1

角
1

角
2

破
片

角
1

角
2

角
1

完
形

角
1

角
2

破
片

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
2

破
片

- -

ヘ
ラ
描

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

A - A
a

A
b Ba Bb A
Ba

A
Bb Bb 不
明

そ
の
他 - A
a

A
b Ba Bb A
Ba

A
Bb

不
明

そ
の
他

A
-6
層

撹
乱

造
成
層

D・
E-
F-

1・
2

D
-6・
7

撹
乱

D
-7

撹
乱

D
-7・
8

D
-8・
9

D
-9

D
-1
0

E-
2

E-
8

E-
9

E-
10

撹
乱

A
-6
層
A
-7
層
A
-8
層
A
-9
層

A
-3
層
A
-4
層
A
-5
層
A
-6
層
A
-7
層
A
-8
層
A
-9
層

A
-6
層
A
-9
層

A
-4
層
A
-5
層
A
-6
層
A
-7
層
A
-8
層
A
-9
層
B-
2層

B-
9層

B-
2層
B-
16
層

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

D-
7～
9

合
計

1 1

1

1

1 1

1 1 1 1

3 1 1

1

3 7 6 4

1 9 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1

9 12 9 10 5

2 2 4 1

2 2 5 2 1 3 1 1

1
2

1 1

1 2

2 1 2 3 5 6

1 1 10 1 3

8
2

2
1

1
2

11
2

24
20

33
9

18
4

50
29

6
37

23
1

8
1

12
3

8
2

5
28

27
73

4
14

19
1

2
2

2 1 1

1
1

1
3

4

2 2 1

1
1 2

3

3

1

2
1

1 4 1 1 1

1 1

1 3 1 6 8

2 1

3 1

1 1 1 1
1

1

1

1

1
1

2
1

3 2

1 1

2
1 5

1
1

3 1

2

2
1

1
1

1 1 1 3 1

1 1

2 2 3 4 1 1 1

1 1 3 1 1

1 2 8

1 1 3 3 1 1 6 3

1 1 1 2

4 1 9 4

2 3

1

1 4 1 2 1
2

1 1

2

1

1
4 1 3 2

1 4 8 3

1

1

1 1

1

1 1 1

1

2 5 1 5 3 2 1

赤 色灰 色

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅲ ⅣⅣ

Ⅴ

漆 喰 漆 喰漆 喰 漆 喰 漆 喰 漆 喰 漆 喰漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し漆 喰 な し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印

ヘ
ラ
描

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印

押
印

押
印

押
印

面
取
不
明

- - - -

ヘ
ラ
描

ヘ
ラ
描

ヘ
ラ
描

ヘ
ラ
描

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

ヘ
ラ
描

ヘ
ラ
描

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
不
明

漆
喰
な
し

漆
喰
な
し

漆
喰
な
し

2 1 2

1 1

1 5 1 3 1 1

1 1 1 2 1 1

1

1

1

1 1 1 3 5 1

2 1

1 1 1

1
1

1 1

-
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第
79
表
　
明
朝
系
平
瓦
出
土
状
況
一
覧
2

マ ン ガ ン 釉 薬 　 な し マ ン ガ ン 釉 薬 　 な し マ ン ガ ン 釉 薬　 な し マ ン ガ ン 釉 薬

　 な し 　

赤 色灰 色 褐 色 赤 褐 色

漆 喰 漆 喰 漆 喰な し な し な し な し

広
端
部

筒
部

広
端
部

広
端
部
～

狭
端
部

筒
部

狭
端
部

角
1 - 角
1

角
2

角
な
し

広
端
部

角
1

角
な
し

角
な
し
- - - 角
1

角
な
し

- - - - - - - -
狭
端
部

角
1

角
な
し

角
な
し
- - - - - - - -

-
印
あ
り
- -

印
あ
り
- -

印
あ
り
-

糸
切
痕
あ
り

-
糸
切
痕
あ
り

-
印
あ
り

硬
質 -

印
あ
り

糸
切
痕
あ
り

-
糸
切
痕
あ
り

色
・
釉
薬
・
接
合
材
・
部
位
・
ほ
か

出
土
地
　
　
グ
リ
ッ
ド

層
序

E-
11

E・
F

A-
5層
B-
2層
造
成
層
撹
乱
撹
乱
撹
乱
撹
乱
撹
乱
撹
乱
C-
3層
C-
5層
C-
6層
造
成
層
2層

撹
乱
石
栗
内
撹
乱
撹
乱
B-
2層

B-
15
層
B-
16
層
B-
18
層
造
成
層
撹
乱

B-
7層

B-
8層

B-
9層

B-
12
層
B-
13
層
造
成
層
撹
乱

造
成
層
撹
乱
撹
乱
造
成
層
C-
3層
C-
9層
造
成
層

E・
F-

3～
5

E・
F-
7・
8

広
端
部
角
1

角
1
角
2

角
2

角
2

角
1

角
1

角
1

角
1

角
1-

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - ------
- - - - - - - - - - - - - - - - -硬
質

硬
質

硬
質

印
あ
り

印
あ
り

印
あ
り

硬
質

硬
質

硬
質

硬
質

糸
切
痕
あ
り

-

- - - -

角
な
し

角
な
し

角
な
し

角
な
し

角
な
し

小
計

小
計

小
計

小
計

合
　
計

角
な
し

筒
部

筒
部

広
端
部

筒
部

狭
端
部

狭
端
部

広
端
部

筒
部

狭
端
部

広
端
部

狭
端
部

広
端
部
～

狭
端
部
広
端
部

角
1
狭
端
部

角
1

広
端
部

角
1
狭
端
部

角
1

広
端
部
～

狭
端
部

E・
F-
7

F-
2

F-
3

F-
6

F-
9

F-
10

F-
10
・
11
F-
11
F・
G-
2

G
-3

F-
6・
7
F-
7
F-
８

F-
9

造
成
層

＋ F-
9

撹
乱

F-
10

造
成
層

＋
F-
10・
11

造
成
層

撹
乱
合
計

1
1

1
5

1
1

2
3

3
1

1
17

1
1

4
1

1
5

14
1

2
2

12
1

1
5

1
2

1
1

1
1

6
4

18
1

4
6

11
4 4

1
4

1
1

2
6

1
2

1
1

1
1

4
6

1
9

2
1

1
1

1
3

1
1

1
10

3
3

1
3

3
18

4
1

1
5

59
2

7
8

1
36

47
0

1
1

1
6

1
2

1
1

1
1

1
1

1
2

4
6

1
1

1
3

14
3

1
6

10
8

1
4

1
1

3
1

1
1

2
4

1
7

2
3

3
74

1
3

21
3

13
0

4
1

1
2

2
5

1
1

1
2

13
0

3
5

1
7

5
7

37
13

0
2

1
3

1
9

12
3

7
1

22
10

0
0

1
0

1
62

97
2

2
5

3
3

1
3 1

1
1

4
3

15
2

1
1

2
1

1
4

20
1

1
1

1
2

1
2

1
1

1
1

1
9

53 1
1

1
6

1
1

27 1
1

1
2

2
1

15
1

2
3

0
0

3
0

1
0

0
2

0
0

0
0

0
0

2
1

1
3

1
3

1
0

1
1

0
0

0
0

0
2

15
3

0
0

4
0

0
0

1
0

25
14
7

1
2

1
1

29
1

1
45

2
4 1

4
2

4
10

1
1

2
30

1
2

3
4

1
1

1
15

2
3

1
1

2
1

1
14

2
1

10
3

2
5

7
21
5

　
2

6
1

14
　

1
1

　
1

1
1

　
4

11
2

27
2

0
21

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
5

0
1

0
1

4
1

2
25

2
1

0
0

0
0

0
16
7

3
0

4
6

0
1

0
0

0
9

34
5

1
1

　
1

2
1

1
4

12
1

1
1

4
2

0
0

2
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

19
25

3
37

2
5

1
1

4
5

5
1

1
1

2
20

1
5

8
3

14
7

9
63

16
1

2
1

3
1

11
30
5

13
1

26
20

0
1

1
1

1
10
2
1,
48
31

3
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表
　
塼
出
土
状
況
一
覧
 1
 
 

分
類

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序 破
片

角
2

角
1

角
2

角
4

破
片

角
1

角
1

角
2

角
3

破
片

角
2

角
2

角
1

角
2

角
3

破
片

破
片

角
1

角
2

破
片

角
1

角
2

角
1

角
2

破
片

角
1

角
2

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
2

角
1

破
片

角
1

角
1

角
3

破
片

角
2

角
1

破
片

角
1

角
1

角
2

破
片

角
1

角
2

角
1

完
形

角
1

角
2

破
片

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
2

破
片

- -

ヘ
ラ
描

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

A - A
a

A
b Ba Bb A
Ba

A
Bb Bb 不
明

そ
の
他 - A
a

A
b Ba Bb A
Ba

A
Bb

不
明

そ
の
他

A
-6
層

撹
乱

造
成
層

D・
E-
F-

1・
2

D
-6・
7

撹
乱

D
-7

撹
乱

D
-7・
8

D
-8・
9

D
-9

D
-1
0

E-
2

E-
8

E-
9

E-
10

撹
乱

A
-6
層
A
-7
層
A
-8
層
A
-9
層

A
-3
層
A
-4
層
A
-5
層
A
-6
層
A
-7
層
A
-8
層
A
-9
層

A
-6
層
A
-9
層

A
-4
層
A
-5
層
A
-6
層
A
-7
層
A
-8
層
A
-9
層
B-
2層

B-
9層

B-
2層
B-
16
層

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

D-
7～
9

合
計

1 1

1

1

1 1

1 1 1 1

3 1 1

1

3 7 6 4

1 9 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1

9 12 9 10 5

2 2 4 1

2 2 5 2 1 3 1 1

1
2

1 1

1 2

2 1 2 3 5 6

1 1 10 1 3

8
2

2
1

1
2

11
2

24
20

33
9

18
4

50
29

6
37

23
1

8
1

12
3

8
2

5
28

27
73

4
14

19
1

2
2

2 1 1

1
1

1
3

4

2 2 1

1
1 2

3

3

1

2
1

1 4 1 1 1

1 1

1 3 1 6 8

2 1

3 1

1 1 1 1
1

1

1

1

1
1

2
1

3 2

1 1

2
1 5

1
1

3 1

2

2
1

1
1

1 1 1 3 1

1 1

2 2 3 4 1 1 1

1 1 3 1 1

1 2 8

1 1 3 3 1 1 6 3

1 1 1 2

4 1 9 4

2 3

1

1 4 1 2 1
2

1 1

2

1

1
4 1 3 2

1 4 8 3

1

1

1 1

1

1 1 1

1

2 5 1 5 3 2 1

赤 色灰 色

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅲ ⅣⅣ

Ⅴ

漆 喰 漆 喰漆 喰 漆 喰 漆 喰 漆 喰 漆 喰漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し漆 喰 な し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印

ヘ
ラ
描

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印

押
印

押
印

押
印

面
取
不
明

- - - -

ヘ
ラ
描

ヘ
ラ
描

ヘ
ラ
描

ヘ
ラ
描

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

ヘ
ラ
描

ヘ
ラ
描

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
不
明

漆
喰
な
し

漆
喰
な
し

漆
喰
な
し

2 1 2

1 1

1 5 1 3 1 1

1 1 1 2 1 1

1

1

1

1 1 1 3 5 1

2 1

1 1 1

1
1

1 1

-
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塼
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状
況
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分
類

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序 破
片

角
2

角
1

角
2

角
4

破
片

角
1

角
1

角
2

角
3

破
片

角
2

角
2

角
1

角
2

角
3

破
片

破
片

角
1

角
2

破
片

角
1

角
2

角
1

角
2

破
片

角
1

角
2

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
2

角
1

破
片

角
1

角
1

角
3

破
片

角
2

角
1

破
片

角
1

角
1

角
2

破
片

角
1

角
2

角
1

完
形

角
1

角
2

破
片

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
2

破
片

- -

ヘ
ラ
描

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

A - A
a

A
b Ba Bb A
Ba

A
Bb Bb 不
明

そ
の
他 - A
a

A
b Ba Bb A
Ba

A
Bb

不
明

そ
の
他

合
計

赤 色灰 色

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅲ ⅣⅣ

Ⅴ

漆 喰 漆 喰漆 喰 漆 喰 漆 喰 漆 喰 漆 喰漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し漆 喰 な し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印

ヘ
ラ
描

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印

押
印

押
印

押
印

面
取
不
明

- - - -

ヘ
ラ
描

ヘ
ラ
描

ヘ
ラ
描

ヘ
ラ
描

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

ヘ
ラ
描

ヘ
ラ
描

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
不
明

漆
喰
な
し

漆
喰
な
し

漆
喰
な
し

-

E-
11

E・
F

撹
乱

合
計

A
-3
層
A
-5
層

造
成
層

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

2層
撹
乱

B-
2層

B-
4層

B-
14
層
B-
15
層
B-
16
層
B-
18
層
造
成
層

撹
乱
B-
2層

B-
5層

B-
7層

B-
9層

B-
13
層
B-
14
層
造
成
層

撹
乱

造
成
層
造
成
層

遺
構
直
上

撹
乱

撹
乱

C
-2
層
C
-9
層

E・
F-

4～
8
E・
F-

6～
8
E・
F-
7・
8

F-
10
・
11

F-
2

F-
6

F-
9

F-
11

F・
G
-2

G
-2

G
-3

F-
10

2
47

3
2

3
3

2
9

1
2

6
1

14
20

3
10

93
11

1
6

6
4

7
1

24
7

5
48

2
9

1
1

4
3

17
4
12
42

1 1

1 1 3

1 1 1

1
1

1 2
2

1

1
3 2

1 12
1 1

2 1
3 1

5 2

1 3 2

1 1
26 1 1 10 8 1 1 3

4 5 24

1

1 2

1

2

6 1 1 3 1 2 2 1

1

1

1 1 1

1 1

1

1

8 3 1 7 1 16 3 1 1 1 9 1 1 4 1 2 1 52 28 1 2 1 11 6

1
7 3 1 1 1 1 1 1 10 8 4 1

1

1

2 1 8 1 25 2 2 1 1 5 1 1 27 6

1 26 5 1 18 1 36 7 1 4 1 1 68 15 3 4 1 19 3 2 1 2 1 36 4 4 1 4 1

10
3 81 1 3 1 2 6 2

21
1

15
6 1 1 1 1 2 8 1 2 1 5 2 1 40 1 16 2 9 3 3 1 21 7 6 1 34 7 4 1 2 1

13
1 84 1 1 1 1

2

1 1 1

1

1 2 1 1 1

2 1 1 1

1 1 4 14 5

1 1 1 1

2 1

1 4

1
3 1

3 1

3 4

1 1

1

1

1

1 4 2
1

3

1 6 2 4 20 1 2 1 30 18
1

1 7

1

1

1 1

1 1 1

1 1

2 6

1
1 1

11 1

34 10 1 1 1 1 2 2 2 1 4 1 22 7 1 1

1

1
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グリッド出土地
層序種類

網名No.

多板網

腹　
　
　
　

足　
　
　
　

網

甲殻網

合　計

ウニ網

科名 貝種名 生息地

クサズリガイ科
ユキノカサガイ科

ニシキウズガイ科

リュウテン科

アマオブネガイ科

オニノツノガイ科

ゴマフニナ科

ウミニナ科

トウガタカワニナ科

フトヘナタリ科

タマキビ科

ソデボラ科

トンボガイ科

スズメガイ科

ムカデガイ

タカラガイ科

タマガイ科

ヤツシロガイ科

フジツガイ科

アッキガイ科

オニコブシガイ科
フトコロガイ科

ムシロガイ科

エゾバイ科

イトマキボラ科

イモガイ科

トウガタガイ科
カラマツガイ科
キセルガイ科
ヤマタニシ科
タニシ科

アフリカマイマイ科
カサマイマイ科

ナンバンマイマイ科

オナジマイマイ科

巻貝不明

ナガウニ科

ミョウガガイ科
ゼニイシ

ヒザラガイ類
リュウキュウウノアシ

ニシキウズ
ムラサキウズ
ギンタカハマ
サラサバテイ

オキナワイシダタミ
ヤコウガイ
ヤコウガイの蓋
チョウセンサザエ
チョウセンサザエの蓋
コシダカサザエ
カンギク
カンギクの蓋

イシダタミアマオブネ
マングローブアマガイ
マルアマオブネ
アマオブネガイ
オニノツノガイ
コオニノツノガイ
カヤノミカニモリ
イワカニモリ
クワノミカニモリ
ゴマフニナ

リュウキュウウミニナ
イボウミニナ
スグカワニナ
フトヘナタリ
ヘナタリ
カワアイ

マドモチウミニナ
イボタマキビ
オハグロガイ
ネジマガキ
マガキガイ
クモガイ
トンボガイ
アツキクスズメ
カワチドリ
スズメガイ
ヘビガイ類
ヤクシマダカラ
ヒメホシダカラ
ホシキヌタ
ナツメモドキ

ウスムラサキダカラ(リュウキュウダカラ)
コモンダカラ
ハナビラダカラ
キイロダカラ
ハナマルユキ
チドリダカラ
トミガイ
リスガイ
トラダマ

イワカワトキワガイ
シオボラ
ホラガイ

フジツガイ科不明
ガンゼキボラ
ウネレイシダマシ
ムラサキイガレイシ
ツノレイシ
シラクモガイ
コオニコブシ
フトコロガイ
カニノテムシロ
アツムシロ
ノシガイ

シマベッコウバイ
イトマキボラ

キイロツノマタモドキ
ナンヨウクロミナシ
アンボンクロザメ
マダライモ
サヤガタイモ

ジュズカケサヤガタイモ
サラサミナシモドキ

ヤキイモ
ヤナギシボリ
ハイイロミナシ
キヌカツギイモ
イボシマイモ
アジロイモ
イモガイ科不明
シイノミクチキレ
コウダカカラマツガイ
ツヤギセルガイ
オキナワヤマタニシ
マルタニシ

アフリカマイマイ
オオカサマイマイ
シュリマイマイ

オキナワヤマタカマイマイ
オキナワウスカワマイマイ
シュリケマイマイ
パンダナマイマイ

パイプウニ　棘
ナガウニ　棘
カメノテ

Ⅰ-1-a
Ⅰ-0-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-1-b
Ⅱ-1-b
Ⅰ-0-a
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-0
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅱ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅳ-5
Ⅲ-0-d
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅰ-0-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-b
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-4-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-1-b
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-d

Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c

Ⅰ-0-a
V-8
V-8

V-9

V-8
V-8
V-9

V

Ⅰ-3-a

0
2
4
1
0
16
16
0 

627
116
90
3

3684
652
1
1
26
12
1
0
9

658
17
6
73
4
3
1
3
1
1
1
32
0
55
0
0
2
3
3
0
1
1
1
2
2
1
10
1
9
2
0
1
1
1
0
0
0
0
9
1
3
5
3
7
3
1
1
84
0
1
2
0
5
3
1
1
1
1
1
2
0
0
0
0
12
40
256
1
0
1
28
2
14
4
41
0
0
0
0
0

0
0
11
2
0
5
1
1
52
31
32
1

243
30
0
0
1
3
0
0
0
61
12
0
4
2
0
1
0
0
1
0
14
1
38
0
1
2
2
0
0
0
0
0
0
0
3
5
0
7
0
1
0
0
0
1
0
0
1
1
0
3
2
0
1
0
0
0
24
2
0
0
0
4
1
0
1
2
0
1
0
2
1
0
1
1
12
40
1
2
0
1
0
1
0
1
0
0
0
0
0

（10）

（1）

（1） （10） （1）

（1）（11）（1）（1）（10）

（1）

0
0
0
0
0
15
0
39
70
32
0
1

182
0
0
0
0
0
3
0
1

195
56
0
30
9
0
2
0
2
2
0
2
0
57
2
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
12
1
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
9
0
0
0
2
0
1
0
4
0
0
0
0
0

740

0
0
0
0
0
16
0
13
32
47
0
0
13
0
0
0
0
0
4
1
0
53
11
0
7
9
0
0
0
4
2
0
0
1
42
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
3
0
5
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
2
0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
0

273 

0
0
3
0
0
34
0

362
49
54
0
0
2
0
0
0
0
0
1
0
0
2
0
0
0
1
0
1
0
0
0
0
1
0
5
2
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
7
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
1
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
1
1
2
0
0
2
3
0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
0

547 

7
0
12
2
9
67
1

723
188
122
0
0
33
0
0
0
1
1
4
0
1
9
9
0
4
1
1
2
1
1
0
0
1
0
7
2
0
0
0
0
11
0
0
2
0
0
0
8
0
24
0
0
0
0
0
0
5
1
1
1
0
1
1
0
1
0
0
0
4
1
0
0
1
1
1
0
0
2
2
0
0
2
1
4
0
0
8
8
0
0
0
8
0
7
1
8
1
1
25
1
2

1354

0
0
0
0
0
31
0
52
102
79
0
1

195
0
0
0
0
0
7
1
1

248
67
0
37
18
0
2
0
6
4
0
2
1
99
2
0
1
0
0
0
0
0
1
0
0
0
15
1
8
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
2
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
5
11
0
0
0
2
0
2
0
4
1
0
0
0
0

1013

1
2
15
3
1
53
17
64
781
226
122
5

4122
682
1
1
27
15
8
1
10
967
96
6

114
24
3
4
3
7
6
1
48
2

192
2
1
5
5
3
1
1
1
2
2
2
4
30
2
24
2
1
1
1
1
1
1
1
1
10
1
6
7
4
8
3
1
1

110
2
1
2
1
10
4
1
2
3
1
2
2
2
1
1
1
13
57
307
2
2
1
31
2
17
4
46
1
1
1
1
1

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101

7
0
9
2
9
33
1

361
139
68
0
0
31
0
0
0
1
1
3
0
1
7
9
0
4
0
1
1
1
1
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
11
0
0
0
0
0
0
8
0
17
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
0
1
1
0
1
0
0
0
2
0
0
0
1
1
1
0
0
0
2
0
0
1
0
2
0
0
6
5
0
0
0
8
0
6
1
8
0
1
25
1
2

807 

0
2
15
3
0
21
17
1 
679
147
122
4

3927
682
1
1
27
15
1
0
9

719
29
6
77
6
3
2
3
1
2
1
46
1
93
0
1
4
5
3
0
1
1
1
2
2
4
15
1
16
2
1
1
1
1
1
0
0
1
10
1
6
7
3
8
3
1
1

108
2
1
2
0
9
4
1
2
3
1
2
2
2
1
0
1
13
52
296
2
2
1
29
2
15
4
42
0
0
0
0
0

7366

C～F
小計 小計

合計
最小
個体数

F～撹乱

完形 完形殻頂 殻頂破片 破片 完形 殻頂 破片

8399 6756691

※（　）は有孔
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第 5節　出土遺物（集計表）

第 81表　貝類 ( 腹足類等 ) 出土状況一覧



第
80
表
　
塼
出
土
状
況
一
覧
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分
類

出
土
地
　
グ
リ
ッ
ド

層
序 破
片

角
2

角
1

角
2

角
4

破
片

角
1

角
1

角
2

角
3

破
片

角
2

角
2

角
1

角
2

角
3

破
片

破
片

角
1

角
2

破
片

角
1

角
2

角
1

角
2

破
片

角
1

角
2

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
2

角
1

破
片

角
1

角
1

角
3

破
片

角
2

角
1

破
片

角
1

角
1

角
2

破
片

角
1

角
2

角
1

完
形

角
1

角
2

破
片

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
1

破
片

角
2

破
片

- -

ヘ
ラ
描

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

A - A
a

A
b Ba Bb A
Ba

A
Bb Bb 不
明

そ
の
他 - A
a

A
b Ba Bb A
Ba

A
Bb

不
明

そ
の
他

合
計

赤 色灰 色

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅲ ⅣⅣ

Ⅴ

漆 喰 漆 喰漆 喰 漆 喰 漆 喰 漆 喰 漆 喰漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し 漆 喰 な し漆 喰 な し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印

ヘ
ラ
描

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印

押
印

押
印

押
印

面
取
不
明

- - - -

ヘ
ラ
描

ヘ
ラ
描

ヘ
ラ
描

ヘ
ラ
描

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

押
印
･ヘ
ラ
描

な
し

ヘ
ラ
描

ヘ
ラ
描

面
取
あ
り

面
取
あ
り

面
取
不
明

漆
喰
な
し

漆
喰
な
し

漆
喰
な
し

-

E-
11

E・
F

撹
乱

合
計

A
-3
層
A
-5
層

造
成
層

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

撹
乱

2層
撹
乱

B-
2層

B-
4層

B-
14
層
B-
15
層
B-
16
層
B-
18
層
造
成
層

撹
乱
B-
2層

B-
5層

B-
7層

B-
9層

B-
13
層
B-
14
層
造
成
層

撹
乱

造
成
層
造
成
層

遺
構
直
上

撹
乱

撹
乱

C
-2
層
C
-9
層

E・
F-

4～
8
E・
F-

6～
8
E・
F-
7・
8

F-
10
・
11

F-
2

F-
6

F-
9

F-
11

F・
G
-2

G
-2

G
-3

F-
10

2
47

3
2

3
3

2
9

1
2

6
1

14
20

3
10

93
11

1
6

6
4

7
1

24
7

5
48

2
9

1
1

4
3

17
4
12
42

1 1

1 1 3

1 1 1

1
1

1 2
2

1

1
3 2

1 12
1 1

2 1
3 1

5 2

1 3 2

1 1
26 1 1 10 8 1 1 3

4 5 24

1

1 2

1

2

6 1 1 3 1 2 2 1

1

1

1 1 1

1 1

1

1

8 3 1 7 1 16 3 1 1 1 9 1 1 4 1 2 1 52 28 1 2 1 11 6

1
7 3 1 1 1 1 1 1 10 8 4 1

1

1

2 1 8 1 25 2 2 1 1 5 1 1 27 6

1 26 5 1 18 1 36 7 1 4 1 1 68 15 3 4 1 19 3 2 1 2 1 36 4 4 1 4 1

10
3 81 1 3 1 2 6 2

21
1

15
6 1 1 1 1 2 8 1 2 1 5 2 1 40 1 16 2 9 3 3 1 21 7 6 1 34 7 4 1 2 1

13
1 84 1 1 1 1

2

1 1 1

1

1 2 1 1 1

2 1 1 1

1 1 4 14 5

1 1 1 1

2 1

1 4

1
3 1

3 1

3 4

1 1

1

1

1

1 4 2
1

3

1 6 2 4 20 1 2 1 30 18
1

1 7

1

1

1 1

1 1 1

1 1

2 6

1
1 1

11 1

34 10 1 1 1 1 2 2 2 1 4 1 22 7 1 1

1

1

第 3章　調査の方法と成果
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グリッド出土地
層序種類

網名No.

多板網

腹　
　
　
　

足　
　
　
　

網

甲殻網

合　計

ウニ網

科名 貝種名 生息地

クサズリガイ科
ユキノカサガイ科

ニシキウズガイ科

リュウテン科

アマオブネガイ科

オニノツノガイ科

ゴマフニナ科

ウミニナ科

トウガタカワニナ科

フトヘナタリ科

タマキビ科

ソデボラ科

トンボガイ科

スズメガイ科

ムカデガイ

タカラガイ科

タマガイ科

ヤツシロガイ科

フジツガイ科

アッキガイ科

オニコブシガイ科
フトコロガイ科

ムシロガイ科

エゾバイ科

イトマキボラ科

イモガイ科

トウガタガイ科
カラマツガイ科
キセルガイ科
ヤマタニシ科
タニシ科

アフリカマイマイ科
カサマイマイ科

ナンバンマイマイ科

オナジマイマイ科

巻貝不明

ナガウニ科

ミョウガガイ科
ゼニイシ

ヒザラガイ類
リュウキュウウノアシ

ニシキウズ
ムラサキウズ
ギンタカハマ
サラサバテイ

オキナワイシダタミ
ヤコウガイ
ヤコウガイの蓋
チョウセンサザエ
チョウセンサザエの蓋
コシダカサザエ
カンギク
カンギクの蓋

イシダタミアマオブネ
マングローブアマガイ
マルアマオブネ
アマオブネガイ
オニノツノガイ
コオニノツノガイ
カヤノミカニモリ
イワカニモリ
クワノミカニモリ
ゴマフニナ

リュウキュウウミニナ
イボウミニナ
スグカワニナ
フトヘナタリ
ヘナタリ
カワアイ

マドモチウミニナ
イボタマキビ
オハグロガイ
ネジマガキ
マガキガイ
クモガイ
トンボガイ
アツキクスズメ
カワチドリ
スズメガイ
ヘビガイ類
ヤクシマダカラ
ヒメホシダカラ
ホシキヌタ
ナツメモドキ

ウスムラサキダカラ(リュウキュウダカラ)
コモンダカラ
ハナビラダカラ
キイロダカラ
ハナマルユキ
チドリダカラ
トミガイ
リスガイ
トラダマ

イワカワトキワガイ
シオボラ
ホラガイ

フジツガイ科不明
ガンゼキボラ
ウネレイシダマシ
ムラサキイガレイシ
ツノレイシ
シラクモガイ
コオニコブシ
フトコロガイ
カニノテムシロ
アツムシロ
ノシガイ

シマベッコウバイ
イトマキボラ

キイロツノマタモドキ
ナンヨウクロミナシ
アンボンクロザメ
マダライモ
サヤガタイモ

ジュズカケサヤガタイモ
サラサミナシモドキ

ヤキイモ
ヤナギシボリ
ハイイロミナシ
キヌカツギイモ
イボシマイモ
アジロイモ
イモガイ科不明
シイノミクチキレ
コウダカカラマツガイ
ツヤギセルガイ
オキナワヤマタニシ
マルタニシ

アフリカマイマイ
オオカサマイマイ
シュリマイマイ

オキナワヤマタカマイマイ
オキナワウスカワマイマイ
シュリケマイマイ
パンダナマイマイ

パイプウニ　棘
ナガウニ　棘
カメノテ

Ⅰ-1-a
Ⅰ-0-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-1-b
Ⅱ-1-b
Ⅰ-0-a
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-0
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅱ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅳ-5
Ⅲ-0-d
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅰ-0-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-b
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-4-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-1-b
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-d

Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c

Ⅰ-0-a
V-8
V-8

V-9

V-8
V-8
V-9

V

Ⅰ-3-a

0
2
4
1
0
16
16
0 

627
116
90
3

3684
652
1
1
26
12
1
0
9

658
17
6
73
4
3
1
3
1
1
1
32
0
55
0
0
2
3
3
0
1
1
1
2
2
1
10
1
9
2
0
1
1
1
0
0
0
0
9
1
3
5
3
7
3
1
1
84
0
1
2
0
5
3
1
1
1
1
1
2
0
0
0
0
12
40
256
1
0
1
28
2
14
4
41
0
0
0
0
0

0
0
11
2
0
5
1
1
52
31
32
1

243
30
0
0
1
3
0
0
0
61
12
0
4
2
0
1
0
0
1
0
14
1
38
0
1
2
2
0
0
0
0
0
0
0
3
5
0
7
0
1
0
0
0
1
0
0
1
1
0
3
2
0
1
0
0
0
24
2
0
0
0
4
1
0
1
2
0
1
0
2
1
0
1
1
12
40
1
2
0
1
0
1
0
1
0
0
0
0
0

（10）

（1）

（1） （10） （1）

（1）（11）（1）（1）（10）

（1）

0
0
0
0
0
15
0
39
70
32
0
1

182
0
0
0
0
0
3
0
1

195
56
0
30
9
0
2
0
2
2
0
2
0
57
2
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
12
1
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
9
0
0
0
2
0
1
0
4
0
0
0
0
0

740

0
0
0
0
0
16
0
13
32
47
0
0
13
0
0
0
0
0
4
1
0
53
11
0
7
9
0
0
0
4
2
0
0
1
42
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
3
0
5
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
2
0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
0

273 

0
0
3
0
0
34
0

362
49
54
0
0
2
0
0
0
0
0
1
0
0
2
0
0
0
1
0
1
0
0
0
0
1
0
5
2
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
7
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
1
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
1
1
2
0
0
2
3
0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
0

547 

7
0
12
2
9
67
1

723
188
122
0
0
33
0
0
0
1
1
4
0
1
9
9
0
4
1
1
2
1
1
0
0
1
0
7
2
0
0
0
0
11
0
0
2
0
0
0
8
0
24
0
0
0
0
0
0
5
1
1
1
0
1
1
0
1
0
0
0
4
1
0
0
1
1
1
0
0
2
2
0
0
2
1
4
0
0
8
8
0
0
0
8
0
7
1
8
1
1
25
1
2

1354

0
0
0
0
0
31
0
52
102
79
0
1

195
0
0
0
0
0
7
1
1

248
67
0
37
18
0
2
0
6
4
0
2
1
99
2
0
1
0
0
0
0
0
1
0
0
0
15
1
8
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
2
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
5
11
0
0
0
2
0
2
0
4
1
0
0
0
0

1013

1
2
15
3
1
53
17
64
781
226
122
5

4122
682
1
1
27
15
8
1
10
967
96
6

114
24
3
4
3
7
6
1
48
2

192
2
1
5
5
3
1
1
1
2
2
2
4
30
2
24
2
1
1
1
1
1
1
1
1
10
1
6
7
4
8
3
1
1

110
2
1
2
1
10
4
1
2
3
1
2
2
2
1
1
1
13
57
307
2
2
1
31
2
17
4
46
1
1
1
1
1

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101

7
0
9
2
9
33
1

361
139
68
0
0
31
0
0
0
1
1
3
0
1
7
9
0
4
0
1
1
1
1
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
11
0
0
0
0
0
0
8
0
17
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
0
1
1
0
1
0
0
0
2
0
0
0
1
1
1
0
0
0
2
0
0
1
0
2
0
0
6
5
0
0
0
8
0
6
1
8
0
1
25
1
2

807 

0
2
15
3
0
21
17
1 
679
147
122
4

3927
682
1
1
27
15
1
0
9

719
29
6
77
6
3
2
3
1
2
1
46
1
93
0
1
4
5
3
0
1
1
1
2
2
4
15
1
16
2
1
1
1
1
1
0
0
1
10
1
6
7
3
8
3
1
1

108
2
1
2
0
9
4
1
2
3
1
2
2
2
1
0
1
13
52
296
2
2
1
29
2
15
4
42
0
0
0
0
0

7366

C～F
小計 小計

合計
最小
個体数

F～撹乱

完形 完形殻頂 殻頂破片 破片 完形 殻頂 破片

8399 6756691

※（　）は有孔
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第 5節　出土遺物（集計表）

第 81表　貝類 ( 腹足類等 ) 出土状況一覧



合計

腹足網

No.

No.

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51

二
枚
貝
網

グリッド出土地
層序種類

グリッド出土地
層序種類

科名網名 貝種名 生息地 完形
L

完形
R

殻頂
L

殻頂
R 破片

フネガイ科

タマキガイ科
イガイ科

ウグイスガイ科
マクガイ科

イタヤガイ科 
ウミギク科

イタボガキ科

ツキガイ科
トマヤガイ科

キクザルガイ科

ザルガイ科

シャコガイ科

バカガイ科

チドリマスオ科

ニッコウガイ科

シオサザナミ科

シジミ科

マルスダレガイ科

ニオガイ科
二枚貝印象化石

フネガイ
エガイ

カリガネエガイ
リュウキュウザルボウ

ハイガイ
ソメワケグリ

リュウキュウヒバリガイ
ミドリアオリ

カイシアオリの一種
キンチャクガイの一種 ( 化石 )

イタヤガイ
メンガイの一種
シマガキ
ニセマガキ
ウラキツキガイ
クロフトマヤガイ
ケイトウガイ
シロザル
シラガザル
キクザル科不明
リュウキュウザル
カワラガイ
ハートガイ
シャゴウガイ
ヒメシャコガイ
ヒレシャコガイ
ナガジャコ

シャコガイ科不明
リュウキュウバカガイ
イソハマグリ
ナミノコマスオ

リュウキュウシラトリ
マスオガイ

リュウキュウマスオ
シレナシジミ
ヤマトシジミ？
ヌノメガイ

アラスジケマンガイ
ホソスジイナミガイ
ユウカゲハマグリ
マルオミナエシ
オイノカガミ
イオウハマグリ
リュウキュウアサリ
スダレハマグリ
ハマグリ類似種　
トュドュマリハマグリ
ダテオキシジミ
アツシラオ
ニオガイ

Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅱ-2-c

Ⅱ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a

Ⅰ-1-c
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅱ-1-b
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-3-a

Ⅱ-2-c
Ⅱ-2-c

Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a

Ⅱ-2-c
Ⅰ-1-c
Ⅰ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅲ-0-c

Ⅱ-2-c
Ⅲ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅰ-2-a
Ⅲ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅱ-2-c
Ⅱ-1-c
Ⅲ-1-c

Ⅰ-ｃ

0
0
0
1
0
0
0
1
0
1
0
2
0
0
93
0
0
1
0
0
0
2
0
0
0
1
0
0
0
13
1
1
3
1
2
1
4

241
5
0
0
2
0
0
3
41
1
12
0
0
0

433

0
3
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
88
0
0
0
0
2
1
2
0
0
0
0
0
0
1
12
0
1
1
0
9
1
5

194
10
1
0
0
3
0
2
37
1
13
1
0
0

389

0
0
0
0
0
0
0
7
0
1
0
2
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
3
0
0
0
2
0
0
1
1
4
0
3
54
0
0
0
0
0
1
0
14
0
3
0
1
0

101

1
0
0
0
0
0
0
3
0
1
0
1
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
1
0
1
6
0
2
58
1
0
0
0
0
0
0
26
0
3
0
0
0

112

0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
2
1
0
1
3
0
0
0
0
0
1
1
0
0
1
42
0
1
0
0
0
1
0
1
19
0
2
43
0
0
0
0
0
2
2
53
0
8
0
0
0

186

0
2
1
2
4
0
4
4
1
0
0
1
0
0
7
7
1
0
0
1
0
1
1
0
0
11
0
0
0
14
0
0
0
2

101
7
1

334
10
1
2
1
2
0
0
54
0
3
0
0
1

581

0
3
1
0
1
1
0
3
1
0
0
2
3
0
14
3
2
0
1
0
0
1
1
1
0
5
1
0
0
13
0
0
2
1
92
10
1

353
10
1
0
2
1
0
5
40
0
1
0
0
1

577

0
1
0
0
0
0
0
4
0
0
0
0
4
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
10
0
0
1
2
0
0
0
0
47
0
2
59
2
0
0
0
1
0
1
22
0
1
0
0
0

158

0
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
0
0
5
0
0
0
1
0
0
0
1
37
0
0
81
2
0
0
0
0
0
0
25
0
2
0
0
0

161

0
0
0
0
0
0
2
4
0
0
1
1
3
0
1
0
1
0
0
0
1
0
0
2
0
57
0
9
2
0
0
0
0
0

216
0
3
50
1
0
0
0
0
0
5
36
0
5
0
0
0

400

0
2
1
3
4
0
4
5
1
1
0
3
0
0

100
7
1
1
0
1
0
3
1
0
0
12
0
0
0
27
1
1
3
3

103
8
5

575
15
1
2
3
2
0
3
95
1
15
0
0
1

1014

0
6
1
0
1
1
0
4
1
0
0
2
3
0

102
3
2
0
1
2
1
3
1
1
0
5
1
0
1
25
0
1
3
1

101
11
6

547
20
2
0
2
4
0
7
77
1
14
1
0
1

966

0
1
0
0
0
0
0
11
0
1
0
2
4
0
3
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
13
0
0
1
4
0
0
1
1
51
0
5

113
2
0
0
0
1
1
1
36
0
4
0
1
0

259

1
0
0
0
0
0
0
8
0
1
0
1
0
0
3
0
1
0
0
1
0
0
0
0
0
10
0
0
0
1
0
1
0
2
43
0
2

139
3
0
0
0
0
0
0
51
0
5
0
0
0

273

0
0
0
2
0
0
2
4
0
0
3
2
3
1
4
0
1
0
0
0
2
1
0
2
1
99
0
10
2
0
0
1
0
1

235
0
5
93
1
0
0
0
0
2
7
89
0
13
0
0
0

586

1
6
1
3
4
1
4
16
1
2
1
5
4
1

105
7
3
1
1
3
1
4
1
1
1
25
1
1
1
31
1
2
4
4

154
11
10
688
23
2
2
3
4
1
7

131
1
19
1
1
1

1307

小計

C～E･F

完形
L

完形
R

殻頂
L

殻頂
R 破片 完形

L
完形
R

殻頂
L

殻頂
R 破片

小計
合計

E･F～撹乱 最
小
個
体
数

軟甲網 カニ 可動指
不動指

合計

網名 科名 貝種名

D-9

R L R L

D-10 E-9 F-9

F-9 F-10

G-3

G-3

A-9 層 A-6 層 A-6 層 B-16 層 造成層 C-2 層
R L

撹乱

R L

合計

R L

最小
個体数

R L R L R L

1
1 0

1

1 0 0
1
1

2
2

1
1

2
1
1 0

1

1 0
1
1

1
1

5
7

3
2 1

4 7
5
2

グリッド出土地
層序種類

合計

網名 科名 貝種名 生息地

D-9 D-10 E-9 E-10

破片
A-6 層

完形
A-8 層

完形
A-9 層

完形
A-9 層

殻頂
A-8 層

破片
A-9 層

完形
A-6 層

破片
A-9 層

完形
B-2 層

殻頂
B-16 層

破片
造成層

殻頂 殻頂
造成層

破片 破片完形 完形
造成層

殻頂

撹乱 合計

1

1

2

2

1

1

5

5
1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

3

2

2

1

1

5

5

1

1

1

4
3

1

11

10

9

2
3
4

10

10
ニシキウズガイ科
リュウテン科

タカラガイ科

サラサバティ
ヤコウガイ
ハナビラダカラ
ハナマルユキ

Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-3-a

52-a
52-b

No.
53
54
-
-
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第 3章　調査の方法と成果

第 82表　貝類 ( 二枚貝類等 ) 出土状況一覧

第 83表　カニ出土状況一覧 

第 84 表　有孔出土状況一覧

第 85表　グリッド・層別貝類 ( 腹足類 ) 出土状況 1

No.

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101

網名 科名

種類

貝種名 生息地

出土地　グリッド
層序

クサズリガイ科
ユキノカサガイ科

ニシキウズガイ科

リュウテン科

アマオブネガイ科

オニノツノガイ科

ゴマフニナ科
ウミニナ科

トウガタカワニナ科

フトヘナタリ科

タマキビ科

ソデボラ科

トンボガイ科

スズメガイ科

ムカデガイ科

タカラガイ科

タマガイ科

ヤツシロガイ科

フジツガイ科

アッキガイ科

オニコブシガイ科
フトコロガイ科
ムシロガイ科

エゾバイ科

イトマキボラ科

イモガイ科

トウガタガイ科
カラマツガイ科
キセルガイ科
ヤマタニシ科
タニシ科

アフリカマイマイ科
カサマイマイ科
ナンバンマイマイ科

オナジマイマイ科

巻貝不明
ナガウニ科
ミョウガガイ科
ゼニイシ

ヒザラガイ類
リュウキュウウノアシ
ニシキウズ
ムラサキウズ
ギンタカハマ
サラサバテイ

オキナワイシダタミ
ヤコウガイ
ヤコウガイの蓋
チョウセンサザエ
チョウセンサザエの蓋
コシダカサザエ
カンギク
カンギクの蓋

イシダタミアマオブネ
マングローブアマガイ
マルアマオブネ
アマオブネガイ
オニノツノガイ
コオニノツノガイ
カヤノミカニモリ
イワカニモリ
クワノミカニモリ
ゴマフニナ

リュウキュウウミニナ
イボウミニナ
スグカワニナ
フトヘナタリ
ヘナタリ
カワアイ

マドモチウミニナ
イボタマキビ
オハグロガイ
ネジマガキ
マガキガイ
クモガイ
トンボガイ
アツキクスズメ
カワチドリ
スズメガイ
ヘビガイ類
ヤクシマダカラ
ヒメホシダカラ
ホシキヌタ
ナツメモドキ

ウスムラサキダカラ(リュウキュウダカラ)
コモンダカラ
ハナビラダカラ
キイロダカラ
ハナマルユキ
チドリダカラ
トミガイ
リスガイ
トラダマ

イワカワトキワガイ
シオボラ
ホラガイ

フジツガイ科不明
ガンゼキボラ
ウネレイシダマシ
ムラサキイガレイシ
ツノレイシ
シラクモガイ
コオニコブシ
フトコロガイ
カニノテムシロ
アツムシロ
ノシガイ

シマベッコウバイ
イトマキボラ

キイロツノマタモドキ
ナンヨウクロミナシ
アンボンクロザメ
マダライモ
サヤガタイモ

ジュズカケサヤガタイモ
サラサミナシモドキ

ヤキイモ
ヤナギシボリ
ハイイロミナシ
キヌカツギイモ
イボシマイモ
アジロイモ

イモガイ科不明
シイノミクチキレ
コウダカカラマツガイ
ツヤギセルガイ
オキナワヤマタニシ
マルタニシ

アフリカマイマイ
オオカサマイマイ
シュリマイマイ

オキナワヤマタカマイマイ
オキナワウスカワマイマイ
シュリケマイマイ
パンダナマイマイ

パイプウニ　棘
ナガウニ　棘
カメノテ

多板網

腹　
　
　
　
　

足　
　
　
　
　

網

ウニ網

甲殻網

合計

Ⅰ-1-a
Ⅰ-0-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-1-b
Ⅱ-1-b
Ⅰ-0-a
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-0
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅱ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅳ-5
Ⅲ-0-d
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅰ-0-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-b
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-4-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-1-b
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-d

Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c

Ⅰ-0-a
V-8
V-8

V-9

V-8
V-8
V-9

V

Ⅰ-3-a

C-7 D-6 D-6・7 D-7 D-7・8 D-7～9 D-8 D-9 D-10 D・E・F-1 D・E・F-1・2 D・E・F-2D-8・9
撹乱

完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

A-6層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

A-3層
完
形
殻
頂
破
片

A-5層
完
形
殻
頂
破
片

A-6層
完
形
殻
頂
破
片

A-7層
完
形
殻
頂
破
片

A-8層
完
形
殻
頂
破
片

A-9層
完
形

殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

A-3層
完
形
殻
頂
破
片

A-4層
完
形
殻
頂
破
片

A-5層
完
形
殻
頂
破
片

A-6層
完
形
殻
頂
破
片

A-7層
完
形
殻
頂
破
片

A-8層
完
形
殻
頂
破
片

A-9層
完
形
殻
頂
破
片

B-2層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

※（　）は有孔

15621

1

1

13143613219

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

20077631010356637126971910112002452386949522771419182122128015208803113270321392203202214746242221201007
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1

1
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11

1 1 1 1 4 1
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第 5節　出土遺物（集計表）
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合計

腹足網

No.

No.

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51

二
枚
貝
網

グリッド出土地
層序種類

グリッド出土地
層序種類

科名網名 貝種名 生息地 完形
L

完形
R

殻頂
L

殻頂
R 破片

フネガイ科

タマキガイ科
イガイ科

ウグイスガイ科
マクガイ科

イタヤガイ科 
ウミギク科

イタボガキ科

ツキガイ科
トマヤガイ科

キクザルガイ科

ザルガイ科

シャコガイ科

バカガイ科

チドリマスオ科

ニッコウガイ科

シオサザナミ科

シジミ科

マルスダレガイ科

ニオガイ科
二枚貝印象化石

フネガイ
エガイ

カリガネエガイ
リュウキュウザルボウ

ハイガイ
ソメワケグリ

リュウキュウヒバリガイ
ミドリアオリ

カイシアオリの一種
キンチャクガイの一種 ( 化石 )

イタヤガイ
メンガイの一種
シマガキ
ニセマガキ
ウラキツキガイ
クロフトマヤガイ
ケイトウガイ
シロザル
シラガザル
キクザル科不明
リュウキュウザル
カワラガイ
ハートガイ
シャゴウガイ
ヒメシャコガイ
ヒレシャコガイ
ナガジャコ

シャコガイ科不明
リュウキュウバカガイ
イソハマグリ
ナミノコマスオ

リュウキュウシラトリ
マスオガイ

リュウキュウマスオ
シレナシジミ
ヤマトシジミ？
ヌノメガイ

アラスジケマンガイ
ホソスジイナミガイ
ユウカゲハマグリ
マルオミナエシ
オイノカガミ
イオウハマグリ
リュウキュウアサリ
スダレハマグリ
ハマグリ類似種　
トュドュマリハマグリ
ダテオキシジミ
アツシラオ
ニオガイ

Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅱ-2-c

Ⅱ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a

Ⅰ-1-c
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅱ-1-b
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-3-a

Ⅱ-2-c
Ⅱ-2-c

Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a

Ⅱ-2-c
Ⅰ-1-c
Ⅰ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅲ-0-c

Ⅱ-2-c
Ⅲ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅰ-2-a
Ⅲ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅱ-2-c
Ⅱ-1-c
Ⅲ-1-c

Ⅰ-ｃ

0
0
0
1
0
0
0
1
0
1
0
2
0
0
93
0
0
1
0
0
0
2
0
0
0
1
0
0
0
13
1
1
3
1
2
1
4

241
5
0
0
2
0
0
3
41
1
12
0
0
0

433

0
3
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
88
0
0
0
0
2
1
2
0
0
0
0
0
0
1
12
0
1
1
0
9
1
5

194
10
1
0
0
3
0
2
37
1
13
1
0
0

389

0
0
0
0
0
0
0
7
0
1
0
2
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
3
0
0
0
2
0
0
1
1
4
0
3
54
0
0
0
0
0
1
0
14
0
3
0
1
0

101

1
0
0
0
0
0
0
3
0
1
0
1
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
1
0
1
6
0
2
58
1
0
0
0
0
0
0
26
0
3
0
0
0

112

0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
2
1
0
1
3
0
0
0
0
0
1
1
0
0
1
42
0
1
0
0
0
1
0
1
19
0
2
43
0
0
0
0
0
2
2
53
0
8
0
0
0

186

0
2
1
2
4
0
4
4
1
0
0
1
0
0
7
7
1
0
0
1
0
1
1
0
0
11
0
0
0
14
0
0
0
2

101
7
1

334
10
1
2
1
2
0
0
54
0
3
0
0
1

581

0
3
1
0
1
1
0
3
1
0
0
2
3
0
14
3
2
0
1
0
0
1
1
1
0
5
1
0
0
13
0
0
2
1
92
10
1

353
10
1
0
2
1
0
5
40
0
1
0
0
1

577

0
1
0
0
0
0
0
4
0
0
0
0
4
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
10
0
0
1
2
0
0
0
0
47
0
2
59
2
0
0
0
1
0
1
22
0
1
0
0
0

158

0
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
0
0
5
0
0
0
1
0
0
0
1
37
0
0
81
2
0
0
0
0
0
0
25
0
2
0
0
0

161

0
0
0
0
0
0
2
4
0
0
1
1
3
0
1
0
1
0
0
0
1
0
0
2
0
57
0
9
2
0
0
0
0
0

216
0
3
50
1
0
0
0
0
0
5
36
0
5
0
0
0

400

0
2
1
3
4
0
4
5
1
1
0
3
0
0

100
7
1
1
0
1
0
3
1
0
0
12
0
0
0
27
1
1
3
3

103
8
5

575
15
1
2
3
2
0
3
95
1
15
0
0
1

1014

0
6
1
0
1
1
0
4
1
0
0
2
3
0

102
3
2
0
1
2
1
3
1
1
0
5
1
0
1
25
0
1
3
1

101
11
6

547
20
2
0
2
4
0
7
77
1
14
1
0
1

966

0
1
0
0
0
0
0
11
0
1
0
2
4
0
3
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
13
0
0
1
4
0
0
1
1
51
0
5

113
2
0
0
0
1
1
1
36
0
4
0
1
0

259

1
0
0
0
0
0
0
8
0
1
0
1
0
0
3
0
1
0
0
1
0
0
0
0
0
10
0
0
0
1
0
1
0
2
43
0
2

139
3
0
0
0
0
0
0
51
0
5
0
0
0

273

0
0
0
2
0
0
2
4
0
0
3
2
3
1
4
0
1
0
0
0
2
1
0
2
1
99
0
10
2
0
0
1
0
1

235
0
5
93
1
0
0
0
0
2
7
89
0
13
0
0
0

586

1
6
1
3
4
1
4
16
1
2
1
5
4
1

105
7
3
1
1
3
1
4
1
1
1
25
1
1
1
31
1
2
4
4

154
11
10
688
23
2
2
3
4
1
7

131
1
19
1
1
1

1307

小計

C～E･F

完形
L

完形
R

殻頂
L

殻頂
R 破片 完形

L
完形
R

殻頂
L

殻頂
R 破片

小計
合計

E･F～撹乱 最
小
個
体
数

軟甲網 カニ 可動指
不動指

合計

網名 科名 貝種名

D-9

R L R L

D-10 E-9 F-9

F-9 F-10

G-3

G-3

A-9 層 A-6 層 A-6 層 B-16 層 造成層 C-2 層
R L

撹乱

R L

合計

R L

最小
個体数

R L R L R L

1
1 0

1

1 0 0
1
1

2
2

1
1

2
1
1 0

1

1 0
1
1

1
1

5
7

3
2 1

4 7
5
2

グリッド出土地
層序種類

合計

網名 科名 貝種名 生息地

D-9 D-10 E-9 E-10

破片
A-6 層

完形
A-8 層

完形
A-9 層

完形
A-9 層

殻頂
A-8 層

破片
A-9 層

完形
A-6 層

破片
A-9 層

完形
B-2 層

殻頂
B-16 層

破片
造成層

殻頂 殻頂
造成層

破片 破片完形 完形
造成層

殻頂

撹乱 合計

1

1

2

2

1

1

5

5
1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

3

2

2

1

1

5

5

1

1

1

4
3

1

11

10

9

2
3
4

10

10
ニシキウズガイ科
リュウテン科

タカラガイ科

サラサバティ
ヤコウガイ
ハナビラダカラ
ハナマルユキ

Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-3-a

52-a
52-b

No.
53
54
-
-
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第 82表　貝類 ( 二枚貝類等 ) 出土状況一覧

第 83表　カニ出土状況一覧 

第 84 表　有孔出土状況一覧

第 85表　グリッド・層別貝類 ( 腹足類 ) 出土状況 1

No.

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101

網名 科名

種類

貝種名 生息地

出土地　グリッド
層序

クサズリガイ科
ユキノカサガイ科

ニシキウズガイ科

リュウテン科

アマオブネガイ科

オニノツノガイ科

ゴマフニナ科
ウミニナ科

トウガタカワニナ科

フトヘナタリ科

タマキビ科

ソデボラ科

トンボガイ科

スズメガイ科

ムカデガイ科

タカラガイ科

タマガイ科

ヤツシロガイ科

フジツガイ科

アッキガイ科

オニコブシガイ科
フトコロガイ科
ムシロガイ科

エゾバイ科

イトマキボラ科

イモガイ科

トウガタガイ科
カラマツガイ科
キセルガイ科
ヤマタニシ科
タニシ科

アフリカマイマイ科
カサマイマイ科
ナンバンマイマイ科

オナジマイマイ科

巻貝不明
ナガウニ科
ミョウガガイ科
ゼニイシ

ヒザラガイ類
リュウキュウウノアシ
ニシキウズ
ムラサキウズ
ギンタカハマ
サラサバテイ

オキナワイシダタミ
ヤコウガイ
ヤコウガイの蓋
チョウセンサザエ
チョウセンサザエの蓋
コシダカサザエ
カンギク
カンギクの蓋

イシダタミアマオブネ
マングローブアマガイ
マルアマオブネ
アマオブネガイ
オニノツノガイ
コオニノツノガイ
カヤノミカニモリ
イワカニモリ
クワノミカニモリ
ゴマフニナ

リュウキュウウミニナ
イボウミニナ
スグカワニナ
フトヘナタリ
ヘナタリ
カワアイ

マドモチウミニナ
イボタマキビ
オハグロガイ
ネジマガキ
マガキガイ
クモガイ
トンボガイ
アツキクスズメ
カワチドリ
スズメガイ
ヘビガイ類
ヤクシマダカラ
ヒメホシダカラ
ホシキヌタ
ナツメモドキ

ウスムラサキダカラ(リュウキュウダカラ)
コモンダカラ
ハナビラダカラ
キイロダカラ
ハナマルユキ
チドリダカラ
トミガイ
リスガイ
トラダマ

イワカワトキワガイ
シオボラ
ホラガイ

フジツガイ科不明
ガンゼキボラ
ウネレイシダマシ
ムラサキイガレイシ
ツノレイシ
シラクモガイ
コオニコブシ
フトコロガイ
カニノテムシロ
アツムシロ
ノシガイ

シマベッコウバイ
イトマキボラ

キイロツノマタモドキ
ナンヨウクロミナシ
アンボンクロザメ
マダライモ
サヤガタイモ

ジュズカケサヤガタイモ
サラサミナシモドキ

ヤキイモ
ヤナギシボリ
ハイイロミナシ
キヌカツギイモ
イボシマイモ
アジロイモ

イモガイ科不明
シイノミクチキレ
コウダカカラマツガイ
ツヤギセルガイ
オキナワヤマタニシ
マルタニシ

アフリカマイマイ
オオカサマイマイ
シュリマイマイ

オキナワヤマタカマイマイ
オキナワウスカワマイマイ
シュリケマイマイ
パンダナマイマイ

パイプウニ　棘
ナガウニ　棘
カメノテ

多板網

腹　
　
　
　
　

足　
　
　
　
　

網

ウニ網

甲殻網

合計

Ⅰ-1-a
Ⅰ-0-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-1-b
Ⅱ-1-b
Ⅰ-0-a
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-0
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅱ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅳ-5
Ⅲ-0-d
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅰ-0-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-b
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-4-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-1-b
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-d

Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c

Ⅰ-0-a
V-8
V-8

V-9

V-8
V-8
V-9

V

Ⅰ-3-a

C-7 D-6 D-6・7 D-7 D-7・8 D-7～9 D-8 D-9 D-10 D・E・F-1 D・E・F-1・2 D・E・F-2D-8・9
撹乱

完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

A-6層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

A-3層
完
形
殻
頂
破
片

A-5層
完
形
殻
頂
破
片

A-6層
完
形
殻
頂
破
片

A-7層
完
形
殻
頂
破
片

A-8層
完
形
殻
頂
破
片

A-9層
完
形

殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

A-3層
完
形
殻
頂
破
片

A-4層
完
形
殻
頂
破
片

A-5層
完
形
殻
頂
破
片

A-6層
完
形
殻
頂
破
片

A-7層
完
形
殻
頂
破
片

A-8層
完
形
殻
頂
破
片

A-9層
完
形
殻
頂
破
片

B-2層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

※（　）は有孔

15621

1

1

13143613219

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

20077631010356637126971910112002452386949522771419182122128015208803113270321392203202214746242221201007
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第 5節　出土遺物（集計表）
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第 85表　グリッド・層別貝類 ( 腹足類 ) 出土状況 2

No.

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101

網名 科名

種類

貝種名 生息地

出土地　グリッド
層序

クサズリガイ科
ユキノカサガイ科

ニシキウズガイ科

リュウテン科

アマオブネガイ科

オニノツノガイ科

ゴマフニナ科
ウミニナ科

トウガタカワニナ科

フトヘナタリ科

タマキビ科

ソデボラ科

トンボガイ科

スズメガイ科

ムカデガイ科

タカラガイ科

タマガイ科

ヤツシロガイ科

フジツガイ科

アッキガイ科

オニコブシガイ科
フトコロガイ科
ムシロガイ科

エゾバイ科

イトマキボラ科

イモガイ科

トウガタガイ科
カラマツガイ科
キセルガイ科
ヤマタニシ科
タニシ科

アフリカマイマイ科
カサマイマイ科
ナンバンマイマイ科

オナジマイマイ科

巻貝不明
ナガウニ科
ミョウガガイ科
ゼニイシ

ヒザラガイ類
リュウキュウウノアシ
ニシキウズ
ムラサキウズ
ギンタカハマ
サラサバテイ

オキナワイシダタミ
ヤコウガイ
ヤコウガイの蓋
チョウセンサザエ
チョウセンサザエの蓋
コシダカサザエ
カンギク
カンギクの蓋

イシダタミアマオブネ
マングローブアマガイ
マルアマオブネ
アマオブネガイ
オニノツノガイ
コオニノツノガイ
カヤノミカニモリ
イワカニモリ
クワノミカニモリ
ゴマフニナ

リュウキュウウミニナ
イボウミニナ
スグカワニナ
フトヘナタリ
ヘナタリ
カワアイ

マドモチウミニナ
イボタマキビ
オハグロガイ
ネジマガキ
マガキガイ
クモガイ
トンボガイ
アツキクスズメ
カワチドリ
スズメガイ
ヘビガイ類
ヤクシマダカラ
ヒメホシダカラ
ホシキヌタ
ナツメモドキ

ウスムラサキダカラ(リュウキュウダカラ)
コモンダカラ
ハナビラダカラ
キイロダカラ
ハナマルユキ
チドリダカラ
トミガイ
リスガイ
トラダマ

イワカワトキワガイ
シオボラ
ホラガイ

フジツガイ科不明
ガンゼキボラ
ウネレイシダマシ
ムラサキイガレイシ
ツノレイシ
シラクモガイ
コオニコブシ
フトコロガイ
カニノテムシロ
アツムシロ
ノシガイ

シマベッコウバイ
イトマキボラ

キイロツノマタモドキ
ナンヨウクロミナシ
アンボンクロザメ
マダライモ
サヤガタイモ

ジュズカケサヤガタイモ
サラサミナシモドキ

ヤキイモ
ヤナギシボリ
ハイイロミナシ
キヌカツギイモ
イボシマイモ
アジロイモ

イモガイ科不明
シイノミクチキレ
コウダカカラマツガイ
ツヤギセルガイ
オキナワヤマタニシ
マルタニシ

アフリカマイマイ
オオカサマイマイ
シュリマイマイ

オキナワヤマタカマイマイ
オキナワウスカワマイマイ
シュリケマイマイ
パンダナマイマイ

パイプウニ　棘
ナガウニ　棘
カメノテ

多板網

腹　
　
　
　
　

足　
　
　
　
　

網

ウニ網

甲殻網

合計

Ⅰ-1-a
Ⅰ-0-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-1-b
Ⅱ-1-b
Ⅰ-0-a
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-0
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅱ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅳ-5
Ⅲ-0-d
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅰ-0-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-b
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-4-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-1-b
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-d

Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c

Ⅰ-0-a
V-8
V-8

V-9

V-8
V-8
V-9

V

Ⅰ-3-a

E-2 E-7 E-8 E-9 E-10 E-11
土坑内
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

A-5層
完
形
殻
頂
破
片

A-6層
完
形
殻
頂
破
片

A-8層
完
形
殻
頂
破
片

A-9層
完
形
殻
頂
破
片

B-2層
完
形
殻
頂
破
片

B-16層
完
形
殻
頂
破
片

B-18b層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

A-3層
完
形
殻
頂
破
片

A-4層
完
形
殻
頂
破
片

A-5層
完
形
殻
頂
破
片

A-6層
完
形
殻
頂
破
片

A-7層
完
形
殻
頂
破
片

A-8層
完
形
殻
頂
破
片

A-9層
完
形
殻
頂
破
片

B-2層
完
形
殻
頂
破
片

石組裏込め
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

A-3層
完
形
殻
頂
破
片

A-5層
完
形
殻
頂
破
片

B-2層
完
形
殻
頂
破
片

3011638101106

E・F
造成層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

造成層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

105110101101030126983191121420420123192824173417242286111612803116266091941572501825273523202622114212157568062

1
1 1

2
1
4

1 1 1 2 3

6 1 17 2 2
2
1

4
2
1
1 7 (1)

7 6
1 9

121
55

53

1 1
1

11

2

1

1

1

3
1

5 1 1 1

1

11711
1

1

14

1

2

1

2

4
1

1

1

1 2 13

2 3 3 5
1 4 2

1

3 1
1

3

9
1

1 1

1

1

1

11

1 3

1

1

1

2 6
2

311

1
4
12

2

1

2

10
53 4224

3 178
12

1

5 5

2

1

1

1

2
1

1
1

1

6 1

17 3

(1)

11 2

10
2

1 1

21

1
1
1
1

4 3 55 20138
327

1

1

1
2

1 1 1

4

1

2

1

1

1

2

2
2

1

2 1

1

1
1

2
2
1

1

1 3 1

1

1

1 1

1

3

2 2 2 11

1

2
11 33 2 18
4 8 1

4 3
3

4

10
5
1

8 1 4 3
2 2 2

4
3
12

3

1 1

4 4 8

1 6

1

1

1

2

1

1

1

1

2

58
2
6

1
3
1

2
1

4 2

2
9 1 13

2

1 1 1

1

2 12
1 1

1
1 1

21

1

1 1

1

1

1

1 1 1

1

2
1

1

1

1

2

4

11 1

1

145

1 2 5 1
13

4

1

4 29

1
10
3
23

2153

11 1 1
2 9
10

1

1

1 2

1

1

1

1

1
1

1

1
1

1 1

11

1
1

2

8
8 3

41 455 67

1

2

1

2

5

第 3章　調査の方法と成果
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第 85表　グリッド・層別貝類 ( 腹足類 ) 出土状況 3

No.

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101

網名 科名

種類

貝種名 生息地

出土地　グリッド
層序

クサズリガイ科
ユキノカサガイ科

ニシキウズガイ科

リュウテン科

アマオブネガイ科

オニノツノガイ科

ゴマフニナ科
ウミニナ科

トウガタカワニナ科

フトヘナタリ科

タマキビ科

ソデボラ科

トンボガイ科

スズメガイ科

ムカデガイ科

タカラガイ科

タマガイ科

ヤツシロガイ科

フジツガイ科

アッキガイ科

オニコブシガイ科
フトコロガイ科
ムシロガイ科

エゾバイ科

イトマキボラ科

イモガイ科

トウガタガイ科
カラマツガイ科
キセルガイ科
ヤマタニシ科
タニシ科

アフリカマイマイ科
カサマイマイ科
ナンバンマイマイ科

オナジマイマイ科

巻貝不明
ナガウニ科
ミョウガガイ科
ゼニイシ

ヒザラガイ類
リュウキュウウノアシ
ニシキウズ
ムラサキウズ
ギンタカハマ
サラサバテイ

オキナワイシダタミ
ヤコウガイ
ヤコウガイの蓋
チョウセンサザエ
チョウセンサザエの蓋
コシダカサザエ
カンギク
カンギクの蓋

イシダタミアマオブネ
マングローブアマガイ
マルアマオブネ
アマオブネガイ
オニノツノガイ
コオニノツノガイ
カヤノミカニモリ
イワカニモリ
クワノミカニモリ
ゴマフニナ

リュウキュウウミニナ
イボウミニナ
スグカワニナ
フトヘナタリ
ヘナタリ
カワアイ

マドモチウミニナ
イボタマキビ
オハグロガイ
ネジマガキ
マガキガイ
クモガイ
トンボガイ
アツキクスズメ
カワチドリ
スズメガイ
ヘビガイ類
ヤクシマダカラ
ヒメホシダカラ
ホシキヌタ
ナツメモドキ

ウスムラサキダカラ(リュウキュウダカラ)
コモンダカラ
ハナビラダカラ
キイロダカラ
ハナマルユキ
チドリダカラ
トミガイ
リスガイ
トラダマ

イワカワトキワガイ
シオボラ
ホラガイ

フジツガイ科不明
ガンゼキボラ
ウネレイシダマシ
ムラサキイガレイシ
ツノレイシ
シラクモガイ
コオニコブシ
フトコロガイ
カニノテムシロ
アツムシロ
ノシガイ

シマベッコウバイ
イトマキボラ

キイロツノマタモドキ
ナンヨウクロミナシ
アンボンクロザメ
マダライモ
サヤガタイモ

ジュズカケサヤガタイモ
サラサミナシモドキ

ヤキイモ
ヤナギシボリ
ハイイロミナシ
キヌカツギイモ
イボシマイモ
アジロイモ

イモガイ科不明
シイノミクチキレ
コウダカカラマツガイ
ツヤギセルガイ
オキナワヤマタニシ
マルタニシ

アフリカマイマイ
オオカサマイマイ
シュリマイマイ

オキナワヤマタカマイマイ
オキナワウスカワマイマイ
シュリケマイマイ
パンダナマイマイ

パイプウニ　棘
ナガウニ　棘
カメノテ

多板網

腹　
　
　
　
　

足　
　
　
　
　

網

ウニ網

甲殻網

合計

Ⅰ-1-a
Ⅰ-0-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-1-b
Ⅱ-1-b
Ⅰ-0-a
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-0
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅱ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅳ-5
Ⅲ-0-d
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅰ-0-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-b
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-4-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-1-b
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-d

Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c

Ⅰ-0-a
V-8
V-8

V-9

V-8
V-8
V-9

V

Ⅰ-3-a

E・F-3～5 E・F-4～8 E・F-6～8 E・F-7・8 F-2 F-3 F-6 F-6･7 F-8 F-9 C～FF-7
撹乱

完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

裏込め内
完
形
殻
頂
破
片

遺構直上（黒）
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

C-5層
完
形
殻
頂
破
片

C-6層
完
形
殻
頂
破
片

造成層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

2層
完
形
殻
頂
破
片

B-2層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

栗石内
完
形
殻
頂
破
片

栗石内
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

B-2層
完
形
殻
頂
破
片

B-4層
完
形
殻
頂
破
片

B-15層
完
形
殻
頂
破
片

B-16層
完
形
殻
頂
破
片

B-18層
完
形

殻
頂
破
片

造成層 小計
完
形
殻
頂
破
片

完
形

殻
頂

破
片

※（　）は有孔

0
2
4
1
0
16
16

627
116
90
3

3684
652
1
1
26
12
1
0
9

658
17
6
73
4
3
1
3
1
1
1
32
0
55
0
0
2
3
3
0
1
1
1
2
2
1
10
1
9
2
0
1
1
1
0
0
0
0
9
1
3
5
3
7
3
1
1
84
0
1
2
0
5
3
1
1
1
1
1
2
0
0
0
0
12
40
256
1
0
1
28
2
14
4
41
0
0
0
0
0

6691 

0
0
0
0
0
15
0
39
70
32
0
1

182
0
0
0
0
0
3
0
1

195
56
0
30
9
0
2
0
2
2
0
2
0
57
2
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
12
1
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
9
0
0
0
2
0
1
0
4
0
0
0
0
0

740 

7
0
9
2
9
33
1

361
139
68
0
0
31
0
0
0
1
1
3
0
1
7
9
0
4
0
1
1
1
1
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
11
0
0
0
0
0
0
8
0
17
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
0
1
1
0
1
0
0
0
2
0
0
0
1
1
1
0
0
0
2
0
0
1
0
2
0
0
6
5
0
0
0
8
0
6
1
8
0
1
25
1
2

807 6539665841164124402245210020313285695880120016660012300042711010333132190206104420102501200

1
1

3 1 1
1

1

1
5 7

46
1
2

1
2

2

1

3

1
1

1
1

1

1

1

2 1 5 3

31 3
1 1

1

21

1

2

1 1

1 1

1 1 1 3

2 1 1 1

1

1 1 3

11
1

1

1
11

1

916

2
2

8

1
1

1

1

4
1

12 9
1
2

1

29

1

1
3

1

3

2

1

1

3

1

1

4
1
1

10
1

7

4 5

2

11

1

2
98
45

1 4 6

5 35
2 12
4 6

1
4

2

1

1

5

3 2

1

1 1

1

8

13

23 5 1

7

1

313

1

4

1

1

4
1 2

1

2

3
26 6

1

1

19 4 4 1

2

1

1
1

3 1
1

2

6 1
3

1
31 1

1
1

1

1112011
3

1

1
28

1

1

25
1
2

18

6
1

2

4

47 13 2 4 7
1 7

965
470

1 1

2 1

3

1 1

1

1

1

1

22 1

1

1

1

1 1

311

1

2

1

1 11

3

1
1

4 1 3
1

1

2 2

2

2

11
1 11

1 1

1

1

2

1 1

1 13

1

1
1

1

3

6

1

1

1

1

1
9

E・F-8
撹乱

完
形
殻
頂
破
片

100

1

1

1

1

1
1

1

（10）

（10）

第 5節　出土遺物（集計表）
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第 85表　グリッド・層別貝類 ( 腹足類 ) 出土状況 2

No.

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101

網名 科名

種類

貝種名 生息地

出土地　グリッド
層序

クサズリガイ科
ユキノカサガイ科

ニシキウズガイ科

リュウテン科

アマオブネガイ科

オニノツノガイ科

ゴマフニナ科
ウミニナ科

トウガタカワニナ科

フトヘナタリ科

タマキビ科

ソデボラ科

トンボガイ科

スズメガイ科

ムカデガイ科

タカラガイ科

タマガイ科

ヤツシロガイ科

フジツガイ科

アッキガイ科

オニコブシガイ科
フトコロガイ科
ムシロガイ科

エゾバイ科

イトマキボラ科

イモガイ科

トウガタガイ科
カラマツガイ科
キセルガイ科
ヤマタニシ科
タニシ科

アフリカマイマイ科
カサマイマイ科
ナンバンマイマイ科

オナジマイマイ科

巻貝不明
ナガウニ科
ミョウガガイ科
ゼニイシ

ヒザラガイ類
リュウキュウウノアシ
ニシキウズ
ムラサキウズ
ギンタカハマ
サラサバテイ

オキナワイシダタミ
ヤコウガイ
ヤコウガイの蓋
チョウセンサザエ
チョウセンサザエの蓋
コシダカサザエ
カンギク
カンギクの蓋

イシダタミアマオブネ
マングローブアマガイ
マルアマオブネ
アマオブネガイ
オニノツノガイ
コオニノツノガイ
カヤノミカニモリ
イワカニモリ
クワノミカニモリ
ゴマフニナ

リュウキュウウミニナ
イボウミニナ
スグカワニナ
フトヘナタリ
ヘナタリ
カワアイ

マドモチウミニナ
イボタマキビ
オハグロガイ
ネジマガキ
マガキガイ
クモガイ
トンボガイ
アツキクスズメ
カワチドリ
スズメガイ
ヘビガイ類
ヤクシマダカラ
ヒメホシダカラ
ホシキヌタ
ナツメモドキ

ウスムラサキダカラ(リュウキュウダカラ)
コモンダカラ
ハナビラダカラ
キイロダカラ
ハナマルユキ
チドリダカラ
トミガイ
リスガイ
トラダマ

イワカワトキワガイ
シオボラ
ホラガイ

フジツガイ科不明
ガンゼキボラ
ウネレイシダマシ
ムラサキイガレイシ
ツノレイシ
シラクモガイ
コオニコブシ
フトコロガイ
カニノテムシロ
アツムシロ
ノシガイ

シマベッコウバイ
イトマキボラ

キイロツノマタモドキ
ナンヨウクロミナシ
アンボンクロザメ
マダライモ
サヤガタイモ

ジュズカケサヤガタイモ
サラサミナシモドキ

ヤキイモ
ヤナギシボリ
ハイイロミナシ
キヌカツギイモ
イボシマイモ
アジロイモ

イモガイ科不明
シイノミクチキレ
コウダカカラマツガイ
ツヤギセルガイ
オキナワヤマタニシ
マルタニシ

アフリカマイマイ
オオカサマイマイ
シュリマイマイ

オキナワヤマタカマイマイ
オキナワウスカワマイマイ
シュリケマイマイ
パンダナマイマイ

パイプウニ　棘
ナガウニ　棘
カメノテ

多板網

腹　
　
　
　
　

足　
　
　
　
　

網

ウニ網

甲殻網

合計

Ⅰ-1-a
Ⅰ-0-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-1-b
Ⅱ-1-b
Ⅰ-0-a
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-0
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅱ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅳ-5
Ⅲ-0-d
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅰ-0-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-b
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-4-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-1-b
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-d

Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c

Ⅰ-0-a
V-8
V-8

V-9

V-8
V-8
V-9

V

Ⅰ-3-a

E-2 E-7 E-8 E-9 E-10 E-11
土坑内
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

A-5層
完
形
殻
頂
破
片

A-6層
完
形
殻
頂
破
片

A-8層
完
形
殻
頂
破
片

A-9層
完
形
殻
頂
破
片

B-2層
完
形
殻
頂
破
片

B-16層
完
形
殻
頂
破
片

B-18b層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

A-3層
完
形
殻
頂
破
片

A-4層
完
形
殻
頂
破
片

A-5層
完
形
殻
頂
破
片

A-6層
完
形
殻
頂
破
片

A-7層
完
形
殻
頂
破
片

A-8層
完
形
殻
頂
破
片

A-9層
完
形
殻
頂
破
片

B-2層
完
形
殻
頂
破
片

石組裏込め
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

A-3層
完
形
殻
頂
破
片

A-5層
完
形
殻
頂
破
片

B-2層
完
形
殻
頂
破
片

3011638101106

E・F
造成層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

造成層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

105110101101030126983191121420420123192824173417242286111612803116266091941572501825273523202622114212157568062

1
1 1

2
1
4

1 1 1 2 3

6 1 17 2 2
2
1

4
2
1
1 7 (1)

7 6
1 9

121
55

53

1 1
1

11

2

1

1

1

3
1

5 1 1 1

1

11711
1

1

14

1

2

1

2

4
1

1

1

1 2 13

2 3 3 5
1 4 2

1

3 1
1

3

9
1

1 1

1

1

1

11

1 3

1

1

1

2 6
2

311

1
4
12

2

1

2

10
53 4224

3 178
12

1

5 5

2

1

1

1

2
1

1
1

1

6 1

17 3

(1)

11 2

10
2

1 1

21

1
1
1
1

4 3 55 20138
327

1

1

1
2

1 1 1

4

1

2

1

1

1

2

2
2

1

2 1

1

1
1

2
2
1

1

1 3 1

1

1

1 1

1

3

2 2 2 11

1

2
11 33 2 18
4 8 1

4 3
3

4

10
5
1

8 1 4 3
2 2 2

4
3
12

3

1 1

4 4 8

1 6

1

1

1

2

1

1

1

1

2

58
2
6

1
3
1

2
1

4 2

2
9 1 13

2

1 1 1

1

2 12
1 1

1
1 1

21

1

1 1

1

1

1

1 1 1

1

2
1

1

1

1

2

4

11 1

1

145

1 2 5 1
13

4

1

4 29

1
10
3
23

2153

11 1 1
2 9
10

1

1

1 2

1

1

1

1

1
1

1

1
1

1 1

11

1
1

2

8
8 3

41 455 67

1

2

1

2

5

第 3章　調査の方法と成果
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第 85表　グリッド・層別貝類 ( 腹足類 ) 出土状況 3

No.

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101

網名 科名

種類

貝種名 生息地

出土地　グリッド
層序

クサズリガイ科
ユキノカサガイ科

ニシキウズガイ科

リュウテン科

アマオブネガイ科

オニノツノガイ科

ゴマフニナ科
ウミニナ科

トウガタカワニナ科

フトヘナタリ科

タマキビ科

ソデボラ科

トンボガイ科

スズメガイ科

ムカデガイ科

タカラガイ科

タマガイ科

ヤツシロガイ科

フジツガイ科

アッキガイ科

オニコブシガイ科
フトコロガイ科
ムシロガイ科

エゾバイ科

イトマキボラ科

イモガイ科

トウガタガイ科
カラマツガイ科
キセルガイ科
ヤマタニシ科
タニシ科

アフリカマイマイ科
カサマイマイ科
ナンバンマイマイ科

オナジマイマイ科

巻貝不明
ナガウニ科
ミョウガガイ科
ゼニイシ

ヒザラガイ類
リュウキュウウノアシ
ニシキウズ
ムラサキウズ
ギンタカハマ
サラサバテイ

オキナワイシダタミ
ヤコウガイ
ヤコウガイの蓋
チョウセンサザエ
チョウセンサザエの蓋
コシダカサザエ
カンギク
カンギクの蓋

イシダタミアマオブネ
マングローブアマガイ
マルアマオブネ
アマオブネガイ
オニノツノガイ
コオニノツノガイ
カヤノミカニモリ
イワカニモリ
クワノミカニモリ
ゴマフニナ

リュウキュウウミニナ
イボウミニナ
スグカワニナ
フトヘナタリ
ヘナタリ
カワアイ

マドモチウミニナ
イボタマキビ
オハグロガイ
ネジマガキ
マガキガイ
クモガイ
トンボガイ
アツキクスズメ
カワチドリ
スズメガイ
ヘビガイ類
ヤクシマダカラ
ヒメホシダカラ
ホシキヌタ
ナツメモドキ

ウスムラサキダカラ(リュウキュウダカラ)
コモンダカラ
ハナビラダカラ
キイロダカラ
ハナマルユキ
チドリダカラ
トミガイ
リスガイ
トラダマ

イワカワトキワガイ
シオボラ
ホラガイ

フジツガイ科不明
ガンゼキボラ
ウネレイシダマシ
ムラサキイガレイシ
ツノレイシ
シラクモガイ
コオニコブシ
フトコロガイ
カニノテムシロ
アツムシロ
ノシガイ

シマベッコウバイ
イトマキボラ

キイロツノマタモドキ
ナンヨウクロミナシ
アンボンクロザメ
マダライモ
サヤガタイモ

ジュズカケサヤガタイモ
サラサミナシモドキ

ヤキイモ
ヤナギシボリ
ハイイロミナシ
キヌカツギイモ
イボシマイモ
アジロイモ

イモガイ科不明
シイノミクチキレ
コウダカカラマツガイ
ツヤギセルガイ
オキナワヤマタニシ
マルタニシ

アフリカマイマイ
オオカサマイマイ
シュリマイマイ

オキナワヤマタカマイマイ
オキナワウスカワマイマイ
シュリケマイマイ
パンダナマイマイ

パイプウニ　棘
ナガウニ　棘
カメノテ

多板網

腹　
　
　
　
　

足　
　
　
　
　

網

ウニ網

甲殻網

合計

Ⅰ-1-a
Ⅰ-0-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-1-b
Ⅱ-1-b
Ⅰ-0-a
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-0
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅱ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅳ-5
Ⅲ-0-d
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅰ-0-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-b
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-4-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-1-b
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-d

Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c

Ⅰ-0-a
V-8
V-8

V-9

V-8
V-8
V-9

V

Ⅰ-3-a

E・F-3～5 E・F-4～8 E・F-6～8 E・F-7・8 F-2 F-3 F-6 F-6･7 F-8 F-9 C～FF-7
撹乱

完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

裏込め内
完
形
殻
頂
破
片

遺構直上（黒）
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

C-5層
完
形
殻
頂
破
片

C-6層
完
形
殻
頂
破
片

造成層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

2層
完
形
殻
頂
破
片

B-2層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

栗石内
完
形
殻
頂
破
片

栗石内
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

B-2層
完
形
殻
頂
破
片

B-4層
完
形
殻
頂
破
片

B-15層
完
形
殻
頂
破
片

B-16層
完
形
殻
頂
破
片

B-18層
完
形

殻
頂
破
片

造成層 小計
完
形
殻
頂
破
片

完
形

殻
頂

破
片

※（　）は有孔

0
2
4
1
0
16
16

627
116
90
3

3684
652
1
1
26
12
1
0
9

658
17
6
73
4
3
1
3
1
1
1
32
0
55
0
0
2
3
3
0
1
1
1
2
2
1
10
1
9
2
0
1
1
1
0
0
0
0
9
1
3
5
3
7
3
1
1
84
0
1
2
0
5
3
1
1
1
1
1
2
0
0
0
0
12
40
256
1
0
1
28
2
14
4
41
0
0
0
0
0

6691 

0
0
0
0
0
15
0
39
70
32
0
1

182
0
0
0
0
0
3
0
1

195
56
0
30
9
0
2
0
2
2
0
2
0
57
2
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
12
1
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
9
0
0
0
2
0
1
0
4
0
0
0
0
0

740 

7
0
9
2
9
33
1

361
139
68
0
0
31
0
0
0
1
1
3
0
1
7
9
0
4
0
1
1
1
1
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
11
0
0
0
0
0
0
8
0
17
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
0
1
1
0
1
0
0
0
2
0
0
0
1
1
1
0
0
0
2
0
0
1
0
2
0
0
6
5
0
0
0
8
0
6
1
8
0
1
25
1
2

807 6539665841164124402245210020313285695880120016660012300042711010333132190206104420102501200

1
1

3 1 1
1

1

1
5 7

46
1
2

1
2

2

1

3

1
1

1
1

1

1

1

2 1 5 3

31 3
1 1

1

21

1

2

1 1

1 1

1 1 1 3

2 1 1 1

1

1 1 3

11
1

1

1
11

1

916

2
2

8

1
1

1

1

4
1

12 9
1
2

1

29

1

1
3

1

3

2

1

1

3

1

1

4
1
1

10
1

7

4 5

2

11

1

2
98
45

1 4 6

5 35
2 12
4 6

1
4

2

1

1

5

3 2

1

1 1

1

8

13

23 5 1

7

1

313

1

4

1

1

4
1 2

1

2

3
26 6

1

1

19 4 4 1

2

1

1
1

3 1
1

2

6 1
3

1
31 1

1
1

1

1112011
3

1

1
28

1

1

25
1
2

18

6
1

2

4

47 13 2 4 7
1 7

965
470

1 1

2 1

3

1 1

1

1

1

1

22 1

1

1

1

1 1

311

1

2

1

1 11

3

1
1

4 1 3
1

1

2 2

2

2

11
1 11

1 1

1

1

2

1 1

1 13

1

1
1

1

3

6

1

1

1

1

1
9

E・F-8
撹乱

完
形
殻
頂
破
片

100

1

1

1

1

1
1

1

（10）

（10）

第 5節　出土遺物（集計表）
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第 85表　グリッド・層別貝類 ( 腹足類 ) 出土状況４

第 3章　調査の方法と成果

No.

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101

網名 科名

種類

貝種名 生息地

出土地　グリッド
層序

クサズリガイ科
ユキノカサガイ科

ニシキウズガイ科

リュウテン科

アマオブネガイ科

オニノツノガイ科

ゴマフニナ科
ウミニナ科

トウガタカワニナ科

フトヘナタリ科

タマキビ科

ソデボラ科

トンボガイ科

スズメガイ科

ムカデガイ科

タカラガイ科

タマガイ科

ヤツシロガイ科

フジツガイ科

アッキガイ科

オニコブシガイ科
フトコロガイ科
ムシロガイ科

エゾバイ科

イトマキボラ科

イモガイ科

トウガタガイ科
カラマツガイ科
キセルガイ科
ヤマタニシ科
タニシ科

アフリカマイマイ科
カサマイマイ科
ナンバンマイマイ科

オナジマイマイ科

巻貝不明
ナガウニ科
ミョウガガイ科
ゼニイシ

ヒザラガイ類
リュウキュウウノアシ
ニシキウズ
ムラサキウズ
ギンタカハマ
サラサバテイ

オキナワイシダタミ
ヤコウガイ
ヤコウガイの蓋
チョウセンサザエ
チョウセンサザエの蓋
コシダカサザエ
カンギク
カンギクの蓋

イシダタミアマオブネ
マングローブアマガイ
マルアマオブネ
アマオブネガイ
オニノツノガイ
コオニノツノガイ
カヤノミカニモリ
イワカニモリ
クワノミカニモリ
ゴマフニナ

リュウキュウウミニナ
イボウミニナ
スグカワニナ
フトヘナタリ
ヘナタリ
カワアイ

マドモチウミニナ
イボタマキビ
オハグロガイ
ネジマガキ
マガキガイ
クモガイ
トンボガイ
アツキクスズメ
カワチドリ
スズメガイ
ヘビガイ類
ヤクシマダカラ
ヒメホシダカラ
ホシキヌタ
ナツメモドキ

ウスムラサキダカラ(リュウキュウダカラ)
コモンダカラ
ハナビラダカラ
キイロダカラ
ハナマルユキ
チドリダカラ
トミガイ
リスガイ
トラダマ

イワカワトキワガイ
シオボラ
ホラガイ

フジツガイ科不明
ガンゼキボラ
ウネレイシダマシ
ムラサキイガレイシ
ツノレイシ
シラクモガイ
コオニコブシ
フトコロガイ
カニノテムシロ
アツムシロ
ノシガイ

シマベッコウバイ
イトマキボラ

キイロツノマタモドキ
ナンヨウクロミナシ
アンボンクロザメ
マダライモ
サヤガタイモ

ジュズカケサヤガタイモ
サラサミナシモドキ

ヤキイモ
ヤナギシボリ
ハイイロミナシ
キヌカツギイモ
イボシマイモ
アジロイモ

イモガイ科不明
シイノミクチキレ
コウダカカラマツガイ
ツヤギセルガイ
オキナワヤマタニシ
マルタニシ

アフリカマイマイ
オオカサマイマイ
シュリマイマイ

オキナワヤマタカマイマイ
オキナワウスカワマイマイ
シュリケマイマイ
パンダナマイマイ

パイプウニ　棘
ナガウニ　棘
カメノテ

多板網

腹　
　
　
　
　

足　
　
　
　
　

網

ウニ網

甲殻網

合計

Ⅰ-1-a
Ⅰ-0-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-1-b
Ⅱ-1-b
Ⅰ-0-a
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-0
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅱ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅳ-5
Ⅲ-0-d
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅰ-0-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-b
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-4-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-1-b
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-d

Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c

Ⅰ-0-a
V-8
V-8

V-9

V-8
V-8
V-9

V

Ⅰ-3-a

F-9 F-10 F-10･11 F-11 G-1 G-2 G-3 G-11 F～撹乱F･G-1 F･G-2
撹乱

完
形
殻
頂
破
片

B-2層
完
形
殻
頂
破
片

B-3層
完
形
殻
頂
破
片

B-5層
完
形
殻
頂
破
片

B-7層
完
形
殻
頂
破
片

B-9層
完
形
殻
頂
破
片

B-12層
完
形
殻
頂
破
片

B-13層
完
形
殻
頂
破
片

造成層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

造成層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

造成層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

裏込め
完
形
殻
頂
破
片

遺構直上
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

遺構直上
完
形
殻
頂
破
片

遺構直上
完
形
殻
頂
破
片

C-2層
完
形
殻
頂
破
片

C-3層
完
形
殻
頂
破
片

C-9層
完
形
殻
頂
破
片

D-5層
完
形
殻
頂
破
片

造成層
完
形
殻
頂
破
片

造成層 小計
完
形
殻
頂
破
片
完
形

殻
頂

破
片

完
形

殻
頂

破
片

撹乱

※（　）は有孔

0
0
11
2
0
5
1
1
52
31
32
1

243
30
0
0
1
3
0
0
0
61
12
0
4
2
0
1
0
0
1
0
14
1
38
0
1
2
2
0
0
0
0
0
0
0
3
5
0
7
0
1
0
0
0
1
0
0
1
1
0
3
2
0
1
0
0
0
24
2
0
0
0
4
1
0
1
2
0
1
0
2
1
0
1
1
12
40
1
2
0
1
0
1
0
1
0
0
0
0
0

675 

1

20

209
34
29

1

2

1

1
35
20
23
1
49
1

11

8
23
28

0
0
0
0
0
16
0
13
32
47
0
0
13
0
0
0
0
0
4
1
0
53
11
0
7
9
0
0
0
4
2
0
0
1
42
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
3
0
5
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
2
0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
0

273 

0
0
3
0
0
34
0

362
49
54
0
0
2
0
0
0
0
0
1
0
0
2
0
0
0
1
0
1
0
0
0
0
1
0
5
2
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
7
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
1
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
1
1
2
0
0
2
3
0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
0

54710123192920124397031822300111221233601010000151413631195331254846138700730102102232341018625

1

1

1

1

1

1

6 2 2

1

113
1

10 1 2 5
1 1 1

1
1

1

1

2

1
2

5

1

1

18
33

3

1

1 1

1

7
3 1

1

1

1131

1

1

3
2 2 1

3

1

1

7

2

13
2

1
3 3

23
4

1 1 1

112 5

7
1 3（1）

3
18

78
5
145

7

5 377

2 1
1

1
1 1

2

5 1 1

1

2

111

5

7

1

1
1

1

1

1 1 2

1

1 1

1

1

2

1

1

1

1 1

1

1
1

11 1 1 1 1

2

2

22

1

1

1

11

26

2 2

11
1

1 1
5 1 1

1
1

1 2
12
1

1

1

1

5

9

1

（1）

（1）

12

5

2

1
1

7

2

6

2(1)1

1 1

1

1

1 2

2 1

3

3 7
2
1

1

1 1

21 115
111
31

2

1

22

32

2 21 20

1

1

2

1

1

1

2

2
1

4 4 2

1 1

1

3

1
1

1
1

211

1

9
1

1

42 3

1

2

1

22
711

11
4

2

1

1

1
1

2
1

12

1
2

26

1

1

1

5

1

1

1

7
2

2

2

2

1

1

1
11

1

5

2

1

1

1

1

4 3

25

5

245 131 307 （1） （1）
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第 86表　グリッド・層別貝類（二枚貝類等）出土状況 1

第 86 表　グリッド・層別貝類（二枚貝類等）出土状況 2
2 3 0 0 0 1 1 1 0 0 0 3 0 0 0 2 1 0 3 0 2 0 1 2 0 1 1 1 1 1 0 2 0 3 1 1 0 1 0 1 7 9 2 2 414 5 6 5 1 2 2 1 2 3 28 17 3 10 193543 12 828 1 0 0 0 0 1 0 1 0 010 8 2 2 7 5

1 2

4 1 0 2 8 9 1 2 6 4 4 0 0 2 910 0 1 1 4 2 0 0 0 6 4 0 1 4 2 0 0 0 0 0

0
0
0
1
0
0
0
1
0
1
0
2
0
0
93
0
0
1
0
0
0
2
0
0
0
1
0
0
0
13
1
1
3
1
2
1
4

241
5
0
0
2
0
0
3
41
1
12
0
0
0

433

0
3
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
88
0
0
0
0
2
1
2
0
0
0
0
0
0
1
12
0
1
1
0
9
1
5

194
10
1
0
0
3
0
2
37
1
13
1
0
0

389

0
0
0
0
0
0
0
7
0
1
0
2
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
3
0
0
0
2
0
0
1
1
4
0
3
54
0
0
0
0
0
1
0
14
0
3
0
1
0

101

1
0
0
0
0
0
0
3
0
1
0
1
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
1
0
1
6
0
2
58
1
0
0
0
0
0
0
26
0
3
0
0
0

112

0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
2
1
0
1
3
0
0
0
0
0
1
1
0
0
1
42
0
1
0
0
0
1
0
1
19
0
2
43
0
0
0
0
0
2
2
53
0
8
0
0
0

186

1 3

1

1 3 0 1 1 0 2 0 0 0 0 1

1

1

1 2

21111

111114

1

53
1

1 1

36511624
11

20
4

21

11

13

1
11

1211

3

21
1

1

3

1
1

1
2214523

1
6
1

2

14 21 311 310

1
1

31

1

1
1

112 10

1

1

1

1
1

1

1

141119144410

1111

12961

1

1221

11

1

1

1

1

1

1 1 1

1

1

1

1 111
1

11

1

1

2 5 51021 4 4421111 11

1

1 1 2 1 1

1

1 1
1

51

1
1

1

9

11

1

111

1 1 1 1 1

1

1

1 2

1

46111 1

1
1

出土地　　　　グリッド
層序種類

二
枚
貝
網

フネガイ科

タマキガイ科
イガイ科

ウグイスガイ科
マクガイ科
イタヤガイ科
ウミギク科
イタボガキ科
ツキガイ科
トマヤガイ科

キクザルガイ科

ザルガイ科

シャコガイ科

バカガイ科
チドリマスオ科
ニッコウガイ科
シオサザナミ科

シジミ科

マルスダレガイ科

ニオガイ科
二枚貝印象化石

フネガイ
エガイ

カリガネエガイ
リュウキュウザルボウ

ハイガイ
ソメワケグリ

リュウキュウヒバリガイ
ミドリアオリ

カイシアオリの一種
キンチャクガイの一種(化石)

イタヤガイ
メンガイの一種
シマガキ
ニセマガキ
ウラキツキガイ
クロフトマヤガイ
ケイトウガイ
シロザル
シラガザル

キクザル科不明
リュウキュウザル
カワラガイ
ハートガイ
シャゴウガイ
ヒメシャコガイ
ヒレシャコガイ
ナガジャコ

シャコガイ科不明
リュウキュウバカガイ
イソハマグリ
ナミノコマスオ

リュウキュウシラトリ
マスオガイ

リュウキュウマスオ
シレナシジミ
ヤマトシジミ？
ヌノメガイ

アラスジケマンガイ
ホソスジイナミガイ
ユウカゲハマグリ
マルオミナエシ
オイノカガミ
イオウハマグリ
リュウキュウアサリ
スダレハマグリ
ハマグリ類似種　
トュドュマリハマグリ
ダテオキシジミ
アツシラオ
ニオガイ

合計

網名 科名 貝種名 生息地

Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅱ-2-c

Ⅱ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a

Ⅰ-1-c
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅱ-1-b
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-3-a

Ⅱ-2-c
Ⅱ-2-c

Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a

Ⅱ-2-c
Ⅰ-1-c
Ⅰ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅲ-0-c

Ⅱ-2-c
Ⅲ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅰ-2-a
Ⅲ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅱ-2-c
Ⅱ-1-c
Ⅲ-1-c

Ⅰ-ｃ

C-7
撹乱

D-6・7
撹乱

D-7
撹乱

D-7・8
撹乱

D-7～9
撹乱

D-8
撹乱

D-8・9
A-6層 A-3層 A-6層

D-9
A-7層 A-8層 A-9層 撹乱 A-4層 A-5層 A-6層

D-10
A-7層 A-9層 B-2層 撹乱

D・E・F-1
撹乱

D・E・F-1・2
撹乱

D・E・F-2
撹乱

E-2
撹乱

E-8
撹乱

E-9
A-3層

完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
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3211718
34

1 1

189

1

2

1 37

13

1
2 3 1

1
23

1 1

1 1 4 2 1

1 6

1

1 1

8

1 1

1

1

1

1

1 3 4 1

2 2382 1

1

10 2 8 10

1

2

1

37432132 1 2

21

21
1
16

2

7

11
1
1

1

3 1 1
1

1

11 5 3

1 1

1 1
1

1 1 1 2

1

1

1
2 4

3

1

1

3 2

1

20 13 8 8 2 1
1

1 3 3 3 3

3 2 2

1

11

2 31112 8 810 104

21
1 1

1

1 1

1 3 12
1

1 1
2 5 4 1 1 1

1

1

2

1 2 2 2 1 1 1

1

1 1

1
1

27 6

1

1

23

1
1

1 1

1 1 1

35 31 36 31

1

1

2

1 1
1

2 1 2 1
1
1

1 1

1

1

11

12

1
1

1 1 1 1 1
1

1

1

出土地　　　　グリッド
層序種類

二
枚
貝
網

フネガイ科

タマキガイ科
イガイ科

ウグイスガイ科
マクガイ科
イタヤガイ科
ウミギク科
イタボガキ科
ツキガイ科
トマヤガイ科

キクザルガイ科

ザルガイ科

シャコガイ科

バカガイ科
チドリマスオ科
ニッコウガイ科
シオサザナミ科

シジミ科

マルスダレガイ科

ニオガイ科
二枚貝印象化石

フネガイ
エガイ

カリガネエガイ
リュウキュウザルボウ

ハイガイ
ソメワケグリ

リュウキュウヒバリガイ
ミドリアオリ

カイシアオリの一種
キンチャクガイの一種(化石)

イタヤガイ
メンガイの一種
シマガキ
ニセマガキ
ウラキツキガイ
クロフトマヤガイ
ケイトウガイ
シロザル
シラガザル

キクザル科不明
リュウキュウザル
カワラガイ
ハートガイ
シャゴウガイ
ヒメシャコガイ
ヒレシャコガイ
ナガジャコ

シャコガイ科不明
リュウキュウバカガイ
イソハマグリ
ナミノコマスオ

リュウキュウシラトリ
マスオガイ

リュウキュウマスオ
シレナシジミ
ヤマトシジミ？
ヌノメガイ

アラスジケマンガイ
ホソスジイナミガイ
ユウカゲハマグリ
マルオミナエシ
オイノカガミ
イオウハマグリ
リュウキュウアサリ
スダレハマグリ
ハマグリ類似種　
トュドュマリハマグリ
ダテオキシジミ
アツシラオ
ニオガイ

合計

網名 科名 貝種名 生息地

Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅱ-2-c

Ⅱ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a

Ⅰ-1-c
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅱ-1-b
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-3-a

Ⅱ-2-c
Ⅱ-2-c

Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a

Ⅱ-2-c
Ⅰ-1-c
Ⅰ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅲ-0-c

Ⅱ-2-c
Ⅲ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅰ-2-a
Ⅲ-1-c
Ⅱ-1-c
Ⅱ-2-c
Ⅱ-1-c
Ⅲ-1-c

Ⅰ-ｃ

A-5層 A-6層 A-8層 A-9層
E-9 E-10 E-11

B-2層 B-16層 B-18b層 撹乱 A-3層 A-4層 A-5層 A-6層 A-8層 A-9層 B-2層 撹乱 A-5層 B-2層 造成層 撹乱
E・F
撹乱

E・F-3～5
撹乱

E・F-4～8
撹乱 小計

C～E・F

完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片
完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R
破
片

完
形
L

完
形
R

殻
頂
L

殻
頂
R

破
片

No.

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51

No.

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51

第 5節　出土遺物（集計表）
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第 85表　グリッド・層別貝類 ( 腹足類 ) 出土状況４

第 3章　調査の方法と成果

No.

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101

網名 科名

種類

貝種名 生息地

出土地　グリッド
層序

クサズリガイ科
ユキノカサガイ科

ニシキウズガイ科

リュウテン科

アマオブネガイ科

オニノツノガイ科

ゴマフニナ科
ウミニナ科

トウガタカワニナ科

フトヘナタリ科

タマキビ科

ソデボラ科

トンボガイ科

スズメガイ科

ムカデガイ科

タカラガイ科

タマガイ科

ヤツシロガイ科

フジツガイ科

アッキガイ科

オニコブシガイ科
フトコロガイ科
ムシロガイ科

エゾバイ科

イトマキボラ科

イモガイ科

トウガタガイ科
カラマツガイ科
キセルガイ科
ヤマタニシ科
タニシ科

アフリカマイマイ科
カサマイマイ科
ナンバンマイマイ科

オナジマイマイ科

巻貝不明
ナガウニ科
ミョウガガイ科
ゼニイシ

ヒザラガイ類
リュウキュウウノアシ
ニシキウズ
ムラサキウズ
ギンタカハマ
サラサバテイ

オキナワイシダタミ
ヤコウガイ
ヤコウガイの蓋
チョウセンサザエ
チョウセンサザエの蓋
コシダカサザエ
カンギク
カンギクの蓋

イシダタミアマオブネ
マングローブアマガイ
マルアマオブネ
アマオブネガイ
オニノツノガイ
コオニノツノガイ
カヤノミカニモリ
イワカニモリ
クワノミカニモリ
ゴマフニナ

リュウキュウウミニナ
イボウミニナ
スグカワニナ
フトヘナタリ
ヘナタリ
カワアイ

マドモチウミニナ
イボタマキビ
オハグロガイ
ネジマガキ
マガキガイ
クモガイ
トンボガイ
アツキクスズメ
カワチドリ
スズメガイ
ヘビガイ類
ヤクシマダカラ
ヒメホシダカラ
ホシキヌタ
ナツメモドキ

ウスムラサキダカラ(リュウキュウダカラ)
コモンダカラ
ハナビラダカラ
キイロダカラ
ハナマルユキ
チドリダカラ
トミガイ
リスガイ
トラダマ

イワカワトキワガイ
シオボラ
ホラガイ

フジツガイ科不明
ガンゼキボラ
ウネレイシダマシ
ムラサキイガレイシ
ツノレイシ
シラクモガイ
コオニコブシ
フトコロガイ
カニノテムシロ
アツムシロ
ノシガイ

シマベッコウバイ
イトマキボラ

キイロツノマタモドキ
ナンヨウクロミナシ
アンボンクロザメ
マダライモ
サヤガタイモ

ジュズカケサヤガタイモ
サラサミナシモドキ

ヤキイモ
ヤナギシボリ
ハイイロミナシ
キヌカツギイモ
イボシマイモ
アジロイモ

イモガイ科不明
シイノミクチキレ
コウダカカラマツガイ
ツヤギセルガイ
オキナワヤマタニシ
マルタニシ

アフリカマイマイ
オオカサマイマイ
シュリマイマイ

オキナワヤマタカマイマイ
オキナワウスカワマイマイ
シュリケマイマイ
パンダナマイマイ

パイプウニ　棘
ナガウニ　棘
カメノテ

多板網

腹　
　
　
　
　

足　
　
　
　
　

網

ウニ網

甲殻網

合計

Ⅰ-1-a
Ⅰ-0-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-4-a
Ⅰ-4-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-1-b
Ⅱ-1-b
Ⅰ-0-a
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-0
Ⅱ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅰ-1-b
Ⅱ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅳ-5
Ⅲ-0-d
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅲ-1-c
Ⅰ-0-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-b
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-2-a
Ⅰ-4-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-1-b
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-d

Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅱ-1-b
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c
Ⅰ-2-c
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-1-a
Ⅰ-2-a

Ⅰ-2-a
Ⅰ-3-a
Ⅰ-2-a
Ⅰ-2-a
Ⅱ-2-c

Ⅰ-0-a
V-8
V-8

V-9

V-8
V-8
V-9

V

Ⅰ-3-a

F-9 F-10 F-10･11 F-11 G-1 G-2 G-3 G-11 F～撹乱F･G-1 F･G-2
撹乱

完
形
殻
頂
破
片

B-2層
完
形
殻
頂
破
片

B-3層
完
形
殻
頂
破
片

B-5層
完
形
殻
頂
破
片

B-7層
完
形
殻
頂
破
片

B-9層
完
形
殻
頂
破
片

B-12層
完
形
殻
頂
破
片

B-13層
完
形
殻
頂
破
片

造成層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

造成層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

造成層
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

裏込め
完
形
殻
頂
破
片

遺構直上
完
形
殻
頂
破
片

撹乱
完
形
殻
頂
破
片

遺構直上
完
形
殻
頂
破
片

遺構直上
完
形
殻
頂
破
片

C-2層
完
形
殻
頂
破
片

C-3層
完
形
殻
頂
破
片

C-9層
完
形
殻
頂
破
片

D-5層
完
形
殻
頂
破
片

造成層
完
形
殻
頂
破
片

造成層 小計
完
形
殻
頂
破
片
完
形

殻
頂

破
片

完
形

殻
頂

破
片

撹乱

※（　）は有孔

0
0
11
2
0
5
1
1
52
31
32
1

243
30
0
0
1
3
0
0
0
61
12
0
4
2
0
1
0
0
1
0
14
1
38
0
1
2
2
0
0
0
0
0
0
0
3
5
0
7
0
1
0
0
0
1
0
0
1
1
0
3
2
0
1
0
0
0
24
2
0
0
0
4
1
0
1
2
0
1
0
2
1
0
1
1
12
40
1
2
0
1
0
1
0
1
0
0
0
0
0

675 

1

20

209
34
29

1

2

1

1
35
20
23
1
49
1

11

8
23
28

0
0
0
0
0
16
0
13
32
47
0
0
13
0
0
0
0
0
4
1
0
53
11
0
7
9
0
0
0
4
2
0
0
1
42
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
3
0
5
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
2
0
0
0
0
0
1
0
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第 86表　グリッド・層別貝類（二枚貝類等）出土状況 1
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出土地　　　　グリッド
層序種類

二
枚
貝
網

フネガイ科

タマキガイ科
イガイ科

ウグイスガイ科
マクガイ科
イタヤガイ科
ウミギク科
イタボガキ科
ツキガイ科
トマヤガイ科

キクザルガイ科

ザルガイ科

シャコガイ科

バカガイ科
チドリマスオ科
ニッコウガイ科
シオサザナミ科

シジミ科

マルスダレガイ科

ニオガイ科
二枚貝印象化石

フネガイ
エガイ

カリガネエガイ
リュウキュウザルボウ

ハイガイ
ソメワケグリ

リュウキュウヒバリガイ
ミドリアオリ

カイシアオリの一種
キンチャクガイの一種(化石)

イタヤガイ
メンガイの一種
シマガキ
ニセマガキ
ウラキツキガイ
クロフトマヤガイ
ケイトウガイ
シロザル
シラガザル

キクザル科不明
リュウキュウザル
カワラガイ
ハートガイ
シャゴウガイ
ヒメシャコガイ
ヒレシャコガイ
ナガジャコ

シャコガイ科不明
リュウキュウバカガイ
イソハマグリ
ナミノコマスオ

リュウキュウシラトリ
マスオガイ

リュウキュウマスオ
シレナシジミ
ヤマトシジミ？
ヌノメガイ

アラスジケマンガイ
ホソスジイナミガイ
ユウカゲハマグリ
マルオミナエシ
オイノカガミ
イオウハマグリ
リュウキュウアサリ
スダレハマグリ
ハマグリ類似種　
トュドュマリハマグリ
ダテオキシジミ
アツシラオ
ニオガイ

合計
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第 5節　出土遺物（集計表）
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第 1節　首里城跡出土炭化材の年代と樹種

　　　　　　　　　　第４章　自然科学分析

第１節　首里城跡出土炭化材の年代と樹種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに
　首里城跡は、那覇市首里に所在し、丘陵上の石灰岩提に位置する琉球王朝時代のグスクである。本調査では、御内
原北地区より出土した炭化材を対象として、火災に伴う整地層および遺構に関する年代資料を得るために放射性
炭素年代測定を実施する。また、炭化材の由来や木材利用を検討するための資料作成を目的として、樹種同定を併
せて実施する。

１．試料
　試料は、E-９グリッド B-16 層の整地層・造成層、D-10 およびD-9 グリッドの方形石組み遺構、G-3 グリッド
の石粉舗装面より採取された炭化物、計５点である。

２．分析方法
（１）放射性炭素年代測定
　土壌や根など目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、これらをピンセット、超音波洗浄などにより
物理的に除去する。その後HCl により炭酸塩等酸可溶成分を除去、NaOHにより腐植酸等アルカリ可溶成分を除
去、HCl によりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分の除去を行う（酸・アルカリ・酸処理 ;AAA処理）。
なお、AAA処理において、アルカリ濃度が 1N未満の場合は、結果表にAaAと記載した。
　試料をバイコール管に入れ、１gの酸化銅（Ⅱ）と銀箔（硫化物を除去するため）を加えて、管内を真空にして封じ
きり、500℃ (30 分 )850℃（2時間）で加熱する。液体窒素と液体窒素＋エタノールの温度差を利用し、真空ライ
ンにてCO2 を精製する。真空ラインにてバイコール管に精製したCO2 と鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバ
イコール管底部のみを 650℃で 10時間以上加熱し、グラファイトを生成する。
　化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径 1㎜の孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源に装着し、
測定する。測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとした 14C-AMS 専用装置（NEC　Pelletron　9SDH-
2）を使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局（NIST）から提供されるシュウ酸(HOX-Ⅱ )とバッ
クグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に13C/12Cの測定も行うため、この値を用いてδ13Cを算出する。
　放射性炭素の半減期は LIBBYの半減期 5,568 年を使用する。また、測定年代は 1950 年を基点とした年代（BP）
であり、誤差は標準偏差（One Sigma;68%）に相当する年代である。なお、暦年較正は、RADIOCARBON CALI-
BRATION PROGRAM CALIB REV6.00（Copyright 1986-2010 M Stuiver and PJ Reimer）を用い、誤差として
標準偏差（One Sigma）を用いる。
　暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された年代値に対し、過去の宇宙線強度
や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、及び半減期の違い（14C の半減期 5730±40 年）を較正すること
である。暦年較正に関しては、本来 10 年単位で表すのが通例であるが、将来的に暦年較正プログラムや暦年較正
曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、１年単位で表している。いずれも炭化材を試料として
いることから、北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を用いる。
　暦年較正は、測定誤差σ、２σ双方の値を計算する。σは統計的に真の値が 68%の確率で存在する範囲、2σは
真の値が 95%の確率で存在する範囲である。また、表中の相対比とは、σ、２σの範囲をそれぞれ１とした場合、そ
の範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。

（２）樹種同定
　試料を自然乾燥させた後、a木口 ( 横断面 )・b柾目 ( 放射断面 )・c板目 ( 接線断面 ) の３断面の割断面を作製し、
実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察し、その特徴を現生標本および独立行
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第 5節　出土遺物（集計表）
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第 4章　自然科学分析

政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同定する。
　なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東 (1982)、Wheeler 他 (1998)、Richter を参考にする。また、日本産木
材の組織配列は、林 (1991) や伊東 (1995,1996,1997,1998,1999) を参考にする。

３．結果
　放射性炭素年代測定結果および樹種同定結果を第 87 表に示す。同位体効果による補正を行った測定結
果は、試料番号１が 330±20BP、試料番号２が 340±20BP、試料番号３が 310±20BP、試料番号４が 370±
20BP、試料番号５が 730±20BP、である。また、測定誤差をσとして計算させた暦年較正年代は、試料番号１
が calAD1,511-1,634、試料番号２が calAD1,490-1,631、試料番号３が calAD1,522-1,643、試料番号４ が ca-
lAD1,462-1,619、試料番号５が calAD1,266-1,282 である。
　一方、これらの炭化材は、針葉樹１分類群 ( マツ属複維管束亜属 ) と広葉樹３分類群（スダジイ・フカノキ・クス
ドイゲ）に同定された（図版 122）。各分類群の解剖学的特徴等を記す。
・マツ属複維管束亜属（Pinus subgen. Diploxylon）　マツ科
　軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで、晩材
部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は、仮道管、柔細胞、水平樹脂道、エピセリウム細胞で構
成されるが、水平樹脂道とエピセリウム細胞は破損し、空壁として痕跡が残るのみ。分野壁孔は窓状となる。放射仮
道管内壁には鋸歯状の突起が認められる。放射組織は単列、１-15 細胞高。
　現在の植生を考慮すれば、リュウキュウマツと考えられる。
・スダジイ（Castanopsis cuspidata var. sieboldii (Makino) Nakai）　ブナ科シイ属
　環孔性放射孔材で、道管は接線方向に 1-2 個幅で放射方向に配列する。孔圏部は３-４列、孔圏外で急激に管径を
減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単
列、1-20 細胞高。
・フカノキ（Schefflera octophylla (Lour.) Harms）　ウコギ科フカノキ属
　散孔材で、道管は単独または２-３個が複合して散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は階段状～対列状に配列
する。放射組織は異性、１-6 細胞幅、１-30 細胞高。放射組織には細胞間道および鞘細胞が認められる。
・クスドイゲ（Xylosma congestum (Lour.)Merr.）　イイギリ科クスドイゲ属
　散孔材で、小径の道管が単独または 2-6 個が放射方向に複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状
に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、1-2 細胞幅、1-20 細胞高で、時に上下に連結する。
放射組織は単列の組織が多く、単列部と多列部で幅に違いがない。

４．考察
　発掘調査の所見によると、E-９グリッド B-16 層は 1459 年の火災後の整地層・造成層と想定され、出土する陶
磁器の年代によると、15世紀後半～16世紀中葉を示す。D-10グリッドの方形石組み遺構は、17世紀前半の盛土・
整地層と推測され、陶磁器では、17世紀前半を示す。D-９グリッドの方形石組み遺構は、当時の廃棄物が投棄され、
陶磁器では 16世紀後半～ 17世紀初頭を示す。G-３グリッドの石粉舗装面 1459 年の火災面と推測され、陶磁器
では 14世紀後半～ 15世紀前半を示す。
　年代測定結果を見ると、E-９グリッド B-16 層から出土した２点の炭化材の年代は、それぞれ 16 世紀初頭～
17世紀中頃と、15世紀末～ 17 世紀中頃と想定される。D-10 グリッドの方形石組み遺構は、出土する炭化材の
年代が 16世紀前半～ 17世紀中頃と想定される。D-９グリッドの方形石組み遺構から出土した炭化材は、15世
紀中葉～ 17世紀初頭と想定される。いずれの年代も遺構と出土する陶磁器の年代観の範囲に入り、調査の所見を
支持するものであるといえる。一方、G-３グリッドの石粉舗装面は、1459 年の火災面と推測され、陶磁器による
編年が 14 世紀後半～ 15 世紀前半とされるが、測定された年代は 13 世紀中葉～後半頃と想定され、古いものと
なっている。前代の混入などの可能性もありさらなる調査が望まれる。
　これらの炭化材には、広葉樹のスダジイ、クスドイゲ、フカノキが認められた。スダジイは暖温帯常緑広葉樹林の
主構成種であり、沖縄本島では北部を中心に森林を形成する。クスドイゲは、海岸に近い谷沿いの林内や林縁部、フ

カノキは低地から山地にかけての林縁部を中心に分布する。スダジイについては、過去の南部地域の植生を考える
上で重要な資料である各樹種の材質をみると、スダジイは比較的重硬で強度が高いが、クスドイゲとフカノキは、
広葉樹としては比較的軽い部類に入り、強度は低い。スダジイとクスドイゲ・フカノキでは、材質が異なることか
ら、用途・機能も異なっていた可能性がある。
　針葉樹である複維管束亜属は、川沿いや海岸などの林縁部を中心に生育し、木材は比較的強度・保存性が高い特
徴を持っている。

番
号

1

2

3

4

5

AaA

AAA

AAA

AAA

AAA

330±20

340±20

310±20

370±20

730±20

-26.52±0.44

-27.64±0.44

-29.34±0.46

-28.03±0.37

-26.43±0.41

360±20

390±20

380±20

420±20

760±20

330±24

343±23

307±25

365±25

733±24

グリッド
層位

樹種
（種類）

処理
方法

補正年代
BP

測定年代
BP

暦年
較正用 遺構 相対比 Code

 No.陶磁器年代 暦年較正年代 (cal)δ13Ｃ
(‰)

E-9
B-16 層

E-9
B-16 層

D-10
A-6 層

D-9
A-9 層

G-3
C-4 層

フカノキ
( 炭化材 )

クスドイゲ
( 炭化材 )

スダジイ
( 炭化材 )

クスドイゲ
( 炭化材 )

マツ属複維
管束亜属
( 炭化材 )

盛土整地層・
造成層

方形石組み遺
構 ( 遺構を埋
めた盛土整地
層を想定 )

方形石組み遺
構 ( ゴミ穴に
投棄された廃
棄物を想定 )

石粉舗装面
(1459 年の火
災面を想定 )

15 世紀後半～
16世紀中葉

17世紀前半

16世紀後半～
17世紀初頭

14世紀後半～
15世紀前半

σ

σ

σ

σ

σ

2σ

2σ

2σ

2σ

2σ

cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal

cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal
cal

cal
cal
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cal
cal
cal
cal
cal
cal
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cal
cal
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cal
cal
cal
cal
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─
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AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD

AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD

BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP

  439
  408
  334
  466
  460
  392
  380
  341
  481
  413
  428
  366
  325
  458
  335
  488
  357
  499
  394
  684
  721
  711
  699

  421
  349
  316
  309
  426
  386
  347
  319
  418
  315
  376
  361
  307
  348
  302
  431
  331
  424
  318
  668
  719
  703
  657

0.172
0.625
0.203
1.000
0.364
0.047
0.358
0.230
0.378
0.622
0.725
0.040
0.235
0.760
0.240
0.680
0.320
0.564
0.436
1.000
0.005
0.021
0.974

1,511
1,542
1,616
1,484
1,490
1,558
1,570
1,609
1,469
1,537
1,522
1,584
1,625
1,492
1,615
1,462
1,593
1,451
1,556
1,266
1,229
1,239
1,251

1,529
1,601
1,634
1,641
1,524
1,564
1,603
1,631
1,532
1,635
1,574
1,589
1,643
1,602
1,648
1,519
1,619
1,526
1,632
1,282
1,231
1,247
1,293

IAAA-
93175

IAAA-
93176

IAAA-
93178

IAAA-
93179

IAAA-
93177

1) 処理方法は、酸処理-アルカリ処理-酸処理 (AAA処理 ) で、アルカリ濃度が 1N未満の場合はAaAと表記している。
2) 年代値の算出には、Libby の半減期 5568 年を使用した。
3)BP 年代値は、1950 年を基点として何年前であるかを示す。
4) 付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の 68％が入る範囲）を年代値に換算した値。
5) 暦年の計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV6.0（Copyright 1986-2010 M Stuiver and PJ Reimer）を使用した。
6) 暦年の計算には、暦年較正用年代として示した、一桁目を丸める前の値を使用している。
7) 年代値は、1桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、暦年較正用年代値は 1桁目を丸めていない。 
8) 統計的に真の値が入る確率はσは 68%、2σは 95%である
9) 相対比は、σ、2σのそれぞれを 1とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

第87表　放射性炭素年代測定および樹種同定結果

図版122　炭化材断面の顕微鏡写真（a木口・b柾目・c板目）

1. マツ属複維管束亜属（試料番号 3）
2. スダジイ（試料番号 4）
3. フカノキ（試料番号 1）
4. クスドイゲ（試料番号 2）
　（a：木口 ,b：柾目,c：板目）

200μ:2-4a
200μm:1a,2-4b,c
100μm:1b,c

第 1節　首里城跡出土炭化材の年代と樹種

367366



第 4章　自然科学分析

政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同定する。
　なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東 (1982)、Wheeler 他 (1998)、Richter を参考にする。また、日本産木
材の組織配列は、林 (1991) や伊東 (1995,1996,1997,1998,1999) を参考にする。

３．結果
　放射性炭素年代測定結果および樹種同定結果を第 87 表に示す。同位体効果による補正を行った測定結
果は、試料番号１が 330±20BP、試料番号２が 340±20BP、試料番号３が 310±20BP、試料番号４が 370±
20BP、試料番号５が 730±20BP、である。また、測定誤差をσとして計算させた暦年較正年代は、試料番号１
が calAD1,511-1,634、試料番号２が calAD1,490-1,631、試料番号３が calAD1,522-1,643、試料番号４ が ca-
lAD1,462-1,619、試料番号５が calAD1,266-1,282 である。
　一方、これらの炭化材は、針葉樹１分類群 ( マツ属複維管束亜属 ) と広葉樹３分類群（スダジイ・フカノキ・クス
ドイゲ）に同定された（図版 122）。各分類群の解剖学的特徴等を記す。
・マツ属複維管束亜属（Pinus subgen. Diploxylon）　マツ科
　軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで、晩材
部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は、仮道管、柔細胞、水平樹脂道、エピセリウム細胞で構
成されるが、水平樹脂道とエピセリウム細胞は破損し、空壁として痕跡が残るのみ。分野壁孔は窓状となる。放射仮
道管内壁には鋸歯状の突起が認められる。放射組織は単列、１-15 細胞高。
　現在の植生を考慮すれば、リュウキュウマツと考えられる。
・スダジイ（Castanopsis cuspidata var. sieboldii (Makino) Nakai）　ブナ科シイ属
　環孔性放射孔材で、道管は接線方向に 1-2 個幅で放射方向に配列する。孔圏部は３-４列、孔圏外で急激に管径を
減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単
列、1-20 細胞高。
・フカノキ（Schefflera octophylla (Lour.) Harms）　ウコギ科フカノキ属
　散孔材で、道管は単独または２-３個が複合して散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は階段状～対列状に配列
する。放射組織は異性、１-6 細胞幅、１-30 細胞高。放射組織には細胞間道および鞘細胞が認められる。
・クスドイゲ（Xylosma congestum (Lour.)Merr.）　イイギリ科クスドイゲ属
　散孔材で、小径の道管が単独または 2-6 個が放射方向に複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状
に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、1-2 細胞幅、1-20 細胞高で、時に上下に連結する。
放射組織は単列の組織が多く、単列部と多列部で幅に違いがない。

４．考察
　発掘調査の所見によると、E-９グリッド B-16 層は 1459 年の火災後の整地層・造成層と想定され、出土する陶
磁器の年代によると、15世紀後半～16世紀中葉を示す。D-10グリッドの方形石組み遺構は、17世紀前半の盛土・
整地層と推測され、陶磁器では、17世紀前半を示す。D-９グリッドの方形石組み遺構は、当時の廃棄物が投棄され、
陶磁器では 16世紀後半～ 17世紀初頭を示す。G-３グリッドの石粉舗装面 1459 年の火災面と推測され、陶磁器
では 14世紀後半～ 15世紀前半を示す。
　年代測定結果を見ると、E-９グリッド B-16 層から出土した２点の炭化材の年代は、それぞれ 16 世紀初頭～
17世紀中頃と、15世紀末～ 17 世紀中頃と想定される。D-10 グリッドの方形石組み遺構は、出土する炭化材の
年代が 16世紀前半～ 17世紀中頃と想定される。D-９グリッドの方形石組み遺構から出土した炭化材は、15世
紀中葉～ 17世紀初頭と想定される。いずれの年代も遺構と出土する陶磁器の年代観の範囲に入り、調査の所見を
支持するものであるといえる。一方、G-３グリッドの石粉舗装面は、1459 年の火災面と推測され、陶磁器による
編年が 14 世紀後半～ 15 世紀前半とされるが、測定された年代は 13 世紀中葉～後半頃と想定され、古いものと
なっている。前代の混入などの可能性もありさらなる調査が望まれる。
　これらの炭化材には、広葉樹のスダジイ、クスドイゲ、フカノキが認められた。スダジイは暖温帯常緑広葉樹林の
主構成種であり、沖縄本島では北部を中心に森林を形成する。クスドイゲは、海岸に近い谷沿いの林内や林縁部、フ

カノキは低地から山地にかけての林縁部を中心に分布する。スダジイについては、過去の南部地域の植生を考える
上で重要な資料である各樹種の材質をみると、スダジイは比較的重硬で強度が高いが、クスドイゲとフカノキは、
広葉樹としては比較的軽い部類に入り、強度は低い。スダジイとクスドイゲ・フカノキでは、材質が異なることか
ら、用途・機能も異なっていた可能性がある。
　針葉樹である複維管束亜属は、川沿いや海岸などの林縁部を中心に生育し、木材は比較的強度・保存性が高い特
徴を持っている。
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AaA

AAA
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AAA

330±20

340±20

310±20

370±20

730±20

-26.52±0.44

-27.64±0.44

-29.34±0.46
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方法

補正年代
BP

測定年代
BP

暦年
較正用 遺構 相対比 Code

 No.陶磁器年代 暦年較正年代 (cal)δ13Ｃ
(‰)

E-9
B-16 層

E-9
B-16 層

D-10
A-6 層

D-9
A-9 層

G-3
C-4 層

フカノキ
( 炭化材 )

クスドイゲ
( 炭化材 )

スダジイ
( 炭化材 )

クスドイゲ
( 炭化材 )

マツ属複維
管束亜属
( 炭化材 )

盛土整地層・
造成層

方形石組み遺
構 ( 遺構を埋
めた盛土整地
層を想定 )

方形石組み遺
構 ( ゴミ穴に
投棄された廃
棄物を想定 )
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(1459 年の火
災面を想定 )

15 世紀後半～
16世紀中葉

17世紀前半

16世紀後半～
17世紀初頭

14世紀後半～
15世紀前半

σ

σ

σ

σ

σ
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AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD

AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
AD
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AD
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AD
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BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
BP
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1) 処理方法は、酸処理-アルカリ処理-酸処理 (AAA処理 ) で、アルカリ濃度が 1N未満の場合はAaAと表記している。
2) 年代値の算出には、Libby の半減期 5568 年を使用した。
3)BP 年代値は、1950 年を基点として何年前であるかを示す。
4) 付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の 68％が入る範囲）を年代値に換算した値。
5) 暦年の計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV6.0（Copyright 1986-2010 M Stuiver and PJ Reimer）を使用した。
6) 暦年の計算には、暦年較正用年代として示した、一桁目を丸める前の値を使用している。
7) 年代値は、1桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、暦年較正用年代値は 1桁目を丸めていない。 
8) 統計的に真の値が入る確率はσは 68%、2σは 95%である
9) 相対比は、σ、2σのそれぞれを 1とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

第87表　放射性炭素年代測定および樹種同定結果

図版122　炭化材断面の顕微鏡写真（a木口・b柾目・c板目）

1. マツ属複維管束亜属（試料番号 3）
2. スダジイ（試料番号 4）
3. フカノキ（試料番号 1）
4. クスドイゲ（試料番号 2）
　（a：木口 ,b：柾目,c：板目）

200μ:2-4a
200μm:1a,2-4b,c
100μm:1b,c

第 1節　首里城跡出土炭化材の年代と樹種
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第２節　赤色塗膜の自然科学分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　東京大学総合研究博物館　吉田 邦夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明 治 大 学 理 工 学 部　本多 貴之
１．はじめに
　首里城御内原北地区出土漆片について、漆製品のプロトコルに基づいて分析を進めた。すなわち、１）資料の表裏
を写真撮影（クリーニング前）、２）蛍光Ｘ線分析（クリーニング前）、３）クリーニング：熱分解－ガスクロマトグラ
フィー／質量分析（Py-GC/MS）、４）クロスセクション分析、５）年代測定試料採取、測定試料調製、年代測定、６）蛍
光Ｘ線分析（クリーニング後）であるが、今回は、資料の量が少ないことから、５）以下を割愛した。

２. 分析手法
（１）蛍光Ｘ線による顔料などの成分元素の分析 
　エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析システム　JSX-3201（日本電子KK）を用いて、管電圧30kV・4mA、線束２mmφ
で、600 秒、または 1000 秒測定する。定性分析により元素の同定を行い、ファンダメンタル・パラメーター法（FP
法）を用いて、元素の存在比を半定量的に求めた。

（２）漆塗膜の成分分析
　漆塗膜の主成分ウルシオールなどの脂質成分の分析には、Py-GC/
MSを用いた。一般に、有機化合物の種類を決めるためには、液体クロ
マトグラフィーやガスクロマトグラフィーと質量分析計を組み合わせ
て使うことが多い。ところが、硬化した漆塗膜は、有機溶媒に溶けない
ので、この方法は使えない。そこで、硬い有機物を分解するために試料
を数百度に加熱し、ガスにしてガスクロマトグラフィーに送り込む方
法を使う。熱分解にはフロンティア・ラボ株式会社製ダブルショットパ
イロライザーHP-2020iD､ガスクロマトグラフはAgilent 社製ガスク
ロマトグラムHP6890､質量分析装置はHP G5975A､キヤピラリー分
離カラムはUA-PY1(HT/MS)(100% methyl silicone, 30m, 0.25 mm､
膜厚は 0.25 μm) を用いた｡分析に用いた試料量はおおよそ1.0 mg
であった。
　また、分析条件としてはこれまで漆の分析に広く利用されている条
件を用いた。詳細な条件は熱分解温度 500°C、イオン化電圧は 70 eV、
ガスクロマトグラムカラム温度：40°C (2 min Hold) － (12°C /min)
－ 320°C(10 min Hold)、インジェクション温度：280°C、インター
フェイス温度：280°C、質量分析計室内温度：180°C、カラム流量：ヘリ
ウム（1.0 mL/min）を用いた。

３. 分析結果
（１）資料１
時 期 区 分 ; 第３期（1459 年）～第４期（15C後半）
出 土 地 点 ; Ｆ・Ｇ-２　遺構直上　土壌などを含む（３層下部：1459 年の火災層か）。
　　　　　　資料には、鉄製品（鉄釘、飾り金具）など、手文庫か家具の一部のようなもの、石灰岩を含む。
塗膜の性状 ; 繊維を残す木胎の上にあり、表裏共に塗られている（図版 123）。
顔料の種類 ; 水銀朱［硫化水銀 HgS］
　　　　　（ベンガラ［酸化鉄 ( Ⅲ ) Fe2O3］を含む？ : 鉄が水銀の 20％程度［質量比］）（第 88表参照）
漆 の 検 出 ; 硬化した漆を熱分解－GC/MS で分析すると、特異的に炭素鎖 7の 3- ヘプチルフェノールと炭素鎖  

15 の 3- ペンタデシルフェノールが検出されることがこれまでの研究により明らかになっており、
今回の試料も同様の特徴が見られた（第 124 図）。ウルシオールは日本・中国に生育している Rhus 

verniciflua（ウルシノキ）から採取される樹液の主たる成分である。このことから、日本もしくは中
国で採取された樹液を利用して制作されたことが分かった。

　　　　　　　また、赤漆には分子量 202 の成分が低沸点域に検出されている。この成分のマススペクトルから、
水銀である事が推察される。この試料が赤色である事と合わせて考えると、この水銀は顔料である水
銀朱に由来する物と考えられる。

断 面 分 析 ; 表裏に赤漆が施されている部分を分析に用いた。中心部分は写真の外観からも想像できるとおり繊
維状物質（木胎）が利用されていた。これは、偏光時に中央部が暗転することからもよくわかる。一方、
その木と漆膜の間の層は偏光下では光を通すことから、鉱物質であることがわかる。朱漆部分は 1層
のみが確認できるが、表裏でその厚さに大きな差が存在する。これは、元の試料が器の内面と外面で
異なる塗りをされていたためではないかと考えられる（図版 123）。

　　　　　　　また、最表面の赤漆部分は水銀朱らしいひかり方（偏光できらきらと光る）をしていることが分かる。

図版 123　資料１のクロスセクション分析結果

第 2節　赤色塗膜の自然科学分析

第 124 図　資料１の Py-GC/MS 分析結果
　　　　　 トータルイオンクロマトグラム ( 左 )・イオンクロマトグラム m/z 108( 右 )
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第 88表　蛍光 X線分析結果 
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（２） 資料２
時 期 区 分 ; 第５期（15C後半～ 16C中葉：盛土整地層；造成層）
出 土 地 点 ; F －９　B-16 層　　小片のみ。
塗膜の性状 ; 土質の上に塗られている。
顔料の種類 ; 水銀朱＋ベンガラ（質量比で等量）。
漆 の 検 出 ; 試料の量が少ないので分析未実施。
断 面 分 析 ; 下地などは施されておらず、土質に直接水銀朱が塗布されているように見える。粒子も大小混在して   

おり、比較的簡素な作りである事がうかがえる（図版 124）。

（３） 資料３
時 期 区 分 ; 第５期（15C後半～ 16C中葉：盛土整地層；造成層）
出 土 地 点 ; G-３　C-９層　土壌などを含む。　
塗膜の性状 ; 塗膜裏側は茶色　下地がベンガラ漆で土質に施している可能性あり。
　　　　　　ベンガラのみのものあり（茶色：下地がはがれた可能性）：この部分、カルシウムが多い。
顔料の種類 ; 水銀朱＋ベンガラ（質量比で鉄が水銀の 30％）
漆 の 検 出 ; ウルシオールが検出された。水銀は検出されなかった。

　　　　　　資料１と同様に、ウルシオール由来の物質が検出された。しかし、赤い色については水銀朱の存在は
確認できなかった。

断 面 分 析 ; 表面層であるが、赤い部分が２層になっていることがわかる。最後のごく薄く削った部分（図版 125 
右下段の右端）では非常に細かい粒子は確認できるがそのつなぎとなる漆が見受けられない。もし、
弁柄入りの漆であれば漆に由来する褐色の層が確認できるはずである。この点から、赤い部分に漆は
あまり使われていないのではないかということが考えられる。また、光のひかり方の加減から赤の 2
層の上層が水銀朱・下層が弁柄と思われる（図版 125 右中段）。

　　　　　　　一方、下地部分は 3層の構造が見える。50倍の偏光画像からはっきりと鉱物の濃度が違っている
ことが確認できる。可能性としては、下の方から「漆入り下地」「鉱物メインの下地」「漆入り下地」「弁
柄」「朱」ではないかと見受けられる。熱分解－GC/MSで検出された漆は主に下地層に由来するもの
ではないかと考えることが妥当である。

図版 125　資料３の断面分析結果

（４）資料４
時 期 区 分 ; 第７期（17C前半：盛土整地層；造成層）
出 土 地 点 ; D-９　Ａ-７層　土壌などを含む；多量の木炭、魚骨、貝殻など
塗膜の性状 ; 繊維を残す木胎あり　赤色層の下に橙色層　地肌はカルシウムが多い
顔料の種類 ; 水銀朱＋ベンガラ（質量比で鉄が水銀の 30％）
漆 の 検 出 ; ほぼ何も検出されず。可塑剤とCO2 が検出された。
　　　　　　CO2 の量が異常に少ないので、ほぼ無機物で構成されていると考えられる
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第 4章　自然科学分析

断 面 分 析 ; ほぼ全面赤一色の状況になっている。しかし、赤色顔料の粒子の集まりでは無く細かな刷毛の上に赤
い微粒子が分散しているように見える（図版 126）。100 倍の像からも一定方向への方向性があるよ
うに見えるので、なにかに混ざった状態で成形を行った物では無いかと思われる。また、水銀朱に特
有の光沢も確認できないことから、この小片は弁柄が主体ではないかと考えられる（試料自体は赤色
の塗膜のように見える赤の固まりを分析している）。

図版 126　資料４の断面分析結果

４. 考察
　赤色顔料の蛍光Ｘ線分析から、すべての資料で水銀が検出され、水銀朱［硫化水銀 HgS］を主成分とする赤色顔
料が使用されていたことがわかった。また、ベンガラ［酸化鉄 ( Ⅲ ) Fe2O3］に起因すると思われる鉄のピークが、す
べての資料で認められた。土質にも鉄が含まれる場合があるが、本資料では 11-40 質量％を占めており、赤彩土器
に水銀朱を塗った場合より割合は大きい（第 88 表参照）。熱分解－GC/MS 分析は蛍光X線分析と比較して小さ
い欠片を分析するため、その分析部位によって水銀朱が存在しないため、結果に反映されなかったと考えることが
出来る。クロスセクション分析によって、資料３で水銀朱とベンガラの２層構造が確認されている。それ以外の資
料では、そのような構造が見られない。水銀朱とベンガラを混合して、赤色顔料を調合したのであろうか。両者の混
合によって、発色の具合、赤色の色調が、どのように変化するのか、今後の検討課題である。
　また、今回の資料は、木胎、または土質に塗布している塗膜であることが影響しているかもしれないが、カルシウ
ム含量が多いことがわかった。13-37 質量％含まれており、特に資料 3のベンガラ層では、37％と鉄の含有率と
同じような割合を示している。どのような物質を、何の目的で加えているのか、今のところわかっていない。今後の
展開として、クロスセクション試料に対する電子線マイクロアナライザ分析（EPMA）を用いた層毎の素材の解析
を活用することが有効でないかと考えられる。試料 3のクロスセクション（図版 125 右中段）の赤色層の下に薄い
層の存在が確認できるが、胡粉などの下地をここに利用していたとすればこのカルシウムがベンガラ層に混じっ
た可能性も考えることが出来る。

　　　　　　　　　　　　第５章　総　括

はじめに
　本調査において検出した遺構は、戦前～戦後にかけて大きく改変されていることから、全体として残りは良くな
かった。しかしながら、その改変を受けた断面や、確認のために設けたトレンチ掘りにより、首里城が存続した期間
に行われた多様な遺構や、盛土などによる堆積層が確認されている。今回は築造の過程や、共伴する遺物から８期
までの時期区分を行うことができた。ここでは、時期区分ごとに遺構と遺物の特徴的な事象をまとめることにより
総括としたい。

第１期
　第１期は遺構の位置関係から、これまでの調査で確認されている首里城内郭石積み以前に築造されたと考えら
れる遺構で、石積み１を指す。石積みは北に面しており、大小の雑切石を用い、縦横に目地が通る積み方がなされ
る。遺物は確認できなかったが、後述する石積み２の南側・内郭側に面して積まれ、技法的な面からも石積み２より
先行して積まれたことが判断できる。平成 19 年度調査時には、本石積みと類似するプラン・積み方がなされた石
積みが検出されており、関連性が指摘できる（図版 127・第 127 図）。
　この石積み１・２間には、緻密で均質な赤色土が厚く投入されており、この状況も平成 19 年度調査時の造成土
と類似し、首里城における 15世紀代の造成法の一端を示している可能性がある。

　　

第２期
　第２期の遺構は、石積み２・３を指す。これらは本来、一連の石積みであったことが考えられるが、戦後の開発に
より分断された状態で検出されたことから、番号を分けて付した。石積み２は石積み１の北側に直面して東西方向
に積まれる石積みで、野面に近い石を用いて粗く積む。南側に直面する石積み１との間には、下層に礫、上層に均質
な赤色土の盛土造成が行われており、このことから検出された石積み２は、埋めることを前提に積まれた可能性が
ある。
　これに対して石積み３は巨大な根石が検出されている。この検出された位置や規模から、両石積みは首里城内郭
の内面石積みである可能性が高い。年代を示す出土遺物はみられないが、石積み１の後に積まれ、その直後に赤色
土で盛土造成を行い、次に記す第３期の舗装面が敷設されるという一連の工程から、14世紀後半～ 15世紀前半
までに行われたことが考えられる。

第３期
　次に第３期の遺構は、被熱した基壇や石灰岩の石粉を突き固めた舗装面を指す。ここから出土する遺物も大半が
被熱しており、火災の様相を呈す。遺物の種別は、中国産青磁碗や褐釉陶器壺、黒釉陶器碗、ベトナム産染付鉢、タ
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第 5章　総　括

イ・バンプーン窯産無釉壺等の陶磁器のほか、金属製品として銭貨・武具・鎹等の建築材で構成され（巻頭図版 7・第
19図）、その年代は 14世紀後半～ 15世紀前半を示す。この遺構も平成 19年度調査により一部が検出されていた
が、その調査時において後続する遺構が確認されず、変遷が不明のままであった。しかし、今回の調査により、本基
壇を破壊して築造する石積みが存在することが判明した。石積みは５本が残存しており、これらを次に示す第４期
に設定した。
　なお、本遺構表面より採取した炭化物について、年代測定と樹種同定を行った結果、樹種はマツ属で、暦年較正年代
は13世紀中葉～後半頃とする値が出ている。この結果は、陶磁器の14世紀後半～15世紀前半とする年代より古い
数値であるが、マツ属はリュウキュウマツであることが考えられ、建築材の年代が反映されている可能性がある。
　また、出土した漆塗膜の成分分析を行った結果、ベンガラを含む可能性がある水銀朱と、ウルシオールが検出さ
れた。この結果から、日本か中国産の漆を用いていることが判明している。

第４期
　第３期の遺構を切るように築造した５本の石積みである。周辺からの出土遺物は、中国産青磁碗・皿類、褐釉陶器
壺などで 15 世紀を示す。石積みは切り合い関係から築造の順番を読み解き、築造順に番号を付した。石積みは残
りが悪く、石粉舗装面上に１～３段が積まれる程度であり、性格は判然としない。

第５期
　第４期の石積みを埋め殺すように、第５期に設定した盛土造成が行われる。造成には赤色土と、遺物や礫が混入し
た土が用いられ、その表面を石粉で舗装する。赤色土層は、第１期で記した赤色土に比べると薄手で均質さに欠け、間
層に遺物や礫が混入する粗い土を用いる点からも、工法的に粗雑になる状況が見てとれる。ところが表面の舗装は均
質な石灰岩粉が強固に突き固められ、粗雑な造成土を覆う化粧面としての役割を十分に果たしているといえる。
　また、この舗装に前後して積まれた石積みが確認されている。この石積みも積まれたレベルや切り合いから築造
順を割り出し、９～ 14 までの番号を付した。このうち、石積み９～ 12 は造成土下部から積まれ、舗装面直下でほ
ぼ留まるが、石積み 13 は舗装内から舗装面上まで露出し、石積み 14 は舗装面上に積まれている。この状況から、
造成土内にみられる石積み９～ 12 は第５期造成前に機能した何らかの石積みである可能性があり、そうすると
第４期に設定するのが適切と思われるが、石積み上部及び舗装面が剥がされた部分が多く、かつて舗装面上に露出
していたのかが判断できなかったことから第５期に設定している。これらの石積みは、1700 年頃とされる首里
古絵図や明治前期の横内家資料平面図にもみることができず、性格は判然としない。
　出土遺物は、中国産青磁・染付碗や皿類、中国・タイ産褐釉陶器壺等の陶磁器のほか、銭貨・武具等の金属製品で
（巻頭図版 8・第 22・23 図）、その年代は 15世紀後半～ 16世紀中葉を示している。このうち、下層の遺物は被熱を
受けた資料が一定量含まれていることから、罹災によるものであることが想定でき、第２期・第３期と関連する可
能性があるが、掘削範囲が狭いことから判然としない。
　なお、本造成層内より採取した炭化物２件について、年代測定と樹種同定を行った。その結果、樹種はフカノキと
クスドイゲで、暦年較正年代は前者が 16世紀初頭～ 17世紀中頃と、後者が 15世紀末～ 17世紀中頃とする数値
が出ている。この結果は、先に示した陶磁器年代の範囲内に含まれるが、上限は若干新しい数値であり、E・F-10・
11 グリッド B層群の一部が、石積み 15～ 17 築造時に撹乱されたとみられる痕跡があることから、第６期になる
可能性があり、その年代が反映されている可能性も考えられる。
　また、出土した漆塗膜 2件について成分分析を行った結果、2件とも水銀朱とベンガラで、そのうち１件からは
ウルシオールが検出されており、日本か中国産の漆を用いていることがわかっている。

第６期
　第６期としたのは、石積み３に接して積まれる、石積み 15～ 17 により構成される方形石組み遺構と、遺構内下
部に堆積した包含層を指す。検出した石積みのうち、石積み 15は石積み３に接して南北方向に積まれる西面する
石積みで、傾斜する内郭部分の地表面をテラス状に仕切る役割も兼ねている。そのため、石組みを超えて調査区南
端近くまで積まれており、石組み内の露出する部分のみ精緻な加工が施された切石により相方積みがなされるが、
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イ・バンプーン窯産無釉壺等の陶磁器のほか、金属製品として銭貨・武具・鎹等の建築材で構成され（巻頭図版 7・第
19図）、その年代は 14世紀後半～ 15世紀前半を示す。この遺構も平成 19年度調査により一部が検出されていた
が、その調査時において後続する遺構が確認されず、変遷が不明のままであった。しかし、今回の調査により、本基
壇を破壊して築造する石積みが存在することが判明した。石積みは５本が残存しており、これらを次に示す第４期
に設定した。
　なお、本遺構表面より採取した炭化物について、年代測定と樹種同定を行った結果、樹種はマツ属で、暦年較正年代
は13世紀中葉～後半頃とする値が出ている。この結果は、陶磁器の14世紀後半～15世紀前半とする年代より古い
数値であるが、マツ属はリュウキュウマツであることが考えられ、建築材の年代が反映されている可能性がある。
　また、出土した漆塗膜の成分分析を行った結果、ベンガラを含む可能性がある水銀朱と、ウルシオールが検出さ
れた。この結果から、日本か中国産の漆を用いていることが判明している。

第４期
　第３期の遺構を切るように築造した５本の石積みである。周辺からの出土遺物は、中国産青磁碗・皿類、褐釉陶器
壺などで 15 世紀を示す。石積みは切り合い関係から築造の順番を読み解き、築造順に番号を付した。石積みは残
りが悪く、石粉舗装面上に１～３段が積まれる程度であり、性格は判然としない。

第５期
　第４期の石積みを埋め殺すように、第５期に設定した盛土造成が行われる。造成には赤色土と、遺物や礫が混入し
た土が用いられ、その表面を石粉で舗装する。赤色土層は、第１期で記した赤色土に比べると薄手で均質さに欠け、間
層に遺物や礫が混入する粗い土を用いる点からも、工法的に粗雑になる状況が見てとれる。ところが表面の舗装は均
質な石灰岩粉が強固に突き固められ、粗雑な造成土を覆う化粧面としての役割を十分に果たしているといえる。
　また、この舗装に前後して積まれた石積みが確認されている。この石積みも積まれたレベルや切り合いから築造
順を割り出し、９～ 14 までの番号を付した。このうち、石積み９～ 12 は造成土下部から積まれ、舗装面直下でほ
ぼ留まるが、石積み 13 は舗装内から舗装面上まで露出し、石積み 14 は舗装面上に積まれている。この状況から、
造成土内にみられる石積み９～ 12 は第５期造成前に機能した何らかの石積みである可能性があり、そうすると
第４期に設定するのが適切と思われるが、石積み上部及び舗装面が剥がされた部分が多く、かつて舗装面上に露出
していたのかが判断できなかったことから第５期に設定している。これらの石積みは、1700 年頃とされる首里
古絵図や明治前期の横内家資料平面図にもみることができず、性格は判然としない。
　出土遺物は、中国産青磁・染付碗や皿類、中国・タイ産褐釉陶器壺等の陶磁器のほか、銭貨・武具等の金属製品で
（巻頭図版 8・第 22・23 図）、その年代は 15世紀後半～ 16世紀中葉を示している。このうち、下層の遺物は被熱を
受けた資料が一定量含まれていることから、罹災によるものであることが想定でき、第２期・第３期と関連する可
能性があるが、掘削範囲が狭いことから判然としない。
　なお、本造成層内より採取した炭化物２件について、年代測定と樹種同定を行った。その結果、樹種はフカノキと
クスドイゲで、暦年較正年代は前者が 16世紀初頭～ 17世紀中頃と、後者が 15世紀末～ 17世紀中頃とする数値
が出ている。この結果は、先に示した陶磁器年代の範囲内に含まれるが、上限は若干新しい数値であり、E・F-10・
11 グリッド B層群の一部が、石積み 15～ 17 築造時に撹乱されたとみられる痕跡があることから、第６期になる
可能性があり、その年代が反映されている可能性も考えられる。
　また、出土した漆塗膜 2件について成分分析を行った結果、2件とも水銀朱とベンガラで、そのうち１件からは
ウルシオールが検出されており、日本か中国産の漆を用いていることがわかっている。

第６期
　第６期としたのは、石積み３に接して積まれる、石積み 15～ 17 により構成される方形石組み遺構と、遺構内下
部に堆積した包含層を指す。検出した石積みのうち、石積み 15は石積み３に接して南北方向に積まれる西面する
石積みで、傾斜する内郭部分の地表面をテラス状に仕切る役割も兼ねている。そのため、石組みを超えて調査区南
端近くまで積まれており、石組み内の露出する部分のみ精緻な加工が施された切石により相方積みがなされるが、
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石組み外の地中に積まれる範囲では雑切石を用いており、遺構底面は礫敷きにより仕上げられる。
　この方形石組み遺構内には、２時期の遺物を含む層が堆積しており、下層を第６期、上層を第７期とした。下層の
堆積土には、16 世紀後半～ 17 世紀初頭の中国（龍泉、景徳鎮、福建・広東、漳州）産、タイ産、ベトナム産陶磁器の
ほか、肥前（唐津）産陶器や沖縄産瓦質土器、刀子等の金属製品、煙管や漆喰製品、漆塗膜等、多様な人工遺物が含ま
れている（巻頭図版 9・第 32・33 図）。次に、自然遺物として目立つのは、魚骨やカンギク、ウミニナ等の小型貝類の
ほか、ヤコウガイの蓋が挙げられる。中でもヤコウガイの蓋は本遺構内 A-9 層だけで 499 点が出土しており、全出
土数 679 点の 73％を占めている状況である。そのサイズを計測したところ、殆どが直径８㎝前後で成貝のもので
あることが判明した。承知のとおり、ヤコウガイの殻は螺鈿細工の原料として用いられ、肉は食用にもなる。今後こ
の時期に行われた交易の記録や、冊封の記録と合わせて考えることで、由来につなげることができる可能性がある。
　この状況から、本遺構はゴミ穴（シーリ）としての性格が想定でき、また、堆積土は遺構内の南西角が高く厚いの
に対し、北東角に低く傾斜し薄くなることから、南西角の方向から廃棄が行われたことが想定できる。首里城の平
面図によると（第 3 図）、その方向には御内原内の数々の建物がみられることから、この廃棄物は御内原における
生活の一端を示しているといえる。
　なお、平成 19 年度に実施された調査においては、17 世紀前半を示す遺物を含む円形石組み遺構（シーリ）が検
出されており、この遺構も内容物から御内原内の廃棄物である可能性が高い。本遺構は直径約１ｍの小規模なもの
で、建物配置図から女官居室内かその直近に位置していたことが考えられる。この堆積状況からは、内容物が定期
的にかき出され、繰り返し使用されたことをうかがわせている。今調査で検出した方形石組み遺構は、平面が約４
ｍ × ６ｍ、深さ２ｍ以上の大規模なものであることから、先述した小型のゴミ穴（シーリ）内に一時的に貯めたゴ
ミをかき出し、それを集積するための処分場としての役割も想定することができる。
　その後、この方形石組み遺構は、次の第７期とした盛土造成により石組みごと埋め殺され、役目を終えることに
なる。この廃棄時期については、先に示した遺物の年代と、沖縄産陶器が出土していない点から 17 世紀初頭であ
ることが考えられ、1700 年頃とされる首里古絵図や明治前期の横内家資料平面図にもみることができない。こ
れらのことから、この記録以前には既に埋められていたことが想定できる。
　なお、本造成層内より採取した炭化物について、年代測定と樹種同定を行った。その結果、樹種はクスドイゲで、
暦年較正年代は 15 世紀中葉～ 17 世紀初頭とする数値が出ている。この結果は、先に示した陶磁器年代と調和的
で、遺構の位置からその当時の城内、御内原の廃棄物であることが考えられる。
　また、本層上面には木炭を多く含む堆積層がみられるが、首里城に関する記録上、この時期の火災に関する記録
はみられない。しかし、1609 年は薩摩は琉球に侵攻した年にあたり、何らかの関連を想定することができる。

第７期
　第７期は、方形石組み遺構内、第６期の廃棄物上に投入された盛土造成土を指す。造成土とした理由としてまず、
傾斜した第６期堆積土の表面を平坦になるように土砂を投入していることと、その間層として首里城周辺の造成
土特有といえる赤色土を面的に投入している点が挙げられる。
　出土遺物としては、中国産や本土産陶磁器がある一定量含まれるものの、沖縄産陶器や瓦質土器が増える傾向に
ある。この沖縄産陶器には、重ね焼きの目跡として二枚貝を用いる点や器形が薩摩産陶器に影響を受けている点か
ら、初期沖縄産無釉陶器として区分している一群にあたる。伴出する中国産・肥前産陶磁器の年代も概ね 17 世紀
前半を示しており、琉球で陶器生産が行われたとされる時期と符合している（巻頭図版 10・第 34・35 図）。本層の
上部は、戦後の開発により石組み遺構上部とともに削平されているが、遺構ごと埋められ、この時点で遺構はゴミ
穴（シーリ）としての機能を終えることになったものと思われる。
　なお、本造成層内より採取した炭化物について、年代測定と樹種同定を行った。その結果、樹種はスダジイで、暦
年較正年代は 16 世紀前半～ 17 世紀中頃とする数値が出ている。この結果は、先に示した陶磁器年代とも調和的
で、堆積の状況から、一帯を盛土整地するために投入した造成土であることが考えられ、この盛土により方形石組
み遺構が埋め殺されたことが想定できる。
　また、本層より出土した漆塗膜を成分分析にかけたところ、木胎上にカルシウム含量が多い物質（胡粉か）を
下地として塗布し、その上に水銀朱 + ベンガラを塗布していることがわかっている。
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第８期
　第８期は近代以降の堆積層にあたる。おもに第２層かそれを被覆する層を指し、撹乱により入り込んだ古い時
期の中国産陶磁器類も出土するが、主体となるのは板ガラス片や近代以降に国内各地で焼成された陶磁器類であ
る。当該地は 1924（大正 13）年に沖縄神社を設置するにあたり、大規模な整地が行われた一帯に含まれること
から、その際の成地層であることが考えられる。

おわりに
　以上、平成 21 年度調査における時期区分ごとの概要報告を行った。今回の調査では、多くの石積みや造成層、
舗装面を確認することができたとともに、概ね時期的なまとまりをみせる出土遺物の情報とも合わせ、首里城拡
張の経過や工法、御内原での生活の一端をみることができた。
　その中でも特徴的なのは、各時期にみられる盛土整地層（造成層）の存在である。今回は４時期（第２・３・５・
７期）分の盛土造成が確認されており、拡張や火災に伴う新たな建造物構築の際には、旧地表面を遺構ごと覆う
ように盛土し、その上面を石灰岩の石粉で強固に舗装（第３・５期）している。また、造成土として間層に赤色
土を用いる点でも、各時期で共通している。しかし、盛土の工法については、赤色土からみると石積み１・２間
赤色土（第２期）が、厚く均質なものであるのに対し、時代が下るにつれ不規則で薄く、その上下に礫や陶磁器・
瓦等の混入物が目立つ土砂を用いる等、粗雑な工法に変化する状況がみえる（第３・５・７期）。次に、この造
成土の由来について想定すると、赤色土は均質で殆ど人工・自然遺物を含まないことから、外部の特定のエリア
から選択して持込んでいる可能性がある。しかし、それ以外の造成土には、これまでの首里城内の調査により出
土している各種遺物が多量に含まれることから、城内か、城外であっても城内の瓦礫を大量に含む土砂を造成土
として使用している可能性が指摘できる。
　また、方形石組み遺構の検出からは、平成 19 年度調査検出の円形石組み遺構（シーリ）の事例と併せてみると、
当時のゴミ処理法が、建物内外に設けられた小規模なゴミ穴（シーリ）と、建物と離れた位置にある大きめのゴ
ミ穴（シーリ）とが存在することが判明した。この内容物に関しても、中国産青磁や白磁・青花、三彩、法花等
の首里城を特徴付ける貿易陶磁器や金属製品等、多くの人工遺物のほか、多量の貝類、獣魚骨等の自然遺物が出
土しており、当時の生活を復元する上で有力な情報が得られたといえる。
　そのほか特異な遺物として、明治期のものと考えられる鉛製の小銃弾と真鍮製の薬莢が出土している。これら
はその形状から、イギリスのエンフィールド造兵廠で製造され、1866 年にイギリス軍が採用したスナイドル銃
のものと思われる（B.A.Temple 1977、玉東町教育委員会 2012）。スナイドル銃は、弾丸を銃身先から装填する、
いわゆる前装式（先込め式）のエンフィールド銃を、連射性に優れた後装式（元込め式）に改造した小銃である。
その導入は、はじめに戊辰戦争期（1868 ～ 1869 年）に、製造元のイギリスを通じて薩摩藩に入るところから
始まる。そして 1877（明治 10）年には明治政府軍の制式銃として採用、同年勃発した西南戦争においても使用
されている。その際の激戦として、同年 3 月 4 日～ 20 日に繰り広げられた「田原坂の戦い」は特に知られると
ころであるが、その舞台となった熊本県熊本市や、隣接する玉東町に所在する西南戦争遺跡においては近年発掘
調査が行われ、同様な銃弾や薬莢などの遺物が、薩摩軍・官軍双方の陣地の様相について、各種記録を裏付ける
形で出土している（熊本市教育委員会 2011・2012、玉東町教育委員会 2012）。
　この流れから、首里城内から出土した銃弾が琉球に持ち込まれたプロセスを考えてみると、1879（明治 12）
年３月の琉球処分の際に、首里城を占拠した陸軍省の一部隊である、熊本鎮台沖縄分遣隊の存在が想起できる

（松田道之 1962）。その際の軍装備品について、現時点で詳細な記録は見当たらないものの、同部隊は前記した
西南戦争にも参戦していることから、来琉に際しスナイドル銃を装備していたことは想像に難くない（金城善
2011、吉浜忍 2011）。今回発見された銃弾と薬莢は、スナイドル銃が城内に持ち込まれたことを示すとともに、
さらには銃弾側面にみられる線状痕や、薬莢内部に煤が残る状況から、実射された可能性が考えられ、首里城が
機能を終える要因となった琉球処分前後の一端を伝える資料として重要といえる。

　最後に、発掘調査、資料整理、分析にあたっては、多くの皆様に協力・指導・助言をいただいた。記して感謝
申し上げたい。
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第 5章　総括

第８期
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　　　ター調査報告書 第 63 集 沖縄県立埋蔵文化財センター

５　その他の中国産陶磁器・土器
　　新垣力 2003「沖縄出土の清朝磁器」『沖縄埋文研究１』沖縄県立埋蔵文化財センター
　　大分市歴史資料館 2003『豊後府内　南蛮の彩り～南蛮の貿易陶磁器～』大分歴史資料館
　　海のシルクロードの出発点 “ 福建 ” 展開催実行委員会 2008『東アジアの海とシルクロードの拠点　福建―沈没船、貿易都市、茶
　　　文化―』海のシルクロードの出発点 “ 福建 ” 展開催実行委員会
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書（１）－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 
　　　第 54 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　出光美術館 2010『茶陶の道－天目と呉須赤絵－』出光美術館
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2011『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書（２）－』沖縄県立埋蔵文化財セン
　　　ター調査報告書 第 58 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書（３）－』沖縄県立埋蔵文化財セン
　　　ター調査報告書 第 63 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　新垣力 2012「東南アジア陶磁器・華南三彩からみた琉球の南海貿易」『貿易陶磁研究』№ 32　日本貿易陶磁研究会

６　東南アジア産陶磁器・土器
　　福岡市美術館　尾崎直人 2001『福岡市美術館所蔵品目録　本多コレクション』福岡市美術館
　　大分市歴史資料館 2003『豊後府内　南蛮の彩り～南蛮の貿易陶磁器～』大分歴史資料館
　　町田市立博物館 2008『木村宗久コレクション寄贈記念　アジアを慈しむー茶人の眼と東南アジア陶磁―』町田市立博物館
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書（１）－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 
　　　第 54 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書（３）－』沖縄県立埋蔵文化財セン
　　　ター調査報告書 第 63 集 沖縄県立埋蔵文化財センター

７　朝鮮半島産陶磁器
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書（１）－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 
　　　第 54 集 沖縄県立埋蔵文化財センター

８　本土産陶磁器
　　田沢金吾・小山富士夫 1987『薩摩焼の研究』株式会社国書刊行会
　　早坂優子 2000『日本・中国の文様事典』株式会社視覚デザイン研究所
　　鹿児島県立埋蔵文化財センター 2006『堂平窯跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター調査報告書（106）鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書（１）－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 
　　　第 54 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2011『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書（２）－』沖縄県立埋蔵文化財セン
　　　ター調査報告書 第 58 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　佐賀県立九州陶磁文化館 2012『古伊万里の文様集成』佐賀県立九州陶磁文化館

９　沖縄産施釉陶器
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書（１）－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 
　　　第 54 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2011『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書（２）－』沖縄県立埋蔵文化財セン
　　　ター調査報告書 第 58 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書（３）－』沖縄県立埋蔵文化財セン
　　　ター調査報告書 第 63 集 沖縄県立埋蔵文化財センター

10　初期沖縄産無釉陶器
　　田沢金吾・小山富士夫 1987『薩摩焼の研究』株式会社国書刊行会
　　鹿児島県立埋蔵文化財センター 2006『堂平窯跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター調査報告書（106）鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　新垣力 2009「16 ～ 17 世紀における琉球での陶器生産の様相とその周辺」『考古学からみた薩摩の侵攻 400 年』沖縄考古学会
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書（１）－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告　
　　　書 第 54 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　新垣力 2011「無釉陶器の成立と展開」『琉球陶器の来た道』沖縄県立博物館・美術館
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書（３）－』沖縄県立埋蔵文化財セン
　　　ター調査報告書 第 63 集 沖縄県立埋蔵文化財センター

11　沖縄産無釉陶器
　 　沖縄県立埋蔵文化財センター 2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書（１）－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 

　　　第 54 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2011『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書（２）－』沖縄県立埋蔵文化財セン
　　　ター調査報告書 第 58 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書（３）－』沖縄県立埋蔵文化財セン
　　　ター調査報告書 第 63 集 沖縄県立埋蔵文化財センター

12　陶質土器
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書（１）－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 
　　　第 54 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2011『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書（２）－』沖縄県立埋蔵文化財セン
　　　ター調査報告書 第 58 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書（３）－』沖縄県立埋蔵文化財セン
　　　ター調査報告書 第 63 集 沖縄県立埋蔵文化財センター

13　瓦質土器
　　瀬戸哲也 2009「南の境界・琉球の瓦質土器」『中近世土器の基礎研究』22　日本中世土器研究会
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書（１）－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 
　　　第 54 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　瀬戸哲也 2011「沖縄の瓦質土器について」『琉球陶器の来た道』沖縄県立博物館・美術館
　　石井龍太 2011「琉球近世植木鉢の系譜－アジアの中の琉球園芸文化－」『南島考古』№ 30　沖縄考古学会

14　煙管
　　石井龍太 2011「琉球諸島出土キセルの基礎的研究～琉球喫煙文化の研究～」『東京大学考古学研究室研究紀要』第 25 号　東京大
　　　学考古学研究室
　　新垣力 2012「遺跡出土の柱状形煙管からみた琉球の喫煙文化」『VOC と日蘭交流－ VOC 遺跡の調査とたばこ－たばこと塩の博
　　　物館研究紀要』第 10 号　たばこと塩の博物館　

15　円盤状製品
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2010「第 17 節　円盤状製品」『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書（Ⅰ）－』沖縄県立埋蔵文
　　　化財センター調査報告書第 54 集　沖縄県立埋蔵文化財センター

16　金属製品
　　久保智康 2005『金色のかざり－金属工芸にみる日本美－』京都国立博物館
　　沖縄県教育委員会 2008『沖縄の金工品関係資料調査報告書』沖縄県史料調査シリーズ第 4 集・沖縄県文化財調査報告書第 146 集
　　　沖縄県教育委員会
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2009『首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅱ）－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 49
　　　集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書（１）－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 
　　　第 54 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　久保智康 2010『琉球の金工』日本の美術第 533 号　( 株 ) ぎょうせい
　　熊本市教育委員会 2011『田原坂－西南戦争遺跡・田原坂第 1 次調査－』熊本市の文化財第５集　熊本市教育委員会
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書（３）－』沖縄県立埋蔵文化財セン
　　　ター調査報告書 第 63 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　熊本市教育委員会 2012『田原坂Ⅱ－西南戦争遺跡・田原坂第２次調査－』熊本市の文化財第 15 集　熊本市教育委員会
　　玉東町教育委員会 2012『玉東町西南戦争遺跡調査総合報告書』玉東町文化財調査報告書第８集　玉東町教育委員会
　　B.A. Temple 1977．The Boxer Cartridge in the British Service．Sole Trader

17　漆喰・漆喰製品
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書（１）－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 
　　　第 54 集 沖縄県立埋蔵文化財センター

18　銭貨
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2010「第 15 節　銭貨」『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書（Ⅰ）－』沖縄県立埋蔵文化財セ
　　　ンター調査報告書第 54 集　沖縄県立埋蔵文化財センター
　　永井久美男 1994『中世の出土銭－出土銭の調査と分類－』兵庫埋蔵銭調査会
　　永井久美男 1998『近世の出土銭Ⅱ－分類図版篇－』兵庫埋蔵銭調査会
　　仲座久宜 2011「首里城跡における 3 時期の廃絶を示す貿易陶磁器－平成 19 年度の調査成果から－」『貿易陶磁研究』№ .31　日
　　　本貿易陶磁研究会

19　漆製品
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書（１）－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 
　　　第 54 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2011『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書（２）－』沖縄県立埋蔵文化財セン
　　　ター調査報告書 第 58 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書（３）－』沖縄県立埋蔵文化財セン
　　　ター調査報告書 第 63 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
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20　土器・土製品・坩堝
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2001『天界寺跡（Ⅰ）－首里社館地下駐車場入り口新設工事に伴う緊急発掘調査－』沖縄県立埋蔵
　　　文化財センター調査報告書第 2 集　沖縄県立埋蔵文化財センター
　　東京都埋蔵文化財センター 2003『汐留遺跡Ⅲ－旧汐留貨物駅跡地内の調査－』東京都埋蔵文化財センター調査報告第 125 集　東
　　　京都埋蔵文化財センター

21　石製品 ･ 石造物
　　岩崎仁志 2005「近世赤間硯の銘について」『山口考古』第 25 集ｐ 41-56　山口考古学会
　　上間清 1987『沖縄の石造構造物に関する土木史的研究』上間清
　　上原靜 2004「考古学からみた沖縄諸島の遊戯史｣『グスク文化を考える』ｐ 371-400　今帰仁村教育委員会
　　大堀皓平 2013「沖縄の遺跡から出土する石製硯について－沖縄県立埋蔵文化財センター所蔵資料より－」『南島考古』第 32 号ｐ
　　　13-28　沖縄考古学会
　　大堀皓平・金城貴子 2011『沖縄いしの考古学』（図録）沖縄県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県立埋蔵文化財センター（編）2004『首里城跡－東のアザナ地区発掘調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告
　　　書　第 20 集　沖縄県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県立埋蔵文化財センター（編）2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書（Ⅰ）－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査
　　　報告書　第 54 集　沖縄県立埋蔵文化財センター
　　坂本万七 1982『坂本万七遺作写真集　沖縄・昭和 10 年代』新星図書出版
　　多和田真重 1984『写真集　沖縄　失われた文化財と風俗』那覇出版社
　　東京都埋蔵文化財センター（編）2001『尾張藩上屋敷跡遺跡Ⅶ』東京都埋蔵文化財センター発掘調査報告書　第 98 集　東京都埋
　　　蔵文化財センター
　　福島駿介 1987『沖縄の石造文化』沖縄出版

22　玉
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書（１）－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 
　　　第 54 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2011『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書（２）－』沖縄県立埋蔵文化財セン
　　　ター調査報告書 第 58 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県教育委員会 2011『沖縄のガラス・玉等製品関係資料調査報告書』沖縄県文化財調査報告書第 149 集　沖縄県教育委員会

23　骨・貝製品
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書（１）－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 
　　　第 54 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　沖縄県立埋蔵文化財センター 2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書（３）－』沖縄県立埋蔵文化財セン
　　　ター調査報告書 第 63 集 沖縄県立埋蔵文化財センター
　　那覇市教育委員会 2012『渡地村跡－臨港道路那覇 1 号線整備事業に伴う緊急発掘調査－』那覇市教育委員会
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